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企
業
経
螢
研
究

　
　
　
　
　
　
目
　
　
次

基
礎
在
高
法
研
究

経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
理
論

　
1
わ
が
国
の
実
態
を
事
例
と
し
て
一

社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

（
研
究
）
銘
℃
d
Z
動
く
》
O
聞
＝
o
O
O
ヨ
b
暮
①
『
に
つ
い
て

（
資
料
）
　
ジ
ョ
ン
。
ピ
ァ
ポ
ン
ド
。
モ
ル
ガ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
七
～
一
九
二
二

（
資
料
）
　
国
民
所
得
の
再
分
配

　
　
　
　
　
－
日
本
経
済
に
お
け
る
そ
の
測
定
一

（
資
料
）
　
デ
ィ
ヅ
ィ
ス
の
「
生
産
性
会
計
」
に
つ
い
て

（
資
料
）
　
事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化
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基
礎
在
高
法
研
究

渡

邊

進

一

　
基
礎
在
高
法
（
げ
9
0
0
0
9
ω
臼
O
O
犀
目
O
け
ず
O
畠
）
は
棚
卸
資
産
原
価
配
分
方
法
の
一
つ

で
あ
る
。
こ
れ
は
一
定
期
間
末
の
棚
卸
資
産
価
額
を
確
定
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
当
該
期
間
の
払
出
原
価
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
棚
御
資
産
原
価
配
分
方
法

に
属
ナ
る
。
基
礎
在
高
法
は
ま
た
正
常
在
高
法
（
昌
O
同
§
9
一
・
の
臼
O
O
吋
巨
O
臼
げ
O
笛
）
最

低
在
高
法
（
ヨ
一
昌
一
登
口
目
l
q
D
臼
O
O
げ
旨
口
O
酔
げ
O
畠
）
、
固
定
在
高
法
（
穿
巴
・
。
。
8
爵
§
①
見
廻
）

と
も
呼
ば
れ
る
。
　
（
我
国
企
業
会
計
原
則
で
は
こ
の
方
法
は
基
準
棚
卸
法
と

呼
ば
れ
て
い
る
。
）
　
論
者
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
に
種
々
の
名
称
が
用
い
ら
れ

て
い
る
け
れ
ど
も
そ
の
示
そ
う
と
す
る
内
容
は
同
一
で
あ
る
の
で
本
稿
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

基
礎
在
高
愚
な
る
名
称
を
選
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
製
造
企
業
が
そ
の
生
産
活
動
を
継
続
し
よ
う
と
す
る
限
り
常
に
】
定
量
の

棚
卸
資
産
を
必
要
と
す
る
。
製
造
工
程
に
要
す
る
期
間
、
原
料
輸
送
に
要
す

る
三
目
等
を
考
慮
し
て
、
　
一
定
の
生
産
設
備
を
円
滑
に
稼
動
せ
し
め
る
た
め

に
は
、
一
定
量
の
原
材
料
を
常
時
保
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
も
と
よ

り
個
々
の
原
材
料
は
製
造
の
た
め
に
消
費
・
補
充
せ
ら
れ
て
回
転
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
生
産
の
続
行
の
た
め
に
総
体
と
し
て
一
定
量
の
原
材
料
の
保
有

が
要
求
さ
れ
る
。
正
常
な
る
生
産
状
況
の
下
に
お
い
て
か
か
る
要
求
を
充
足

す
る
に
要
す
る
原
材
料
の
量
が
、
当
該
原
材
料
に
と
っ
て
の
「
基
礎
在
高
」

で
あ
る
。
基
礎
工
書
法
と
は
直
接
的
に
は
こ
の
基
礎
在
高
に
一
定
の
固
定
価

額
を
附
し
て
、
毎
期
そ
の
評
価
額
を
変
更
せ
し
め
な
い
方
法
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
基
礎
量
に
対
す
る
評
価
額
が
価
格
変
動
に
よ
っ

て
相
違
す
る
こ
と
か
ら
来
る
（
例
え
ば
先
入
先
出
法
の
場
合
を
謳
え
れ
ば
明

ら
か
で
あ
る
。
）
　
期
間
損
益
計
算
へ
の
影
響
を
阻
止
し
、
損
益
計
算
的
に
は

収
益
．
費
用
の
同
一
価
格
水
準
に
お
け
る
対
応
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ

る
。　

ル
イ
・
ペ
ル
ベ
は
基
礎
在
高
め
概
念
を
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

　
正
常
在
高
を
構
成
し
て
い
る
箇
々
の
分
子
に
つ
い
て
は
問
わ
ず
、
そ
の
結

　　pt　lN



　
　
　
基
礎
在
高
法
研
究

合
せ
る
総
体
が
全
体
と
し
て
常
に
変
化
な
く
手
元
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
基
礎
在
高
法
の
根
拠
で
あ
る
b
最
初
に
基
礎
在
高
が
設
定
さ
れ
た
際

原
価
で
評
価
せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
は
年
々
本
質
的
に
均
し
い
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
当
初
の
原
価
が
継
続
し
て
用
い
ら
れ
る
。
か
か
る
理
論
は
当
然
、

製
品
叉
は
原
材
料
が
そ
の
量
に
お
い
て
等
し
く
そ
の
構
成
分
子
が
互
に
置
換

し
得
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
の
関
係
は
川
の
流
れ
に
癒
え

ら
れ
る
。
川
の
流
れ
を
構
成
し
て
い
る
水
の
分
子
は
不
断
に
交
替
し
て
止
ま

ら
な
い
が
、
流
れ
は
常
に
存
在
す
る
。
基
礎
在
高
の
流
れ
は
販
売
を
目
的
と

せ
ず
、
こ
れ
を
構
成
し
て
い
る
分
子
は
絶
え
ず
頭
隠
代
謝
し
て
い
る
け
れ
ど

も
、
流
れ
自
体
は
変
化
な
く
存
続
す
る
。
不
変
の
原
始
原
価
で
評
価
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

の
は
、
実
に
こ
の
流
れ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
構
成
し
て
い
る
分
子
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
基
礎
在
高
法
で
は
既
に
後
入
先
出
法
の
出
現
に
先
立
っ
て
、

期
末
棚
卸
資
産
評
価
従
っ
て
ま
た
当
期
払
出
価
額
計
算
に
お
い
て
、
棚
卸
資

産
の
箇
々
の
分
子
と
そ
の
個
別
原
価
と
の
関
連
が
放
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
礎
在
高
を
固
定
価
額
で
評
価
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
現
在
の
生
産
品
の
原
価
は
、
（
当
該
棚
卸
資
産
の
関
す
る
限
り
）
現
在

の
購
入
原
価
又
は
製
造
原
価
で
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
関
連
に
つ

い
て
ニ
ッ
カ
ァ
ソ
ン
は
大
要
次
の
如
く
説
明
し
て
い
る
。

　
二
地
点
か
ら
二
地
点
に
至
る
石
油
輸
送
管
を
考
え
て
み
る
。
送
油
管
に
よ

っ
て
絶
え
ず
石
油
を
乙
地
点
に
供
給
す
る
に
は
、
管
の
中
に
常
に
石
油
が
充

た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
送
油
管
に
は
絶
え
ず
棚
卸
資
産
が

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
正
に
基
礎
在
高
に
当
る
。
こ
の
場
合
送
油
管
の

中
の
石
油
を
年
々
同
一
の
金
額
で
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
月
に
送

油
管
か
ら
流
出
す
る
石
油
に
は
、
石
油
輸
送
の
た
め
に
要
す
る
時
間
の
ズ
レ

を
無
視
し
て
、
そ
の
月
に
注
入
さ
れ
た
石
油
の
原
価
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。
而
し
て
彼
は
か
か
る
原
価
は
売
価
算
定
の
基
礎
と
な
る
見
積
原
価
と

一
致
す
る
も
の
で
あ
る
（
石
油
・
銅
・
繊
維
・
皮
革
∴
鉛
等
の
産
業
に
あ
り

て
は
、
売
価
決
定
の
た
め
の
見
積
原
価
は
原
材
料
の
時
価
を
基
礎
と
し
、
製

造
家
が
保
有
す
る
原
材
料
の
実
際
原
価
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
）
と
い

　
　
　
（
註
3
）

つ
て
い
る
。

（
註
1
）
　
多
く
の
論
者
に
よ
っ
て
．
、
冨
ω
①
・
。
・
8
。
犀
。
同
目
二
目
苧
ω
叶
。
。
犀
目
①
爵
＆
．
、
と
し
て
用

　
い
ら
れ
、
同
一
方
法
に
対
す
る
別
称
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
稀
に
は
正
常

　
在
高
法
な
る
名
称
を
、
趣
旨
を
均
し
く
す
る
各
種
の
・
万
法
を
総
括
す
る
上
位
の
概
念
と
し
て

　
用
い
、
こ
れ
に
基
礎
在
高
法
、
濫
備
金
法
、
後
入
先
出
法
を
属
さ
し
め
る
分
類
法
を
と
る
者

　
も
あ
る
。
　
（
例
え
ば
≦
’
b
’
℃
讐
。
ロ
噸
臣
o
o
o
口
口
訂
三
。
・
．
口
螢
昌
血
げ
O
o
r
g
⇔
乱
0
9
や
笛
ひ
ひ
Ψ

　
O
暫
二
目
ぎ
ヨ
器
∪
。
≦
冨
ρ
6
。
の
酔
｝
。
8
口
三
重
㎝
薗
昌
亀
二
二
な
。
・
貫
ち
U
ρ
で
●
g
。
Q
。
メ
）

　
開
。
器
O
幽
尋
9
貯
霧
は
上
位
の
概
念
を
現
わ
す
名
称
と
し
て
．
．
げ
器
叩
曾
。
穿
盆
日
ξ
亀

く
巴
口
9
。
鼠
。
ロ
日
。
子
＆
。
。
．
、
な
る
語
を
用
い
、
こ
れ
に
基
礎
在
高
法
（
叉
は
正
常
在
高
法
）
準
・

備
金
法
及
び
後
入
先
出
法
を
属
さ
し
め
て
い
る
。
（
目
竃
b
冒
・
。
。
。
。
，
G
。
8
爵
甲
貯
9
覧
①
貯
同
腎

8
旨
。
b
。
8
琶
江
晶
’
国
麟
。
同
く
餌
巳
田
島
ぎ
①
。
。
。
・
閑
。
≦
Φ
き
諺
暮
唱
日
ロ
宕
口
巳
び
霞
甥
H
O
Q
。
ひ
●
）

（
註
2
）
　
P
。
巳
。
・
O
．
国
♂
島
①
♂
守
。
。
・
－
。
・
8
爵
H
導
8
8
騒
。
・
し
・
。
h
鋭
」
三
図
し
O
G
。
P
Ψ

ω
c
。
●
〃
イ
。
ペ
ル
ベ
は
後
入
先
出
法
発
展
史
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
言
m
鼠
8
国
．
聞
争

一一　z一



o
口
げ
。
け
の
父
君
で
あ
り
、
団
。
α
q
ω
o
P
b
巴
。
ロ
ぴ
9
知
0
9
の
創
立
者
で
あ
る
。

（
註
3
）
　
Ω
霞
g
8
切
・
蜜
。
冨
窃
8
”
一
塁
睾
8
曙
切
①
。
・
霞
く
。
。
・
器
§
国
♂
ヨ
。
暮
亀
甘
－

〈
。
三
〇
曙
聞
。
守
ざ
諺
8
島
㎝
●
切
①
く
●
∪
①
2
岩
Q
。
」
電
6
Q
。
ミ
ー
c
o
●

　
墓
礎
在
高
法
の
適
用
に
当
っ
て
は
先
ず
「
基
礎
在
高
」
と
し
て
取
扱
わ
れ

る
数
量
と
、
こ
れ
に
附
せ
ら
る
べ
き
価
額
と
が
決
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

基
礎
在
高
た
る
べ
き
数
量
（
以
下
基
礎
数
量
と
い
う
。
）
　
は
、
（
一
）
通
例
輸

送
の
途
中
に
あ
る
原
材
料
の
数
量
（
二
）
輸
送
の
遅
延
そ
の
他
不
慮
の
事
故

に
よ
る
生
産
の
停
止
を
免
れ
る
た
め
に
保
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
原
材

料
の
数
量
（
三
）
製
造
過
程
に
あ
る
（
仕
掛
中
の
）
原
材
料
の
数
量
（
製
造

工
程
に
長
時
日
を
要
す
る
工
業
に
お
い
て
は
こ
の
数
量
は
莫
大
で
あ
る
。
）

（
四
）
遅
滞
な
く
製
品
の
引
渡
が
可
能
と
な
る
た
め
に
工
場
及
び
倉
庫
に
お

い
て
保
有
す
る
必
要
の
あ
る
製
品
の
数
量
を
老
癒
し
て
、
各
事
業
の
実
情
に

応
じ
て
定
め
ら
れ
る
。
　
（
基
礎
数
量
は
特
定
の
事
情
の
下
に
お
い
て
決
定
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
製
造
規
模
の
拡
大
等
事
情
の
変
化
に
よ
り
変
動
す
る

こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
）

　
ニ
ッ
カ
ァ
ソ
ン
は
異
な
っ
た
（
寧
ろ
回
顧
的
な
）
見
地
か
ら
基
礎
在
高
の

数
量
を
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
。

　
（
一
）
　
基
礎
数
量
は
平
均
数
量
（
平
均
数
量
を
求
め
る
場
合
に
季
節
的
・

周
期
的
変
動
を
除
外
し
た
と
し
て
も
）
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
二
）
　
不
況
時
に
お
い
て
、
棚
卸
資
産
量
が
減
少
し
て
到
達
し
た
最
低
量

　
　
　
基
礎
在
高
法
研
究

を
も
つ
て
基
礎
数
量
と
し
た
会
社
も
あ
る
が
、
生
産
活
動
が
異
常
に
低
下
し

た
時
期
に
お
い
て
は
、
棚
卸
資
産
の
数
量
は
、
普
通
時
に
は
基
礎
数
量
と
し

て
承
認
さ
れ
る
手
持
量
以
下
に
下
る
こ
と
が
あ
る
も
の
と
老
え
る
の
が
合
理

的
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
か
く
て
、
周
期
的
変
化
の
顕
著
な
年
度
を
除
外
し
て
、
代
表
的
と

老
え
ら
れ
る
年
度
の
手
持
量
を
相
当
長
期
間
に
亘
っ
て
観
察
し
、
各
年
度
の

手
持
量
の
面
詰
（
季
節
的
変
化
の
谷
）
の
平
均
を
求
め
、
こ
れ
を
基
礎
数
量

の
上
限
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
生
産
活
動
が
異
常
に
低
い
時
期
を
除
い
て

は
、
こ
の
季
節
の
谷
の
平
均
を
も
つ
て
基
礎
数
量
と
考
え
て
よ
い
。
生
産
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

動
が
異
常
に
低
い
年
度
に
は
、
基
礎
数
量
は
こ
れ
以
下
に
下
り
得
る
。

　
基
礎
数
量
の
画
定
は
抽
象
的
に
は
可
能
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
特
定
の
企
業

に
つ
い
て
具
体
的
に
こ
れ
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
情
勢
の
如
何
、
産
業
の
種

類
に
よ
っ
て
は
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
変
化

し
、
ま
た
一
定
時
点
に
お
い
て
も
、
決
定
者
の
判
断
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。

　
基
礎
数
量
に
は
基
礎
（
固
定
）
価
額
が
附
せ
ら
れ
る
。
単
位
基
礎
価
格
と

し
て
は
、
当
該
棚
卸
資
産
の
実
際
取
得
価
格
が
と
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
将

来
下
落
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
最
低
の
価
格
又
は
過
去
に
お
い
て
経
験
し

た
最
低
の
価
格
が
と
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
基
礎
在
高
法
を
採
用
す
る
に
当

っ
て
、
帳
簿
価
額
を
基
礎
価
額
に
切
下
げ
る
場
合
に
生
ず
る
損
失
は
、
利
益
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基
礎
在
高
法
研
究

剰
余
金
に
賦
課
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
一
且
基
礎
在
高
法
を
採
用
し
て
の

ち
基
礎
価
額
を
更
に
切
下
げ
る
必
要
を
生
じ
た
場
合
に
生
ず
る
損
失
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。

　
棚
卸
資
産
が
消
費
さ
れ
、
期
末
数
量
が
基
礎
在
高
に
満
た
ざ
る
に
至
っ
た

と
き
は
、
当
該
棚
卸
資
産
は
不
足
量
（
匙
①
自
。
霊
）
を
期
末
の
時
価
で
計
算
し
た

金
額
を
、
基
礎
価
額
か
ら
控
除
し
た
金
額
で
評
価
さ
れ
る
。
ウ
ォ
ー
シ
ョ
ー

は
こ
の
関
係
を
「
基
礎
在
高
は
な
お
完
全
に
存
在
し
そ
の
一
部
が
一
時
的
に

借
入
れ
ら
れ
、
の
ち
時
価
で
購
入
し
て
補
充
し
基
礎
在
高
を
回
復
す
べ
き
も

の
」
と
讃
え
る
の
で
あ
鱒
．

　
基
礎
価
額
か
ら
、
不
足
量
を
時
価
で
計
算
し
た
金
額
を
控
除
し
た
金
額
で

評
価
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
該
部
分
は
当
期
の
棚
卸
資
産
費
用
に
、
そ
の

取
替
に
必
要
な
原
価
で
算
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
後

入
先
出
法
に
よ
る
棚
卸
資
産
費
用
計
算
と
異
な
っ
て
い
る
。
次
期
に
お
い
て

不
足
分
が
補
充
さ
れ
た
時
、
基
礎
価
額
は
回
復
す
る
。
併
し
期
末
時
価
と
実

際
に
補
充
が
行
わ
れ
た
と
き
の
時
価
が
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
差
額
は
補

充
の
行
わ
れ
た
と
き
の
費
用
（
叉
は
費
用
か
ら
の
控
除
）
と
な
る
。

　
基
礎
在
高
が
蚕
食
さ
れ
た
場
合
の
評
価
を
右
の
方
式
の
如
く
せ
ず
、
準
備

金
を
設
け
て
処
理
す
る
方
法
が
あ
る
。
こ
の
場
合
二
つ
の
方
法
が
老
え
ら
れ

る
。

　
（
一
）
　
基
礎
在
高
が
そ
の
ま
ま
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
の
如
く
当
該
棚
卸

資
産
を
基
礎
価
額
で
評
価
し
、
別
に
不
足
分
を
時
価
で
計
算
し
た
金
額
の
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

備
金
を
設
け
る
。
こ
の
方
法
は
ウ
ォ
ー
シ
ョ
ー
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
（
二
）
　
基
礎
在
高
（
。
。
8
爵
6
ロ
已
）
が
蚕
食
さ
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
基
礎

価
格
で
計
算
．
し
た
金
額
を
、
基
礎
価
額
か
ら
控
除
し
、
別
に
不
足
量
（
嘘
碧
・

葺
Φ
ヨ
碧
泊
轟
三
Φ
）
に
、
取
替
に
要
す
る
価
格
と
墓
礎
価
格
と
の
差
額
を
乗
じ

て
得
た
る
金
額
の
取
替
準
備
金
（
胃
。
丘
。
。
8
昌
唱
。
弾
器
8
霧
§
β
江
。
昌
9
ω
ぎ
。
パ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

を
設
け
る
。
こ
の
方
法
は
プ
ゥ
ル
ク
ワ
ン
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
準
備
金
を
設
定
す
る
方
法
に
よ
る
場
合
に
も
、
準
備
金
の
金
額
が
正
し
く

こ
の
方
式
に
従
っ
て
計
算
さ
れ
る
と
き
は
、
棚
卸
資
産
費
用
計
算
に
与
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

影
響
は
準
備
金
を
設
定
し
な
い
直
接
控
除
法
と
同
一
と
な
る
。

　
期
末
数
量
が
期
首
数
量
に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
期
首
数
量
が
基

礎
数
量
を
超
え
て
お
り
、
当
期
の
減
少
は
基
礎
数
量
を
超
え
る
部
分
か
ら
の

減
少
で
あ
っ
て
、
期
末
に
お
い
て
も
な
お
基
礎
数
量
が
保
た
れ
て
い
る
と
き

に
は
、
そ
の
減
少
分
は
帳
簿
価
額
で
棚
卸
資
産
費
用
に
算
入
さ
れ
る
。

　
反
対
に
期
末
棚
卸
資
産
の
数
量
が
基
礎
在
高
を
超
え
る
場
合
に
は
、
そ
の

超
過
量
（
O
×
O
O
ω
Q
o
）
は
原
価
で
、
又
は
低
価
法
を
適
用
し
て
得
た
金
額
で
評
価

さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
原
価
（
叉
は
低
価
法
を
適
用
す
る
場
合
の
原
価
）
と

は
、
先
入
先
出
法
・
平
均
法
等
何
れ
の
原
価
配
分
方
法
を
適
用
し
て
得
た
原

価
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
定
説
は
な
い
。
例
え
ば
ア
ン
ダ
ァ
ソ
ン
は
先
入
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
シ
ョ
ー
は
平
均
原
価
法

出
法
に
よ
る
原
価
で
評
価
さ
れ
る
と
い
い
、
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（
註
－
o
）

で
評
価
さ
れ
る
と
い
い
、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ィ
は
先
入
先
出
法
叉
は
平
均
原
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
1
）

法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
ペ
ル
ベ
は
先
入
先
出
法
・
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
1
2
）

均
の
ほ
か
後
入
先
出
法
そ
の
他
に
よ
る
評
価
を
認
め
て
い
る
。
即
ち
超
過
分

に
対
す
る
原
価
配
分
は
先
入
先
出
法
・
平
均
法
・
後
入
先
出
法
泉
の
何
れ
か

の
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
得
る
。
基
礎
在
高
法
自
体
は
基
礎
数
量
に
附
せ
ら

れ
た
基
礎
価
額
を
毎
期
変
動
な
く
維
持
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
の
で
あ
っ

て
、
超
過
分
に
つ
い
て
如
何
な
る
方
法
で
原
価
配
分
が
な
さ
れ
る
べ
責
で
あ

る
か
を
限
定
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
一
定
量
の

棚
卸
資
産
が
価
格
変
動
の
結
果
評
価
替
さ
れ
る
（
こ
こ
に
評
価
替
と
は
例
え

ば
先
入
先
出
法
に
よ
れ
ば
、
価
格
変
動
に
よ
っ
て
、
同
一
量
の
棚
卸
資
産
に

異
な
る
評
価
額
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
意
味
に
用
い
て
い
る
。
）
こ
と
に
よ
っ

て
、
当
期
棚
卸
資
産
費
用
が
歪
曲
さ
れ
る
こ
と
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と

が
基
礎
在
高
法
の
趣
旨
で
あ
っ
て
、
当
期
受
入
分
が
如
何
な
る
原
価
配
分
方

式
に
よ
っ
て
当
期
払
出
品
と
期
末
残
存
分
（
基
礎
在
高
法
に
あ
り
て
は
、
当

期
に
生
じ
た
超
過
量
は
当
期
受
入
量
の
う
ち
の
一
部
で
あ
る
と
み
な
さ
れ

る
。
）
と
に
原
価
分
配
さ
れ
る
か
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
従
っ
て
超
過
分
に
つ

い
て
先
入
先
出
法
・
平
均
法
・
後
入
先
出
法
何
れ
か
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
。

　
超
過
分
に
つ
い
て
、
先
入
先
出
法
・
平
均
法
・
後
入
先
出
法
の
何
れ
か
が

適
用
さ
れ
た
な
ら
ば
、
次
期
以
降
に
お
い
て
も
そ
の
選
定
さ
れ
た
方
法
が
一

貫
し
て
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
例
え
ば
超
過
分
を
後
入

　
　
　
基
礎
在
高
法
研
究

先
出
法
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
は
、
当
期
増
加
分
が
次
期

末
に
お
い
て
も
保
有
さ
れ
て
い
る
（
勿
論
そ
の
構
成
分
子
に
は
新
陳
代
謝
が

あ
る
け
れ
ど
も
、
次
期
末
の
数
量
が
当
期
末
の
数
量
以
上
で
あ
る
）
と
き
に

は
当
該
当
期
増
加
分
に
対
す
る
評
価
額
は
そ
の
ま
ま
継
続
さ
れ
る
。
　
（
当
期

増
加
分
が
次
期
に
お
い
て
減
少
し
た
と
き
は
、
棚
卸
資
産
費
用
に
算
入
す
べ

き
減
少
分
の
原
価
は
後
入
先
出
法
的
に
処
理
さ
れ
、
当
該
超
過
分
に
附
せ
ら

れ
て
い
た
後
天
先
出
原
価
が
棚
卸
資
産
費
用
に
算
入
さ
れ
る
。
）
　
併
し
超
過

分
が
先
入
先
出
法
皇
は
平
均
法
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当

期
増
加
分
が
次
期
末
に
お
い
て
保
有
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
っ
て
も
、
当
該

増
加
分
に
対
す
る
評
価
額
は
当
期
末
と
次
期
末
で
は
異
な
っ
た
も
の
と
な
る
。

（
超
過
分
が
先
入
先
出
法
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
次
期
末

に
お
い
て
基
礎
数
量
を
超
え
て
い
る
超
過
分
は
、
次
期
受
入
分
の
う
ち
最
後

に
受
入
れ
た
も
の
か
ら
順
次
成
る
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
平
均
法
が
適

用
さ
れ
て
い
る
場
合
の
評
価
額
に
つ
い
て
は
次
掲
計
算
例
に
お
い
て
明
ら
か

に
さ
れ
る
。
）
　
換
言
す
れ
ば
当
期
末
と
次
期
末
に
お
け
る
棚
卸
資
産
の
数
量

に
変
化
が
な
く
と
も
、
当
期
増
加
分
が
次
期
に
お
い
て
評
価
替
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
次
期
の
棚
卸
資
産
費
用
は
こ
の
分
量
に
対
す
る
評
価
替
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
基
礎
在
高
法
が
基
礎
在
高
に
つ
い
て
評
価
替

を
排
除
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
を
超
過
分
に
つ
い
て
も
拡
張
し
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
超
過
分
は
（
次
期
以
降
に
お
い
て
そ
の
数
量
が
保
有
さ
れ
て
い
る
場
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基
礎
在
高
注
研
究

合
を
考
え
）
後
入
先
出
法
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
と
な
る
。

　
当
期
超
過
分
が
次
期
以
降
に
お
い
て
失
わ
れ
た
場
合
に
は
、
超
過
分
に
対

す
る
評
価
方
法
が
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
減
少
分
に
対
す
る
棚
卸
資
産
費
用

は
相
違
す
る
こ
と
と
な
る
。
併
し
超
過
分
が
ど
の
方
法
で
評
価
さ
れ
て
い
る

場
合
で
も
、
そ
れ
か
ら
の
減
少
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
の
減
少
分
に
つ
い

て
は
、
収
益
・
費
肘
の
同
7
価
絡
水
準
に
お
け
る
対
応
は
、
基
礎
在
高
法
に

よ
っ
て
は
達
成
さ
れ
な
い
。

詮
4
）
o
』
・
蜜
。
ぎ
同
。
・
8
ε
’
。
罫
唱
。
鐸
ひ
●

（
註
5
）
　
国
曾
目
≦
胃
路
。
き
目
冨
2
0
同
目
9
一
q
Q
8
0
犀
竃
。
爵
＆
亀
ぎ
く
。
昌
8
鳳
引
く
巴
岳
自
8
’

　
＝
幽
幽
8
巴
b
の
。
・
o
o
三
江
。
昌
o
h
O
o
。
。
紳
跨
8
8
昌
碧
餌
団
。
田
切
o
o
犀
H
O
誌
℃
唱
6
ひ
c
o
・

（
註
6
）
目
日
・
屯
9
。
尋
睾
L
毫
。
昌
8
蔓
く
・
・
ぎ
銘
8
自
巳
爵
。
弱
琶
霧
。
・
O
篭
9
出
串

　
く
9
。
乙
切
目
。
・
ぎ
。
。
・
⑳
閑
。
≦
o
き
O
o
酔
こ
H
O
卜
●
♪
署
・
鱒
ゆ
・
G
g
O
・

（
註
7
）
竃
聾
門
凶
8
b
コ
。
日
貞
三
F
日
同
帥
ま
笛
。
O
。
首
℃
富
蓬
ま
謬
山
口
。
。
鼠
亀
p
H
O
ミ
”
や

　
H
卜
9
ひ
●

（
註
8
）
　
し
か
し
ウ
ォ
ー
シ
ョ
γ
は
直
接
控
除
法
の
方
が
弾
力
的
で
あ
り
、
自
動
的
に
所
期
の

　
目
的
を
達
す
る
と
し
て
、
直
接
控
除
法
を
支
持
し
て
い
る
。
（
口
・
日
・
≦
賃
昏
。
ぎ
臣
く
窪
・

　
8
蔓
く
巴
8
誠
目
碧
告
爵
。
切
ロ
。
・
ぎ
。
。
・
。
・
O
圃
9
ρ
唱
℃
・
ω
P
ω
鱒
．
）

〈
註
9
）
U
印
く
箆
界
｝
巳
Φ
蓉
P
団
同
ρ
。
夢
巴
O
自
ぎ
豪
冨
三
℃
層
や
ω
ひ
ど
。
。
ひ
劇
．
超
過
分

　
は
彼
に
お
い
て
は
限
界
在
高
（
目
胃
σ
q
ぎ
巴
貯
く
。
巨
。
肖
一
。
ω
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
な
お
先
入

　
先
出
法
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
と
み
る
も
の
に
次
の
諸
著
が
あ
る
。

　
　
諺
包
巳
9
0
0
詳
①
♪
司
。
亀
．
の
津
。
葺
q
。
”
ピ
8
”
電
．
劇
♪
劇
笛
・

　
　
臣
噌
日
日
≦
．
国
巳
日
。
。
・
9
。
冨
貸
国
。
げ
。
昌
｝
冨
。
甘
さ
ぎ
8
同
ヨ
亀
ξ
帥
。
》
0
8
ロ
9
ぎ
α
q
闇

　
H
ゆ
q
♪
話
く
・
＆
ご
雫
．
。
。
廊
・
で
は
最
近
の
購
入
（
叉
は
製
造
）
単
価
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、

切
・
肉
Φ
三
回
磯
。
卜
書
噂
国
・
切
・
q
D
ヨ
旨
げ
円
癒
し
n
．
犀
切
き
下
戸
b
臼
舌
ロ
。
a
ぎ
8
盲
特
写
’

ぎ
一
●
も
。
．
爬
巳
①
画
3
H
ゆ
凱
P
や
鼻
O
．
で
は
、
通
常
、
最
近
購
入
分
の
平
均
原
価
に
よ
っ
て
評

価
さ
れ
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
．
と
も
に
先
入
先
出
法
評
価
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
す
べ

　
き
で
あ
る
。

（
註
1
0
）
　
犀
弓
・
≦
胃
ω
ぎ
き
ぎ
く
。
ロ
8
同
矯
く
巴
岳
諜
8
陶
民
爵
①
守
ω
ぼ
。
。
・
。
。
9
。
5
娼
・
。
。
9

（
註
1
1
）
　
蜜
8
茜
。
舅
。
曙
．
。
。
周
a
㊦
円
』
目
霞
①
㎝
讐
6
蟄
占
O
踏
ψ
ぎ
ド
飼
緊
H
詣
9
冒
p
日
凶
8

　
国
．
肥
9
0
島
。
計
O
ぎ
8
①
o
h
目
臨
く
魯
8
曙
客
Φ
爵
＆
。
・
∪
。
℃
。
巳
ゆ
8
匂
n
も
Φ
。
窪
。
署
8
酔
o
h

　
国
舘
げ
じ
d
島
営
①
ω
ω
Ψ
ド
亀
臣
ご
岡
臼
昌
」
H
凛
同
曽
唱
．
刈
ひ
●

（
註
1
2
）
　
冨
窪
二
8
国
．
用
鑑
8
び
。
計
冒
〈
窪
8
曙
く
巴
器
の
き
亀
b
3
津
冒
。
Ω
。
。
・
侶
器
旨
8
計

　
（
零
網
ヨ
帥
属
閃
国
。
・
冨
碧
畠
匂
9
口
〉
・
切
罫
9
計
臣
晋
9
艮
巴
b
8
0
ロ
ロ
訂
三
、
。
・
閏
§
象
8
r

　
6
㎝
倉
や
障
伊
）

　
冒
器
嘗
｝
竃
帥
目
当
ぎ
は
後
入
先
出
法
。
先
入
先
出
法
・
叉
は
そ
の
他
の
原
価
法
に
よ

　
つ
て
評
価
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
（
冥
。
巷
Φ
爵
8
ぎ
8
§
こ
旨
㎝
藁
8
0
ら
噛
。
。
ひ
鼻
．
）

　
次
に
計
算
例
を
掲
げ
て
基
礎
在
高
法
の
適
用
方
法
を
示
す
。
但
し
価
格
が

漸
次
上
昇
し
て
い
る
場
合
を
老
え
、
超
加
分
は
平
均
法
に
よ
っ
て
計
算
す
る

も
の
と
す
る
。

　
　
　
　
（
豊
一
）
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　　　　計………22，000星bs・　　　　　　　　　　￥9，　020，000

　　期末在高

　　　　基礎在高10，　OOO　lbs・＠￥400　　￥4，　OOO，　OOO

　　　　超過分　　1，0001bs．　＠　　418．333　　＊　　　418，333

　　　　　　　　11，　OOO　lbs．　4，　418，　333

　　払出原価…11，000　lbs．　　　　　　　　￥4，601，667

　　　　　　　　　払出単価　￥418・33

　＊　期首超過分と当期受入分との平均単価である。期末数量が四割数

量より大なる場合であっても，計算の方法は同様である。この例は超過

分についての単価が変動することを示している。

　　　（例二）例一に引続く年度であって，期末に不足分を生じたると

　　　　き。期末時価は＠￥430とする。

　　期首在高

　　　　基礎在高10，0001bs・＠￥400　　￥4，000，000

　　　　超過分1，0001bs．＠418・3聞　 418，333

　　　　　　　　11，　OOO　lbs．　￥　4，　418，　333

　　当期受入分…10，0001bs．　　　　　　　　　　　　4，250，000

　　　　計．．．．・・…　21，0001bs．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￥　8，668，333

　　期末在高

　　　　基礎i在高10，0001bs・＠￥400　￥4，000，000

　　　　不足分1，000】bs．＠430　　430，000

　　　　　　　　　9，　OOO　lbs．　3，　570，　OOO

　　払出原価…12，000　lbs。　　　　　　　　￥5，098，333

　　　　　　　　　払出単価　￥424。86

　　　欄響｛11．擁鱒距熈

　＊

が，実際の補充が＠￥440でなされたものであるときは，期末における

超過分の原価は次の如く計算さるドきものであろう。

　（当期受入分￥4，400，000一補充分￥430，000）÷9，000×1，000　＝￥

　441，　111

　　　（例内）例二に引続く年度であって，期末もまた期首と同量の不

　　　　半分があるとき’。但し期末時価は＠￥440とする。

　　期首在高（例三に同じ）9・OOO　lbs・　　　　　￥3・570・000

　　当期受入分…………………10，0001bs●　　　　　　　　4，350，000

　　　　計・・・…　鱒・・・・・…　。…　、・・．…　19，0001bs．　　　　　　　　　　　　￥　7，920，000

　　期末在高

　（単三）例二に引続く年度であって，期末に超過分を生じたると

　　き。

期首在高

　　基礎在高10，0001bs・＠￥400￥4・000・000

　　不足分1，000　lbs，　430　　430，000

　　　　　　　9，　OOO　lbs．　￥3，　570，　OOO

当期受入分…10，000　lbs・　　　　　　　　　　　　　　4，300，000

　　計………19，000　lbs．　　　　　　　　　　￥7，8’70，000

期末在高

　　基礎在高10，0001bs・＠￥400￥4，000，000

　　超過分1，0001bs．＠430＊　430，000

　　　　　　11，　OOO　lbs．　4，　430，　OOO
払出原価……8，000・lbs・　　　　　　　　　￥3，440，000

　　　　　払出単価　￥430

　この例では不足分の補充が＠￥430でなされたこととなっている
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懸
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右
の
計
算
例
は
基
礎
在
高
法
を
朝
影
に
適
用
し
た
場
合
の
例
で
あ
る
。
併

し
同
様
な
計
算
方
法
を
期
中
の
各
月
に
適
用
し
て
、
月
別
の
払
出
原
価
を
算

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

養
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
以
上
述
べ
た
の
が
通
常
基
礎
在
高
法
と
順
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
般
的

特
質
で
あ
る
。
基
礎
在
高
法
に
関
す
る
誤
解
の
例
と
し
て
次
の
如
き
見
解
も

あ
る
。

　
基
礎
在
高
法
と
は
生
産
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
最
低
在
高
を
定
め
、

こ
れ
を
長
期
に
わ
た
っ
て
、
恒
常
価
額
で
評
価
す
る
方
法
で
あ
る
。
通
常
採

用
さ
れ
る
価
格
は
市
価
が
下
落
す
る
と
考
え
ら
れ
る
最
低
の
価
格
で
あ
る
。

新
た
に
購
入
さ
れ
た
一
切
の
棚
卸
資
産
は
、
速
か
に
こ
の
価
格
に
切
下
げ
ら

れ
差
額
は
損
益
勘
定
に
借
記
さ
れ
る
。
　
（
基
礎
価
格
は
原
価
以
下
で
あ
る
か

ら
通
常
の
場
合
評
価
減
が
発
生
す
る
。
）
　
生
産
に
用
い
ら
れ
販
売
さ
れ
る
に

従
っ
て
前
記
の
差
額
は
損
益
勘
定
に
復
帰
す
る
。
従
っ
て
棚
卸
資
産
の
消
費

・
販
売
が
あ
る
ま
で
評
価
減
額
に
対
す
る
課
税
の
延
期
を
招
来
す
る
も
の
で

　
　
（
註
1
4
）

あ
る
。

　
併
し
新
た
に
購
入
さ
れ
る
棚
卸
資
産
を
基
礎
価
格
に
ま
で
引
下
げ
る
こ
と

に
は
何
等
の
理
論
的
根
拠
を
も
見
出
し
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
慣
行

が
事
実
存
在
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
基
礎
在
高
法
の
誤
用

で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
註
1
3
）
　
但
↓
超
過
量
が
平
均
法
で
計
算
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
期
末
に
超
過
量
が

あ
る
揚
合
に
、
年
度
別
に
基
礎
在
高
法
を
適
用
す
る
の
と
、
月
別
に
基
礎
在
高
法
を
適
用
す

　
る
の
と
で
は
原
価
配
分
の
関
係
を
異
に
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
基
礎
在
高
法
の
月
別
適
用

　
（
超
過
分
が
平
均
法
の
み
な
ら
ず
、
先
入
先
出
法
・
後
入
先
出
法
で
評
価
さ
れ
る
場
合
を
含

む
）
に
つ
い
て
は
一
期
別
後
入
先
出
法
の
月
別
適
用
を
述
べ
た
拙
稿
「
累
計
差
額
法
に
よ
る

棚
卸
資
産
原
価
配
分
」
　
（
企
業
会
計
昭
和
三
十
年
九
月
号
）
か
ら
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
註
1
4
）
　
司
。
山
。
冨
銘
自
o
h
口
⇔
曇
凶
ω
ず
H
昌
山
器
H
二
〇
。
。
き
臼
卜
。
。
8
。
三
江
②
昌
o
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中
日
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・
討
O
重
目
訂
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇
h
O
o
ヨ
日
霞
8
曽
∪
臨
巳
二
〇
昌
o
h
日
輿
騨
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①
】
W
島
厳
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器
胃
o
o
ヨ
ρ
や
図
O
●
卜
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。
匿
巳
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団
9
鼠
ρ
目
訓
①
目
貴
⇔
銘
。
昌
亀
O
o
壱
。
冨
仲
①
臣
8
目
。
ぎ
O
昌
呂
2
　
O
い
N
℃
・
鱒
鱒
卜
9
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

＝

　
基
礎
在
高
法
は
の
ち
に
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
後
入
先
出
法
の
発
生
の
母
胎

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
在
高
法
は
イ
ギ
リ
ス
（
イ
ギ
リ
ス
で

は
十
九
世
紀
の
末
葉
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
）
　
か
ら
伝
来
し
た
も
の

　
　
　
　
　
　
（
註
1
5
）

と
考
え
ら
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
産
業
界
に
お
い
て
基
礎
在
高
法
が
実
際
に
用
い

ら
れ
た
の
は
二
十
世
紀
初
頭
の
こ
と
で
あ
り
、
　
》
巨
①
島
・
。
昌
q
。
早
撃
ぎ
α
q
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

切
。
諭
三
轟
0
9
を
も
つ
て
嗜
矢
と
す
る
。
次
い
で
一
九
＝
二
年
Z
註
8
巴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
7
）

日
＄
山
∩
o
・
が
こ
れ
を
採
用
し
、
一
九
一
七
年
に
は
諺
目
霞
ざ
碧
O
碧
6
0
・
』
昌
9
円
－



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
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8
）

轟
訟
8
巴
国
母
く
。
魯
9
0
。
・
等
が
相
次
い
で
採
用
し
て
い
る
。
併
し
基
礎
在
高

法
が
一
般
の
注
目
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
1
9
）

一
九
二
〇
年
代
初
期
の
こ
と
で
あ
る
。

（
註
1
5
）
　
基
礎
在
高
法
又
は
類
似
の
方
法
は
，
一
八
八
○
年
代
の
後
葉
叉
は
一
八
九
〇
年
代
の

前
葉
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
若
干
の
業
種
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
後
年
ア
メ
リ
カ
議

会
の
委
員
会
に
お
い
て
、
後
入
先
出
法
が
課
税
所
得
決
定
の
た
め
の
正
当
な
方
法
で
あ
る
と

　
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
或
程
度
か
か
る
既
成
の
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

　
で
あ
る
と
べ
〃
べ
は
述
べ
て
い
る
。
（
竃
碧
昌
8
国
・
聖
油
。
口
響
け
“
口
器
ド
罵
。
岡
些
。
ロ
噌
9
0
h

　
P
導
b
灯
ぎ
H
翼
c
Q
w
宰
。
。
O
H
し
　
ヨ
ー
ロ
ッ
八
に
診
い
て
基
礎
在
高
法
が
最
初
に
使
用
さ
れ

　
た
形
跡
を
示
す
も
の
は
，
十
九
世
紀
後
葉
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
、
と
マ
ッ
ク
ア

　
ン
リ
ィ
は
述
べ
て
い
る
。
（
自
●
目
・
竃
。
｝
包
￥
目
げ
⑦
0
9
器
h
自
H
鞘
ρ
匂
・
o
h
＞
3
臼
昌
旨
。
・

　
H
O
㎝
辞
℃
・
ひ
潔
．
）
併
し
コ
ッ
タ
ァ
は
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。
（
諺
円
ロ
巳
巴
0
9
8
夢
団
。
巳
、
。
。

　
中
。
聴
け
p
H
O
劇
P
宰
H
9
）
こ
の
制
度
は
最
初
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
及
び
ナ
ラ
ン
ダ
で
足
揚

　
を
得
、
の
ち
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
伝
波
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
註
1
6
）
　
匪
ヨ
①
H
甘
m
昌
．
q
D
目
亀
昌
昌
G
q
知
開
。
助
巳
昌
q
q
O
9
が
基
礎
在
高
法
を
採
用
し
た
年
次
は

　
　
九
〇
三
年
（
〉
●
6
9
8
♪
o
や
9
酔
こ
唱
曾
H
9
駐
．
）
と
さ
れ
b
ま
た
［
九
〇
六
年

　
（
　
九
三
八
年
歳
入
法
に
関
す
る
上
院
財
政
委
員
会
の
公
聴
会
に
お
い
て
冒
●
国
．
国
巴
。
自
9

　
が
陳
述
に
際
し
て
提
出
し
た
附
属
書
類
国
①
霞
ぎ
噌
げ
亀
自
。
チ
o
O
o
目
糞
葺
o
o
o
耳
疾
ぎ
卑

　
目
。
d
巳
臼
巴
◎
o
鼠
酔
。
ω
q
D
臼
g
o
”
二
型
0
8
σ
q
周
。
鉾
Q
。
≧
Q
自
。
器
一
霞
呂
口
．
切
。
8
0
Q
卜
9
噂

　
や
目
ひ
幽
’
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
註
1
7
）
密
こ
8
巴
訂
巴
0
9
が
基
礎
在
高
法
を
採
用
し
た
年
次
は
「
九
一
三
年
と
さ
れ

　
（
註
1
6
の
℃
。
一
2
ぴ
9
の
提
出
し
た
附
属
書
類
、
〉
・
O
o
詳
0
5
0
や
。
罫
”
℃
唄
H
σ
”
塗
”

　
客
〉
・
ρ
b
・
団
①
霞
切
。
。
ぎ
H
ゆ
ト
。
鱒
”
ワ
ひ
評
Q
D
●
守
三
〇
帥
目
。
5
悉
く
。
禦
ぎ
ロ
。
h
O
o
ω
け

　
跨
。
8
導
鼠
冨
α
Q
ざ
H
O
団
9
H
O
い
少
や
Q
。
卜
。
ド
）
ま
た
一
九
一
四
年
爲
。
。
。
の
O
。
零
巴
冨
♪

　
　
基
礎
在
高
法
研
究

目
び
。
頃
器
①
－
q
o
“
g
犀
旭
ユ
暮
乾
。
ぎ
剛
昌
8
ヨ
。
諺
8
0
巨
議
品
矯
出
田
話
乱
切
昌
。
。
冒
Φ
の
。
開
。
畿
㊦
ぎ

　
》
g
口
目
嵩
匿
ロ
目
ぎ
が
同
O
ら
。
9
雫
刈
O
．
閏
。
昌
受
剴
・
｝
訴
ご
5
h
毫
窪
8
蔓
津
。
津
の
ぽ

爵
。
穿
。
・
言
。
器
O
葦
①
ト
暮
円
冨
ロ
国
8
8
慧
。
開
象
。
き
寓
胃
。
『
H
O
ω
c
。
り
や
↑
9
）

　
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
国
臼
話
円
山
卜
p
ミ
国
。
く
ざ
～
臼
ロ
ロ
9
同
O
ω
Q
o
唱
や
冨
Q
。
鱒
・
で
は
b

　
「
最
初
に
使
用
し
た
年
度
は
少
く
と
も
一
九
〇
五
年
で
あ
る
。
」
　
と
し
て
い
る
。
併
し
そ
の

使
用
が
営
業
報
告
書
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
は
一
九
二
〇
年
の
報
告
書
で
あ
る
こ
と
は
一
般

　
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（
註
1
8
）
同
三
。
ヨ
註
8
巴
臨
履
く
。
。
・
一
〇
塚
0
9
は
、
時
価
が
下
落
し
て
基
礎
価
格
を
下
回
る
こ

　
と
と
な
っ
た
た
め
に
［
九
二
一
年
に
は
基
礎
在
高
法
を
放
棄
し
て
低
価
法
で
評
価
し
て
い
る
。

　
併
し
の
ち
に
至
っ
て
準
備
金
法
を
採
用
し
た
。

（
註
1
9
）
　
Q
D
．
即
O
三
塁
。
さ
名
●
9
こ
や
Q
。
卜
。
卜
。
・

　
我
々
は
基
礎
在
高
法
が
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
如
何
な
る
根
拠
を
有
す
る
も

の
で
あ
っ
た
か
を
知
る
た
め
に
先
ず
2
註
8
巴
零
巴
∩
p
の
例
に
つ
い
て
み

　
（
註
2
0
）

よ
う
。

　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鉛
会
社
は
鉛
地
金
に
加
崩
し
て
各
種
の
製
品
（
特
に
白

鉛
）
を
製
造
す
る
会
社
で
あ
り
、
白
鉛
の
製
造
に
は
五
、
六
箇
月
を
要
す
る
。

営
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
の
に
必
要
な
原
料
・
仕
掛
品
・
製
品
を
考
量
し
、

こ
の
会
社
は
鉛
八
万
ト
ン
及
び
錫
・
銅
・
ア
ン
チ
モ
ン
の
若
干
量
を
「
正
常

在
高
」
と
し
、
こ
れ
を
基
礎
価
格
（
一
九
＝
ニ
ー
四
年
の
最
低
価
格
。
鉛
に

つ
い
て
は
一
ポ
ン
ド
当
り
三
・
四
〇
セ
ン
ト
。
）
　
で
評
価
し
た
。
．
「
正
常
在

高
」
は
全
棚
卸
資
産
の
約
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
基
礎
量
を
超

え
る
量
は
そ
の
原
価
で
評
価
さ
れ
た
。
　
（
一
九
二
〇
年
末
に
は
時
価
の
下
落

一一　9　一一



　
　
　
基
礎
在
高
法
研
究

に
よ
っ
て
評
価
減
し
て
い
る
。
）
　
か
く
て
売
上
原
価
は
当
該
事
業
年
度
の
原

料
購
入
高
に
期
首
の
超
過
量
の
価
額
を
加
え
こ
れ
か
ら
期
末
の
畑
鼠
分
の
価

額
を
控
除
し
た
金
額
と
な
る
。
而
し
て
基
礎
量
は
固
定
価
額
で
評
価
さ
れ
て

い
る
か
ら
、
鉛
の
価
格
変
動
は
超
過
量
に
つ
い
て
の
み
損
益
計
算
．
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
。

　
墓
礎
在
高
法
採
用
の
理
由
に
つ
い
て
一
九
二
〇
年
の
営
業
報
告
書
は
次
の

如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
ル

「
月
々
の
原
料
購
入
量
は
月
々
製
品
の
形
で
販
売
さ
れ
る
金
属
の
販
売
量
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ

ほ
ぼ
均
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
宵
月
に
製
品
の
形
で
販
売
さ
れ
た
金

ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
タ
ル

属
は
そ
の
月
に
購
入
さ
れ
た
金
属
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
正

常
在
高
に
は
手
を
触
れ
な
か
っ
た
も
の
と
擬
制
し
て
、
棚
卸
資
産
を
原
価
で

評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　
実
際
問
題
と
し
て
、
正
常
在
高
は
、
会
社
が
事
業
を
継
続
す
る
た
め
に
常

に
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
械
類
と
同
様
の
性
質
を
有
す
る
も
の
．
で
あ

る
。
例
え
ば
鉛
地
金
の
価
格
が
騰
貴
し
て
ポ
ン
ド
当
り
十
一
セ
ン
ト
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
正
常
在
高
を
売
払
っ
て
し
ま
う
の
で
な
け
れ
ば
、
会
社
は
現

実
の
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
併
し
正
常
在
高
を
売
払
っ
た
と
す
れ

ば
、
会
社
は
そ
の
当
時
の
価
格
で
再
び
こ
れ
を
買
戻
す
か
又
は
事
業
を
中
止

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
。
後
者
の
場
合
に
は
、
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ル

の
価
値
及
び
宜
伝
広
告
費
を
喪
失
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
損
失
は
販
売
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
よ
り
も
蓬
か
に
大
な
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　
事
情
か
く
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
、
棚
卸
資
産
の
価
値
を
引
上
げ
、

実
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
帳
簿
利
益
（
そ
れ
は
後
年
同
額
の
帳
簿
損
失
に

よ
っ
て
追
随
さ
れ
る
。
）
　
を
計
上
し
て
誤
解
に
陥
っ
て
は
な
ら
な
い
。
簿
記

は
往
々
に
し
て
経
営
政
策
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
原
料
価
格
の
騰

貴
に
よ
っ
て
帳
簿
利
益
を
計
上
す
れ
ば
会
社
は
濫
費
・
浪
費
に
陥
り
易
い
。

他
方
、
価
格
下
落
期
の
帳
簿
損
失
は
意
気
を
沮
喪
せ
し
め
、
財
政
困
難
に
陥

ら
し
め
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
か
か
る
帳
簿
損
益
が
公
表
財
務
諸
表
に
計
上
さ

れ
る
な
ら
ば
、
株
主
も
ま
た
外
見
上
の
高
利
潤
及
び
莫
大
な
損
失
に
よ
っ
て

欺
か
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
安
全
に
し
て
保
守
的
な
方
法
が
会
社
に
与
え
る
利
益
は
過
去
数
箇
年

の
間
に
顕
著
な
も
の
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
鉛
地
金
の
市
価
は
百
ポ
ン
ド
当

り
、
三
・
四
〇
弗
の
低
価
格
（
こ
の
価
格
で
我
々
の
鉛
地
金
の
正
常
在
高
が

評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
）
か
ら
戦
時
に
は
十
一
弗
に
騰
貴
し
、
一
九
二

〇
年
末
に
は
四
・
七
五
弗
に
下
落
し
た
。
我
々
は
少
し
も
帳
簿
利
益
を
計
上

し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
（
下
落
に
際
し
て
も
）
帳
簿
損
失
を
計
上
す
る

必
要
が
な
い
。
価
格
変
動
に
伴
な
っ
て
正
常
在
高
の
評
価
額
を
変
更
す
る
こ

と
が
正
し
い
も
の
と
す
れ
ば
、
我
々
は
同
様
に
、
戦
時
中
、
土
地
・
建
物
・
機

械
を
取
替
価
値
に
ま
で
引
上
げ
（
こ
の
こ
と
は
帳
簿
利
益
を
結
果
す
る
。
）
そ

の
後
現
在
の
取
替
価
値
に
ま
で
引
下
げ
る
（
こ
の
こ
と
は
帳
簿
損
失
を
計
上

一10一



基礎在高法による評価額と低価法による評価額との比較第一表

基礎価額
@　　（A）

年平均市
ｿ（セン
g）

平均イ面格による

賰b在高
@　　　　（B）

基礎価額を超え
驫z
@　　　　（C）

公表棚卸資産イ面
z　　　　　（D）

修正された棚卸
綜Y価額
@　　　　（E）

1913… ＄5，440，000 4．4 ＄7，040，000 ＄1，600，000 ＄ケ，300，000 ＄8，900，000

1914… 5，440，000 3．9 6，240，000 800，000 7，200，000 8，000，000

1915… 5，440，000 4．6 7，360，000 1，920，000 6，300，000 8，200，000

1916… 5，440，000 6．8 10，880，000 5，440，000 ツ，300，000 12，700，000

1917… 5，440，000 9．1 14，560，000 9，120，000 8，200，000 17，300，000

1918… 5，440，000 ツ．4 i1，840，000 6，400，000 15，000，000 21，400，000

1919… 5，440，000 5．8 9，280，000 3，840，000 16，000，000 19，800，000

1920… 5，440，000 8．1 12，990，000 7，520，000 19，600，000 27，100，000

1921… 5，440，000 4．6 7，360，000 1，920，000 20，600，000 22，500，000

1922… 5，440，000 5．8 9，280，000 3，840，000 19，600，000 23，400，000

甘蚕

@
淋
概
　
嶋
仕
　
宵
同
　
法
　
　
証
叫
　
鷹
九

（註）年平均市価はBureau・f　Iab・r　statisticsによる。基礎在高80，000トン，

　　1トン’孟2，000ポンド，単価3・4セント，C＝B－A，　E臨C十D但しE

　欄は万弗以下切捨ててある。

す
る
こ
と

に
な
る
。
）

こ
と
も
ま

た
正
し
い

も
の
と
い

わ
な
け
れ

ば
な
ら
な

い
。
L

　
ナ
シ
ョ

ナ
ル
製
鉛

会
社
が
基

礎
在
高
法

に
よ
っ
て

損
益
計
算

し
た
結
果

と
、
こ
れ

を
通
常
の

低
価
法
に

よ
っ
て
損

益
計
算
．
し

利益額修正第二表

公表利益
@　　（A）

基礎イ面額を超え

驫z
@　　　　（B）

平均イ面格による

ラv
@　　　　（C）

＄2，500，000 ＄　800，000 ＄　一
2，700，000 1，920，000 3，820，000

3，000，000 5，440，000 6，520，000

4，900，000 9，120，000 8，580，000

4，700，000 6，400，000 1，980，000

4，600，000 3，840，000 2，040，000

4，700，000 ワ，520，000 8，380，000

3，500，000 1，920，000 2，100，000＊

4，900，000 3，840，000 6，820，000

1914…

1915…

1916…

1917…

1918…

1919…

1920…

1921…

1922・一・

＊は損失。意表（B）は第一表の（C）に同じ。但

　し1922の数字は筆者にて修正。C＝（A＋B）一前年

　度のB

た
も
の
と
仮

定
し
た
場
合

の
結
果
と
を

比
較
す
れ
ば

次
の
如
く
で

　
（
註
2
1
）

あ
る
。

　
右
の
表
を

見
れ
ば
明
ら

か
な
よ
う
に

鉛
地
金
の
価

格
の
大
な
る

変
動
に
拘
ら

ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
三
四
会
社
は
基
礎
在
高
法
を
採
用
し
て
い
た
結
果
、
右
の

期
間
二
百
七
十
万
ド
ル
か
ら
四
百
九
十
万
ド
、
ル
の
利
益
を
出
し
て
い
た
。
若

し
低
価
法
に
よ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
損
益
は
八
百
五
十
万
ド
ル
の
利

益
の
年
か
ら
二
百
十
万
ド
ル
の
損
失
の
年
に
及
ぶ
高
低
を
生
ず
る
も
の
で
あ

　
（
註
2
2
）

つ
た
。
こ
の
点
か
ら
論
者
に
よ
っ
て
基
礎
在
高
法
の
損
益
安
定
的
効
果
が
し

ば
し
ば
強
調
さ
れ
る
。

　
基
礎
在
高
と
ぜ
ら
れ
る
量
は
常
時
一
定
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ナ
シ
ョ

ナ
ル
製
鉛
会
社
で
は
、
一
九
二
四
年
に
は
基
礎
在
高
を
仁
万
ト
ン
か
ら
九
万
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基
礎
在
高
法
研
究

六
千
ト
ン
に
引
上
げ
て
い
る
。
こ
の
水
準
は
一
九
三
二
年
ま
で
続
け
ら
れ
、

の
ち
五
万
ト
ン
未
満
に
引
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
基
礎
在
高
の
引
上
量
（
一
万

六
千
ト
ン
）
に
つ
い
て
帳
簿
価
額
と
基
礎
価
額
と
の
差
額
は
剰
余
金
に
賦
課

さ
れ
て
い
る
。
即
ち
損
益
計
算
に
は
算
入
し
て
い
な
い
。

　
（
註
2
0
）
　
国
．
目
．
≦
臼
。
。
評
。
ぎ
目
豪
宕
o
H
目
ρ
一
ω
酔
8
画
図
。
爵
＆
o
h
H
昌
く
〇
三
8
同
く
巴
舞
菖
。
炉

　
　
客
b
・
ρ
諺
●
鴫
。
胃
⇔
コ
8
r
目
O
ト
っ
ト
a
。
国
●
日
●
≦
。
。
円
。
。
ぎ
～
剛
塁
窪
8
同
工
く
匙
岳
賦
8
餌
巳

　
　
芽
。
田
。
・
ぎ
。
。
・
。
。
9
亀
Φ
．
国
肩
く
m
a
穿
・
・
言
。
圏
男
。
鼠
。
き
O
。
け
・
噸
H
O
潔
・
目
・
国
・
q
D
碧
畠
。
β

　
　
Q
D
o
目
①
く
葭
ド
賦
8
の
ぎ
H
昌
く
。
目
8
敷
く
三
思
昌
。
鵠
．
匂
’
o
場
b
こ
∪
8
こ
H
旨
α
．

　
（
証
2
1
）
　
目
．
出
。
Q
α
薗
巳
。
円
9
0
や
9
“
；
宅
や
＆
卜
9
ゐ
●

　
（
註
羽
）
　
税
の
支
払
は
税
務
計
算
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
会
社
は
支
払
税

　
　
額
を
見
積
ウ
、
納
税
引
当
金
を
設
定
し
て
い
た
。
即
ち
課
税
年
度
末
に
会
社
は
税
法
規
則
に

　
　
従
っ
て
税
目
的
の
た
め
の
評
価
額
を
算
出
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
こ
の
余
分
の
仕
事
は
基
礎
在

　
　
高
法
の
価
値
か
ら
み
て
、
充
分
行
う
僑
打
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
」
（
国
．
目
・
翅
胃
の
ま
ぎ

　
　
目
訂
2
自
ヨ
。
。
一
ω
け
8
叶
呂
①
爵
巳
o
h
目
毫
窪
8
避
く
巴
岳
二
〇
p
弓
・
刈
↑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
3
）

　
次
い
で
ウ
ォ
ー
シ
ョ
ウ
の
二
つ
の
論
文
に
つ
い
て
、
こ
の
時
代
に
墓
礎
在

高
法
の
根
拠
と
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
探
っ
て
み
よ
う
。
彼
の
一
九
二

二
年
の
論
説
は
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
基
礎
在
高
法
を
公
に
論
じ
た
最
初
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
4
）

の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
基
礎
在
高
法
採
用
の
根
拠
に
関
連
す

る
と
語
え
ら
れ
る
も
の
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
或
種
の
産
業
の
棚
卸
資
産
の
一
定
部
分
は
製
造
作
業
を
継
続
し
よ
う
と
す

る
限
り
必
ず
手
許
に
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
若
し
こ

れ
を
失
え
ば
、
そ
れ
が
補
充
さ
れ
る
ま
で
、
事
業
を
休
止
し
な
け
れ
ぽ
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
定
量
の
棚
卸
資
産
は
会
計
目
的
上
、
会
社
が

製
造
作
業
の
必
要
上
必
ず
保
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
工
場
設
備
（
建
物
・

機
械
等
）
と
同
様
な
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
棚
卸
資
産
の
こ
の
部
分
が
基
礎

在
高
で
あ
る
。
基
礎
在
高
が
固
定
価
額
で
評
価
さ
れ
る
の
は
、
固
定
資
産
が

取
得
原
価
で
記
録
せ
ら
れ
、
そ
の
後
の
価
格
変
動
と
は
無
関
係
と
せ
ら
れ
る

の
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
見
地
か
ら
み
れ
ぼ
、
基
礎
在
高
法
は
真
に
原
価
主

義
に
よ
る
評
価
法
で
あ
る
。
普
通
一
般
に
原
価
主
義
評
価
法
と
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
と
、
こ
こ
に
い
う
原
価
主
義
評
価
法
と
の
差
異
は
、
「
原
価
し
な
る

語
に
与
え
ら
れ
る
定
義
及
び
解
釈
の
如
何
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
ル

　
月
々
の
原
料
購
入
量
は
月
々
の
販
売
量
（
製
晶
の
形
態
に
お
け
る
金
属
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
ル

に
ほ
ぼ
均
し
い
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
或
月
に
販
売
さ
れ
た
金
属
（
製
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
タ
ル

の
形
態
で
）
は
そ
の
月
に
購
入
さ
れ
た
金
属
か
ら
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
基
礎
在
高
は
傷
な
わ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
処
理
す
る
。
基

礎
在
高
は
常
時
保
有
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
必
要

に
応
じ
て
墓
礎
在
高
の
中
か
ら
販
売
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
、
こ
の
場
合

に
は
、
基
礎
在
高
は
依
然
と
し
て
手
許
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
が
一
時

的
に
借
用
せ
ら
れ
、
の
ち
に
至
っ
て
そ
の
時
価
で
返
還
さ
れ
る
も
の
と
擬
制

す
る
の
で
あ
る
。
基
礎
在
高
の
一
部
が
消
費
さ
れ
た
場
合
に
、
こ
れ
を
時
価

で
補
充
す
る
と
い
う
会
計
上
の
備
え
（
こ
の
こ
と
は
基
礎
在
高
法
の
不
可
欠

の
要
素
な
の
で
あ
る
が
）
が
な
け
れ
ば
、
異
常
の
（
需
要
が
大
で
あ
っ
て
供

一一@12　一



給
が
制
限
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
）
時
期
に
は
、
異
常
な
利
益
が
出
て
く
る
。

こ
の
備
え
が
な
け
れ
ば
、
基
礎
在
高
法
は
不
完
全
で
あ
り
、
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
或
時
期
に
は
大
な
る
紙
上
利
益
が
現
わ
れ
、
後
年
大

な
る
紙
上
損
失
が
追
随
す
る
と
い
う
結
果
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
紙
上
利
益
は
（
企
業
が
清
算
す
る
と
き
で
な
け
れ
ば
）
実
現
す
る
こ
と
の

な
い
も
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
評
価
方
法
が
と
ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
長

期
聞
を
と
っ
て
考
え
れ
ば
、
損
益
計
算
の
結
果
は
同
一
で
あ
る
。
最
終
の
計

算
に
お
い
て
損
益
の
起
伏
は
相
殺
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
併
し
実
際

上
一
事
業
年
度
は
短
期
で
あ
る
の
で
、
何
等
か
の
手
段
で
（
安
全
・
保
守
的

な
棚
卸
資
産
評
価
方
法
の
如
き
）
実
現
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
・
ま
た
価
格

下
落
時
の
紙
上
損
失
に
よ
っ
て
追
随
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
・
紙
上
利
益
の
計
上

を
回
避
し
て
、
究
極
の
発
展
を
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
礎
在
高
法

は
一
九
回
六
年
一
一
九
二
二
年
の
異
常
な
価
格
変
動
期
に
お
い
て
、
損
益
平

…
準
化
に
大
い
に
役
立
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
シ
ョ
ー
に
お
い
て
は
、
基
礎
在
高
は
原
価
で
据
置
か

れ
、
従
っ
て
月
々
販
売
さ
れ
る
製
品
は
そ
の
月
に
購
入
さ
れ
た
原
料
か
ら
製

造
さ
れ
た
も
の
と
し
て
損
益
計
算
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
関
係
は

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
測
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
損
益
の
性
質

を
充
分
に
把
握
し
得
て
い
な
い
。
紙
上
利
益
・
紙
上
損
失
な
る
語
も
用
い
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
如
何
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
説

　
　
　
基
礎
在
高
法
研
究

明
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
の
場
合
に
あ
っ
て
は
い
わ
ゆ
る
紙
上
利
益
と
は
企
業

会
計
の
立
場
か
ら
み
て
全
く
架
空
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
と

い
う
よ
り
は
、
寧
ろ
後
年
紙
上
損
失
（
価
格
下
落
に
よ
る
）
に
よ
っ
て
相
殺

さ
れ
る
利
益
で
あ
る
が
故
に
、
そ
の
部
分
は
留
保
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
一

七
年
、
租
税
諮
問
委
員
会
（
と
く
ぎ
勤
評
‘
。
×
国
8
a
）
は
基
礎
在
高
法
を
否

認
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
基
礎
在
高
法
は
特
定
年
度
の
利
益
を
最
も
明

瞭
に
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
、
利
益
を
安
定
し
将
来
の
損
失
に
対
し
て
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
註
2
5
）

備
金
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ウ
ォ
ー
シ

ョ
ー
は
こ
れ
に
対
し
て
次
の
如
く
反
論
し
て
い
る
。

　
基
礎
在
高
法
が
「
安
全
性
を
保
ち
利
益
を
安
定
化
し
将
来
の
損
失
に
対
し

て
準
備
金
を
設
定
し
よ
う
と
す
る
意
図
か
ら
発
生
し
て
い
る
」
も
の
で
あ
る

と
す
る
こ
と
は
、
こ
の
方
法
に
対
す
る
非
難
と
し
て
役
立
つ
よ
り
は
、
寧
ろ

本
法
が
一
般
に
採
用
せ
ら
れ
る
こ
と
癒
奨
励
す
べ
き
理
由
と
な
る
も
の
で
あ

（
註
2
6
）

る
。　

こ
の
こ
と
か
ら
も
彼
の
時
代
に
お
い
て
は
、
「
利
益
に
非
ざ
る
も
の
」
と

「
利
益
の
留
保
」
と
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
Q（

註
器
）
　
前
掲
註
2
0
に
掲
げ
た
ウ
オ
ー
シ
ョ
ー
の
二
つ
の
論
交
。
彼
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鉛
会
社

　
の
場
合
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。
彼
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鉛
会
社
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
あ

一　13　一一



　
　
基
礎
在
高
法
研
究

　
つ
た
。

（
註
％
）
　
O
訂
ユ
Φ
。
・
切
①
ぎ
目
p
巳
0
2
一
畠
い
・
国
胃
騒
・
O
。
曾
b
。
。
8
昌
白
ぎ
。
口
層
H
潔
c
Q
層
唱
．

　
H
ゆ
c
o
．

（
註
2
5
）
　
拙
稿
「
後
入
先
出
貯
め
根
拠
」
一
－
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
企
業
経
営
年
報
V

四
頁
。

（
註
2
6
）
口
・
日
・
遍
鶏
。
。
ぎ
ぎ
国
く
⑦
三
。
q
＜
巴
ロ
註
8
暫
巳
爵
。
野
ω
置
。
。
・
。
・
9
。
5
や
G
。
。
。
●

三

　
基
礎
在
高
法
に
あ
っ
て
は
一
定
量
の
棚
卸
資
産
に
は
固
定
価
額
が
附
せ
ら

▲
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
妥
当
性
は
、
基
礎
在
高
法
論
者
に
よ
っ
て
、
基
礎
在
高

を
固
定
資
産
（
建
物
・
機
械
の
如
ぎ
）
乃
至
資
本
的
資
産
と
同
一
視
す
る

（
又
は
そ
れ
ら
に
類
似
す
る
も
の
と
み
る
）
こ
と
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

基
礎
価
額
を
固
定
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
棚
卸
資
産
費
用
の
計
算
は
先

入
先
出
法
と
は
大
い
に
異
な
る
も
の
と
な
る
。
即
ち
資
本
的
資
産
た
る
基
礎

在
高
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
棚
卸
資
産
を
構
成
す
る
箇
々
の
物
財
の

実
際
の
動
き
を
無
視
し
て
）
当
期
の
購
入
原
価
が
当
期
の
払
出
原
価
と
し
て

収
益
に
、
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
基
礎
在
高
法
に
あ
っ
て
は
、
　
一
定
量
の

棚
卸
資
産
に
固
定
価
額
を
附
す
る
こ
と
が
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
当
期

の
購
入
原
価
が
当
期
の
収
益
に
（
同
一
価
格
水
準
的
に
）
チ
ャ
ー
ジ
せ
ら
れ

る
と
い
う
特
長
は
、
そ
の
こ
と
の
当
然
の
結
果
と
し
て
発
生
す
る
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
一
定
量
の
棚
卸
資
産
の
評
価
額
を
固
定
的
に
据
置
く
こ
と
（
し

ば
し
ば
そ
れ
を
固
定
資
産
と
同
一
又
は
類
似
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
に
よ
っ

て
）
が
妥
当
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
、
棚
卸
資
産
費
用
計
算
．
方

法
と
し
て
の
基
礎
在
高
法
の
理
論
的
価
値
を
決
定
す
る
も
の
と
な
る
。
こ
の

点
に
関
す
る
批
判
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
つ
と
に
一
九
二
六
年
に
サ
ン
ダ
ア
ズ
は
次
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
最
低
在
高
叉
は
正
常
在
高
を
固
定
資
産
と
同
様
な
性
質
を
有
す
る
固
定
的

投
資
で
あ
る
と
み
る
考
え
方
は
、
巧
妙
で
は
あ
る
が
、
完
全
に
人
を
納
得
せ

し
め
得
る
議
論
で
は
な
い
。
内
国
歳
入
局
の
裁
定
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、
両
者
の
間
に
は
根
本
的
な
差
異
が
あ
る
。
即
ち
箇
々
の
同
一
の
固
定

盗
産
が
継
続
的
に
使
用
さ
れ
る
に
反
し
、
棚
卸
資
産
は
一
会
計
年
度
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
7
）

販
売
さ
れ
補
填
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
物
的
に
み
て
棚
卸
資
産
が
一
会
適
期
間
内
に
し
ば
し
ば
回
転
し

固
定
資
産
は
長
期
間
固
定
す
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
の
み
で
は
、
基
礎

在
高
法
に
対
す
る
真
の
批
判
と
は
な
ら
な
い
。
両
者
の
形
態
又
は
企
業
内
に

お
け
る
滞
留
期
間
の
差
異
に
関
す
る
論
議
は
問
題
の
本
質
を
理
解
せ
し
め
る

所
以
で
は
な
い
。
棚
卸
資
産
の
箇
々
の
構
成
分
子
が
消
費
さ
れ
補
充
さ
れ
る

事
実
は
基
礎
在
高
法
論
者
も
当
然
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
9

問
題
は
機
能
的
な
観
点
か
ら
、
棚
卸
資
産
を
い
わ
ゆ
る
固
定
資
産
と
同
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
8
）

資
本
的
資
産
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
Q

　
基
礎
在
高
法
が
棚
卸
資
産
を
資
本
的
資
産
と
み
る
こ
と
の
根
拠
を
糺
ね
て
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み
よ
う
。

　
我
々
は
基
礎
在
高
法
は
イ
ギ
リ
ス
の
複
会
計
制
度
の
会
計
思
考
と
共
通
の

足
場
に
立
ち
、
そ
の
資
本
的
資
産
の
概
念
を
拡
大
せ
し
め
た
も
の
と
考
え
る
。

　
複
会
計
制
度
は
一
八
六
八
年
忌
鉄
道
規
制
法
（
切
①
α
q
巳
巴
。
昌
。
h
男
港
島
昌

＞
9
）
の
附
属
明
細
書
（
q
O
O
7
①
山
口
】
O
　
一
）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
発
生
し

た
。
こ
の
制
度
の
損
益
計
算
上
の
特
質
は
固
定
資
産
の
取
得
原
価
を
資
本
勘

定
切
①
8
ゼ
房
餌
巳
国
嵩
窪
響
け
自
①
。
昼
6
巷
一
邑
卜
。
8
。
導
（
複
会
計
制
度
に
あ
り

て
は
貸
借
対
照
表
は
資
本
勘
定
と
一
般
貸
借
対
照
表
の
二
つ
の
部
分
に
別
た

れ
る
。
）
　
に
掲
げ
、
そ
の
取
替
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
取
替
の
費
用
を
収
益

に
負
担
せ
し
め
て
、
固
定
資
産
の
価
額
を
変
更
せ
し
め
な
い
と
い
う
こ
と
に

あ
る
。
従
っ
て
増
設
・
改
善
の
な
い
限
り
当
初
の
固
定
資
産
の
原
価
が
維
持

さ
れ
る
。
資
本
的
資
産
は
事
業
資
本
の
沈
下
し
た
も
の
で
あ
り
、
資
本
的
資

産
が
総
体
と
し
て
「
良
好
な
る
状
態
で
維
持
さ
れ
て
い
る
」
　
（
日
既
ロ
け
帥
ぎ
巴

一
富
α
q
。
亀
ぎ
蒔
冒
。
q
8
巳
三
§
き
山
冨
無
量
こ
と
を
条
件
と
し
て
損
益
が
計
算
．

さ
れ
る
。
維
持
修
繕
及
び
回
復
（
取
替
）
は
資
本
的
資
産
を
「
良
好
な
る
状

態
」
に
置
く
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
っ
て
、
そ
の
費
用
は
収
益
勘
定
（
開
雲
雫

喜
①
b
8
0
口
三
）
の
負
担
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
資
本
的
資
産
は
収
益

を
産
み
出
す
た
め
の
継
続
的
な
・
物
的
な
・
元
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

従
っ
て
そ
れ
は
固
定
資
産
の
価
格
変
動
に
よ
っ
て
評
価
増
減
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
し
、
ま
た
取
替
が
行
わ
れ
た
場
合
に
も
（
改
善
・
増
設
を
含
ま
な
い
単

　
　
　
基
礎
在
高
法
研
究

純
娠
取
替
で
あ
る
限
り
）
そ
の
貸
借
対
照
表
価
額
を
変
更
す
る
こ
と
は
な
い
。

物
的
に
等
し
い
資
本
的
資
産
で
あ
る
限
り
そ
の
価
額
を
引
上
げ
る
理
由
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
　
（
通
常
の
固
定
資
産
会
計
に
あ
り
て
は
固
定
資
産
の
取
替

に
よ
っ
て
評
価
額
が
異
な
る
も
の
と
な
る
。
）
　
か
く
て
資
本
的
資
産
に
関
す

る
価
格
変
動
部
分
は
収
益
勘
定
に
賦
課
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
基
礎
在
高
法
は
複
会
計
制
度
に
お
け
る
資
本
的
資
産
の
概
念
を
棚
卸
資
産

に
拡
大
し
、
棚
卸
資
産
の
価
格
変
動
の
影
響
を
棚
卸
資
産
の
貸
借
対
照
表
価

額
に
及
ぼ
さ
し
め
ず
、
損
益
計
算
の
中
に
吸
収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
右
の
概
念
の
拡
大
は
決
し
て
意
味
の
な
い
も
の
で
は
な
い
。
一
定
量

の
棚
卸
資
産
は
（
そ
の
形
態
及
び
企
業
内
部
に
お
け
る
滞
溜
の
期
間
は
勿
論

異
な
る
け
れ
ど
も
）
常
に
企
業
内
に
お
い
て
保
持
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必

要
．
で
あ
り
、
そ
れ
は
機
械
等
の
固
定
資
産
と
共
に
資
本
の
沈
下
し
た
物
で
あ

り
、
収
益
産
出
の
元
本
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
基
礎
在

高
に
不
足
分
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
不
足
分
を
時
価
で
評
価
す
る
こ

と
は
複
会
計
制
度
の
理
論
か
ら
み
て
肯
定
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
私
見
に

よ
れ
ば
こ
の
こ
と
は
当
然
肯
定
さ
れ
る
と
思
う
。
蓋
し
複
会
計
制
度
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ

て
は
損
益
の
計
算
．
以
前
に
お
い
て
資
本
設
備
が
良
好
な
る
状
態
に
お
い
て
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
9
）

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
予
想
し
て
お
り
、
若
し
何
等
か
の
事
情
で
資
本
設
備

を
良
好
な
る
状
態
に
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に

要
す
る
費
用
を
準
備
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
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基
礎
在
高
法
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
0
）

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
基
礎
在
高
法
は
一
定
量
の
棚
卸
資
産
を
事
業
運
営
の
た
め
に

必
要
な
資
本
的
資
産
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
期
の
購
入
原
価
を
収
益
に

チ
ャ
ー
ジ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。
所
有
者
た
る
個
人
と
は
別

箇
の
永
続
的
な
企
業
体
を
想
定
す
る
限
り
、
か
か
る
損
益
計
算
方
法
は
決
し

て
不
合
理
な
も
の
で
は
な
い
。

（
証
2
7
）
　
目
噂
國
．
q
D
帥
巳
①
目
g
・
”
Q
D
。
ヨ
①
＜
胃
㌶
甘
§
冨
嘗
】
塁
窪
8
乏
く
巴
ロ
卑
二
8
噌
｝
．
。
h
P
帰

　
U
①
8
ら
図
9
唱
・
ホ
c
O
’

（
註
2
8
）
　
臨
調
犀
Φ
房
。
昌
は
Q
q
き
畠
臼
ω
の
批
判
に
関
等
し
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
（
O
♂
辱

　
窪
8
頃
。
客
陣
鱒
。
冨
。
戸
目
毫
。
昌
ε
曙
男
。
器
宅
。
。
。
器
§
邑
①
罎
①
上
戸
右
軸
芝
葺
8
蔓
頃
巳
8
￥

　
掛
。
。
粛
・
開
①
〈
・
曽
U
o
。
二
H
8
メ
℃
娼
・
G
。
齢
争
N
）

　
「
こ
の
よ
う
な
非
難
は
、
他
の
貸
借
対
等
讐
衣
頂
目
と
関
連
せ
し
め
な
い
粕
野
比
に
よ
っ
て
軸
避
け

　
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
棚
卸
資
産
を
川
（
そ
の
幅
及
び
深
さ
は
季
節
的
。
周

　
期
的
に
変
動
す
る
）
に
壁
呂
え
ら
れ
る
。
最
低
量
乃
至
基
礎
量
の
棚
卸
資
産
を
維
持
す
る
こ
と

　
は
企
葉
の
生
存
に
と
っ
て
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
水
の
最
低
量
の
流
れ
が
、
そ
の
川

　
の
近
傍
に
佐
む
・
ま
た
は
各
種
の
方
法
で
そ
の
川
に
俵
存
す
る
・
人
々
に
と
っ
て
絶
対
に
必

　
要
で
あ
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
」

（
註
2
9
）
　
鉄
道
規
制
法
は
第
三
条
に
お
い
て
、
諸
種
の
明
細
書
と
共
に
証
明
書
の
「
作
成
及
び

　
印
刷
し
を
要
求
し
て
お
り
、
そ
の
証
明
書
は
、
責
任
あ
る
技
術
職
員
が
、
車
輔
・
鉄
道
等

　
6
建
物
・
運
河
・
機
械
・
器
旦
ハ
等
を
含
む
）
が
「
良
好
な
る
状
態
」
に
維
持
さ
れ
て
い
る
旨

．
を
証
明
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
占
川
に
関
し
て
は
左
記
の
著
書
参
照
。

　
罫
蓄
。
琴
。
菊
・
望
。
訂
・
ρ
》
ロ
亀
三
晶
ψ
伽
窪
巴
こ
H
8
ト
っ
”
署
・
a
〒
ま
笛
・

　
蜜
。
ぎ
訂
ω
〉
．
頃
．
q
ゆ
富
8
ざ
国
巡
房
げ
諺
。
8
舅
至
言
ざ
H
O
頓
倉
や
H
Q
。
一
鼻
．

　
調
。
欝
冠
も
自
．
国
山
≦
9
巳
ρ
謡
u
①
Z
勘
ε
話
彫
昌
蝕
竃
雷
ω
p
霞
⑦
ヨ
窪
序
亀
岸
8
日
①
（
ぞ
．
日
ゆ
㌣

　
湾
臼
巴
。
象
8
が
Q
∩
臼
包
♂
の
一
昌
レ
8
。
茸
二
三
“
ピ
9
1
0
■
）
唱
・
酌
8
・

　
　
メ
イ
は
複
会
計
制
度
と
減
価
償
却
と
の
関
連
を
述
べ
た
箇
所
で
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。

　
減
価
償
却
準
備
金
の
設
定
を
強
制
的
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
議
論
も
あ
っ
た
が
、

国
会
は
、
財
産
が
適
正
に
維
持
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
証
明
書
、
及
び
予
定
さ
れ
た
配
当
が

　
（
収
益
に
対
し
て
監
査
入
が
チ
ャ
ー
ジ
す
べ
き
も
の
と
認
め
る
一
切
の
費
用
を
チ
ャ
ー
ジ
し

　
て
後
）
監
査
入
の
立
揚
か
ら
み
て
適
正
に
支
払
い
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
明
書
を
要
求

　
す
る
に
止
め
た
の
で
あ
る
。
（
O
Φ
自
o
q
o
O
穿
臼
竃
⇔
）
・
w
目
ミ
。
曇
ど
累
〈
。
嘱
＄
房
亀
〉
。
8
。

琶
鉱
晶
房
①
名
。
冨
筐
田
図
’
H
O
ω
ρ
ぎ
｝
・
N
や
Q
ゆ
ω
c
。
も
・
）

（
註
3
0
）
　
複
会
計
制
度
で
は
減
価
償
却
は
強
制
し
て
い
な
い
。
併
し
他
方
、
資
本
的
資
産
の
能

　
率
を
そ
の
当
初
の
状
態
に
維
持
す
る
た
め
に
将
来
必
要
と
さ
れ
る
支
出
に
つ
い
て
演
備
金
を

　
設
け
る
こ
と
は
間
接
的
に
（
明
文
を
も
つ
て
強
制
し
て
は
い
な
い
が
）
認
め
て
い
た
。
　
（
い
’

　
謁
・
U
け
厨
・
p
名
．
葺
；
や
ト
⊃
藤
Q
O
・
）

　
．
基
礎
在
高
法
論
者
は
当
初
か
ら
、
定
量
の
棚
卸
資
産
に
固
定
価
額
を
附
す

る
こ
と
が
損
益
計
算
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
し
て
い
た
と
い
え
る
。
併
し
そ

の
損
益
計
算
的
側
面
が
強
調
せ
ら
れ
叉
は
基
礎
在
高
法
の
直
接
的
な
根
拠
と

し
て
主
張
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
ウ
ォ
ー
シ
ョ
ー
よ
り
は
後
年
の
こ
と
で
あ

る
Q

　
一
九
三
六
年
モ
ゥ
リ
ス
・
ペ
ル
ベ
は
基
礎
在
高
法
は
現
在
の
収
益
に
現
在

の
費
用
を
チ
ャ
ー
ジ
す
る
方
法
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
実
現
し
・
ま
た

は
実
現
し
得
べ
き
・
而
し
て
行
わ
れ
た
営
業
活
動
と
直
接
比
例
関
係
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
1
）

・
実
際
の
利
益
が
算
定
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
基
礎
在
高
の
評
価
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引
上
げ
に
よ
る
表
見
上
の
利
益
は
実
在
せ
ず
、
幻
想
的
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、

こ
れ
が
課
税
叉
は
配
当
支
払
の
基
礎
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
価
絡
上
昇
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
2
）

お
い
て
企
業
を
破
滅
せ
し
め
る
原
因
と
な
る
と
い
っ
て
い
る
。
併
し
彼
も
ま

た
こ
の
時
代
の
多
く
の
論
者
と
同
じ
よ
う
に
基
礎
在
高
法
は
製
造
が
長
期
継

続
的
で
あ
り
、
同
質
的
均
一
的
な
製
品
が
生
産
さ
れ
る
（
従
っ
て
常
時
固
定

的
な
最
低
量
の
棚
卸
資
産
を
保
有
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
）
事
業
に
適
用

せ
ら
る
べ
き
も
の
と
し
、
す
べ
て
の
種
類
の
産
業
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
は
し
て
い
な
い
Q

　
ニ
ッ
カ
ァ
ソ
ン
」
も
基
礎
在
古
同
法
に
よ
っ
て
飢
寒
上
原
価
が
取
挿
替
原
隔
楓
に
甚
噛
つ

い
て
計
算
せ
ら
れ
、
墓
礎
在
高
に
関
す
る
棚
卸
資
産
損
益
の
計
上
が
排
除
さ

れ
る
こ
と
を
認
め
乍
ら
も
、
基
礎
在
高
法
が
有
効
に
適
用
し
得
べ
ぎ
産
業
を

限
定
し
次
の
要
件
を
あ
げ
て
い
る
。

　
（
一
）
　
先
ず
原
材
料
価
格
と
製
品
価
格
と
の
開
き
が
物
価
上
昇
期
及
び
下

降
期
を
通
じ
て
比
較
的
に
恒
常
的
な
る
こ
と
を
要
す
る
。
尤
も
両
価
格
の
開

き
が
物
価
下
降
期
に
お
け
よ
り
も
物
価
上
昇
期
に
お
い
て
大
で
あ
る
こ
と
、

及
び
一
時
的
混
乱
要
素
の
た
め
に
二
つ
の
価
格
の
間
の
開
き
の
均
等
性
が
乱

さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
の
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
理
由
か
ら
基
礎

在
高
法
は
原
料
生
産
者
に
は
適
用
さ
れ
難
い
。
原
料
生
産
者
に
あ
っ
て
は
、

物
価
上
昇
期
に
お
い
て
、
そ
の
原
価
は
比
較
的
に
固
定
的
で
あ
る
か
、
叉
は

少
く
と
も
原
料
売
上
収
入
と
比
例
的
に
は
増
加
せ
ず
、
物
価
下
降
期
に
お
い

　
　
　
甘
獺
　
琳
礎
　
究
伍
　
官
同
　
　
蹄
依
　
　
瓜
瑚
　
施
九

て
原
価
は
比
例
的
に
は
減
少
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
原
材
料
価
格
が
大

い
に
変
動
的
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
売
価
が
比
較
的
に
固
定
的
で
あ
る
製
品

の
生
産
業
に
も
基
礎
在
高
法
は
適
当
し
な
い
。
　
（
二
）
棚
卸
資
産
に
対
す
る

投
資
額
が
他
の
資
産
に
比
し
て
大
で
あ
る
こ
と
。
　
（
三
）
棚
卸
資
産
の
内
容

が
概
ね
少
数
の
基
本
的
な
原
材
料
か
ら
成
立
っ
て
い
る
こ
と
。
　
（
四
）
製
造

の
各
段
階
に
お
け
る
原
材
料
が
、
原
素
材
の
単
位
に
換
算
し
得
る
も
の
で
あ

る
こ
と
。
か
く
て
彼
は
、
基
礎
在
高
法
が
最
も
適
切
に
適
用
し
得
る
の
は
、

石
浩
・
ゴ
ム
・
繊
維
・
皮
革
・
化
学
薬
品
・
鉛
∵
銅
・
そ
の
他
の
金
属
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
酪
）

す
る
製
造
・
加
工
業
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
モ
ゥ
リ
ス
・
ペ
ル
ベ
、
ニ
ッ
カ
ァ
ソ
ン
に
限
ら
ず
墓
礎
在
高
法
が
適
用
さ

る
べ
き
産
業
を
限
定
し
て
老
え
る
こ
と
は
こ
の
時
代
に
お
け
る
一
般
的
な
考

え
方
で
・
あ
っ
た
。
ル
イ
・
ペ
ル
ベ
も
大
要
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。

　
基
礎
在
高
法
に
対
す
る
き
び
し
い
非
難
は
、
こ
の
方
法
の
適
用
を
可
と
せ

ざ
る
場
合
に
お
け
る
本
法
の
使
用
を
攻
撃
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
本

質
に
触
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
か
か
る
非
難
は
、
本
法
が
真
に
所
得
を
反
映

し
、
事
実
を
表
示
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
最
善
の
会
計
慣
行
で
あ
り
、

そ
の
基
本
原
理
は
健
全
で
あ
っ
て
そ
の
唯
一
の
目
的
が
所
得
を
正
確
に
測
定

す
る
こ
と
に
あ
る
が
如
き
場
合
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
薄
し
て
い
る
の
で
あ

（
註
3
4
）

る
。　

こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
基
礎
在
高
法
が
当
期
の
購
入
原
価
を
当
期
の
収
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基
礎
在
高
法
研
究

益
に
賦
課
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
先
入
先

出
法
群
に
属
す
る
諸
方
法
と
は
全
く
別
箇
の
棚
卸
資
産
費
用
（
従
っ
て
所

得
）
概
念
に
立
脚
す
る
一
方
法
で
あ
る
こ
と
の
意
味
が
徹
底
的
に
把
握
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
基
礎
在
高
法
の
適
用
せ
ら
れ
る
べ
き

産
業
の
種
類
の
限
定
は
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
基
礎
在
高
法
を
先
入

先
出
法
と
は
棚
卸
資
産
費
用
概
念
を
異
に
す
る
別
箇
の
方
法
で
あ
る
と
認
め

る
限
り
、
所
得
算
定
上
、
産
業
の
種
類
に
よ
っ
て
、
あ
る
産
業
に
は
先
入
先

出
法
が
適
当
し
、
他
の
産
業
に
は
基
礎
在
高
法
が
適
当
す
る
と
い
う
が
如
く
、

先
入
先
出
法
と
基
礎
在
高
法
と
を
同
一
平
面
に
立
つ
二
方
法
と
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
も
と
よ
り
常
時
相
当
大
量
の
棚
卸
資
産
を
保
有
す
る
こ
と
の

な
い
事
業
に
基
礎
在
高
法
を
適
用
す
る
と
も
、
基
礎
在
高
法
の
効
果
（
リ
ブ
」

ル
な
所
得
の
測
定
）
を
発
揮
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
従
っ
て
先
入
先
出

法
に
対
す
る
不
信
は
当
然
常
時
大
量
の
棚
卸
資
産
を
保
有
す
る
事
業
に
お
い

て
最
初
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
等
の
事
業
に
お
い
て
、
（
価
格
変
．

動
を
通
し
て
同
量
の
棚
卸
資
産
が
再
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
）
先
入
先
出

法
的
評
価
に
よ
る
損
益
計
算
の
歪
み
が
明
瞭
に
感
ぜ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

併
し
常
時
大
量
の
棚
卸
資
産
を
保
有
す
る
事
業
と
．
そ
う
で
な
い
事
業
に
対
す

る
価
格
変
動
の
影
響
は
単
に
程
度
の
問
題
で
あ
っ
て
、
性
質
的
に
は
同
口
な

る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
基
礎
在
高
法
を
損
益
計
算
の
一
方
法
で
あ
る
と
認

識
す
る
限
り
に
お
い
て
、
棚
卸
資
産
保
有
量
の
小
な
る
事
業
に
本
法
を
適
用

㌃
る
こ
と
が
不
適
当
な
る
も
の
と
老
え
る
こ
と
は
、
程
度
の
相
違
と
質
の
相

違
と
を
混
同
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
リ
ア
ル
な
意
味
の
棚
卸
資
産
費
用
を

把
握
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
製
品
売
価
と
原
価
の
関
係
が
ど
う
で
あ
る
か
は

別
箇
の
問
題
で
あ
っ
て
、
そ
の
関
係
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
も
正
し
い
棚
卸
資

産
費
用
把
握
の
方
法
が
適
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
製
品
総
価

と
原
価
と
の
関
連
如
何
が
基
礎
在
高
法
適
用
の
適
否
を
所
定
す
る
要
因
と
老

え
る
こ
と
は
誤
り
で
幽
る
。

（
註
3
1
）
　
ζ
讐
ユ
8
国
・
矧
巴
2
冨
計
男
話
。
・
①
三
－
U
自
。
団
国
。
窪
。
唐
ω
曽
一
昌
く
〇
三
〇
曙
く
巴
岳
二
〇
さ

Z
．
》
・
ρ
》
ご
寄
鷲
切
8
r
同
轟
◎
彼
は
基
礎
在
高
法
が
適
当
な
評
価
で
な
い
と
し
た

最
高
裁
判
所
の
判
例
に
触
れ
て
、
判
決
の
基
礎
と
な
っ
た
事
例
は
不
適
当
で
あ
っ
て
、
判
事

を
し
て
問
題
の
真
の
意
味
を
理
解
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
し
、
次
の
如
く
い
っ

て
い
る
。
　
「
期
首
・
期
末
に
共
に
序
在
し
た
同
一
の
資
産
の
価
格
変
化
に
よ
る
差
額
を
利
得

　
と
し
て
計
上
す
べ
き
も
の
と
は
最
高
裁
判
所
は
考
え
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
土
地
。
建
物
・

機
械
に
つ
い
て
か
か
る
利
益
を
価
格
の
騰
貴
し
た
時
に
帰
属
せ
し
め
る
こ
と
は
全
然
馬
鹿
げ

　
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
理
は
、
期
首
・
期
末
に
お
け
る
正
常
量
の
基
礎
的
原
材
料
の
、
評
価

　
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
再
評
価
に
よ
っ
て
生
ず
る
（
先
入
先
司
法
的
評
価
法
に
よ
れ

ば
取
得
価
額
圭
義
に
基
づ
く
評
価
で
あ
っ
て
も
再
評
価
し
た
と
同
様
の
結
果
と
な
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
一
筆
者
）
表
見
上
の
損
益
は
同
様
に
架
空
の
も
の
で
あ
り
実
現
し
得
な
い

　
も
の
で
あ
る
。
」
（
O
や
。
置
曽
電
．
H
刈
ひ
当
．
）

（L

y
2
．
冥
目
3
）
　
竃
窪
ユ
8
国
・
弓
①
】
2
冨
計
甲
。
露
。
ヨ
ω
o
h
や
同
学
〇
三
白
塁
】
昌
く
窪
ε
轟
く
巴
冨
昆
§
》

　
劉
P
ρ
〉
・
閑
三
】
o
鉱
昌
》
竃
9
。
同
。
謬
γ
H
O
ω
評
や
刈
劇
P

（
読
器
）
　
Ω
胃
窪
8
頃
．
ヨ
。
ぎ
房
o
P
ぎ
く
窪
8
蔓
診
吹
田
①
享
①
。
・
9
。
ω
磐
霞
①
ヨ
①
三
〇
h
ぎ
く
。
じ
・

　
三
〇
耀
鴫
。
犀
￥
》
自
ロ
㈹
．
調
虫
．
二
∪
Φ
o
；
同
お
8
ワ
ら
p
劇
P
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書
雛
）
ぎ
駐
。
．
零
ぎ
信
匿
♂
⇔
ロ
臼
。
・
・
虫
。
穿
ぎ
く
①
三
豊
。
。
・
噛
冒
寓
艶
、
星
♂
目
轟
。
る
．

画
も
。
●
第
二
節
で
述
べ
た
ウ
ォ
ー
シ
澗
一
も
基
礎
在
高
法
の
適
用
せ
ら
る
べ
き
事
業
を
限
定
的

　
に
考
え
て
い
る
。

　
な
お
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
基
礎
在
高
法
の
理
由
づ
け
と
し
て
次
の
如
ぎ

根
拠
を
挙
げ
る
も
の
が
あ
る
。

　
ニ
ッ
カ
ァ
ソ
ン
は
大
要
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。

　
我
々
は
損
益
の
期
間
計
算
に
慣
れ
て
、
企
業
が
清
算
薄
る
と
ぎ
で
な
け
れ

ば
正
確
な
損
益
は
決
定
さ
れ
難
い
と
い
う
こ
と
を
忘
却
す
る
傾
向
が
あ
る
。

（
こ
の
時
に
お
い
て
も
我
々
は
貨
幣
額
で
計
算
さ
れ
た
損
益
を
知
る
の
み
て

あ
っ
て
購
買
力
を
老
慮
に
い
れ
た
損
益
で
は
な
い
が
。
）
　
営
業
の
途
中
に
お

い
て
は
企
業
の
資
金
は
各
種
の
財
貨
・
用
役
・
設
備
に
投
ぜ
ら
れ
、
（
販
売
さ

れ
た
財
貨
に
チ
ャ
ー
ジ
す
る
こ
と
に
よ
り
）
回
収
せ
ら
れ
再
投
資
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
そ
の
全
部
が
換
貨
さ
れ
る
ま
で
は
、
最
終
的
な
損
益
ぱ
決
定
さ
れ

得
な
い
。
季
節
的
営
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
繁
忙
期
の
利
益
は
或
程
度
、
閑

散
期
の
避
け
得
べ
か
ら
ざ
る
損
失
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

損
益
計
算
が
意
味
を
有
す
る
最
短
期
間
は
、
こ
の
両
時
期
を
包
含
す
る
期
閥

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
墓
礎
在
高
法
は
或
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
老
え
方

の
拡
張
で
あ
る
。
塞
礎
在
高
に
関
す
る
棚
卸
資
産
利
益
ぱ
そ
の
後
に
引
続
く

棚
卸
資
産
損
失
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
。
従
っ
て
棚
卸
資
産
評
価
の
如
何
が

損
益
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
す
る
限
り
、
分
配
し
得
べ
き
利
益
の
決
定
に
関

　
　
　
基
礎
在
高
法
研
究

し
礼
意
味
あ
る
最
短
期
間
は
、
棚
卸
資
産
損
益
が
一
掃
さ
れ
得
る
期
間
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
期
間
は
通
常
景
気
変
動
の
一
周
期
で
あ
る
。
多

く
り
理
由
に
よ
っ
て
一
箇
年
と
い
う
如
き
短
期
の
営
業
成
績
の
測
定
が
行
わ

れ
る
が
、
基
礎
在
高
法
に
あ
っ
て
は
、
一
箇
年
の
利
益
は
基
礎
在
高
に
つ
い

て
の
棚
卸
資
産
損
益
を
除
外
す
る
も
の
で
あ
り
、
長
期
の
損
益
に
寄
与
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

如
き
短
期
の
損
益
を
よ
り
正
確
に
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

（
註
3
5
）

る
Q

　
併
し
乍
ら
企
業
会
計
は
一
会
計
期
間
ご
と
に
実
現
し
た
損
益
額
を
把
握
す

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
適
用
せ
ら
れ
る
損
益
測
定
方
法
の
妥
当
性

は
、
期
間
損
益
計
算
の
立
場
か
ら
み
て
決
定
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

長
期
的
結
果
を
顧
慮
し
て
後
に
決
定
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
即
ち
棚
卸
資

産
利
益
は
後
続
す
る
棚
卸
資
産
損
失
に
よ
っ
て
相
殺
せ
ら
れ
る
が
故
に
期
間

損
益
計
算
か
ら
排
除
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
基
礎
在
高
法
は
、
期
間
損
益

の
皿
場
か
ら
み
て
、
棚
卸
資
産
損
益
が
真
の
意
味
の
企
業
損
益
で
は
な
い
と

食
え
て
い
る
も
の
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
損
益
の
長
期
観

察
論
は
基
礎
在
高
法
の
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
も
の
と
私
は
考
え
る
。

　
ウ
ォ
ー
カ
ァ
は
基
礎
在
高
法
を
支
持
す
る
諸
会
社
に
お
い
て
、
本
法
を
会

計
上
の
い
わ
ゆ
る
発
生
主
義
の
論
理
的
な
拡
張
で
あ
る
と
み
る
考
え
方
が
存

在
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。
七
生
主
義
に
あ
り
て
は
、
収
益
は
実
現
す
る

（
又
換
が
行
わ
れ
、
現
金
又
は
等
価
物
の
収
入
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
証
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基
礎
在
高
法
研
究

明
さ
れ
る
）
ま
で
は
計
上
せ
ら
れ
ず
、
費
用
は
（
そ
れ
が
現
実
に
発
生
し
）

合
理
的
に
測
定
さ
れ
る
ま
で
は
計
上
さ
れ
な
い
。
併
し
実
際
問
題
と
し
て
、

継
続
事
業
に
お
い
て
は
、
正
確
に
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
は
「
現

実
に
発
生
し
た
」
と
は
い
え
な
い
場
合
で
も
、
或
種
の
控
除
（
収
益
か
ら
の
）

が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
費
用
算
定
に
関
し
合
理
的
な
基
準
が
あ
る
場
合

は
勿
論
、
あ
る
期
間
が
そ
の
費
用
の
支
払
に
対
し
て
何
分
か
の
分
担
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
費
用
が
発
生
し
た
場
合
に
も
、

控
除
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
彼
等
は
増
え
る
。
従
っ
て
費
用
の
測
定
に
関
し

て
は
経
営
者
の
良
識
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
減
価
償
却
・
陳
腐

化
償
却
・
自
家
保
険
・
見
積
費
用
に
関
す
る
準
備
金
は
す
べ
て
見
積
の
分
子

を
含
ん
で
い
る
。
価
格
上
昇
は
必
ず
価
格
下
落
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
以
上
、

基
礎
在
高
に
関
す
る
準
備
金
（
基
礎
的
設
備
と
し
て
の
基
礎
在
高
の
原
価
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
6
）

昇
額
）
の
控
除
が
認
め
ら
る
べ
き
も
の
と
老
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
老
え
方
は
長
期
損
益
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
の
期
間
損
益
の
老
え

方
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
併
し
乍
ら
棚
卸
資
産
原
価
の
将
来
の
下
落
を

予
測
し
て
現
在
の
費
用
に
算
入
す
る
こ
と
は
（
い
わ
ゆ
る
発
生
主
義
会
計
の

予
想
せ
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
右
の
見
解
は
不
当
な
る
拡
張
で
あ
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
基
礎
在
高
法
の
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
。

n
証
3
5
）
　
ρ
甲
乞
8
犀
臼
。
。
曾
唱
。
や
。
圃
け
●
・
唱
．
G
。
鼻
◎
◎
一
P
q
n
9
巳
。
β
国
薗
島
。
F
竃
。
o
『
P
卜

ω
§
§
貫
。
肉
跨
。
§
暮
一
品
弓
旨
琶
・
・
し
。
。
。
。
。
ら
H
q
■
で
も
基
礎
套
撰
は
長
期

的
観
点
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
国
・
遍
．
O
冨
冨
ヨ
は
基
礎
在
高
法
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
後
入
先
出
法
に
つ
い
て
次

　
の
如
く
い
っ
て
い
る
。
「
低
価
法
は
短
期
的
観
点
か
ら
み
て
の
保
守
的
評
価
を
達
成
す
る
も

の
で
あ
る
が
、
後
入
先
出
法
は
よ
り
長
期
の
経
済
的
期
間
に
着
目
し
、
高
き
価
格
愚
図
の
期

聞
の
後
に
結
局
低
い
価
格
が
復
帰
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
O
自
器
暮
℃
量
。
，

け幽

W
。
・
ぎ
ぎ
〈
。
三
。
q
〈
巴
目
9
ま
p
Z
●
〉
●
ρ
｝
野
馬
試
p
竃
。
。
円
魯
レ
O
ω
刈
層
唱
・
謡
c
O
・
）

（
土
羽
6
．
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＝
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口
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ω
。
・
Ω
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巴
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目
ぎ
し
口
器
。
・
ω
甘
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昆
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二
昌
。
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♂
ぎ
ぎ
8
目
①
｝
。
8
毒
島
品
“

出
舞
毒
a
じ
d
ロ
。
・
ぎ
①
ω
ω
開
。
三
〇
宅
・
〉
＝
ε
ヨ
7
H
ゆ
じ
。
9
唱
．
e
Q
ひ
占
噛
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右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
が
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
基
礎
在
高
法
の
理
論
は
一

定
量
の
棚
卸
資
産
を
資
本
的
資
産
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
期
の
購
入
原

価
（
販
売
さ
れ
た
物
品
の
取
替
原
価
）
を
当
期
の
収
益
に
賦
課
す
る
こ
と
を

可
能
な
ら
し
め
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
従
っ
て
基
礎
在
高
法
に
あ
っ
て
は
、
基

礎
在
高
を
資
本
的
資
産
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
か
ど
う
か
（
更

に
技
術
的
に
は
特
定
の
事
業
に
つ
い
て
基
礎
量
を
如
何
に
算
出
す
る
か
）
が

重
要
な
問
題
と
な
る
。
他
方
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
基
礎
在
高
法
と
そ
の

損
益
観
を
等
し
く
す
る
と
こ
ろ
の
後
入
先
出
法
が
生
成
し
つ
つ
あ
っ
た
。

（
後
入
先
出
法
な
る
名
称
を
用
い
た
棚
卸
資
産
費
用
計
算
法
の
最
初
の
提
案

は
一
九
三
四
年
に
な
さ
れ
た
。
）
　
基
礎
在
高
法
に
あ
っ
て
は
、
理
論
上
、
基

礎
在
高
を
資
本
的
資
産
と
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
結
果
と
し
て
当
期
収
益
へ
の

当
期
取
替
原
価
の
賦
課
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
後
入
先
出
法
は
当
期

収
益
へ
の
当
期
取
替
原
価
の
賦
課
（
算
入
先
出
法
ラ
ッ
グ
に
よ
る
損
益
計
算
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の
歪
曲
を
回
避
す
る
た
め
に
）
を
直
接
の
目
的
と
し
た
。
た
だ
純
粋
の
時
価

を
も
つ
て
売
上
原
価
を
計
算
す
る
こ
と
は
原
価
主
義
会
計
が
一
般
に
承
認
さ

れ
て
い
た
時
代
に
お
い
て
容
易
に
承
認
さ
れ
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

後
入
先
出
法
は
原
価
主
義
の
容
認
す
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
先
入
先
出
法
と

は
異
な
る
原
価
の
流
れ
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
棚
卸
資
産
原
価
配
分

．
の
一
方
法
と
し
て
そ
の
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
併
し
原

価
の
流
れ
の
想
定
自
体
に
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
）
　
後
入
先
出
法
の
根

拠
と
し
て
は
最
早
資
本
的
資
産
の
前
提
は
必
要
で
な
い
。
そ
れ
は
恰
も
基
礎

在
高
法
に
お
い
て
原
価
の
流
れ
の
想
定
が
必
要
で
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。

　
後
入
先
出
法
は
基
礎
在
高
法
と
損
益
観
（
売
上
収
益
が
取
替
原
価
を
超
え

る
と
き
売
上
利
益
が
発
生
す
る
）
を
均
し
く
す
る
の
み
な
ら
ず
、
棚
卸
資
産

費
用
把
握
の
た
め
の
基
本
的
方
法
を
均
し
く
す
る
。
そ
れ
は
事
実
上
両
方
法

が
期
末
（
又
は
月
末
等
）
棚
卸
品
の
評
価
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
棚
卸
資
産

費
用
を
決
定
す
る
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
期
末
棚
卸

品
の
再
評
価
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
益
と
取
替
原
価
と
の
対
応
が

完
成
さ
れ
る
。

　
基
礎
在
高
法
で
は
基
礎
数
量
の
決
定
に
難
点
が
あ
っ
た
。
併
し
後
入
先
出

法
は
当
初
の
原
価
で
評
価
せ
ら
る
べ
き
数
量
を
、
期
末
数
量
の
う
ち
期
首
数

量
を
超
え
な
い
部
分
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
を
容
易
に
解

　
　
（
註
3
7
）

決
し
た
。
併
し
乍
ら
他
面
に
お
い
て
、
基
礎
在
高
法
で
は
基
礎
数
量
に
喰
込

　
　
　
基
礎
在
高
法
研
究

み
な
生
じ
た
場
合
、
そ
の
払
出
は
時
価
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

が
、
後
入
先
出
法
で
は
期
末
数
量
が
期
首
数
量
に
満
た
ざ
る
に
至
っ
た
と
き
、

そ
の
不
足
分
は
帳
簿
価
額
に
よ
っ
て
費
用
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ

だ
け
収
益
・
費
用
の
同
一
価
格
水
準
的
対
応
の
観
点
か
ら
み
て
欠
陥
を
生
ず

る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
基
礎
在
高
法
と
後
入
先
出
法
と
の
差
異
と
し
て
、

基
礎
在
高
法
で
は
基
礎
数
量
は
原
価
又
は
原
価
を
下
る
価
額
で
評
価
さ
れ
、

後
入
先
出
法
で
は
こ
の
方
法
を
採
用
し
た
当
初
の
数
量
は
原
価
で
評
価
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
詫
3
8
）

る
こ
と
を
挙
げ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
両
方
法
の
理
論
的
な
差
異

で
あ
る
と
は
称
し
得
な
い
。

（
士
蒲
7
き
π
3
）
　
基
礎
在
高
法
で
は
基
礎
数
量
の
変
更
は
経
営
者
の
判
断
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ

　
る
が
、
後
入
先
出
法
で
は
営
業
量
の
拡
大
叉
は
縮
少
に
よ
っ
て
、
最
初
の
原
価
で
評
価
さ
れ

　
る
数
量
が
自
動
的
に
変
更
さ
れ
る
と
も
い
い
得
る
。

（
識
鮒
）
竃
帥
葭
断
8
国
．
b
・
ざ
嘗
。
♂
ま
く
窪
8
蔓
ぐ
曽
ご
①
ω
9
鼠
甲
。
津
冨
①
三
目
。
ヨ
。
纂
噸

（
≦
団
謹
§
国
・
国
。
・
冨
9
巳
｝
島
昌
〉
■
切
。
穿
。
茸
』
巳
基
け
二
巴
b
。
8
口
三
導
臼
。
㎝
口
9
邑
ぴ
8
ぎ

H
ゆ
い
心
）
や
笛
置
．
∪
磐
達
図
．
跨
昌
店
。
富
。
昌
は
、
基
礎
在
高
法
で
は
単
位
価
格
は
経
営
者
に

　
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
、
後
入
先
禺
法
で
は
単
位
価
格
は
本
法
を
採
用
し
た
年
度
の
期
首
棚
卸

資
産
の
平
均
原
価
に
よ
っ
て
自
動
的
に
決
定
さ
れ
る
と
い
っ
て
い
る
。
　
（
中
舘
鼠
。
巴
昌
。
冨
壁

　
謹
辞
躬
ぼ
7
H
O
G
周
倉
毛
．
○
。
ひ
ω
1
吟
）
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経
管
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

一
わ
が
國
の
三
態
を
事
例
と
し
て

米

花

稔

一、

o
営
に
お
け
る
職
能
的
分
化
と
地
域
的
分
化

二
、
経
営
に
お
け
る
地
域
的
分
化
の
実
態

　
（
一
）
　
わ
が
国
の
場
合

　
（
二
）
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合

　
（
三
）
規
模
的
条
件
と
位
置
的
条
件
の
調
整
と
補
完

三
、
経
営
の
地
域
的
分
化
と
経
営
組
織

　
（
一
）
　
問
題
の
意
味

　
（
二
）
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
組
織
に
お
け
る
分
散
化

　
（
三
）
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
経
営
組
織
の
業
種
的
特
殊
性

　
　
（
A
）
　
わ
が
国
の
実
態

　
　
（
B
）
事
例
に
よ
7
考
察

四
、
結
　
　
　
語

一、

o
営
に
お
け
る
職
能
的
分
化
と
地
域
的
分
化

　
経
営
は
具
体
的
な
空
間
的
存
在
で
あ
る
。
経
営
は
一
定
の
位
置
を
占
め
、

且
大
な
り
小
な
り
本
来
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
経
営
の
業
務
活
動

は
こ
の
位
置
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
る
。
而
し
て
経
営
の
活
動
は
、
大
ま
か

に
い
っ
て
、
資
金
の
調
達
運
用
、
設
備
の
準
備
、
原
材
料
資
材
の
購
入
、
必

要
な
る
要
員
の
整
備
、
本
来
の
業
務
と
も
い
う
べ
き
製
造
加
工
、
並
び
に
そ

の
製
晶
の
販
売
、
そ
れ
ら
に
伴
う
関
連
業
務
等
の
諸
職
能
よ
り
な
る
が
、
こ

れ
ら
が
い
ず
れ
も
、
程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
、
経
営
位
置
の
問
題
と
関
連
を

有
す
る
の
で
あ
る
。

　
資
本
主
義
経
済
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
は
、
経
営
に
お
け
る
右
の
如
き

諸
職
能
は
、
比
較
的
単
純
で
、
且
未
分
化
の
状
態
に
あ
り
、
又
多
少
共
組
織
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

化
が
進
ん
で
い
て
も
、
具
体
的
存
在
と
し
て
の
経
営
は
、
お
お
む
ね
一
箇
所

に
お
い
て
の
活
動
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
工
業
立
地
論
は
、
こ
の
如
ぎ
状
態

を
前
提
と
し
、
或
は
少
く
と
も
こ
の
如
ぎ
を
基
本
形
態
と
し
て
、
位
置
の
間

題
を
原
理
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
る
に
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
に
伴
う
経
営
規
模
の
拡
大
と
共
に
、

経
営
は
複
雑
化
し
て
、
組
織
化
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ヴ
、
前
述
の
如
き
諸
職

能
も
分
化
分
掌
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
単
純
に
抽
象
的
職

能
分
化
に
止
ま
ら
ず
、
具
体
的
存
在
と
し
て
の
業
務
活
動
も
亦
、
交
通
通
信

技
術
並
び
に
施
設
の
発
達
と
相
侯
っ
て
、
或
る
程
度
地
域
的
可
分
性
を
有
す

る
こ
と
と
な
り
、
現
に
分
化
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
諸
職
能

の
内
、
製
造
加
工
部
門
の
み
が
場
所
的
に
分
離
し
て
、
本
社
と
工
場
と
が
別

個
の
位
置
を
占
め
、
又
販
売
職
能
を
担
当
す
る
営
業
部
門
も
亦
分
離
す
る
こ

と
が
可
能
或
は
必
要
と
な
り
、
更
に
は
製
造
販
売
部
門
の
位
置
的
関
連
か
ら
、

こ
れ
を
補
完
し
て
別
に
自
営
倉
庫
、
受
渡
施
設
等
の
位
置
が
楽
曲
せ
ら
れ
る

こ
と
と
な
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
製
造
、
販
売
、
或
は
保
管
、
受
渡
施
設
等

自
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
場
所
的
に
複
数
に
な
る
こ
と
も
極
め
て
多
い
。
か
く
て

生
産
方
式
の
発
展
、
取
引
形
態
の
進
歩
は
、
取
引
自
体
と
現
物
の
動
き
を
も

分
離
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
て
、
　
一
層
業
務
活
動
の
分
化
が
容
易
と
な
る
。

進
ん
で
、
政
治
、
経
済
或
は
金
融
上
の
観
点
か
ら
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
な
い
し
そ
の
一
部
の
所
在
位
置
が
分
離
し
た
り
、
叉
株
主
の
地
域
的
関

係
か
ら
株
式
事
務
部
門
の
み
が
独
立
の
場
所
を
占
め
る
こ
と
も
で
き
て
く
る

の
で
あ
る
。

　
．
か
く
み
て
く
る
と
、
経
営
活
動
の
実
態
は
、
右
の
如
き
職
能
的
分
化
が
、

更
に
法
律
的
に
は
別
個
の
経
営
と
し
て
存
立
し
て
い
る
場
合
が
少
な
か
ら
ず

み
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
製
造
部
門
の
一
部
、
関
連

業
務
部
門
、
販
売
部
門
等
が
別
会
社
と
し
て
分
離
せ
ら
れ
、
し
か
も
統
一
的

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
の
如
き
で
あ
る
。
外
国
に
設
置
す
る
営
業
部
門
、

工
場
等
が
、
法
律
的
制
約
そ
の
他
の
観
点
か
ら
別
会
社
に
さ
れ
て
い
る
如
き

　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

も
同
様
の
例
で
あ
る
。
経
営
と
経
営
と
の
結
合
関
係
が
緊
密
で
あ
る
限
り
、

法
律
的
形
式
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
、
経
営
活
動
の
実
態
を
見
失
う
こ
と
と

な
る
。

　
以
上
の
如
き
経
営
の
職
能
的
分
化
に
伴
ヶ
地
域
的
分
化
に
つ
い
て
、
原
理

的
に
は
、
製
造
部
門
に
つ
い
て
は
い
わ
ゆ
る
工
業
立
地
論
、
販
売
部
門
に
つ

　
　
　
　
　
　
（
註
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

い
て
は
商
業
立
地
論
、
或
い
は
倉
庫
に
つ
い
て
も
倉
庫
立
地
論
等
々
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
の
専
門
研
究
が
、
一
応
こ
れ
を
解
明
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
分
化
せ
ら
れ
た
諸
職
能
も
、

全
体
と
し
て
有
機
的
一
体
と
し
て
運
営
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
く
、
従
っ
て
こ
れ
ら
の
諸
職
能
の
位
置
的
分
化
も
、
全
体
と
し
て
相
互
関

連
し
て
い
て
、
相
互
補
完
し
、
場
合
に
よ
っ
て
相
互
索
制
し
つ
つ
、
全
体
と

し
て
、
　
一
経
営
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
所
に
意
味
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
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現
に
製
造
部
門
と
販
売
部
門
と
の
位
遣
出
関
係
の
如
き
に
そ
の
例
を
み
る
｝

と
が
少
く
な
い
。
更
に
製
造
部
門
の
み
に
つ
い
て
み
て
も
、
　
一
社
に
し
て
複

数
工
場
を
有
す
る
場
合
、
個
別
の
工
場
の
立
地
は
、
他
の
諸
工
場
と
の
関
連

に
お
い
て
問
題
と
な
る
部
分
が
極
め
て
多
い
こ
と
も
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

従
っ
て
経
営
の
業
務
活
動
の
空
闇
性
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
全
体
の
関
連
に
お

い
て
考
慮
せ
ら
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
内
最
も
位
置
が
問
題
に
な
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
製
造
加
工

部
門
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
工
業
立
地
論
も
主
と
し

て
一
工
場
の
立
地
を
専
ら
問
題
と
し
て
き
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
日
の

発
達
し
た
高
度
経
営
が
、
前
述
の
如
き
規
模
の
拡
大
と
組
織
的
分
化
の
上
に

存
立
す
る
に
至
っ
て
は
、
製
造
加
工
部
門
を
二
期
の
中
心
と
す
る
に
し
て
も
、

一
工
場
に
止
ま
ら
ず
、
如
何
な
る
会
社
の
工
場
で
あ
る
か
、
同
社
内
の
他
の

諸
工
場
と
の
関
連
、
更
に
ひ
ろ
く
経
営
の
業
務
活
動
全
般
の
位
置
的
関
連
を

考
慮
に
い
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
実
態
を
正
し
く
解
明
す
る
こ
と
は
困

難
に
な
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
経
営
位
置
論
は
、
こ
の
如
き
実
態
の
要
請
に

即
応
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
以
下
ま
ず
右
の
如
ぎ
経

営
の
職
能
的
分
化
と
地
域
的
分
化
の
実
態
を
分
析
し
、
そ
の
間
に
如
何
な
る

論
理
的
関
係
が
存
す
る
か
を
考
察
す
る
。
更
に
こ
の
如
き
経
営
内
の
地
域
的

分
化
が
、
又
経
営
の
職
能
的
分
化
自
体
の
態
様
、
即
ち
経
営
の
組
織
構
成
に

如
何
な
る
関
係
を
有
す
る
か
と
い
う
点
に
ま
で
論
及
す
7
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

註
（
一
）
　
最
近
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
実
証
的
研
究
が
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ
た
。

　
国
・
尉
・
b
コ
帥
二
。
≦
。
、
客
き
9
α
q
・
ヨ
。
曇
。
h
国
。
門
。
お
昌
罎
9
昌
亀
僧
。
盲
二
轟
ω
象
三
才
碧
一
。
㎝
．
、

　
　
O
頓
も
ゆ

　
（
2
）
　
杉
本
秋
男
『
商
店
位
置
と
商
店
街
の
研
究
』
昭
和
十
年
刊
に
は
小
売
業
の

　
　
み
な
ら
ず
、
こ
こ
に
関
連
あ
る
卸
売
業
の
立
地
も
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
3
）
　
野
村
寅
三
郎
『
倉
庫
位
置
考
』
「
国
民
経
済
雑
誌
」
八
三
巻
一
号
（
昭
和

　
　
二
十
六
年
一
月
号
）
の
如
き
が
あ
る
。

二
、
経
営
に
お
け
る
地
域
的
分
化
の
実
態

　
　
　
　
　
（
一
）
わ
が
国
の
場
合

　
わ
が
国
に
お
け
る
経
営
内
の
地
域
的
分
化
の
実
情
を
適
確
に
示
す
資
料
に

欠
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
試
み
に
こ
こ
に
一
応
資
本
金
一
億
円
以
上
の
製

造
工
業
を
営
む
会
社
四
四
三
社
（
昭
和
二
十
九
年
現
在
の
大
部
分
を
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
表
示
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
表
は
、
四
四
三
社
に
つ
い
て
、
主
要
業
種
別
に
、
本
社
が
工
場
と
分

離
し
て
独
立
に
存
す
る
も
の
と
し
か
ら
ざ
る
も
の
、
そ
の
有
す
る
工
場
数
別

会
社
数
、
並
び
に
工
場
以
外
の
事
務
所
数
別
（
支
社
、
支
店
、
営
業
所
、
出

張
所
等
大
小
様
々
の
も
の
を
一
応
一
括
し
た
）
会
社
数
等
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
ま
ず
全
体
を
概
観
し
て
注
意
す
べ
き
諸
点
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
1
）
　
四
四
三
会
社
の
内
、
　
一
社
一
工
場
の
会
社
は
一
二
二
社
、
即
ち
資
本

一一　25　一一
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金
一
億
円
以
上
の
製
造
会
社
全
体
の
四
分
の
一
に
止
ま
り
、
ニ
工
場
な
い

　
し
四
工
場
を
有
す
る
も
の
が
半
ば
を
占
め
、
一
〇
工
場
以
上
を
有
す
る
も

　
の
が
二
九
社
に
及
ぶ
。

（
2
）
　
四
四
三
会
社
の
内
、
半
分
以
上
の
二
四
二
社
の
本
社
は
工
場
所
在
地

　
と
全
く
分
離
し
て
別
個
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。

（
3
）
　
本
社
以
外
の
支
店
、
出
張
所
或
は
営
業
部
門
等
の
事
務
所
を
、
工
場

　
所
在
地
以
外
に
全
く
有
し
な
い
も
の
は
、
四
四
三
会
社
の
．
内
一
割
の
四
四

　
社
に
止
ま
り
、
四
分
の
三
は
一
な
い
し
四
ヵ
所
の
事
務
所
を
別
に
も
っ
て

　
い
る
。

（
4
）
　
か
く
て
一
社
一
工
場
で
同
一
場
所
に
あ
り
、
且
事
務
所
も
別
の
場
所

　
に
全
く
有
し
な
い
も
の
は
、
四
四
三
会
社
の
内
、
僅
か
に
八
社
に
過
ぎ
な

　
い
こ
と
は
特
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
尚
こ
の
表
で
は
、
省
略
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
若
干
の
も
の
は
、
更

に
鉱
山
、
農
場
、
そ
の
他
の
関
連
施
設
を
も
有
し
て
い
る
。

　
従
っ
て
以
上
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
以
て
し
て
も
、
今
日
の
経
営
の
位
置
闇

題
は
、
工
場
立
地
論
と
し
て
、
単
純
に
一
工
場
を
中
心
と
す
る
立
地
の
み
を

問
題
と
す
る
こ
と
は
、
た
と
い
基
本
形
態
と
し
て
と
り
あ
げ
る
意
味
に
お
い

て
も
、
再
検
討
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
を
有
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
Q

　
こ
の
こ
と
は
、
更
に
業
種
別
の
特
殊
性
を
立
入
っ
て
み
る
と
き
、
一
層
明

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

か
と
な
る
。
勿
論
会
社
経
営
の
実
態
は
、
同
じ
業
種
と
難
も
、
あ
る
程
度
異

る
存
守
条
件
に
基
い
て
特
徴
あ
る
業
態
を
形
成
し
て
い
る
場
合
が
少
く
な
い

の
で
、
こ
の
表
の
如
き
業
種
別
の
み
で
は
仔
細
に
特
殊
性
を
論
ず
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
少
く
と
も
、
こ
の
程
度
で
も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
若
干
の

特
徴
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
　
一
社
一
工
場
に
属
す
る
会
社
の
特
に
少
い
業
種
は
、
繊
維
関
係
（
三

　
九
品
の
内
命
社
）
、
窯
業
（
二
一
社
の
内
三
社
）
、
油
脂
染
料
（
一
五
社
の
内

　
二
社
）
、
医
薬
関
係
（
一
一
社
の
内
一
一
社
）
等
が
あ
り
、
又
一
社
に
し
て
多

　
数
の
工
場
を
有
す
る
会
社
の
目
立
つ
業
種
と
し
て
は
、
繊
維
関
係
、
（
一
〇

　
工
場
以
上
一
三
社
）
、
食
品
関
係
（
一
〇
工
場
以
上
八
社
）
、
電
気
機
械
閨
係

　
（
一
〇
工
場
以
上
四
面
）
、
化
学
関
係
（
一
〇
工
場
以
上
三
社
）
熱
で
、
繊

　
維
関
係
会
社
が
業
種
全
体
と
し
て
多
数
工
場
を
有
す
る
も
の
を
主
と
す
る

　
外
、
甲
南
、
電
気
機
械
、
化
学
工
業
関
係
で
は
、
そ
の
業
種
の
代
表
的
な

　
／
全
祉
若
干
の
み
が
多
数
工
場
を
有
す
る
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

（
2
）
　
事
務
部
門
の
位
置
に
つ
い
て
み
る
と
、
比
較
的
少
数
の
事
務
部
門
の

　
み
を
独
立
の
場
所
に
有
す
る
も
の
と
し
て
は
、
鉄
鋼
（
四
二
社
中
三
ヵ
所

　
以
下
三
七
社
）
、
機
械
（
五
七
社
中
同
じ
く
四
七
社
）
、
造
船
（
二
二
社
中
一

　
一
社
）
、
車
輌
自
動
車
（
三
八
社
中
三
二
社
）
、
繊
維
（
三
九
社
中
三
三
社
）
、

　
パ
ル
プ
製
紙
（
二
六
社
中
二
四
社
）
等
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
工
場
以

　
外
に
多
数
の
支
店
、
出
張
所
等
を
分
散
配
置
し
て
い
る
も
の
に
、
電
気
機

一27一



　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

　
械
（
五
七
社
中
六
ヵ
所
以
上
有
す
る
も
の
一
七
社
）
、
食
品
関
係
（
四
〇
社

　
中
同
じ
く
七
社
）
、
窯
業
（
二
一
社
中
四
社
）
、
ゴ
ム
（
一
二
社
中
六
社
）
等

　
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
内
電
気
機
械
工
業
が
特
に
目
立
っ
て
い
る
。

（
3
）
　
次
に
本
社
と
工
場
と
の
地
域
的
分
化
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
体
と
し

　
て
本
社
が
工
場
と
分
離
し
て
い
る
会
社
数
が
半
分
よ
り
若
干
多
い
が
、
そ

　
の
内
に
お
い
て
、
こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
電
気
機
械
工
業
、
計
器
工

　
業
、
車
輔
自
動
車
工
業
、
織
物
工
業
等
に
あ
っ
て
は
、
地
域
的
に
本
社
が

　
工
場
と
分
離
し
て
い
な
い
も
の
の
方
が
相
当
多
い
こ
と
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
叉
分
離
し
て
い
る
方
が
圧
倒
的
に
多
い
も
の
に
繊
維
関
係
会
社
が
目
立
ち
、

　
こ
の
場
合
三
九
社
の
内
三
二
社
ま
で
本
社
と
工
場
と
が
場
所
的
に
分
離
し

　
て
い
る
。

　
以
上
の
如
く
、
経
営
の
地
域
的
分
化
が
、
業
種
別
に
か
な
り
題
著
に
特
…
徴

づ
け
ら
れ
る
部
分
が
少
く
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
如
き
部
分
に
関
す
る

限
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
の
有
す
る
性
格
と
何
等
か
の
論
理
的
関
係
を
有
す

る
も
の
と
老
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
叉
更
に
同
じ
業
種
と
錐
も
、

あ
る
程
度
異
る
存
立
条
件
に
基
い
て
異
る
業
態
を
形
成
し
て
い
る
も
の
の
あ

る
場
合
が
少
く
な
い
か
ら
、
こ
の
如
き
業
態
を
中
心
と
し
て
類
型
的
に
老
察

す
る
と
、
更
に
広
い
部
分
に
つ
い
て
、
前
述
の
如
き
関
係
が
見
出
さ
れ
る
筈

で
あ
る
。
し
か
ら
ば
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
前
述

の
如
き
業
種
的
に
比
較
的
特
徴
の
明
瞭
な
部
分
に
つ
い
て
老
察
す
る
。
特
定

の
業
態
に
つ
い
て
は
、
更
に
後
に
み
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
　
一
社
複
数
工
場
を
建
前
と
し
、
或
は
多
数
工
場
を
有
す
る
場
合
に
も
、

　
そ
の
存
立
条
件
と
す
る
も
の
に
若
干
の
類
型
が
み
ら
れ
る
。

　
（
ア
）
本
来
国
内
地
方
所
在
の
原
料
指
向
の
為
に
複
数
工
場
を
建
前
と
し

　
　
て
い
る
も
の
に
、
窯
業
（
特
に
セ
メ
ン
ト
工
業
）
、
食
品
（
特
に
製
粉
、

　
　
乳
業
）
、
化
学
工
業
（
特
に
一
部
の
化
学
肥
料
工
業
）
、
繊
維
工
業
（
特
に

　
　
製
糸
業
）
等
が
あ
り
、

　
（
イ
）
市
場
指
向
の
為
の
分
散
配
置
の
複
数
工
場
制
と
し
て
は
、
食
晶

　
　
（
特
に
ビ
ー
ル
、
製
粉
）
油
脂
工
業
、
医
薬
品
工
業
等
が
あ
る
。

　
（
ウ
）
　
生
産
単
位
、
労
務
管
理
等
か
ら
分
散
配
置
せ
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、

　
　
紡
績
業
が
代
表
的
で
あ
る
。
電
気
機
械
工
業
も
亦
こ
の
類
型
に
属
す
る

　
　
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
只
前
者
が
主
と
し
て
同
種
製
品
工
場
の
分
散
化

　
　
に
対
し
、
後
者
の
複
数
工
場
は
そ
れ
ぞ
れ
生
産
品
種
を
異
に
し
て
い
る

　
　
点
が
異
る
。

　
　
そ
の
結
果
、
等
し
く
複
数
工
場
と
い
っ
て
も
、
セ
メ
ン
ト
、
製
粉
そ
の

　
他
の
原
材
料
歪
面
工
場
、
或
は
紡
績
工
場
の
如
く
、
一
社
に
し
て
か
な
り

　
広
範
囲
の
地
域
に
分
散
配
置
さ
れ
る
も
の
と
、
電
気
機
械
工
業
の
如
く
、

　
そ
の
生
産
機
構
の
関
連
性
に
も
と
づ
い
て
中
心
工
業
地
帯
特
に
京
浜
地
域

　
を
中
心
と
す
る
周
辺
、
外
縁
地
域
を
と
り
ま
い
て
散
在
す
る
も
の
と
、
以

　
上
の
中
間
形
態
と
も
い
う
べ
き
わ
が
国
内
各
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
少
数
の

一28一



　
中
心
地
域
に
分
散
立
地
す
る
油
脂
、
医
薬
品
、
ビ
ー
ル
工
業
等
、
分
散
配

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

　
置
の
態
様
も
亦
、
相
当
特
徴
的
な
も
の
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
2
）
　
工
場
と
別
個
に
事
務
所
（
支
店
、
営
業
所
、
出
張
所
等
）
の
分
散
化

　
は
、
そ
の
大
部
分
が
対
象
と
す
る
市
場
と
の
近
接
化
の
為
に
も
た
ら
さ
れ

　
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
明
か
な
所
で
あ
る
。
特
に
有
名
商
品
、
標
準
商

　
品
等
の
市
場
生
産
を
主
と
す
る
消
費
者
商
品
に
お
い
て
こ
の
こ
と
が
題
著

　
で
あ
る
。
ゴ
ム
、
食
品
工
業
、
或
は
電
気
機
械
工
業
の
主
た
る
部
分
等
が

　
こ
れ
に
属
す
る
。
そ
の
他
に
は
、
セ
メ
ン
ト
工
業
が
あ
る
。
生
産
場
所
の

　
立
地
条
件
と
販
売
市
場
へ
の
近
接
化
の
要
請
と
の
組
合
せ
の
結
果
も
た
ら

　
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
生
産
上
の
立
地
条
件
と
販
売
上
の
立

　
地
条
件
と
の
異
る
要
請
の
調
整
、
相
互
補
完
の
立
地
的
表
現
と
し
て
特
徴

　
的
な
の
は
更
に
次
の
如
き
が
あ
る
。

　
（
プ
）
　
電
気
機
械
、
食
品
、
セ
メ
ン
ト
等
の
諸
業
種
に
み
ら
れ
る
如
く
、

　
　
工
場
が
多
数
分
散
配
置
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
工
場
と
は
別
個
に
支
店
、

　
　
営
業
所
等
の
事
務
部
門
が
多
数
分
散
配
置
せ
ら
れ
る
如
き
態
様
が
そ
れ

　
　
で
あ
る
。

（
イ
）
　
叉
工
場
と
別
個
に
配
置
せ
ら
れ
た
支
店
、
出
張
所
等
が
製
晶
の
分

　
割
、
包
装
そ
の
他
の
最
終
加
工
段
階
を
受
持
ち
、
或
は
倉
庫
を
併
置
し

　
　
て
、
工
場
と
市
場
乏
の
連
結
関
係
の
補
完
的
役
割
を
果
す
場
合
も
少
く

　
な
い
。
セ
メ
ン
ト
、
ビ
ー
ル
等
に
そ
の
適
例
を
み
る
。

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

（
ウ
）
　
更
に
右
の
如
き
営
業
部
門
を
法
律
的
に
別
会
社
と
し
て
存
立
せ
し

　
め
つ
つ
、
し
か
も
統
一
的
運
営
の
行
わ
れ
て
い
る
も
の
も
同
様
の
性
格

　
を
有
し
て
い
る
筈
で
あ
る
。
商
事
会
社
、
販
売
会
社
と
し
て
多
数
出
張

　
所
、
店
舗
を
分
散
配
置
し
て
い
る
の
が
そ
の
適
例
で
あ
る
ρ
製
薬
会
社

　
そ
の
他
消
費
者
商
品
に
お
い
て
の
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。

（
3
）
　
本
社
と
工
場
の
分
離
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
如
ぎ
生
産
場
所
の
存

　
立
条
件
と
営
業
場
所
の
存
立
条
件
と
の
羽
査
に
も
と
ず
く
場
合
も
勿
論

　
あ
る
け
れ
ど
も
、
更
に
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
機
能
上
の
立
地

　
条
件
が
、
生
産
場
所
と
の
分
化
を
必
要
な
ら
し
め
し
て
い
る
場
合
が
よ

　
り
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
具
体
的
な
所
在
場
所
に
つ
い
て
次
表

　
を
み
る
と
、
こ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
工
場
と
分
離
し
た
本
社
を
有
す

（2）本降所在地

　
本
地

と
た
在

直
し
所

工
一
三

麗編
地

㎝
印
騰
㎜

㎜
％
伽
嶋

京
阪
他

　
　
の
計

東
大
そ

資料表と同じ

る
も
の
二
四
二
社
の
内
、
一
七
〇
社

が
東
京
、
五
七
社
が
大
阪
に
本
社
を

お
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
ト
ッ

プ
。
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
（
ア
）
金

融
そ
の
他
の
経
済
的
便
宜
を
得
る
こ

と
、
特
に
（
イ
）
東
京
の
比
重
の
著

　
し
く
大
な
る
こ
と
は
、
政
治
行
政
機
関
と
の
接
触
が
立
地
条
件
と
し
て

　
重
視
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

（
4
）
　
只
わ
が
国
の
場
合
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
以
上
の
如
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

　
　
き
各
側
面
か
ら
す
る
経
営
内
の
地
域
的
分
化
も
、
全
体
と
し
て
わ
が
国

　
　
土
面
積
の
狭
小
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
経
済
的
に
も
国
内
市
場
が
狭
い

　
　
こ
と
が
、
市
場
指
向
の
為
め
工
場
或
は
営
業
所
の
地
域
的
分
散
配
置
が
、

　
　
他
の
諸
国
に
対
し
て
、
相
対
的
に
そ
の
程
度
が
低
く
、
且
業
種
的
に
も

　
　
か
な
り
限
定
せ
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
経
営
内
の
地
域
的
分
化
が
、
わ
が
国
の
主
要
会
社
に
つ

い
て
も
相
当
顕
著
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
の
地
域
的
分
化
の
態
様
が
、
業

種
に
よ
っ
て
概
観
す
る
程
度
で
も
、
相
当
顕
著
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
、

而
し
て
そ
の
如
き
特
殊
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
の
も
つ
存
立
条
件
に
も
と

ず
い
て
、
経
営
の
規
模
、
生
産
形
態
、
取
引
方
式
等
の
為
に
、
ト
ッ
プ
・
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
立
地
条
件
、
生
産
上
の
立
地
条
件
、
或
は
販
売
上
の
立
地

条
件
等
が
相
互
交
錯
し
、
或
は
そ
の
要
請
す
る
所
が
異
る
為
に
、
こ
の
如
き

諸
存
立
条
件
の
相
互
調
整
、
相
互
補
完
の
結
果
を
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
り

註
（
4
）
　
以
下
の
所
論
の
内
、
複
数
工
場
制
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
『
地
域
的
集
角
度

　
　
と
経
営
の
業
態
』
（
太
「
年
報
五
号
所
載
）
　
に
詳
細
に
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
に
は

　
　
翻
間
蛍
「
に
述
べ
た
。

　
（
5
）
　
詳
細
は
、
註
（
4
）
の
拙
稿
参
照
。

　
　
　
　
　
（
二
）
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
場
合

　
転
じ
て
、
巨
大
会
社
、
国
際
的
大
企
業
を
頂
点
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
て
い

る
ア
メ
リ
カ
の
製
造
工
業
に
つ
い
て
、
そ
の
経
営
の
地
域
的
分
化
の
実
態
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
資
料
の
制
約
か
ら
、
事
務
所
、
営
業
所
の

地
域
的
分
化
に
ま
で
及
び
得
な
い
の
で
、
専
り
一
社
複
数
工
場
制
に
つ
い
て

の
み
概
観
す
る
。

　
ま
ず
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
み
る
≠
に
、
従
業
員
二
一
人
以
上
の
工
場
全
部
に

つ
い
て
、
一
九
三
七
年
の
実
情
を
み
る
と
、
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
総
従
業

員
数
の
約
五
五
％
が
、
会
無
数
に
お
い
て
一
六
．
％
余
の
一
社
複
数
工
場
制
の

（3）アメリカ製造工業の会杜工場の構成

　　　　　（1937）　（従業員21人以上の一場）

従業員数

4，380，123

3．　，　5　0　4，　1　4　7

7，　884，　270

コ：二場数

25，　699

25，　644

51，343

会社数
　　　　　5，　625

　　　　25，　644

　　　　31．　269

一杜複数工場
・・ ﾐ一．・工場

計

P．　S．　Florence　“　The　Legic　of　British　ttnd　American

Industry　”　1953，　p．　33

一二

ﾐ
が
全
体
の
四
〇
％
を
占
め
て
い
る
一
，
G

会
社
に
属
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
に

お
い
て
、
実
態
は
経
営
内
の
地
域
的

分
化
が
原
則
と
考
え
ら
れ
て
よ
い
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　
殊
に
経
済
活
動
の
中
枢
を
占
め
る

主
要
会
社
に
つ
い
て
み
る
と
、
次
に

示
す
如
く
、
個
々
の
企
業
が
、
前
掲

の
わ
が
国
の
主
要
会
社
と
比
較
に
な

ら
な
い
広
範
な
る
地
域
的
ひ
ろ
が
り

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
九
四

七
年
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
製
造

工
業
会
社
に
つ
い
て
み
る
と
、
資
産

一
億
ド
ル
以
上
を
有
す
る
会
社
一
一

　
　
　
　
（
註
6
）

　
い
わ
れ
る
が
、
次
に
一
九
五
二
年
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（4）　アメリカ主要製造会社の工場数　（資産1億ドル以上の会社の主なるもの100社）

会社　と　工場数 会杜　．と　工場数 会社　と　工場数 会社　と　工場数
（4）American　Car　and　Fou且drγCo．

aaldwin．Lima．Hamilton　Cor．

`merican　Locomotive　Co．

11

P0

@7

（15）American　Tobacco　Co。

kiggett＆Myer　Tobacco　Co．

q・J・Reyn・lds　T・bacc・C・．．

14

P0

@6

（1）pnited　States　Steel　Cor・

`rmco　Steel　Cor．

aethlehem　Steel　Cor．

qepublic　Steel　Cor・

bolorado　Fue1＆Iron　Cor．

`UeghenアLudlum　Stee旦Cor．

vheeling　Steel　Gor．

mational　Steel　Cor．

bmcible　Steel　Co．　of．　Amer丘ca

iones＆1・aughlin　Steel　Cor．

モ?凾獅盾撃р刀@Metals　Co。

`lminnm　Co．　of　America

（5）Remington　Rand，　Inc．
hnternational　BuSinesS　MaCLines　　　　　　　．

bor．

mational　Cash　Register　Co。

18

V
4

Allied　Chemical＆Dye　Cor．

joppers　Co，，　Inc・

l．onsanto　Chemical　Co．

lathiesen　Chemical　Cor．

jaiser　Alminuln＆Che立nical
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cor．

co魯Chemical　Co．

feneral　Aniline＆Film　Cor．

30

R0

P7

P0

@8

P
　
7

＊2多数1

＊1多数

@50
@35
@21

@10

@　9

@　9

@　8

@　7

@　7

@55
@30

（6）General　Electric　Co・

vestinghouse　Electric　Go・

ohilco　Cor。

qadio　Cor．　of　America

`rco　Manufacturing　Cor・

122

曹R

Q5

P4

P1

（11）United　States　Rul〕ber　Co．

foodyear　Rubber　Co・

a．F，　Goodrich　Co．．

eirestone　Tire　and　Rubber　Co．

35

R2

Q6

P0

（16）National　Dairy　Products　Cor、

rwift＆Co，

fe且eral　Foods　Cor．

@National　Biscuit　Co．

P．ibby，　Mcneill＆Libby

`rmour　and　Co，

boca・Cola　Co．

@Shenley　Industries，　Inc．

feneral　Mills，　Inc．

mational　Distillers　Products　Cor．

budah）r　packing　Co．

68

U3

S3

R4

R4

R3

R2

P9

P3

P1

（7）Internati・丑a1　Harvester　C・．

ceere＆Co．
v．．

P．Case　Co．

19

P5

@9

（12）Owens・Illinois　Glass（＝o．

kibbeアーOwens－Ford　Glass．　Co．

oittsburgh　Plate　Glass　Co．

33

@8

@6

’
；
．
！
；
．
！
ミ

（8）Gontinental　Can　Co．，　Inc．

`merican　Can　Co．

64

T5

（2）General　Motors　Cor．

eord　Motors　Co、

bh・ysl・・C6r．

jaiser．Frazer　Cor。

mash。Kelvinator　Cor．

erue｝1auf　Trailer　Co．

ariggs　Manufacturing　Co．

aorg・Warner　Cor・

shompson　Products，111c・

35

Q8

Q4

@8

@8

@8
P4

Q7
P1

（13）International　Paper　Co．

rt・Regis　Paper（】o・

jimherlγ．Clark　Cor。

brown　Zellerback　Cor．

20

Q0

@9

@7

（9）American　Radiator＆
@　　　　　　　　Standard　Sanitary　Cor．

`llis・Chalmers　Manufacturing　Co．

ringer　Manufacturillg　Co．

simken　Roller　Bearing　Co．

hngersoll－Ralld　Co．

aabcock＆．Wilcox　Co．

brane　Co．

29

P2

@9

@8
@
7
　
F
　
6
1
4

（17）International　Shoe　Co．

tnited　Shoe　Manufacturing　Cor．

`ir　Reduction　Co．，　Inc。

gercules　Powder　Co，

tnited　States　Gアpsum　Co．

iohns－Manville　Cor．

`rmstrong　Cork　Co．

rterling　Drug，　Inc・

dastman　Kodak　Co，

linnesota　Mining＆
@　　　　　　　　　Manufacturing　Co・

mational　SupPl）r　Co・

74

R1

P78

Q8

Q3

P7

P6

P0

P8

P4

@6

（14）Butlington　MiUs　CoL

i．P．　Stevens＆Co．，　Inc．

`meric．an　Woolen　Co。

belanese　Cor．　of　America

iohnson＆Johnson　Co．

bannon　Mills　Co．

`merican－Viscose　Cor．

ケ5

R7

Q6

P2

P2

P0

@9

（3）Lockhδad　Aircraft　Cor．

tnited　Aircraft　Cor．

couglas　Aircraft　Co。，　Inc．

aoeing　Airplalle　Co．

5
5
4
3

（10）Union　Ca士bide　and　Carbon．
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cor．

d．1．Du　Pont　Nemours＆Co．

200
ﾈ上
U9

「

鼠

“Moody’s　Industrials　”1952版を資料とした。　＊1・工場数未詳なるも高炉82平炉312＊2・アイスクリーム工場74チー・・ズ工場14バター工場26

（1）金属工業　　（2）　自動車工業　　（3）航空機工業　　（4）車踊工業　　（5）事務機械工業　　（6）電気機械工業　　（7）農業機械工業

（8）製罐工業　（9）その他機械工業　（10）化学主業．（11）　ゴム工業　（12）ガラス工業　（13）製紙工業　（14）繊維工業

（15）．タバコ工業　（16）食料品工業　（17）その他工業

遡油Q習懸超ゑ．iN即e繹醐



　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

現
在
に
つ
い
て
、
資
産
一
億
ド
ル
以
上
の
百
数
十
社
の
内
、
主
要
な
る
も
の

一
〇
〇
社
を
ぬ
ぎ
出
し
て
、
主
要
業
種
別
に
そ
の
有
す
る
工
場
数
を
示
す
と

前
表
の
如
く
な
る
。

　
同
表
の
一
〇
〇
社
は
百
数
十
社
の
内
筆
者
が
任
意
に
主
要
な
も
の
を
選
ん

だ
の
で
あ
っ
て
、
叉
こ
の
表
の
内
に
は
、
一
〇
〇
％
持
株
に
よ
る
子
会
祉
の

工
場
を
含
め
た
も
の
、
或
は
海
外
の
工
場
を
も
合
算
し
た
も
の
も
若
干
あ
り
、

資
料
の
関
係
で
、
基
準
が
多
少
異
っ
て
正
確
を
期
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
　
一
般
的
傾
向
は
充
分
こ
れ
に
よ
っ
て
知
り
得
ら
れ
る
と
思
う
。
主
な
る

特
徴
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
1
）
　
一
社
複
数
工
場
制
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
巨
大
会
社
の
も
つ
工
場

　
数
は
と
り
わ
け
多
い
。
一
〇
〇
社
の
内
、
一
〇
〇
工
場
以
上
有
す
る
も
の

　
四
二
、
五
〇
工
場
以
上
有
す
る
も
の
一
〇
社
、
二
〇
工
場
以
上
の
も
の
三

　
七
社
合
し
て
四
一
社
に
及
び
、
五
工
場
以
下
に
止
ま
る
も
の
は
四
三
に
過

　
ぎ
な
い
。
わ
が
国
の
場
合
資
本
金
一
億
円
以
上
の
四
〇
〇
会
社
余
の
内
二

　
〇
工
場
以
上
は
前
表
で
は
僅
か
に
七
社
に
止
ま
る
。
工
場
規
模
、
業
態
の
、

　
比
較
は
さ
て
お
き
、
単
に
工
場
数
の
み
に
つ
い
て
も
、
彼
此
著
し
い
懸
隔

　
の
あ
る
こ
と
は
、
経
営
問
題
と
し
て
と
り
わ
け
注
意
を
要
す
る
点
で
あ
る
。

（
2
）
こ
れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
一
社
一
〇
工
場
以
下
の
会
社
よ
り
な
る

　
も
の
は
僅
か
に
航
空
機
工
業
（
五
工
場
以
下
の
み
）
に
止
ま
り
、
一
社
二

　
〇
工
場
以
下
の
み
の
業
種
に
つ
い
て
み
て
も
、
車
輌
工
業
、
事
務
機
械
工

　
業
、
農
業
機
械
工
業
、
煙
草
工
業
に
止
ま
り
、
そ
の
他
の
業
種
は
い
ず
れ

　
も
一
社
数
十
工
場
の
巨
大
会
社
が
幾
社
か
つ
つ
は
み
ら
れ
る
。

（
3
）
　
か
く
て
、
こ
れ
ら
一
社
複
数
工
場
制
の
構
成
工
場
の
態
様
に
つ
い
て

　
も
特
徴
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
わ
が
国
の
場
合
は
、
既
述
の
如
く
、

　
一
社
複
数
工
場
制
の
内
、
繊
維
、
食
品
工
業
関
係
は
同
種
製
品
の
工
場
の

　
複
数
を
原
則
と
し
、
電
気
機
械
三
百
が
主
と
し
て
異
種
製
品
工
場
の
複
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

　
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
ア
）
　
多
く
の
業
種
に
お
い
て
、
そ
の
主
要
会
社
は
幾
部
門
か
の
業
種
を

　
　
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
多
数
の
同
種
製
品
工
場
を
有
し
て
い
る
。

　
　
鉄
鋼
、
自
動
車
、
化
学
、
ゴ
ム
、
繊
維
、
食
料
関
係
そ
の
他
多
く
の
業

　
　
種
に
わ
た
っ
て
こ
れ
に
属
す
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
限
り
、
繊
維
、
食

　
　
料
品
関
係
の
み
が
稽
わ
が
国
と
類
似
の
業
態
を
示
す
の
み
で
、
そ
の
他

　
　
の
業
種
は
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
殆
ど
一
社
少
数
工
場
で
あ
る
。

　
（
イ
）
　
電
気
機
械
工
業
、
農
業
機
械
工
業
等
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
、

　
　
多
数
工
場
が
そ
れ
ぞ
れ
異
る
製
品
を
担
当
す
る
業
態
を
示
し
、
前
者
は

　
　
わ
が
国
の
場
合
と
も
稽
類
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
要
す
る
に
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
、
わ
が
国
に
お
け
る
程
に
は
、
経
営
の
地

域
的
分
化
に
つ
い
て
、
業
種
別
の
特
徴
あ
る
態
様
が
余
り
認
め
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
ど
が
で
き
る
。
こ
れ
は
如
何
な
る
関
係
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ろ
く
の
側
面
か
ら
原
因
づ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
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が
、
直
接
的
に
は
次
の
二
点
が
宣
言
と
な
る
。

　
そ
の
一
は
、
ア
メ
リ
カ
の
製
造
工
業
が
、
単
純
に
業
種
別
の
技
術
的
、
経

営
的
特
殊
性
を
複
数
工
場
制
の
態
様
に
示
さ
な
い
程
度
に
ま
で
、
巨
大
資
本

に
集
中
化
さ
れ
た
会
社
に
よ
っ
て
運
営
せ
ら
れ
て
い
る
．
の
に
対
し
、
わ
が
国

の
場
合
に
は
、
そ
の
如
き
業
種
別
特
殊
性
が
多
少
共
確
認
で
き
る
程
度
の
最

小
単
位
の
会
社
の
規
模
に
止
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
相
異
に
、
原
因
づ

け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
二
は
、
・
最
近
の
ア
メ
リ
カ
の
工
場
分
散
化
の
傾
向
と
関
連
す
る
点
で

あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
の
工
業
が
本
来
広
大
な
る
国
土
と
高
い
購
…
買
力
に
支
え

ら
れ
て
い
る
国
内
市
場
を
主
た
る
対
象
と
す
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
工
業
が

市
場
指
向
的
に
立
地
す
る
傾
向
が
大
き
い
こ
と
も
亦
、
右
の
態
様
の
特
殊
性

を
も
た
ら
す
一
因
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
わ
が
国
の
場
合
と
対
照
的
な
点

で
あ
る
。
工
業
は
、
本
来
原
材
料
指
向
立
地
の
場
合
は
、
業
種
に
よ
っ
て
特

殊
的
立
地
を
形
成
す
る
傾
向
が
大
き
く
な
る
が
、
市
場
指
向
立
地
の
時
に
は

多
く
の
業
種
に
つ
い
て
、
そ
の
業
種
納
特
徴
が
地
域
的
分
布
に
お
い
て
余
り

み
ら
れ
な
く
な
る
傾
向
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
，
如
く
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
工
業
経
営
の
地
域
的
分
化
は
、
わ
が

国
の
場
合
に
比
し
一
層
顕
著
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
態
様
に
つ
い
て
は
、
わ

が
国
と
相
当
．
異
る
も
の
が
あ
り
、
．
而
し
て
そ
の
特
殊
性
の
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
原
因
も
亦
、
右
の
如
く
あ
る
程
度
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

註
（
6
）
　
．
、
q
。
の
9
響
ざ
9
。
一
〉
げ
m
＃
薗
9
0
h
仲
げ
o
q
巳
8
山
ω
冨
8
囮
曽
．
H
O
㎝
ω
に
よ
る
Q

　
（
7
）
　
．
、
冨
o
o
身
。
。
・
H
二
王
け
二
巴
。
・
．
．
H
O
頓
卜
。
を
資
料
と
し
た
。

　
　
　
　
　
三
、
規
模
的
条
件
と
位
置
的
条
件
の
調
整
と
補
完

　
以
上
の
如
き
ア
メ
リ
カ
と
わ
が
国
の
代
表
的
企
業
の
実
態
の
示
す
経
営
内

の
地
域
的
分
化
の
特
殊
性
は
、
一
応
前
述
の
如
く
そ
れ
ぞ
れ
に
経
営
活
動
の

空
間
性
の
問
題
と
し
て
把
握
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
よ
り
一
般
的
に

考
察
す
る
と
、
更
に
こ
の
如
き
特
殊
性
形
成
の
基
盤
、
即
ち
経
営
内
の
地
域

的
分
化
自
体
の
可
能
性
も
亦
関
連
的
に
と
り
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

筈
で
あ
る
。
経
営
規
模
の
問
題
が
そ
れ
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
軽
営
規
模

と
経
営
位
置
の
関
連
的
考
察
に
よ
っ
て
、
経
営
の
地
域
的
分
化
の
論
理
性
が

あ
と
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
即
ち
こ
れ
を
結
論
的
に
示
せ
ば
、
経
営
内
の
地
域
的
分
化
め
態
様
は
、
経

営
の
諸
存
立
要
件
の
制
約
す
る
経
営
規
模
的
諸
条
件
並
び
に
経
営
位
置
的
諸

条
件
の
相
互
調
整
並
び
に
相
互
補
完
的
関
係
に
よ
？
て
形
成
せ
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
述
べ

る
。　

（
1
）
　
経
営
規
模
と
い
う
場
合
に
、
会
社
の
規
模
と
工
場
の
規
模
と
わ
け

て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
場
合
、
大
規
模
会

社
に
限
定
し
て
み
る
と
、

　
（
ア
）
　
一
社
一
工
場
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

　
（
イ
）
　
一
社
同
種
製
品
複
数
工
場

　
（
ウ
）
　
一
社
里
下
卓
識
口
叩
複
数
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

と
い
う
基
本
型
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
内
、
（
ア
）
の
場
合
は
、
会
社
の
規
模

と
共
に
工
場
の
規
模
も
大
き
く
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
大
規
模
利

益
を
最
も
多
く
得
る
機
会
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
（
イ
）
、
（
ウ
）
の
場
合
は
、
会
社
の
規
模
に
比
し
、
工
場
の
規
模
は

何
等
か
の
側
面
か
ら
あ
る
程
度
制
約
せ
ら
れ
る
ご
と
に
よ
っ
て
、
或
は
工
場

の
規
模
に
比
し
、
そ
れ
を
包
括
し
て
会
社
の
規
模
が
著
し
く
増
大
す
る
可
能

性
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
形
態
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

本
論
に
関
係
の
あ
る
の
は
、
こ
の
（
イ
）
並
び
に
（
ウ
）
の
形
態
で
あ
る
。

　
大
量
生
産
の
利
益
と
し
て
、
例
え
ば
P
・
S
・
ブ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
、
大
量

取
引
の
原
理
　
（
肩
ぎ
9
牲
①
亀
ぴ
巳
犀
訂
p
昌
。
・
き
江
。
ロ
）
、
大
量
準
備
の
原
理

（
も
旨
。
混
①
。
h
壽
・
・
ω
固
目
①
・
・
①
良
く
①
・
・
）
、
公
倍
数
の
原
理
（
肩
ぎ
9
且
o
o
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
9
）

冨
ロ
註
覧
①
。
・
）
　
の
三
つ
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
経
営
を
構
成
す
る
諸
条

件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
少
共
異
る
規
模
的
制
約
を
有
す
る
為
に
、
こ
の
如
き

大
量
生
産
の
利
益
を
、
単
純
に
大
規
模
化
す
る
こ
忠
に
よ
っ
て
享
受
す
る
こ

と
は
、
必
し
も
得
せ
し
め
な
い
の
で
あ
る
。
会
社
と
工
場
と
の
関
係
等
に
よ

っ
て
、
経
営
の
諸
存
立
条
件
の
経
営
規
模
的
野
制
約
が
相
互
調
整
せ
ら
れ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
E
・
A
・
G
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
経
営
規
模
を
制
約

な
い
し
条
件
づ
け
る
も
の
と
し
て
、
技
術
的
条
件
、
管
理
的
条
件
、
財
務
的

条
件
、
購
買
販
売
的
条
件
、
変
動
に
対
す
る
条
件
等
を
あ
げ
、
そ
の
そ
れ
ぞ

れ
の
条
件
の
規
模
的
制
約
が
異
る
こ
と
よ
り
す
る
相
互
調
整
を
問
題
と
し
て

　
　
　
　
（
註
－
o
）

い
る
の
で
あ
る
。
今
直
接
本
論
に
関
連
す
る
限
り
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
側

面
か
ら
、
経
営
規
模
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
プ
）
　
技
術
的
制
約
に
よ
っ
て
、
　
一
定
規
模
以
上
で
あ
る
こ
と
を
困
難
な
ら

　
し
め
る
も
の
も
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
近
代
的
工
業
の
多
く
は
、
む
し
ろ

　
一
定
規
模
以
上
で
な
け
れ
ば
経
済
的
な
る
生
産
を
困
難
に
す
る
場
合
が
普

　
通
で
あ
る
。
大
規
模
で
あ
る
程
、
分
業
の
利
益
、
生
産
工
程
の
合
成
の
有

　
癌
性
、
大
規
模
機
械
の
能
率
等
か
ら
、
一
層
の
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
技
術
的
有
利
性
は
、
一
定
規
模
に
達
す
る

　
と
そ
れ
以
上
の
大
規
模
化
は
利
益
の
増
大
を
も
た
ら
さ
な
い
。
只
そ
の
よ

　
う
な
限
界
以
上
の
大
規
模
化
も
、
技
術
的
側
面
の
み
に
関
す
る
限
り
、
必

　
し
も
不
利
益
に
転
ず
る
こ
と
は
少
な
い
。
こ
こ
に
工
場
の
分
割
化
、
複
数

　
工
場
制
の
可
能
性
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
ら
の
程
度
は
、

　
業
種
に
よ
っ
て
相
当
に
異
る
も
の
で
あ
る
。

（
イ
）
　
こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
如
き
生
産
活
動
を
管
理
す
る
組
織
的
側
面
を

　
み
る
と
、
こ
の
場
合
も
、
分
業
を
基
礎
と
し
て
、
経
営
の
組
織
化
に
よ
つ

　
て
大
規
模
化
の
利
益
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
大
規
模

　
化
さ
れ
た
組
織
の
各
部
門
、
各
活
動
の
調
整
管
理
に
つ
い
て
は
、
自
ら
そ
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の
管
理
能
力
に
限
度
が
存
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
定
規
模
以
上
に
な
る
と
、

　
大
規
模
利
益
を
も
た
な
さ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
管
理
上
の
費
用
の
増
大
、

　
或
は
管
理
上
の
欠
陥
を
さ
え
も
た
ら
し
て
、
却
っ
て
不
利
益
を
生
ず
る
こ

　
と
と
な
る
。
こ
こ
に
大
規
模
化
の
限
界
が
劃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
ウ
）
　
次
に
原
材
料
の
購
買
、
製
品
の
販
売
の
側
面
か
ら
み
た
経
営
規
模
の

　
制
約
が
あ
る
。
一
般
に
大
規
模
の
購
買
並
び
に
販
売
は
、
生
産
の
場
合
と

　
同
様
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
け
れ
ど
も
、
原
材
料
、
製
品
の
種
類
、
性

　
質
に
よ
り
、
又
市
場
の
大
小
に
よ
っ
て
制
約
せ
ら
れ
、
購
買
．
、
販
売
の
規

　
模
的
条
件
は
業
種
に
よ
っ
て
著
し
く
異
る
。
特
に
生
産
の
規
模
と
、
購
買
、

　
販
売
の
規
模
と
は
別
個
の
問
題
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
工
場
の
規
模
、
会

　
社
の
規
模
、
或
は
営
業
所
の
分
化
、
各
種
の
販
売
組
織
の
樹
立
等
に
よ
つ

　
て
、
技
術
的
、
管
理
的
制
約
と
相
互
関
連
的
に
あ
る
程
度
調
整
す
る
こ
と

　
が
可
能
と
な
る
筈
で
あ
る
。

（
エ
）
　
財
務
無
条
件
、
特
に
資
金
の
調
達
の
側
面
か
ら
経
営
の
規
模
を
み
る

　
と
、
調
達
を
必
要
と
す
る
資
金
の
量
並
に
そ
の
利
子
率
等
の
観
点
か
ら
、

　
大
規
模
化
は
多
く
の
場
合
に
有
利
な
る
地
位
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
は
、
前

　
掲
の
各
種
の
規
模
を
制
約
す
る
条
件
を
こ
え
て
、
大
規
模
化
を
有
利
な
ら

　
し
め
る
。

　
ロ
ハ
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
右
の
如
き
経
営
の
各
条
件
と
規
模
と
の
関
係
の
内
、
管

理
的
制
約
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
大
規
模
経
営
の
実
態
を
み
る
と
、
問
題
が

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
は
、
作
業
の
管
理
能
力
自
体
に

限
界
は
あ
っ
て
も
、
直
系
式
或
は
職
能
式
等
の
組
織
の
原
理
を
正
し
く
適
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
の
大
規
模
化
に
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
い
ゾ
り
如
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
U
）

限
界
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
技
術
的
、
或
は
購
買
、
販

売
上
の
規
模
的
制
約
と
の
関
連
で
、
　
】
社
複
数
工
場
が
発
達
し
、
組
織
上
の

各
種
の
形
態
或
は
そ
の
組
合
せ
等
が
問
駈
と
な
る
の
で
あ
る
。
殊
に
直
接
の

作
業
上
の
管
理
的
制
約
と
、
財
務
上
、
資
本
上
の
大
規
模
化
の
要
請
と
か
ら
、

巨
大
企
業
に
お
け
る
組
織
の
分
権
化
等
新
た
な
る
組
織
態
様
の
発
展
も
み
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
更
に
後
に
触
れ
る
。

　
一
社
複
数
工
場
並
並
に
、
営
業
所
、
支
店
、
出
張
所
等
の
経
営
の
地
域
的

分
化
は
、
こ
の
如
き
経
営
の
各
職
能
の
側
面
よ
り
す
る
規
模
的
制
約
と
、
そ

の
間
に
お
け
る
最
も
有
利
な
る
条
件
の
組
合
せ
と
い
う
相
互
調
整
に
よ
っ
て

形
成
せ
ら
れ
て
い
る
側
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
現
実
の
経
営
の
業
態
が
、
主
と
し
て
そ
の
前
提
と
す
る
技
術
的

条
件
、
或
は
購
買
叉
は
販
売
上
の
条
件
に
よ
っ
て
特
微
づ
け
ら
れ
た
会
社
の

規
模
、
工
場
の
構
成
等
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、

比
較
的
に
業
種
的
特
殊
性
が
顕
著
に
う
か
黛
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
ら

の
条
件
を
包
括
し
て
よ
り
以
上
財
務
的
条
件
が
支
配
的
に
な
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
経
営
規
模
が
特
徴
づ
け
て
い
る
業
態
に
お
い
て
は
、
会
社
全
体
と
し
て

は
増
し
も
業
種
的
特
殊
性
は
著
し
ぐ
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
る
筈
で
あ
る
。
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

前
掲
の
事
例
の
示
す
所
も
こ
こ
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
間
に

お
い
て
経
営
の
管
理
的
条
件
は
、
直
接
の
管
理
能
力
の
限
定
に
よ
っ
て
工
場

の
規
模
の
拡
大
を
限
界
づ
け
る
け
れ
ど
も
、
前
述
の
如
き
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模

に
応
じ
た
特
徴
あ
る
組
織
態
様
を
形
成
せ
し
め
る
こ
ど
に
よ
っ
て
一
社
複
数

工
場
制
を
高
度
に
発
達
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
再
説
す
る
。

　
（
2
）
　
経
営
規
模
に
お
け
る
各
側
面
か
ら
の
制
約
は
、
経
営
内
の
活
動
の

分
化
を
可
能
な
ら
し
め
、
或
は
必
要
な
ら
し
め
る
こ
と
は
、
右
の
如
く
で
あ

る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
を
具
体
的
に
特
定
の
地
域
に
集
中
或
は
分
散
し
て
、
現

実
に
特
定
の
空
間
的
配
備
を
形
成
せ
し
の
る
の
は
、
経
営
の
諸
存
立
条
件
或

は
諸
機
能
の
積
極
的
叉
は
消
極
的
な
る
立
地
的
制
約
の
も
た
ら
す
所
に
よ
る

の
で
あ
る
。

　
即
ち
、
製
造
工
業
を
主
た
る
業
務
と
す
る
経
営
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
心

的
設
備
で
あ
る
製
造
工
場
の
立
地
的
要
請
が
何
よ
り
中
心
課
題
と
な
り
、
こ

れ
を
補
完
し
、
或
は
こ
れ
と
相
互
関
連
し
て
、
販
売
部
門
、
或
は
そ
の
他
の

経
営
の
諸
活
動
の
位
置
的
関
係
が
形
成
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
ア
）
　
製
造
部
門
に
お
け
る
工
場
分
化
の
態
様
は
、
　
同
種
製
品
の
複
数
工
場

　
化
、
異
種
製
品
の
複
数
工
場
化
、
並
び
に
生
産
工
程
別
複
数
工
場
化
等
が

　
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
原
材
料
指
向
、
市
場
指
向
、
関
連
産
業
指
向
、
労
働

　
指
向
或
ば
特
定
の
自
然
的
技
術
的
立
地
条
件
指
向
等
、
　
一
応
原
理
的
応
は

　
生
産
費
と
製
造
費
と
の
関
連
に
お
い
て
立
地
論
的
に
地
域
的
分
化
が
行
わ

　
れ
る
。
特
に
こ
の
如
き
複
数
工
場
化
は
、
時
間
の
推
移
に
伴
う
経
営
内
外

　
の
諸
条
件
の
変
化
に
対
応
す
る
適
応
化
を
、
単
数
或
は
少
数
工
場
の
場
合

　
よ
り
、
よ
り
容
易
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
も
、

　
こ
の
如
き
複
数
工
場
は
、
相
互
関
連
的
立
地
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
イ
）
　
更
に
こ
の
製
造
部
門
に
お
け
る
地
域
的
分
化
を
補
完
し
、
強
化
す
る

　
も
の
と
し
て
、
販
売
部
門
、
倉
庫
、
受
渡
部
門
そ
の
他
の
諸
機
能
の
地
域

　
的
分
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
特
に
取
引
形
態
、
市
場
の
状
況
、
競
争
関
係
等

　
よ
り
し
て
、
営
業
部
門
、
倉
庫
、
受
渡
部
門
等
の
地
域
的
分
化
は
、
工
場

　
の
立
地
条
件
を
直
接
的
に
助
成
し
、
又
現
実
の
経
営
の
も
つ
諸
制
約
に
も

　
と
つ
く
工
場
立
地
の
不
備
を
補
完
す
る
も
の
と
な
る
。
時
間
の
推
移
に
基

　
く
条
件
の
変
化
に
対
す
る
適
応
性
の
大
な
る
こ
と
も
、
前
述
の
場
合
と
同

　
様
で
あ
る
。

（
ウ
）
　
特
に
本
社
の
地
域
的
分
離
は
、
工
場
の
立
地
的
制
約
を
補
完
す
る
購

　
買
販
売
等
営
業
的
観
点
、
即
ち
市
場
と
0
接
触
と
い
う
立
地
的
要
請
に
も

　
と
つ
く
場
合
が
少
く
な
い
が
、
よ
り
以
上
に
財
務
的
観
点
よ
り
す
る
立
地

　
的
要
請
が
、
わ
が
国
の
場
合
近
年
特
に
顕
著
で
あ
る
。
更
に
よ
り
以
上
重

、
視
せ
ら
れ
る
の
が
政
治
、
行
政
機
関
の
中
枢
と
の
接
触
で
あ
る
。
経
済
活

　
動
の
統
制
化
、
計
画
化
の
度
が
大
な
る
に
依
っ
て
、
こ
の
立
地
的
要
請
は

　
一
層
重
視
せ
ら
れ
る
。
，

　
か
く
て
厭
今
日
の
企
業
経
営
は
、
、
経
営
内
の
地
域
的
分
化
が
む
し
ろ
原
則
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に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
実
態
の
示
す
所
に
よ
つ
で
明
か
と
な
り
、
而
し
て
そ
」

の
地
域
的
分
化
が
如
何
な
る
経
営
存
立
の
要
請
に
よ
っ
て
も
，
た
ら
さ
れ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
実
態
の
も
つ
態
様
を
あ
と
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
経
営
の
諸
存
立
条
件
或
は
諸
機
能
の
規
模
的
条
件
と
位
置
的
条
件
の
、

そ
れ
ぞ
れ
或
は
相
互
の
調
整
と
補
完
に
よ
っ
て
形
成
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註
（
8
）
　
即
Q
◎
・
固
9
窪
8
．
．
ピ
。
讐
。
。
h
b
コ
円
三
号
碧
自
b
ヨ
。
円
皆
碧
H
巳
ロ
。
。
け
q
．
．
ち
㎝
◎
。
も
・

　
　
誤
ム
ひ
に
お
い
て
こ
の
問
題
が
詳
細
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

　
（
9
）
即
。
。
・
コ
。
3
昌
β
詮
山
・
℃
・
麟
㌣
誤

　
（
1
0
）
　
国
●
〉
・
O
・
図
。
び
言
ω
8
．
．
目
ぎ
Q
。
轡
昌
。
言
円
。
。
h
Ω
。
目
唱
9
三
く
。
冒
曾
。
。
酔
曼
．
．
H
ゆ
㎝
Q
。

　
　
6
訂
営
・
H
7
＜
目

　
（
1
1
）
　
℃
・
q
ゆ
・
国
曾
。
暮
ρ
ま
鉾
や
H
爵

三
、
経
営
の
地
域
的
分
化
と
経
営
組
【
織

　
　
　
　
　
二
）
問
題
の
意
味

　
今
日
の
経
営
の
多
く
は
、
前
述
の
如
く
、
相
当
程
度
に
地
域
的
に
分
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
存
立
す
る
の
を
原
則
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
に
、

こ
の
よ
う
に
空
間
的
に
分
化
し
た
経
営
内
の
諸
部
門
が
、
そ
の
為
の
時
間
的

空
闇
々
距
離
を
克
遺
し
て
、
全
体
と
し
て
有
機
的
に
運
営
せ
ら
れ
る
為
の
経

営
組
織
上
の
問
題
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
経
営
の
地

域
的
分
化
と
経
営
組
織
の
関
係
を
老
察
す
る
こ
と
が
、
以
下
の
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

　
経
営
内
の
地
域
的
分
化
は
、
既
述
の
如
．
く
、
そ
の
経
営
の
各
種
の
規
模
的

条
件
と
各
種
の
位
置
的
条
件
の
相
互
調
整
の
上
に
形
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
．

る
。
そ
の
内
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
技
術
的
条
件
に
伴
う
制
約
は
、

最
も
業
種
的
特
殊
性
を
顕
著
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
場
無
条
件
も
亦
多
少

共
特
徴
あ
る
態
様
を
も
た
ら
す
が
、
只
販
売
市
場
指
向
と
い
う
位
置
的
制
約

は
、
そ
の
市
場
の
性
格
に
よ
っ
て
は
、
（
ア
メ
リ
カ
に
み
る
国
内
市
．
場
の
如

く
）
、
相
当
各
業
種
に
共
通
す
る
態
様
を
示
す
場
合
の
可
能
性
を
も
つ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
財
務
的
或
は
資
本
的
側
面
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
経
営
の
大

規
模
化
、
即
ち
巨
大
会
社
の
発
言
に
お
け
る
地
域
的
分
化
に
あ
っ
て
は
、
あ

る
程
度
業
種
的
特
殊
性
を
こ
え
た
態
様
を
示
す
こ
と
は
、
既
に
考
察
し
た
如

く
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
地
域
的
分
化
と
経
営
組
織
と
の
関
係
を
老
察
す
る

に
つ
い
て
も
、
業
種
別
特
殊
性
を
こ
え
た
側
面
と
、
業
種
業
態
の
特
殊
性
の

経
営
組
織
へ
の
反
映
の
側
面
と
を
み
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
前
者
に
つ
い
て
、

経
営
内
の
地
域
的
分
化
に
伴
う
経
営
組
織
を
一
般
問
題
と
し
て
と
∬
あ
げ
、

次
で
後
者
の
業
種
業
態
的
特
殊
性
に
及
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
（
二
）
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
組
織
に
お
け
る
分
散
化

　
経
営
内
の
地
域
的
分
化
が
高
度
に
な
っ
た
場
合
、
有
機
的
一
体
と
し
て
の

運
営
を
確
保
す
る
為
に
、
そ
の
管
理
上
の
空
間
的
並
に
時
間
的
距
離
に
伴
う

不
利
の
克
服
が
当
然
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
近
年
四
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

信
、
電
話
、
テ
レ
タ
イ
プ
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ヅ
ィ
等
連
絡
施
設
の
発
達
、
各

種
統
計
会
計
機
、
電
子
計
算
…
機
の
急
速
な
る
発
展
等
事
務
処
理
の
機
械
化
、

或
は
業
務
連
営
並
び
に
事
務
処
理
の
標
準
化
、
マ
ニ
ュ
」
ア
ル
化
等
の
進
歩
に

よ
っ
て
、
漸
次
解
決
さ
れ
つ
つ
、
経
営
の
地
域
的
分
化
の
拡
大
を
達
成
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
諸
技
術
の
導
入
に
拘
ら
ず
、

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
業
務
活
動
の
現
場
と
の
分
離
に
伴
う
時
間
的
、

空
間
的
ギ
ャ
ッ
プ
の
発
生
に
よ
る
管
理
上
の
不
利
益
は
、
規
模
の
巨
大
化
と

競
争
の
激
化
と
共
に
多
少
共
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
に
経
営
組
織

上
の
適
応
化
が
要
請
せ
ら
れ
、
責
任
権
限
の
委
譲
、
い
わ
ゆ
る
組
織
に
お
け

る
分
散
化
の
方
策
が
、
当
然
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
経
営
組
織
に
お
け
る
分
散
化
の
問
題
を
一
般
的
に
み
る

と
、
本
来
こ
れ
は
業
務
遂
行
上
の
分
散
化
で
あ
っ
て
、
経
営
の
具
体
的
な
る

地
域
的
分
化
と
一
応
別
個
の
問
題
で
あ
り
、
経
営
の
地
域
的
分
化
の
全
く
な

い
場
合
に
も
当
然
に
存
し
得
る
し
、
叉
地
域
的
分
化
の
行
わ
れ
て
い
る
場
合

に
も
、
組
織
上
極
め
て
集
中
的
で
あ
る
場
合
も
少
く
な
い
。
経
営
組
織
に
お

け
る
分
散
化
は
、
経
営
の
大
規
模
化
に
伴
う
管
理
上
の
問
題
、
活
動
意
欲
に

対
す
る
イ
ン
セ
ン
チ
ィ
ヴ
或
は
高
度
に
組
織
化
さ
れ
た
機
構
に
お
け
る
人
間

関
係
の
問
題
の
側
面
か
ら
、
欧
米
に
お
け
る
経
営
上
の
当
面
す
る
最
近
の
重

要
な
る
問
題
の
一
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も

な
い
所
で
あ
る
。
只
経
営
の
地
域
的
分
化
は
、
既
述
の
如
き
事
惜
よ
り
し
て
、

業
務
遂
行
上
に
お
い
て
も
亦
、
組
織
の
分
散
化
を
可
能
な
ら
し
め
、
或
は
必

要
な
ら
し
め
る
条
件
を
与
え
る
著
し
い
場
合
の
一
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

る
所
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
経
営
の
地
域
的
分
化
と
組
織
上
の

分
散
化
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
経
営
に
お
け
る
集
中
化
と
分
散
化
（
8
昌
＃
島
N
9
凶
8
ゆ
詩
酒
9
①
昌
茸
聾
N
舞
㍗

8
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対
象
が
何
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
多
少
共
問
題
を

異
に
し
、
本
論
に
お
け
る
地
域
的
分
化
の
問
題
も
亦
こ
の
内
に
包
含
さ
れ
る

場
合
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
は
経
営
に
お
け
る
集
中
と
分
散
自
体

を
論
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
の
で
、
こ
こ
に
主
題
と
す
る
経
営
の
地
域

的
分
化
の
問
題
と
の
関
連
か
ら
、
経
営
に
お
け
る
業
務
遂
行
上
の
組
織
の
分

散
化
に
限
定
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
意
味
に
お
け
る
組
織
の
分

散
化
と
い
う
の
は
、
業
務
遂
行
上
責
任
と
権
限
（
自
殺
。
ロ
。
。
団
げ
葭
受
髄
巳
9
旨
島
・

自
帥
曙
）
の
下
部
へ
の
委
譲
に
よ
る
決
定
行
為
（
自
①
9
。
。
δ
昌
冒
舞
冒
α
q
）
の
分
散

化
い
わ
ゆ
る
身
権
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
上
の
分
権
化

は
、
前
提
と
し
て
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
方
策
決
定
の
為
の
一
般

ス
タ
ヅ
フ
部
門
、
並
び
に
機
能
別
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
部
門
を
集
中
的
に
有
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
権
組
織
化
さ
れ
た
ラ
イ
ン
の
運
営
を
容
易
な
ら
し
め

る
と
共
に
、
分
権
化
さ
れ
た
経
営
活
動
全
体
に
対
す
る
統
制
の
集
中
化
（
8
早

＃
昌
・
寒
詣
。
h
8
暮
邑
）
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
Q
こ
れ
は
、
経
営
の
大

規
模
化
に
伴
っ
て
、
一
方
に
直
接
の
管
理
能
力
の
限
界
と
経
営
を
と
り
ま
く
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外
部
条
件
の
推
移
に
対
す
る
適
応
化
の
要
請
と
、
他
方
に
有
機
的
一
体
と
し

て
の
経
営
活
動
の
統
一
性
の
要
請
と
か
ら
の
解
決
方
策
と
し
て
、
組
織
上
形

成
せ
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
内
容
的
に
如
何
な
る
職
能
が
ど
の
程

度
に
分
散
化
せ
ら
れ
る
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
の
条
件
、
業
態
に
よ
っ
て

異
る
処
で
あ
っ
て
、
　
一
律
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
具

体
的
な
形
と
し
て
典
型
的
に
こ
れ
を
み
る
と
、
一
の
経
営
が
何
等
か
の
基
準

（
地
方
別
、
商
品
別
等
）
に
よ
っ
て
、
幾
つ
か
の
よ
り
小
さ
い
単
位
に
分
割

さ
れ
、
こ
れ
が
か
な
り
広
範
な
る
責
任
と
権
限
の
委
譲
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
一
個
の
経
営
体
と
し
て
運
営
さ
れ
つ
つ
、
全
体
と
し
て
管
理
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
註
1
2
）

と
な
る
の
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
巨
大
会
社
の
著
し
い
発
展
に
よ
っ
て
、
ト
ッ
プ

・
マ
、
糸
ー
ジ
メ
ン
ト
と
業
務
活
動
と
の
間
隔
の
増
大
（
地
域
的
分
化
を
伴
う

場
合
も
或
は
単
に
規
模
的
拡
大
に
止
ま
る
場
合
も
）
の
不
利
の
克
服
の
為
に
、

近
時
経
営
内
に
お
け
る
人
間
関
係
の
再
認
識
と
相
侯
っ
て
、
如
上
の
組
織
の

分
散
化
な
い
し
分
権
化
が
、
学
界
並
び
に
業
界
で
論
ぜ
ら
れ
、
且
近
代
的
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
3
）

営
に
お
け
る
進
歩
的
傾
向
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
経
営
組
織
の
分
権
化
が
、
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
ど
の
程
度
現
実
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
叉
経
営
の
地

域
的
分
化
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
・
デ
ー
ル
（
国
同
昌
①
Q
ゆ
白
　
】
）
四
｝
①
）
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
分
権
化
の
程
度

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

を
一
箪
資
料
は
な
い
け
れ
ど
も
、
経
営
研
究
の
文
献
に
お
い
て
こ
そ
、
経
営

組
織
の
分
権
化
が
進
歩
的
で
あ
り
、
叉
ニ
ュ
ー
ス
的
価
値
の
あ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
説
明
の
行
わ
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
現
実
に
は
依
然

と
し
て
決
定
行
為
の
集
中
化
さ
れ
た
組
織
の
方
が
、
よ
り
広
範
囲
に
み
ら
れ

る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
如
き
集
中
化
を
容
易
な
ら
し
め
る

技
術
的
発
達
と
、
伝
統
と
、
権
限
掌
握
化
に
傾
き
や
す
い
人
間
性
と
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
4
）

て
、
組
織
の
集
中
化
へ
の
傾
向
も
依
然
と
し
て
強
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
R
・
ヴ
ィ
ラ
ー
ス
（
閣
醸
日
。
乱
く
白
2
ω
）
も
亦
、
次
の
二
点
が
、
経
営
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
焉
）

織
上
の
分
権
化
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
1
）
　
小
規
模
の
単
位
ま
で
分
権
化
す
る
こ
と
の
困
難
性
。

　
（
大
会
社
の
分
散
化
の
程
度
は
、
一
般
に
か
な
り
大
規
模
の
単
位
ま
で
に

　
止
ま
り
、
そ
の
一
単
位
が
多
く
の
工
場
を
も
ち
、
数
千
人
の
従
業
員
を
有

　
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
、
し
か
も
そ
の
単
位
内
で
は
殆
ど
分
権
化
が
行

　
わ
れ
て
い
な
い
）
。

（
2
）
　
分
権
化
さ
れ
た
単
位
の
統
制
の
困
難
性
。

　
（
「
投
下
資
本
に
対
す
る
利
潤
」
と
い
う
普
通
の
基
準
で
統
制
す
る
だ
け

　
で
は
、
充
分
信
頼
で
き
ず
、
且
そ
れ
は
そ
の
単
位
が
相
当
規
模
以
上
の
大

　
き
さ
で
な
け
れ
ば
う
ま
く
適
用
で
き
な
い
）
。

そ
の
結
果
、
分
権
化
は
、
現
実
に
は
か
な
り
大
き
い
単
位
に
止
ま
る
こ
と
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
実
情
に
あ
る
と
い
う
。
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

　
か
く
て
、
主
と
し
て
巨
大
会
社
に
お
い
て
の
み
こ
の
よ
う
な
組
織
の
分
権

化
が
み
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
第
一
次
大
戦
後
6
①
ロ
霞
巴
冒
。
ざ
屋
∩
。
趨
。
冨
け
7

§
り
U
口
細
。
巨
”
超
①
。
。
鉱
昌
α
q
げ
。
唱
Q
。
①
巨
①
g
以
0
6
0
考
。
富
賦
。
昌
噛
q
∩
訂
昌
富
巳
O
鵠
6
9
0
協

∩
呂
8
巨
二
等
、
第
二
次
大
戦
後
に
は
O
§
け
ぎ
①
暑
巴
O
肖
6
9
・
団
σ
・
畠
冨
9
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
6
）

∩
9
等
が
そ
の
顕
著
な
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
み
て
く
る
と
、
現
実
に
お
け
る
前
述
の
如
ぎ
意
味
の
経
営
組
織
の
分
権
化

が
典
型
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
は
、
極
め
て
大
規
模
経
営
の
会
社
に
止
ま

り
、
従
っ
て
又
そ
れ
は
大
部
分
が
事
実
上
高
度
に
地
域
的
分
化
を
伴
っ
て
い

る
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
黒
雲
の
プ

メ
リ
カ
主
要
会
社
の
地
域
的
分
化
の
表
の
示
す
所
で
明
か
で
あ
る
。
　
（
同
表

に
は
鉱
業
、
石
油
業
等
は
示
さ
な
か
っ
た
）
。

　
こ
の
よ
う
に
事
実
上
高
度
に
地
域
的
分
化
を
示
し
て
い
る
巨
大
会
社
の
組

織
の
分
権
化
の
形
態
を
、
内
容
的
に
み
る
と
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
P
・
E
・
ホ
ー
ル
デ
ン
（
男
9
巳
国
・
国
。
＝
窪
）
は
、
こ
の
よ
う
な
分

権
化
の
組
織
と
し
て
、
製
品
別
組
織
…
と
地
域
別
組
織
を
あ
げ
て
い
る
。

　
ホ
ー
ル
デ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
著
名
製
造
会
社
三
十
一
社
（
資
産
一
億
ド

ル
な
い
し
九
億
ド
ル
、
従
業
員
数
五
干
人
な
い
し
七
万
人
の
各
業
種
を
と
り

あ
げ
て
い
る
）
に
つ
い
て
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
経
営
問
題
の
実

態
を
研
究
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
周
知
の
所
で
あ
る
が
、
そ
の
際
こ
の
点
に
も

言
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
職
能
別
組
織
は
、
伝
統
的
で
且
最
も

一
般
的
に
み
ら
れ
る
組
織
で
あ
る
が
、
経
営
の
大
規
模
化
、
製
品
の
多
種
類

化
、
高
度
の
地
域
的
分
化
は
、
そ
の
各
職
能
部
門
相
互
の
調
整
（
8
。
乙
す
。
。
亭

8
）
の
観
点
か
ら
、
管
理
上
の
限
界
に
達
す
る
こ
と
と
な
っ
て
、
組
織
の
分

権
化
を
必
要
な
ら
し
め
、
製
品
別
並
び
に
地
域
別
組
織
を
生
ず
る
に
至
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
組
織
に
お
け
る
分
権
化
と
し
て
の
製
晶
別
或
は
地
方
別
組
織
は
、
製
造
並

び
に
販
売
等
の
ラ
イ
ン
部
門
が
、
製
品
別
或
は
地
方
別
に
分
割
せ
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
業
務
遂
行
の
各
職
能
に
わ
た
っ
て
こ
れ
を
担
当
す
る
あ
る
程
度
独

立
の
経
営
体
と
な
る
。
既
述
の
如
く
、
こ
れ
ら
の
ラ
イ
ン
部
門
の
経
営
を
裏

付
け
る
も
の
と
し
て
、
集
中
的
に
最
高
政
策
に
関
す
る
一
般
ス
タ
ッ
フ
部
門
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
7
）

各
職
能
別
に
専
門
ス
タ
ッ
フ
部
門
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
．
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
営
組
織
の
分
権
化
を
典
型
的
な
形
に

お
い
て
み
る
と
、
「
製
品
別
或
は
地
方
別
組
織
に
分
化
さ
れ
、
且
そ
の
分
化
さ

れ
た
一
単
位
の
規
模
も
か
な
り
大
き
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
お
い

て
、
既
述
の
ア
メ
リ
カ
の
主
要
会
社
の
地
域
的
分
化
の
示
す
態
様
が
、
密
接

に
組
織
の
分
権
化
の
特
殊
性
と
関
連
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

即
ち（

1
）
　
こ
こ
に
製
晶
別
組
織
と
い
う
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
各
種
多
数

　
の
長
男
の
品
種
別
単
位
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
も
相
当
大
き
い

　
の
で
あ
る
が
、
そ
の
製
品
間
相
互
に
お
け
る
関
連
性
は
比
較
的
少
い
こ
と

一40一



　
を
原
則
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
原
則
と
し
．
て
、
‘
地
域
的
．
分
化
を
も
伴
わ

　
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
は
全
体
と
し
て
の
経
営
規
模
が
技
術
的
或
は
市
場

　
的
条
件
を
こ
え
て
、
資
本
的
（
財
務
的
）
側
面
か
ら
集
中
化
せ
ら
れ
る
に

　
至
っ
た
巨
大
会
社
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
既
述
の
如
く
、
ア
メ
リ

　
カ
の
主
．
要
会
社
の
工
場
の
地
域
的
分
化
の
態
様
を
特
徴
ず
け
て
い
る
も
の

　
の
一
と
全
く
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
Q

（
2
）
　
地
方
別
組
織
は
、
高
度
の
購
買
力
を
も
つ
広
汎
な
る
国
内
市
場
を
対

　
象
と
し
て
、
各
地
方
別
に
相
．
当
規
模
単
位
に
分
割
さ
れ
る
こ
と
で
、
必
然

　
的
に
地
域
的
分
化
を
伴
い
、
且
（
1
）
と
同
様
に
ア
メ
リ
カ
の
主
要
会
社

　
の
地
域
的
分
化
を
特
徴
ず
け
て
い
る
も
う
一
の
条
件
と
全
く
共
通
し
て
い

　
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
経
営
組
織
の
典
型
的
な
分
権
化
の
み
ら

れ
る
の
は
、
現
実
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
、
高
度
の
地
域
的
分
化
を
示
し
、

し
か
も
そ
の
態
様
が
各
業
種
の
特
殊
性
を
余
り
反
映
し
な
い
程
度
ま
で
大
規

模
化
し
て
．
い
る
主
要
会
社
に
お
い
て
で
あ
る
と
‘
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
従
っ
て
こ
れ
を
わ
が
国
の
会
社
に
つ
い
て
み
る
時
、
そ
の
間
題
点
は
あ
る

程
度
明
か
と
な
っ
て
く
る
。
わ
が
国
の
主
要
会
社
の
地
域
聞
分
・
化
は
、
既
述

の
如
く
、
そ
の
業
種
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
的
或
は
市
場
的
存
立
条
件
を
直
接
に

反
映
す
る
如
き
態
様
を
示
し
て
い
て
、
ア
メ
リ
か
に
比
し
、
．
規
模
的
に
著
し

く
小
さ
い
。
実
態
の
示
す
限
り
に
お
い
て
は
彼
此
を
比
較
す
る
時
、
ア
メ
リ

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

カ
の
主
要
会
社
に
お
い
て
み
ら
れ
る
典
型
的
な
経
営
組
織
の
分
権
化
は
、
わ

が
国
の
場
合
そ
の
ま
ま
で
は
一
般
論
と
し
て
は
適
用
困
難
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
わ
が
国
に
お
け
る
経
営
の
地
域
的
分
化
と
経
営
組
織

の
分
権
化
に
つ
い
て
特
殊
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

　
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
主
要
会
社
の
地
域
的
分
化
が
各
業
種

の
特
殊
性
を
あ
る
程
度
こ
え
て
高
度
化
七
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
典
型
的

な
経
営
組
織
の
分
権
化
も
一
般
的
に
問
題
と
な
り
得
た
と
飢
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
わ
が
国
の
場
合
、
そ
の
地
域
的
分
化
が
業
種
そ
れ

ぞ
れ
の
技
術
的
或
は
市
場
的
条
件
を
反
映
す
る
程
度
の
規
模
的
制
約
に
お
い

て
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
組
織
の
分
権
化
の
問
題
も
亦
、
こ
の
如
き
業
種

毎
に
あ
る
程
度
異
る
技
術
的
、
市
場
経
済
的
条
件
と
の
関
連
に
お
い
て
と
り

あ
げ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
．

聖
節
に
詳
論
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
第
二
に
、
経
営
組
織
の
分
散
化
に
つ
い
て
も
、
如
何
な
る
職
能
が
ど
の
程

度
に
分
散
化
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
態
様
も
亦
一
律
に
論
じ
得
る
も
の
で

は
な
い
。
既
述
の
如
く
、
商
度
に
権
限
を
委
譲
さ
れ
た
幾
何
か
の
独
立
的
経

営
体
が
有
機
的
に
一
の
経
営
を
形
成
し
て
い
る
如
き
典
型
的
な
も
の
か
ら
、

多
く
の
段
階
ど
変
容
が
あ
る
筈
で
あ
る
。
ア
メ
リ
ガ
の
所
論
に
お
い
て
も
、

組
織
の
分
権
化
の
可
能
性
は
巨
大
規
模
経
営
に
の
み
限
局
せ
ら
れ
る
も
の
で

な
い
こ
と
を
述
べ
て
お
り
　
殊
に
最
近
欧
洲
に
お
い
て
も
亦
、
こ
の
問
題
が
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

と
り
あ
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
く
て
組

織
の
分
権
化
に
つ
い
て
も
、
わ
が
国
の
経
営
の
業
態
と
の
関
連
に
お
い
て
、

特
殊
的
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
側
面
を
も
つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
知

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
主
と
し
て
経
営
組
織
自
体
の
問
題
と

し
て
老
察
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
論
の
奪
題
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
と

な
る
の
で
、
こ
れ
以
上
触
れ
る
こ
と
を
止
め
る
。

註
（
1
2
）
、
、
日
韓
守
冨
ロ
8
冨
薯
。
窪
O
並
置
聾
N
巴
8
碧
山
u
9
。
島
牧
・
註
。
昌
ぎ

　
　
］
≦
§
m
σ
Q
巴
巴
O
。
三
巳
．
．
。
三
巴
ξ
＝
・
臼
．
囚
三
。
・
ぎ
σ
Q
p
H
O
置
唱
．
沼
l
G
。
Q
。
（
国
窮
。
目
。
。
・
8

　
　
∪
9
ε

　
（
1
3
）
　
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
こ
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、

　
　
　
（
1
2
）
に
掲
げ
た
書
物
が
オ
ラ
y
ダ
で
編
集
さ
れ
、
執
筆
者
が
、
ア
メ
リ
カ
の

　
　
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
等
に
わ
た
り
、
叉
ド
イ
ツ
に
お

　
　
い
て
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
『
P
・
R
』
昭
和
二
十
九
年
九
月
第
十

　
　
　
一
号
に
お
い
て
み
ら
れ
る
所
で
も
あ
る
。

　
（
1
4
）
　
（
1
2
）
の
前
掲
書
や
M
O
l
ω
凶
（
戸
U
巴
。
）

　
（
1
5
）
　
図
二
目
。
巳
く
巳
。
話
．
．
0
8
育
。
｝
き
畠
津
①
a
。
目
ぎ
麟
∪
。
8
三
3
守
巴

　
　
．
O
。
目
屈
ξ
、
．
即
ロ
ロ
・
閑
・
冒
碧
魯
－
b
覧
芦
μ
O
切
曲

　
（
1
6
）
　
（
1
2
）
の
前
掲
書
や
。
。
軌
（
国
』
警
）

　
（
1
7
）
　
韓
国
。
＝
。
＝
窪
．
．
目
口
・
目
§
9
α
Q
。
目
。
3
0
品
導
一
N
巴
8
餌
巳
6
8
茸
巳
、
、
巳
G
。
H

　
　
℃
●
ω
0
1
g
。
9

　
　
　
　
　
三
、
経
営
の
地
域
的
分
化
と
経
営
組
織
の
業
種
的
特
殊
性

　
経
営
の
地
域
的
分
化
が
、
業
種
的
に
顕
著
な
特
殊
性
を
示
し
て
い
る
以
上
、

こ
れ
が
管
理
運
営
の
為
の
経
営
組
織
に
つ
い
て
も
、
多
少
共
そ
の
反
映
が
み

ら
．
れ
る
筈
で
あ
る
。
殊
に
前
述
の
如
く
、
こ
れ
が
わ
が
国
の
場
合
経
営
組
織

の
分
権
化
の
問
題
と
も
関
連
を
し
て
い
る
点
を
も
老
輸
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
以
下
経
営
組
織
の
業
種
的
特
殊
性
を
そ
の
地
域
的
分
化
と
の
関
連
に
つ

い
て
、
わ
が
国
の
実
態
に
基
い
て
老
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
こ
の
場
合
、
経
営
組
織
な
る
も
の
は
、
業
種
的
に
多
少
共
特
殊
性
を
有
す
る

の
み
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
の
方
策
或
は
業
態
の
特
殊
性
を
も
反
映
す

る
も
の
で
あ
る
の
で
、
地
域
的
分
化
と
経
営
組
織
の
関
連
の
考
察
に
つ
い
て

も
、
特
定
業
種
の
特
定
の
業
態
と
い
う
点
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
叉
経
営
の
地
域
的
分
化
の
特
に
主
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
、
既
述
の
如

く
、
製
造
部
門
内
並
び
に
営
業
部
門
内
そ
れ
ぞ
れ
の
分
化
と
、
更
に
そ
の
両

者
の
分
化
と
で
あ
る
が
、
そ
の
内
こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て
組
織
上
特
に
問

題
と
な
る
の
は
、
製
造
部
門
と
営
業
部
門
と
の
相
互
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
経
営
の
地
域
的
分
化
と
の
関
連
に
お
け
る
組
織
上
の
問
題
を
、
主
と
し

て
製
造
部
門
と
営
業
部
門
と
の
関
．
係
に
代
表
せ
し
め
て
、
老
察
を
進
め
る
こ

と
と
す
る
。
ま
ず
わ
が
国
の
主
要
な
る
業
種
の
特
定
の
業
態
に
つ
い
て
そ
の

実
態
を
み
、
つ
い
で
そ
の
実
態
の
示
す
論
理
的
関
連
性
を
老
察
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
　
　
（
A
）
わ
が
国
の
実
態

　
工
業
経
営
の
組
織
に
お
い
て
は
、
そ
の
方
式
が
何
で
あ
れ
、
一
般
に
製
造
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部
門
と
営
業
部
門
が
分
化
し
て
設
け
ら
れ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。
そ
の
製

造
部
門
或
は
営
業
部
門
、
又
は
そ
の
双
方
が
、
地
域
的
に
分
化
し
た
場
合
に
、

右
の
両
部
門
が
組
織
上
如
何
な
る
関
係
に
お
か
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
如

き
拠
点
か
ら
実
態
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
わ
が

国
の
主
要
業
種
の
・
王
要
会
社
の
組
織
図
を
資
料
と
し
て
比
較
を
行
っ
た
。
ロ
ハ

製
造
と
い
い
、
営
業
と
い
う
も
、
特
に
後
者
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
複
雑

で
あ
る
の
で
、
具
体
的
に
組
織
図
の
各
部
門
の
担
当
す
る
業
務
を
も
あ
る
程

度
知
る
為
の
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
並
び
に
資
料
蒐
集
上
の
制
約
か
ら
、
調

査
の
範
囲
並
に
調
査
の
精
粗
に
つ
い
て
、
会
社
数
も
極
め
て
一
部
で
且
化
学

工
業
等
を
欠
い
て
、
相
当
不
備
と
な
ら
ざ
る
を
免
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

一
応
の
結
論
到
達
の
目
的
を
達
す
る
こ
と
を
得
た
と
思
う
。
無
い
わ
ゆ
る
組

織
の
分
権
化
の
問
題
に
つ
い
て
ば
、
更
に
右
の
組
織
に
お
け
る
責
任
権
限
の

内
容
に
ま
で
立
入
っ
て
調
査
を
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
一
般
的
に
こ
れ
を
論

ず
る
を
得
な
い
け
れ
ど
も
、
少
く
と
も
前
節
の
所
論
と
関
係
す
る
範
囲
に
お

い
て
、
業
種
的
に
組
織
の
分
権
化
の
可
能
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程

度
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
主
と
し
て
と
り
あ
げ
た
の

は
一
七
社
で
あ
る
。
そ
の
内
一
三
社
は
資
本
金
二
五
億
円
以
上
で
、
そ
の
規

模
の
製
造
会
社
全
体
で
二
五
社
（
昭
和
三
十
年
現
在
）
の
半
ば
で
あ
る
。

（
1
）
鉄
鋼
会
社

　
わ
が
国
製
鉄
業
を
代
表
す
る
二
士
、
並
び
に
こ
れ
に
つ
ぐ
も
の
の
内
三
社

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

に
つ
い
て
み
る
。

　
（
ア
）
　
代
表
的
二
社
の
内
、
A
社
は
本
社
と
工
場
の
地
域
的
に
分
離
し
た

一
社
一
工
場
一
事
務
所
一
出
張
所
（
最
近
ニ
工
場
と
な
る
。
但
し
そ
の
比
重

は
小
さ
い
）
、
B
社
は
本
社
と
工
場
の
分
離
し
た
一
社
四
工
場
一
営
業
所
と
な

っ
て
い
る
。

　
共
に
本
来
の
営
業
は
本
社
の
「
販
売
部
」
が
担
当
し
、
工
場
で
は
行
わ
れ

な
い
こ
と
を
建
前
と
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
本
社
に
お
い
て
行
わ
れ
る

取
引
は
一
括
的
に
長
期
に
つ
い
て
で
あ
り
、
又
本
社
と
工
場
が
地
理
的
に
遠

隔
で
あ
り
、
且
製
晶
の
種
類
が
多
く
、
叉
受
注
よ
り
納
入
ま
で
数
ケ
月
を
要

す
る
こ
と
が
少
く
な
い
か
ら
、
両
社
共
に
各
工
場
に
、
若
干
に
分
化
し
た
製

造
部
門
と
並
ん
で
、
別
に
「
業
務
部
成
晶
課
」
が
顧
客
の
窓
口
と
し
て
設
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
成
蛇
心
は
、
製
品
の
受
渡
事
務
に
止
ま
ら
ず
、
製
造
計

画
と
の
関
連
に
お
け
る
各
種
受
注
品
の
納
入
期
に
関
す
る
顧
客
と
の
談
合
等
、

契
約
か
ら
納
入
ま
で
の
聞
の
販
売
事
務
過
程
の
窓
口
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ

て
又
こ
れ
ら
の
大
規
模
工
場
の
周
辺
に
は
鉄
鋼
問
屋
の
支
店
出
張
所
が
集
中

的
に
設
置
せ
ら
れ
て
い
る
。
尚
成
品
課
は
限
ら
れ
た
地
方
的
需
要
に
つ
い
て

は
、
直
接
に
営
業
活
動
を
も
行
っ
て
い
る
。

　
叉
注
意
す
べ
き
は
、
一
社
四
工
場
の
B
社
と
異
り
、
一
社
一
工
場
の
A
社

は
、
こ
の
為
に
工
場
の
本
社
に
対
す
る
比
重
が
自
然
大
き
く
な
り
、
工
場
の

各
種
の
業
務
活
動
上
に
お
け
る
事
実
上
の
地
位
は
、
B
社
の
そ
れ
に
比
し
大
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

き
い
。

　
（
イ
）
　
代
表
的
二
社
に
つ
ぐ
も
の
の
内
三
社
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
如
く

で
あ
る
。

　
C
社
は
、
一
社
（
工
場
と
分
離
）
．
一
支
社
七
工
場
、
営
業
は
専
ら
本
社
に

設
げ
．
ら
れ
た
三
製
造
品
部
門
内
の
そ
れ
ぞ
れ
」
の
「
商
務
課
」
が
担
当
、
工
場

で
は
「
業
務
部
成
丁
丁
」
が
受
渡
事
務
、
「
技
術
部
企
画
課
」
が
顧
客
よ
り
の

督
促
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
が
、
製
品
が
相
対
的
に
特
殊
化
さ
れ
て
お
り
、

延
取
引
が
少
数
の
同
系
間
屋
の
比
重
の
主
な
る
こ
と
等
か
ら
、
A
、
B
社
に

比
し
、
相
対
的
に
工
場
の
直
接
の
対
顧
客
関
係
を
少
く
し
て
い
る
。
こ
れ
は

又
工
場
の
大
部
分
が
比
較
的
近
い
範
囲
に
あ
る
こ
と
に
も
関
係
が
あ
っ
て
、

販
売
、
購
売
共
に
本
社
集
中
を
容
易
な
ら
し
め
て
い
る
。
ロ
バ
例
外
的
に
一
特

殊
製
品
の
み
に
限
り
、
質
的
並
び
量
的
関
係
か
ら
直
接
当
該
工
場
が
営
業
を

担
当
し
て
い
る
。

　
D
社
は
、
　
一
社
（
工
場
と
隣
接
）
一
支
店
一
出
張
所
八
工
場
。
営
業
は
本

社
「
営
業
部
」
と
東
京
支
店
「
営
業
部
」
が
専
ら
担
当
し
、
工
場
は
建
前
と

「
し
て
顧
客
に
対
す
る
窓
口
を
設
け
て
い
な
い
。
東
京
支
店
は
東
京
市
場
に
対

す
る
と
共
に
主
と
し
て
当
該
地
方
所
在
一
工
場
の
営
業
を
担
当
し
て
い
る
。

　
E
社
は
、
本
社
と
工
場
の
分
離
し
な
い
本
社
工
場
と
も
に
七
工
場
、
　
一
支

社
二
営
業
所
、
一
駐
在
員
事
務
所
よ
り
な
る
。
当
社
は
作
業
の
七
～
八
○
％

が
本
社
工
場
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
本
社
の
現
場
が
、
鉄
鋼
部
門
と
機
械

部
門
に
分
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
販
売
部
門
と
製
造
部
門
を
も
つ
。
而
し
て
本
社

工
場
以
外
の
六
工
場
も
、
三
工
場
つ
つ
両
部
門
に
属
し
、
し
か
も
こ
れ
ら
六

工
場
の
作
業
の
主
た
る
部
分
は
、
最
終
仕
上
工
程
を
本
社
工
場
に
依
存
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
販
売
業
務
は
工
場
と
組
織
上
分
離
し
て
い
な
い
本

社
並
び
に
東
京
支
店
、
各
営
業
所
等
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
、
地
方
の

工
場
で
は
販
売
業
務
は
殆
ど
行
わ
れ
な
い
。
例
外
と
し
て
名
古
屋
工
場
の
み

「
業
務
課
」
が
設
け
て
あ
っ
て
、
そ
の
製
造
部
門
が
当
該
地
方
の
市
場
を
対

象
と
し
て
い
る
の
で
、
直
接
に
工
場
が
営
業
を
担
当
し
て
い
る
。
叉
最
近
本

社
工
場
以
外
の
一
工
場
が
漸
次
設
備
を
拡
充
し
、
作
業
上
の
比
重
を
増
大
し

つ
つ
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
将
来
多
少
細
鱗
織
上
の
変
更
を
必
要
と
す

る
こ
と
に
な
る
で
、
あ
ろ
う
。

　
以
上
鉄
鋼
関
係
五
壇
の
地
域
的
分
化
と
製
造
、
販
売
関
係
の
組
織
上
の
分

化
と
の
実
情
を
通
覧
し
て
次
の
如
く
要
約
で
ぎ
る
。

（
1
）
　
工
場
の
地
域
的
分
化
に
対
し
、
販
売
部
門
は
原
則
と
し
て
本
社
に
集

　
中
的
で
あ
る
。

（
2
）
　
地
域
的
分
化
の
態
様
が
、
多
少
共
組
織
上
の
関
係
に
も
特
殊
性
を
示

　
し
て
い
る
。
本
社
と
工
場
と
が
地
理
的
に
近
接
し
、
或
は
本
社
工
場
の
比

　
重
が
大
な
る
場
合
と
、
本
社
と
工
場
と
、
或
は
工
場
と
工
場
と
の
地
理
的

　
距
離
の
大
な
る
場
合
と
で
は
、
明
か
に
異
る
。
前
者
の
場
合
は
販
売
部
門

　
は
集
中
的
で
あ
る
が
、
後
者
の
場
合
は
、
工
場
が
販
売
業
務
を
行
わ
な
い

一一一　44　一



　
で
も
、
対
顧
客
関
係
の
窓
ぼ
と
し
て
の
部
門
を
下
場
に
設
け
、
或
は
販
売

　
部
門
も
分
化
さ
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
。

（
3
）
　
空
間
的
関
係
の
み
た
ら
ず
、
・
受
注
か
ら
納
入
ま
で
の
時
間
的
関
係
も

　
亦
、
販
売
事
務
の
相
当
部
分
を
工
場
に
担
当
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
ρ
取

　
引
機
構
も
亦
こ
れ
と
無
関
係
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
4
）
　
地
方
的
需
要
、
量
的
に
限
ら
れ
た
製
造
部
門
等
に
つ
い
て
、
工
場
に

　
お
い
て
販
売
業
務
を
全
部
担
当
せ
し
め
る
場
合
を
生
じ
る
。

（
皿
）
　
電
気
機
械
工
業
会
社

　
強
電
並
び
に
弱
電
関
係
の
代
表
的
な
る
も
の
の
内
三
社
に
つ
い
て
み
る
ゆ

　
（
ア
）
　
F
社
は
、
　
一
社
（
本
社
ば
工
場
と
分
離
）
、
五
営
業
所
一
六
工
場
よ

り
な
る
。
本
社
に
七
商
皇
別
（
電
機
、
車
輔
、
機
械
等
）
に
事
業
部
が
設
け

ら
れ
、
当
該
事
業
部
の
取
扱
商
品
に
つ
い
て
の
生
産
及
び
営
業
に
開
す
る
限

り
一
切
を
統
制
す
る
。
各
営
業
所
は
、
生
産
者
財
を
主
と
す
る
盲
撃
生
産
品

は
得
意
先
別
、
消
費
者
財
の
市
場
生
産
品
は
商
品
別
の
部
課
を
設
け
て
販
売

活
動
を
行
い
、
本
社
各
事
業
部
を
へ
て
工
場
と
連
絡
す
る
。
従
っ
て
各
工
場

に
は
営
業
部
門
は
全
く
存
し
な
い
。

　
か
く
て
、
工
場
、
営
業
所
は
、
生
産
並
び
に
営
業
活
動
に
関
す
る
限
り
は
、

本
社
の
仁
和
品
別
事
業
部
に
統
轄
せ
ら
れ
、
そ
の
他
の
活
動
は
本
社
の
各
管

理
部
門
に
よ
っ
て
統
制
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
イ
）
　
G
社
は
、
消
費
者
向
商
品
の
弱
電
関
係
を
主
と
す
る
が
、
　
一
社

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

（
本
社
は
主
力
工
場
と
隣
接
×
二
五
工
場
（
組
織
上
の
計
算
で
場
所
的
に
は

一
四
）
、
一
支
店
、
二
二
営
業
所
（
場
所
的
に
は
一
〇
）
、
三
七
出
張
所
駐
在
所

等
よ
り
成
る
Q
二
五
工
場
は
主
要
商
品
別
に
一
〇
事
業
部
に
分
割
せ
ら
れ
、

各
事
業
部
の
主
体
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
工
場
に
お
か
れ
る
の
で
、
　
一
〇
事
業
部

は
組
織
上
の
分
化
で
あ
る
と
共
に
、
地
域
的
に
も
分
化
す
る
こ
と
と
な
る
。

各
事
業
部
に
は
営
業
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
但
し
こ
れ
は
直
接
販
売
活

動
を
行
う
の
で
な
く
、
各
地
方
営
業
所
か
ら
の
発
注
．
を
う
け
、
或
は
生
産
計

画
と
の
関
連
で
販
売
計
画
を
樹
立
す
る
等
の
業
務
を
行
う
。
各
地
方
営
業
所

を
本
社
の
営
業
本
部
が
統
轄
す
る
が
、
こ
れ
は
全
く
ス
タ
ッ
フ
納
地
位
に
あ

る
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
直
接
の
販
売
活
動
と
の
関
連
か
ら
は
、
生
産
と
営

業
は
組
織
的
及
び
地
域
的
に
ヅ
応
分
化
七
て
い
る
が
、
各
工
場
が
主
要
商
品

別
に
分
割
統
轄
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
営
業
部
門
を
も
つ
て
、
生
産
販
売

計
画
を
以
て
運
営
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
は
、
商
品
別
に
営
業
と
生
産
と
が
あ

る
程
度
組
織
上
並
び
に
地
域
的
に
結
合
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
で
さ
る
。

　
以
上
の
例
外
と
し
て
、
販
売
系
路
、
得
意
先
関
係
を
異
に
す
る
一
、
二
の

商
品
の
み
、
事
業
部
の
営
業
部
門
が
代
理
店
と
直
結
し
て
、
主
と
し
て
販
売

活
動
を
も
担
当
し
て
い
る
。
尚
又
各
工
場
は
主
と
し
て
異
種
製
品
を
主
体
と

し
て
い
る
が
、
只
乾
電
池
関
係
の
み
同
工
場
が
地
域
的
に
分
化
し
て
、
市
場

指
向
的
立
地
を
示
し
て
い
る
。

　
（
ウ
）
　
H
社
は
、
　
一
旧
位
（
工
場
と
分
離
）
、
一
四
工
場
、
四
営
業
所
、
六
事
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

務
所
出
張
所
等
よ
り
な
る
。
各
工
場
単
位
の
運
営
が
行
わ
れ
、
本
社
営
業
部

並
び
に
各
地
方
営
業
所
は
受
注
等
の
販
売
活
動
と
集
金
事
務
を
行
い
、
商
品

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
工
場
に
直
結
す
る
の
で
あ
る
。
各
工
場
に
は
業
務
部

に
営
業
課
な
い
し
類
似
の
部
門
が
設
け
ら
れ
、
直
接
の
販
売
活
動
は
行
わ
な

い
が
、
受
注
後
の
生
産
進
行
過
程
等
の
対
顧
客
関
係
の
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
工
場
に
営
業
部
門
の
あ
る
こ
と
は
、
　
一
方
に
沿
革
的
に
当
社
が
以
前
販

売
活
動
を
す
べ
て
同
系
商
事
会
社
に
依
存
し
、
同
社
と
各
工
場
が
そ
れ
ぞ
れ

直
結
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
共
に
、
他
方
に
は
工
場
毎
に
製
品
種
類

を
異
に
し
て
、
あ
る
程
度
独
立
的
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
に
も
基
い
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
電
気
機
械
関
係
会
社
の
三
社
に
つ
い
て
約
言
す
る
と
次
の
如
く
な
る
。

（
1
）
　
生
産
者
財
の
注
文
生
産
に
し
ろ
、
消
費
者
財
の
市
場
生
産
に
し
ろ
、

　
広
範
な
る
市
場
に
対
す
る
販
売
活
動
（
特
に
後
者
に
つ
い
て
は
代
理
店
、

　
特
約
店
網
を
形
成
し
て
い
る
）
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
営
業
部
門
は
製
造

　
部
門
と
独
立
し
て
、
各
地
に
営
業
所
を
設
け
て
い
る
。

（
2
）
　
い
ず
れ
も
一
社
に
し
て
か
な
り
高
度
の
複
数
工
場
制
で
あ
る
が
、
そ

　
の
殆
ど
が
異
種
製
品
工
場
よ
り
な
る
こ
と
か
ら
、
製
品
別
組
織
が
顕
著
に

　
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
・
不
釆
の
販
売
活
動
は
営
業
部
門
で
担
当
せ
ら
れ
る
に

　
し
て
も
、
各
製
品
部
門
自
ら
の
生
産
計
画
と
こ
れ
に
関
連
す
る
販
売
計
画

　
の
樹
立
等
の
関
係
か
ら
、
商
品
別
組
織
、
或
は
工
場
に
お
い
て
製
造
部
門

　
と
共
に
、
販
売
活
動
に
関
連
あ
る
部
門
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
3
）
　
こ
れ
ら
の
場
合
、
各
営
業
所
よ
り
な
る
営
業
部
門
が
各
工
場
よ
り
な

　
る
製
造
部
門
に
対
し
、
あ
る
程
度
独
立
的
地
位
を
有
し
て
販
売
会
社
的
性

　
格
を
有
す
る
も
の
、
単
に
製
造
部
門
或
は
工
場
に
対
す
る
窓
口
的
地
位
に

　
過
ぎ
な
い
も
の
、
叉
商
品
別
統
轄
が
本
社
．
に
お
い
て
集
中
的
に
行
わ
れ
る

　
も
の
、
あ
る
程
度
地
域
的
に
分
化
す
る
も
の
、
工
場
毎
に
分
割
せ
ら
れ
て

　
い
る
も
の
等
、
組
織
上
の
特
殊
性
は
、
会
社
毎
に
業
態
に
よ
り
、
方
策
に

　
よ
っ
て
相
当
異
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
4
）
　
拐
い
ず
れ
も
異
種
製
品
の
複
数
工
場
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
製

　
品
間
の
技
術
的
関
連
は
少
く
な
く
、
殊
に
生
産
者
向
注
文
生
産
品
に
こ
の

　
こ
と
が
多
く
、
各
製
品
に
ま
た
が
る
併
註
な
る
も
の
が
か
な
り
み
ら
れ
る
。

　
従
っ
て
各
製
品
部
門
間
に
は
相
当
関
連
性
を
要
す
る
こ
と
各
社
共
通
で
、

　
特
に
F
社
が
本
社
に
お
い
て
製
造
と
営
業
と
を
集
中
化
し
て
い
る
こ
と
は
、

　
一
部
は
こ
の
併
註
が
他
社
よ
り
、
、
よ
り
比
重
が
大
き
い
こ
と
に
原
因
す
る

　
と
も
老
え
ら
れ
る
。

（
皿
）
　
造
船
関
係
会
社

　
主
要
造
船
会
社
の
内
、
あ
る
程
度
地
域
的
分
化
を
し
て
い
る
も
の
二
社
、

内
一
社
は
造
船
並
び
に
各
種
機
械
工
業
に
わ
た
る
も
の
、
　
一
社
は
造
船
を
・
王

と
し
て
い
る
も
の
を
と
り
あ
げ
た
。

　
（
ア
）
　
1
社
は
、
造
船
の
外
、
車
輌
、
産
業
機
械
、
発
動
機
等
多
種
に
わ
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た
る
が
、
　
一
社
（
工
場
に
本
社
隣
接
）
　
一
営
業
所
一
出
張
所
六
工
場
（
場
所

的
に
は
九
工
場
に
な
る
）
よ
り
成
る
。
本
社
機
構
が
、
工
場
隣
接
の
本
社
所

在
地
と
東
京
事
務
所
と
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
従
っ
て
本
社
に
営
業
部
門
と

し
て
商
品
別
に
六
部
門
を
も
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
亦
地
理
的
に
両
場
所
に

分
化
し
て
い
る
。
同
時
に
異
種
製
品
を
主
と
す
る
各
工
場
に
製
造
部
門
と
並

ん
で
営
業
部
、
叉
は
総
務
部
営
業
課
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
営
業
活
動
は
、

本
社
並
び
に
営
業
所
と
共
に
、
各
工
場
の
営
業
部
門
に
お
い
て
も
、
直
接
営

業
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
特
に
造
船
以
外
の
機
械
関
係
の
注
文
生
産
品
に
お

い
て
こ
の
こ
と
が
少
く
な
い
。
尚
一
工
場
は
、
更
に
地
域
的
に
異
種
製
晶
の

四
工
場
に
分
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
管
理
は
す
べ
て
集
中
的
に
そ

の
本
部
に
お
い
て
行
わ
れ
、
全
体
と
し
て
一
工
場
と
し
て
の
組
織
を
も
つ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
社
の
み
な
ら
ず
、
工
場
自
体
一
部
の
営
業
活
動
を
行
っ
て

い
る
の
は
、
各
工
場
が
異
種
製
品
で
、
そ
の
多
く
が
注
文
生
産
品
で
あ
る
こ

と
に
も
と
つ
く
と
共
に
、
一
部
は
当
社
の
多
少
共
分
散
管
理
的
伝
統
の
あ
る

こ
と
に
原
因
す
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
（
イ
）
　
J
社
は
、
造
船
を
主
た
る
業
務
と
し
、
　
一
社
（
本
社
と
工
場
と
は

分
離
）
三
事
務
所
五
工
場
よ
り
成
り
、
各
工
場
い
ず
れ
も
造
船
工
場
で
あ
る
。

当
社
も
亦
、
本
社
に
営
業
部
が
あ
る
と
共
に
、
各
工
場
に
総
務
部
営
業
課
を

も
つ
て
い
る
。
造
船
、
改
造
船
等
主
と
し
て
本
社
の
営
業
活
動
に
よ
る
の
で

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

あ
る
が
、
修
繕
船
、
化
学
機
械
、
鉄
工
事
等
で
は
、
地
方
的
市
場
に
関
す
る

限
り
、
各
工
場
の
営
業
課
が
直
接
営
業
活
動
を
行
っ
て
、
そ
の
限
り
、
各
地

方
市
場
の
為
の
営
業
所
的
役
割
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
ウ
）
　
造
船
会
社
に
お
い
て
は
、
そ
の
他
の
代
表
的
な
も
の
に
つ
い
て
も
、

多
く
が
本
社
と
共
に
造
船
所
に
製
造
部
門
と
並
ん
で
営
業
部
な
い
し
総
務
部

営
業
課
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
の
機
械
工
業
会
社
と
異
っ
て
特
徴
的

な
点
の
一
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
を
通
じ
て
一
般
的
な
点
で
は
次
の
如
く
い
い
得
る
。

（
1
）
　
造
船
関
係
会
社
で
は
営
業
活
動
が
、
本
社
、
営
業
所
と
共
に
、
工
場

　
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。

（
2
）
　
こ
の
如
く
工
場
（
造
船
所
）
に
製
造
部
門
と
共
に
営
業
部
門
を
有
す

　
　
　

　
る
こ
と
は
、
造
船
関
係
本
来
の
地
方
的
な
修
繕
船
等
の
為
の
み
な
ら
ず
造

　
船
工
業
と
組
合
さ
れ
て
、
同
一
工
場
で
も
各
種
の
機
械
工
業
、
鉄
工
事
関

　
係
作
業
等
を
行
う
と
い
う
業
態
と
の
関
係
か
ら
、
個
別
的
な
注
文
生
産
が

　
少
く
な
い
こ
と
、
且
そ
れ
も
亦
地
方
市
場
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
少
く
な

　
い
こ
と
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
V
I
）
　
セ
メ
ン
ト
A
同
社

　
代
表
的
二
社
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
ア
）
　
K
社
は
、
本
社
（
形
式
的
本
社
は
一
工
場
に
あ
る
が
、
実
際
の
本

社
業
務
は
、
別
に
本
部
で
行
わ
れ
る
）
の
外
、
一
二
支
店
、
四
事
務
所
、
八
工
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

場
、
　
一
〇
サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
若
干
の
採
石
所
等
よ
り
成
る
。
本

社
に
は
、
営
業
部
、
生
産
部
面
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
支
店
、
事
務
所
の
営

業
活
動
、
工
場
の
製
造
活
動
に
つ
い
て
の
管
理
業
務
を
担
当
し
、
実
際
の
業

務
活
動
は
、
販
売
は
支
店
、
事
務
所
の
営
業
部
門
が
、
製
造
は
工
場
が
担
当

す
る
。
工
場
は
主
と
し
て
原
料
指
向
に
よ
っ
て
分
散
立
地
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

工
場
の
管
轄
下
に
原
料
採
石
所
を
も
ち
、
又
工
場
に
商
務
課
が
設
け
ら
れ
て

い
る
が
、
各
支
店
、
事
務
所
よ
り
の
受
注
と
出
荷
事
務
を
担
当
す
る
も
の
で

あ
る
。
各
支
店
、
事
務
所
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
市
場
指
向
立
地
で
あ
っ
て
、

こ
の
為
に
更
に
管
轄
下
に
サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
包
装
所
）
を
各
地

に
設
け
て
い
る
。
各
支
店
、
事
務
所
と
各
地
の
工
場
間
と
は
、
地
域
的
に
一

応
取
引
分
野
が
定
め
ら
れ
て
あ
る
が
、
組
織
上
の
地
位
は
、
本
社
に
対
し
て
、

両
者
は
対
等
で
あ
る
。

　
（
イ
）
　
L
社
は
、
独
立
の
本
社
と
、
四
事
務
所
、
五
出
張
所
、
一
〇
セ
メ

ン
ト
工
場
、
鉄
鋼
、
機
械
工
場
二
、
包
装
所
、
採
石
所
若
干
等
よ
り
成
る
。

各
事
務
所
が
営
業
活
動
、
工
場
が
製
造
活
動
を
担
当
す
る
等
の
大
体
の
構
成

は
K
社
と
同
様
で
あ
る
が
、
顕
著
な
相
異
は
、
　
一
〇
工
場
が
、
組
織
上
地
域

的
に
四
事
務
所
に
分
属
し
、
各
事
務
所
が
こ
れ
を
管
轄
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
両
社
を
通
じ
て
次
の
こ
と
が
約
言
で
き
る
。

（
1
）
　
こ
の
場
合
、
工
場
が
原
材
料
指
向
、
支
店
、
事
務
所
が
市
場
指
向
に

　
よ
っ
て
、
地
域
的
分
化
に
よ
る
立
地
的
補
完
調
整
を
典
型
的
に
示
し
て
い

　
る
。
　
（
セ
メ
ン
ト
工
場
の
内
に
は
市
場
指
向
の
も
の
も
若
干
あ
る
が
多
く

　
は
原
料
指
向
で
、
最
近
タ
ン
カ
ー
輸
送
の
発
達
で
包
装
所
に
よ
る
運
送
条

　
件
の
改
善
が
著
し
く
進
ん
だ
。
）

（
2
）
　
異
る
点
は
、
営
業
活
動
と
製
造
活
動
を
組
織
上
本
社
を
通
じ
て
直
接

　
的
に
管
理
す
る
場
合
と
、
各
営
業
所
を
中
心
に
製
造
活
動
を
分
割
管
理
す

　
る
場
合
と
の
二
つ
が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

（
v
）
　
紡
　
績
　
会
　
社

　
主
要
紡
績
会
社
の
内
、
三
社
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
ア
）
　
M
社
は
、
一
社
二
支
店
二
八
工
場
よ
り
成
る
。
本
社
機
構
に
お
い

て
、
業
務
活
動
が
、
綿
、
羊
毛
、
化
繊
に
三
大
別
さ
れ
、
製
造
（
工
場
）
、
販

売
業
務
共
に
、
製
品
別
に
分
属
せ
ら
れ
て
い
る
。
只
綿
の
み
は
、
更
に
営
業

部
門
と
製
造
部
門
が
組
織
上
別
個
に
統
轄
さ
れ
て
い
る
の
は
、
規
模
の
関
係

か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　
（
イ
）
　
N
社
は
、
　
一
社
、
二
営
業
所
、
二
四
工
場
よ
り
成
る
。
M
社
と
梢

対
照
的
に
、
職
能
別
組
織
を
と
り
、
営
業
関
係
は
、
綿
化
繊
と
鼠
毛
の
二
部

に
、
製
造
（
工
場
）
関
係
は
、
綿
、
絹
毛
、
化
繊
の
三
部
に
分
れ
、
工
場
も

分
属
的
組
織
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
（
ウ
）
　
0
社
は
、
　
】
社
、
（
法
律
上
の
本
社
は
別
で
あ
る
が
、
本
部
は
】
工

場
に
隣
接
）
一
事
務
所
、
二
出
張
所
、
三
三
工
場
よ
り
成
る
。
当
社
も
職
能

別
組
織
を
と
っ
て
、
管
理
部
門
の
み
で
な
く
、
業
務
活
動
も
亦
、
商
務
、
技
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術
、
操
業
の
三
大
別
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
主
要
製
品
別
に
三
な
い
し
五
部
門

に
分
れ
て
い
る
。

　
以
上
紡
績
会
社
に
お
い
て
、
会
社
に
よ
り
製
品
別
組
織
と
、
職
能
別
組
織

等
の
特
殊
性
が
み
ら
れ
る
が
、
地
域
的
分
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
営
業

活
動
は
殆
ど
す
べ
て
本
社
に
お
い
て
、
製
造
活
動
の
み
工
場
に
お
い
て
行
わ

れ
、
工
場
に
は
営
業
部
門
の
な
い
こ
と
は
共
通
し
て
い
る
。

（
W
）
製
粉
会
社

　
代
表
的
製
粉
会
社
の
一
に
つ
い
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
P
社
は
、
　
一
社
、
一
五
工
場
、
二
営
業
所
、
四
出
張
所
よ
り
成
る
。
本
社

に
業
務
部
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
営
業
に
関
す
る
ス
タ
ッ
フ
部
門
で
あ
っ

て
、
営
業
活
動
は
、
専
ら
各
工
場
に
製
造
部
門
（
工
務
課
）
と
並
ん
で
設
け

ら
れ
て
い
る
営
業
課
が
、
こ
れ
を
行
う
。
営
業
所
、
出
張
所
も
亦
、
該
当
地

域
の
工
場
に
所
属
す
る
。
即
ち
、
各
工
場
が
全
国
担
当
地
域
を
分
割
し
、
原

料
の
受
入
か
ら
製
品
販
売
ま
で
一
切
の
業
務
活
動
を
行
う
の
で
あ
る
。
既
述

の
各
社
の
組
織
と
著
し
く
異
る
点
で
あ
る
。

　
製
粉
工
業
は
、
本
来
工
場
が
一
部
原
料
指
向
、
一
部
市
場
指
向
に
よ
っ
て

分
散
立
地
す
る
傾
向
を
有
す
る
こ
と
が
、
以
上
の
如
き
組
織
上
の
特
殊
性
を

形
成
す
る
原
因
の
一
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
戦
時
戦
後
の
食
料

統
制
が
、
一
層
こ
の
こ
と
を
促
進
せ
し
め
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

今
日
で
は
原
料
割
当
の
ワ
ク
の
決
定
以
外
、
殆
ど
自
由
化
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

こ
の
如
ぎ
府
県
別
単
位
の
基
準
が
、
各
工
場
の
高
度
の
独
立
運
営
を
必
要
な

ら
し
め
た
の
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
製
粉
会
社
は
、
か
な
り
高
度
に
地
域
的
分
化
を
示
し
、

し
か
も
工
場
単
位
に
営
業
と
製
造
と
の
両
部
門
が
、
地
域
的
に
結
合
せ
ら
れ

て
い
る
数
少
い
顕
著
な
例
の
一
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
皿
）
酸
素
工
業
会
社

　
市
場
指
向
的
立
地
の
顕
著
な
例
と
し
て
、
酸
素
工
業
会
社
の
代
表
的
な
る

も
の
の
一
社
に
つ
い
て
み
る
。

　
Q
社
は
、
　
一
社
二
ニ
工
場
一
営
業
所
よ
り
な
る
。
製
品
が
酸
素
で
ボ
ン
ベ

で
重
量
多
く
カ
サ
高
い
も
の
を
輸
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
運
送
上

の
制
約
が
、
工
場
を
市
場
指
向
的
に
全
国
に
分
散
せ
し
め
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
営
業
活
動
も
亦
分
散
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
為
に
工
場
が
製
造
並
び
に
営
業
部
門
を
も
つ
独
立
的
単
位
を
形
成
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
本
社
の
営
業
部
は
、
管
理
的
職
能
を
主
と
す

る
Q

　
尤
も
こ
の
如
き
製
造
並
び
に
営
業
の
高
度
の
地
域
的
分
散
化
を
必
要
と
す

る
業
態
で
あ
っ
て
も
、
蒸
し
も
組
織
上
の
責
任
権
限
の
高
度
の
分
散
化
を
必

然
的
に
必
要
な
ら
し
め
る
も
の
で
は
な
く
、
現
に
同
業
種
に
お
い
て
高
度
に

集
中
的
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
会
社
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
わ
が
国
の
主
要
製
造
会
社
を
主
と
し
て
若
干
の
会
社
に
つ
い
て
、
そ
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

の
地
域
的
分
化
と
経
営
組
織
上
の
関
連
を
、
そ
の
業
態
と
の
関
係
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
1
8
）

老
察
し
、
業
種
的
特
殊
性
等
に
言
及
し
た
の
で
あ
る
。

註
（
1
8
）
　
本
節
の
事
例
は
、
主
と
し
て
各
社
に
つ
い
て
実
態
を
調
査
し
た
も
の
で
あ

　
　
る
が
、
一
部
は
高
宮
晋
監
修
『
近
代
的
経
営
組
織
の
実
例
』
昭
和
二
八
年
刊
、

　
　
高
宮
晋
編
『
社
規
社
則
集
』
昭
和
二
九
年
刊
、
そ
の
池
の
資
料
を
参
照
し
た
。

　
　
　
（
B
）
事
例
に
よ
る
考
察

　
わ
が
国
の
実
態
を
事
例
と
し
て
、
経
営
の
地
域
的
分
化
と
経
営
組
織
の
業

種
的
特
殊
性
を
概
観
し
た
と
こ
ろ
を
基
礎
と
し
て
、
老
察
し
得
た
諸
点
を
、

総
合
的
に
関
連
ず
け
て
論
ず
る
と
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
（
一
）
　
経
営
の
地
域
的
分
化
、
特
に
製
造
活
動
、
販
売
活
動
の
地
域
的
分

化
と
、
経
営
組
織
上
の
集
中
化
、
分
散
化
等
の
諸
特
殊
性
と
は
、
明
か
に
そ

れ
ぞ
れ
別
個
の
問
題
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
種
の
地
域
的
分

化
を
有
す
る
経
営
が
、
極
め
て
対
照
的
な
組
織
上
の
特
殊
性
を
示
し
て
い
る

こ
と
の
少
く
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
ア
）
　
多
数
工
場
を
有
す
る
同
様
の
業
態
の
紡
績
会
社
に
お
い
て
、
一
方
に

　
商
品
別
組
織
中
心
の
会
社
が
み
ら
れ
、
他
方
に
職
能
別
組
織
中
心
の
会
社

　
が
み
ら
れ
る
如
き
Q

（
イ
）
　
製
造
活
動
、
販
売
活
動
共
に
地
域
的
分
化
の
顕
著
な
セ
メ
ン
ト
会
社

　
に
お
い
て
、
　
一
方
は
組
織
上
営
業
所
単
位
に
地
方
別
に
工
場
を
管
理
し
、

　
他
方
は
営
業
所
、
工
場
共
に
集
中
的
に
本
社
に
お
い
て
管
理
す
る
如
き
、

（
ウ
）
　
電
気
機
械
工
業
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
的
に
分
化
せ
る
製
造
活

　
動
販
売
活
動
を
本
社
に
お
い
て
、
商
品
別
に
集
中
的
に
管
理
す
る
も
の
も

　
あ
れ
ば
、
販
売
活
動
を
別
個
に
統
轄
し
て
、
製
造
部
門
を
商
品
別
に
、
或

　
は
工
場
別
に
従
っ
て
場
所
的
に
も
多
少
共
分
化
し
て
管
理
す
る
如
き
。

（
エ
）
　
極
め
て
類
似
し
た
業
態
の
酸
素
会
社
が
、
　
一
方
に
お
い
て
工
場
へ
の

　
責
任
権
限
の
移
譲
の
程
度
の
か
な
り
大
な
る
の
に
対
し
、
他
方
は
極
め
て

　
集
中
的
管
理
を
以
て
し
て
い
る
如
き
。

　
（
二
）
　
し
か
し
な
が
ら
、
叉
経
営
の
地
域
的
分
化
の
態
様
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
経
営
組
織
の
態
様
と
が
全
く
無
関
係
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ

相
当
密
接
な
相
互
関
係
の
あ
る
こ
と
は
、
業
種
業
態
に
よ
っ
て
特
殊
性
を
も

ち
、
そ
の
相
互
間
に
類
似
性
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
所
で

あ
る
。

（
カ
）
　
事
例
の
限
り
鉄
鋼
、
紡
績
両
会
社
は
、
工
場
の
地
域
的
分
化
に
対
し
、

　
い
ず
れ
も
販
売
部
門
は
本
社
（
一
部
支
店
営
業
所
を
含
め
て
）
に
集
中
的

　
で
あ
る
。
他
の
生
産
者
向
の
商
晶
の
製
造
で
あ
り
、
且
素
材
的
な
製
品
で

　
あ
る
こ
と
に
も
と
つ
く
取
引
機
構
と
の
関
係
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
こ
の
内
製
鉄
の
代
表
的
二
社
が
、
工
場
現
場
に
顧
客
に
対
す
る
窓
口
を

　
設
け
て
い
る
こ
と
は
特
徴
的
で
あ
る
。
売
買
契
約
の
時
間
、
受
註
よ
り
納

　
入
ま
で
の
時
間
的
距
離
、
本
社
と
工
場
と
の
空
間
的
距
離
、
製
晶
の
種
類
、

　
問
屋
と
の
取
引
関
係
等
に
よ
っ
て
、
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が

　
で
ぎ
よ
う
。

一50一



（
キ
）
　
電
気
機
械
工
業
は
、
市
場
生
産
の
消
費
者
商
品
と
し
て
も
、
注
文
生

　
産
の
多
い
生
産
者
商
品
と
し
て
も
、
、
製
品
種
類
の
多
い
こ
と
に
よ
る
製
造

　
活
動
の
地
域
的
分
化
と
共
に
、
市
場
の
地
域
的
広
範
で
あ
る
こ
と
に
よ
つ

　
て
別
個
に
販
売
活
動
の
地
域
的
分
化
が
高
度
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合

　
製
造
部
門
は
主
と
し
て
異
種
製
品
複
数
工
場
よ
り
成
る
の
で
、
組
織
上
も

　
商
品
別
に
分
化
し
、
営
業
部
門
は
地
方
別
に
分
化
す
る
。
只
組
織
上
の
製

　
造
部
門
と
販
売
部
門
と
の
結
A
口
の
仕
方
は
、
既
述
の
如
く
、
各
社
に
よ
り

　
か
な
り
特
徴
的
で
あ
る
。

（
ク
）
　
造
船
工
業
に
お
い
て
、
各
社
共
通
し
て
、
販
売
業
務
が
本
社
を
主
と

　
し
つ
つ
も
、
各
工
場
に
も
亦
営
業
部
門
を
有
し
て
一
部
販
売
活
動
を
担
当

　
し
て
い
る
こ
と
は
注
意
せ
ら
れ
る
。
地
方
市
場
が
少
く
な
い
こ
と
と
共
に
、

　
個
別
的
注
文
生
産
品
が
少
く
な
い
こ
と
に
原
因
す
る
。
造
船
工
業
が
造
船

　
と
共
に
各
種
関
連
機
械
工
業
を
以
て
総
合
的
に
運
営
し
て
い
る
こ
と
と
関

　
連
を
も
つ
。

（
ケ
）
　
工
場
が
立
地
条
件
的
に
、
市
場
指
向
立
地
し
て
、
し
か
も
多
数
分
散

　
配
置
せ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
工
場
単
位
に
、
工
場
に
お
い
て
製
造
活
動
と

　
共
に
営
業
活
動
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
少
く
な
い
。
製
粉
、
酸
素
会
社
等
に

　
み
る
如
く
で
あ
る
。
尤
も
、
製
品
の
種
類
が
少
く
、
規
格
化
さ
れ
、
或
は

　
分
散
配
置
さ
れ
る
工
場
数
が
浴
し
も
多
く
な
い
場
合
の
如
き
は
、
事
情
が

　
異
る
で
あ
ろ
う
。
事
例
に
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、
ビ
ー
ル
工
業
会
社
の
如

　
　
　
経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

　
き
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

　
（
三
）
　
又
工
場
の
数
、
工
場
間
の
比
重
、
或
は
工
場
間
の
配
置
関
係
が
、

多
少
共
経
営
組
織
に
特
殊
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
無
視
し
て
は
な

ら
な
い
。
前
述
の
事
例
の
内
に
も
次
の
如
き
諸
点
が
み
ら
れ
る
。

（
サ
）
　
複
数
工
場
と
い
っ
て
も
、
そ
の
内
の
特
定
工
場
の
比
重
が
著
し
く
大

　
な
る
場
合
、
当
然
に
組
織
上
も
、
直
接
間
接
に
影
響
を
与
え
て
お
り
、
殊

　
に
こ
れ
が
本
社
と
地
域
的
に
分
離
し
て
い
る
場
合
に
、
本
社
と
当
該
工
場

　
と
の
聞
の
、
フ
ォ
ー
マ
ル
、
並
び
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
牽
制
関
係
の
発

　
生
す
る
こ
と
が
少
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
シ
）
　
複
数
工
場
が
、
中
心
的
工
場
に
よ
っ
て
、
二
分
或
は
三
分
さ
れ
、
且

　
地
理
的
に
も
相
当
距
離
の
あ
る
場
合
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、
営
業
部
門
も

　
亦
、
工
場
と
結
合
す
る
場
合
と
然
ら
ざ
る
場
合
に
拘
ら
ず
、
地
域
的
に
二

　
な
い
し
三
の
軍
点
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
が
当
然
に
組
織
上

　
に
も
反
映
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
ス
）
　
複
数
工
場
の
配
置
さ
れ
て
い
る
範
囲
が
、
地
域
的
に
限
定
せ
ら
れ
て

　
い
る
時
に
は
、
製
造
、
販
売
或
は
購
買
業
務
等
が
高
度
に
集
中
的
に
管
理

　
さ
れ
る
可
能
性
を
も
つ
Q

（
セ
）
　
販
売
業
務
が
本
社
に
集
中
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
特
殊
の
製
品
に

　
つ
い
て
、
そ
の
規
模
に
よ
り
或
は
地
方
市
場
と
の
関
係
で
、
工
場
に
お
い

　
て
販
売
業
務
が
営
ま
れ
る
。
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経
営
の
地
域
的
分
化
と
そ
の
論
理

　
（
四
）
　
尚
個
別
の
会
社
の
特
殊
事
情
が
、
そ
の
経
営
組
織
に
反
映
し
て
多

少
共
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
老
察
し
た
事
例
の
示
す
範
囲

に
お
い
て
も
、
次
の
如
き
が
み
ら
れ
た
。

（
タ
）
　
沿
革
的
に
工
場
で
営
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
組
織
上

　
も
、
地
域
的
に
も
別
個
に
営
業
部
門
の
組
織
が
設
け
ら
れ
て
後
も
、
引
続

　
き
現
在
の
事
情
に
適
応
す
る
顧
客
の
窓
ロ
と
し
て
、
工
場
に
直
接
に
販
売

　
活
動
を
し
な
い
「
営
業
課
」
が
置
か
れ
て
い
る
如
き
が
あ
る
。

（
チ
）
　
伝
統
的
に
責
任
、
権
限
の
分
散
化
を
相
当
行
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

　
製
品
の
性
格
と
相
撃
っ
て
、
本
社
と
共
に
工
場
に
お
け
る
営
業
活
動
も
、

　
相
当
の
比
重
を
占
め
て
い
る
如
き
場
合
も
あ
る
。
従
っ
て
又
こ
の
反
対
に
、

　
集
中
的
な
管
理
の
伝
統
を
も
つ
事
例
も
み
ら
れ
る
。

　
そ
の
他
こ
の
よ
う
な
各
社
の
個
別
の
事
情
、
沿
革
、
伝
統
、
方
策
等
が
反

映
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
述
の
如
く
、
地
域
的
分
化
、
業
種
、
業
態
の
類

似
性
に
拘
ら
ず
、
会
社
間
に
、
相
当
の
組
織
上
の
特
殊
性
を
生
ぜ
し
め
る
こ

と
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
五
）
　
前
節
に
論
及
し
た
経
営
組
織
に
お
け
る
分
権
化
と
の
関
連
に
つ
い

て
こ
れ
を
み
る
と
、
工
場
別
に
製
造
、
営
業
共
に
行
わ
れ
る
同
種
製
品
を
主

と
す
る
市
場
指
向
的
地
域
的
分
化
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
典
型
的
な
も
の

の
可
能
性
を
み
る
。
叉
異
種
製
品
複
数
工
場
に
お
い
て
も
、
商
品
別
或
は
工

場
別
の
組
織
上
の
分
権
化
の
あ
る
程
度
の
可
能
性
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
場
合
の
各
品
種
或
は
工
場
相
互
間
に
は
、
尚
相
当
の
生
産
上
、
取
引
上

の
関
連
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
営
業
活
動
を
一
体
と
し
て
別
個
の
組
織
を
有

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
典
型
的
な
形
に
お
け
る
分
散
化
に
つ
い
て
は
、
若

干
の
問
題
を
生
ず
る
。
従
っ
て
又
対
象
と
す
る
市
場
は
全
体
と
し
て
集
中
的

で
、
製
品
の
種
類
も
限
ら
れ
、
製
造
活
動
の
み
工
場
の
地
域
的
分
散
化
を
し

て
い
る
如
き
場
合
に
お
い
て
も
、
組
織
の
分
権
化
を
考
え
る
場
合
に
は
、
そ

の
方
式
は
異
っ
て
く
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
お
い
て
経
営
組
織
の
問
題
、
特
に
そ
の
集
中
化
、
分
散
化
に
つ
い

て
も
、
経
営
の
地
域
的
分
化
の
態
様
、
特
に
業
種
業
態
に
よ
る
特
殊
性
と
の

関
連
に
お
い
て
、
そ
の
方
式
を
老
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
側
面
の
あ
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
三

口口口

　
以
上
わ
が
国
の
主
要
会
社
の
実
態
を
中
心
と
し
、
比
較
対
照
的
に
一
部
ア

メ
リ
カ
主
要
会
社
の
態
様
に
ふ
れ
つ
つ
、
経
営
の
地
域
的
分
化
を
め
ぐ
る
問

題
点
を
老
察
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
応
の
到
達
点
に
達
し
た
こ

と
は
既
に
各
節
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
が
、
更
に
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
結
論

的
に
次
の
如
き
こ
と
が
提
示
で
き
た
と
思
う
。

　
第
一
は
、
経
営
の
問
題
と
す
る
立
地
は
、
い
わ
ゆ
る
工
業
立
地
論
と
は
異

り
、
経
営
自
体
か
な
り
広
範
な
る
地
域
的
ひ
ろ
が
り
を
有
す
る
意
味
に
お
け
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る
空
間
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
経
営
位
置
論
は
経
営
の
活
動
の
こ
の
如

き
空
間
性
と
の
関
係
を
認
識
し
つ
つ
、
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
如
き
経
営
位
置
の
研
究
は
、
経
営
の
業
態
の
特
殊
性
と
の
関
連
に

お
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
な
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
経
営
の
組
織
の
態
様
或
は
管
理
方
式
は
今
日
の
経
営
学
に
お
け

る
重
要
な
る
問
題
の
一
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
問
題
と
す
る
経
営
の
具

体
的
な
る
空
間
的
存
在
と
し
て
の
態
様
を
媒
介
と
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
面
の
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
営
の
規
模
的
諸
条
件

と
立
地
的
諸
条
件
の
相
互
補
完
と
調
整
の
上
に
形
成
せ
ら
れ
て
い
る
地
域
的

ひ
ろ
が
り
を
も
つ
業
種
業
態
的
特
殊
性
に
よ
っ
て
、
経
営
の
組
織
面
謁
は
管

．
理
上
の
問
題
の
解
明
さ
れ
る
べ
き
側
面
が
あ
る
の
で
あ
る
。
欧
米
に
お
い
て

最
近
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
組
織
に
お
け
る
分
権
化
、
分
散
化
論
に
つ
い
て
も
、

空
間
的
存
在
と
し
て
の
態
様
を
媒
介
と
し
て
比
較
検
討
さ
れ
て
、
始
め
て
問

題
点
の
明
か
に
な
る
部
分
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
　
（
三
〇
、
一
一
、
一
〇
）

（
追
記
）
　
わ
が
国
主
要
会
社
の
実
態
を
調
査
す
る
為
に
、
多
く
の
会
杜
か
ら
、
資
料

　
を
供
さ
れ
、
説
明
を
い
た
父
き
、
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
厚
く
感
謝
の

　
意
を
表
す
る
。
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耐
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

能

勢

信

子

序

　
社
会
会
計
論
が
、
一
国
経
済
体
制
の
分
析
を
目
的
と
す
る
会
計
と
し
て
、

会
計
学
そ
の
も
の
x
新
し
い
領
域
を
形
成
し
、
同
時
に
、
概
念
規
定
の
基
礎

を
直
接
経
済
学
に
お
く
会
計
と
し
て
、
従
来
の
伝
統
的
会
計
学
に
対
し
て
種

々
の
問
題
を
提
示
し
つ
筑
あ
る
こ
と
は
、
周
く
知
ら
れ
て
い
る
Q
例
え
ば
、

企
業
会
計
に
於
け
る
基
本
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
た
る
企
業
所
得
は
、
そ
の
多
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

的
性
格
を
常
に
指
摘
せ
ら
れ
て
来
た
に
も
拘
ら
ず
、
批
判
の
根
拠
に
当
る
べ

き
理
論
が
、
統
一
的
に
展
開
せ
ら
れ
る
こ
と
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
最
近
に
於
て
、
社
会
会
計
論
に
よ
る
所
得
規
定
が
、
企
業
所
得
を
検
討

す
る
重
要
な
論
拠
と
し
て
登
場
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
我
々
が
鼓
に
と

り
上
げ
る
プ
レ
イ
（
劉
。
D
』
目
塁
）
は
、
社
会
会
計
論
の
立
場
か
ら
企
業
会
計

を
批
判
す
る
有
力
な
一
人
で
あ
る
が
、
爾
余
の
社
会
会
計
論
者
か
ら
彼
を
特

心
付
け
る
点
は
、
彼
が
、
企
業
所
得
計
算
上
の
測
定
原
理
を
批
判
分
析
す
る

に
留
ま
る
の
み
な
ら
ず
、
進
ん
で
、
社
会
会
計
に
お
け
る
勘
定
形
式
の
デ
ザ

イ
ン
を
、
企
業
会
計
の
勘
定
形
式
の
設
計
に
摘
用
し
、
企
業
活
動
の
分
析
に

積
極
的
に
利
用
せ
し
め
る
べ
く
意
図
す
る
所
に
あ
る
。

　
所
で
、
社
会
会
計
の
勘
定
形
式
は
、
ケ
イ
ン
ズ
H
冒
・
図
。
着
①
の
が
定
義
を

与
え
た
所
得
計
算
図
式
、
並
び
に
貯
蓄
投
資
の
恒
等
式
の
概
念
を
原
理
と
し

　
　
　
　
（
註
2
）

て
構
成
せ
ら
れ
、
　
一
定
期
間
の
国
民
所
得
、
国
民
消
費
、
国
民
投
資
等
の
総

体
量
晶
α
・
器
㎝
暮
。
。
。
を
測
定
す
る
一
の
図
式
に
外
な
ら
ず
、
国
民
所
得
分
析

冨
ま
富
＝
昌
8
ヨ
①
目
①
。
・
①
葭
。
犀
な
る
そ
れ
自
身
に
固
有
の
目
的
に
関
し
て
は
、

一
応
有
用
な
用
具
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
国
民
経
済
を

構
成
す
る
微
視
的
な
個
々
の
商
品
供
給
転
た
る
企
業
の
経
営
活
動
を
分
析
す

る
場
合
、
こ
の
形
式
が
、
果
し
て
ど
れ
だ
け
効
果
的
で
あ
る
か
に
対
し
て
は
、

多
少
の
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　
殊
に
、
現
在
の
企
業
会
計
の
勘
定
形
式
に
対
し
て
、
プ
レ
イ
の
構
想
が
、

ど
れ
だ
け
の
変
革
的
意
義
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
は
、
所
出
な
検
討
が
加
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社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

え
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
小
論
は
、
各
所
に
お
い
て
プ
レ
イ
が
提
示
し
た
、
企
業
会
計
の
墓
本
的
勘

定
形
式
に
関
す
る
断
片
的
な
構
想
を
整
理
紹
介
し
、
之
を
、
本
来
の
ケ
イ
ン

ズ
所
得
計
算
図
式
及
び
、
社
会
会
計
論
の
勘
定
形
式
と
対
照
せ
し
め
つ
x
批

判
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。
以
下
の
分
析
は
、
次
の
順
序
に

従
っ
て
行
う
。

　
一
、
プ
レ
イ
会
計
学
の
問
題
意
識

　
二
、
プ
レ
イ
に
お
け
る
勘
定
設
計
の
構
想

　
三
、
基
本
的
勘
定
体
系
と
そ
の
原
理

　
四
、
基
本
的
勘
定
体
系
の
適
用
と
し
て
の
変
動
勘
定

　
五
、
プ
レ
イ
の
勘
定
理
論
の
特
徴
及
び
批
判

　
六
、
結
び

（
註
1
）
　
例
え
ば
、
菊
暑
。
島
亀
ロ
D
ε
身
O
野
毛
8
切
昌
の
貯
Φ
。
・
の
H
ロ
8
目
①
㌦
．
∩
訂
品
ぎ
α
q

　
6
8
8
冥
。
・
。
h
b
口
器
言
。
の
。
・
ぎ
。
。
言
9
．
．

（
註
2
）
　
開
・
切
ロ
α
q
㎝
♂
9
、
、
累
9
ご
旨
巴
ぎ
。
。
日
⑦
碧
自
一
ロ
8
目
。
匪
昌
9
。
ぐ
。
・
♂
．
．
及
び
、
開
・

　
。
。
ε
器
の
諸
著
作
例
え
ば
司
巨
註
。
葛
¢
。
巳
ρ
一
8
・
賦
亀
臼
q
。
図
。
。
8
白
山
q
D
。
。
芭

　
》
8
8
ロ
ニ
晶
．

一、

v
レ
イ
会
計
学
の
問
題
意
識

　
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
、
な
い
し
社
会
会
計
論
を
積
極
的
に
援
用
し
、
伝
統
的

企
業
会
計
学
の
批
判
改
革
を
企
図
す
る
プ
レ
イ
会
計
学
の
問
題
意
識
が
、
会

計
学
の
原
理
に
対
す
る
彼
の
解
釈
に
存
す
る
こ
と
は
、
明
か
で
あ
る
。

　
彼
は
、
会
計
学
原
理
．
器
8
青
田
轟
肩
冒
9
箕
①
な
る
も
の
は
、
会
計
学
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

論
に
と
り
基
本
的
な
概
念
で
あ
り
、
之
に
は
、
　
一
、
複
式
簿
記
原
理
、
二
、

実
体
の
概
念
、
三
、
実
体
の
継
続
性
、
四
、
計
算
方
法
に
お
け
る
一
貫
性
、

五
、
期
間
的
所
得
、
及
び
富
の
二
つ
の
経
済
学
的
概
念
が
含
ま
れ
る
も
の
と

　
　
（
註
－
）

し
て
い
る
。
五
つ
の
基
本
概
念
の
う
ち
、
彼
が
最
も
重
視
す
る
も
の
は
、
期

間
的
所
得
及
び
富
な
る
二
つ
の
経
済
学
的
概
念
で
あ
っ
て
、
之
は
、
会
計
実

践
の
概
念
的
源
泉
8
目
Φ
麿
舞
一
ω
肩
言
σ
q
を
形
成
す
る
も
の
と
老
え
る
。
所
で
、

所
得
、
及
び
富
な
る
経
済
学
的
原
理
は
、
か
よ
う
に
会
計
学
の
主
要
原
理
の

一
つ
で
あ
り
、
か
つ
叉
、
会
計
実
践
の
理
論
的
支
柱
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
現
実
の
会
計
実
践
に
際
し
て
、
往
々
見
ら
れ
る
様
に
、

実
践
と
経
済
学
的
原
理
と
の
背
離
は
、
匝
〔
々
会
計
的
所
得
概
念
、
更
に
は
会

計
理
論
そ
の
も
の
の
再
検
討
を
要
請
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
プ
レ
擁
に
よ

れ
ば
、
経
済
学
的
な
所
得
、
及
び
富
の
概
念
と
、
会
計
的
所
得
計
算
の
背
離

は
、
二
つ
の
問
題
を
生
む
、
第
一
の
問
題
は
、
経
済
学
的
所
得
概
念
と
、
現

実
に
測
定
さ
れ
る
企
業
所
得
の
背
離
か
ら
生
ず
る
も
の
で
、
経
済
学
的
所
得

計
算
に
お
け
る
諸
計
算
範
疇
、
例
え
ば
、
使
用
者
費
用
、
要
素
費
用
、
企
業

者
利
潤
等
の
概
念
の
定
義
と
、
企
業
会
計
実
践
に
お
け
る
諸
計
算
範
疇
、
例

え
ば
減
価
償
却
費
、
賃
金
俸
給
、
営
業
利
益
等
の
測
定
原
理
の
解
離
を
究
明

す
る
こ
と
、
一
言
に
し
て
い
え
ば
、
会
計
的
所
得
測
定
原
理
の
検
討
へ
の
要

一56一



請
が
生
ず
る
。
第
二
に
、
期
間
的
所
得
及
び
富
の
形
成
、
配
分
を
計
量
す
る

図
式
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
ゴ
問
題
と
な
る
。
即
ち
、
経
済
学
に

於
て
与
え
ら
れ
る
、
所
得
、
費
用
の
循
環
図
式
と
、
企
業
会
計
の
勘
定
形
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

の
間
の
背
離
が
、
測
定
原
理
に
次
ぐ
第
二
の
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
我
々

は
、
こ
の
二
つ
の
問
題
、
即
ち
、
所
得
測
定
原
理
と
、
勘
定
形
式
の
設
計
原

理
の
検
討
が
、
プ
レ
イ
の
学
問
体
系
の
中
心
課
題
を
な
す
も
の
と
理
解
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
所
で
、
プ
レ
イ
は
、
伝
統
的
会
計
学
の
批
判
に
際
し
て
、
拠
る
べ
き
原
理
、

教
説
を
、
社
会
会
計
論
に
期
待
し
、
社
会
会
計
論
を
以
て
批
判
の
用
具
た
ら

し
め
て
い
る
事
は
、
彼
の
著
書
の
各
所
か
ら
明
か
に
す
る
事
が
出
来
る
。
即

ち
、
例
え
ば
、
「
会
計
の
様
式
が
、
国
民
経
済
的
目
的
に
も
用
い
う
る
（
社
会

会
計
論
の
こ
と
を
指
す
　
　
筆
者
註
）
こ
と
を
会
計
人
が
認
め
れ
ば
一
た

と
え
三
等
と
全
く
独
立
に
、
会
計
官
が
会
計
の
様
式
を
伝
統
的
目
的
に
の
み

応
ず
る
べ
く
用
意
す
る
と
し
て
も
1
従
来
の
伝
統
的
目
的
に
奉
仕
す
る
た

め
に
無
意
識
に
採
用
し
て
い
た
慣
習
を
再
検
討
し
、
そ
の
適
否
に
疑
問
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

た
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
、
又
、
「
も
し
我
々
が
、
包
括
的
で

一
貫
性
を
も
ち
、
叉
経
済
的
変
動
に
関
す
る
我
々
の
理
解
を
助
け
る
具
な
、

箇
民
経
済
的
な
事
象
に
適
用
し
得
る
、
会
計
の
範
式
ぽ
§
巴
唱
讐
瞥
Φ
題
を
演

繹
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
時
は
、
何
か
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
構
造
が
、
実

務
上
、
我
々
が
そ
の
責
任
の
範
囲
内
に
あ
る
、
よ
り
小
さ
い
経
済
主
体
に
強

　
　
　
社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

い
て
い
る
と
こ
ろ
の
勘
定
形
式
の
デ
ザ
イ
ン
に
、
新
し
い
性
格
を
与
え
、
叉

そ
れ
を
よ
リ
シ
ャ
ー
プ
に
す
る
と
想
像
す
る
こ
と
．
が
正
当
で
あ
る
か
ら
で
あ

（
註
4
）

る
し
と
説
明
し
て
い
る
。
後
の
引
用
は
、
特
に
、
勘
定
形
式
の
デ
ザ
イ
ン
に

関
説
し
て
い
る
点
で
、
本
題
に
は
特
に
意
味
が
あ
る
。
彼
が
、
直
会
会
計
論

を
、
企
業
会
計
批
判
の
用
具
と
し
た
理
由
は
、
社
会
会
計
論
が
、
会
計
の
様

式
に
よ
っ
て
経
済
学
的
諸
範
躊
を
関
連
付
け
、
国
民
経
済
的
事
象
を
説
明
す

る
会
計
学
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
、
経
済
学
的
諸
定
義
を
会
計
様
式
に
而
て
表

示
し
て
い
る
所
か
ら
、
経
済
学
的
原
理
と
会
計
的
実
践
の
検
討
に
際
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
と
し
て
之
を
と
り
上
げ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

か
く
て
、
社
会
会
計
論
を
手
が
か
り
と
し
て
、
彼
は
上
述
の
二
つ
の
問
題
、

即
ち
、
プ
レ
イ
自
身
の
表
現
に
よ
れ
ば
「
正
確
な
る
測
定
の
有
効
な
る
探
求
」

と
「
形
式
の
問
題
」
を
追
及
す
る
。
第
一
の
「
測
定
原
理
」
に
関
し
て
、
彼
は
、

そ
の
初
期
の
著
作
目
冨
竃
①
舘
自
。
日
①
暮
亀
国
自
臼
の
各
章
に
於
て
、
詳
細
な

検
討
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
の
勘
定
形
式
に
関
す
る
議
論
に
対

し
て
、
彼
が
関
心
を
寄
せ
ば
じ
め
た
の
は
、
冒
。
器
霞
。
日
。
旨
に
続
き
》
。
8
亭

冨
菖
贔
察
。
・
。
。
δ
昌
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
最
近
の
閏
。
5
国
ω
ω
塁
・
。
ぼ
b
。
8
巨
江
嶺

些
8
蔓
に
於
て
積
極
的
に
展
開
せ
ら
れ
、
最
近
時
に
発
表
せ
ら
れ
た
い
く
つ

か
の
論
文
は
、
何
れ
も
国
。
自
国
・
。
留
遷
で
発
表
ぜ
ら
れ
た
基
本
的
勘
定
形
式

を
管
理
会
計
、
財
務
会
計
等
の
諸
分
野
に
於
て
具
体
的
に
摘
用
し
た
も
の
で

あ
る
。
之
は
、
彼
の
関
心
が
、
漸
次
、
本
論
文
の
対
象
で
あ
る
、
第
二
の
、

一57一



　
　
　
社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

勘
定
形
式
設
計
の
問
題
に
移
り
来
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
老

え
ら
れ
る
。
以
上
は
彼
の
学
問
体
系
に
あ
げ
る
問
題
意
識
の
素
描
で
あ
る
が
、

次
に
、
勘
定
形
式
の
設
計
に
関
す
る
彼
の
理
論
の
特
徴
的
性
格
を
整
理
す
る
。

（
註
1
）
　
腎
・
ω
・
津
超
噂
．
．
閂
。
自
国
の
・
。
塁
。
。
ぎ
b
。
8
毒
鼠
品
目
7
8
蔓
、
、
曽
竈
・
卜
9
ム
・

（
註
2
）
甲
§
ま
山
』
。
。
・

（
註
3
）
　
口
d
鎚
ざ
．
．
目
冨
竃
①
島
5
。
目
Φ
昌
o
h
団
円
臨
け
、
、
”
娼
・
誤
・

（
註
4
）
ピ
。
冨
ざ
、
。
ぎ
8
目
欝
α
・
察
。
・
ω
8
昌
．
．
も
・
H
。
。

（
註
5
）
甲
睾
．
、
。
。
。
。
芭
ぎ
8
巨
冨
碧
山
静
。
南
唱
・
・
冨
器
団
巨
自
且
の
Φ
Φ
。
g
。
・
。
＝
冨

　
2
β
。
昌
。
受
配
国
8
ロ
。
目
団
．
。
曽
や
H
O
9

二
、
プ
レ
イ
に
お
け
る
勘
定
設
計
の
構
想

　
先
に
勘
定
形
式
の
設
計
に
関
す
る
理
論
的
展
開
が
、
主
と
し
て
国
。
自
穿
－

ω
超
。
。
以
降
の
こ
と
に
属
す
る
と
述
べ
た
。
確
か
に
勘
定
の
デ
ザ
イ
ン
画
①
。
・
お
昌

亀
器
8
巨
♂
器
8
霞
甘
ぎ
σ
q
号
。
・
二
巴
な
る
語
句
は
、
初
期
の
著
作
、
例
え
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
－
）

鑑
。
墨
黒
①
日
①
三
9
牢
。
曽
に
も
散
在
し
、
又
、
共
著
の
形
式
で
∪
①
。
・
粛
戸
亀

諺
8
。
巨
け
な
る
標
題
の
著
書
も
存
在
し
は
す
る
が
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
た

自
①
。
・
お
置
の
用
法
は
、
閃
。
自
固
。
。
。
。
我
。
・
以
後
の
、
経
済
学
的
概
念
に
直
接
基
礎
を

お
く
勘
定
「
設
計
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
く
、
単
に
、
諸
勘
定
の
統
合
8
亨

8
ま
9
δ
昌
比
較
分
析
等
の
必
要
か
ら
、
勘
定
形
式
の
標
準
化
、
明
瞭
性
、
　
一
．

義
性
等
の
原
則
が
述
べ
ら
れ
た
に
過
ぎ
ず
、
例
え
ば
、
∪
①
。
。
お
二
戸
諺
8
2
三
．

に
お
け
る
、
こ
う
し
た
、
い
わ
ば
常
識
的
な
説
明
に
つ
い
て
は
、
、
ス
ト
ー
ン

切
・
。
Q
ぎ
ま
か
ら
、
「
勘
定
は
、
．
そ
れ
か
ら
構
成
さ
れ
る
基
本
的
な
経
済
量
の
測

定
を
可
能
な
ら
し
む
べ
く
必
要
な
最
低
の
報
知
を
含
む
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
、

「
勘
定
は
、
能
う
る
限
り
、
当
の
経
済
主
体
と
、
国
民
経
済
に
お
け
る
他
の

主
要
部
門
の
間
の
取
引
を
反
映
す
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
等
々
、
社
会
会
計
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

立
場
か
ら
の
批
判
が
下
さ
れ
て
い
る
程
で
あ
る
。

　
所
で
、
こ
x
で
、
ス
ト
ー
ン
自
身
の
勘
定
設
計
原
理
に
関
す
る
ア
ィ
デ
ァ

を
述
べ
て
い
く
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
蓋
し
、
ス
ト
ー
ン
自
身
の

計
算
図
式
に
対
す
る
ア
ィ
デ
ァ
は
、
後
の
則
。
旨
国
。
。
ω
醸
の
以
降
の
プ
レ
イ
の

勘
定
理
論
に
於
て
、
自
嘗
。
諄
に
、
又
部
分
的
に
は
①
×
嘗
。
詳
に
す
ら
展
開

せ
ら
れ
て
い
る
と
老
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ス
ト
ー
ン
は
、
経
済
的
事
実
を
確
定
す
る
た
め
の
体
系
を
追
及
す
る
あ
ら

ゆ
る
馨
統
計
家
の
問
駈
曜
認
識
対
象
た
る
経
済
的
諸
事
実
の
遷
及
び

測
定
方
法
を
規
定
す
る
所
の
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
。
8
8
巳
。
畠
。
ω
お
昌

と
、
報
知
を
蒐
集
測
定
す
る
上
で
の
信
粘
性
、
正
確
性
の
有
効
基
準
を
決
定

す
る
、
ス
タ
テ
ィ
ス
テ
ィ
カ
ル
デ
ザ
ィ
ン
。
・
討
駐
鼠
。
巴
山
①
。
・
お
目
に
帰
せ
ら
れ

る
も
の
と
解
す
る
。
前
者
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は
、
経
済
諸
事
実
を

説
明
付
け
る
経
済
学
的
原
理
に
沿
っ
て
、
経
済
諸
事
実
を
確
定
し
得
る
如
き

体
系
構
成
の
デ
ザ
イ
ン
を
意
味
し
、
後
者
の
ス
タ
テ
ィ
ス
テ
ィ
カ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
は
、
与
え
ら
れ
た
蒐
集
手
段
の
下
で
の
、
当
面
の
分
析
目
的
に
必
要
な
、

有
効
正
確
基
準
に
沿
う
体
系
構
成
の
デ
ザ
イ
ン
を
意
味
す
る
q
更
に
、
ス
ト
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ー
ン
は
、
社
会
会
計
の
勘
定
体
系
を
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
、
及
び
、
ス

タ
テ
ィ
ス
テ
ィ
カ
ル
デ
ザ
ィ
ン
の
体
現
し
た
も
の
x
、
一
つ
と
類
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
会
計
体
系
の
設
計
原
理
を
具
体
的
に
説
明
す
る
方
法
を
と

　
　
　
（
註
4
）

つ
て
い
る
。
即
ち
、
先
ず
、
社
会
会
計
体
系
の
設
定
に
際
し
て
必
要
な
エ
コ

ノ
ミ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
は
、
一
、
対
象
を
規
定
す
る
経
済
学
的
概
念
と
、
二
、
経

済
量
を
具
体
的
に
表
示
す
る
手
段
と
し
て
の
会
計
学
的
な
勘
定
構
造
の
二
面

を
含
む
こ
と
を
述
べ
る
。
次
に
、
前
者
の
経
済
学
的
概
念
は
、
生
産
、
支
出
、

富
へ
の
附
加
な
る
三
つ
の
主
要
経
済
活
動
を
表
現
す
る
と
こ
ろ
の
、
ケ
イ
ン

ズ
恒
等
式
か
ら
説
明
さ
れ
馬
表
示
手
段
た
る
勘
定
構
造
は
、
企
業
会
計
の
基
本

的
勘
定
構
造
一
損
益
計
算
書
と
貸
借
対
照
表
i
l
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。

か
く
て
、
経
済
学
的
概
念
ー
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
を
、
、
会
計
の
構
造
－
損

益
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
一
に
於
て
表
示
す
る
所
の
、
国
民
的
勘
定
体
系

を
設
計
す
る
こ
と
が
、
社
会
会
計
体
系
の
設
定
に
お
け
る
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
に
外
な
ら
な
い
。
他
方
、
社
会
会
計
に
お
け
る
ス
タ
テ
ィ
ス
テ
ィ
カ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
関
し
て
は
、
国
民
経
済
の
各
部
門
か
ら
の
報
知
の
処
理
に
際

し
て
、
測
定
上
の
バ
イ
ア
ス
を
避
け
る
方
法
及
び
基
準
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
当
面
、
我
々
が
問
題
と
す
る
の
は
、
対
象
叙
述
に
関
し
て
、
経
済
学
的
概

念
と
、
会
計
的
表
現
的
形
式
の
結
合
に
よ
る
エ
コ
ノ
ミ
ヅ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
外

な
ら
な
い
。
所
で
、
プ
レ
イ
の
勘
定
形
式
に
関
す
る
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て
、

我
々
が
注
意
を
払
う
所
以
は
、
之
が
、
ス
ト
ー
ン
の
所
謂
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
デ

　
　
　
社
．
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

ザ
イ
ン
に
属
し
、
か
つ
、
そ
れ
が
、
社
会
会
計
体
系
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
の
趣
向
と
、
原
理
を
等
し
く
し
て
い
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
即
ち
、
プ

レ
イ
自
身
の
説
明
を
引
用
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

「
勘
定
形
式
は
、
会
計
的
原
理
の
概
念
的
源
泉
で
あ
る
所
得
、
資
本
な
る
経

済
学
的
概
念
と
結
び
付
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
所
で
、
所
得
に
関
す
る
ケ
イ
ン

ズ
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
、
所
得
1
1
消
費
支
出
＋
貯
蓄
、
貯
蓄
1
1
投
資
で
あ
り
、

資
本
は
、
貯
蓄
が
遂
次
蓄
積
せ
ら
れ
た
総
和
に
外
な
ら
な
い
。
、
こ
の
ケ
イ
ン

ズ
恒
等
式
が
、
会
計
の
勘
定
形
式
で
表
示
さ
れ
る
場
合
に
、
所
得
、
資
本

（
叉
は
富
）
の
分
析
図
式
は
、
経
済
学
的
概
念
の
経
済
学
的
恒
等
式
化
と
、

会
計
的
恒
等
式
化
－
勘
定
形
式
自
体
の
も
つ
バ
ラ
ン
ス
的
性
格
を
購
与
さ

れ
る
一
を
う
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
析
上
必
要
な
オ
ー
ダ
ー
を
備
え
た

具
体
的
体
系
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
「
勘
定
体
系
の
備
う
べ
き
オ
ー
ダ
ー
は
、

構
造
の
恒
等
性
乙
①
暑
ξ
亀
。
。
訂
ロ
2
目
①
と
形
式
の
恒
等
去
年
①
三
ξ
亀

h
自
匿
の
二
つ
を
含
む
。
構
造
の
恒
等
性
に
つ
い
て
い
え
ば
、
応
用
経
済
学

者
の
主
た
る
問
題
で
あ
る
所
の
、
勘
定
構
造
で
表
示
さ
れ
た
『
ケ
イ
ン
ズ
恒

等
式
』
が
之
を
与
え
る
。
他
方
、
形
式
の
恒
等
性
は
、
勘
定
に
表
示
さ
れ
た

取
引
が
、
夫
自
身
バ
ラ
ン
ス
す
る
と
い
う
、
複
式
薄
荷
原
理
の
機
能
か
ら
与

え
ら
れ
る
」
。
「
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
を
勘
定
形
式
で
表
示
し
た
体
系
は
、
オ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

ダ
ー
を
も
つ
勘
定
体
系
で
あ
る
」
。
「
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
を
勘
定
で
表
現
し
た

体
系
は
、
そ
の
一
つ
く
の
勘
定
が
相
互
に
函
数
関
係
に
あ
り
、
経
済
的
関
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社
会
会
計
と
勘
…
定
設
計
の
理
論

係
を
示
す
範
式
で
あ
る
L
。

　
更
に
又
彼
は
、
勘
定
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
一
、
所
得
を
測
定
す
る
生
産
勘

定
、
二
、
所
得
の
移
転
及
び
配
分
を
行
う
配
分
勘
定
、
三
、
貯
蓄
の
利
用
及

び
資
本
変
動
を
測
定
す
る
滞
留
勘
定
、
四
、
富
を
形
成
し
て
い
る
資
金
の
測

定
を
行
う
貸
借
対
照
表
を
挙
げ
、
「
か
＼
る
一
連
の
勘
定
系
列
は
、
疑
も
な
く

会
計
に
お
け
る
勘
定
設
計
の
た
め
の
基
本
範
式
と
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ

の
基
本
範
式
は
、
　
一
国
全
体
の
勘
定
体
系
と
同
様
に
、
企
業
に
つ
い
て
も
之

に
適
合
す
る
所
の
勘
定
設
計
の
墓
本
的
勘
定
の
シ
リ
ー
ズ
を
生
ぜ
し
め
る
」

と
述
べ
、
そ
れ
が
、
社
会
会
計
の
勘
定
体
系
の
抽
象
的
モ
デ
ル
た
る
の
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

ら
ず
、
広
く
企
業
会
計
一
般
に
用
い
得
る
こ
と
を
主
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
我
々
は
勘
定
設
計
の
論
理
と
し
て
、
プ
レ
イ
が
、
　
（
一
）
エ

コ
ノ
ミ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
、

（
二
）
彼
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が
、
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
を
勘
定
形
式

で
展
開
し
た
勘
定
体
系
で
あ
る
こ
と
、
　
（
三
）
社
会
会
計
の
勘
定
形
式
と
原

理
、
構
成
を
共
通
に
す
る
を
明
か
に
し
た
。
我
々
は
、
次
に
、
プ
レ
イ
の
基

本
的
勘
定
体
系
1
そ
れ
は
、
ス
ト
ー
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
エ
コ
ノ
ミ

ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
が
最
大
限
に
体
現
さ
れ
た
体
系
」
に
外
な
ら
な
い
ー
ー
を
検

討
す
る
。

（
註
－
）
　
国
・
q
。
』
・
・
。
図
卿
国
』
．
。
。
げ
。
器
ξ
り
・
．
∪
①
藷
昌
。
h
ぎ
8
・
三
。
。
．
．
・

（
註
2
）
男
・
ω
§
p
（
・
当
雲
）
∪
・
ω
曹
亀
§
。
暮
黄
ξ
岡
●
ω
。
蓄
＝
守
ミ
昌
働
自
●

　
じ
口
霧
出
q
自
①
9
。
ω
ξ
”
O
駄
。
こ
q
臣
く
Φ
邑
ぐ
団
器
ω
。
。
．
H
O
心
♪
国
8
ぎ
巨
。
冒
弓
昌
亀
”
＜
o
冒
ピ
く
押

　
＝
9
誌
ト
っ
」
暮
①
お
ま
“
篭
』
c
o
劇
ム
●

（
註
3
）
男
・
ω
§
ρ
、
、
§
聾
・
。
日
Φ
昌
二
昌
国
8
昌
。
艮
。
。
・
、
、
も
・
H
9

（
註
4
）
ω
§
。
w
罫
四
鴛
窪
。
詳
毛
・
。
。
。
。
ム
ρ

（
註
5
）
切
冨
ざ
団
。
日
国
馨
逐
電
・
凱
ふ
・

（
註
6
）
　
切
罠
ざ
国
。
巳
国
。
，
ω
曙
。
。
・
｝
o
o
o
ロ
巨
ぎ
α
q
碧
山
Q
o
帥
薮
。
。
自
富
一
菊
。
『
菖
。
三
田
や
の
章
と

　
く
に
五
三
－
五
七
頁

（
註
7
）
切
藁
葛
。
日
国
ω
の
言
詞
も
』
9
寧
日
ム
・

三
、
基
本
的
勘
定
体
系
と
そ
の
原
理

　
プ
レ
イ
は
、
社
会
会
計
の
勘
定
形
式
の
利
用
が
、
企
業
会
計
の
勘
定
形
式

の
デ
ザ
イ
ン
に
対
し
て
、
「
よ
り
新
し
い
性
格
を
与
え
、
か
つ
そ
れ
を
よ
り
シ

ャ
ー
プ
に
す
る
」
と
い
う
確
信
の
下
に
、
「
伝
統
的
会
計
実
践
に
と
っ
て
は
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
工
）

命
的
で
あ
る
が
、
経
済
学
者
に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
」
様
な
、
企
業
会

計
の
基
本
と
な
る
勘
定
体
系
を
設
計
し
て
い
る
。
之
等
の
勘
定
体
系
は
、
プ

レ
イ
に
よ
れ
ば
、
「
社
会
会
計
か
ら
得
ら
れ
た
と
は
い
え
、
会
計
学
の
純
粋
理

論
の
ミ
ニ
マ
ム
・
エ
レ
メ
ン
ト
た
る
、
所
得
、
投
資
、
貯
蓄
を
含
む
故
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

企
業
会
計
に
と
っ
て
、
有
用
な
分
析
用
具
で
あ
る
。
基
本
的
勘
定
体
系
の
適

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

用
分
野
に
つ
い
て
、
プ
レ
イ
が
行
っ
た
断
片
的
説
明
を
綜
合
す
れ
ば
、
こ
の

勘
定
体
系
に
対
す
る
彼
の
意
図
乃
至
抱
負
が
、
会
計
及
び
経
営
分
析
に
お
け

る
多
方
面
な
る
利
用
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
基
本
的
勘
定
体
系
は
、
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プ
レ
イ
に
よ
れ
ば
、
第
二
に
、
企
業
の
経
済
活
動
の
正
確
な
表
示
、
報
告
の

手
段
で
あ
り
、
第
二
に
、
勘
定
の
形
式
、
及
び
内
包
す
る
エ
レ
メ
ン
タ
ル
．

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
統
一
す
る
事
に
よ
り
、
企
業
相
互
闇
の
、
及
び
特
定
企
業
の

期
間
別
経
営
分
析
、
経
営
比
較
の
シ
ェ
ー
マ
が
与
え
ら
れ
、
第
三
に
、
特
に
、

生
産
勘
定
は
、
企
業
生
産
活
動
の
有
効
性
の
テ
ス
ト
を
提
供
し
、
経
営
分
析

に
有
用
で
あ
り
、
第
四
に
、
基
本
的
勘
定
体
系
を
予
算
統
制
に
使
用
す
る
こ

と
が
出
来
、
第
五
に
、
企
業
の
経
済
活
動
ぴ
①
げ
p
・
丘
自
分
祈
の
た
め
、
事
前

的
体
系
と
し
て
利
用
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
之
を
要
約
す
れ
ば
、
彼
の

抱
負
は
、
基
本
的
勘
定
体
系
を
し
て
、
一
、
財
務
報
告
一
事
後
的
体
系
と

し
て
、
二
、
経
営
分
析
t
ー
イ
、
生
産
要
素
の
結
合
に
関
す
る
現
状
分
析
、

ロ
、
企
業
活
動
の
予
測
一
事
前
的
体
系
と
し
て
、
ハ
、
経
費
比
較
の
用
具

た
ら
し
め
ん
と
す
る
所
に
あ
る
と
い
う
事
が
出
来
る
。

次
に
、
以
上
述
べ
た
プ
レ
イ
の
意
図
乃
至
抱
負
を
担
う
所
の
体
系
を
検
討
す

る
た
め
に
、
先
ず
、
彼
の
基
本
的
勘
定
体
系
の
デ
ザ
イ
ン
を
吟
味
し
よ
う
。

已
に
前
節
で
詳
述
し
た
様
に
、
彼
の
勘
定
設
計
原
理
は
、
所
得
、
及
び
富
な

る
二
つ
の
経
済
学
的
概
念
を
具
体
化
し
た
、
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
に
外
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
二
等
経
済
学
的
概
念
は
、
勘
定
設
計
の
デ
ザ
イ
ン
に
お
い

て
、
直
ち
に
具
体
的
勘
定
形
式
で
表
示
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
事
は
明
か

で
あ
る
。
勘
定
設
計
の
過
程
に
於
て
、
抽
象
的
な
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ

ン
と
、
そ
の
体
現
で
あ
る
、
現
実
に
会
計
実
践
に
利
用
し
得
る
勘
定
形
式
と

　
　
　
社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

の
間
に
は
、
当
然
、
抽
象
l
i
具
体
の
一
連
の
作
業
が
介
在
す
る
。
所
で
、

プ
レ
イ
の
諸
論
文
に
曾
て
は
、
こ
の
中
間
作
業
に
関
す
る
説
明
は
、
概
ね
極

め
て
粗
放
か
つ
断
片
的
で
あ
っ
て
、
僅
か
に
基
本
的
勘
定
体
系
の
モ
デ
ル
と

し
て
の
主
要
勘
定
直
撃
ε
。
ヨ
器
8
盲
冨
が
、
や
瓦
ま
と
ま
っ
た
形
で
．
聞
。
同
ぎ
9
。
一

津
曽
皇
覧
。
。
。
9
剛
目
玉
。
6
。
ヨ
馬
差
b
8
。
暮
割
白
σ
q
．
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過

ぎ
ず
、
統
一
的
分
析
を
展
開
す
る
事
な
く
、
直
ち
に
最
終
的
に
完
成
さ
れ
た

基
本
的
勘
定
体
系
の
図
示
を
行
い
、
叉
、
基
本
的
勘
定
体
系
そ
の
も
の
＼
、

効
用
を
詳
説
す
る
傾
向
が
あ
る
。
故
に
、
我
々
は
、
基
本
的
勘
定
体
系
の
内

容
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
基
本
的
勘
定
体
系
作
成
上
必
要
な
中
間
作

業
を
、
彼
の
断
片
的
弓
論
文
を
結
合
す
る
事
に
よ
っ
て
抽
出
し
、
勘
定
体
系

作
成
の
過
程
か
ら
由
来
す
る
、
基
本
的
勘
定
体
系
の
機
能
の
特
徴
を
整
理
、

分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
プ
レ
イ
が
、
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
を
原
理
と
し
た
勘
定
を
設
計
す
る
に
当
り
、

補
助
的
に
用
い
た
概
念
は
、
次
の
五
つ
で
あ
る
こ
と
が
、
整
理
に
よ
っ
て
明

か
と
な
る
。
之
等
は
、
一
、
整
列
山
。
ミ
、
二
流
列
。
・
o
a
－
山
。
芝
、
お
よ
び
元
本

。・

W
爵
の
概
念
、
二
、
経
済
学
的
な
「
実
質
活
動
を
貨
幣
を
以
て
測
定
す
る
」

器
巴
9
。
g
三
ξ
冒
g
§
。
。
。
h
日
8
超
評
価
方
法
、
三
、
費
用
、
収
益
を
販
売

基
準
に
よ
ら
ず
、
附
加
価
値
生
産
活
動
の
表
示
を
墓
準
と
し
て
行
う
所
の

附
加
価
値
概
念
く
巴
賃
①
－
巴
山
巴
8
ロ
8
陰
に
よ
る
表
示
方
法
、
四
、
取
引
構

造
の
複
細
砂
、
五
、
勘
定
の
左
右
均
等
的
性
格
か
ら
成
る
。
一
か
ら
三
ま
で

一　61　一一



　
　
　
社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

の
概
念
が
、
経
済
学
的
思
考
に
基
礎
を
お
く
概
念
で
あ
る
に
比
し
、
四
及
び

五
は
、
会
計
本
来
の
性
格
に
由
来
す
る
概
念
で
あ
る
。

　
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
中
、
企
業
会
計
の
ミ
ニ
マ
ム
・
エ
レ
メ
ン
ト
と
な
る
所

得
、
貯
蓄
、
投
資
の
三
つ
の
集
計
値
幽
σ
Q
噌
品
9
＄
は
、
以
上
の
五
つ
の
補
助

的
概
念
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勘
定
に
具
体
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
先
づ
、
第
一
の
流
列
、
準
聖
訓
、
元
本
の
概
念
を
見
よ
う
。
流
列
と
は
、

期
間
的
所
得
の
形
成
、
配
分
活
動
に
対
応
す
る
、
い
わ
ば
経
常
的
　
。
霞
富
三

概
念
で
あ
る
。
準
流
事
と
は
、
経
常
的
活
動
で
あ
り
乍
ら
、
例
え
ば
投
資
の

如
く
、
主
体
の
富
の
変
動
を
生
ぜ
し
め
、
元
本
に
影
響
を
及
す
点
で
、
整
列
、

元
本
の
中
間
に
位
す
る
様
な
活
動
に
対
応
す
る
概
念
で
あ
る
。
最
後
の
、
元

本
の
概
念
は
、
資
本
。
m
営
け
巴
の
概
念
と
も
呼
ば
れ
る
。
之
に
つ
い
て
は
、

多
言
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
流
物
と
元
本
、
或
は
経
常
的
と
資
本
と
い
う
、

経
済
活
動
表
示
上
の
分
類
概
念
に
つ
い
て
は
、
通
常
、
企
業
会
計
に
於
て
も
、

己
に
、
夫
々
損
益
計
算
書
、
及
び
貸
借
対
照
表
を
形
成
す
る
概
念
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
之
に
反
し
て
、
準
流
言
と
い
う
、
流
動
と
元
本
を
つ
な
ぐ
概

念
は
、
企
業
会
計
に
於
て
は
、
陽
表
的
①
×
嘗
。
三
図
に
は
存
在
し
な
い
の
で

あ
る
。
準
流
列
概
念
は
、
当
期
の
経
済
活
動
の
中
、
富
へ
の
附
加
巴
三
品
8

蓄
聾
げ
に
関
係
す
る
一
切
の
活
動
一
貯
蓄
、
投
資
、
減
価
償
却
等
一
に

対
応
し
、
社
会
会
計
に
於
て
用
い
ら
れ
る
所
の
、
滞
留
勘
定
を
構
成
す
る
概

念
で
あ
る
。

　
次
に
、
第
二
の
、
経
済
学
的
評
価
方
法
に
つ
い
て
老
え
る
。
所
得
、
投
資
、

貯
蓄
、
資
本
は
、
夫
々
、
そ
れ
が
、
経
済
学
的
定
義
に
従
う
も
の
で
あ
る
所

か
ら
、
上
等
諸
量
を
表
示
す
る
所
の
、
勘
定
体
系
の
作
成
上
の
特
徴
が
招
来

さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
が
評
価
上
の
実
質
公
準
で
あ
り
、
今
一
つ

が
、
第
三
の
附
加
価
値
概
念
に
外
な
ら
な
い
。
先
づ
、
評
価
上
の
原
則
に
つ

い
て
述
べ
る
と
、
経
済
学
上
の
測
定
原
則
が
「
実
質
活
動
貨
幣
を
以
て
測
定

す
る
」
こ
と
に
お
か
れ
る
所
か
ら
、
評
価
に
際
し
、
実
質
量
の
変
動
表
示
に

重
点
が
置
か
れ
、
従
っ
て
、
貨
幣
価
値
の
変
動
に
よ
る
名
目
的
過
大
（
小
）

表
示
が
徹
底
的
に
回
避
さ
れ
る
事
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
、
棚
卸
資
産

価
格
の
名
目
的
変
動
に
伴
う
イ
ン
ヴ
ェ
ン
ト
リ
ー
・
プ
p
フ
ィ
ッ
ト
（
p
ス
）

は
、
生
産
活
動
の
成
果
に
関
係
が
な
い
た
め
に
、
除
去
さ
れ
る
事
が
要
請
せ

ら
れ
、
之
が
、
生
産
勘
定
に
於
け
る
棚
卸
資
産
消
費
価
値
の
時
価
表
示
と
、

貸
借
対
照
表
に
於
け
る
貨
幣
価
値
変
動
調
正
項
目
の
挿
入
と
な
っ
て
現
わ
れ

る
。　

第
三
に
、
生
産
勘
定
作
成
に
当
り
用
い
ら
れ
る
附
加
価
値
概
念
が
、
基
本

的
勘
定
体
系
設
計
に
於
け
る
特
徴
的
性
格
を
与
え
る
。
通
常
の
会
計
実
践
に

於
て
、
企
業
利
益
を
表
示
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
収
益
、
費
用
の
対
応
は
、

販
売
墓
準
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
プ
レ
イ
は
、
一
定
期
間
の

附
加
価
値
そ
の
も
の
を
算
定
す
る
こ
と
が
、
経
営
の
実
質
活
動
の
表
示
と
分

析
に
不
可
欠
な
も
の
と
老
え
、
こ
れ
が
、
企
業
生
産
浩
動
の
有
効
性
の
テ
ス
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ト
を
与
え
る
も
の
と
し
て
い
る
。
附
加
価
値
生
産
を
基
準
と
し
て
生
産
勘
定

を
作
成
す
る
こ
と
は
、
ラ
ッ
グ
ル
ス
も
云
う
如
く
、
正
に
、
経
済
学
的
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
4
）

計
算
と
、
企
業
会
計
的
所
得
計
算
を
分
つ
重
要
な
決
め
手
の
一
つ
で
あ
り
、

更
に
プ
レ
イ
自
身
、
伝
統
的
会
計
実
践
に
関
す
る
限
り
革
命
的
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）

経
済
学
者
に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
様
に
、
そ
れ
が
、
経

済
学
的
思
考
に
立
脚
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
附
加
価

値
概
念
に
基
く
生
産
勘
定
は
、
後
述
す
る
様
に
、
プ
レ
イ
の
基
本
的
勘
定
体

系
の
構
想
中
、
最
も
成
功
し
た
部
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
四
に
、
会
計
本
来
の
性
格
か
ら
由
来
す
る
、
取
引
構
造
の
複
綜
性
の
認

識
が
、
勘
定
作
成
に
重
て
、
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
の
具
体
化
に
一
役
果
し
て
い

る
。
通
常
の
企
業
会
計
に
於
て
、
取
引
は
、
実
物
取
引
の
外
に
財
務
取
引
、

帰
属
取
引
ぎ
娼
三
亀
訂
き
の
毬
島
8
、
実
物
交
換
取
引
を
含
む
。
主
要
な
る
前

二
者
に
つ
い
て
老
え
れ
ば
、
経
済
活
勤
、
例
え
ば
、
所
得
の
形
成
活
動
に
於

て
、
実
物
的
要
素
を
示
す
実
物
取
引
と
、
財
務
的
要
素
を
示
す
財
務
取
引
が

交
錯
し
、
そ
の
結
果
が
現
実
の
所
得
と
し
て
計
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、

通
常
の
等
価
交
換
の
取
引
に
加
え
て
、
各
種
の
移
転
取
引
一
例
え
ば
税
金

支
払
、
補
助
金
受
領
、
贈
与
等
1
が
介
在
す
る
所
か
ら
、
ク
イ
ン
ズ
恒
等

式
の
勘
定
に
よ
る
表
現
に
際
し
て
、
老
慮
が
要
請
せ
ら
れ
る
。
之
を
プ
レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

は
、
次
の
様
に
示
し
て
い
る
。

（
勾
）
　
騨
常
語
　
　
　
　
　
聡
智
二
面

　
　
　
社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

（
げ
）
　
虫
合
　
　
　
　
　
　
　
蕪
書
加
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
母
麟
碁
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昨
麟
貫
三
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
週
醤
ゆ
ヨ
職

　
第
五
に
、
勘
定
自
体
の
も
つ
、
左
右
均
等
性
の
与
え
る
バ
ラ
ン
ス
機
能
に

よ
っ
て
、
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
が
、
会
計
恒
等
式
に
発
展
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば

姓
蓄
投
資
恒
等
式
が
、
勘
定
形
式
に
於
て
展
開
せ
ら
れ
る
時
、
そ
れ
は
会
計

垣
等
式
と
し
て
勘
定
設
計
上
の
具
体
性
を
も
つ
事
が
出
来
る
。

　
以
上
の
五
つ
の
概
念
を
用
い
て
、
ミ
ニ
マ
ム
・
エ
レ
メ
ン
ト
た
る
所
得
困

投
資
、
貯
蓄
を
勘
定
形
式
で
捕
え
た
体
系
を
、
プ
レ
イ
は
主
要
な
勘
定
群

語
誌
冒
舘
8
ロ
暑
。
。
と
呼
ぶ
。
主
要
勘
定
群
は
、
基
本
的
勘
定
体
系
の
原
形
で

あ
り
、
流
列
を
示
す
勘
定
で
あ
る
生
産
勘
定
、
及
び
配
分
勘
定
、
準
流
石
を

示
す
勘
定
で
あ
る
滞
留
勘
定
、
元
本
を
示
す
勘
定
で
あ
る
貸
借
対
照
表
か
ら

成
る
。

　
生
産
勘
定
は
、
　
一
、
経
済
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
所
得
の
分
明
な
記
録
を
与

え
、
か
つ
測
定
を
行
い
、
二
、
生
産
活
動
の
有
効
な
遂
行
を
示
す
勘
定
で
あ

る
。
配
分
勘
定
は
費
消
と
貯
蓄
を
計
測
し
て
麦
打
を
統
制
す
る
。
滞
留
勘
定

は
、
貯
蓄
が
用
い
ら
れ
て
用
途
を
示
し
、
資
本
の
変
化
を
測
定
す
る
。
最
後

に
、
貸
借
対
照
表
は
、
資
産
と
債
務
の
在
高
表
示
を
示
し
、
会
計
実
体
の
富

と
信
用
状
況
を
測
定
す
る
機
能
を
も
つ
。
以
上
の
主
要
勘
定
群
を
モ
デ
ル
と

し
、
勘
定
内
部
の
範
疇
を
更
に
細
分
、
具
体
化
す
る
事
に
よ
っ
て
、
基
本
的
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勘
定
体
系
の
デ
ザ
イ
ン
が
完
了
す
る
の
で
あ
る
。

　
基
本
的
勘
定
体
系
は
、
プ
レ
イ
自
身
の
説
明
を
引
用
す
れ
ば
、
「
そ
の
一
つ

一
つ
の
勘
定
が
、
相
互
に
函
数
関
係
に
あ
り
、
経
済
的
関
係
を
示
す
範
式
」

で
あ
り
、
財
務
会
計
の
み
な
ら
ず
、
原
価
計
算
、
管
理
会
計
に
共
通
し
て
用

い
得
る
基
本
範
式
に
外
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
範
式
の
利
用
分
野
は
、

経
済
活
動
の
事
後
的
記
録
、
分
析
、
予
想
に
広
く
亘
る
も
の
と
せ
ら
れ
る
。

　
基
本
的
勘
定
体
系
の
各
勘
定
は
、
已
に
述
べ
た
主
要
勘
定
群
の
一
層
の
具

体
化
で
あ
る
所
か
ら
、
夫
々
、
対
応
す
る
主
要
勘
定
群
の
機
能
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
。
即
ち
、
生
産
勘
定
は
、
附
加
価
値
生
産
に
伴
う
一
切
の
生
産
投

入
通
関
を
分
析
す
る
勘
定
で
あ
り
、
生
産
余
剰
を
発
生
せ
し
め
た
、
企
業
活

動
に
よ
る
粗
附
加
価
値
と
、
附
加
価
値
を
作
る
た
め
に
雇
用
せ
ら
れ
た
労
働

と
盗
本
の
各
投
入
価
値
を
、
そ
の
主
要
な
範
疇
と
し
て
い
る
。
管
理
的
目
的

に
こ
の
勘
定
を
使
用
す
る
際
に
は
、
主
要
な
範
疇
を
細
分
し
、
個
々
の
範
騰

間
の
比
率
を
求
め
、
生
産
自
動
の
有
動
性
の
テ
ス
ト
と
す
る
事
が
出
来
る
。

生
産
物
対
生
産
余
剰
、
総
投
入
要
素
費
用
対
生
産
余
剰
等
は
、
何
れ
も
、
生

産
勘
定
の
使
用
に
よ
り
算
定
せ
ら
れ
る
、
経
営
の
能
率
比
率
①
臣
。
δ
昌
畠
冨
江
。

に
外
な
ら
な
い
。
生
産
勘
定
は
、
企
業
の
、
実
質
生
産
活
動
を
表
示
す
る
上
で
、

一
、
生
産
物
と
し
て
販
売
額
と
棚
卸
資
産
純
変
化
額
を
含
み
、
二
、
費
用
を

変
動
分
、
固
定
分
に
分
類
表
示
し
、
三
、
投
入
物
は
、
資
本
、
労
働
を
主
要

範
疇
と
し
て
分
類
さ
れ
、
四
、
資
本
用
役
の
下
に
、
地
代
、
実
物
資
産
利
子

減
価
償
却
費
が
、
労
働
用
役
の
下
に
、
生
産
的
労
働
、
生
産
補
助
的
労
働
、
販

売
管
理
的
労
働
が
夫
々
分
割
、
収
録
せ
ら
れ
て
い
る
事
を
そ
の
特
徴
と
し
て

い
る
。
生
産
勘
定
に
つ
い
て
は
、
プ
レ
イ
は
最
も
多
く
の
頁
を
割
い
て
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

し
て
居
り
、
更
に
、
「
生
産
性
測
定
」
ヨ
①
ω
弩
①
琶
①
三
亀
胃
。
自
。
け
旧
く
Φ
①
田
g
窪
亀

の
節
で
ぱ
生
産
勘
定
の
経
営
分
析
に
対
す
る
利
用
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

　
基
本
的
勘
定
体
系
に
於
て
、
主
要
勘
定
豊
中
の
配
分
勘
定
は
、
生
産
勘
定

で
算
定
せ
ら
れ
た
、
生
産
余
剰
の
財
務
丁
零
取
引
に
よ
る
変
動
過
程
と
、
最

終
的
な
企
業
所
得
と
を
示
す
と
こ
ろ
の
、
所
得
勘
定
と
、
企
業
所
得
の
、
税

金
、
配
当
金
支
払
等
の
分
配
項
目
に
よ
る
変
動
過
程
と
、
最
終
的
な
貯
蓄
で

あ
る
留
保
所
得
及
び
各
種
積
立
金
を
表
示
す
る
と
こ
ろ
の
、
配
分
勘
定
と
に

分
解
せ
ら
れ
る
。
二
等
の
勘
定
は
、
企
業
会
計
に
於
て
も
営
業
勘
定
非
営
業

部
門
と
し
て
已
に
存
在
し
、
特
に
説
明
を
要
す
る
勘
定
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

　
滞
留
勘
定
は
、
上
記
二
つ
の
勘
定
が
、
流
列
の
勘
定
で
あ
り
、
同
様
の
勘

定
が
企
業
会
計
に
於
け
る
営
業
勘
定
営
業
部
門
、
同
勘
定
非
営
業
部
門
に
対

応
し
て
老
察
し
得
る
も
の
で
あ
る
に
比
し
て
、
企
業
会
計
に
は
全
く
存
在
し

な
か
っ
た
勘
定
で
あ
る
。
之
は
、
実
物
資
産
形
成
、
減
価
償
却
実
施
、
新
規

発
行
社
債
、
償
還
等
の
資
金
の
変
動
等
、
企
業
元
本
に
変
動
を
生
ぜ
し
め
る

準
流
三
二
取
引
を
す
べ
て
収
録
す
る
勘
定
で
あ
っ
て
、
貸
借
対
照
表
項
目
の

期
間
的
変
動
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
滞
留
勘
定
は
、
社
会
会
計
に
湿
て

は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
所
得
分
析
が
、
投
資
を
戦
略
的
変
数
と
す
る
所
か
ら
、
重
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基本的勘定体系

　　L生産勘定
A労働
L生産的労働　　　×

2・補助的労働　　　××

3・販売的労働　　　　×

4．管理的労働　　＿

　　　　　　　　MX
B　資本

1・地代　　　　　×

2．実物資産への　　　×

　減価償却費

3．実物資産への利子　××

C生産余剰　　　　　X

　　　　　　　　三

D生産
1．財貨用役売上

2．減　変動的財貨用役×X

　購入
△E　棚卸資産変化　　　×
F　減　固定的財貨用役　支

　購入

2・所得勘定

5

G　借入金利子　　　　　×　　C　生産余剰

II企業所得 　　×　　B　実物資産への利子　　×

　　×　　1　最終的所得　　　　　×

　　　　　　　　　　　　三

3・配分勘定
』所得移転

L直接税

2・配当引出金

Ic留保所得

　　　　II企業所得
　〉く

××

　　×

　i
4・滞留勘定

×

溢

△L　実物資産形成　　　×

△E棚卸資産変化　　x
△M　実物資産再評価調正×

△N　繰延支出変動分　　×

△0貸付
△P財政投資　　　　×

　　純変動額

△Q　短期債権変化　　　×

△R　貨幣残高変化　　　×

　　　　　　　　迷

K留保所得
B2実物資産減価償却

△S　資本価値調正

△T　繰延債務変動

△u新規資本

△V借入
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×
×
×
×

5

要
な
勘
定
と
し
て
、
従
来
認
め
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
企
業
会
計
に

於
て
は
と
り
上
げ
ら
れ
る
事
は
無
か
っ
た
。
プ
レ
イ
は
、
企
業
会
計
の
墓
本

的
勘
定
体
系
と
し
て
、
滞
留
勘
定
を
加
え
、
し
か
も
之
を
枢
要
な
る
勘
定

＄
乙
ぎ
巴
9
。
。
8
口
三
と
呼
び
、
最
近
の
会
計
動
態
晋
山
。
8
§
凱
農
∪
着
。
。
邑
。
の

で
も
之
を
と
り
上
げ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
勘
定
自
体
の
墨
型
的
展
開
に
つ

い
て
は
、
生
産
勘
定
に
つ
い
て
行
っ
た
様
な
内
容
的
説
明
を
行
っ
て
居
ら
ず
、

プ
レ
イ
が
こ
の
勘
定
を
重
視
す
る
意
図
は
か
な
り
曖
昧
で
あ
る
。
思
う
に
社

会
会
計
的
接
近
が
、
か
N
る
滞
留
勘
定
重
視
の
態
度
を
し
ら
し
め
た
の
で
は

な
い
か
と
解
さ
れ
る
。

　
最
後
に
、
貸
借
対
照
表
に
つ
い
て
い
え
ば
、
企
業
会
計
の
そ
れ
と
同
叫
形

式
で
あ
る
。
勿
論
、
貨
幣
価
値
変
動
を
捨
象
し
た
現
在
価
格
で
捕
捉
す
る
経

済
学
的
評
価
方
法
に
立
脚
し
て
居
る
所
か
ら
、
そ
の
測
定
原
理
に
於
て
企
業

会
計
実
践
と
相
輿
る
の
で
あ
る
が
、
勘
定
の
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の
と
し
て
は

異
る
所
は
な
い
。



四
、
基
本
的
勘
定
体
系
の
適
用
と
し
て
の
変
動
勘
定

　
豆
本
的
勘
定
体
系
の
実
際
的
摘
用
と
し
て
、
プ
レ
イ
は
、
い
く
つ
か
の
試

論
を
発
表
し
、
最
近
に
は
、
短
期
に
お
け
る
企
業
の
活
動
冨
琴
丘
自
の
分
析

を
意
図
し
て
、
会
計
動
態
論
b
8
。
割
賦
晶
∪
団
葛
巨
＄
と
称
す
る
変
動
分
析

　
　
　
　
　
（
註
－
）

を
試
み
て
居
る
。
会
計
動
態
論
は
、
目
下
続
刊
中
で
あ
る
が
、
「
現
在
迄
発
表

せ
ら
れ
た
所
を
要
約
す
れ
ば
、
　
一
、
会
計
動
態
論
の
目
的
及
び
定
義
の
説
明
、

5・貸借対照表

V　長期債務．…借入

　V期首　　 ×

△V当期　　 x×

丁繰延負債

　T期首
△T当期

U・S・1（・　資本

　u期首
△u新規

×

〉ハ×

　　　　×
　　　　溢
　　　s　x
△S　評価調正　　　×

K　留保所得　　　××

LMB　実物資産一固定資産

　L期首　　×　祉
幽△・隙　　旧套
　　　　M×　計
△・・論調正　i島

　　　　　x　定・，自転費　tS・馨

　
　
　
　
　
x
　
蓋
　
　
　
　
へ
註
1
）
　
野
働
冨
喝
。
霞
閏
の
鴇
団
ゆ
も
．
お
●

　
　
　
x
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）
切
尊
w
．
、
票
。
閃
。
3
色
中
ぎ
邑
。
ω
。
h
℃
邑
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
ヨ
智
塁
レ
。
8
雷
三
貯
α
q
．
．
ゆ
｝
。
8
毎
鼠
轟
開
①
ω
。
碧
。
】
周
u

　
　
　
　
分
ぐ
鼻
曲
2
p
↑
O
。
r
ち
器
も
》
ω
o
軒
μ

蜘
遭
難
　
　
へ
註
3
）
以
下
の
茎
最
、
・
コ
…
の
諸
聾
・
団
・
霞

　
　
幣
　
　
　
　
　
　
　
国
曇
流
ド
、
、
≧
8
景
屠
甲
。
鴛
ω
。
・
ざ
昌
．
。
》
〉
。
8
…
冨

Q
貨
R
R

△
　
　
　
△
　
　
　
　
　
　
調
①
㎝
。
碧
。
貫
く
。
ピ
♪
2
。
』
Ψ
b
℃
邑
』
8
。
。
・
．
．
国
。
暮
巴
早
・

　
　
R

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
。
ゼ
】
㊦
9
．
．
か
ら
適
宜
要
約
し
た
。

　
　
　
　
　
　
×
｛
　
（
註
4
）
穿
竃
。
・
㍉
甕
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）
　
切
⇔
冨
ざ
団
。
弩
国
。
。
。
・
。
・
逐
窄
蒔
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）
甲
3
．
㌔
。
§
巴
甲
貯
。
邑
①
。
・
Ψ
竈
・
ω
刈
冷
駅
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）
切
轟
ざ
司
。
蔦
国
。
…
醇
の
の
b
も
需
昌
象
図
に
収
録
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）
切
霊
ざ
岡
。
琴
巴
甲
ぎ
9
笠
。
ω
で
は
、
そ
の
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
則
し
て
、
q
q
o
自
。
ρ
団
9
。
目
巨
舘
ζ
昌
㎝
。
。
碧
自
d
艶
罫
鶏
ぎ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
閃
茸
房
と
い
う
勘
定
名
を
附
さ
れ
て
い
る
。

二
、
変
動
勘
定
爵
舞
噌
ロ
α
q
器
8
＝
曇
の
諸
形
態
の
説
明
、
三
、
変
動
勘
定
中
、

主
要
な
形
式
の
一
つ
で
あ
る
資
本
変
動
勘
定
＄
覧
併
巴
筈
き
㎝
。
碧
8
暮
け
に
関

す
る
説
明
及
び
勘
定
形
式
の
図
示
、
四
、
同
じ
く
所
得
変
動
勘
定
ぎ
8
ヨ
①

o
げ
睾
σ
q
①
摺
o
o
ロ
9
特
に
、
生
産
変
動
勘
定
領
。
画
ロ
。
け
。
げ
鈎
ロ
。
々
。
⇔
o
o
o
ロ
三
の
詳
細

な
説
明
及
び
図
示
が
農
開
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
最
も
内
容
的
か
つ
詳

細
な
説
明
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
生
産
変
動
勘
定
で
あ
り
、
今
後
の
分

析
も
、
こ
の
勘
定
を
中
心
と
し
て
展
開
せ
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一　66　’q

EM　実物資産一棚卸資産　　　の

　　　　　　理　E期首　　x　論
△M2　　　言口面言周正　　　　　　　　　〉く

△E形成　　××
N繰延支出

　N期首　　 ×

△N変動分　　××
0長期債権一貸出

　0期首　　×
△0当期．　××

P　長期一一財政投資

　P期首　　 ×

△P当期　　 ××

Q短期
　Q期首
△Q当期

R貨幣残高

　R期首　　 x

△R　変動分　　　　×x

　　　　　蓋



社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

　
会
計
動
態
論
は
、
会
計
実
体
の
変
動
の
経
済
学
的
模
型
を
考
察
す
る
た
め

に
、
会
計
集
計
値
に
お
け
る
変
動
量
そ
の
も
の
を
分
離
し
、
拡
大
し
て
審
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
（
註
2
）

す
る
こ
と
を
本
質
的
課
題
と
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
に
は
、
標
準
原
価
と
実

際
原
価
の
差
額
の
分
析
の
様
に
、
巳
に
着
手
さ
れ
た
分
野
も
含
ま
れ
て
居
り
、

そ
れ
自
体
全
く
新
し
い
問
題
と
は
い
幻
な
い
。
会
計
動
態
論
に
お
け
る
プ
レ

イ
の
特
徴
は
、
動
態
分
析
を
勘
定
の
一
般
的
説
明
の
一
部
と
し
て
取
扱
い
、

特
に
団
。
右
図
。
・
。
・
留
・
・
で
展
開
せ
ら
れ
た
基
本
的
勘
定
体
系
を
基
礎
と
し
て
定

差
勘
定
象
田
崇
重
斎
き
8
鐸
三
の
形
式
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

動
態
分
析
の
用
具
た
ら
し
め
ん
と
意
図
し
て
居
る
所
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

動
態
分
析
に
際
し
て
、
彼
は
変
動
勘
定
の
形
式
に
お
け
る
分
析
を
唱
導
し
、

且
つ
、
「
こ
の
勘
定
モ
デ
ル
が
適
当
に
デ
ヴ
ァ
イ
ス
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、

統
計
家
が
動
学
的
経
済
理
論
を
展
開
す
る
際
に
用
い
る
所
の
、
数
学
的
モ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

ル
の
代
り
に
利
用
し
得
る
」
も
の
と
し
て
、
そ
の
抱
負
を
述
べ
て
居
る
。

　
次
に
、
会
計
動
態
論
の
分
析
用
具
た
る
変
動
勘
定
の
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し

生産変動勘定

　　　　　　二期期
　　　　　　1　　2　　3

4．財貨購入（原料・中間材）

　イ　原料

　P　加工原料

ハ消耗品
　二　購入部品

　　　　　　　　×××
　ホ　ストック増（一）又は減

　　　　　　　　（十）
　へ　原料仕樹品の増（一）

　　又は減（十）

　　　　　　　　×××

　　　　　　　　×Xx　X
5・外部用役

　イ　内部運送費

　ロ　動力費

ハ　委託加工費

　二　その他の直接費

　ホ　仕掛品の増（一）減（十）

　　　　　　　Hx×文
6・販売に伴う財貨用役購入

　（並にストックの増（一）

　又は減（十）　　×××

7・可変的財貨用役の総消費

　額　　　　　　×x×
8・純生産物又は附加価値

　　　　　　　　×××
10・労働（賃金俸給社会保障

　費）

　イ　生産的労働　　x××

　ロ　補助的労働　　××x

　　　　　　　　xxx
　ハ　仕掛品に含まれた労働

　　の増（一）叉は減（十）

　　　　　　　　×××
　二　販売過程の労働×××

　　（可変部分）

1L可変的生産余剰　×X×
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　　　　　　期期期
　　　　　　1　2　3
L完成生産物。都　×××

　品の売上

2・完成生産物・部　×××

　品のス1・ックの増（十）又

　は減（一）

3・粗生産物　　　　x××

　　　　　　　×××
9・純生産物3ζは附　×××

　加価値



　
　
　
杜
会
会
計
…
と
勘
定
設
計
の
理
論

よ
う
。
基
本
モ
デ
ル
は
、
基
本
的
勘
定
体
系
で
あ
る
が
、
変
動
そ
の
も
の
を

分
離
し
分
析
す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
あ
る
所
か
ら
、
流
連
及
び
、
元
本

の
期
間
的
変
動
を
表
示
す
る
た
め
に
、
基
木
的
勘
定
体
系
の
中
で
流
質
と
し

て
の
勘
定
と
、
準
流
出
と
し
て
の
勘
定
だ
け
を
勘
定
設
計
の
モ
デ
ル
と
す
る
。

流
列
と
し
て
の
勘
定
の
内
で
も
、
配
分
勘
定
は
、
企
業
の
分
配
政
策
の
結
果

を
示
す
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
、
変
動
勘
定
か
ら
は
除
か
れ
る
。
与
件
の

変
化
に
応
じ
る
会
計
主
体
の
変
動
を
分
析
す
る
勘
定
は
、
結
局
．
生
産
勘
定

と
滞
留
勘
定
の
二
つ
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
滞
留
勘
定
に
つ
い
て
、
プ
レ
イ

は
、
一
定
期
間
の
元
本
の
変
化
を
示
す
勘
定
と
し
て
、
動
学
的
変
動
分
析
の

用
具
と
し
て
の
機
能
を
高
く
評
価
し
て
は
い
る
が
、
現
在
迄
の
所
、
大
し
た

内
容
的
展
開
は
な
さ
れ
て
居
ら
ず
、
た
罫
、
各
資
産
の
変
動
を
分
析
す
る
の

に
便
利
な
様
に
、
滞
留
勘
定
を
数
個
の
部
門
勘
定
に
細
分
す
べ
き
で
あ
る
と

の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。
故
に
、
こ
x
で
は
、
会
計
動

態
論
の
中
心
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
た
、
生
産
変
動
勘
定
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

　
プ
レ
イ
は
、
連
続
し
た
期
間
を
分
析
目
的
に
応
じ
て
細
分
し
、
期
聞
別
に
、

実
質
的
生
産
活
動
を
順
次
示
す
生
産
勘
定
を
作
成
し
、
之
を
生
産
活
動
の
変

動
関
連
を
分
析
す
る
モ
デ
ル
と
す
る
。
こ
の
生
産
変
動
モ
デ
ル
は
、
基
本
的

範
疇
と
し
て
、
貸
方
に
生
産
物
の
販
売
額
、
及
び
生
産
物
ス
ト
ッ
ク
の
増
減

額
、
借
方
に
、
生
産
に
通
う
財
貨
購
入
額
（
変
動
分
と
固
定
分
に
更
に
分
解

さ
れ
る
）
、
生
産
に
伴
う
外
部
用
役
購
入
額
、
販
売
に
伴
う
貨
及
び
財
外
部

用
役
の
購
入
額
、
労
働
用
役
の
購
入
額
を
含
む
。
個
々
の
範
疇
は
、
分
析
目

的
に
応
じ
、
更
に
細
分
せ
ら
れ
る
、
こ
の
生
産
変
動
モ
デ
ル
は
、
生
産
物
別

に
作
成
せ
ら
れ
る
。
生
産
勘
定
を
変
動
分
析
に
使
用
す
る
目
的
を
、
彼
は
、

一
、
期
聞
的
変
動
を
介
し
て
、
純
生
産
物
の
生
産
一
投
入
連
関
を
分
析
す
る

こ
と
、
二
、
販
売
額
と
、
生
産
物
ス
ト
ッ
ク
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
置

く
。
前
者
は
、
生
産
函
数
、
即
ち
、
投
入
物
と
粗
生
産
物
の
間
の
技
術
的
関

連
を
追
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
統
計
的
に
投
入
物
、
例
え
ば
原
料
、
雇
用
量

等
と
、
粗
生
産
物
と
の
間
の
技
術
的
係
数
が
算
出
せ
ら
れ
、
之
を
基
準
と
し

て
標
準
生
産
勘
定
が
作
成
さ
れ
瓦
ば
馬
各
期
闇
の
生
産
勘
定
に
内
包
せ
ら
れ

た
実
際
の
生
産
一
投
入
比
率
と
、
標
準
生
産
勘
定
に
表
示
せ
ら
れ
た
生
産
投

入
比
率
と
の
偏
差
は
、
生
産
諸
要
素
結
合
に
お
け
る
企
業
活
動
の
合
理
性
の

有
無
、
欠
陥
の
追
求
等
、
経
営
分
析
上
、
多
く
の
問
題
を
提
示
す
る
資
料
と

な
る
。
こ
の
生
産
、
投
入
連
関
は
、
主
要
生
産
物
別
、
主
要
投
入
物
別
に
考

察
せ
ら
れ
る
。

　
更
に
、
生
産
勘
定
を
用
い
て
、
企
業
生
産
活
動
の
変
動
を
分
析
す
る
た
め

に
、
生
産
勘
定
を
変
動
部
分
と
固
定
部
分
に
分
割
す
る
事
が
、
プ
レ
イ
に
よ

っ
て
説
明
せ
ら
れ
て
い
る
。
変
動
部
分
を
示
す
勘
定
は
、
生
産
量
と
、
生
産

量
に
比
例
的
に
変
動
す
る
可
変
的
投
入
物
を
示
す
勘
定
で
あ
り
、
両
者
の
差

と
し
て
可
変
的
生
産
余
剰
’
、
貿
冒
Z
①
ヨ
母
σ
Q
ぎ
が
算
定
せ
ら
れ
る
。
固
定
部

一68一



分
を
示
す
勘
定
は
、
生
産
物
と
固
定
的
投
入
物
と
の
費
用
連
関
を
示
す
も
の

で
、
両
勘
定
の
合
体
に
於
て
、
最
終
的
な
生
産
余
剰
の
得
ら
れ
る
ま
で
の
、

費
用
構
造
が
、
直
接
費
間
接
費
別
に
明
示
せ
ら
れ
る
。
第
二
の
目
的
、
即
ち
、

販
売
額
と
生
産
物
ス
ト
ッ
ク
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
直
接
関
連
す
る

説
明
は
与
え
ら
れ
て
居
ら
ず
、
需
要
分
析
と
、
企
業
の
供
給
函
数
の
関
連
の

如
き
、
一
般
的
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
程
度
に
す
ぎ
な
い
。

　
島
民
変
動
勘
定
の
表
示
、
測
定
原
理
は
、
基
本
的
勘
定
体
系
の
作
成
に
際

し
て
述
べ
ら
れ
た
公
準
で
あ
る
。
実
物
公
準
、
附
加
価
値
基
準
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
生
産
勘
定
の
測
定
単
位
と
し
て
、

通
常
の
貨
幣
単
位
に
よ
る
の
み
な
ら
ず
、
雇
用
量
の
密
な
実
物
単
位
の
採
用

を
提
唱
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
せ
ら
れ
る
。

　
以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
プ
レ
イ
の
会
計
動
態
論
は
、
一
、
変
動
勘
定
を
必

要
な
る
分
析
用
具
と
し
て
構
成
し
、
二
、
変
動
勘
定
に
収
録
せ
ら
れ
た
個
々

の
会
計
集
計
値
、
叉
、
集
計
値
を
更
に
必
要
に
応
じ
て
細
分
し
た
個
別
小
範

疇
と
、
粗
生
産
物
の
比
率
を
、
期
間
別
に
観
察
し
、
趨
勢
を
把
捉
す
る
こ
と
、

一二

A
生
産
勘
定
を
、
変
動
部
分
、
固
定
部
分
に
分
割
し
、
変
動
余
剰
乏
生
産
竃

余
剰
を
比
較
す
る
こ
と
が
主
た
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

（
註
1
）
　
甲
超
。
。
諺
。
8
口
馨
ぎ
α
q
ξ
富
∋
即
。
ω
．
．
鳩
≧
8
琶
鼠
品
開
①
・
・
。
碧
卑
く
。
ド
ぐ
曽
累
。
・
鱒

　
｝
肩
詳
H
O
置
・
及
び
く
。
H
9
乞
9
ド
冒
昌
・
H
O
駿
・

（
註
2
）
中
9
￥
∪
醤
曾
巨
β
津
暮
H
㌔
、
斑
。
ヨ
三
．
、
。
・
①
・
一
①
9
宏
9
P
窄
p

（
註
3
）
じ
口
気
ざ
9
舞
巨
β
い
．
菊
Φ
R
暮
．
、
。
・
巴
①
ψ
曽
ξ
為
歯

　
　
　
社
会
会
計
と
勘
定
執
醸
計
の
理
論

五
、
プ
レ
イ
の
勘
定
理
論
の
特
徴
及
び
批
判

　
以
上
、
プ
レ
イ
自
身
の
説
明
を
集
約
し
つ
x
、
勘
定
設
計
に
関
す
る
彼
の

理
論
…
を
述
べ
た
が
、
プ
レ
イ
の
抱
負
は
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
一
学
に
基
礎
を
お
く

基
本
的
勘
定
体
系
の
設
定
に
よ
り
、
企
業
会
計
に
対
し
、
革
新
的
な
諸
命
題

を
与
え
る
事
に
あ
る
も
の
弐
如
く
で
あ
る
。
本
節
に
於
て
は
、
プ
レ
イ
の
展

開
し
た
、
経
済
学
的
思
老
に
基
く
会
計
を
、
そ
の
原
型
た
る
ケ
イ
ン
ズ
恒
等

式
と
の
対
比
に
お
い
て
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
理
論
の
も
つ
真
の

意
義
が
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
見
た
い
。
蓋
し
、
彼
の
問

題
と
し
た
社
会
会
計
の
勘
定
体
系
i
巨
視
的
体
系
と
し
て
の
一
の
、
企

業
会
計
一
微
視
的
体
系
と
し
て
の
一
へ
の
適
用
、
財
務
会
計
の
た
め
の

報
告
車
一
事
後
的
体
系
と
し
て
の
I
t
の
管
理
会
計
の
た
め
の
予
想
勘
定

i
事
前
的
体
系
と
し
て
の
ー
ー
へ
の
適
用
、
基
本
的
勘
定
体
系
l
I
嘉
静
態

モ
デ
ル
と
し
て
の
一
の
変
動
勘
定
一
動
態
モ
デ
ル
と
し
て
の
一
へ
の

適
用
は
、
原
理
的
に
見
て
、
何
れ
も
安
易
な
接
合
の
許
さ
れ
な
い
、
経
済
学

上
の
基
本
問
題
に
属
し
、
プ
レ
イ
自
身
、
そ
れ
に
対
す
る
解
答
な
い
し
解
決

へ
の
試
案
を
用
意
し
て
い
る
か
否
か
は
、
後
に
明
か
に
な
る
如
く
か
な
り
疑

ぱ
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
亭
は
、
企
業
の
分
析
に
対
す
る
彼
の
接

近
法
の
も
つ
有
用
性
を
減
殺
す
る
可
能
性
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
従

来
、
会
計
学
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
諸
接
近
は
、
プ
レ
イ
の
新
し
い
分
析
の
前
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杜
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

に
、
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
、
従
っ
て
、
こ
の
事
か
ら
、
会

計
学
の
志
向
は
、
い
か
な
る
所
に
あ
る
べ
き
か
黛
検
討
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

　
我
々
は
、
先
ず
以
て
、
彼
が
そ
の
原
理
を
仰
い
だ
ク
イ
ン
ズ
の
体
系
と
、

プ
レ
イ
自
身
の
体
系
を
比
較
し
、
先
ず
彼
が
ケ
イ
ン
ズ
の
正
し
い
意
味
で
の

h
＆
。
宅
窪
で
あ
る
か
否
か
の
検
討
か
ら
始
め
る
。
所
で
、
プ
レ
イ
自
身
、
抽

象
的
な
ケ
イ
ン
ズ
モ
デ
ル
の
具
体
化
に
当
り
、
種
々
の
手
続
き
を
必
要
と
し

た
こ
と
か
ら
も
明
か
と
な
る
様
に
、
基
本
的
勘
定
体
系
と
、
ケ
イ
ン
ズ
体
系

の
間
に
は
、
抽
象
化
の
レ
ベ
ル
に
於
て
か
な
り
の
開
き
が
存
在
す
る
。
故
に
、

我
々
は
、
分
析
上
、
プ
レ
イ
の
形
式
を
出
来
る
だ
け
単
純
化
し
、
ク
ィ
ン
ズ

　
　
い

体
系
と
の
比
較
を
行
う
。
即
ち
、
ケ
イ
ン
ズ
・
モ
デ
ル
が
、
政
府
部
門
の
無

い
、
財
務
的
な
取
引
の
無
い
、
封
鎖
体
系
で
の
企
業
の
実
物
の
流
れ
を
分
析

対
象
と
し
て
い
る
所
か
ら
、
プ
レ
イ
の
墓
本
的
勘
定
体
系
の
原
形
た
る
主
要

勘
定
群
の
中
か
ら
、
配
分
勘
定
の
項
目
の
大
部
分
、
滞
留
勘
定
の
中
の
金
融

的
取
引
の
諸
項
目
を
抽
象
し
、
か
つ
範
躊
を
単
純
化
す
る
事
が
、
比
較
の
手

続
き
と
し
て
要
請
せ
ら
れ
る
。
な
お
、
プ
レ
イ
勘
定
体
系
の
一
つ
の
特
徴
で

あ
る
貨
幣
価
値
変
動
調
正
項
目
も
、
測
定
単
位
と
し
て
の
貨
幣
価
値
の
変
動

が
抽
象
さ
れ
て
い
る
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
で
は
オ
ミ
ッ
ト
せ
ら
れ
る
。

　
次
に
、
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
を
、
勘
定
形
式
に
お
い
て
展
開
し
て
見
よ
う
。

先
ず
、
生
産
勘
定
で
あ
る
が
、
C
十
】
な
る
生
産
物
を
生
産
す
る
企
業
生
産

活
動
の
分
析
に
つ
い
て
、
ケ
イ
ン
ズ
が
一
般
理
論
第
六
章
で
与
え
た
所
得
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
謎
ユ
）

計
算
図
式
を
援
用
す
れ
ば
、
次
の
勘
定
形
式
が
得
ら
れ
る
。
即
ち
、
ケ
イ
ン

ズ
の
定
義
に
従
う
生
産
勘
定
は
、
貸
方
、
企
業
の
生
産
物
（
販
売
額
A
の
み

．
な
ら
ず
資
本
設
備
へ
の
附
加
を
含
む
当
期
の
一
切
の
生
産
物
）
、
　
借
方
、
他

企
業
か
ら
の
生
産
財
購
入
額
へ
、
使
用
者
費
用
U
（
A
を
生
産
す
る
た
め
の

資
本
設
備
の
犠
牲
価
値
）
、
要
因
費
用
F
　
（
企
業
者
が
他
の
生
産
要
因
に
対

し
、
そ
の
用
役
と
ひ
き
か
え
に
払
っ
た
額
）
、
補
足
的
費
用
V
　
（
非
自
発
的

な
資
本
設
備
の
期
待
し
う
る
減
価
）
、
　
残
余
と
し
て
の
企
業
者
利
潤
P
を
主

要
な
範
晦
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
使
用
者
費
用
、
補
足
的
費
用
、
企
業
者
利

潤
の
如
き
ケ
イ
ン
ズ
理
論
特
有
の
範
疇
を
、
更
に
会
計
実
践
に
接
近
せ
し
め

る
事
に
よ
っ
て
、
こ
の
勘
定
は
、
単
純
化
さ
れ
た
プ
レ
イ
の
勘
定
体
系
と
の

体
比
が
、
　
一
層
容
易
と
な
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
生
産
勘
定
の
特
色
は
、
他
企
業

か
ら
の
購
入
額
へ
、
要
因
費
用
F
を
、
販
売
晶
に
対
応
す
る
も
の
と
、
資
本

設
備
増
強
に
関
す
る
も
の
と
に
振
分
け
ず
、
こ
の
勘
定
に
対
し
て
、
販
売
品

A
以
外
の
当
期
の
生
産
物
を
も
含
め
た
全
生
産
物
の
収
支
を
計
量
す
る
、
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
2
）

謂
拡
張
さ
れ
た
生
産
勘
定
の
形
式
を
与
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す

れ
ば
、
プ
レ
イ
の
生
産
勘
定
の
形
式
そ
の
も
の
、
及
び
選
択
せ
ら
れ
た
生
産

勘
定
の
基
本
範
疇
は
、
概
念
上
一
致
す
る
事
は
明
か
で
あ
る
。

　
次
に
滞
留
勘
定
と
、
ケ
イ
ン
ズ
の
定
義
に
従
う
投
資
貯
蓄
図
式
を
対
比
し

よ
う
。
ケ
イ
ン
ズ
の
投
資
貯
蓄
恒
等
式
は
、
封
鎖
体
系
の
経
済
に
お
け
る
三
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業
者
集
団
、
及
び
消
費
者
集
団
の
各
々
別
々
の
行
動
の
結
果
、
得
ら
れ
る
総

体
と
し
て
の
貯
蓄
、
投
資
の
均
等
で
あ
る
。
先
ず
、
貸
方
、
企
業
に
お
け
る

投
資
が
、
何
を
意
味
す
る
か
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
の
投
資

概
念
は
、
資
本
設
備
へ
の
附
茄
に
外
な
ら
ず
、
他
方
、
資
本
設
備
は
、
固
定

資
本
、
流
動
資
本
、
経
営
資
本
を
包
括
す
る
実
物
的
概
念
で
あ
る
。
故
に
投

資
は
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
固
定
資
産
、
棚
卸
資
産
の
各
形
成
額
を
含
む
。

他
方
、
貯
蓄
は
、
所
得
か
ら
消
費
支
出
を
差
引
い
た
残
余
と
定
義
せ
ら
れ
る
。

ケインズ・生産勘定

A
　
K

売　　　　上

資本設備増加へ
F
耕

財貨購入
要素費用
減価一打費
企業者純利潤

社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

　
脚

S
　
　
1
1

ケインズ・貯蓄投資勘定

投　　資　K一（u十v）

減価償却実施　　u十v
貯　　蓄

1滅価償却費
ト

　　／
ミ　　　ノ

1　／

　
既
述
の
様
に
、
個
人
的
消
費
活
動
の
無
い
企
業
会
計
に
於
て
は
噛
貯
蓄
は

配
当
、
税
金
等
を
差
引
い
た
後
の
留
保
所
得
に
相
当
す
る
。
か
く
て
、
投
資
、

貯
蓄
を
、
日
常
の
会
計
実
践
に
接
近
せ
し
め
る
事
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
図
式

と
、
単
純
化
さ
れ
た
プ
レ
イ
の
滞
留
勘
定
と
を
比
較
す
れ
ば
、
勘
定
の
形
式

そ
の
も
の
、
及
び
選
択
せ
ら
れ
た
基
本
範
疇
は
、
形
式
上
一
致
す
る
事
は
明

か
で
あ
る
。

　
な
お
、
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
事
前
的
方
法
と
事
後
的

方
法
の
二
面
的
老
察
が
指
摘
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
事
は
、
ク
イ
ン
ズ
の
所
得

計
算
図
式
、
及
び
貯
蓄
投
資
方
程
式
に
於
て
、
期
待
の
図
式
、
事
後
的
報
告

図
式
と
い
う
二
面
的
利
用
が
可
能
で
あ
る
点
に
於
て
も
示
さ
れ
て
い
る
。
之

も
、
プ
レ
イ
の
基
本
的
勘
定
形
式
の
二
面
的
利
用
と
規
を
一
に
し
て
い
る
。

　
以
上
、
プ
レ
イ
の
甚
太
　
的
勘
定
“
体
系
と
、
ク
イ
ン
ズ
の
宗
璽
義
に
従
う
計
算

図
式
を
比
較
し
、
そ
れ
が
形
式
上
、
近
似
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
次
に
、
我
々
は
、
こ
の
形
式
の
果
す
機
能
と
、
ケ
イ
ン
ズ
方
程
式
の
機

能
そ
の
も
の
を
比
較
し
て
見
よ
う
。
ま
ず
、
ク
イ
ン
ズ
の
所
得
図
式
は
、
生

産
遂
行
に
関
連
す
る
費
用
範
疇
た
る
要
素
費
用
F
及
び
使
用
者
費
用
の
結
合

を
示
す
、
生
産
函
数
の
費
用
図
式
に
よ
る
表
現
と
賄
え
ら
れ
る
か
ら
、
之
か

ら
実
物
的
な
附
加
価
値
と
、
投
入
物
の
関
連
が
、
　
一
応
分
析
し
得
る
こ
と
は

明
か
で
あ
る
。
但
し
、
ケ
イ
ン
ズ
自
身
、
生
産
函
数
を
生
産
物
－
投
入
物
の

複
雑
な
技
術
的
関
連
に
視
点
を
お
い
て
至
細
に
追
及
す
る
こ
と
に
意
図
が
あ
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社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

つ
た
訳
で
は
な
い
か
ら
、
要
素
費
用
、
使
用
者
費
用
で
一
括
し
言
⑳
三
ロ
三
①
な

範
疇
と
し
た
事
か
ら
も
示
さ
れ
る
様
に
、
そ
の
範
疇
は
、
生
産
分
析
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
3
）

は
粗
雑
で
あ
る
こ
と
は
論
を
侯
た
な
い
。
何
よ
り
ケ
イ
ン
ズ
体
系
の
意
図
す

る
所
は
、
企
業
者
集
団
、
消
費
者
集
団
の
総
計
的
お
鴨
①
麗
寓
く
①
な
活
動
が
、

全
体
と
し
て
の
国
民
所
得
の
変
動
、
配
分
、
費
消
の
関
連
を
形
成
す
る
点
を

分
析
す
る
に
あ
り
、
之
が
巨
視
的
所
得
分
析
と
称
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。

貯
蓄
［
投
資
、
生
産
、
支
出
の
三
つ
の
方
程
式
は
、
国
民
所
得
の
循
環
を
介
し

て
夫
々
接
合
せ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
貯
蓄
投
資
の
恒
等
式
の
両
辺
が
等
し
く

な
い
場
合
、
そ
の
差
は
所
得
の
変
動
を
生
じ
、
他
の
二
式
の
変
数
を
変
動
せ

し
め
る
。
所
得
変
動
を
介
し
、
貯
蓄
投
資
は
均
等
化
せ
ら
れ
る
。
投
資
・
貯

蓄
が
所
得
の
函
数
関
係
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
黛
あ
り
、

特
に
投
資
が
巨
視
的
所
得
分
析
の
戦
略
的
変
数
ω
＃
9
器
α
q
8
く
胃
貯
匡
①
と
さ
れ

る
所
以
で
あ
る
。
以
上
の
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
も
つ
機
能
が
、
国
民
所
得
、
投

資
、
貯
蓄
等
、
国
民
的
集
計
値
立
看
§
巴
9
。
。
q
。
q
器
α
q
鎮
。
。
。
を
勘
定
形
式
で
測
定

す
る
機
能
を
も
つ
と
こ
ろ
の
、
社
会
会
計
の
モ
デ
ル
た
ら
し
め
た
事
は
、
周

知
に
属
す
る
。
他
方
、
巨
視
的
所
得
分
析
を
立
前
と
し
価
格
分
析
を
従
と
す

る
ク
イ
ン
ズ
体
系
に
何
て
は
、
必
然
的
に
企
業
の
理
論
に
お
け
る
無
力
が
指

摘
せ
ら
れ
る
。
無
数
の
商
品
供
給
者
と
し
て
の
企
業
の
活
動
は
、
市
場
の
価

格
体
系
に
よ
っ
て
規
制
せ
ら
れ
る
。
生
産
要
素
の
結
合
に
つ
い
て
、
事
前
的

に
計
画
す
る
場
合
、
要
素
費
用
F
、
使
用
者
費
用
U
、
貯
蓄
S
、
投
資
－
等

を
変
数
と
し
、
価
格
分
析
を
陽
樹
的
に
行
わ
な
い
体
系
で
は
、
企
業
の
生
産

計
画
、
投
資
計
画
の
均
衡
を
説
明
す
る
事
は
出
来
な
い
。
企
業
者
活
動
の
理

論
に
対
す
る
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
無
力
は
、
所
得
分
析
に
際
し
て
な
さ
れ
る
様

な
、
事
前
的
方
法
と
事
後
的
方
法
の
関
連
付
け
が
、
企
業
者
活
動
の
理
論
で

は
困
難
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
以
上
述
べ
た
ケ
イ
ン
ズ
理
論
の
、
分
析
用
具
と
し
て
の
特
徴
を
老
卸
し
た

上
で
、
ケ
イ
ン
ズ
方
程
式
を
勘
定
形
式
で
把
捉
し
た
プ
レ
イ
の
基
本
的
勘
定

体
系
が
、
企
業
の
分
析
用
具
と
し
て
、
事
実
上
い
か
な
る
機
能
を
果
す
か
な

吟
味
し
よ
う
。
第
二
に
、
生
産
活
動
の
報
告
書
と
し
て
の
機
能
で
あ
る
が
、

左
に
述
べ
た
、
ケ
イ
ン
ズ
の
余
り
に
も
単
純
化
さ
れ
た
生
産
函
数
の
欠
陥
を
、

意
識
し
て
か
ど
う
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
プ
レ
イ
は
生
産
函
数
を
形
成
す

る
諸
投
入
物
の
主
要
範
疇
例
え
ば
労
働
用
役
、
資
本
用
役
等
を
細
分
し
て
居

り
、
そ
の
分
解
原
理
と
し
て
、
》
。
8
口
耳
ぎ
α
Q
℃
呂
α
q
器
ω
ω
ご
昌
で
は
、
レ
オ
ン
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
5
）
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
6
）

エ
フ
H
8
三
誠
≦
●
≦
・
の
方
法
を
援
用
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
プ
レ

イ
が
、
基
本
的
勘
定
体
系
中
、
生
産
勘
定
に
説
明
の
主
力
を
注
ぎ
、
生
産
報

告
書
と
し
て
の
展
開
を
積
極
に
意
図
し
て
い
る
事
は
彼
の
諸
論
老
か
ら
明
白

に
汲
み
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
企
業
の
生
産
分
析
の
用
具
と
し
て
の
生
産

勘
定
の
改
良
を
推
し
進
め
れ
ば
、
ク
イ
ン
ズ
恒
等
式
及
び
、
所
得
計
算
図
式

に
基
礎
を
置
く
基
本
的
勘
定
体
系
の
範
囲
か
ら
離
脱
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

は
明
か
で
あ
ろ
う
。
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第
二
に
、
プ
レ
イ
の
体
系
の
、
事
前
的
分
析
、
事
後
的
分
析
へ
の
利
用
は
、

如
何
な
る
意
義
、
機
能
を
特
つ
か
を
考
え
る
。
企
業
の
事
前
的
分
析
を
目
的

と
す
る
図
式
は
、
価
格
分
杁
を
根
本
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
そ
れ
故
、

所
得
分
析
の
た
め
の
図
式
を
用
い
て
も
、
実
益
が
な
い
事
が
指
摘
せ
ら
れ
る
。

所
得
分
析
の
図
式
は
、
企
業
に
於
て
は
事
後
的
報
告
の
図
式
と
し
て
は
一
応

有
用
と
考
え
ら
れ
る
。
撚
し
事
前
的
な
予
想
の
分
析
に
は
、
利
用
し
得
べ
く

も
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
。
巨
視
的
所
得
分
析
に
お
け
る
事
前
的
方
法
と
事

後
的
方
法
の
両
立
の
場
合
と
は
異
り
、
微
視
的
な
、
個
別
冷
業
に
著
て
は
、

企
業
外
部
の
与
件
で
あ
る
価
絡
体
系
の
変
動
に
つ
い
て
、
予
想
的
図
式
と
事

後
的
報
告
の
図
式
を
対
応
せ
し
め
て
も
、
分
析
上
の
意
義
は
少
い
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
近
作
、
会
計
動
態
論
の
モ
デ
ル
で
あ
る
、
変
動
勘
定
の
形
式
及

び
機
能
を
、
経
済
学
的
に
吟
味
す
る
。
先
ず
動
態
の
定
義
に
つ
い
て
、
プ
レ

イ
は
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
ω
僧
ヨ
器
『
o
戸
団
．
｝
・
の
言
葉
、
「
オ
ー
ヴ
ァ
ー
タ

イ
ム
の
そ
の
活
動
が
、
そ
こ
に
於
て
各
時
点
で
の
変
数
が
、
本
質
的
な
や
り

方
で
含
ま
れ
て
い
る
様
な
函
数
方
程
式
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
勝
合
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
7
）

体
系
は
動
態
的
で
あ
る
」
を
引
用
し
て
い
る
。
今
、
ケ
イ
ン
ズ
方
程
式
を
動

学
化
す
れ
ば
、
こ
の
体
系

さ
1
1
。
≠
∴
十
、
（
尽
ゆ
津
）

實
ξ
）

は
正
に
こ
の
意
味
に
お
い
て
動
学
的
で
あ
る
。
撚
る
に
、
プ
レ
イ
の
変
動
勘

　
　
　
社
会
会
計
と
勘
定
設
計
一
の
理
論

定
モ
デ
ル
は
、
期
間
を
へ
だ
て
た
生
産
勘
定
の
比
較
に
外
な
ら
ず
、
各
期
の

生
産
変
動
を
享
後
的
に
示
す
、
勘
定
モ
デ
ル
内
部
の
諸
範
疇
相
互
間
一
例

え
ば
、
　
紳
期
の
生
産
量
と
、
　
け
十
一
期
の
生
産
量
の
間
に
は
、
何
等
、
函
数

無
関
係
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。
思
う
に
プ
レ
イ
の
動
態
の
解
釈
は
、
サ

ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
の
定
義
の
前
半
に
拠
り
所
を
お
き
、
前
半
に
よ
り
修
飾
さ
れ

る
、
後
半
の
本
質
的
規
定
を
理
解
し
な
か
っ
た
所
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
オ
；
ヴ
ァ
タ
イ
ム
の
会
計
量
の
比
較
が
、
前
期
の
会
計
量
と
次

期
の
会
計
量
の
間
に
本
質
的
関
連
は
な
い
所
か
ら
、
動
態
経
済
学
的
な
趣
向

と
は
称
し
得
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ク
イ
ン
ズ
動
学
体
系
の
様
に
、

前
期
の
所
得
が
、
本
質
的
に
次
期
以
降
の
所
得
に
、
消
費
、
投
資
等
の
変
数

　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
8
）

を
介
し
て
関
連
す
る
体
系
と
、
プ
レ
イ
の
変
動
モ
デ
ル
は
、
基
本
的
に
異
る

も
の
で
あ
る
事
が
、
理
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
之
か
ら
今
一
つ
明
か
に

さ
れ
る
点
は
、
か
り
に
ク
イ
ン
ズ
動
学
体
系
そ
の
も
の
を
会
計
学
に
適
用
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
国
民
経
済
全
休
を
対
象
と
す
る
社
会
会
計
に
用
い
る
場
合

は
除
き
、
企
業
会
計
の
場
合
に
は
困
難
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
プ
レ

イ
0
動
態
分
析
用
具
と
し
て
の
変
動
勘
定
は
、
そ
の
形
式
及
び
、
機
能
上
、

動
学
化
さ
れ
た
ケ
イ
ン
ズ
体
系
の
も
つ
機
能
と
意
味
を
全
く
異
に
す
る
こ
と

が
理
解
せ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
ケ
イ
ン
ズ
体
系
と
プ
レ
イ
の
接
近
方
法
を
比
較
考
察
す
る
こ
と
か

ら
、
勘
定
形
式
と
し
て
相
似
し
て
居
て
も
、
機
能
上
、
プ
レ
イ
の
体
系
が
、
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社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論

ケ
イ
ン
ズ
の
意
図
と
か
な
り
相
異
し
て
い
る
事
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
。
次
に
、

我
々
は
右
の
経
済
学
的
追
及
を
基
礎
と
し
て
、
彼
の
方
法
が
、
伝
統
的
会
計

学
、
及
び
経
営
分
析
の
分
野
に
何
を
も
た
ら
す
か
を
濡
察
し
よ
う
。

　
先
ず
、
プ
レ
イ
勘
定
体
系
中
、
最
も
主
要
な
部
分
で
あ
り
、
か
つ
最
も
威

巧
し
た
部
分
と
考
え
ら
れ
る
、
生
産
勘
定
の
設
計
に
つ
い
て
老
え
る
。
通
常

の
会
計
学
に
お
け
る
営
業
勘
定
の
設
計
が
、
収
益
費
用
の
旧
聞
的
限
定
を
販

売
基
準
に
お
き
、
売
上
高
と
、
之
に
対
応
す
る
費
用
の
み
の
対
量
を
以
て
足

る
も
の
と
な
し
、
生
産
基
準
に
立
っ
て
企
業
の
生
産
分
析
を
行
う
意
図
を
持

た
な
い
の
に
比
し
て
、
プ
レ
イ
の
方
法
は
、
確
か
に
一
つ
の
視
点
を
提
供
す

る
も
の
と
弔
え
ら
れ
る
。
生
産
勘
定
に
内
包
さ
れ
る
範
疇
ぱ
、
附
加
価
値
生

産
基
準
に
立
つ
と
同
時
に
、
社
会
会
計
の
測
定
原
則
に
従
う
所
か
ら
、
貨
幣

価
値
変
動
を
捨
象
し
、
生
産
勘
定
i
流
列
を
示
す
活
動
一
と
貸
借
対
照

表
一
元
本
そ
の
も
の
一
の
連
関
が
一
義
的
に
与
え
ら
れ
る
等
の
測
定
上

の
便
宜
と
相
侯
っ
て
、
企
業
の
活
動
表
示
、
分
析
に
有
用
な
勘
定
と
老
え
ら

れ
る
。
次
に
、
配
分
勘
定
は
、
企
業
の
営
業
勘
定
非
営
業
部
門
と
し
て
已
に

企
業
再
再
に
於
て
存
在
し
て
居
り
、
そ
れ
自
身
特
に
新
し
い
概
念
て
は
な
い
。

た
黛
、
企
業
の
生
産
活
動
に
よ
る
実
質
的
成
果
と
、
財
務
取
引
に
よ
る
成
果

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

の
修
正
、
配
当
、
税
金
支
払
等
企
業
所
得
の
分
配
過
程
を
示
す
勘
定
を
独
立

せ
し
め
た
点
に
、
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。

　
滞
留
勘
定
に
つ
い
て
は
、
已
に
述
べ
た
様
に
、
国
民
経
済
の
準
流
反
た
る

投
資
貯
蓄
を
示
す
勘
定
は
、
流
列
と
し
て
の
国
民
所
得
を
規
定
す
る
点
か
ら
、

ク
イ
ン
ズ
体
系
に
よ
る
社
会
会
計
体
系
の
中
で
、
主
要
な
勘
定
と
目
さ
れ
る

充
分
の
理
由
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
個
別
企
業
分
析
と
し
て
は
、
こ

の
勘
定
は
、
プ
レ
イ
の
説
明
す
る
程
主
要
な
勘
定
と
老
え
る
事
は
出
来
な
い
。

　
最
後
に
、
貸
借
対
照
表
は
、
そ
の
測
定
原
則
に
よ
っ
て
元
本
を
表
示
す
る

表
式
と
し
て
、
流
列
を
示
す
生
産
勘
定
と
の
連
結
が
可
能
で
あ
る
点
が
特
徴

的
で
あ
り
、
企
業
会
計
に
多
く
の
問
題
を
示
唆
す
る
も
の
と
想
像
し
得
る
が
、

当
面
課
題
と
す
る
形
式
設
計
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
企
業
会
計
の
形
式
と
差
異

は
な
く
従
っ
て
特
記
す
べ
き
問
題
は
な
い
。

　
更
に
、
プ
レ
イ
の
所
謂
、
各
勘
定
の
事
前
的
、
事
後
的
二
方
面
の
利
用
に

つ
い
て
見
れ
ば
、
事
後
的
報
告
の
体
系
と
し
て
は
有
用
で
あ
る
が
、
予
想
的

分
析
に
使
用
す
る
こ
と
は
意
義
が
少
い
。
故
に
、
プ
レ
イ
の
勘
定
体
系
は
、

報
告
及
び
現
状
分
析
の
図
式
と
し
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、

変
勒
勘
定
に
つ
い
て
云
え
ば
、
経
済
学
的
な
動
態
分
析
の
用
具
で
は
な
く
、

オ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
イ
ム
で
期
聞
の
会
計
数
値
を
比
較
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
か

ら
、
会
計
動
態
論
の
名
を
冠
し
て
い
る
と
は
い
え
、
全
く
新
し
い
分
野
を
提

示
し
た
も
の
と
い
う
事
は
出
来
な
い
。
こ
の
勘
短
は
オ
ー
ヴ
ァ
ー
タ
イ
ム
の

会
計
数
値
の
趨
勢
的
把
握
を
趣
旨
と
す
る
も
の
と
喪
え
れ
ば
、
已
に
、
会
計

で
、
趨
勢
法
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
を
、
勘
定
形
式
に
よ
っ
て
趨

勢
を
把
握
す
る
点
に
、
プ
レ
イ
の
寄
与
が
あ
る
と
老
え
ら
れ
る
。
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ロ
。
置
団
・

（
註
6
）
ロ
コ
冨
ざ
｝
8
8
議
贔
㌍
。
σ
・
塞
§
p
唱
」
。
。
日
・

（
註
7
）
微
視
的
分
析
に
お
け
る
事
前
的
方
法
、
事
後
的
方
法
の
意
義
に
つ
い
て
は
、

　
鰍
・
図
・
霞
昆
。
・
”
、
．
＜
巴
ぎ
睾
幽
。
◎
嘗
巴
．
．
安
井
・
熊
谷
訳
「
価
値
と
資
本
」
第
十
四

　
章
第
七
節
参
照
。

（
註
8
）
　
頃
冨
ざ
ξ
爵
葺
β
．
。
男
。
℃
二
暮
．
．
・
。
毘
①
ω
も
・
H
O
・

（
註
9
）
　
例
え
ば
、
田
野
。
・
り
．
．
諺
8
山
臥
げ
巳
ざ
ロ
8
芸
①
目
冨
。
q
亀
爵
①
円
門
鑑
①
o
閤
♂
、
．

　
古
谷
弘
訳
「
景
気
偏
環
論
」
で
の
、
ク
イ
ソ
ズ
の
動
学
的
展
開
が
之
で
あ
る
。

結

び

　
以
上
、
プ
レ
イ
の
問
題
意
識
と
、
ク
イ
ン
ズ
経
済
学
の
範
瞬
を
用
い
た
彼

の
基
本
的
勘
定
体
系
と
の
解
明
、
吟
味
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
プ
レ
イ
の

　
　
　
社
会
会
計
と
勘
定
設
計
の
理
論
…

意
図
で
あ
る
、
ケ
イ
ン
ズ
モ
デ
ル
の
、
個
別
会
計
勘
定
形
式
へ
の
適
用
は
、

個
別
経
済
主
体
と
し
て
の
企
業
の
立
場
か
ら
し
て
、
社
会
会
計
に
お
け
る
勘

定
体
系
の
設
計
の
如
く
、
直
接
的
か
つ
容
易
な
も
の
で
は
な
い
。
一
連
の
勘

定
体
系
そ
の
も
の
も
、
社
会
会
計
に
於
け
る
ほ
ど
、
基
本
的
意
義
を
求
め
難

い
の
で
あ
る
。
基
本
的
勘
定
体
系
中
、
生
産
勘
定
は
、
企
業
の
生
産
分
析
に

利
用
し
得
る
点
で
、
最
も
有
用
な
勘
定
と
云
う
事
が
出
来
る
。
た
憩
し
、
こ

の
勘
定
の
有
用
性
が
、
生
産
勘
定
の
特
徴
で
あ
る
附
加
価
値
基
準
に
拠
っ
て

居
り
、
こ
の
墓
準
そ
れ
自
身
は
、
経
済
学
的
思
考
屑
般
に
見
ら
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
特
に
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
に
期
待
す
べ
き
も
の
で
な
い
事
は
注
目
せ
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
生
産
分
析
に
於
て
、
更
に
多
く
を
期
待
す
る
た
め
に
は
、

生
産
勘
定
は
、
ケ
イ
ン
ズ
の
主
要
範
躊
を
細
分
す
る
原
理
を
他
の
理
論
に
求

め
る
必
要
が
あ
る
。
な
ほ
、
叉
、
変
動
勘
定
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
今
の
所
、

特
記
す
べ
き
功
績
は
見
出
し
難
い
Q

　
所
で
、
企
業
所
得
の
測
定
に
対
す
る
、
社
会
会
計
的
接
近
が
、
企
業
会
計

に
多
く
の
実
り
を
与
え
つ
つ
あ
る
事
実
を
、
我
々
は
知
っ
て
居
る
。
測
定
に

関
ダ
る
プ
レ
イ
の
説
明
に
比
し
て
、
勘
定
形
式
に
関
す
る
彼
の
解
明
は
、
説

得
力
に
お
い
て
成
功
し
て
い
る
と
は
云
ひ
難
く
、
今
後
の
プ
レ
イ
体
系
の
展

開
が
期
待
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
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研
　
究

古
切
・
d
一
Z
一
＜
＞
b

国
δ
O
o
日
づ
暮
霞
に
つ
い
て

木

谷

秀

雄

　
こ
れ
は
会
計
事
務
処
理
を
目
的
と
し
て
製
作
さ
れ
た
電
子
計
算
機
の
一
機

種
で
あ
る
。
こ
の
機
械
の
説
明
に
あ
た
っ
て
、
ま
つ
電
子
式
会
計
機
械
の
発

達
の
概
要
か
ら
述
べ
よ
う
と
思
う
。

　
．
電
子
計
算
機
は
第
二
次
大
戦
中
よ
り
目
覚
し
く
発
達
し
た
レ
ー
ダ
ー
の
パ

ル
ス
（
喝
巳
の
）
技
術
を
全
面
的
に
活
用
し
、
電
子
回
路
を
も
つ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
大
型
自
動
計
算
機
で
あ
っ
て
、
そ
の
最
初
の
も
の
は
一
九
四
六
年
に

ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
に
お
い
て
、
理
工
学
上
の
数
値
計
算
を
目
的
と
し
て

研
究
完
成
さ
れ
た
国
Z
H
跨
O
（
田
9
霞
8
8
2
β
目
。
同
凶
。
巴
H
三
①
α
q
冨
8
同
碧
山
6
。
目
・

も
9
實
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
従
来
の
継
電
器
（
門
①
ξ
）
式
計
算
機
に
比
較
し
て

一
〇
〇
倍
以
上
の
計
算
速
度
を
も
ち
、
一
八
、
○
○
○
個
の
真
空
管
を
使
用

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
有
名
で
あ
る
が
、
ま
た
同
時
に
多
く
の
欠
点
を
も
つ
も

の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
こ
の
成
果
が
動
機
と
な
っ
て
米
国
を
は
じ
め
各
国
の
大
学
、
研
究

機
関
は
競
っ
て
研
究
試
作
を
開
始
し
、
多
数
の
着
想
、
燦
燦
に
よ
る
改
良
が

加
え
ら
れ
、
国
2
津
O
以
後
僅
か
一
〇
年
に
し
て
そ
の
機
構
、
機
能
は
著
し
く

登
達
整
備
さ
れ
る
に
至
っ
た
Q

　
こ
の
よ
う
な
状
勢
の
も
と
に
．
電
子
式
計
算
機
は
従
来
の
単
な
る
理
工
学
上

の
用
途
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
れ
を
事
務
会
計
の
資
料
処
理
の
面
に
応
用
す
る

試
み
が
行
わ
れ
、
用
途
、
需
要
は
大
い
に
増
大
す
る
と
と
も
に
機
械
の
設
計

を
標
準
化
し
、
商
品
化
す
る
た
め
の
努
力
が
払
わ
れ
る
に
至
り
、
す
で
に
試

作
の
時
代
を
去
っ
た
か
の
観
が
あ
る
。

　
現
在
同
訂
嵩
ゆ
G
∩
娼
鐙
曙
開
ε
。
ロ
魯
（
旧
切
Φ
§
ぎ
σ
q
ざ
昌
切
9
巳
y
閑
ロ
昌
。
唱
σ
q
ド
と
。
員
。
①

6
巴
。
巳
9
賦
轟
竃
8
田
昌
①
・
客
鋤
け
δ
富
巴
O
器
げ
切
①
σ
q
糞
霧
等
の
わ
が
国
に
も
知
ら
れ

て
い
る
事
務
用
機
械
会
社
を
は
じ
め
、
米
国
の
み
に
お
い
て
も
、
数
十
の
会

社
が
相
競
っ
て
各
種
の
型
式
（
と
く
に
中
、
小
型
）
の
機
械
を
設
計
発
売
す

る
に
至
っ
て
お
り
、
電
子
計
算
機
は
本
来
の
使
途
よ
り
も
む
し
ろ
．
電
子
式
会

計
機
械
と
し
て
急
速
に
普
及
し
つ
㌧
あ
る
。

　
一
方
長
期
の
歴
史
を
も
つ
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
は
、
常
に
改
良
に
改

良
が
加
え
ら
れ
技
術
的
に
高
度
の
発
達
を
遂
げ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
資
料
が
カ
ー
ド
を
媒
介
と
し
て
カ
ー
ド
の
機
械
的
操
作
に
よ
っ
て
事
務

作
業
が
遂
行
さ
れ
る
た
め
に
、
そ
の
速
度
、
操
作
の
自
動
化
に
は
機
械
的
構

造
、
あ
る
い
は
機
械
的
運
動
素
子
に
基
く
種
々
の
制
約
に
よ
っ
て
、
　
一
定
の

限
界
の
存
す
る
こ
と
は
免
れ
ず
、
す
で
に
そ
の
限
界
に
近
い
も
の
と
向
え
ら

れ
る
Q

　
然
る
に
電
子
計
算
．
機
に
よ
る
資
料
処
理
は
こ
れ
ら
の
諸
制
約
か
ら
全
く
解

放
さ
れ
た
方
法
で
あ
り
、
そ
の
速
度
、
自
動
化
の
更
に
徹
底
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
会
計
機
械
化
は
こ
の
よ
う
な
電
子
計
算
機
に
よ
る
資
料
処
理
の
電
子
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罰
戸
d
Z
署
》
O
国
8
∩
。
慈
三
①
円
に
つ
い
て

化
（
①
『
o
＃
o
巳
N
伽
二
〇
ロ
）
に
よ
っ
て
、
今
後
一
段
の
発
展
飛
躍
を
み
る
こ
と
は

疑
う
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
＆
に
紹
介
す
る
ω
喝
霞
目
開
鉱
価
会
社
製
作
の
d
冨
く
跨
∩
雲
8
8
日
℃
5
霞

は
一
九
五
四
年
と
く
に
会
計
処
理
を
目
的
と
し
て
設
計
発
表
さ
れ
た
機
械
で

あ
っ
て
、
未
だ
米
国
の
電
子
工
学
関
係
の
技
術
雑
誌
に
も
そ
の
詳
細
は
発
表

さ
れ
て
い
な
い
が
、
機
械
の
規
模
と
し
て
は
中
型
に
属
し
、
穿
孔
カ
ー
ド
式

会
計
機
械
の
数
セ
ッ
ト
以
上
の
能
力
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
電
子
式
計
算
穿
孔
機
の
如
く
一
連
の
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
の
計

算
中
枢
の
機
能
の
み
を
果
す
機
械
で
は
な
く
、
一
貫
し
て
資
料
処
理
を
．
電
子

的
に
行
う
い
わ
ゆ
る
電
子
式
会
計
機
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
機
構
的

に
は
と
く
に
斬
新
な
方
法
を
採
用
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
運
用
上
、

会
計
実
務
に
適
す
る
よ
う
多
く
の
老
慮
が
払
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
電
子
会
計

機
と
し
て
中
規
模
の
機
械
で
あ
り
手
頃
な
民
謡
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
に

お
い
て
、
現
在
電
子
式
会
計
機
の
導
入
に
関
し
て
よ
う
や
く
研
究
の
段
階
に

あ
る
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
研
究
に
値
す
る
一
機
種
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
以
下
に
述
べ
る
d
2
法
諺
O
票
♂
8
5
喝
巳
2
の
諸
特
性
、
諸
機
構
は

必
ず
し
も
こ
の
機
械
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
一
般
の
電
子
計
算
機
（
電

子
会
計
機
）
と
共
通
の
も
の
も
あ
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
Q

機
械
構
成
の
概
要

　
本
機
は
一
般
の
大
型
自
動
計
算
．
機
械
組
織
と
同
様
に
入
力
部
（
ぎ
唱
昌

茸
δ
記
憶
部
（
。
・
8
毒
㎝
①
口
巳
け
）
演
算
部
（
舞
詳
ず
日
①
け
ざ
ロ
巳
の
）
制
御
部
（
8
昌
訂
巳

μ
帽
転
け
）
出
力
部
（
2
ゼ
g
暮
二
）
の
五
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
う
ち
記
憶
部
と
入
出
力
部
は
対
象
事
務
の
量
、
性
質
に
応
じ
て
、

そ
の
容
量
お
よ
び
入
出
力
に
使
用
す
る
種
々
の
型
式
の
装
置
を
適
宜
増
加
し
、

組
合
せ
得
る
構
造
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
げ
ロ
出
山
ぎ
α
q
営
o
o
閃
組

織
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
電
子
会
計
機
械
の
資
料
処
理
能
力
が
主
と
し
て

記
憶
部
の
記
憶
容
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
運
用

に
さ
い
し
て
は
一
般
の
理
工
学
上
の
数
値
計
算
に
比
較
し
て
、
そ
の
性
質
上
、

間
断
な
く
発
生
す
る
多
量
の
会
計
資
料
を
入
力
と
し
、
こ
れ
か
ら
会
計
諸
表

を
作
成
す
る
た
め
に
機
械
内
部
に
お
い
て
分
類
、
整
理
、
計
算
を
完
了
し
た

と
同
様
に
多
量
の
資
料
を
出
力
と
し
て
印
刷
記
録
す
る
た
め
に
、
入
出
力
部

に
充
分
の
適
応
性
と
融
通
性
を
も
た
せ
、
対
象
事
務
に
応
じ
て
最
も
効
率
的

な
運
営
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
採
用
さ
れ
た
組
織
で
あ
る
。
本
機
は
ま

た
未
整
理
の
ま
x
逐
次
機
械
に
挿
入
（
ヨ
覧
け
）
さ
れ
た
資
料
を
、
あ
た
か
も

原
票
ま
た
は
元
帳
が
整
然
と
フ
ァ
イ
ル
（
津
①
）
さ
れ
て
い
る
如
く
、
こ
れ
を

処
理
す
る
旨
巳
。
巨
碧
8
の
ω
方
式
の
磁
気
1
8
ラ
ム
（
暮
㎝
器
島
。
畠
琵
ヨ
）
型
の

大
容
量
青
黛
装
置
を
備
え
て
お
り
、
こ
れ
が
本
機
の
石
造
上
の
著
し
い
特
長

を
な
し
て
い
る
。
漂
δ
8
ヨ
℃
三
霞
の
名
称
は
お
そ
ら
く
こ
の
磁
気
ド
ラ
ム
上

に
資
料
を
塗
①
す
る
計
算
機
と
い
う
意
味
で
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
以
下
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

一
、
入
・
出
力
部
　
（
冒
唱
鼠
・
窪
ゼ
三
門
三
一
け
）

　
入
・
出
力
部
は
（
イ
）
多
量
の
資
料
に
対
し
て
、
　
（
ロ
）
ま
た
地
域
的
に

分
散
さ
れ
て
い
る
会
計
事
務
を
取
扱
う
場
合
、
　
（
ハ
）
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計

機
と
の
関
連
に
お
い
て
、
　
（
二
）
直
接
操
作
（
O
客
員
Z
国
操
作
の
項
参
照
）
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す
る
場
合
等
に
備
え
て
以
下
の
各
種
の
装
置
を
三
十
二
組
ま
で
適
宜
に
組
合

せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
同
時
に
動
作
し
得
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
入
・
出
力
部
に
は
次
の
各
種
装
置
が
用
い
ら
れ
る
。

　
一
　
穿
孔
カ
ー
ド
の
読
取
り
お
よ
び
穿
孔
装
置
（
ぎ
竹
藪
“
o
喜
喝
9
用
）

　
こ
れ
は
H
切
寓
の
八
0
欄
、
あ
る
い
は
忍
男
の
九
〇
欄
の
何
れ
の
カ
ー
ド
か

ら
も
読
取
り
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
計
算
結
果
を
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
に
穿
孔

す
る
カ
ー
ド
の
送
り
機
構
は
二
個
あ
っ
て
、
各
カ
ー
ド
の
通
路
に
は
二
個
の

ブ
ラ
ッ
シ
（
げ
旨
。
。
ぽ
）
を
備
え
、
カ
ー
ド
間
の
数
値
の
比
較
、
配
列
検
査
お
よ

び
読
取
り
の
検
査
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
カ
ー
ド
は
必
要
に
応
じ
て

二
十
三
個
の
カ
ー
ド
受
函
に
分
類
し
て
入
れ
ら
れ
る
。
カ
ー
ド
の
送
込
み
、

お
よ
び
穿
孔
の
速
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
〇
枚
／
分
で
あ
る
。

　
二
　
磁
気
テ
ー
プ
の
読
取
り
お
よ
び
記
録
装
置
（
ぎ
箕
戸
。
ロ
壱
昌
用
）

　
こ
れ
は
主
と
し
て
記
憶
部
か
ら
一
時
資
料
を
取
出
し
、
ま
た
必
要
な
と
き

に
こ
れ
を
機
械
に
入
れ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
印
刷
を
直
接
作
動
せ
し
め
る

た
め
に
は
用
い
ら
れ
な
い
。
テ
ー
プ
に
は
一
吋
に
つ
い
て
一
〇
〇
文
字
が
記

録
さ
れ
、
速
度
は
毎
秒
二
、
○
○
○
文
字
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
二
〇
吋
／
秒
の

速
度
で
送
ら
れ
る
が
、
始
動
停
止
に
要
す
る
時
闇
は
u
言
旨
。
。
。
8
監
（
q
＼

　
b
O
O
尊
）
で
あ
る
。

　
三
　
紙
テ
ー
プ
の
読
取
り
お
よ
び
穿
孔
装
置
（
貯
℃
三
ち
ロ
ゼ
巳
用
）

　
雷
憲
又
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
テ
レ
タ
イ
プ
、
　
0
9
凱
8
富
唱
o
o
o
昌
く
。
詳
二
等
に

よ
っ
て
穿
孔
さ
れ
た
紙
テ
ー
プ
を
毎
秒
二
〇
〇
文
字
の
速
さ
で
読
取
っ
て
、

ぎ
喝
雪
す
る
。
ま
た
。
ロ
壱
雪
の
と
き
に
は
五
単
位
（
い
。
冨
暮
e
の
紙
テ
ー

プ
に
対
し
て
毎
秒
六
〇
文
字
、
六
、
七
単
位
に
は
二
〇
文
字
の
速
さ
で
穿
孔

切
戸
d
密
＜
＞
O
票
♂
6
0
苺
旨
。
円
に
つ
い
て

す
る
。

　
四
　
カ
ー
ド
穿
孔
機
（
冨
団
℃
巨
費
）
（
ぎ
℃
暮
り
。
鴛
も
巳
用
）

　
こ
れ
は
穿
孔
機
で
カ
ー
ド
を
穿
孔
す
る
と
同
時
に
そ
の
内
容
を
読
取
り
、

計
算
結
果
も
自
動
的
に
そ
の
カ
ー
ド
に
穿
孔
す
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
後
に

述
べ
る
。
屋
団
長
操
作
法
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

　
五
　
一
〇
鍵
印
刷
装
置
（
一
起
準
用
）

　
こ
れ
は
必
要
な
資
料
を
直
接
機
械
に
冒
唱
9
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
、
同

時
に
印
刷
が
行
わ
れ
る
。

　
六
　
一
〇
鍵
入
・
出
力
用
印
刷
装
置
（
営
窟
計
。
口
弓
g
用
）

　
上
記
と
同
様
に
直
接
資
料
が
ぎ
℃
9
さ
れ
、
そ
の
資
料
に
関
連
し
て
予
め

記
隠
さ
れ
て
い
る
資
料
と
と
も
に
計
算
結
果
が
自
動
的
に
印
宇
さ
れ
る
。

　
七
電
気
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
（
冒
も
ロ
♂
o
口
む
5
用
）

　
こ
れ
は
上
記
の
二
装
置
の
機
能
を
果
す
外
、
同
時
に
穿
孔
テ
ー
プ
に
資
料

を
移
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
穿
孔
テ
ー
プ
か
ら
の
資
料
の
印
幡
が
行
わ
れ
る
。

　
八
　
高
速
度
印
刷
装
置
（
。
ロ
壱
肝
試
）

　
こ
れ
は
一
行
が
一
五
〇
宇
の
印
刷
を
一
分
間
に
六
〇
〇
行
の
高
速
度
で
行

う
高
能
率
の
機
能
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
各
入
・
出
力
装
置
に
よ
っ
て
ぎ
咤
♂
2
壱
9
さ
れ
る
資
料
は
、
す

べ
て
記
億
部
と
の
間
で
行
わ
れ
、
そ
の
接
続
は
覧
g
㎝
ぴ
。
碧
山
に
お
い
て
結
線

さ
れ
る
。

二
、
記

憶

部

本
機
の
記
憶
部
は
次
の
記
億
装
置
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
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図
炉
d
2
同
＜
＞
O
国
ざ
6
0
ロ
噴
5
2
に
つ
い
て

　
一
、
入
・
出
力
記
憶
装
置
（
　
短
信
・
8
6
巳
）

　
二
、
中
間
記
憶
装
置
（
噛
］
P
“
O
同
唇
P
Φ
山
一
9
臼
O
）

　
三
、
高
速
度
記
憶
装
置
（
げ
尋
。
・
唱
①
巴
）

　
四
、
大
容
量
記
憶
装
置
（
配
α
q
①
＄
嚇
。
ξ
）

　
以
上
四
種
の
う
ち
三
噂
自
6
ロ
む
9
記
憶
装
置
の
み
は
機
械
的
構
造
の
も
の

で
あ
る
が
、
後
の
三
種
は
す
べ
て
磁
気
ド
ラ
ム
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
記
憶
装
置
と
各
部
の
関
係
を
示
せ
ば
上
図
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
入
・
出
力
記
憶
装
置

高速度
記田装置

〈一一b制御部
演算部

〈．・一一

中　　間
記憶装置

ZIS

el一〉

大容量
記憶装置

入出力
記．憶装置

↑

入出力部

各
入
・
出
力
記
憶
装
置
に
接
続
さ
れ
、 　

こ
れ
は
言
で
9
6
口
宣
巳
装
置
に
資
料
を

出
し
入
れ
す
る
と
と
も
に
、
資
料
を
機
械

が
必
要
と
す
る
ま
で
、
あ
る
い
は
計
算
の

結
果
を
所
定
の
。
昌
℃
暮
装
置
に
出
す
ま

で
記
憶
す
る
。

　
入
・
出
力
記
憶
装
置
は
、
各
人
・
出
力

装
置
に
個
々
に
接
続
さ
れ
て
い
る
。
入
・

出
力
装
置
は
す
で
に
述
べ
た
如
く
対
象
事

務
に
応
じ
て
三
十
＝
個
ま
で
の
各
種
の
も

の
が
取
付
け
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
入
出
力
記

憶
装
置
を
通
し
て
同
時
に
機
械
組
織
に
資

料
を
供
給
し
、
ま
た
処
理
完
了
の
資
料
を

受
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
Q
こ
の
た
め
に
日
魚
島
覧
。
詳
記
α
Q
＝
ロ
詳
が

　
　
常
に
記
憶
装
置
の
記
憶
状
態
の
走
査

（
朝
O
⇔
昌
昌
一
謬
α
費
）
を
行
っ
て
副
湊
す
る
資
料
の
磐
口
留
の
役
目
を
果
し
て
、
そ
の

目
的
を
達
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
二
、
中
間
記
憶
装
置

　
こ
れ
は
常
数
あ
る
い
は
計
算
結
果
を
一
時
記
録
す
る
た
め
の
も
の
で
、
そ

の
容
量
は
一
一
桁
の
文
字
を
二
〇
組
ま
で
記
憶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

各
一
一
桁
に
は
そ
れ
ぞ
れ
正
負
の
符
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
三
、
高
速
度
記
憶
装
置

　
こ
の
冨
包
。
巨
碧
＄
。
。
。
。
方
式
の
高
速
度
記
憶
装
置
は
、
機
械
組
織
の
な
か

に
げ
巳
＝
ぎ
α
q
げ
ざ
爵
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
計
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

遂
行
す
る
た
め
の
指
令
の
記
憶
、
あ
る
い
は
不
変
的
な
留
審
の
記
憶
、
ま

た
は
こ
れ
ら
二
つ
の
組
合
せ
の
記
憶
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
高
速
度
記
憶
装
置

に
は
一
一
桁
の
留
冠
が
一
一
〇
個
と
九
九
〇
個
の
二
種
類
の
容
量
の
も
の

が
あ
り
、
各
一
一
桁
に
は
何
れ
に
も
正
負
の
記
号
を
表
わ
す
た
め
の
一
桁
が

付
加
さ
れ
て
い
る
。

　
四
、
大
容
量
記
憶
装
置

　
こ
の
大
容
量
審
嵩
創
。
ヨ
舘
8
ω
ω
方
式
の
記
憶
ド
ラ
ム
（
磁
気
ド
ラ
ム
）
は

本
機
の
重
要
な
特
長
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
盗
料
の
記
億
さ
れ
て
い
る
ド

ラ
ム
上
の
位
置
に
関
係
な
く
殆
ん
ど
瞬
間
的
に
特
定
の
資
料
を
機
械
組
織
の

任
意
の
部
分
に
取
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
挿
入
さ
れ
る
資
料
は
特
定
の

順
序
に
整
理
し
て
お
く
必
要
が
な
く
、
し
た
が
つ
．
て
分
類
の
操
作
を
省
略
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
記
憶
装
置
は
元
来
、
棚
卸
あ
る
い
は
配
分
の
問
題
、
す
な
わ
ち
残
高

が
常
に
求
め
得
ら
れ
、
総
額
が
種
々
の
勘
定
ま
た
は
分
類
に
割
り
あ
て
ら
一
れ
、

一80一



そ
の
残
高
が
繰
越
さ
れ
る
よ
う
な
会
計
事
務
を
取
扱
い
得
る
よ
う
に
特
に
設

計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ど
い
う
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ド
ラ
ム
は
毎
分
一
七
五
〇
回
転
し
て
お
り
、
そ
の
表
面
は
磁
心
で
覆

わ
れ
、
一
八
0
、
O
O
O
桁
／
字
（
英
数
字
ま
た
は
カ
ナ
丈
字
）
が
小
さ
い
磁

気
の
点
（
日
お
器
昌
。
。
・
娼
9
）
に
よ
っ
て
こ
の
表
面
に
記
憶
さ
れ
る
。
磁
気
ド

ラ
ム
に
一
た
び
記
憶
さ
れ
た
資
料
は
電
源
停
止
後
も
消
え
去
る
こ
と
な
く
、

新
し
い
資
料
が
そ
の
部
分
に
入
れ
ら
れ
る
（
ミ
葺
ぎ
α
q
）
ま
で
〃
読
取
り
ヘ
ッ

ド
”
（
二
巴
ぎ
σ
q
洋
学
）
に
よ
っ
て
繰
返
し
読
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ド
ラ
ム
は
三
部
分
（
ω
O
O
ゴ
O
ロ
）
に
区
画
さ
れ
、
各
ω
⑦
9
ご
ロ
は
畠
物
昌
9
と

呼
ば
れ
る
一
〇
〇
本
の
帯
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
。
訂
旨
9
に

は
六
〇
〇
桁
／
字
が
記
憶
さ
れ
る
か
ら
、
　
一
ド
ラ
ム
は

　
　
O
O
O
×
同
O
O
×
Q
。
1
1
H
c
◎
ρ
O
O
O
書
＼
彊

　
の
記
憶
容
量
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
ド
ラ
ム
が
本
機
に
は
対
象
事
務

の
仕
事
量
に
応
じ
て
、
最
大
一
〇
本
ま
で
増
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
記
億
容
量
は
最
大
一
、
八
○
○
、
○
○
○
桁
＼
字
と
な
る
。

　
　
d
旨
騨
円
①
o
o
同
山
O
器
四

　
六
〇
〇
桁
を
記
憶
す
る
各
。
国
目
①
一
は
更
に
個
々
の
対
象
事
務
に
応
じ
て
、

何
桁
か
を
一
つ
の
記
録
単
位
（
口
唇
凶
け
　
目
①
O
O
肖
自
）
と
し
て
ま
と
め
て
使
用
さ
れ
、

こ
れ
が
占
め
る
部
分
を
口
冨
騨
器
8
乙
賃
量
（
以
下
単
に
母
①
β
。
と
い
う
）
と
い

う
。
こ
れ
は
い
わ
ば
、
穿
孔
カ
ー
ド
一
枚
に
相
当
す
る
も
の
で
、
そ
の
欄
数

の
変
更
が
可
能
な
カ
ー
ド
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
欄
数
に
は
＝
一
、

一
五
、
二
〇
、
二
四
、
三
〇
、
四
〇
、
五
〇
、
六
〇
、
七
五
、
一
〇
〇
、
一

二
〇
桁
の
一
一
種
類
の
舘
雷
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
一
種
類
を
適
宜
選
定
す

図
戸
d
Z
月
く
b
O
葱
8
∩
9
壱
9
⑦
門
に
つ
い
て

る
。
（
但
し
す
べ
て
の
ド
ラ
ム
に
つ
い
て
震
Φ
9
。
は
、
そ
の
何
れ
か
の
一
つ
に

統
一
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
）

　
こ
の
霞
＄
は
例
え
ば
、
棚
卸
管
理
事
務
に
つ
い
て
説
明
す
れ
ば
、
今
記
憶

さ
れ
る
桁
数
が

　
　
歯
皿
聯
巾
　
　
o
諮

　
　
齢
嚇
一
斗
　
　
刈
諮

　
・
瞬
措
麟
蟄
　
　
ひ
諮

　
　
圧
勲
山
頸
　
　
↓
書

　
　
　
運
試
　
　
　
ト
っ
O
霊

　
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
三
〇
桁
の
舘
露
が
選
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
、

し
た
が
っ
て
こ
の
数
は
H
。
冨
閏
昌
①
】
蹴
π
ひ
O
O
喜
憂
も
。
O
諮
1
1
鱒
O
へ
圖
と
な
る
。

全
ド
ラ
ム
は
こ
の
三
〇
桁
の
も
の
に
統
一
さ
れ
る
か
ら
、
　
一
個
の
ド
ラ
ム
毎

の
舞
窪
数
は
ト
。
O
×
ω
O
O
。
冨
三
巴
1
1
ρ
O
O
O
壼
す
な
わ
ち
カ
ー
ド
六
、
0
0

0
枚
に
相
当
す
る
。

　
次
頁
の
表
は
一
個
か
ら
一
〇
個
の
ド
ラ
ム
に
対
す
る
一
一
種
類
の
単
位
記

録
の
長
さ
（
桁
）
（
ぎ
聴
器
8
乙
冨
昌
盛
）
と
母
窪
の
数
と
の
関
係
を
表
わ
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
　
跨
飢
酔
①
ω
。
。

　
上
記
の
記
録
単
位
は
そ
れ
ぞ
れ
ド
ラ
ム
上
の
位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
の

位
置
は
、
ド
ラ
ム
上
の
の
①
亀
8
番
号
と
、
そ
の
。
・
①
。
臼
ざ
昌
を
構
成
す
る

H
O
O
。
冨
二
巴
中
の
。
訂
菖
巴
番
号
と
、
そ
の
う
ち
の
震
露
の
番
号
を
指
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
こ
れ
を
宛
名
（
巨
費
霧
ω
）
と
い
う
。
す
な
わ

ち
Q

　
同
・
目
冨
山
暴
目
。
・
①
。
鼠
8
同
≡
日
げ
。
円
…
…
…
…
…
：
・
ト
っ
諮

　
挿
目
げ
①
煽
巳
汀
①
8
昌
昌
ロ
ヨ
げ
①
村
…
…
…
…
…
：
…
・
樽
離
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大容量記憶装置のUNIT　RECORDの数（穿孔カードの枚数に相当する）

謁
戸
d
賓
く
レ
O
田
ぎ
O
。
巷
三
。
肖
に
つ
い
て

NUMBER　OF　UNIT　RECORDS　ON：

EACH
　　　　　　　l
CHAN．　　　　　DRUMiN－tL　一［．

　　2’

DRUMS
3 4 5 6 7 8 9 10

P．一R．．Y－M－S－iD－R－U一“lglP．一R．LU－M．．uS一．ip．！｝lyltr！L，！p一＆umuMslDRusMIDRuMslDRuMs

12 50 15000 30000 45000 60000 75000 90000 105000 120000 135000 150000

15 40 12000 14000 　　　　・R6000 48000 60000 72000 84000 96000 108000 120000

20 30 9000 18000 27000 36000 45000 54000 63000 72000 81000 90000

24
　
　
　
2
5
i

75QO 15000 22500 30000 37500 54000 52500 60000 67500 75000

30
i　　　20

6000 12000 18000 24000 30000 36000 42000 48000 54000 60000

40 15 4500 9000 13500 18000 22500 27000 31500 36000 40500 45000

50 12 3600 7200 18000 14400 18000 21600 25200 28800 32400 63000

60 10 3000 6000 9000 12000 15000 18000 21000 24QOO 27000 30000

75 　　　　8

g

2400 4800 7200 9600 12000 14400 16800 19200 21600 24000

100 il　6 1800 3600 5400 7200 9000 10800 12600 14400 16200 18000

120

1
，
「

1500 3000 5400 6000 7500 9000 10500 12000 13500 15000

　
Q
じ
6
弓
げ
①
o
び
薗
巨
口
巴
ロ
＝
ヨ
ぴ
窪
：
：
：
・
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
ト
ン
書

　
こ
の
ー
、
2
、
3
の
番
号
の
合
計
六
桁
で
、
す
べ
て
の
巴
酔
。
。
・
。
。
を
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
各
資
料
の
記
憶
さ

れ
る
位
置
は
一
つ
の
離
巳
訂
①
8
乙
毎
に
整
然
と
区
分
さ
れ
て
上
記
の
六
桁
の

宛
名
番
号
が
つ
け
ら
れ
、
資
料
は
制
御
部
分
か
ら
特
定
の
宛
名
番
号
、
ま
た

は
番
号
と
行
先
を
指
令
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
“
書
込
み
”
（
ミ
置
ゴ
品
）

“
読
取
り
”
（
お
巴
一
品
）
の
制
御
が
行
わ
れ
る
。

　
い
ま
二
個
の
ド
ラ
ム
に
対
す
る
。
。
①
亀
8
お
よ
び
島
9
導
9
の
番
号
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
係
を
図
示
す
れ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

1・oo　一gg

㎜
〃

㎜
〃

F　100　一

channel
卜100

050403

〃る→
㎞

．
㎜
〃

e一　100一

channel

02Oloo

　
各
ω
①
o
島
o
昌
の
。
冨
昌
昌
①
一
番
号
は
O
O
↑
↓

O
O
番
ま
で
あ
り
、
ま
た
酔
ロ
ヨ
㊦
ω
9
出
o
昌
番

号
は
O
ρ
O
ピ
O
卜
。
博
O
Q
。
る
畝
等
と
な
る
。

　
一
〇
ド
ラ
ム
に
対
す
る
宛
名
番
号
を
一
一

の
各
巨
貯
器
8
巳
討
昌
σ
Q
序
に
つ
い
て
一
表

に
す
れ
ば
下
表
の
如
く
に
な
る
。

各
o
ず
僧
昌
昌
巴
に
は
、
円
窪
象
昌
㎝
卑
ロ
山
≦
ユ
江
昌
G
舜

冨
盆
が
取
付
け
ら
れ
て
い
て
、
ド
ラ
ム
が
廻

転
す
る
に
つ
れ
て
。
冨
巨
巴
㊦
母
8
が
そ

れ
ぞ
れ
の
円
窪
＆
ロ
G
q
⇔
巳
≦
葺
ぎ
㈹
げ
0
9
。
山
（
以

下
単
に
冨
巴
と
い
う
）
の
下
を
通
過
す
る

よ
う
に
な
つ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
両
者
の
相
対
運
動
に
よ
つ
て

實
窪
に
磁
気
的
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
項
が
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大容量記憶装置の宛名番号表
．UNIT

qECORD

1ST　　　DRUM
rECTION 1

2ND　DR．US
rECTION

13RD　　　DRUMS
rECTION

「
　
　
4
T
H
レ
［

　　　DRUM
rECTION … 30TH　DRUM

rECTION
NO．　OF
qECORDS

UNIT

LENGTH
P位，桁

DRUM
rEC

UNIT
qEC

CHA
mNEL

lDRUM

rEC
UNIT
qEG

CHA＿
mNEL

DRUM
rEC

UNIT
qEC

CHA＿
mNEL

IDRUM

rEC
UNIT
qEC

CHA－
mNEL

DRUM
rEC

UNIT
qER

CHA＿
mNEL PER　DRUM

MAX
P0DRUM

12 00
O0

一　＿　一　一　一　一

@　　　　　〇〇

@　　　　　49

00
X9

｝　01

P　01

00
S9

00
X9

一　　　　5

@02
@02

　　｝P21i 00
X9

1
　
0
3
i
　
O
3

00
S9

00
X9

29
Q9

O0
S9

@00
@99

15，000 150，000

15 00
O0

00
R9

00
X9

01

O1

00
R9

00
X9

02
O2

00
R9

00
X9

1
．
3
1
0
3
｛

00
R9

00
X9

29
Q9

00
R9

00
X9

　　　12，000

@　　　　　　1

120，000

20 00 00 00 101 00 00 02 00 00

i
。
3
1

00 00 29 00 00
　　　　19，000　1

90，000
00 29 99 lo1 29 99 02 29 99 1　03

c

29 99 29 29 99 　　　　　　　i－　　　i

24 00
O0

00
Q4

lll 01

O1

00
Q4

00
X9

02
O2

00
Q4

00
X9

～
　
0
3
i
　
O
3
［

　00
P24

担li
＞　　29

@　29
`

00
Q4

00
X9

7，500
E17臥000

u
30 00

O0
00
P9

00
X9

01
O1

00
P9

00
X9

02
O2

00
P9

00
D99

｝
　
0
3
1
　
0
3
…

lloo

@19
il部 29

Q9
00
P9

00
X9

6，000

！
　
　
6
0
，
0
0
0
…
i

’
i

1 i i
40 00

O0
00
P4

00
X9

　01
@01

00
P4

00
X9

lo2
ﾊ2

ioo
@　14

00
X9

｝　03

@
0
3
1

00
P4

…　ii99葬
　29＞　29 00

P4
00
X9

4，500 i　45，000

「1 「

50 00 00 00 01 00 00 02 00 00
…
　
0
3
1

00 1・・i ；
2
9
’

00 00
3，600 36，000

00 11 99 01 11 99 02 11 99 1
　
0
3
ヨ

11 Igg 29 11 99

60 00 00 00 01 00 00 02 00 00
1　03

00 00 ，　29 00 00
00 09 99 01 09 99 02 09 99 い3 09 99 29 09 99 3，000 30，000

75 00
O0

00
O7

00
X9

01

O1

00
O7

00
X9

02
O2

00
O7

00
X9

田
3
1
0
3
1

00
O7

00
X9

29
Q9

00
O7

00
X9

2，400 24，000

100 00
O0

00
O5

00
X9

01

O1
00
O5

00
X9

02
O2

00
O5

00
X9

1
．
3
四
3

00
O5

00
X9

29
Q9

00’

O5
00
X9 1，800 18，000

「 一
120 00

O0
00
O4

00
X9

Ol

nレ

00
O4

00
X9

1・2

u02
00
O4

00
X9

03
O3

00
O4

00
X9

29
Q9

00
O5

OO
X9

1，500 15，000

1 「
1 ト

　　　Ll　DRUM“
RR，　UNIV．A，C　File　Conputer　L）　s　：　’Y

一
国
Q
5
一
．



閉
炉
d
2
剛
イ
ン
O
国
ぎ
0
8
も
喜
①
門
に
つ
い
て

読
取
ら
れ
て
電
気
パ
ル
ス
に
転
換
さ
れ
、
ま
た
演
算
部
等
か
ら
く
る
電
気
パ

ル
ス
が
磁
気
的
に
記
録
（
書
込
み
）
さ
れ
る
。
そ
し
て
特
定
の
鴛
＄
に
対
し

て
読
取
り
が
行
わ
れ
る
た
め
に
は
｝
U
国
（
巴
穿
⑦
ω
・
・
目
曇
器
円
）
　
と
称
す
る

冨
α
Q
曲
ω
酔
窪
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に
該
胃
窪
の
宛
名
（
六
桁
）
を
制
御
部
か
ら
与

え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
該
当
す
る
訂
盆
に
・
・
三
紳
島
が
接
続
（
電
子
的
に
）

さ
れ
る
。

　
但
し
。
・
三
筈
の
接
続
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
霞
窓
が
そ
の
華
氏
の
直
下
を

通
り
過
ぎ
る
期
間
の
み
で
あ
る
。

　
　
O
ず
卑
昌
昌
巴
の
①
9
目
O
げ

　
こ
れ
は
、
あ
る
資
料
の
記
憶
さ
れ
て
い
る
場
所
の
宛
名
が
不
明
の
と
ぎ
に
、

そ
の
資
料
を
取
出
す
機
能
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
機
能
は
、
資
料
の
コ
ー
ド

（
o
o
亀
Φ
）
と
し
て
大
容
量
記
憶
装
置
の
ド
ラ
ム
上
の
鴛
鶏
に
関
連
の
あ
る
宛

名
番
号
を
充
当
し
た
と
ぎ
に
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
項
目
番
号
の
如
く

上
記
の
宛
名
番
号
組
織
と
、
挿
入
さ
れ
る
資
料
が
同
一
の
も
の
と
し
て
照
合

し
得
る
と
き
に
、
こ
の
筈
鋤
薯
9
・
。
①
鎚
魯
を
行
う
こ
と
が
で
ぎ
る
の
で
あ
っ

て
、
資
料
の
一
部
、
例
え
ば
残
高
の
み
の
変
更
を
行
う
場
合
に
も
利
用
さ
れ

る
Q

　
　
図
①
〈
O
冒
Φ
同

　
こ
の
大
容
量
記
億
用
ド
ラ
ム
か
ら
（
に
）
資
料
を
読
取
る
（
書
込
む
）
に

さ
い
し
て
所
定
の
鶏
＄
が
冨
器
の
直
下
を
通
過
し
去
っ
た
瞬
間
で
あ
る
と

き
に
は
、
更
に
一
廻
虚
し
て
く
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
ド
ラ
ム
は
毎
分
一
七
五
〇
廻
転
し
て
い
る
の
で
、
　
一
回
転
に
要
す
る
時
間

は
三
十
四
・
五
ミ
リ
セ
カ
ン
ド
（
壇
5
一
一
一
一
G
自
①
O
O
一
μ
鮎
）
と
な
り
、
　
こ
れ
は
“
待
ち

誤
聞
”
碧
8
。
。
ω
怠
臼
①
と
し
て
は
他
の
形
式
の
記
憶
装
置
、
例
え
ば
磁
気
コ
ア

ー
の
O
、
〇
一
ミ
リ
セ
カ
ン
ド
と
比
較
す
る
と
非
常
に
大
き
な
値
で
あ
る
。

待
ち
時
間
は
電
子
回
路
の
作
動
速
度
を
決
定
す
る
重
要
な
因
子
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
の
大
き
い
こ
と
は
機
械
全
体
の
作
動
速
度
を
低
下
せ
し
め
る
こ
と
に
な

る
。　

し
た
が
っ
て
機
械
組
識
が
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
資
料
が
直
ち
に
読
取

り
、
書
込
み
得
ら
れ
る
よ
う
に
お
く
。
写
霞
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ド

ラ
ム
の
一
端
を
利
用
し
た
同
様
の
記
憶
装
置
で
あ
っ
て
、
い
ま
あ
る
鍵
①
ε
。
か

ら
資
料
が
他
の
部
分
に
読
取
ら
れ
る
場
合
、
そ
れ
の
行
わ
れ
る
時
期
に
先
だ

っ
て
跨
∪
國
に
そ
の
碧
9
の
宛
名
を
与
え
冨
巴
を
通
じ
て
、
該
資
料
を
予

め
舘
窪
か
ら
器
8
＜
實
に
移
し
、
そ
の
全
周
に
わ
た
っ
て
記
憶
せ
し
め
て
お

く
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
資
料
は
必
要
に
応
じ
て
、
直
ち
に
各
部
に
移
し
得

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
た
が
っ
て
話
く
豪
く
震
は
、
い
わ
ば
待
ち
時
間
を
僅
少
な
ら
し
め
る
た
め

に
資
料
を
一
時
待
機
せ
し
め
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
あ
る
碧
窪
に
資
料
（
例
え
ば
演
算
結
果
）
を
書
込
む
場
合
に
は
、
予

め
器
。
巳
く
霞
に
貯
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
上
記
の
説
明
と
全
く
逆
の
動
作
が
行

わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
最
大
の
待
ち
時
間
は
舞
雷
が
ず
①
巴
の
下
を
通
過

す
る
時
間
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

　
ω
劇
ひ
目
。
・
（
H
圖
貫
π
屈
叫
び
挙
上
）
十
霞
＄
㊦
踏
三
巴
雌
薔
に
な
る
。
こ

の
値
と
各
窩
嵩
蹄
お
8
巳
】
窪
q
q
轡
ぴ
の
関
係
は
左
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
⇔
巳
θ
菊
0
8
a
　
＞
冨
p
　
　
旨
臼
首
ヨ
ロ
日
諺
8
0
。
・
ω
　
　
諺
〈
①
冨
㎝
①
〉
⇔
8
沼

　
同
」
①
韻
ひ
　
　
　
　
　
　
　
日
ぎ
①
　
　
　
　
　
　
　
三
目
①

　
　
一
の
　
　
　
　
　
α
O
　
　
　
・
ひ
旨
い
諺
四
三
。
D
①
8
昌
血
ω
　
　
。
ω
ω
ひ
同
託
ヨ
。
・
o
o
o
コ
計
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一
U

　
N
O

　
悼
心

　
ω
O

　
恥
O

　
“
O

　
ひ
O

　
圃
帆

　
一
〇
〇

　
一
い
O

な
お
、

の
平
均
は
、

卜
5
陰
㎝
ヨ
臨
目
g
D
Φ
o
o
昌
鮎 　　　一一一ト）卜）co軽UOCQO臥）り玉QUIOO

●
G
Q
心
O

一
●
一
〇
〇

一
。
ω
恥
心

一
ぴ
o
Q
O

悼
。
ト
の
軽
O

P
・
c
o
O
O

ω
■
ω
ひ
O

蒔
b
O
O

伊
ひ
O
N

ひ
●
勺
い
O

入
・
出
力
記
憶
、

　
何
れ
も

　
　
　
で
あ
る
。

．
心
け
O

●
“
ひ
O

。
ひ
刈
N

。
c
D
心
O

一
．
一
N
O

一
●
心
O
O

一
●
ひ
c
o
O

い
・
一
〇
〇

〇
・
o
◎
O
O

ω
●
ω
ひ
9

中
聞
記
憶
、
高
速
記
憶
の
各
装
置
の
待
ち
時
間

三
、
演
算
部
（
巴
爵
ヨ
①
欝
§
δ

　
こ
の
機
械
組
織
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
、
　
一
つ
の
装
置
か
ら
他
の
装
置
に
移

動
す
る
資
料
は
全
都
こ
の
演
算
部
を
通
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
加
減
乗
除
の
四
則
計
算
に
つ
い
て
、
加
減
算
は
十
一
桁
、
乗
算
は
乗
数
、

被
乗
数
と
も
に
十
一
桁
で
、
二
十
二
桁
ま
で
の
積
が
得
ら
れ
、
除
算
の
場
合

に
は
最
大
十
一
桁
の
商
と
剰
余
が
得
ら
れ
る
。
各
計
算
の
行
わ
れ
る
二
数
値

ぶ
と
“
は
、
正
負
の
符
号
と
と
も
に
取
出
さ
れ
、
そ
の
結
果
沁
に
も
符
号

が
つ
け
ら
れ
て
再
び
記
憶
装
置
に
入
れ
ら
れ
る
。
ま
た
小
数
点
も
各
雪
。
℃
毎

に
定
め
ら
れ
て
配
置
さ
れ
る
。

　
演
算
部
は
上
記
の
四
則
計
算
以
外
に
、
資
料
の
項
目
の
比
較
（
O
O
導
℃
9
閣
．
Φ
）
、

他
の
場
所
に
移
し
換
え
（
臼
円
㊤
】
P
Q
D
h
①
門
）
、
お
よ
び
大
容
量
記
憶
装
置
上
に
記
億

　
　
　
労
戸
d
沼
署
ン
O
国
8
0
自
唱
三
①
同
に
つ
い
て

さ
れ
て
い
る
必
要
な
資
料
を
探
し
出
す
畠
碧
昌
巴
ω
＄
器
げ
の
七
つ
の
機
能
を

備
え
て
い
る
。

　
演
算
．
部
が
以
上
の
各
機
能
を
遂
行
す
る
所
要
時
間
は
下
表
の
通
り
で
あ
る
。

但
し
こ
の
時
間
は
ω
三
野
巨
葺
8
と
し
て
記
憶
装
置
か
ら
数
値
を
出
し
入
れ

す
る
さ
い
の
待
ち
時
間
、
そ
の
他
を
含
め
た
も
の
で
あ
る
。

営

卿
ウ

O
」
ω
o
◎

P
一
ω
Q
◎

O
」
ω
c
o

一
〇
碕
“
ひ

ひ
．
O
、

蜘
汁

　
O
碕

　
P
“

一
ひ
の
●
ひ
“

一
ω
P
ひ
ω
ω

　
ひ
。
心

伊
㎝
蒔
ひ

蔦
蟄

P
心
一
ゆ

ゆ
ト
一
℃

郎
c
o
・
心
㎝

心
帆
や
N

ひ
本

凱
ぴ
心
ひ

　
　
　
　
　
恨
濤
㌶
窪
簑
澄
①
8
ロ
働

　
。
訂
暮
臨
ω
①
鷲
爵
に
は
約
額
O
巳
ヨ
ω
①
8
巳
を
必
要
と
す
る
が
、
こ
れ
は

資
料
が
必
要
と
さ
れ
る
時
期
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
る
か
ら
、
処
理
過
程
の
演

算
時
間
に
は
加
算
さ
れ
な
い
。

四
、
制
御
部
（
O
O
昌
d
湾
O
一
ω
①
O
臼
一
〇
口
）

　
必
要
な
結
果
を
得
る
た
め
の
事
務
手
続
き
の
手
順
に
し
た
が
っ
て
、
機
械
噛

組
織
の
各
部
分
に
指
令
を
発
し
て
自
動
的
に
制
御
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の

指
令
の
順
序
を
プ
p
プ
ラ
ム
（
鷲
。
α
Q
寸
言
）
と
い
い
、
そ
の
演
算
．
指
令
は
一
般

に
次
の
四
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
　
一
　
記
憶
装
置
か
ら
読
取
ら
れ
る
二
数
値
の
宛
名
番
号

　
　
二
　
二
数
値
間
に
行
わ
れ
る
演
算
部
の
種
類
（
上
記
の
七
種
類
）
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閑
戸
d
2
冥
｝
O
コ
冨
6
0
コ
窟
器
陛
に
つ
い
て

　
　
三
　
そ
の
演
算
結
果
を
何
れ
の
記
憶
装
農
の
宛
名
番
号
に
入
れ
る
か

　
　
四
　
次
に
実
施
さ
れ
る
演
算
指
令
を
受
け
る
宛
名
番
号

　
ま
た
本
機
の
演
算
指
令
の
方
法
に
は
以
下
の
三
方
法
が
あ
る
。

　
　
（
一
）
　
外
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
①
蓉
Φ
毎
巴
暇
。
α
Q
冨
∋
）
d
2
一
く
レ
O
同
韻
O
型
計

　
算
穿
孔
機
な
ど
と
同
様
に
、
ブ
ラ
ッ
グ
・
ボ
ー
ド
の
配
線
に
よ
る
方
法

　
　
（
二
）
　
内
部
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ぎ
8
§
巴
鷲
o
G
q
轟
き
）
指
令
テ
ー
プ
に
よ
つ

　
て
記
憶
装
置
（
高
速
度
記
憶
装
置
）
に
記
憶
さ
れ
た
指
令
に
よ
る
方
法

　
　
（
三
）
　
上
記
二
方
法
の
組
合
せ
に
よ
る
方
法

　
こ
れ
ら
は
何
れ
も
対
象
事
務
の
処
理
順
序
に
し
た
が
っ
て
適
当
に
選
定
さ

れ
る
。

　
下
図
は
各
部
構
成
間
の
資
料
の
流
れ
に
つ
い
て
の
説
明
図
で
な
る
。

操
作
運
用
の
方
法

　
木
機
は
個
々
の
対
象
事
務
に
適
応
す
る
よ
う
に
、
種
々
の
装
置
（
入
・
出

力
お
よ
び
大
容
量
記
憶
装
置
）
を
組
合
せ
て
使
用
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
機

械
組
織
を
如
何
に
操
作
運
用
す
る
か
は
そ
の
対
象
事
務
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
が
、
大
別
し
て
亀
葭
器
（
間
接
）
と
8
・
一
一
器
（
直
接
）
と
呼
ば
れ
る
二
つ

の
操
作
方
法
が
あ
る
。

　
一
　
〇
同
国
－
口
署
国

　
こ
の
操
作
法
に
お
い
て
は
名
霞
魯
窪
は
、
先
づ
穿
孔
カ
ー
ド
等
に
原
始
資

料
を
記
録
し
、
カ
ー
ド
を
媒
介
と
し
て
資
料
を
機
械
に
一
・
も
寓
す
る
。
こ
れ

は
穿
孔
カ
ー
ド
会
計
法
と
同
様
に
、
あ
る
一
定
期
間
に
作
威
さ
れ
集
積
さ
れ

た
カ
ー
ド
を
一
括
し
て
機
械
に
挿
入
す
る
方
法
で
あ
る
。

・『 O部指令によって制御
される資科の流れ。

t＿・ 熾博w令によって制御
　　される資料の流れ。
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中間
記憶装置

チヤiPv

入出力
記憶装置

ADR

体
と
す
る
事
務
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
、

り
状
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、

れ
、
そ
の
計
算
結
果
が
送
り
状
に
印
書
さ
れ
、

額
も
自
動
的
に
計
算
．
さ
れ
印
書
さ
れ
る
。

販
売
実
績
、
棚
卸
事
務
の
資
料
と
し
て
、

　
。
融
・
ぎ
①
操
作
の
一
例
と
し
て
資
材
表
の

発
行
と
、
棚
卸
管
理
事
務
を
一
作
業
の
事

務
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
品
番
号
別

の
在
庫
残
が
大
容
量
記
憶
装
置
に
記
憶
さ

れ
、
注
丈
数
量
が
各
使
用
部
品
に
よ
っ
て

積
算
．
さ
れ
在
庫
か
ら
差
引
か
れ
る
。
も
し

こ
の
差
引
き
残
が
赤
字
に
な
れ
ば
、
カ
ー

ド
に
・
そ
の
旨
の
標
示
が
穿
孔
さ
れ
る
。

　
二
　
〇
2
・
口
Z
図

　
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
記
帳
式
会
計
機
械

の
如
く
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
ま
た
は
キ
ー

・
パ
ン
チ
を
打
鍵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
結
果
を
直
接
、
計
算
記
録
す
る
操
作

法
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
資
料
の

う
ち
必
要
な
項
目
は
同
時
に
記
億
装
置
に

貯
え
ら
れ
、
爾
後
の
多
面
的
な
資
料
処
理

に
使
用
さ
れ
る
。

　
8
自
器
操
作
の
一
例
と
し
て
販
売
を
主

　
　
　
先
づ
電
気
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
送

演
算
装
置
で
数
量
×
単
価
の
計
算
が
行
わ

　
　
　
　
　
送
り
状
の
合
計
お
よ
び
割
引

　
　
　
更
に
そ
の
品
目
、
数
量
、
金
額
が

　
　
　
大
容
量
記
憶
装
置
に
記
憶
さ
れ
る
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た
め
に
、
販
売
先
、
品
目
番
号
、
数
量
等
の
小
数
の
必
要
項
目
を
打
鍵
す
る

の
み
で
、
送
り
状
、
商
品
の
所
在
倉
庫
番
号
、
出
荷
伝
票
、
在
庫
残
、
仕
入

必
要
数
が
そ
の
都
度
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
大
容
量
記
憶
装

置
に
は
倉
庫
所
在
地
、
品
名
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
価
が
予
め
記
憶
さ
れ
、
品
目

番
号
を
打
鍵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
品
目
に
該
当
す
る
単
価
が
自
動
的

に
選
択
さ
れ
金
額
の
計
算
が
行
わ
れ
る
。

　
従
来
の
会
計
機
械
と
の
特
性
の
比
較

　
。
融
土
器
操
作
で
は
、
カ
ー
ド
を
一
括
し
て
機
械
に
挿
入
す
る
こ
と
は
穿
孔

カ
ー
ド
式
会
計
機
と
同
様
で
あ
る
が
、
カ
ー
ド
式
会
計
機
で
は
、
そ
の
事
務

内
容
が
複
雑
に
な
り
、
ま
た
機
械
の
操
作
が
集
約
的
と
な
る
に
し
た
が
っ
て
、

合
計
カ
ー
ド
の
取
出
し
、
一
部
資
料
の
複
写
穿
孔
、
組
合
せ
、
引
抜
き
、
再

分
類
等
の
た
め
の
手
作
業
に
よ
る
カ
ー
ド
の
取
扱
い
も
非
常
に
複
雑
と
た
っ

て
く
る
Q

　
し
か
し
本
機
（
一
般
の
電
子
式
会
計
機
を
含
め
て
）
で
は
、
カ
ー
ド
は
資

料
を
挿
入
す
る
た
め
に
一
回
使
用
す
る
の
み
で
、
カ
ー
ド
に
記
銀
さ
れ
て
い

る
事
項
に
関
連
の
あ
る
す
べ
て
の
資
料
処
理
は
、
そ
の
事
務
に
対
応
す
る
指

令
テ
ー
プ
を
同
時
に
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
自
動
的
に
行
わ
れ
る
。

　
記
帳
式
会
計
機
は
資
料
を
打
鍵
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
計
算
、
記
．
録

が
同
時
に
行
わ
れ
る
点
は
、
8
－
＝
昌
。
操
作
と
同
様
で
あ
る
が
、
こ
の
機
械
は

記
憶
装
置
を
も
た
な
い
た
め
に
、
打
鍵
の
資
料
か
ら
上
記
の
よ
う
な
多
面
的

な
会
計
事
務
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
は
一
定
の
締
切
（
2
暮
。
騎
）
時
間
を
設
け
て
、

こ
の
間
に
集
積
さ
れ
た
カ
ー
ド
を
一
括
し
て
処
理
す
る
方
式
の
も
の
で
あ
る

国
押
d
2
署
》
O
票
♂
O
。
唱
ロ
8
尉
に
つ
い
て

か
ら
、
。
ゴ
・
ぎ
①
の
操
作
は
で
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
上
記
の
販
売
事
務
を
こ

れ
に
よ
っ
て
処
理
す
る
場
合
は
、
書
類
は
締
切
後
に
作
成
さ
れ
、
送
り
状
、

出
荷
伝
票
、
な
ど
比
較
的
迅
速
性
が
要
求
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、
顧
客

の
注
文
時
よ
り
も
時
間
的
に
、
あ
る
程
度
の
遅
れ
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

　
同
様
に
、
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
在
庫
管
理
を
行
う
場
合
は
、
各
商
品
に
対

す
る
書
類
上
の
残
高
と
、
実
際
の
残
高
と
は
一
致
し
な
い
。
と
く
に
商
品
の

動
き
の
激
し
い
場
合
に
は
、
更
に
こ
の
傾
向
の
大
な
る
こ
と
は
免
れ
ず
、
種

々
の
不
都
合
を
生
じ
る
結
果
と
な
る
。
然
る
に
本
機
で
は
以
上
の
よ
う
な
問

題
は
す
べ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
本
機
（
一
般
の
電
子
会
計
機
も
含
め
て
）
は
、
資
料
処

理
の
《
自
動
的
、
電
子
的
高
速
度
と
と
も
に
総
合
的
機
能
と
、
記
帳
式
会
計

機
械
に
み
ら
れ
る
個
別
的
、
直
接
的
な
機
能
の
双
方
の
特
性
を
併
せ
も
・
つ
も

の
で
あ
る
。

　
説
明
書
に
は
本
機
に
よ
る
会
計
処
理
の
方
法
の
特
徴
と
し
て
次
の
事
項
が

列
挙
さ
れ
て
い
る
。

　
一
、
種
々
の
異
っ
た
型
式
の
ぱ
も
雪
装
置
か
ら
全
く
未
整
理
の
ま
二
入
っ

て
き
た
細
大
な
資
料
を
自
動
的
に
整
理
フ
ァ
イ
ル
し
、
必
要
な
計
算
を
自
動

的
に
行
い
、
更
に
種
々
の
異
っ
た
型
式
の
。
口
壱
巳
装
置
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
二
、
従
来
の
方
法
に
お
け
る
如
く
個
々
の
項
目
を
ま
と
め
る
必
要
が
な
く

な
り
、
資
料
は
そ
の
ま
N
直
接
機
械
組
織
の
な
か
に
入
れ
る
と
、
何
時
で
も

残
高
が
得
ら
れ
る
〇

　
三
、
冨
ヨ
自
。
＝
宥
。
窃
・
・
方
式
に
よ
り
い
ま
ま
で
の
よ
う
に
分
類
と
か
照
合
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國
戸
d
2
フ
》
O
割
8
6
書
勺
ロ
臼
窪
に
つ
い
て

と
か
い
う
途
中
の
乎
続
き
を
踏
む
必
要
が
全
く
な
く
な
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
未
整
理
の
原
始
伝
票
か
ら
、
直
接
分
類
整
理
さ
れ
た
帳
簿
が
完

成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
四
、
磁
気
ド
ラ
ム
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
す
べ
て
の
一
層
曇
・

。
三
℃
耳
装
置
に
共
通
に
撚
も
同
時
に
作
用
し
得
る
か
ら
全
部
の
。
照
明
舞
竃

が
同
時
に
記
憶
懐
簿
の
同
じ
項
目
へ
記
帳
す
る
こ
と
も
で
ぎ
る
。

　
五
、
　
一
〇
鍵
の
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
媒
介
な
し
に
直
接
資
料
を
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
六
、
一
旦
磁
気
ド
ラ
ム
上
に
記
録
さ
れ
た
資
料
は
必
要
に
応
じ
て
直
ち
に

取
出
す
こ
と
が
で
き
、
記
録
カ
ー
ド
を
探
す
手
数
を
要
し
な
い
。

　
七
、
後
か
ら
の
項
目
の
追
加
は
自
由
に
で
き
る
。

　
八
、
急
を
要
す
る
特
定
の
項
目
の
処
理
も
任
意
に
行
う
こ
と
が
で
キ
る
。

　
九
、
全
項
目
の
累
積
合
計
は
何
時
で
も
取
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
〇
、
直
接
、
機
械
組
織
に
資
料
を
入
れ
る
8
・
剛
言
①
方
法
あ
る
い
は
穿

孔
カ
ー
ド
か
ら
資
料
を
間
接
的
に
入
れ
る
の
。
論
－
一
ぎ
①
方
法
に
よ
っ
て
、
本

機
は
広
範
な
事
務
を
同
時
に
処
理
す
る
。
ま
た
数
種
類
の
事
務
を
同
時
に
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
（
但
し
対
象
事
務
の
量
、
性
質
に
よ
る
。
）

　
　
　
生
産
監
理
に
適
用
す
る
場
合
の
特
徴

　
本
機
を
生
産
．
洞
門
に
適
用
す
る
場
合
の
特
徴
と
し
て
次
の
諸
点
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。

　
一
、
本
機
械
組
織
は
生
産
機
械
の
負
荷
量
や
作
業
予
定
等
の
広
汎
な
資
料

を
磁
気
ド
ラ
ム
に
そ
の
ま
Σ
直
接
フ
ァ
イ
ル
す
る
特
色
を
も
つ
て
い
る
。
こ

の
新
方
式
を
用
い
れ
ば
機
械
の
空
転
を
未
然
に
防
止
し
、
労
動
力
の
問
題
を

経
済
的
に
解
決
し
、
ま
た
生
産
過
程
に
お
け
る
個
々
の
業
務
の
あ
る
段
階
が

予
定
か
ら
外
れ
た
場
合
直
ち
に
調
査
を
行
う
等
の
た
め
に
必
要
な
数
年
が
時

聞
的
の
ず
れ
を
生
ず
る
こ
と
な
く
高
速
度
に
算
出
さ
れ
る
。

　
二
、
す
べ
て
の
生
産
に
関
す
る
資
料
は
事
務
機
械
室
に
到
着
順
に
そ
の
ま

＼
処
理
で
き
、
新
資
料
を
以
前
の
累
計
残
資
料
や
基
本
資
料
と
組
合
せ
、
カ

ー
ド
の
引
抜
き
、
選
別
分
類
を
す
る
作
業
が
不
要
と
な
る
。
最
大
限
一
〇
万

枚
の
作
業
カ
ー
ド
や
移
動
票
が
一
日
六
時
聞
で
処
理
さ
れ
る
。
ま
た
カ
ー
ド

を
一
度
通
過
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
機
械
負
荷
量
お
よ
び
新
し
い
仕

癖
の
作
業
予
定
に
関
す
る
完
全
な
計
算
．
が
で
き
る
。

　
三
、
作
業
番
号
、
部
品
番
号
、
工
場
名
、
作
業
名
厚
別
に
資
料
を
大
容
量

磁
気
ド
ラ
ム
に
フ
ァ
イ
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
予
定
作
業
の
完
全
な
記

録
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。

　
生
産
管
理
に
関
す
る
こ
の
種
資
料
の
な
か
に
は
作
業
の
推
定
ま
た
は
標
準

所
要
時
事
、
お
よ
び
開
始
予
定
日
、
注
文
額
お
よ
び
現
在
ま
で
の
生
産
量
等

を
含
み
、
ま
た
原
価
資
料
も
現
在
の
工
場
作
業
の
進
行
と
並
行
し
て
同
一
記

録
内
に
含
ま
れ
る
。

　
四
、
各
予
定
作
業
に
対
す
る
一
件
一
件
の
記
録
単
位
の
大
き
さ
は
、
必
要

に
応
じ
一
二
桁
か
ら
一
二
〇
桁
ま
で
に
区
切
ら
れ
る
が
、
通
常
一
単
位
の
作

業
内
容
は
大
体
四
〇
桁
位
か
ら
成
立
っ
て
い
る
の
で
一
個
の
大
容
量
記
憶
装

置
は
四
、
五
〇
〇
件
の
作
業
に
対
す
る
記
録
の
受
入
れ
が
可
能
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
ム
が
速
度
を
落
す
こ
と
な
く
一
〇
個
ま

で
同
時
使
用
が
で
き
る
の
で
、
本
機
一
組
織
で
個
々
の
作
業
四
五
、
0
0
0

件
が
処
理
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
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む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
、
本
機
の
機
構
、
特
性
の
概
略
を
説
明
し
た
が
、
こ
の
機
械
組
織
は

そ
の
名
の
示
す
如
く
多
量
の
資
料
を
磁
気
的
に
フ
ァ
イ
ル
（
鵠
①
）
す
る
円
鎚
・

自
。
日
碧
。
霧
の
方
式
の
大
容
量
記
憶
装
置
を
主
柱
と
し
、
ま
た
三
十
二
個
に
お

よ
ぶ
各
種
の
入
・
出
力
装
置
を
適
宜
結
合
し
、
同
時
に
操
作
し
得
る
こ
と
に

よ
っ
て
会
計
実
務
面
え
の
応
用
性
、
適
用
性
の
増
大
を
計
っ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
前
項
の
操
作
運
用
に
お
い
て
の
べ
た
資
料
処
理
の
特
徴
は
2
回
①
と
置
ρ
。
自
－

一
ぎ
①
両
操
作
法
の
何
れ
の
場
合
に
つ
い
て
も
、
必
ず
し
も
こ
の
機
械
特
有
の

も
の
で
は
な
い
が
、
確
に
従
来
の
会
計
機
械
の
遠
く
お
よ
び
得
な
い
優
れ
た

特
性
の
も
の
で
あ
っ
て
、
会
計
事
務
機
械
化
は
木
機
に
よ
っ
て
更
に
高
度
化

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
機
に
使
用
さ
れ
て
い
る
記
憶
装
置
に
は
、
入
・
出
力
の
機
械
的
構
造
の

も
の
を
除
い
て
、
中
闇
、
高
速
記
憶
装
置
と
も
に
一
貫
し
て
磁
気
ド
ラ
ム

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
記
憶
装
置
に
は
、
そ
の
他
、
ブ
ラ
ウ
ン
管
、
磁
心

（
盛
事
置
①
ぼ
。
8
器
∀
水
銀
遅
延
管
型
等
種
々
の
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
記
憶

装
置
の
特
性
と
し
て
望
ま
れ
る
こ
と
は
、
同
一
費
用
の
も
と
に
女
面
的
に
記

憶
容
量
の
塞
ぎ
い
こ
と
と
、
待
ち
時
間
（
臼
O
O
①
ω
ω
　
臼
一
癖
①
）
（
記
憶
装
置
に
対
す

る
書
込
み
、
読
取
り
に
必
要
と
す
る
時
聞
）
の
短
い
こ
と
で
あ
る
。
待
ち
時

間
の
小
さ
い
こ
と
は
演
算
速
度
を
大
な
ら
し
め
る
最
も
重
要
な
因
子
で
あ
り
、

記
憶
容
量
の
大
き
い
こ
と
は
演
算
速
度
と
と
も
に
機
械
の
資
料
処
理
能
力
を

増
大
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
待
ち
時
間
の
小
さ
い
こ
と
と
、
記
憶

閑
戸
d
2
同
く
諺
O
閉
、
幕
O
。
嵩
三
2
に
つ
い
て

容
量
の
大
き
い
こ
と
は
経
済
的
に
は
相
反
す
る
要
求
で
あ
る
た
め
に
、
如
何

な
る
型
式
の
も
の
を
選
択
採
用
す
る
か
は
そ
の
機
械
の
使
用
目
的
に
応
じ
て

利
用
と
費
用
と
の
考
慮
の
下
に
決
定
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
本
機
に

採
用
さ
れ
て
い
る
磁
気
ド
ラ
ム
記
憶
機
構
の
特
質
は
記
憶
装
置
と
し
て
は
、

最
も
低
廉
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
容
量
の
最
も
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、
一
方

待
ち
時
間
の
極
め
て
長
い
（
磁
心
記
憶
装
置
の
数
百
倍
）
性
質
の
も
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
演
算
装
置
の
主
体
と
な
る
加
算
機
に
も
同
様
に
低
速
度
の

直
列
型
加
算
機
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
機
は
資
料
処

理
の
速
度
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
融
通
性
の
向
上
に
重
点
を
お
い
て
製
作
さ

れ
た
機
械
で
あ
る
と
老
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
本
機
は
電
子
計
算
機
と
し
て
は
低
速
度
に
属
す
型

式
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
電
子
機
構
の
本
来
的
な
．
電
子
的
速
度
は
入
・

出
力
装
置
の
機
械
動
作
の
低
速
度
と
比
較
す
る
と
き
は
充
分
釣
合
い
の
と
れ

た
も
の
と
い
い
得
る
の
で
あ
っ
て
、
中
型
の
機
械
と
し
て
は
矢
張
り
か
＆
る

方
式
が
最
も
有
利
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
木
機
の
価
格
は
ぴ
ロ
昌
臼
目
σ
Q
げ
ざ
。
叶
。
・
嵩
8
日
で
あ
る
た
め
に
記
憶
一
三
、

入
・
出
力
装
置
の
結
合
の
大
小
に
よ
っ
て
約
三
〇
万
弗
か
ら
七
〇
万
弗
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
す
で
に
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
を
採
用
し
て
い
る
わ
が

国
の
約
一
七
〇
の
事
業
所
の
う
ち
、
会
計
機
械
に
こ
の
程
度
の
投
資
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
書
し
い
時
代
の
会
計
機
械

の
一
機
種
と
し
て
研
究
を
試
み
た
。
な
お
、
本
文
は
主
と
し
て
O
℃
。
蜜
雪
融

竿
言
9
覧
①
亀
目
冨
d
呂
く
｝
O
司
幕
O
。
目
唱
三
臼
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
米
国
に
お
け
る
本
機
の
注
文
予
約
台
数
は
約
二
〇
〇
機
（
】
九
五
五
年
十

二
月
現
在
）
に
達
し
本
年
三
月
頃
よ
り
逐
次
完
成
納
入
さ
れ
る
由
で
あ
る
。

　
電
子
式
会
計
機
械
の
一
般
的
な
解
説
に
つ
い
て
は
拙
稿
、
電
子
式
会
計
機

械
の
特
性
と
構
成
（
会
計
機
械
化
研
究
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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資
料

ジ
ョ

ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、

　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
七
－
一
九
一
三

井

上

忠

勝

　
ア
メ
リ
カ
の
経
営
学
者
R
・
A
・
ゴ
ー
ド
ン
は
、
そ
の
著
b
◎
黛
訟
菌
題
富
宇

目
・
巡
曽
詳
斡
ぎ
』
勲
“
㊦
6
。
題
ミ
§
試
§
．
回
著
い
（
平
井
泰
太
郎
・
森
昭
夫
訳
、
ビ

ズ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
昭
二
九
）
の
中
に
お
い
て
、
大
会
社
に
お
け

る
種
々
の
利
害
者
集
団
の
う
ち
、
「
金
融
者
集
団
は
い
か
に
し
て
力
を
獲
得
し
、

そ
れ
を
行
使
す
る
か
」
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
問
題
の
と
り
あ
げ

方
に
お
い
て
は
異
る
け
れ
ど
も
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
学
者
A
・
p
チ
ェ
ス
タ

ー
は
、
そ
の
著
肉
ミ
・
・
己
ミ
」
§
、
甘
3
H
ゆ
。
。
ひ
（
立
井
海
洋
訳
、
ア
メ
リ
カ
の
支

配
者
、
上
巻
、
昭
二
八
）
の
中
に
お
い
て
、
「
金
融
資
本
は
ど
ん
な
方
法
で

産
業
を
支
配
す
る
か
？
」
と
い
う
問
題
を
と
り
あ
げ
、
就
中
モ
ル
ガ
ン
の
そ

れ
に
つ
い
て
興
味
あ
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
我
々
に
と
っ
て
も
、
こ
の
よ

う
な
問
題
は
き
わ
め
て
興
味
の
あ
る
問
題
で
あ
る
Q
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

よ
う
な
問
題
は
、
も
と
よ
り
歴
史
の
場
に
お
い
て
老
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
の
問
題
で
あ
る
。
歴
史
上
の
事
実
が
、
ま
ず
、
理
論
に
先
行
し

て
確
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
幸
い
に
し
て
我
々
は
、
ア
メ
リ
カ
の
経
営

史
家
N
・
S
・
B
・
グ
ラ
ー
ス
及
び
H
・
M
・
ラ
ー
ソ
ン
共
著
の
6
翁
客
。
鼻

詳
」
§
㊦
、
腎
§
切
二
言
霧
賜
鶉
恥
き
q
噸
　
O
。
。
O
を
有
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
そ
の

う
ち
の
ト
蝕
①
ミ
。
ミ
さ
嶺
§
丸
Q
。
恥
『
1
」
遭
恥
及
び
肉
』
富
乱
蛍
O
o
q
§
駄
藩
㊦

穿
軸
器
亀
曾
ミ
＄
曾
⑩
9
6
0
題
。
、
蕊
馬
§
鳩
N
ゆ
ミ
鳥
℃
恥
c
Q
は
、
我
々
に
と
っ
て
恰
好
な

資
料
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
々
は
以
下
に
お
い
て
、
若
干
の
註
釈
を

加
え
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
忠
実
に
紹
介
し
よ
う
と
試
み

る
で
あ
ろ
う
。
而
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
代
表
的
金
融
業
者
で
あ
っ
た
J
・
P

・
モ
ル
ガ
ン
が
、
「
何
故
に
、
ま
た
如
何
に
し
て
産
業
に
力
を
獲
得
し
、
そ

れ
を
行
使
し
た
か
」
と
い
う
問
題
考
察
の
た
め
の
一
つ
の
資
料
に
な
し
た
い

　
へ
　
　
　
　

と
思
う

　
　
　
　
目
　
　
　
次

　
－
　
主
要
事
　
項

　
且
家
族
及
び
教
育
．

　
凪
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
銀
行
業
の
開
始

　
W
　
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
の
指
導
下
に
お
け
る
発
展
、
　
一
八
六
五
－
七
九

　
　
V
　
鉄
道
融
資
に
お
け
る
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ソ
、
一
八
七
九
－
八
八

　
　
　
モ
ル
ガ
ソ
鉄
道
組
織
の
形
成
、
一
八
八
八
i
一
九
〇
〇

　
租
　
絶
頂
時
に
お
け
る
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
九
〇
〇
1
一
三

　
　
　
ビ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
委
員
会
の
調
査

　
切
論
　
U
・
S
・
製
鋼
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
の
覚
書
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ジ
ヨ
y
・
ピ
ア
ボ
y
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
一
八
三
七
一
一
九
二
ニ

　
　
　
一
主
　
要
事
三

八
三
七
　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ボ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
コ
、
矛
テ
ィ
ケ
ッ
ト
州
ハ

　
　
　
　
ー
ト
フ
オ
ー
ド
に
誕
生

八
五
三
　
ボ
ス
ト
ン
の
高
等
学
校
卒
業

八
五
四
　
父
ジ
ュ
ニ
ア
ス
・
ス
ペ
ン
サ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
、
ロ
ン
ド
ン
の
ジ

　
　
　
　
ョ
ー
ジ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
i
会
社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る

八
五
四
－
五
六
　
ス
イ
ス
に
学
ぶ

八
五
六
－
五
七
　
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ン
大
学
に
学
ぶ

八
五
七
　
二
．
ユ
L
ヨ
ー
ク
の
ダ
ン
カ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
会
社
の
群
記
と
な

　
　
　
　
る

八
六
〇
　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
J
・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
と
J
・
P
・
モ
ル

　
　
　
　
ガ
ン
ム
斗
組
を
設
山
並

八
六
三
　
G
・
ダ
ブ
ネ
イ
を
パ
ー
ト
ナ
」
に
加
え
、
ダ
ブ
ネ
イ
・
蚤
ル
ガ

　
　
　
　
ン
会
社
と
な
惹

八
六
四
　
ジ
。
ー
ジ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
の
引
退
に
よ
っ
て
、
ロ
．
ン
ド
ン
の

　
　
　
　
ジ
ョ
ー
ジ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
i
△
酉
社
は
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
会
社

　
　
　
　
に
引
き
つ
が
れ
る

八
六
九
　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
J
・
グ
ー
ル
ド
及
び
J
・
フ
ィ
ス
ク
と

　
　
　
　
プ
ル
バ
ニ
ィ
ー
・
サ
ス
ケ
ハ
ナ
鉄
道
の
支
配
を
争
う

一
八
七
〇
　
普
仏
戦
争
中
、
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
．
会
社
は
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
を

　
　
　
　
組
織
し
、
フ
ラ
ン
ス
公
債
を
引
受
け
る

一
八
七
一
　
ダ
ブ
ネ
イ
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
は
ド
レ
ク
セ
ル
会
社
と
合
同
し
、

　
　
　
　
　
ド
レ
ク
セ
ル
。
モ
ル
ガ
ン
会
社
と
な
る

一
八
七
六
一
七
九
　
ア
メ
リ
カ
政
府
公
債
の
借
換
え
に
積
極
的
に
参
加

一
八
七
九
　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
プ
ル
鉄
道
株

　
　
　
　
　
の
販
売
を
引
受
け
、
こ
の
会
社
の
取
締
役
と
な
る

一
八
八
五
　
ニ
ュ
ー
．
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄

　
　
　
　
道
と
の
競
争
を
調
停

一
八
八
七
－
八
八
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
鉄
道
、
バ
ル
テ

　
　
　
　
　
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
叫
遣
、
チ
ェ
サ
ピ
ィ
ー
ク
・
オ
ハ
イ
オ
鉄

　
　
　
　
道
を
更
生

一
八
八
九
一
九
〇
　
鉄
道
業
に
お
け
る
競
争
を
緩
和
す
る
た
め
鉄
道
業
者
間

　
　
　
　
　
の
協
定
を
斡
旋

一
八
九
〇
　
J
・
S
・

一
八
九
二

一
八
九
三

一
八
九
四

　
　
　
　
モ
ル
ガ
ン
死
亡

」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
会
社
の

取
締
役
と
な
る

大
規
模
に
鉄
道
の
更
生
を
開
始

ド
レ
ク
セ
ル
の
死
亡
に
よ
っ
て
ド
レ
ク
セ
ル
・
モ
ル
ガ
ン
会
社

は
J
・
P
喝
モ
ル
．
ガ
ン
会
社
に
引
き
つ
が
れ
る
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一
八
九
五
　
モ
ル
ガ
ン
・
ベ
ル
モ
ン
ト
の
シ
ン
ヂ
ク
ー
ト
は
、
縮
少
し
つ
つ

　
　
　
　
　
あ
る
ア
メ
リ
カ
政
府
の
金
保
有
を
保
護
す
る
た
め
、
ゴ
ー
ル
ド

　
　
　
　
　
・
ボ
ン
ド
を
発
士
冗

一
八
九
八
　
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
の
設
立
を
援
助

“
八
九
九
　
メ
キ
シ
コ
公
債
を
引
受
け
る

一
九
〇
一
　
U
・
S
・
製
鋼
会
社
を
組
織

　
　
　
　
　
北
太
平
洋
鉄
道
の
支
配
を
争
う

一
九
〇
一
一
〇
ニ
　
ブ
ー
ア
戦
争
の
た
め
の
イ
ギ
リ
ス
政
府
公
債
を
引
受
け

　
　
　
　
　
る

一
九
〇
ニ
　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
商
船
会
社
及
び
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　
　
　
　
・
ハ
ー
ヴ
ェ
ス
タ
i
A
四
社
を
紺
一
晩
繊

　
　
　
　
無
煙
炭
ス
ト
ラ
イ
キ
の
解
決
を
援
助

一
九
〇
三
　
モ
ル
ガ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
議
決
権
受
託
者
の
一
人
と
し
て
、

　
　
　
　
　
バ
ン
カ
ー
ズ
信
託
会
社
が
設
立
さ
れ
る

一
九
〇
九
一
一
〇
　
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ル
及
び
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
ギ
ャ
ラ

　
　
　
　
　
ン
テ
ィ
ー
信
託
A
一
社
及
び
イ
ク
ィ
タ
ブ
ル
生
命
保
険
ム
瓜
社
の
持

　
　
　
　
分
を
獲
得

一
九
一
ニ
　
マ
ネ
ー
・
ト
ラ
ス
ト
調
査
委
員
会
で
証
言

一
九
一
三
　
ロ
ー
マ
に
お
い
て
死
亡

ジ
ヨ
ソ
・
ピ
ア
ポ
y
卜
・
モ
ル
ガ
ソ
、
一
八
三
七
－
一
九
二
二

∬

家
族
及
び
教
育

　
モ
ル
ガ
ン
家
の
先
祖
が
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
入
植
し
た
の
は
一
六
三

六
年
で
あ
っ
た
が
、
我
々
は
こ
の
叙
述
を
、
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ボ
ン
ト
・
モ
ル

ガ
ン
（
匂
。
ぎ
国
①
信
〇
三
竃
。
茜
碧
）
の
祖
父
に
当
る
ジ
ョ
ゼ
フ
・
モ
ル
ガ
ン

（
冒
器
唱
げ
冨
。
贔
導
）
か
ら
は
じ
め
よ
〕
う
。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
モ
ル
ガ
ン
は
実
業
家

と
し
て
成
功
を
お
さ
め
た
人
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
そ
れ
ま
で
に
は
彼
は
種

々
の
仕
事
に
従
、
恥
し
た
。
最
初
彼
は
し
ば
ら
く
の
間
教
職
に
あ
っ
た
。
一
八

一
二
年
の
英
米
戦
争
当
時
の
数
年
間
に
は
、
彼
は
農
民
で
あ
っ
た
。
し
か
し

彼
は
土
地
の
耕
作
と
と
も
に
、
生
産
物
の
販
売
及
び
不
動
産
へ
の
投
資
を
併

せ
行
っ
た
。
や
が
て
彼
は
ス
テ
ー
ヂ
ラ
イ
ン
及
び
宿
屋
の
所
有
者
と
な
っ
た
。

蒸
汽
船
や
鉄
道
が
出
現
し
た
と
き
、
彼
は
こ
の
方
面
に
投
資
し
、
ま
た
ハ
ー

ト
フ
ォ
ー
ド
に
大
き
な
ホ
テ
ル
を
買
っ
た
。
ま
た
銀
行
業
や
保
険
業
が
重
要

と
な
る
に
つ
れ
て
、
彼
は
多
く
の
銀
行
や
保
険
会
社
に
投
資
し
、
ま
た
そ
れ

ら
の
設
立
に
も
参
加
し
た
。
彼
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
エ
ト
ナ
火
災
保
険
会
社

の
取
締
役
と
し
て
経
営
の
任
に
つ
い
た
が
、
同
時
に
各
種
の
投
資
や
不
動
産

の
売
買
を
行
い
、
ま
た
農
業
に
も
関
心
を
も
つ
た
。

　
彼
の
子
供
で
あ
り
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
父
で
あ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ス
・
ス
ペ

ン
サ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
（
一
信
昌
冒
の
Q
D
喝
①
ロ
o
o
目
］
≦
o
円
σ
q
三
滝
）
は
一
、
八
一
一
二
年
に
生
れ

た
。
彼
は
最
初
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
M
・
ケ
ッ
チ
ャ
ム
の
バ
ン
キ
ン
グ
・
ハ
ウ
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
一
八
三
七
一
一
九
一
三

ス
に
入
っ
た
。
数
年
間
を
こ
こ
に
働
い
た
後
、
彼
は
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
に
帰

っ
て
雑
貨
商
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
。
こ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
時
、

一
八
三
七
年
に
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
が
生
れ
た
。
モ
ル
ガ
ン
の
家
族
は
一
八

五
一
年
ま
で
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
に
住
ん
だ
。

　
一
八
五
一
年
に
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
は
ボ
ス
ト
ン
に
お
い
て
あ
る
ヨ
。
〒

6
碧
邑
①
聴
二
器
冨
7
首
に
参
加
し
た
。
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
も
こ
の
都
市
の
高

等
学
校
に
入
学
し
た
。
一
時
ア
ゾ
レ
ス
群
島
に
病
を
養
っ
た
が
、
一
八
五
三

年
に
こ
の
学
校
を
卒
業
し
た

　
一
八
五
四
年
に
モ
ル
ガ
ン
の
家
族
は
ロ
ン
ド
ン
に
移
っ
た
。
」
・
S
・
モ

ル
ガ
ン
が
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
店
を
も
つ
ア
メ
リ
カ
の
有
力
な
金
融
業
者
ジ
ョ

ー
ジ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
会
社
（
O
①
o
茜
。
囹
①
帥
ぴ
。
身
節
6
9
）
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
と
も
に
J
・
P
・
・
モ
ル
ガ
ン
は
ス
イ
ス
の
学
校

に
入
学
し
、
つ
づ
い
て
グ
ッ
チ
ィ
ン
グ
ン
大
学
に
学
ん
だ
。

皿

ニ
ュ
；
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
銀
行
業
の
開
始

　
一
八
五
七
年
に
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
、
ニ
ェ
ー
ヨ
ー
ク
の
有
力
な
私
的

銀
行
ダ
ン
カ
ン
・
シ
ャ
ー
マ
ン
会
社
に
入
社
し
た
。
彼
は
熟
達
し
た
ア
カ
ウ

ン
タ
ン
ト
C
・
H
・
ダ
ブ
ネ
イ
の
下
に
お
い
て
ジ
ュ
ニ
ア
ー
・
ク
ラ
ー
ク
と

し
て
働
い
た
。

　
一
八
六
〇
年
（
或
は
一
八
六
一
年
）
に
」
・
p
・
モ
ル
ガ
ン
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
自
己
の
事
務
所
を
設
立
し
た
。
彼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
彼
の
従
兄
弟

で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
会
社
の
仕
事
を
代
行
し

て
い
た
ジ
ム
・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
で
あ
っ
た
。
主
た
る
業
務
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
。

ビ
ー
ボ
デ
ィ
ー
会
社
の
勘
定
の
集
金
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
こ
の
会
社
の
顧
客
の

為
に
投
資
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
ほ
か
に
、
外
国
為
替
業
務
や
ジ
ョ

ー
ジ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
i
会
社
及
び
そ
の
顧
客
へ
の
貸
附
を
行
っ
た
Q

　
南
北
戦
争
中
に
お
け
る
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の

事
業
の
性
格
或
は
方
法
を
批
評
す
る
材
料
と
し
て
屡
≧
引
用
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、
モ
ル
ガ
ン
及
び
ケ
ッ
チ
ャ
ム
が
、
北
軍
が
敗
北
し
価
格
が
騰
貴
し

つ
つ
あ
っ
た
一
八
六
三
年
の
秋
に
金
の
買
占
を
企
て
た
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

他
は
、
モ
ル
ガ
ン
が
、
北
野
ヘ
カ
ー
ゼ
ン
銃
を
納
入
す
る
に
当
っ
て
不
正
の

富
を
え
た
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
モ

ル
ガ
ン
の
事
業
の
性
格
を
推
論
す
る
に
し
て
は
、
当
時
の
事
情
の
う
ち
未
だ

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
が
多
い
。

　
南
北
戦
争
は
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
事
業
に
急
速
な
発
展
を
も
た
ら
し
た
。

一
八
六
三
年
に
は
C
・
ダ
ブ
ネ
イ
を
三
人
目
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
迎
え
、
会
社

は
グ
ブ
ネ
イ
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
（
U
9
げ
ロ
。
ざ
冨
。
磁
§
卸
6
0
・
）
と
称
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
あ
る
伝
記
作
家
は
、
当
時
こ
の
会
社
が
営
ん
で
い
た
事
業
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
モ
ル
ガ
ン
の
会
社
は
、
証
券
、
為

替
手
形
、
船
荷
証
券
、
及
び
殻
物
・
雑
貨
・
イ
ギ
リ
ス
産
の
鉄
等
の
主
要
生
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産
物
の
売
買
を
行
っ
た
。
ま
た
、
外
国
為
替
業
務
を
う
ち
た
て
つ
つ
あ
っ
た
。

勿
論
金
の
取
引
も
行
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
戦
争
中
最
も
活
濃
に
取
引

さ
れ
た
財
貨
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
価
格
の
趨
勢
、
プ
メ
リ
カ
市
場
の
動
向
に

十
分
な
注
意
を
く
ば
っ
た
。
就
中
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
会
社
の
事

業
を
今
や
引
き
つ
い
で
い
た
彼
の
父
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
側
の
正
確
且
つ

詳
細
な
機
密
の
情
報
源
と
し
て
行
動
し
た
。
一
八
六
四
年
十
月
一
日
に
、
ジ

ョ
ー
ジ
。
ピ
ー
ボ
デ
ィ
i
会
社
は
」
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
A
写
社
（
冒
ω
・
蜜
。
円
α
q
缶
昌

陣
6
9
）
と
改
称
さ
れ
て
い
た
。
L
（
円
『
留
詳
巴
①
ρ
『
目
今
欝
ミ
ト
寒
ミ
§
蛛

ミ
。
碇
§
も
無
く
g
①
ζ
鷲
言
臼
・
9
署
睾
唄
。
蒔
弘
O
。
。
8
や
も
。
い
図
）

W
」
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
の
指
導
下
に
お
け
る
発
展
、

一
八
六
五
一
七
九

　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
事
業
の
発
展
に
は
四
つ
の
主
た
る
要
因
が
作
用
し

た
。
第
二
は
ア
メ
リ
カ
に
存
在
し
た
投
盗
の
機
会
で
あ
っ
た
。
第
二
は
投
資

対
象
を
求
ぬ
て
い
た
外
国
資
本
で
あ
っ
た
。
第
三
は
若
き
モ
ル
ガ
ン
自
身
で

　
　
　
　
’

あ
っ
た
。
而
し
て
第
四
は
彼
の
父
」
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
で
あ
り
、
彼
が
英
国

の
投
資
家
に
対
し
て
有
し
て
い
た
強
力
な
地
位
で
あ
っ
た
。

　
一
八
六
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
資
本
の
流
入
は
二
つ

の
忍
路
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
。
一
つ
は
イ
ギ
リ
ス
よ
り
の
青
本
の
流
入
で
あ

り
、
他
は
ド
イ
ツ
よ
り
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
資
本
の
流
れ
を
指
導
し
た

　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ソ
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
　
一
八
三
七
－
一
九
二
二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
銀
行
家
に
は
、
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
、
パ
ー
リ
ン
グ
・
プ
ラ

ザ
ー
ズ
、
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
ム
塔
社
、
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
密
接
な
関
係
を
　

も
っ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
若
　
き
バ
ン
キ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
、
就
中
、
セ
リ

グ
マ
ン
家
、
ジ
ェ
ー
コ
ブ
・
H
・
シ
フ
、
及
び
モ
ル
ト
ン
・
プ
リ
ス
会
社
が

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
と
く
に
強
力
で
あ
っ
た
も
の
は
、
p
ス
チ
ャ
イ
ル

ド
家
、
パ
ー
リ
ン
グ
家
、
及
び
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
で
あ
っ
た
。
」
・

S
・
モ
ル
ガ
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
高
い
地
位
を
占
め
て
い
た
が
、
同

時
に
彼
自
身
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、
ま
た
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
を
通
じ
て
ア

メ
リ
カ
と
よ
き
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ク
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

　
南
北
戦
争
後
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
外
国
か
ら
の
最
大
の
投
資
対
象
と

な
っ
た
も
の
は
鉄
道
で
あ
っ
た
。
鉄
道
建
設
は
一
面
に
お
い
て
は
建
設
的
な

経
済
的
努
力
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
他
面
に
お
い
て
は
不
正
と
略
奪
の
機
会

を
与
え
た
。
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
及
び
彼
の
会
社
は
、
J
・
S
・
モ
、
ル
ガ
ン

及
び
彼
の
顧
客
の
為
に
証
券
を
買
入
れ
た
。
し
か
し
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
、

戦
後
の
鉄
道
金
融
に
み
ら
れ
た
証
券
操
作
、
贈
賄
、
略
奪
に
関
係
し
な
か
っ

た
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
彼
が
後
年
に
お
い
て
成
功
し
た
理
由
の
一
つ
を

為
し
て
い
る
。

　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
、
悪
質
の
鉄
温
迫
操
作
者
と
の
争
い
に
曲
勝
利
を
お
さ

め
、
　
ニ
　
ュ
ー
ヨ
ー
ク
金
融
界
に
認
識
を
え
た
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
ア
ル
バ

ニ
ィ
i
・
サ
ス
ケ
ハ
ナ
鉄
道
（
≧
ぴ
9
。
麸
陣
Q
∩
島
‘
昌
①
訂
コ
富
9
男
9
一
冒
。
巴
）
の
支
配
叩 一95一



　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
八
三
七
一
一
九
二
二

で
あ
り
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
人
々
は
J
・
グ
ー
ル
ド
及
び
J
・
フ
ィ

ス
ク
及
び
彼
ら
に
追
従
し
た
エ
リ
ー
鉄
道
の
人
々
と
、
ア
ル
バ
ニ
ィ
ー
．
サ

ス
ケ
ハ
ナ
鉄
道
の
社
長
ラ
ム
ゼ
イ
で
あ
っ
た
。
ラ
ム
ゼ
イ
は
モ
ル
ガ
ン
の
支

持
を
獲
得
し
、
モ
ル
ガ
ン
は
取
締
役
会
の
一
員
と
し
て
ラ
ム
ぜ
イ
側
の
指
導

者
と
な
っ
た
。
言
及
び
法
廷
が
争
に
用
い
ら
れ
た
。
　
一
八
六
九
年
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
モ
ル
ガ
ン
・
ラ
ム
ゼ
イ
派
に
有
利
な
宣
告
を
下
し

た
。
当
時
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
は
「
訴
訟
の
み
な
ら
ず
武
力
ま
で

用
い
ら
れ
た
こ
の
争
は
、
モ
ル
ガ
ン
氏
を
有
能
な
フ
ィ
ナ
ン
シ
ァ
ー
と
し
て

一
般
に
認
め
さ
す
こ
と
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
モ
ル
ガ
ン
家
及
び
そ
の
顧
客
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
に
多
額
の
投
資

を
行
っ
た
が
、
彼
ら
は
ま
た
政
府
融
資
に
お
い
て
も
か
な
り
の
役
割
を
果
し

た
。
連
邦
政
府
の
戦
時
公
債
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
販
売
に
、
彼
ら
が
ど
の
程

度
に
参
加
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
彼
ら
は
、
モ
ル
ト
ン
、

ベ
ル
モ
ン
ト
、
セ
リ
グ
マ
ン
家
な
ど
と
同
じ
く
、
こ
の
取
引
に
何
ら
か
の
役

割
を
演
じ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
八
七
〇
年
に
、
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
は
、

フ
ラ
ン
ス
へ
の
融
資
に
お
い
て
手
腕
を
発
揮
し
た
。
当
時
パ
リ
ー
は
包
囲
下

に
あ
っ
た
が
、
彼
は
銀
行
家
の
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
を
組
織
し
、
ツ
ー
ル
の
フ
ラ

ン
ス
仮
政
府
に
対
し
て
二
心
五
千
万
フ
ラ
ン
の
公
債
を
引
受
け
た
。
フ
ラ
ン

ス
へ
の
融
資
の
成
功
は
、
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
に
大
名
声
と
と
も
に
か

な
り
の
利
益
を
も
た
ら
し
た
。

　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
会
社
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
J
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
会
社

と
協
力
し
て
、
ア
メ
リ
カ
戦
時
公
債
の
借
換
え
に
参
加
を
望
む
で
あ
ろ
う
こ

と
は
予
期
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
戦
時
公
債
の
第
一

次
的
販
売
に
つ
い
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
引
受
け
た
ジ
ェ
イ
・
ク
ー

ク
会
社
（
冒
図
0
8
冨
律
0
9
）
は
、
同
じ
よ
う
に
借
換
え
公
債
の
販
売
に
た

つ
さ
わ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
、
事
実
そ
の
目
的
を
以
て
一
八
七
「
一
年
に

ロ
ン
ド
ン
に
支
店
を
設
立
し
た
。
し
か
し
ま
た
他
の
銀
行
家
達
も
こ
の
取
引

に
参
加
す
る
こ
と
を
欲
し
た
。
ク
ー
ク
の
最
大
の
競
争
者
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
」
・
P
・
モ
ル
ト
ン
を
バ
ッ
ク
に
も
つ
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
A
・
ド

レ
ク
セ
ル
で
あ
っ
た
。
ド
レ
ク
セ
ル
の
会
社
は
、
為
替
業
務
及
び
鉄
道
証
券

の
販
売
を
行
っ
て
お
り
、
確
固
た
る
評
判
を
え
て
い
た
。
モ
ル
ト
ン
も
ド
レ

ク
セ
ル
も
政
界
に
強
い
影
響
力
を
も
つ
て
お
り
、
ジ
ェ
イ
・
ク
ー
ク
の
借
換

え
計
画
に
反
対
し
た
。

　
一
八
七
一
年
前
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
会
社
は
ド
レ
ク
セ
ル
の
会
社
と
合

同
し
、
ド
レ
ク
セ
ル
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
（
U
器
器
r
冨
。
品
き
知
∩
o
・
）
を
設
立

し
た
。
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
海
外
に
お
け
る
強
力
な
コ
、
矛
ク
シ
ョ
ン
と
ド

レ
ク
セ
ル
の
国
内
に
お
け
る
根
づ
よ
い
地
盤
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
両
者
の

合
同
の
理
由
は
別
に
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ア
メ
リ
カ
政
府
の
借
換
公
債
の
割
当
を
め
ぐ
る
銀
行
家
間
の
競
争
に
つ
い

て
は
、
乞
・
幹
甲
O
旨
。
。
9
巳
国
．
蜜
・
H
舘
ω
o
炉
6
蕊
＄
o
募
き
」
§
①
「
融
§
切
霧
譜
Φ
塗 一96k



ミ
偽
8
三
図
図
．
旨
黛
O
。
心
知
9
§
℃
§
審
N
c
。
ミ
高
。
。
鍵
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し

よ
う
。
ド
レ
ク
セ
ル
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
と
モ
ル
ト
ン
・
ブ
リ
ス
会
社
の
連
携

は
、
政
府
金
融
に
対
す
る
ジ
ェ
イ
・
ク
ー
ク
の
勢
力
を
ゆ
る
が
し
た
が
、
一

八
七
三
年
に
お
け
る
ジ
ェ
イ
・
ク
ー
ク
会
社
の
破
綻
は
、
借
換
え
業
務
を
他

の
銀
行
家
達
に
委
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
八
七
三
年
の
恐
慌
と
そ
れ
に
つ
づ
い
た
不
況
．
は
鉄
道
証
券
の
価
値
を
大

い
に
損
ね
、
そ
の
結
果
投
資
銀
行
家
の
当
面
の
関
心
は
主
と
し
て
政
府
公
債

に
向
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
八
七
六
一
七
九
年
の
借
換
え
の
期
間
に

お
い
て
、
最
も
利
益
の
あ
っ
た
私
的
銀
行
業
務
は
、
高
率
の
旧
公
債
を
新
し

い
公
債
に
借
換
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
ロ
ン
ド
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
モ
ル
ガ
ン
の
会
社
は
、
借
換
え
に
お
い

て
、
優
越
的
と
い
う
程
で
は
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
重
要
な
役
割
を
果
し
た
。

銀
行
家
及
び
資
本
家
か
ら
な
る
各
種
の
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
を
通
じ
て
、
政
府
は

公
債
を
次
か
ら
次
へ
と
売
り
出
し
た
。
各
銀
行
家
は
夫
々
い
ろ
い
ろ
な
シ
ン

ヂ
ケ
ー
ト
を
組
織
し
た
。
一
八
七
五
年
に
国
内
の
バ
ン
キ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
、

フ
ィ
ス
ク
・
ア
イ
ド
・
ハ
ッ
チ
は
一
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
を
組
織
し
た
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
、
ヨ
ー
ク
第
一
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
、
バ
ン
ク
。
オ
ブ
・
コ
ン
マ
ー
ス
、

ウ
イ
ン
ス
ロ
ー
・
レ
イ
ニ
ャ
ー
会
社
v
ジ
ェ
イ
。
グ
ー
ル
ド
州
及
び
ラ
ッ
セ

ル
・
セ
イ
ヂ
と
い
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
家
乃
至
資
本
家
も
、
そ
の
時
々
に

か
な
り
の
応
募
を
為
し
た
。
し
か
し
概
し
て
、
最
大
の
応
募
を
為
し
た
も
の

　
　
　
ジ
ヨ
γ
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
申
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
一
」
九
一
三

は
、
外
国
の
バ
ン
キ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
乃
至
は
外
国
と
密
接
な
コ
、
矛
ク
シ
ョ
ン

を
も
つ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
家
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
オ
ー
ガ
ス
ト
・

ペ
ル
モ
ン
ト
と
ロ
ス
チ
ャ
イ
ル
ド
家
、
モ
ル
ガ
ン
家
、
モ
ル
ト
ン
家
、
及
び

セ
リ
グ
マ
ン
家
で
山
め
っ
た
。

　
借
換
え
業
務
は
、
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
バ
ン
キ
ン
グ
．
ハ
ウ
ス
に
と
っ

て
す
べ
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
た
が
、
就
中
モ
ル
ガ
ン
家
に
と
っ
て
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
信
用
は
彼
ら
に
よ

っ
て
高
め
ら
れ
た
が
、
モ
ル
ガ
ン
家
は
イ
ギ
リ
ス
市
場
に
お
け
る
指
導
的
な

応
募
者
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ガ
ン
家
は
名
声
を
高
め
且
つ
大
き
な
利
益
を
え
た
。

今
や
次
σ
如
く
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
借
換
え
公
債
の
取

引
を
通
じ
て
、
ド
レ
ク
セ
ル
・
モ
ル
ヴ
ン
会
社
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
第
一

流
の
投
資
銀
行
家
と
な
っ
た
。
か
つ
て
の
ジ
ュ
イ
・
ク
ー
ク
会
社
の
如
く
に

は
一
般
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
有
力
者
の
グ
ル

ー
プ
の
中
の
第
二
人
者
と
な
っ
た
。
し
か
し
モ
ル
ガ
ン
家
の
事
業
に
お
け
る

立
役
者
は
依
然
ロ
ン
ド
ン
の
」
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
で
あ
っ
た
。

V

鉄
道
融
資
に
お
け
る
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
、

↓
八
七
九
一
八
八

　
一
八
七
九
年
は
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
事
業
歴
に
お
け
る
一
転
換
点
で
あ

っ
た
。
一
八
七
九
年
半
政
府
公
債
の
借
換
え
業
務
の
終
了
を
み
た
年
で
あ
り
、
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ジ
ョ
ン
。
ピ
プ
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
－
一
九
二
二

近
き
将
来
に
お
い
て
は
鉄
道
が
主
た
る
投
資
分
野
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
最
初
の
大
鉄
道
融
資
は
、
一
八
七
九
年
に
お
け
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
（
ワ
『
①
ミ
団
O
同
げ
O
O
冨
臼
同
9
一
）
株
の
販
売
で
あ

っ
た
。
こ
の
鉄
道
株
の
殆
ん
ど
独
占
的
な
所
有
者
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ

ル
ト
（
≦
一
一
一
一
二
目
国
●
～
N
㊤
昌
山
①
目
げ
出
け
）
は
、
法
の
圧
迫
及
び
重
税
の
脅
威
か
ら
の

が
れ
る
為
に
、
そ
の
持
株
の
大
部
分
を
手
放
す
こ
と
を
決
意
し
、
モ
ル
ガ
ン

に
頼
っ
た
。
市
場
を
混
乱
さ
す
こ
と
な
し
に
、
か
く
も
大
量
の
株
式
を
売
り

出
す
為
に
は
、
強
力
な
銀
行
家
の
援
助
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
説

に
は
、
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ゼ
ル
ト
は
、
　
モ
ル
ガ
ン
を
涌
　
じ
て
、
ワ
ベ
ェ
シ
ュ
・
セ

ン
ト
ル
イ
ス
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
（
零
P
び
9
Q
o
げ
w
Q
D
戸
］
［
O
偉
一
ロ
p
露
剛
9
0
一
鋤
O
）
と
関

係
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
た
。

　
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
、
」
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
、
オ
ー
ガ
ス
ト
・
ベ

ル
モ
ン
ト
会
社
、
モ
ル
ト
ン
・
ブ
リ
ス
会
社
、
及
び
ジ
ェ
イ
・
グ
ー
ル
ド
か

ら
な
る
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
を
組
織
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
株
式
二

五
万
株
を
引
受
け
た
。
株
式
は
一
二
〇
ド
ル
で
買
入
れ
ら
れ
、
而
し
て
何
ら

の
市
…
場
の
混
乱
も
な
く
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
一
三
〇
ド
ル
で
売
り
出
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
新
聞
紙
上
に
お
い
て
「
大
金
融
操
作
」
と
称
せ
ら

れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
及
び
モ
ル
ガ
ン
家
は
鉄
道
融

資
に
お
．
い
て
強
い
指
導
力
を
う
る
こ
と
に
な
っ
た
Q
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は

彼
の
顧
客
の
利
益
を
保
護
す
る
為
に
こ
の
鉄
道
の
取
締
役
と
な
り
、
ま
た
、

ワ
ベ
ェ
シ
ュ
・
セ
ン
ト
ル
イ
ス
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
の
経
営
に
強
い
影
響

力
を
も
つ
て
い
た
三
入
の
も
の
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
の

取
締
役
会
に
推
さ
れ
た
。

　
註
　
ゴ
ー
ド
ン
は
「
金
融
者
集
団
（
穿
碧
。
芭
α
q
3
壱
）
は
い
か
に
し
て
力
を
獲
得
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
カ
　
　
　
し

　
そ
れ
を
行
使
す
る
か
」
の
｝
つ
の
タ
イ
プ
と
し
て
そ
の
他
の
金
融
集
団
の
影
響
な

　
　
め
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
う
　
　
　
ね
　
　
　
う

　
ら
び
に
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
事
例
な
る
項
目
を
掲
げ
て
い
る
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　
　
・
．
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
の
事
例
は
そ
の
中
の
一
つ
の
場
合
に
該
当
す
る
。
ゴ
ー
ド
y

　
　
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
「
株
式
が
集
中
的
に
所
有
さ
れ
て
い
る
会
社
の
所
有
者
が
、
．
そ
の
株
式
を
一
般
大

　
衆
に
譲
渡
せ
ん
と
す
る
が
ご
と
き
場
合
、
投
資
銀
行
家
は
、
会
社
と
緊
密
な
る
関

　
係
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
銀
行
家
は
、
引
受
の
代
償
と
し
て
若
干
の
影
響
力
を

　
獲
得
し
う
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
は
、
所
有
の
分
散
に
よ
る
株
主
の
利
害
関
係
稀

　
薄
化
の
結
果
と
し
て
、
後
に
、
そ
の
影
響
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
こ

　
　
と
を
発
見
す
る
。
」
（
平
井
泰
太
郎
・
森
昭
夫
訳
、
ゴ
ー
ド
ン
、
ビ
ズ
ネ
ス
・
リ
ー

　
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
昭
二
九
、
二
一
四
－
一
＝
五
頁
）

　
モ
ル
ガ
ン
家
の
第
二
の
大
鉄
道
融
資
は
北
太
平
洋
鉄
道
（
暑
自
爵
⑦
毎
b
雪
学

曾
）
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
鉄
道
は
…
八
七
三
年
の
失
敗
か
ら
苦
心
し

て
立
ち
直
り
つ
エ
あ
っ
た
。
一
八
七
六
年
に
は
じ
め
て
収
益
は
費
用
を
超
過

し
、
そ
し
て
鉄
道
は
注
意
深
く
そ
の
拡
大
を
企
て
は
じ
め
た
。
再
び
西
部
へ

の
移
住
が
は
じ
ま
り
、
そ
し
て
そ
こ
に
は
運
送
量
増
大
の
見
込
み
が
あ
っ
た
Q

一
八
八
○
年
ま
で
に
、
北
太
平
洋
鉄
道
は
投
資
対
象
と
し
て
価
値
の
あ
る
財
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産
と
な
っ
て
い
た
。
会
社
は
乏
ゾ
リ
ィ
ー
か
ら
太
平
洋
岸
に
至
る
路
線
の
建

設
を
企
て
、
そ
の
資
金
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
当
時
の
6
§
ミ
§
帖
ミ
当
国
き
§
9
ミ
6
ミ
§
計
澄
に
掲
載
さ
れ
た
ド
レ

ク
セ
ル
．
モ
ル
ガ
ン
会
社
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
引
用
し
よ
う
。

「
ド
レ
ク
セ
ル
・
モ
ル
ガ
ン
ム
電
社
、
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ー
・
レ
イ
ニ
ャ
ー
A
苔
祉
、

及
び
才
i
ガ
ス
ト
・
ベ
ル
モ
ン
ト
会
社
は
、
ア
メ
リ
カ
未
曽
有
の
大
鉄
道
社

債
取
引
を
今
完
了
し
た
。
彼
ら
は
北
太
平
洋
鉄
道
会
社
と
四
十
年
満
期
六
分

利
付
ゴ
ー
ル
ド
・
ボ
ン
ド
四
千
万
ド
ル
を
契
約
し
た
。
…
…
」

コ
ニ
会
社
は
8
暮
冨
。
8
冨
と
称
さ
れ
た
が
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
、
及
び
そ
の
他
の
ア
メ
リ
カ
諸
都
市
の
著
名
銀
行
家
を
仲
間
に
加

え
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
ド
レ
ク
セ
ル
会
社
（
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
）
、
」
・

s
．
モ
ル
ガ
ン
会
社
（
ロ
ン
ド
ン
）
、
ド
レ
ク
セ
ル
・
恥
毛
ジ
ェ
ス
会
社
（
パ

ー
ー
1
）
Q
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
コ
ン
マ
ー

ス
、
J
・
W
・
セ
リ
グ
マ
ン
会
社
、
タ
ー
ン
・
ロ
ー
ブ
会
社
、
ウ
ォ
ー
リ
ィ

ー
シ
ェ
ー
フ
ァ
ー
会
社
、
第
三
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
、
L
・
フ
ォ
ン
・
ホ
フ
マ

ン
会
社
、
」
・
S
・
ヶ
ネ
デ
イ
会
社
、
ス
ピ
イ
ヤ
ー
会
社
。
ボ
ス
ト
ン
で
は

り
ィ
ー
．
ヒ
ギ
ン
ソ
ン
A
一
社
、
ブ
ル
ー
ス
タ
ー
・
バ
セ
ッ
ト
ム
苔
位
。
バ
ル
テ

ィ
モ
ァ
で
は
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
会
社
。
L

「
北
太
平
洋
鉄
道
と
の
協
約
条
項
に
よ
っ
て
、
8
強
暴
9
。
岳
は
会
社
の
取
締

役
会
に
二
人
の
取
締
役
を
指
名
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
に

　
　
　
ジ
ヨ
ソ
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
一
一
九
二
二

は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
J
・
G
・
バ
リ
ッ
ト
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ィ
ン

ス
ロ
ー
・
レ
イ
ニ
ャ
ー
会
社
の
J
・
W
・
エ
リ
ス
が
選
ば
れ
た
。
L

註
　
北
太
平
鉄
道
の
事
例
は
、
ゴ
ー
ド
ン
の
「
金
融
者
集
団
は
い
か
に
し
て
力
を
獲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
り
　
　
　
も
　
　
　
し
　
　
　
ぬ
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ね

　
得
し
、
そ
れ
を
行
使
す
る
か
」
の
5
ち
の
次
の
タ
イ
プ
即
ち
拡
張
と
証
券
の
募
集

　
の
場
合
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
・
彼
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
カ
　
　
　
や
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
し
　
　
　
も

　
　
「
拡
張
と
証
券
の
募
集
す
で
に
示
唆
し
た
ご
と
く
金
融
利
害
関
係
者
は
、
会
祉

　
が
急
速
に
拡
張
し
つ
つ
あ
る
際
に
力
を
獲
得
す
る
様
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
お
け

　
る
若
干
の
鉄
道
の
場
合
が
そ
う
で
あ
り
、
…
…
。
」
「
銀
行
家
は
、
拡
張
計
画
に
た

　
い
し
金
融
す
る
為
に
、
新
証
券
を
発
行
し
た
り
短
期
信
用
を
供
与
し
た
り
す
る
こ

　
と
に
よ
っ
て
力
を
獲
得
す
る
…
…
。
」
（
前
掲
邦
訳
、
二
〇
五
i
二
〇
七
頁
）

　
一
八
七
〇
年
代
後
半
に
は
じ
ま
っ
た
繁
栄
は
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
業
界
に
ブ

ー
ム
を
も
た
ら
し
た
が
、
し
か
し
こ
の
ブ
ー
ム
が
過
ぎ
去
っ
た
と
ぎ
、
そ
こ

に
は
支
払
手
形
が
残
さ
れ
て
い
た
。
一
、
八
八
四
年
の
凄
ミ
．
吻
さ
養
ミ
は
、

一
八
八
0
一
八
三
年
に
お
け
る
鉄
道
の
「
仮
装
資
本
の
非
常
な
増
大
」
に
つ

い
て
注
意
を
促
し
た
。
も
っ
と
も
鉄
道
が
過
大
に
資
本
化
さ
れ
て
い
て
も
、

あ
る
地
域
の
運
送
を
独
占
し
て
い
た
場
合
に
は
、
鉄
道
は
自
ら
を
支
え
る
こ

と
は
で
き
た
。
し
か
し
一
八
八
五
年
ま
で
に
、
ニ
ェ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
カ
ゴ
間

に
は
五
つ
の
幹
線
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
の
三
つ
は
破
産
直
前
の

状
態
に
あ
っ
た
が
、
更
に
二
つ
の
鉄
道
が
建
設
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
激
烈
な

そ
し
て
破
壊
的
な
競
争
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
八
八
五
年
の
初
夏
、
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
行
し
て
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
八
三
七
一
一
九
二
二

い
た
が
、
彼
は
幹
線
鉄
道
の
競
争
に
つ
い
て
何
事
か
を
為
さ
ね
ば
な
ら
な
い

立
場
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。
彼
は
問
題
の
中
心
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

地
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
に
平
行
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ー
バ
ッ
フ
ァ
雁
垂
間
に
敷
設

さ
れ
た
一
鉄
道
と
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
以
東
に
お
い
て
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄

道
を
脅
か
し
て
い
た
サ
ウ
ス
・
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
に
あ
る
こ
と
を
見

て
と
っ
た
。
前
者
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
の
社
長
ロ
バ
ー
ツ
が
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
．
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
の
競
争
線
と
し
て
敷
設
し
た
も
の
で
あ
り
、
後

者
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
の
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
が
、
ペ
ン

シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
の
独
占
を
排
除
せ
ん
と
欲
し
て
い
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
そ
の

他
の
製
鉄
業
者
と
結
ん
で
建
設
し
た
鉄
道
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
J
・
P
・
モ

ル
ガ
ン
は
、
間
題
解
決
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
二
人
の
男
即
ち
ロ
バ
ー
ツ
と
ヴ

ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
と
の
調
停
に
乗
り
だ
し
た
。
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
が
ま
ず

開
…
呈
し
、
次
で
モ
ル
ガ
ン
の
ヨ
ッ
ト
「
コ
ル
セ
イ
ヤ
」
号
で
の
長
い
会
談
の

後
に
、
ロ
バ
ー
ツ
も
モ
ル
ガ
ン
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
の
平
行
線
は
、
モ
ル
ザ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

社
長
と
し
て
新
た
に
設
立
さ
れ
た
ウ
エ
ス
ト
・
シ
ョ
ー
ア
・
鉄
道
会
社
に
よ

っ
て
買
収
さ
れ
、
更
に
こ
の
鉄
道
は
元
利
五
千
万
ド
ル
の
社
債
を
保
証
と
し

て
ニ
ェ
ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道
に
貸
与
さ
れ
た
。
　
一
方
ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
鉄
道
の
競
争
線
も
、
そ
の
名
目
は
別
と
し
て
も
、
実
質
的
に
は
ペ
ン

シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
に
よ
っ
て
買
収
さ
れ
た
。

　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
次
の
仕
事
は
、
よ
ろ
め
い
て
い
る
諸
鉄
道
を
更
生

さ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
鉄
道
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
鉄
道
、
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
、
及
び
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
・

オ
ハ
イ
オ
鉄
道
で
あ
っ
た
。

「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
鉄
道
（
下
げ
昌
9
山
。
ぽ
ゲ
貯
陣
屋
。
帥
巳
ロ
㎝
）

の
更
生
は
一
八
八
六
－
八
七
年
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
鉄
道
は
、
前
社
長
の
拡

大
計
画
の
結
果
と
し
て
の
多
額
の
資
本
費
用
と
、
競
争
の
圧
迫
と
に
よ
っ
て

苦
し
ん
で
い
た
。
モ
ル
ガ
ン
は
シ
ン
ヂ
ク
ー
ト
を
組
織
し
、
こ
の
シ
ン
ヂ
ケ

ー
ト
は
会
社
に
現
金
一
千
五
百
万
ド
ル
を
提
供
し
、
五
％
の
報
酬
を
受
け
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
会
社
の
資
本
構
成
は
改
善
さ
れ
、
そ
の
固
定
費
用
及
び
レ
ン

タ
ル
は
一
八
八
五
年
の
約
一
千
四
百
万
ド
ル
か
ら
約
六
百
五
十
万
ド
ル
に
減

少
し
た
。
モ
ル
ガ
ン
は
、
こ
の
鉄
道
と
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
と
の
間
に

平
和
を
確
立
し
、
ま
た
他
の
諸
炭
蕨
鉄
道
と
も
協
定
を
結
ば
し
め
た
と
も
い

わ
れ
た
。
モ
ル
ガ
ン
を
頭
首
と
す
る
議
決
権
信
託
が
、
五
年
間
こ
の
会
社
を

統
制
す
る
為
に
設
定
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
銀
行
家
を
こ

の
鉄
道
の
社
長
に
選
ん
だ
。
（
臼
巳
。
。
・
H
切
。
α
Q
①
炉
§
o
昏
暮
言
。
馬
器
肉
ミ
守
§
警
・

2
。
ミ
嘱
。
時
H
ゆ
ト
っ
メ
で
雫
8
1
ひ
ひ
●
）

　
つ
づ
い
て
モ
ル
ガ
ン
は
、
一
八
八
八
年
差
、
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ

鉄
道
（
一
W
9
一
骨
一
目
O
円
O
陣
〔
二
日
一
〇
）
の
財
政
状
態
を
立
て
直
す
為
に
、
資
金
を
供
給

す
る
一
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
会
社
と
の
契
約
に
当
つ
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て
、
次
の
諸
点
を
条
件
と
し
て
要
求
し
た
。
即
ち
、
会
社
の
諸
報
告
書
は
立

証
さ
る
べ
き
こ
と
。
鉄
道
の
経
営
は
シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
の
同
意
を
得
ら
れ
る
よ

う
な
有
能
な
人
に
託
さ
る
べ
き
こ
と
。
而
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
交
通
に
つ
い

て
は
他
の
諸
鉄
道
と
協
定
が
結
ば
る
べ
き
こ
と
。
さ
て
こ
れ
ら
の
規
約
の
実

行
に
お
い
て
、
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
及
び
そ
の
ホ
ー
ム
・
コ
ミ

ニ
ニ
テ
ィ
ー
は
、
他
の
諸
鉄
道
と
の
協
定
を
イ
ン
ホ
ー
マ
ル
に
し
か
受
け
入

れ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
事
実
上
競
争
の
継
続
を
意
味
し
た

が
、
し
か
し
シ
ン
ヂ
ク
ー
ト
は
こ
の
点
を
強
く
主
張
し
な
か
っ
た
。
と
い
う

の
は
、
こ
の
鉄
道
は
、
新
、
し
い
社
長
ス
ペ
ン
サ
ー
の
下
に
お
い
て
、
そ
の
財

政
を
強
化
し
つ
つ
あ
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
操
業
を
改
善
し
よ
う
と
努
力
し
つ

つ
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
改
革
に
と
も
な
っ
て
、
若
き
前
社

長
ギ
ャ
レ
ッ
ト
の
経
営
上
の
失
敗
が
暴
露
さ
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
ギ
ャ
レ

ッ
ト
一
族
は
そ
の
一
派
の
も
の
を
社
長
に
選
任
し
、
か
く
て
、
モ
ル
ガ
ン
の

努
力
は
妨
げ
ら
れ
た
。
（
ω
け
轟
躊
0
9
σ
Q
α
Q
。
芦
陶
黛
軸
ぎ
ミ
陶
S
嶺
§
計
ミ
馬
§
い
切
。
ω
8
旨

H
ゆ
O
c
。
”
電
』
　
1
卜
。
違
や
参
照
）

　
一
八
八
八
年
に
は
、
ま
た
ド
レ
ク
セ
ル
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
は
チ
ェ
サ
ピ
ー

ク
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
（
O
冨
ω
巷
⑦
疑
。
知
O
ぽ
。
）
を
再
組
識
し
た
。
こ
の
鉄
道

は
負
債
及
び
固
定
費
用
の
重
荷
に
苦
し
ん
で
い
た
。
ま
た
そ
れ
は
大
西
洋
岸

ま
た
は
ア
メ
リ
カ
中
西
部
に
う
ま
く
接
続
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
モ
ル
ヴ
ン

の
提
案
に
よ
っ
て
、
こ
の
会
社
の
再
組
織
は
、
C
・
H
・
コ
ス
タ
ー
（
ド
ソ

　
　
　
ジ
ヨ
ソ
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
．
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
－
一
九
一
三

ク
セ
ル
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
の
鉄
道
に
つ
い
て
の
専
門
家
）
を
含
む
一
委
員
会

に
託
さ
れ
た
。
ま
た
五
年
間
に
わ
た
る
議
決
権
信
託
が
、
J
・
P
・
モ
ル
ガ

ン
、
」
・
、
C
・
ブ
ラ
ウ
ン
、
及
び
G
・
プ
リ
ス
を
受
託
者
と
し
て
設
定
ざ
．
れ

た
。
新
し
い
証
券
が
発
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
旧
証
券
の
買
上
げ
、
浮
動
債

務
の
処
理
、
運
転
資
金
の
提
供
、
及
び
西
部
へ
の
拡
大
資
金
の
供
給
を
行
わ

ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
ア
レ
グ
イ
ニ
ィ
ー
鉄
道
の

支
配
が
獲
得
さ
れ
、
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
・
ニ
ュ
ー
ス
へ
の
通
路
を
与
え

た
Q
ま
た
新
し
く
西
部
地
区
へ
の
鉄
道
建
設
が
着
手
さ
れ
た
。

註
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
・
リ
デ
ィ
y
グ
鉄
道
、
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
、

　
及
び
チ
ェ
サ
ピ
ー
ク
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
の
右
の
事
例
は
次
章
に
お
い
て
述
べ
る
と

　
こ
ろ
の
一
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
鉄
道
の
更
生
の
諸
事
例
と
と
も
に
、
ゴ
ー
ド
ン

　
　
の
「
金
融
者
集
団
は
い
か
に
し
て
力
を
獲
得
し
、
そ
れ
を
行
使
す
る
か
」
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
セ
　
　
　
ね
　
　
　
し
　
　
も
　
　
　
ら
　
　
つ
　
　
　
も
　
　
も

　
の
一
つ
の
タ
イ
プ
即
ち
財
務
窮
迫
と
会
杜
更
生
の
場
合
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
ゴ
ー
ド
ン
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
セ
　
　
　
し
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ね
　
　
　
ね
　
　
　
カ

　
　
「
財
務
窮
迫
と
会
社
更
生
　
銀
行
そ
の
他
の
金
融
集
団
が
力
を
獲
得
す
る
と
考
え

　
ら
れ
る
今
一
つ
の
事
態
が
、
会
祉
が
財
務
窮
迫
に
直
面
し
て
い
る
場
合
に
起
る
。

　
投
資
銀
行
お
よ
び
商
業
銀
行
は
、
必
要
な
新
資
金
の
供
給
を
支
配
し
て
お
り
、
し

　
か
し
て
、
彼
ら
は
こ
れ
ら
の
資
金
を
財
務
的
に
問
題
の
あ
る
会
杜
に
融
資
す
る
場

　
合
は
、
常
に
厳
し
い
条
件
を
強
制
す
る
様
で
あ
る
。
そ
の
上
、
財
務
的
諸
事
項
は

　
銀
行
家
の
本
職
で
あ
り
、
証
券
所
有
者
は
ト
ラ
ブ
ル
が
起
つ
た
場
合
銀
行
家
の
り

　
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
頼
り
と
し
、
し
か
し
て
彼
ら
は
他
の
集
団
よ
り
も
債
権
者
保
護

　
委
員
会
な
ら
び
に
更
生
委
員
会
を
卒
先
指
揮
す
る
に
好
適
な
知
識
、
手
段
を
持
ち
、

　
作
戦
上
都
合
の
良
い
地
位
に
あ
る
。
」
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
一
八
三
七
一
一
九
＝
二

d
更
生
は
、
金
融
利
害
関
係
者
に
よ
る
力
の
獲
鴛
に
は
有
利
な
機
会
で
あ
っ
た
。

な
か
ん
ず
く
鉄
道
業
に
お
い
て
そ
の
こ
と
が
妥
当
す
る
。
一
八
九
〇
年
代
の
鉄
道

業
に
お
け
る
大
規
模
な
更
生
の
結
果
、
銀
行
集
団
、
殊
に
」
・
P
・
モ
ル
ガ
y
・

ア
ン
ド
・
カ
γ
バ
ニ
ー
を
し
て
、
多
く
の
重
要
鉄
道
に
お
い
て
極
端
に
強
力
な
地

「
位
に
就
か
し
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
（
註
　
当
時
、
モ
ル
ガ
ソ
に
よ
っ
て
麦
配
さ

れ
た
会
祉
更
生
に
お
い
て
は
、
常
に
、
一
人
以
上
の
モ
ル
ガ
y
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

議
決
権
受
託
者
と
す
る
議
決
権
信
託
が
設
定
さ
れ
た
…
…
。
）
　
以
後
銀
行
集
団
は
、

会
杜
更
生
手
続
に
お
い
て
彼
ら
が
演
ず
る
指
導
的
役
割
に
よ
っ
て
、
特
定
の
鉄
道

に
関
す
る
力
を
獲
得
、
回
持
、
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
…
…
。
」

「
更
生
に
お
け
る
銀
行
家
の
り
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
性
質
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ

た
か
。
過
去
に
お
い
て
は
、
銀
行
家
は
、
更
生
の
条
件
、
更
生
会
社
の
資
本
構
成

を
取
り
き
め
、
新
取
締
役
会
お
よ
び
最
高
経
営
担
当
者
を
選
任
す
る
に
当
っ
て
指

．
導
的
役
割
を
演
じ
て
き
た
。
更
生
が
、
銀
行
に
た
い
し
将
来
の
新
証
券
発
行
の
独

占
権
を
与
え
、
し
か
し
て
屡
々
そ
の
後
数
年
聞
に
亙
っ
て
経
営
に
た
い
し
強
い
発

言
権
を
与
え
た
実
例
は
、
無
数
に
あ
る
。
鉄
道
業
部
門
に
お
い
て
は
、
銀
行
家
は

更
生
期
聞
お
よ
び
そ
の
後
に
は
、
高
級
経
営
担
当
者
お
よ
び
取
締
役
の
選
任
を
援

け
、
新
証
券
発
行
の
時
期
、
性
質
を
決
定
し
、
財
産
や
他
の
鉄
道
の
証
券
類
の
買

収
に
関
し
若
干
の
承
認
職
能
を
行
使
す
る
等
、
若
干
の
場
合
に
お
い
て
は
積
極
的

で
あ
っ
た
。
他
の
場
合
と
同
じ
く
こ
の
場
合
、
彼
ら
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
財
務

的
諸
決
定
に
集
中
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
人
事
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
集
中
し

て
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
業
務
上
の
諸
事
項
お
よ
び
運
輸
上
の
諸
事
項
に
お

い
て
は
遙
か
に
軽
い
役
割
を
果
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
　
（
註
　
し
か
し
な
が
ら
、

」
・
P
．
モ
ル
ガ
γ
は
、
前
世
紀
の
八
○
年
代
お
よ
び
九
〇
年
代
に
お
い
て
、
料

率
お
よ
び
地
区
配
分
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
際
し
て
は
有
力
で
あ
っ
た
。
）
　
財

務
的
事
項
に
お
い
て
す
ら
、
銀
行
家
は
、
経
営
担
当
者
お
よ
び
取
締
役
会
の
有
力

メ
ン
バ
ー
と
協
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
事
項
の
決
定
に
た
い
し
銀

行
家
が
独
り
で
責
任
を
執
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
L
（
前
掲
邦
訳
、
二
〇
九
一

一
二
二
頁
）

W
　
モ
ル
ガ
ン
鉄
道
組
織
の
形
成
、
一
八
八
八
一
］
九
〇
〇

　
一
八
九
〇
年
に
父
」
・
S
・
モ
ル
ガ
ン
は
死
亡
し
、
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン

は
名
実
と
も
に
モ
ル
ガ
ン
家
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
態
度
に
お

い
て
た
か
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
が
な
く
、
ま
た
ロ
数
の
少
い
、
無
愛
想
な
、
そ
し

て
遠
慮
深
く
み
え
る
人
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
挙
動
は
、
当
時
の
新
聞
の
言
葉

を
借
る
な
ら
ば
、
「
金
融
界
の
だ
れ
よ
り
も
注
目
さ
れ
た
」
。
　
こ
の
時
に
お
い

て
、
モ
ル
ガ
ン
は
、
聰
明
且
つ
勤
勉
な
仲
間
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
て
い
た
。

、
父
の
死
後
、
p
ン
ド
ン
の
会
社
は
モ
ル
ガ
ン
の
妹
婿
W
・
バ
ー
ン
ズ
に
よ
っ

て
立
派
に
指
導
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
モ
ル
ガ
ン
組
合
員
の
中
で
一
際

目
立
つ
た
の
は
コ
ス
タ
i
（
畠
Ω
『
帥
目
一
①
G
D
　
閏
億
Ω
O
o
墜
酔
①
円
）
で
あ
っ
た
。
ウ
ォ
ー
ル
街

の
銀
行
家
達
は
今
で
も
、
彼
が
如
何
に
精
力
的
に
鉄
道
に
つ
い
て
研
究
し
、

ま
た
そ
の
更
生
計
画
の
作
成
に
才
能
を
発
揮
し
た
か
と
い
う
こ
と
を
語
っ
て

い
る
。
同
様
に
法
律
の
分
野
に
お
い
て
卓
越
し
た
の
は
F
・
L
・
ス
テ
ッ
ト

ソ
ン
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
モ
ル
ガ
ン
自
身
は
常
に
会
社
の
政
策
を
設
定
す

る
人
で
あ
っ
た
。

　
　
一
八
八
九
年
は
、
鉄
道
業
界
の
安
定
を
大
規
模
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
モ
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ル
ガ
ン
の
努
力
が
、
は
じ
ま
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
最
初
、
モ
ル
ガ
ン
は
、
「
協

定
を
通
じ
て
の
秩
序
」
と
い
う
線
に
そ
っ
て
努
力
し
た
。
し
か
し
後
に
は
、

モ
ル
ガ
ン
は
、
鉄
道
の
経
営
に
強
い
影
響
力
を
獲
得
す
る
方
策
を
と
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
多
く
の
破
産
鉄
道
の
再
組
織
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
、
西
部
の
鉄
道
が
問
題
と
な
っ
た
。
一
八
八
八
年
に
、
ロ
ン
ド
ン
の

モ
ル
ガ
ン
の
会
社
は
、
シ
カ
ゴ
・
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
・
セ
ン
ド
ポ
ー
ル
鉄
道

（
O
窪
。
。
。
σ
q
ρ
罫
書
缶
爵
8
簿
。
D
臼
．
国
巳
）
の
イ
ギ
リ
ス
の
株
主
か
ら
そ
の
株
式

を
預
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
こ
の
鉄
道
会
社
に
対
す
る
彼
ら
の
発
言
権
を
集

中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
正
直
に
し
て
能
率
的
な
鉄
道
の
経
営
」
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
会
社
を
統
制
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
事
実
、
モ
ル
ガ
ン
の
顧
客
は
、

激
し
い
競
争
の
渦
中
に
あ
っ
た
中
西
部
の
鉄
道
に
対
し
て
巨
額
の
投
資
を
行

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
一
八
八
八
年
に
、
西
部
の
鉄
道
が
如
何
な
る
状
態
に
あ
っ
た
か
に
つ
い
て

は
、
当
時
ユ
ニ
オ
ン
太
平
洋
鉄
道
（
d
巨
。
昌
国
器
齢
。
）
の
社
長
で
あ
っ
た
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ア
ダ
ム
ス
が
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。

「
…
…
ア
メ
リ
カ
の
、
就
中
シ
カ
ゴ
以
西
に
お
け
る
鉄
道
は
、
今
日
、
そ
れ

を
直
ち
に
改
め
な
い
限
り
、
最
悪
の
財
務
的
破
綻
を
必
然
的
に
招
来
す
る
よ

う
な
方
法
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教

の
教
義
の
基
礎
を
な
し
、
又
文
明
自
体
の
根
底
に
横
た
わ
る
と
こ
ろ
の
真
実
、

フ
ェ
ア
・
プ
レ
イ
、
及
び
フ
ェ
ア
・
デ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
精
神
は
全
く
無
視
さ

　
　
　
ジ
ヨ
y
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
－
一
九
一
三

れ
て
い
る
。
…
…
州
際
商
業
法
が
二
年
前
に
実
施
さ
れ
て
以
来
、
熱
狂
的
と

も
い
う
べ
き
鉄
道
建
設
が
行
わ
れ
て
き
た
。
大
会
社
が
、
次
か
ら
次
へ
と
狂

気
に
と
り
つ
か
れ
、
そ
し
て
お
互
に
殆
ん
ど
平
行
的
に
路
線
の
建
設
を
行
っ

た
。
多
く
の
場
合
に
お
い
て
、
だ
れ
も
人
の
住
ん
で
い
な
い
よ
う
な
広
大
な

地
域
を
鉄
道
が
実
際
平
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
、
ミ
ネ
ソ
タ
、
ネ
ブ
ラ
ス
カ
、
カ
ン
サ
ス
に
お
い
て
真
実
で
あ
る
。
…
…

州
際
商
業
法
は
施
行
中
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
共
同
計
算
は
禁
止
さ
れ
、

ま
た
短
距
離
の
運
送
に
対
す
る
運
賃
は
長
距
離
の
運
送
に
対
す
る
運
賃
よ
り

も
高
額
に
な
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
た
。
然
る
に
そ
こ
に
生
じ
た
も
の
は
、

津
①
お
茸
品
①
昌
冨
の
間
に
お
け
る
鉄
道
道
徳
の
＝
層
の
低
下
で
あ
っ
た
。
不
正

な
手
段
に
よ
る
賃
率
の
切
下
げ
や
秘
密
の
り
べ
ー
ト
組
織
が
、
過
去
二
年
間

に
案
出
さ
れ
、
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
。
過
去
の
あ
ら
ゆ
る
不
正
の
記
録
の
中

に
も
か
か
る
先
例
を
殆
ん
ど
見
出
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
…
…
L

註
　
州
際
商
業
法
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
島
田
孝
一
著
、
米
国
鉄
道
政
策
研
究
、

　
昭
二
九
年
目
参
照
。

　
一
八
八
九
年
の
秋
に
、
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
の
指
導
の
下
に
、
ド
レ
ク
セ

ル
、
◎
モ
ル
ヴ
ン
会
社
、
ブ
ラ
ウ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
、
及
び
キ
ッ
ダ
i
・
ピ
ー

ボ
デ
ィ
ー
会
社
は
、
回
状
を
発
送
し
て
、
鉄
道
業
者
の
会
議
を
提
案
し
た
。

そ
の
趣
旨
は
、
州
際
商
業
法
を
遵
奉
し
、
ま
た
賃
率
を
維
持
す
る
た
め
の
協

会
を
設
立
し
よ
う
と
い
う
に
あ
っ
た
。
最
初
の
会
議
は
一
八
八
九
年
十
二
月
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ジ
ヨ
ソ
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
。
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
八
三
七
一
一
九
一
三

に
モ
ル
ガ
ン
の
邸
宅
で
開
か
れ
た
。
あ
る
モ
・
ル
ガ
ン
の
著
述
家
に
よ
れ
ば

（
9
二
閏
。
〈
①
ざ
↓
譜
卜
心
弛
。
ミ
ミ
ト
国
譲
ミ
。
ミ
§
嶺
§
層
Z
。
ミ
団
自
r
　
O
H
N

電
』
g
。
O
I
掴
O
）
モ
ル
ガ
ン
は
鉄
道
業
者
に
非
常
に
は
つ
き
り
と
し
た
口
調
で

語
っ
た
。
　
ユ
ニ
オ
ン
太
平
洋
鉄
道
の
ア
ダ
ム
ス
は
モ
ル
ガ
ン
を
支
持
し
た
。

し
か
し
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
鉄
道
の
ロ
バ
ー
ツ
は
モ
ル
ガ
ン
の
「
非
常
に
強

い
言
葉
」
に
反
対
し
た
。
肉
ミ
ミ
ミ
ぎ
織
儀
は
銀
行
業
者
に
反
対
す
る
強
い

態
度
を
示
し
、
6
。
罫
聯
類
濁
・
6
ミ
§
ミ
。
は
強
く
銀
行
家
を
支
持
し
た
。
結

果
は
失
望
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ガ
ン
は
、
強
制
力
の
あ
る
執
行
委
員

会
を
も
つ
よ
う
な
一
組
織
の
設
立
を
心
に
描
い
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
達
成
さ
れ
た
も
の
は
紳
士
協
約
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
九
〇
年
の
終
り

に
彼
ら
は
再
び
会
合
し
た
。
必
要
は
鉄
道
業
者
を
よ
り
従
順
に
し
て
い
た
。

賃
率
決
定
の
権
限
を
も
つ
、
と
こ
ろ
の
代
表
者
会
議
を
設
置
す
る
提
案
は
採
用

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
会
議
は
執
行
を
強
制
す
る
権
限
を
も
た
な
か
っ
た

為
に
、
忌
ん
で
実
効
は
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
馬
鉄
道
業
界
の
安
定
を
大
規
模
に
確
保
し
よ
う
と
す
る
銀
行

業
者
側
の
努
力
は
、
最
初
失
敗
に
帰
し
た
。
し
か
し
再
び
モ
ル
ガ
ン
の
指
導

の
下
に
、
直
に
次
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
方
法
は
、
会
議
及
び

協
定
を
通
じ
て
と
い
う
方
法
と
は
全
く
異
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
目
的
は

そ
れ
ら
と
本
質
的
に
は
同
一
で
あ
っ
た
。

　
一
八
九
三
年
の
パ
ニ
ッ
ク
と
と
庵
に
、
モ
ル
ガ
ン
の
機
会
が
来
た
。
こ
の

恐
慌
は
、
破
壊
的
な
競
争
と
誤
れ
る
経
営
と
の
結
果
も
と
も
と
弱
体
で
あ
っ

た
と
こ
ろ
の
多
く
の
鉄
道
を
失
敗
へ
と
急
が
せ
た
。
一
八
九
三
年
だ
け
で
も
、

二
万
七
千
哩
（
資
本
額
に
す
れ
ば
約
二
十
億
ド
ル
）
の
鉄
道
が
裁
判
所
に
よ

っ
て
接
収
さ
れ
、
ま
た
一
八
九
四
一
九
八
年
に
お
い
て
、
抵
当
流
れ
に
よ
っ

て
売
出
さ
れ
た
も
の
は
四
万
五
百
三
哩
に
上
っ
た
。
（
堕
U
お
㎝
9
9
唱
・
亀
y
や

タ
）
失
敗
し
た
鉄
道
の
う
ち
主
た
る
も
の
に
は
次
の
如
き
も
の
が
あ
っ
た
。

リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
ウ
エ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
・
タ
ー
Σ
ナ
ル
鉄
道
。
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
鉄
道
。
エ
リ
ー
鉄
道
。
北
太
平
洋
鉄
道
。
バ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄

道
。
ア
チ
ス
ン
鉄
道
。
及
び
ユ
ニ
オ
ン
太
平
洋
鉄
道
。
モ
ル
ガ
ン
は
、
こ
れ

ら
の
う
ち
の
最
初
の
四
つ
の
鉄
道
の
更
生
を
引
き
受
け
、
ま
た
バ
ル
テ
ィ
モ

ア
・
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
と
ア
チ
ス
ン
鉄
道
の
更
生
に
関
係
し
た
。
モ
ル
ガ
ン
は

こ
れ
ら
の
仕
事
を
行
う
に
当
っ
て
競
争
者
を
も
た
な
か
っ
た
。
ハ
リ
マ
ン
ー
ー

ロ
ッ
ク
フ
ユ
ラ
ー
ー
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
一
銀
行
ー
ク
ー
ン
・
ロ
ー
ブ

の
グ
ル
ー
プ
で
す
ら
、
未
だ
モ
ル
ガ
ン
家
と
比
肩
さ
れ
う
る
程
に
は
至
っ
て

い
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ハ
リ
マ
ン
は
ま
も
な
く
ユ
ニ
オ
ン
太
平
洋
の
復

興
に
お
い
て
第
一
流
に
伍
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
モ
ル
ガ
ン
に
よ
る
鉄
道
の
更
生
は
一
般
に
次
の
如
き
方
式
に
従
っ
た
。
即

ち
、
第
一
に
、
鉄
道
の
財
政
を
健
全
な
基
礎
の
上
に
お
い
た
。
そ
伽
に
は
固

定
的
な
費
用
を
少
く
し
、
ま
た
株
式
資
本
を
社
債
（
び
O
昌
山
①
山
一
】
P
山
O
げ
け
O
α
昌
O
g
ロ
q
o
）

に
比
し
て
大
に
し
た
。
第
二
に
、
合
同
に
よ
っ
て
鉄
道
の
組
織
を
大
い
に
簡
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略
に
し
た
。
第
三
に
、
モ
ル
ガ
ン
家
は
、
議
決
権
信
託
の
受
託
者
と
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
会
社
更
生
後
も
し
ば
ら
く
の
間
は
統
制
を
保
持
し
た
。
議
決

権
信
託
の
期
限
が
終
了
し
た
後
に
お
い
て
も
、
通
常
、
モ
ル
ガ
ン
の
代
表
が

取
締
役
会
に
名
を
列
ら
ね
た
。
あ
る
事
例
に
お
い
て
、
経
営
者
が
彼
ら
の
鉄

道
を
モ
ル
ガ
ン
家
に
引
き
渡
す
こ
と
に
反
対
し
た
時
、
モ
ル
ガ
ン
は
次
の
よ

り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ら
　
　
カ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
の
　
　
へ
　
　
　
　
　
ね
　
　
ら
　
　
も

う
に
言
い
返
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
「
諸
君
の
鉄
道
だ
だ
っ
て
。
諸
君
の

わ
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
ね

鉄
道
は
私
の
顧
客
の
も
の
だ
」
。
　
而
し
て
第
四
に
、
モ
ル
ガ
ン
は
、
彼
が
強

力
な
影
響
力
を
も
つ
と
こ
ろ
の
諸
鉄
道
の
中
核
的
存
在
と
し
て
、
共
通
の
利

害
に
基
礎
を
お
い
た
と
こ
ろ
の
協
同
行
為
を
拡
大
し
た
。
九
〇
年
代
の
鉄
道

業
の
更
生
に
つ
い
て
は
、
　
国
・
O
・
0
9
百
℃
ぴ
。
戸
§
。
肉
8
嶺
黛
茜
計
。
翫
§
ミ
暮
㊦

｝
・
。
・
号
§
肉
ミ
己
ミ
ξ
詮
§
鴇
N
Q
。
℃
軸
－
遣
8
（
H
4
①
≦
「
　
嘱
。
目
犀
9
　
H
O
も
Q
c
o
）
に
詳
細
に

．記

q
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
説
明
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

　
九
〇
年
代
に
お
け
る
モ
ル
ガ
ン
の
最
初
の
鉄
道
更
生
は
、
破
滅
の
状
態
に

あ
っ
た
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
シ
ス
テ
ム
（
切
凶
O
げ
目
O
昌
⊆
目
鶏
8
ぎ
毘

超
。
。
8
目
）
一
一
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
．
ウ
ェ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
．
タ
ー
ミ
ナ
ル
鉄
道

を
中
心
と
し
て
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
ダ
ン
ヴ
ィ
ル
鉄
道
、
東
テ
ネ
ッ
シ
ィ
ー

・
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
鉄
道
、
及
び
ジ
ョ
ー
ジ
ア
中
部
鉄
道
よ
り

な
る
組
織
i
を
厚
生
し
て
、
南
部
鉄
道
会
社
（
Q
Q
o
属
臣
①
崖
国
暫
筒
蓄
図
）
を
設

立
す
る
こ
之
で
あ
っ
た
。
C
・
H
・
コ
ス
タ
ー
を
長
と
す
る
更
生
委
員
会
が

設
け
ら
れ
、
そ
れ
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
中
部
鉄
道
を
除
い
て
、
約
六
千
哩
の
路

　
　
　
ジ
ヨ
ソ
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
y
、
一
八
三
七
－
一
九
＝
二

線
を
支
配
し
た
こ
の
鉄
道
組
織
の
復
興
計
画
を
た
て
た
。
旧
証
券
の
返
済
、

浮
動
債
務
及
び
更
生
費
用
の
支
払
、
及
び
路
線
改
善
の
為
の
資
金
と
し
て
、

株
式
及
び
社
債
が
売
り
出
さ
れ
、
ま
た
優
先
株
が
株
主
に
割
当
て
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
固
定
的
な
費
用
は
直
ち
に
九
百
五
十
万
ド
ル
か
ら
六
百
七
十
八

万
九
千
ド
ル
に
減
少
し
た
。
モ
ル
ガ
ン
の
組
合
員
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
ペ
ン
、
サ

ー
が
社
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
ジ
ョ
ー
ジ
ア
中
部
鉄
道
も
加
え
ら
れ
、
こ

こ
に
南
部
鉄
道
会
社
は
南
部
の
鉄
道
中
最
も
強
力
な
鉄
道
組
織
と
な
っ
た
。

（
O
⇔
ヨ
℃
げ
。
戸
。
℃
・
ミ
・
も
℃
●
　
＄
占
伊
O
参
照
）

　
つ
い
で
行
わ
れ
た
エ
リ
ー
鉄
道
（
国
甑
。
）
の
更
生
は
、
そ
の
よ
う
に
直
ち

に
は
成
功
を
お
さ
め
な
か
っ
た
。
ま
ず
第
一
案
は
、
問
題
を
深
く
解
決
す
る

も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
次

の
案
は
、
財
政
及
び
操
業
上
の
目
的
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
カ
ゴ
間
に

お
い
て
、
エ
リ
ー
鉄
道
組
織
（
親
会
社
エ
リ
ー
鉄
道
と
従
属
会
社
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
・
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
。
オ
ハ
イ
オ
鉄
道
及
び
シ
カ
ゴ
。
エ
リ
ー
鉄
噌
沮

よ
り
な
る
組
織
）
に
含
ま
れ
る
す
べ
て
の
財
産
を
一
つ
の
会
社
に
統
合
す
る

こ
と
を
決
定
し
、
そ
し
て
、
非
累
積
的
優
先
株
、
普
通
株
、
及
び
低
率
の
社

債
の
発
行
が
準
備
さ
れ
た
。
新
会
社
の
株
式
は
、
例
に
よ
っ
て
す
べ
て
議
決

権
信
託
の
下
に
お
か
れ
た
。
払
込
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
株
式
な
ら
び
に
社
債

一、

ﾜ
〇
〇
万
ド
ル
を
引
き
う
け
る
為
に
シ
ン
ヂ
ク
ー
ト
が
組
織
さ
れ
、
こ

れ
に
対
し
て
、
モ
ル
ガ
ン
は
実
費
の
外
に
手
数
料
五
〇
万
ド
ル
を
受
け
と
つ
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
一
一
九
一
三

た
。
（
O
曽
ヨ
喜
。
戸
竜
・
ミ
ご
竈
・
H
ひ
o
I
類
卜
。
参
こ
組

　
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
鉄
道
（
切
＄
自
ぎ
α
q
）
の
更
生
は
、
非
常
に
特
種
の
問
題
を
提

出
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
鉄
道
は
無
煙
炭
業
と
関
連
を
も
つ
て
い
た
。

さ
て
、
こ
の
鉄
道
の
設
備
を
改
善
す
る
た
め
に
非
常
に
必
要
と
さ
れ
た
資
金

が
準
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
運
輸
を
多
様
化
す
る
一
つ
の
企
て
が
為
さ
れ
た
。

し
か
し
根
本
的
な
問
題
は
、
無
煙
兼
業
な
ら
び
に
ご
れ
に
用
役
を
提
供
し
て

い
る
鉄
道
組
織
の
問
題
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ガ
ン
は
、
株
式
の
購
入
を
通
じ
て
、

り
ー
ハ
イ
渓
谷
鉄
道
及
び
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ィ
ー
中
部
鉄
道
に
影
響
力
を
獲

得
し
た
と
後
に
い
わ
れ
て
い
る
。
デ
ラ
ウ
ェ
ア
・
ハ
ド
ス
ン
鉄
道
及
び
デ
ラ

ウ
ェ
ア
・
ラ
カ
ウ
ォ
ナ
西
部
鉄
道
は
、
モ
ル
ガ
ン
の
影
響
圏
に
あ
っ
た
ヴ
ァ

ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
家
の
支
配
下
に
あ
る
も
の
と
想
像
さ
れ
た
。
そ
し
て
モ
ル
ガ

ン
は
エ
リ
ー
鉄
道
に
強
い
力
を
も
つ
て
い
た
。
一
九
〇
一
年
ま
で
に
、
モ
ル

ガ
ン
は
、
無
煙
炭
地
域
の
交
通
に
お
い
て
最
も
強
力
な
影
響
を
も
つ
も
の
と

見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
（
0
9
目
嘗
・
F
。
㍗
ミ
」
嵩
卜
⊃
I
H
c
◎
O
参
照
）

　
モ
ル
ガ
ン
が
介
入
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
次
の
地
域
は
北
西
部
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
は
ユ
ニ
オ
ン
太
平
洋
鉄
道
の
更
生
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
は
そ
こ
に
は
余
り
に
も
多
く
の
政
略
が
あ
っ
た
。
こ
の
鉄
道
の
更
生

は
E
・
H
・
ハ
リ
マ
ン
に
よ
っ
て
引
き
う
け
ら
れ
た
。
彼
は
、
タ
ー
ン
・
p

ー
ブ
会
社
の
支
援
を
え
て
、
．
こ
の
鉄
道
を
非
常
に
強
力
な
組
織
と
し
た
。
モ

ル
ガ
ン
は
北
太
平
洋
鉄
道
の
更
生
を
引
き
う
け
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
行
う

に
当
っ
て
は
、
大
北
鉄
道
（
O
円
。
魯
Z
8
爵
①
窪
）
の
ヒ
ル
（
冒
含
①
ω
＝
自
）
の
密

接
な
協
力
を
か
ち
え
た
。
モ
ル
ガ
ン
と
ヒ
ル
は
、
最
初
、
大
北
鉄
道
の
支
配

下
に
お
い
て
、
北
太
平
洋
鉄
道
の
更
生
を
行
わ
ん
と
試
み
た
。
し
か
し
、
新

会
社
の
株
式
の
半
ば
を
大
北
鉄
道
が
取
得
す
る
と
い
う
こ
の
案
は
、
反
ト
ラ

ス
ト
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
法
庭
の
決
定
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
、
北
太
平
洋
鉄
道
の
財
産
は
一
八
九
六
年

に
更
生
委
員
会
に
譲
渡
さ
れ
、
通
常
の
モ
ル
ガ
ン
方
式
に
従
っ
て
復
興
せ
し

め
ら
れ
た
。
　
（
o
詰
軍
嘗
①
戸
起
・
ミ
こ
H
ゆ
ひ
1
鱒
。
㎝
参
照
）

　
モ
ル
ガ
ン
は
、
こ
れ
ら
を
は
じ
め
と
す
る
諸
鉄
道
の
更
生
を
行
う
と
と
も

に
、
ま
た
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ニ
ュ
；
へ
ー
ブ
ン
鉄
道
に
強
い
関
心
を

も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
一
八
九
一
年
に
そ
の
取
締
役
に
え
ら
ば
れ
た
。

こ
の
取
締
役
会
に
は
、
既
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
関
係
筋
の
有
力
な
代
表
が
名
を

列
ら
ね
て
い
た
。
九
〇
年
代
に
、
ニ
ュ
ー
へ
ー
ブ
ン
鉄
道
は
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
他
の
鉄
道
を
併
合
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
プ

ロ
ビ
デ
ン
ス
・
ボ
ス
ト
ン
鉄
道
、
ハ
ウ
サ
ト
ニ
ッ
ク
鉄
道
、
オ
ー
ル
ド
・
コ

ロ
ニ
ー
鉄
道
、
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
。
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
鉄
着
唱
を
繕
…
得

し
、
他
の
諸
鉄
道
を
長
期
間
借
用
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
・
メ
イ
ン
鉄
道
と
の
同

明
皿
は
、
事
実
上
、
ニ
ェ
ー
イ
ン
グ
ン
ド
に
お
い
て
競
争
を
排
除
し
た
。

　
モ
ル
ガ
ン
に
よ
っ
て
九
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
鉄
道
の
更
生
は
重
要
な
意
義

を
も
つ
た
。
そ
れ
は
多
く
の
鉄
道
を
強
化
し
、
そ
し
て
証
券
の
価
値
及
び
鉄
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道
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
改
善
し
た
。
そ
れ
は
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
に
当
初

の
間
議
決
権
信
託
を
通
じ
て
か
な
り
の
支
配
を
与
え
た
。
こ
の
仕
事
は
勿
論

モ
ル
ガ
ン
家
に
相
当
の
手
数
料
収
入
を
与
え
た
。
鉄
道
業
に
お
け
る
大
規
模

な
更
生
の
成
功
は
、
モ
ル
ガ
ン
に
と
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
金
融
業
界
に
お
け
る

疑
い
も
な
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

註
　
　
】
八
九
〇
年
代
に
お
け
る
鉄
道
更
生
の
諸
事
例
は
、
前
章
の
終
り
に
お
い
て
既

　
に
述
べ
た
如
く
、
ゴ
ー
ド
ン
の
「
金
融
者
集
団
は
い
か
に
し
て
力
を
獲
得
し
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
　
　
　
ら
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
し

　
れ
を
行
使
す
る
か
」
の
う
ち
の
「
つ
の
タ
イ
プ
即
ち
財
務
窮
迫
と
会
杜
更
生
の
場

　
合
に
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
モ
ル
ガ
ン
が
、
大
規
模
に
工
業
部
門
へ
の
融
資
を
は
じ
め
た
の
は
、
一
八

九
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
事
実
そ
れ
ま
で
は
、
工
業
は
小
規
模

な
生
産
単
位
に
よ
っ
て
営
ま
れ
、
従
っ
て
そ
れ
は
、
当
座
の
負
債
に
対
し
て

地
方
銀
行
を
利
用
す
る
と
い
う
程
度
に
と
ど
ま
り
、
鉄
道
業
に
お
い
て
み
ら

れ
た
よ
う
な
大
規
模
な
融
資
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

モ
ル
ガ
ン
と
工
業
界
と
の
最
初
の
重
要
な
結
び
つ
き
は
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
会
社
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
一
八
九
二
年
に
、
モ
ル
ガ
ン
及
び

C
・
H
・
コ
ス
タ
ー
は
、
数
会
社
を
統
合
し
て
こ
の
会
社
を
組
織
す
る
こ
と

を
援
助
し
た
。
ま
た
、
景
気
の
復
活
な
ら
び
に
一
八
九
七
－
九
八
年
に
お
け

る
合
同
運
動
の
再
燃
と
と
も
に
、
モ
ル
ガ
ン
は
、
鉄
鋼
業
界
に
進
出
す
る
機

会
を
見
出
し
た
。
斯
業
に
お
け
る
は
る
か
に
最
大
の
企
業
は
い
う
ま
で
も
な

く
ア
ン
ド
リ
ュ
ウ
．
カ
ー
、
昂
y
、
一
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
彼
は
重
大
な
る
鉄
鋼

　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
y
、
　
一
八
三
七
一
一
九
一
三

業
者
で
あ
り
、
卓
越
せ
る
経
営
者
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
と
の
競
争
に
対

応
す
る
た
め
に
、
業
者
は
結
合
を
は
じ
め
た
。
　
一
八
九
八
年
に
、
モ
ル
ガ
ン

は
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
（
司
Φ
餌
⑦
肘
恥
一
Q
n
酔
Φ
①
】
　
6
0
●
）
の
設
立
を
資
本
的
に
援
助

し
た
。
こ
れ
は
三
つ
の
大
会
社
の
合
同
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

資
本
金
二
億
ド
ル
を
有
す
る
一
貫
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
政
府
へ
の
融
資
に
お
い
て
も
、
モ
ル
ガ
ン
は
九
〇
年
代
に
大
き

な
役
割
を
演
じ
た
。
主
と
し
て
一
八
九
〇
年
の
シ
ャ
ー
マ
ン
銀
購
入
法
の
結

果
と
し
て
、
長
期
に
わ
た
る
金
融
不
安
の
後
に
、
一
八
九
五
年
に
は
財
務
省

の
金
保
有
高
は
危
険
な
ほ
ど
減
少
し
た
。
政
府
が
そ
の
信
用
を
維
持
す
る
た

め
の
手
段
に
窮
し
た
と
き
、
大
統
領
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
は
、
し
ぶ
し
ぶ
モ
ル

ガ
ン
の
提
案
を
う
け
入
れ
た
。
政
府
は
金
の
提
供
を
う
け
、
こ
れ
に
対
し
て

政
府
公
債
を
交
付
す
る
こ
と
を
と
り
き
め
た
。
モ
ル
ガ
ン
・
ベ
ル
モ
ン
ト
・

シ
ン
ヂ
ケ
ー
ト
は
こ
の
公
債
を
国
外
で
売
り
出
し
、
必
要
な
金
を
確
保
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
し
か
し
、
モ
ル
ガ
ン
は
こ
の
取
引
に
お
い
て
推
定
約
二

五
万
ド
ル
の
利
潤
を
え
た
と
い
わ
れ
、
世
論
は
彼
に
対
し
て
厳
し
か
っ
た
。

皿
　
絶
頂
時
に
お
け
る
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
九
〇
〇
i
コ
ニ

　
こ
の
期
間
に
お
い
て
、
モ
ル
ガ
ン
家
は
、
以
前
と
同
様
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

パ
リ
ー
、
ロ
ン
ド
ン
、
及
び
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
夫
々
会
社
を
有
し
た
。

モ
ル
ガ
ン
家
の
主
た
る
業
務
は
、
投
資
銀
行
家
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
が
、
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ジ
ヨ
ソ
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
一
一
九
一
三

一
九
ニ
ニ
年
の
プ
ユ
ー
ジ
ョ
ー
委
員
会
へ
の
こ
れ
ら
の
会
社
の
報
告
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
の
会
社
は
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
に
、
ほ
ぼ
二

〇
億
ド
ル
に
上
る
会
社
証
券
の
販
売
を
直
接
指
導
し
た
。
会
社
の
更
生
な
ら

び
に
証
券
の
引
受
け
及
び
割
当
を
行
う
以
外
に
、
1
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
会
社

は
、
ま
た
大
商
業
銀
行
業
務
を
行
っ
た
。
そ
の
程
度
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

こ
の
会
社
が
、
一
九
〇
二
年
か
ら
一
九
一
二
年
ま
で
に
、
百
以
上
の
会
社
の

勘
定
を
も
ち
、
ま
た
そ
の
預
金
高
は
計
一
億
六
、
二
四
九
万
一
、
八
一
九
ド

ル
六
五
セ
ン
ト
に
上
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
推
測
さ
れ
う
る
。
こ
れ
ら
の
預

金
に
対
し
て
は
、
他
の
銀
行
と
同
じ
よ
う
に
、
利
子
が
支
払
わ
れ
た
。
こ
の

会
社
は
ま
た
ニ
ェ
ー
字
面
ク
株
式
取
引
所
の
大
き
な
金
貸
し
で
あ
り
、
株
式

仲
介
人
や
投
機
家
に
コ
ー
ル
・
ロ
ー
ン
を
提
供
し
た
。
尚
ま
た
こ
の
会
社
及

び
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
製
造
工
業
、
鉄
道
業
、
及
び
銀
行
業
に
投
資
を
行

っ
た
。
も
っ
と
も
、
銀
行
家
と
し
て
の
彼
ら
の
第
一
の
関
心
事
は
、
彼
ら
の

資
産
を
き
わ
め
て
流
動
性
の
あ
る
状
態
に
保
つ
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
内
部
組
織
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
人
か
或
は
お
そ

ら
く
二
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
こ
れ
を
担
当
し
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
概
し
て
、

す
べ
て
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
些
細
な
仕
事
か
ら
は
解
放
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

あ
き
ら
か
に
各
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
仕
事
と
責
任
と
の
重
荷
を
負
っ
た
以
外
に
、

各
種
の
会
社
の
取
締
役
と
し
て
一
定
の
職
務
を
担
当
し
た
。
」
・
P
・
モ
ル

ガ
ン
は
、
中
年
以
降
に
お
い
て
は
、
詳
細
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
問
題
に
は
深

く
関
与
し
な
か
っ
た
。
あ
る
問
題
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
が
準
備
さ
れ

た
と
き
、
彼
は
最
終
の
決
定
を
な
し
、
そ
し
て
そ
の
遂
行
は
他
の
も
の
に
こ

れ
を
委
ね
た
。

　
モ
ル
ガ
ン
を
強
力
に
し
た
一
つ
の
因
子
は
、
彼
と
そ
の
顧
客
と
の
間
に
お

け
る
個
人
的
関
係
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ガ
ン
は
、
海
外
に
お
い
て
一
般
に
み
ら

れ
た
と
こ
ろ
の
投
資
銀
行
家
と
顧
客
と
の
間
に
お
け
る
密
接
な
関
係
に
注
目

し
、
最
初
か
ら
こ
の
方
法
を
彼
の
事
業
に
適
用
し
た
。
当
時
の
ぎ
、
N
勲
§
w

㍉
§
ヨ
ミ
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
「
そ
の
関
係
の
墓
調
は
忠
節
（
、
ミ
宇

N
餐
）
で
あ
っ
た
…
…
」
「
モ
ル
ガ
ン
氏
は
、
彼
と
密
接
且
つ
尊
敬
す
べ
き
関

係
に
あ
っ
た
顧
客
を
保
護
す
る
上
に
お
い
て
極
端
な
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
モ
ル
ガ
ン
氏
は
、
非
常
時
あ
る
い
は
財
政
上
の
面
倒
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

彼
ら
に
同
じ
よ
う
な
忠
実
な
支
持
を
期
待
し
た
。
」

　
こ
の
期
闇
に
お
け
る
モ
ル
ガ
ン
家
の
最
も
め
ざ
ま
し
い
発
展
は
、
金
融
機

関
の
積
極
的
協
力
を
か
ち
え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
モ
ル
ガ
ン
と
フ
ァ
ー
ス
ト

。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
（
閏
一
呵
ω
白
ワ
『
9
世
一
〇
置
薗
一
一
W
9
昌
吋
O
h
同
4
①
宅
団
O
円
閃
）
の
ジ
ョ
ー
ジ

・
F
・
ベ
イ
カ
ー
（
0
8
贔
。
閃
●
剴
舞
9
）
と
の
間
に
は
、
古
く
か
ら
強
い
友

情
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
人
の
間
の
き
ず
な
は
、
ベ
イ
ヵ
i
が
、
フ
ァ

ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
の
株
式
に
相
当
の
投
資
を
す
る
よ
う
、
モ
ル
ガ

ン
に
す
す
め
た
時
に
一
層
強
め
ら
れ
た
。
モ
ル
ガ
ン
は
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
コ
ン
マ
ー
ス
（
ワ
『
9
け
一
〇
置
伽
】
　
囲
W
固
旨
犀
　
O
h
　
〔
騨
O
ヨ
筥
O
巴
O
①
）
及
び
． ”H　108　一一



ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
銀
行
（
鶉
β
。
鉱
。
冨
巴
Ω
ξ
⇔
口
騨
鼻
o
h
2
0
宅
嘱
。
昂
）
の
株

式
を
取
得
し
た
。

　
し
か
し
最
も
密
接
な
関
係
が
、
漸
次
、
二
つ
の
信
託
会
社
と
の
間
に
お
い

て
発
展
し
て
い
っ
た
。
一
九
〇
三
年
に
バ
ン
カ
ー
ズ
信
託
会
社
　
（
守
翠
霞
g
D
．

目
千
曳
0
9
）
が
組
織
さ
れ
、
そ
の
支
配
に
ρ
い
て
は
、
次
の
三
者
を
受
託
者

と
す
る
五
年
間
の
議
決
権
信
託
が
行
わ
れ
た
。
彼
ら
は
、
モ
ル
ガ
ン
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
G
・
パ
ー
キ
ン
ズ
、
六
年
後
に
モ
ル
ガ
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
っ
た
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
の
副
社
長
H
・
P
・
デ
ヅ
ィ
ソ
ン
、

及
び
U
・
S
製
鋼
会
社
の
取
締
役
で
あ
り
、
ま
た
リ
バ
テ
ィ
ー
・
ナ
シ
扇
ナ

ル
銀
行
の
役
員
で
あ
っ
た
D
・
G
・
レ
イ
ド
で
あ
っ
た
。
こ
の
議
決
権
信
託

は
、
一
九
〇
八
年
及
び
一
九
一
二
年
に
更
新
さ
れ
た
。
モ
ル
ガ
、
ン
は
ま
た
、

ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
信
託
会
社
（
O
＝
日
影
ξ
目
巨
。
・
峠
0
9
）
の
株
式
を
取
得
し
、

そ
し
て
そ
の
取
締
役
会
に
代
表
を
送
っ
た
。
一
九
一
〇
年
に
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ

ィ
ー
信
託
会
社
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
三
つ
の
小
さ
な
信
託
会
社
を
合
同
し
た
。

一
九
一
二
年
に
お
い
て
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
信
託
会
社
は
、
そ
の
資
力
及
び

預
金
高
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
最
大
の
信
託
会
社
で
あ
っ
た
。

　
モ
ル
ガ
ン
は
ま
た
、
　
一
九
〇
九
年
に
、
T
・
F
・
ラ
イ
ア
ン
か
ら
イ
ク
イ

タ
ブ
ル
生
命
保
険
会
社
（
国
函
巳
富
匡
。
卜
罵
。
》
。
。
魯
窮
旨
8
ω
0
9
①
ミ
）
の
株
式
の

大
多
数
を
獲
得
し
た
。
G
・
F
・
ベ
イ
カ
ー
及
び
J
・
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
も
こ

の
買
入
れ
に
参
加
し
た
。
す
べ
て
の
株
式
は
受
託
者
に
信
託
さ
れ
た
。

　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
一
八
三
七
－
一
九
二
二

　
一
九
〇
〇
年
か
ら
一
九
＝
二
年
に
至
る
こ
の
下
闇
に
お
い
て
、
モ
ル
ガ
ン

は
依
然
運
輸
業
に
お
い
て
前
進
を
つ
づ
け
た
。
彼
は
、
」
・
W
・
グ
イ
ツ
か

ら
前
述
の
南
部
鉄
道
会
社
を
防
ぐ
た
め
に
、
グ
イ
ッ
が
か
つ
て
支
払
つ
た
以

上
の
価
格
で
、
大
西
洋
コ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
ン
鉄
道
（
ル
ー
イ
ヴ
ィ
ル
・
ナ
ッ

シ
ュ
ヴ
ィ
ル
鉄
道
を
含
む
）
を
買
入
れ
た
。
ま
た
彼
は
、
一
九
〇
二
年
に
、

合
同
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
商
船
会
社
（
置
8
崔
帥
江
。
＝
巴
冒
鶏
8
午

巴
⑦
冒
鎚
言
。
∩
9
）
を
組
織
し
た
。
し
か
し
こ
の
企
て
は
不
成
功
に
終
っ
た
。

（
罫
q
6
・
切
●
O
冨
。
。
碧
畠
舅
冨
・
ド
碧
の
o
P
6
§
㌫
8
謝
冒
詳
託
。
§
⇔
◎
ま
防
滴
蕊
器

鶉
旨
。
q
w
×
擁
×
博
く
・
『
詳
守
鷺
ミ
§
馬
帖
§
ミ
專
、
ら
§
ミ
c
b
さ
、
馬
蕊
9
鳶
§
￥
這
ミ

ー
N
℃
恥
『
参
照
）
北
西
部
に
お
い
て
は
、
モ
ル
ガ
ン
ー
ヒ
ル
の
連
合
は
、
ハ
リ

マ
ン
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
取
引
所
に

お
い
て
北
太
平
洋
鉄
道
株
を
め
ぐ
る
劇
的
且
つ
破
壊
的
な
争
い
に
勝
利
を
お

さ
め
た
。
か
く
て
一
九
〇
一
年
に
、
持
株
会
社
ノ
ー
ザ
ン
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
ズ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
7
「
o
朝
げ
①
同
置
q
Q
①
O
ロ
ユ
島
①
ω
∩
○
・
）
が
、
⊥
人
違
鉄
道
、
北
太

平
洋
鉄
道
、
及
び
バ
ー
リ
ン
ト
ン
鉄
道
を
支
配
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
。

こ
の
会
社
は
そ
の
後
違
憲
と
し
て
解
散
せ
ら
れ
た
が
、
し
か
し
、
大
北
鉄
道

及
び
北
太
平
洋
鉄
道
に
よ
る
バ
ー
リ
ン
ト
ン
鉄
道
株
の
共
同
購
入
に
よ
っ
て
、

こ
の
合
同
は
維
持
さ
れ
た
。
（
客
ω
・
甲
O
霊
。
・
髄
民
閏
・
竃
・
訂
冨
。
員
§
・
ミ
・
・

×
×
＜
H
冒
§
霧
ト
奪
、
N
§
費
ぎ
O
尽
ミ
き
・
導
①
§
謁
ミ
寒
ミ
迄
◎
。
N
O
。
占
遭
q
参
照
）

　
モ
ル
ガ
ン
は
ま
た
工
業
に
お
い
て
よ
り
一
層
の
成
功
を
お
さ
め
た
Q
彼
は
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
　
一
八
三
七
－
一
九
一
三

ア
メ
リ
カ
電
話
電
信
会
社
そ
の
他
の
数
ク
の
大
合
同
に
参
加
し
た
。
彼
鳳
一

九
〇
一
年
に
U
・
S
製
鋼
会
社
の
設
立
を
指
導
し
、
彼
の
会
社
は
こ
れ
に
金

融
を
行
っ
た
。
そ
の
資
本
金
は
一
四
億
ド
ル
で
あ
り
、
世
界
最
大
の
会
社
が

出
現
し
だ
（
暴
論
参
照
）
。
　
モ
ル
ガ
ン
が
非
常
な
成
功
を
お
さ
め
た
今
一
つ

の
合
同
は
、
　
一
九
〇
二
年
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
ー
ヅ
ェ
ス
タ
ー
会

社
の
結
成
で
あ
っ
た
。

註
　
工
業
の
分
野
に
お
い
て
モ
ル
ガ
ン
が
企
て
た
合
同
の
事
例
を
詳
述
す
る
余
裕
を

　
も
た
な
い
が
、
会
祉
が
急
速
な
拡
張
を
必
要
と
す
る
場
合
と
同
様
、
合
同
の
場
合

　
に
も
、
証
券
の
発
行
を
引
き
う
け
、
そ
の
販
売
を
保
証
す
る
大
投
資
銀
行
家
の
介

　
入
が
絶
対
に
必
要
と
な
る
。
ゴ
ー
ド
ン
は
「
金
融
者
集
団
は
い
か
に
し
て
力
を
獲

　
得
し
、
そ
れ
を
行
使
す
る
か
」
の
一
つ
の
タ
イ
プ
と
し
て
こ
れ
を
次
の
ご
と
く
述

　
べ
て
い
る
。

　
　
「
銀
行
家
は
、
…
…
、
二
社
以
上
の
会
社
の
合
同
、
あ
る
い
は
一
つ
の
会
社
に
よ

　
る
他
の
会
社
の
買
収
の
先
鞭
を
つ
け
る
交
渉
に
よ
っ
て
も
ま
た
、
力
を
獲
得
す

　
る
」
「
統
合
ま
た
は
吸
収
合
併
の
場
合
は
、
金
融
的
利
害
関
係
者
は
相
当
意
思
形

　
成
に
参
加
す
る
。
会
社
を
合
併
し
、
新
証
券
を
発
行
す
る
条
件
を
、
銀
行
家
が
決

　
定
す
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
、
彼
ら
が
新
会
社
の
当
た
る
べ
き
最
高
経
営
担

　
当
者
な
ら
び
に
取
締
役
を
も
選
任
（
ま
た
は
選
任
に
参
加
）
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
（
註
、
た
と
え
ば
、
一
九
〇
一
年
の
d
巳
酔
夢
ω
富
8
。
・
Q
爾
8
巴
、
社
の
設
立
の
際
が
そ

　
う
で
あ
り
…
…
）
…
…
。
」
（
前
掲
邦
釈
、
二
〇
六
－
二
〇
八
頁
）

　
モ
ル
ガ
ン
に
よ
つ
て
指
導
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
合
同
に
対
し
て
、
当
時
多
く

の
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。
資
本
化
は
過
大
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た
。
即
ち
モ

ル
ガ
ン
は
、
合
同
に
よ
っ
て
成
立
し
た
会
社
の
収
益
力
を
高
く
評
価
し
、
そ

し
て
そ
れ
に
応
じ
て
、
合
同
の
母
体
と
な
っ
た
親
会
社
に
分
配
を
行
っ
た
と

い
わ
れ
た
。
ま
た
モ
ル
ガ
ン
が
合
同
の
斡
旋
に
よ
っ
て
え
た
利
益
は
過
大
で

あ
り
、
そ
し
て
多
方
面
に
わ
た
る
合
同
の
取
引
は
、
彼
に
報
酬
に
対
す
る
多

く
の
機
会
を
提
供
し
た
と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
我
々
は
、
彼
が
え
た
利
潤
と
、

会
社
及
び
投
資
家
に
対
し
て
彼
が
提
供
し
た
用
役
の
価
値
と
に
つ
い
て
、
現

在
よ
り
も
更
に
明
確
な
る
概
念
を
も
ち
え
た
と
き
に
お
い
て
の
み
、
彼
の
う

け
た
利
益
が
彼
の
働
き
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
を
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
モ
ル
ガ
ン
に
対
し
て
最
も
広
く
行
わ
れ
た
攻
撃
は
、
彼
が
会
社

金
融
に
お
い
て
事
実
上
独
占
的
な
地
位
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
に

対
す
る
各
方
面
の
懸
念
か
ら
生
じ
た
。
モ
ル
ガ
ン
は
、
そ
の
カ
は
た
し
か
に

濫
用
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
し
か
し
そ
の
力
は
、
一
度
失
わ

れ
た
な
ら
ば
、
再
び
取
り
戻
さ
れ
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
た
。

　
モ
ル
ヴ
ン
は
金
融
と
い
う
自
己
の
分
野
に
お
い
て
は
強
力
で
あ
っ
た
。
し

か
し
彼
も
弱
点
を
も
つ
て
い
た
。
彼
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を

無
視
し
た
。
彼
の
時
代
に
お
け
る
た
い
て
い
の
事
業
家
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
、
彼
は
ビ
ズ
．
矛
ス
を
単
に
私
的
な
企
業
と
し
て
這
え
た
。
彼
は
一
九
一

二
年
一
二
月
に
、
マ
ネ
ー
・
ト
ラ
ス
ト
調
査
委
員
会
に
お
い
て
証
言
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
時
に
彼
は
公
衆
の
力
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
そ
の
時
の
経
験
が
、
死
の
直
前
に
、
彼
を
し
て
「
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ズ
ネ
ス

一IIO一



は
、
今
後
、
ガ
ラ
ス
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
で
為
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
し

し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

㎜
咀
　
ブ
ユ
ー
ジ
ョ
ー
委
昌
訊
A
四
の
調
査

と
言
わ

　
モ
ル
ガ
ン
そ
の
他
の
銀
行
家
の
権
力
に
対
し
て
、
二
〇
世
紀
初
頭
以
来
、

民
間
に
お
い
て
生
じ
つ
つ
あ
っ
た
脅
威
及
び
非
難
の
声
は
、
　
一
九
＝
一
一
一

三
年
に
お
い
て
、
下
院
に
、
所
謂
プ
ユ
ー
ジ
ョ
ー
委
員
会
（
団
ε
。
O
§
巳
寓
8
）

を
設
立
さ
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
が
、
調
査
に
も
と
づ
い
て
導
き

だ
し
た
若
干
の
結
論
に
つ
い
て
は
、
そ
の
真
実
性
に
対
し
て
意
見
の
対
立
が

あ
る
の
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
委
員
会
の
調
査
記
録
が
、
当
時
の
ア

メ
リ
カ
の
金
融
業
の
状
態
を
知
る
上
に
お
い
て
、
極
め
て
包
括
的
な
資
料
と

な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
学
徒
は
、

あ
る
種
の
供
述
、
と
り
わ
け
て
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
や
彼
の
パ
ー
ト
ナ
ー
及

び
仲
間
の
そ
れ
を
読
む
こ
と
を
し
き
り
に
勧
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
お
い

て
は
、
集
中
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
結
論
な
ら
び
に
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
会

社
の
供
述
の
抜
去
が
再
録
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
（
§
冨
奥
『
§
論
寒
§
馬
粛
ミ
軌
§
・

㍉
§
更
寅
ミ
馬
§
ミ
国
§
§
亀
ミ
§
儀
さ
き
§
ミ
6
§
ミ
職
§
隔
絶
、
ぎ
罫
貯
亀
切
ミ
§

§
懸
、
き
霧
⑲
肉
霧
9
ミ
馬
§
轟
。
肋
．
鼻
ト
ひ
ゆ
§
狙
い
O
♪
§
「
㊦
黛
砺
S
8
、
ミ
託
蛛
§
ミ
き
①

9
ミ
§
ミ
爲
§
b
口
§
副
轟
§
乱
6
ミ
、
§
受
…
…
●
9
。
〈
o
『
≦
9
。
・
げ
言
α
Q
ざ
貸
O
o
言
・
団
7

0
8
H
O
H
g
。
及
び
ト
ミ
ミ
》
。
ミ
き
巳
ミ
勲
ト
㍗
さ
嶺
§
昏
O
。
●
も
轟
寒
竜
§
絶
ミ

　
　
　
ジ
ヨ
y
・
ピ
ア
ポ
y
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
一
一
九
二
ご

罫
①
N
ミ
、
・
・
動
N
粛
ミ
軌
き
ミ
，
茎
・
・
G
。
き
－
9
ミ
ミ
ミ
＄
…
：
母
こ
ぽ
9
ミ
ミ
ミ
8
§
鴨
§
鳶
冒
頓

§
駄
6
ミ
・
§
旨
戦
ミ
譜
奪
［
菌
ミ
肉
蜷
義
§
器
駄
器
防
・
賠
国
言
＝
。
計
Z
Φ
毛
嘱
。
鱒
Ω
け
ざ

岡
㊦
腎
爵
蝿
誤
」
O
H
P
）

A
　
調
査
報
告
書
か
ら
の
抜
葦
、
そ
の
一
（
報
告
書
は
、
一
八
の
代
表
的
な

　
金
融
機
関
の
関
係
を
示
す
詳
細
な
表
か
ら
、
い
る
い
う
な
グ
ル
ー
プ
に
つ

　
い
て
次
の
如
く
要
約
し
て
い
る
）

　
I
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
、
ナ

　
　
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
銀
行
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
信
託
会
社
、
及
び
バ

　
　
ン
カ
ー
ズ
信
託
会
社
は
、
共
同
し
て
、

　
　
　
二
六
極
重
、
九
〇
〇
万
ド
ル
の
総
資
産
と
一
九
億
八
、
三
〇
〇
万
ド

　
　
ル
の
総
預
金
を
も
2
二
四
の
銀
行
及
び
信
託
会
社
に
お
い
て
＝
八
の

　
　
取
締
役
席

　
　
　
二
二
億
九
、
三
〇
〇
万
ド
ル
の
総
資
産
を
も
つ
一
〇
の
保
険
会
社
に

　
　
お
い
て
三
〇
の
取
締
役
席

　
　
　
一
一
七
二
八
、
四
〇
〇
万
ド
ル
の
総
資
本
と
総
延
長
一
五
〇
、
二
〇

　
　
〇
哩
の
路
線
（
通
運
会
社
及
び
汽
船
会
社
を
除
く
）
を
も
つ
三
二
の
運

　
　
輸
組
織
に
お
い
て
一
〇
五
の
取
締
役
席

　
　
　
三
三
億
三
、
九
〇
〇
万
ド
ル
の
総
資
本
を
も
つ
二
四
の
製
造
な
ら
び

　
　
に
販
売
会
社
に
お
い
て
六
三
の
取
締
役
席

　
　
　
二
一
億
五
、
○
○
○
万
ド
ル
の
総
資
本
を
も
つ
一
二
の
公
益
事
業
会
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
y
ト
・
モ
ル
ガ
y
、
　
一
八
三
七
一
一
九
ニ
ニ

社
に
お
い
て
二
五
の
取
締
役
席

　
計
二
二
二
億
四
、
五
〇
〇
万
ド
ル
の
総
資
産
（
ま
た
は
資
本
）

つ
一
一
二
会
社
に
お
い
て
三
四
一
の
取
締
役
席
を
も
つ
て
い
る
。

を
も

π
　
」
．
P
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
信
託
会
社
、
バ
ン
カ

　
ー
ズ
信
託
会
社
、
及
び
フ
ァ
：
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
は
、
共
同
し

　
て

　
　
そ
の
よ
う
な
銀
行
及
び
信
託
会
社
に
お
い
て
八
九
の
取
締
役
席

　
　
そ
の
よ
う
な
保
険
会
社
に
お
い
て
二
九
の
取
締
役
席

　
　
そ
の
よ
う
な
運
輸
組
織
に
お
い
て
七
八
の
取
締
立
席

　
　
そ
の
よ
う
な
製
造
な
ら
び
に
販
売
会
社
に
お
い
て
四
九
の
取
締
役
席

　
　
そ
の
よ
う
な
公
益
事
業
会
社
に
お
い
て
一
六
の
取
締
役
席

　
　
計
二
六
一
の
取
締
役
席
を
も
つ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
公
益
事
業
会
社
に
お
い
て
帰
四
の
取
締
役
席

計
二
二
九
の
取
締
役
席
を
も
つ
て
い
る
。

B
　
凋
査
報
告
書
か
ら
の
抜
董
・
、
そ
の
二
（
委
員
会
は
集
申
に
つ
い
て
次

　
の
如
く
結
論
し
て
い
る
）

　
「
本
委
員
会
は
、
銀
行
か
ら
の
資
料
の
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

　
如
く
立
証
し
え
た
こ
と
を
満
足
に
思
う
。
即
ち
、
小
数
の
金
融
指
導
者

　
の
間
に
は
、
確
定
的
限
定
的
な
利
益
の
共
同
性
が
存
在
し
て
い
る
。
そ

　
れ
は
、
銀
行
、
信
託
会
社
、
鉄
道
、
公
益
事
業
、
及
び
製
造
会
社
に
対

　
す
る
、
株
式
保
有
、
重
役
連
繋
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
共
同
勘
定
取

　
引
等
々
の
支
配
手
段
を
通
じ
て
、
つ
く
り
だ
さ
れ
ま
た
保
持
さ
れ
て
い

　
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
通
貨
及
び
信
用
は
、
こ
れ
ら
の
小
数
の
人
々

　
の
手
中
に
、
広
汎
且
つ
漸
増
的
に
集
中
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
」
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皿
　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
信
託
会
社
、
及
び
バ

　
ン
カ
ー
ズ
信
託
会
社
は
、
共
同
し
て

　
　
そ
の
よ
う
な
銀
行
及
び
信
託
会
社
に
お
い
て
七
八
の
取
締
役
席

　
　
そ
の
よ
う
な
保
険
会
社
に
お
い
て
二
九
の
取
締
役
席

　
　
そ
の
よ
う
な
運
輸
組
織
に
お
い
て
六
四
の
取
締
役
席

　
　
そ
の
よ
う
な
製
造
な
ら
び
に
販
売
会
社
に
お
い
て
四
四
の
取
締
役
席

「
こ
の
利
害
者
集
団
は
、
ど
の
よ
う
な
名
称
で
も
つ
て
呼
ば
れ
て
も
よ

い
が
、
区
別
を
つ
け
る
た
め
に
、
便
宜
上
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
つ
こ

・
と
が
で
き
る
。
」

「
第
一
。
報
告
の
便
宜
上
我
々
が
内
部
グ
ル
ー
プ
と
称
す
惹
第
一
の
グ

ル
ー
プ
は
、
指
導
者
」
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
ム
本
社
と
G
・
F
・
ベ
イ
カ
ー

及
び
J
・
ス
テ
ィ
ル
マ
ン
と
か
ら
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
個
々
の
資
格



に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
が
、
ま
た
彼
ら
は
、
次
の
如
き
金
融
機
関
を
共

同
に
営
乏
し
統
制
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
主
た
る
も
の
は
、
フ
ァ
ー

ス
ト
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
銀
行
、
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
コ
ン
マ
ー
ス
、
チ
ェ
イ
ス
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀

行
、
ギ
ャ
ラ
ン
テ
ィ
ー
信
託
会
社
ハ
及
び
バ
ン
カ
ー
ズ
信
託
会
社
で
あ

り
、
こ
れ
ら
の
知
ら
れ
た
総
資
産
額
は
一
三
億
ド
ル
以
上
に
上
っ
て
い

る
。
尚
こ
の
外
に
、
こ
れ
ら
よ
り
は
小
さ
い
が
、
多
数
の
重
要
な
金
融

機
関
も
含
ま
れ
て
い
る
。
L

「
第
二
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
内
部
も
し
く
は
第
一
次
的
グ
ル
ー
プ
と

密
接
に
同
盟
を
結
び
、
事
実
、
内
部
グ
ル
ー
プ
の
大
金
面
的
企
業
の
多

く
に
お
い
て
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
彼
ら
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
入
る
も
の
は
、
リ
ー
・
ヒ
ギ
ン
ソ
ン
会
社
及
び
キ
ッ
ダ
i
・

ビ
ー
ボ
デ
ィ
ー
会
社
と
い
う
国
際
金
融
業
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
ボ
ス

ト
ン
に
お
い
て
三
つ
の
分
系
銀
行
、
即
ち
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ョ
ー
マ
ッ

ト
銀
行
、
ボ
ス
ト
ン
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
銀
行
、
及
び
オ
ー

ル
ド
．
コ
ロ
ニ
ー
信
託
会
社
を
も
つ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
銀
行
は
ボ

ス
ト
ン
の
銀
行
の
総
資
産
の
少
く
と
も
半
ば
以
上
を
も
つ
て
い
る
。
ま

た
そ
れ
以
外
の
重
要
な
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
金
融
機
関
に
も
利
権

や
代
表
者
を
も
つ
て
い
る
。
」

「
第
三
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
際
金
融
業
者
で
あ
り
、
外
国
に
多
く
の

　
ジ
ョ
ン
．
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
八
三
七
一
一
九
一
三

顧
客
及
び
関
連
を
有
し
て
い
る
タ
ー
ン
・
ロ
ー
ブ
会
社
は
、
内
部
グ
ル

ー
プ
と
は
た
だ
限
定
的
に
同
盟
を
結
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
し
か

し
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
テ
ィ
ー
銀
行
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ
ン
ク
・
オ
ブ
・

コ
ン
つ
、
ー
ス
、
及
び
最
近
同
盟
を
結
ん
だ
そ
の
他
の
金
融
機
関
と
の
密

接
な
関
係
を
通
じ
て
、
多
く
の
共
通
の
利
害
関
係
を
有
し
、
…
…
。
L

C
　
J
・
P
・
モ
ル
ガ
ン
会
社
の
応
答
の
抜
山

　
「
…
…
我
々
が
あ
え
て
指
摘
し
よ
う
と
思
う
点
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も

　
の
他
の
金
融
中
心
に
お
け
る
そ
の
よ
う
な
集
中
は
、
人
々
の
意
図
及
び

　
活
動
に
も
と
づ
い
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
第
二
に
は
、
奥
地
の
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
も

　
行
を
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
多
額
の
準
備
金
を
自
動
的
に
集
申
せ
し

　
め
た
我
々
の
旧
式
の
銀
行
組
織
の
作
用
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

　
し
て
第
二
に
は
、
各
国
に
お
い
て
は
大
金
融
中
心
と
し
て
の
都
市
が
発

生
す
る
と
い
う
経
済
法
則
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
」

「
：
：
：
こ
れ
ら
の
表
に
お
い
て
は
、
　
一
八
○
人
の
銀
行
家
及
び
銀
行
の

取
締
役
が
、
総
計
二
五
〇
億
ド
ル
の
資
産
を
も
つ
会
社
の
取
締
役
会
に

お
い
て
働
い
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
こ
の
莫
大
な

る
我
国
の
富
の
総
て
が
、
こ
れ
ら
一
八
○
人
の
も
の
の
自
由
に
な
っ
て
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ボ
y
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
八
三
七
一
一
九
コ
ニ

い
る
と
い
う
よ
う
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
意
味
づ

け
は
、
次
の
よ
う
な
支
持
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
論
、
即
ち
、
ア
メ

リ
カ
の
夫
々
異
れ
る
地
方
に
住
み
、
ま
た
多
く
の
場
合
お
互
に
個
人
的

な
面
識
を
も
た
ず
、
そ
し
て
ま
た
多
く
の
場
合
時
々
の
取
引
に
お
い
て

の
み
共
同
し
た
こ
れ
ら
の
人
々
が
、
常
に
、
同
じ
政
策
に
投
票
し
、
ま

た
彼
ら
が
そ
の
職
に
あ
る
＝
二
二
会
社
の
取
締
役
会
を
同
じ
目
的
で
も

つ
て
統
制
す
る
と
い
う
よ
う
な
理
論
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
に
過
ぎ
な

い
。
こ
の
供
述
は
、
こ
れ
ら
の
一
八
0
人
の
も
の
を
、
お
互
に
結
び
つ

け
て
い
る
と
こ
ろ
の
一
致
せ
る
政
策
あ
る
い
は
行
勤
を
証
拠
だ
て
て
は

い
な
い
の
で
あ
り
、
そ
し
て
事
実
そ
の
よ
う
な
政
策
は
存
し
て
は
い
な

い
。
そ
の
よ
う
な
支
配
の
存
在
を
臆
．
測
す
る
こ
と
が
不
合
理
で
あ
る
こ

と
は
、
こ
れ
ら
の
取
締
役
が
、
平
均
的
に
は
、
そ
の
取
締
役
会
の
わ
ず

か
に
一
角
を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

一
層
あ
き
ら
か
と
な
る
。
各
連
繋
取
締
役
が
、
そ
の
関
係
し
て
い
る
各

取
締
役
会
に
お
い
て
十
分
な
支
配
を
も
ち
、
そ
し
て
連
繋
し
て
い
な
い

大
多
数
の
取
締
役
が
、
彼
ら
の
取
締
役
会
に
お
け
る
小
数
者
の
意
志
に

従
属
す
る
と
こ
ろ
の
単
な
る
看
板
で
あ
る
、
と
想
像
す
る
の
は
笑
止
千

万
で
あ
る
。
L

「
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
合
併
は
、
た
だ
、
こ
の
国
の
事
業
の
発

震
に
と
も
な
っ
て
、
よ
り
大
な
る
金
融
機
関
が
必
要
．
と
さ
れ
る
に
至
っ

た
と
い
う
こ
と
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
諸
都
市
が
、
規

模
及
び
重
要
性
に
お
い
て
二
倍
、
三
倍
と
な
る
に
つ
れ
て
、
ま
た
鉄
道

が
拡
大
さ
れ
、
製
造
工
場
が
拡
張
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
我
々
の
金
融
機

関
が
こ
れ
ら
の
増
大
せ
る
需
要
に
対
応
す
る
為
に
大
き
く
な
っ
た
の
は

当
然
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま
た
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ニ
ェ
ー
ヨ

ー
ク
に
お
け
る
最
大
の
銀
行
が
、
そ
の
規
模
に
お
い
て
、
他
の
も
っ
と

小
さ
な
国
々
の
商
業
的
首
府
の
銀
行
よ
り
も
は
る
か
に
劣
っ
て
い
る
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
知
ら
れ
て
は
い
ま
い
。
今
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
．
け

る
最
大
の
銀
行
が
も
っ
て
い
る
資
産
は
、
髄
イ
ギ
リ
ス
最
大
の
銀
行
の
そ

れ
の
わ
ず
か
に
五
分
ノ
三
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
最
大
の
銀
行
の
そ
れ
の

わ
ず
か
に
四
分
ノ
一
で
あ
り
、
そ
し
て
ド
イ
ツ
最
大
の
銀
行
の
そ
れ
の

五
分
ノ
一
以
下
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
、
藍
鼠
ド
ル
以
上
の
資

産
を
も
つ
銀
行
は
、
わ
ず
か
に
三
行
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の

よ
う
な
規
模
の
機
関
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
は
十
行
、
ベ
ル
リ
ン
に
は
五
行
、

そ
し
て
パ
リ
」
に
は
四
行
あ
る
。
L

「
…
…
一
九
〇
七
年
の
（
パ
ニ
ッ
ク
）
以
来
、
協
同
行
為
が
よ
り
顕
著

に
な
っ
た
の
は
、
当
時
、
す
べ
て
の
大
都
市
銀
行
が
、
み
ず
か
ら
を
防

衛
す
る
に
当
っ
て
、
諸
外
国
に
お
い
て
可
能
で
あ
る
如
く
に
は
、
強
力
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且
つ
弾
力
性
の
あ
る
銀
行
組
織
に
依
存
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ず
、
こ
こ
に

協
同
し
て
行
動
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
知
っ
た
為
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
第
二
に
、
そ
の
よ
う
な
協
同
は
、
単
に
、
大
金
融
取
引
を
行
う
必

要
か
ら
生
じ
た
と
こ
ろ
の
結
果
で
あ
っ
た
。
…
…
も
し
そ
の
よ
う
な
大

取
引
が
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
、

あ
き
ら
か
に
、
大
銀
行
を
必
要
と
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
た
、
こ

れ
ら
の
銀
行
が
こ
の
国
の
事
業
の
効
果
的
な
遂
行
に
協
力
す
る
こ
と
を

望
む
で
あ
ろ
う
。
」

「
私
的
銀
行
が
、
し
ば
し
ば
証
券
の
売
り
出
し
を
引
き
う
け
た
と
こ
ろ

の
会
社
に
対
し
て
、
自
己
の
代
表
を
取
締
役
会
に
送
る
と
い
う
こ
と
の

意
味
に
つ
い
て
、
多
．
く
の
疑
問
が
提
出
さ
れ
た
9
こ
の
慣
例
は
、
日
常

の
業
務
を
指
図
し
よ
う
と
か
、
あ
る
い
は
よ
り
安
く
証
券
を
買
い
入
れ

よ
う
と
い
っ
た
よ
う
な
銀
行
家
の
側
に
お
け
る
欲
望
か
ら
生
じ
た
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
会
社
証
券
の
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
の
道

徳
的
な
責
任
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
目
的
は
、
会
社

の
政
策
を
注
意
深
く
見
守
り
、
そ
の
会
社
の
証
券
に
投
資
し
て
い
る
人

々
の
利
益
を
保
護
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
投
資
銀
行
家
に
と
っ
て

は
、
取
締
役
会
に
席
を
占
め
る
こ
と
は
、
た
い
て
い
の
場
合
義
務
で
あ

っ
て
特
権
で
は
な
い
。
」

　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
　
一
八
三
七
－
一
九
一
三

補
論
　
U
・
S
製
鋼
会
社
の
設
立
に
つ
い
て
の
覚
書

　
　
　
　
　
A
　
U
・
S
製
鋼
会
社
の
設
立

　
U
・
S
製
鋼
会
社
（
雷
⑦
d
葺
巴
q
∩
§
①
。
・
ω
け
①
巴
O
。
愚
。
邑
ぎ
）
は
、
次
の

諸
会
社
を
獲
得
す
る
目
的
を
以
て
、
一
九
〇
一
年
二
月
二
五
日
、
，
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
シ
ー
州
に
設
立
さ
れ
た
。

ー
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
（
閏
①
鮎
①
点
葉
一
　
Q
∩
臼
①
①
一
　
｛
口
O
●
）
。
主
要
製
品
は
、
コ
ー

　
ク
ス
、
銑
鉄
、
ベ
ッ
セ
マ
」
鋼
塊
、
平
炉
鋼
塊
、
軌
条
、
及
び
そ
の
他
の

　
鋼
製
品
で
あ
っ
た
。
ミ
ネ
ソ
タ
州
メ
サ
バ
山
脈
に
大
鉱
山
を
所
有
し
た
。

　
半
製
品
の
販
売
に
つ
い
て
他
の
製
造
会
社
に
依
存
し
た
。
　
（
普
通
株
四
、

　
六
四
八
事
四
、
○
σ
○
ド
ル
、
優
先
株
五
、
三
二
六
立
面
〇
〇
ド
ル
）

2
カ
ー
ネ
ギ
ー
製
鋼
会
社
（
9
讐
＆
①
G
∩
8
巴
9
．
）
。
主
要
製
品
は
、
コ
ー

　
ク
ス
、
銑
鉄
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
鋼
製
、
平
炉
鋼
塊
、
及
び
軌
条
で
あ
っ
た
。

　
会
社
は
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
コ
ネ
ル
ス
ヴ
ィ
ル
地
方
に
お
け
る
最
大
の

　
炭
田
所
有
者
で
あ
り
、
ま
た
オ
リ
ー
ヴ
ァ
ー
鉄
鉱
会
社
の
支
配
を
通
じ
て

　
ミ
ネ
ソ
タ
州
に
大
鉄
鉱
床
を
所
有
し
た
。
会
社
は
ま
た
五
大
湖
に
お
い
て

　
運
輸
に
従
事
し
た
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
汽
舶
会
社
を
支
配
し
た
。
半
製
品
の
販

　
売
に
つ
い
て
他
の
製
造
会
社
に
依
存
し
た
。
　
（
普
通
株
一
億
六
、
0
0
0

　
万
ド
ル
、
社
債
一
億
六
、
0
0
0
万
ド
ル
）
　
　
　
　
　
　
　
，

3
　
シ
ュ
ー
ベ
リ
才
ル
湖
合
同
鉄
鉱
会
社
（
ド
罫
①
Q
∩
毛
①
ユ
。
円
6
0
島
。
】
一
山
舞
巴
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
γ
、
　
一
八
三
七
一
一
九
二
二

　
7
8
竃
貯
。
。
。
）
ミ
ネ
ソ
タ
州
メ
サ
バ
山
脈
に
お
い
て
鉄
鉱
山
を
経
営
。
（
普

　
通
株
二
、
九
四
二
万
四
、
五
九
四
ド
ル
）

4
　
ア
メ
リ
カ
橋
梁
会
社
（
｝
壽
暮
導
田
忌
①
6
9
）
。
　
そ
の
構
威
会
社
は

　
ア
メ
リ
カ
の
総
橋
梁
ト
ン
数
の
約
九
割
を
製
造
し
た
。
‘
．
（
普
通
株
三
、
〇

　
五
二
万
七
、
八
○
○
ド
ル
、
優
先
株
三
、
〇
五
一
万
七
．
八
0
0
ド
ル
）

5
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
会
社
（
ワ
『
僧
e
一
〇
昌
帥
一
日
コ
＝
ぴ
O
畠
Ω
O
・
）
。
全
製
造
高
の
約
九
割

　
を
占
め
る
と
こ
ろ
の
、
ア
メ
リ
カ
の
主
要
鋼
管
会
社
を
支
配
し
た
。
　
（
普

　
通
三
四
、
○
O
O
万
ド
ル
、
優
先
株
四
、
0
0
0
万
ド
ル
）

6
ア
メ
リ
カ
鋼
鉄
線
条
会
社
（
》
巨
①
円
帥
0
9
昌
　
Q
D
一
①
〇
一
9
昌
畠
　
≦
一
門
⑦
　
∩
口
O
．
）
。
線
条

　
及
び
釘
工
場
の
七
五
乃
至
八
○
％
を
所
有
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
、
ワ
イ
ヤ
ー
・

　
ネ
イ
ル
、
ロ
ッ
ド
、
及
び
柵
材
を
製
造
し
た
。
　
（
普
通
株
五
、
0
0
0
万

　
ド
ル
、
優
先
株
四
、
O
O
O
万
ド
ル
）

7
　
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鋼
会
社
（
ワ
『
9
酔
一
〇
嵩
O
一
ω
一
①
①
一
　
（
一
〇
●
）
Q
半
製
品
を
製
造
し
、

　
そ
の
販
売
に
つ
い
て
他
の
製
造
会
社
に
依
存
し
た
。
　
（
普
通
株
三
、
二
〇

　
〇
万
ド
ル
、
優
先
株
二
、
七
〇
〇
万
ド
ル
）

8
ア
メ
リ
カ
鋼
帯
会
社
（
｝
巳
①
暑
き
ω
8
⑦
；
8
唱
6
p
）
。
ベ
ッ
セ
マ
ー
鋼

　
及
び
鋳
鉄
の
ほ
か
、
鋼
帯
、
及
び
鋼
棒
を
製
造
し
た
。
　
（
普
通
株
一
、
九

　
〇
〇
万
ド
ル
、
優
先
株
一
、
四
〇
〇
万
ド
ル
）

9
ア
メ
リ
カ
鋼
板
会
社
（
〉
巨
①
二
。
§
Q
D
冨
9
q
Q
8
巴
O
o
・
）
。
主
要
製
品
は
鋼

　
板
で
あ
っ
た
。
　
（
普
通
株
二
、
四
五
〇
万
ド
ル
、
優
先
株
二
、
四
五
〇
万

　
ド
ル
）

10

@
プ
メ
リ
カ
鍬
力
会
社
（
〉
ヨ
①
尋
き
目
貯
国
雪
①
6
P
）
。
そ
の
二
六
五
工
場

　
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
鍬
・
刀
板
生
産
高
の
大
半
を
製
造
し
た
。
　
（
普
通
株

　
二
、
八
○
○
万
ド
ル
、
優
先
株
一
、
八
三
二
上
五
〇
〇
〇
ド
ル
）

　
こ
れ
ら
一
〇
会
社
の
株
式
及
び
社
債
の
殆
ん
ど
全
部
は
U
・
s
製
鋼
会
社

に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
、
U
・
S
製
鋼
会
社
の
株
式
及
び
社
債
が
そ
れ
ら
と
交

換
に
与
え
ら
れ
た
。
新
会
社
の
資
本
金
は
一
一
億
ド
ル
（
普
通
株
巨
億
五
、

○
0
0
万
ド
ル
、
優
先
株
五
湯
口
、
0
0
0
万
ド
ル
）
で
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
構
成
会
社
一
〇
社
の
総
資
本
金
は
七
子
一
、
七
五
五
万
三
九
四
ド
ル
で
あ

っ
た
。

註
　
U
・
S
製
鋼
会
社
は
、
　
一
九
〇
一
年
に
、
更
に
、
株
式
の
交
換
を
通
じ
て
、
シ

　
ェ
ル
ビ
ー
鋼
管
会
社
（
q
。
ぽ
9
ξ
日
昌
Φ
o
。
・
）
を
獲
得
し
、
ま
た
オ
リ
ー
ヴ
ァ
i
鉄

　
鉱
会
社
（
O
奪
露
謬
。
昌
冒
ぎ
ぎ
σ
q
O
9
）
及
び
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
汽
船
会
社
（
爵
仲
審
び
口
茜

　
q
。
8
9
。
ヨ
移
甘
0
9
）
に
六
分
ノ
一
の
利
権
を
取
得
し
た
（
こ
れ
ら
二
会
祉
の
残
余
の

　
証
券
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
が
既
に
所
有
し
て
い
た
）
。
　
U
・
S
製
鋼
会
祉
と
既
述

　
の
十
社
及
び
新
た
に
獲
得
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
会
社
と
の
間
に
お
け
る
株
式
交
換
の

　
詳
細
は
別
表
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
尚
こ
の
表
は
、
ま
た
、
モ
ル
ガ
ソ
を
盟
主
と

　
し
た
シ
ソ
デ
ィ
ケ
ー
ト
が
、
そ
の
提
供
し
た
現
金
、
株
式
、
及
び
用
役
に
対
し
て

　
U
・
S
製
鋼
よ
り
受
け
と
っ
た
株
式
を
も
示
し
て
い
る
。

　
ア
メ
リ
カ
鋼
鉄
線
条
△
八
社
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
ム
耳
痛
、
ア
メ
リ
カ
橋
梁
会

社
、
ア
メ
リ
カ
尽
力
会
社
、
ア
メ
リ
カ
鋼
板
会
社
、
及
び
ア
メ
リ
カ
鋼
帯
会

社
は
、
す
べ
て
そ
の
原
料
の
大
部
分
を
他
の
会
社
に
仰
い
だ
。
し
か
し
な
が

一　116　一．



U・S・製鋼会社によって取得された構成会社の証券及び現金とそれらと

交撫d901年に発行されたU・S・製鋼会社証券との対比

ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
々
ガ
ソ
、
一
八
三
七
－
一
九

会　　　　社

U・S製鋼

ﾉよって取

ｾされた証

萩yび現金

各旧株式100　　　　　　　　　　　　　　◎
ﾕ上箭　　交灘発行・れた・・s製油証券・S製鋼株式

優先株瞬株社債陣画引普通酬総計
カーネギー製鋼
　社債…………＄159，450，000…＿…

　普通株…………160，000，000

フェデラル製鋼
　優先株…………　53，260，200＄110。00

　韻株・…　．．…　一t・　46，483，700　　4．00

ナショナル鍋員
　優先株…………　39，997，400125．00

　普通株一…・；…　39，937，400　8．80

アメリカ鋼鉄線条
　優先株…＿・…・・39，998，50011？．50

　普通株…………　49，901．900＿．＿

ナショナル製鋼
　優先株…………　26，992，200125・00

　普通株…………　31，969，800一一

アメリカ銀力
　優先株…・……・・18，325，000125・00

　普通株…………　27，995，00020．00

アメリカ鋼
　優先株…………　13，997，500100。00

　普通株…………　18，995，000………

アメリカ鋼板
　優先株…・……・・24，497，700100．00

普通株…一…・・24，498，800…一・

アメリカ橋梁
歪憂iラ巳株・…　i．・・．・．．　　31，348，000　110．00

普通株…………　30，946，400………
シユーペリオ湖合
同鉄鉱

普通株・……一　29，413，905135．00
オリーヴァー鉄
及びピッツバーグ
汽船（利権の六
ノー）　・…　。・・。・・・…　一　　　　421，700…　■一。・。・

シエルビー鋼艮
優先株…一一　　4，776，10037・50

：普通株…………　　8，018，200………

接交換された証
　計・……一…881，224，405………
シyディケーbの
提供した株式（額

金額174，　OOOド
ル），現金（25，000，

00R烈男｛、。1乙撒・・……

＄125．00

ユ25．00

102．EO

125．00

125．00

100．00

100．00

ユ05．00

135．00

25．00

＄159，450，000

144，000，000

303，450，000

＄　98，277，120

58，586，220

1，859，348

49，996，750

3，514，491

46，998，237

33，740，250

22，906，250

eJ，sgg，ooo

13，997．500

24，497，000

34，482，800

39，708，771

9，250，000

1，791，038

445，205，475

64，998，837

＄　90，279，040

49，969，978

49，921，750

51，149，448

39，962，250

34，993．75．　0

18，995，000

24，498，800

32，493，720

39，708，771

9，250，000

2，004，550

443，227，057

64，998，837

＄　492，006，160

110，415，546

103，432，991

98，147，685

7：　，702，500

63，499，000

32，992，500

48，996，500

66，976，520

79，417，542

18，500，000

3，795，5B8

1，191，882，532

129，997，605
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ジ
ョ
ン
。
ピ
ア
ボ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、

現金を提供した
inc・rporat・rsに対
して 3，000 ．　9　．　o　o●　，　o　， ●　6　曾　o　り　●　■　●　， ．　r　，　・　・　●　o　●　●　，●　・　●　●， 1，500 1，500 3，000

証券，現金集計 906，401，405 ，　・　，　●　●伽　9，● ●　，　●　・　■　●　．　■　， 303，450，000 510，205，743 508，227，394 1，321，883，137

構成会社三位抵当
権附杜債………… ●　◎G　，　■　●　・　，　…　　　　6　，　，　「 ■　∂　“　o　●●　o■● ●　．　，　，　o　●　■　9　■ ■　，　．　・　，　，　●　，o　φ　●　●　o　．　噸 ．　…　　　　o　り　●　・　，　O　o　o　●　●　曹 ■●O　r●　9　，　■　，　●●●　●●　■ 59，091，657

構成会杜の会社買
収及び不動産担保
借入金…・……・…・ ●　●　，　o　●　●　響　倉　．　，　璽　●　●　●　． g　o　，　．　・　O　o　o　● 齢　9　・　●　・　o　●　●　， 冒　■　9　●　o　・　■　●　，　，　璽　．　●　o　・ P　●　，　●●●　・o●　●●●　●零　噸 ・　●　，　■　●　●　●　，　・　o・　・　●　O　Q 21，872，Q23

総　　計…… 906，401，405 303，450，000 510，205，743 508，227，394 1，402，846，817

Bureau　of　Corporation，　Report　of　the　CoTmnissioner　of　Corporations　on　the　Steel　Jndustr）t，　Part

I　：　Organixation，　lnvestment，　Profit，　and　Positiore　of　United　States　Corporntion，　1911．　（Maurice

H・R・bins・n，“The　Di・t・ibuti・n・ゾ3e・ω・ities　in　the沼・rmation｛ゲ‘んeσnited　S‘α‘e・S‘eel　C・・p・一

ration；’　Political　Science　Quarterly，　June，　1915．）

一
八
三
七
－
一
九
＝
二

ら
、
ア
メ
リ
カ
鋼
帯
会
社
、
ア

メ
リ
カ
馬
力
A
竃
社
、
及
び
ア
メ

リ
カ
鋼
．
板
会
社
は
、
す
べ
て
ナ

シ
ョ
ナ
ル
製
鋼
会
社
と
密
接
な

関
係
を
も
つ
て
お
り
、
従
っ
て

原
料
及
び
半
製
品
の
供
給
は
確

実
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
四
会

社
は
「
ム
ー
ア
」
会
社
と
し
て

知
ら
れ
て
お
り
、
何
れ
も
W
・

H
・
ム
ー
ア
の
企
画
に
よ
っ
て

合
同
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。　

フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
A
四
社
、
ナ

シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
会
社
、
及
び
7

　
　
　
“

メ
リ
カ
橋
梁
会
社
の
三
社
は
、

所
網
硯
モ
ル
ガ
ン
。
グ
ル
ー
プ
」
乞

構
成
し
て
い
た
つ
ア
メ
リ
カ
鋼

鉄
線
条
会
社
は
い
く
ら
か
独
立

的
な
地
位
に
あ
っ
た
。
カ
ー
ネ

ギ
ー
製
鋼
会
社
は
、
半
製
品
及

び
軌
条
を
主
と
し
て
生
産
し
、
構
成
会
社
一
〇
社
中
最
大
の
会
社
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鋼
会
社
や
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
と
は
異
っ
て
、

完
製
品
工
場
と
は
何
ら
特
別
の
関
係
を
も
た
な
か
っ
た
。
当
時
の
あ
る
著
名

な
鉄
鋼
マ
ン
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
の
地
位
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

（
肉
“
ミ
馬
ミ
罫
ぐ
・
9
§
ミ
造
ミ
ミ
ミ
6
0
ミ
ミ
ミ
軌
。
鳶
恥
§
き
⑩
恥
§
、
妻
冬
箸
琴
団
臼
ユ

梓
弓
」
O
押
H
O
目
）

「
絶
大
な
資
力
と
能
率
的
な
組
織
を
も
つ
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
が
、
も
し
、
ワ

イ
ヤ
ー
、
鋼
管
、
鋼
板
、
あ
る
い
は
鍬
力
の
製
造
を
開
始
す
る
と
す
れ
ば
、

既
に
こ
れ
ち
の
製
晶
を
製
造
し
、
そ
し
て
こ
の
分
野
に
お
け
る
事
業
を
独
占

せ
ん
が
為
に
、
多
く
の
劣
等
な
工
場
を
抱
え
こ
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
夫
々

の
大
合
同
会
社
に
対
し
て
、
十
分
太
刀
打
ち
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以

上
の
こ
と
を
な
し
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
な
か
っ
た
。
」

　
　
　
　
　
B
　
∬
・
S
製
鋼
会
社
の
設
立
に
関
し
て
、
一
九
剛
幽
年
に
ス
タ
ン
レ

　
　
　
　
　
　
イ
委
員
会
で
行
っ
た
ゲ
ー
リ
ー
の
証
言

　
一
ゐ
ル
一
一
牲
T
に
下
院
は
ス
タ
ン
レ
イ
委
員
A
四
（
q
D
白
僧
門
冨
図
O
O
ヨ
】
β
一
暮
。
①
）
を

組
織
し
、
　
一
九
一
一
一
一
二
年
に
わ
た
っ
て
U
・
S
製
鋼
会
社
を
調
査
し
且

つ
非
難
し
た
。
以
下
は
U
・
S
製
鋼
会
社
の
グ
ー
リ
ー
（
囲
げ
Φ
強
国
．
O
餌
q
）

が
同
委
員
会
に
お
い
て
行
っ
た
証
言
の
抜
葦
で
あ
る
。
（
熱
ミ
匙
偽
乙
さ
鳶
暮
①

6
§
噛
ミ
ミ
竃
§
N
、
§
恥
、
粛
ミ
帖
§
ミ
q
譜
牌
ミ
勲
ミ
㊥
物
砺
§
N
9
ミ
ミ
ミ
㌦
§
糟
＝
8
。
・
。
。
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切
①
肩
①
器
三
豊
く
①
9
く
9
H
L
ゆ
　
r
唱
や
ト
り
H
O
l
麗
H
楠
0
9
1
1
隠
9
）

註
　
ゲ
ー
リ
ー
は
一
八
四
六
年
に
イ
リ
ノ
イ
州
ウ
で
ー
ト
ン
の
近
く
に
あ
る
父
の
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
場
に
生
れ
た
。
一
八
六
五
年
に
叔
父
の
事
務
所
に
入
り
法
律
を
学
ん
だ
。
一
八
六

　
　
六
年
に
シ
カ
ゴ
の
ユ
ニ
オ
ン
法
律
単
・
科
大
学
に
入
学
し
た
。
一
八
六
八
年
に
こ
の

　
大
学
を
卒
業
し
、
直
ち
に
イ
リ
ノ
イ
州
の
上
級
裁
判
所
に
つ
と
め
た
。
｝
八
七
一

　
年
に
シ
カ
ゴ
に
法
律
事
務
所
を
設
立
し
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
。
一
八
八

　
　
二
一
九
〇
．
年
に
お
い
て
郡
裁
判
所
の
判
事
を
つ
と
め
た
。
こ
の
よ
う
に
ゲ
ー
リ
ー

　
は
法
律
家
と
し
て
そ
の
身
を
起
し
た
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
彼
．
は
次
第
に
鉄
鋼
業

　
界
に
関
係
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ッ
タ
ー
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
．

　
　
「
ゲ
ー
り
一
は
シ
カ
ゴ
法
曹
界
の
指
導
者
の
一
入
に
な
っ
た
。
そ
し
て
困
難
な
事

　
件
を
処
理
す
る
彼
の
す
ぐ
れ
た
能
力
は
直
ち
に
多
く
の
富
め
る
顧
客
を
ひ
き
つ
け

　
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
数
ケ
の
大
会
杜
も
含
ま
れ
て
い
た
。
ゲ
ー
リ
ー
。
と
そ
れ
ら

　
　
の
な
か
の
一
会
社
と
の
そ
も
そ
も
の
結
び
つ
き
が
、
つ
い
に
は
彼
を
し
て
も
つ
ば

　
ら
鉄
鋼
業
に
関
係
せ
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
し
て
彼
を
そ
の
第
一
人
者
と
す
ろ

　
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
Q
」
（
b
島
民
9
0
9
8
ぴ
畢
§
賊
無
ミ
窃
妬
§
ご
」
ら
ミ
憶
、
．
窺
－

　
翫
§
§
罫
9
恥
§
㌍
ち
曽
ら
や
。
。
O
も
O
）

　
　
　
一
八
九
八
年
に
、
ゲ
ー
リ
ー
は
、
そ
エ
デ
ラ
ル
鉄
鋼
会
社
を
合
同
に
よ
っ
て
設

　
諾
す
る
仕
事
を
依
頼
せ
ら
れ
た
。
彼
は
そ
の
構
成
会
杜
の
一
つ
と
な
っ
た
イ
リ
ノ

　
イ
製
鋼
会
社
（
一
昌
帥
昌
O
一
ロ
D
　
Q
D
沖
①
O
一
〇
〇
．
）
の
顧
問
で
あ
り
ま
た
取
締
役
で
あ
っ
た
が
、

　
こ
の
合
同
を
最
初
に
示
唆
し
た
の
は
彼
で
あ
っ
た
。
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
、
ゲ
述

　
り
一
は
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
の
設
立
を
盗
∵
本
的
に
援
助
し
た
J
・
P
モ
ル
ガ
ソ

　
と
、
は
じ
め
て
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
ゲ
ー
リ
ー
は
、
法
律
家
で
あ
り
な

　
が
ら
も
、
し
か
も
す
ぐ
れ
た
事
業
能
力
を
示
し
た
が
、
こ
れ
を
み
て
と
っ
た
モ
ル

　
・
ガ
ソ
は
、
他
の
人
々
と
と
も
に
彼
を
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
祉
の
社
長
に
推
し
た
。

　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
八
一
∴
ヒ
ー
一
九
一
三

以
来
、
彼
は
法
律
業
に
別
れ
を
つ
げ
、
鉄
鋼
業
に
専
心
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
の
彼
が
一
九
〇
一
年
に
モ
ル
ガ
ン
と
結
ん
で
U
・
S
製
鋼
の
設
立
を

企
て
、
そ
し
て
そ
の
会
杜
の
経
営
常
任
委
員
会
の
委
員
長
と
な
っ
た
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。

　
ヤ
ン
グ
氏
「
さ
て
、
御
記
憶
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
先
だ
つ
て
の
夜
、

（
私
達
）
が
散
会
し
ま
し
た
時
、
丁
度
貴
方
は
、
U
・
S
製
鋼
会
社
に
統
合

せ
ら
れ
る
以
前
に
、
U
・
S
製
鋼
会
社
の
構
…
成
会
社
と
な
っ
た
諸
会
社
の
間

に
行
わ
れ
て
い
た
競
争
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
…
…
」

　
ゲ
ー
リ
ー
氏
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
の
諸
構
成
会

社
、
ア
メ
リ
カ
鋼
帯
会
社
及
び
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鋼
会
社
は
、
あ
る
程
度
競
争

関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
四
会
社
は
、
夫
々
の
製
品
の
全

部
に
わ
た
っ
て
競
争
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
」

「
ア
メ
リ
カ
鋼
鉄
線
条
会
社
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
会
社
、
ア
メ
リ
カ
鉱
力
会

社
、
プ
メ
リ
カ
㎞
鋼
板
A
写
社
、
ア
メ
リ
カ
一
二
梁
A
茨
社
、
及
び
シ
ュ
ー
ペ
リ
オ
ル

湖
合
同
鉄
鉱
会
社
は
、
お
互
の
間
に
お
き
ま
し
て
も
、
ま
た
他
の
諸
会
社
と

の
聞
に
お
き
ま
し
て
も
、
競
争
關
係
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
達
が
事

業
を
は
じ
め
ま
し
た
時
－
I
」

　
ヤ
ン
グ
氏
（
口
を
は
さ
む
）
「
そ
の
前
に
、
ど
の
よ
う
な
三
三
が
、
第
一

の
グ
ル
ー
プ
の
会
社
に
よ
っ
て
製
造
さ
れ
て
い
た
か
を
お
話
し
下
さ
い
。
つ

ま
り
、
競
争
関
係
に
あ
っ
た
諸
会
社
は
何
も
競
争
し
た
の
で
す
か
。
」
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ジ
ヨ
y
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
八
三
七
一
一
九
一
三

　
ゲ
ー
リ
ー
氏
「
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
先
日
ほ
ぼ
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を

述
べ
ま
し
た
。
私
は
、
同
じ
製
品
あ
る
い
は
一
部
分
同
じ
製
品
を
製
造
し
て

い
た
と
い
う
意
味
か
ら
し
ま
し
て
、
主
た
る
競
争
は
、
イ
リ
ノ
イ
製
鋼
会
社

と
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
と
の
間
に
行
わ
れ
た
、
つ
ま
り
両
者
は
全
く
競
争
関
係

に
あ
っ
た
、
と
申
し
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を
軽
視
し
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

と
り
わ
け
、
軌
条
の
製
造
に
お
い
て
、
そ
れ
は
真
実
で
す
。
製
品
に
関
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

す
限
り
、
二
つ
の
会
社
は
全
く
競
争
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ

の
よ
う
な
製
品
が
主
要
な
製
晶
で
し
た
。
」

「
し
か
し
、
御
存
知
の
よ
う
に
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
か
ら
シ
カ
ゴ
ま
で
の
運
賃

は
非
常
に
高
く
、
当
時
に
お
い
て
一
ト
ン
当
り
殆
ん
ど
ミ
ド
ル
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。
イ
リ
ノ
リ
製
鋼
会
社
は
、
主
に
、
発
達
途
上
に
あ
っ
た
広

大
な
西
部
に
市
場
を
も
つ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
こ
の
会
社
は
、
大
体
、
シ

カ
ゴ
に
終
点
を
も
つ
て
い
た
西
部
の
鉄
道
に
軌
道
を
販
売
し
ま
し
た
。
勿
論

あ
る
程
度
は
、
シ
カ
ゴ
に
終
点
を
も
つ
て
い
た
東
部
の
鉄
道
に
も
軌
道
を
供

給
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
製
鋼
会
社
は
、
そ
の
工
場
の

周
囲
に
市
場
を
も
ち
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
に
終
点
を
も
つ
て

い
た
鉄
道
が
そ
れ
で
し
た
。
貴
方
が
た
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
会
社
の
こ
の
よ

う
な
夫
々
の
販
売
地
域
を
お
老
え
に
な
る
な
ら
ば
、
競
争
は
一
見
し
た
ほ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

激
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
と
は
申
し
ま
す
も
の
の
、
カ
ー
ネ

ギ
ー
会
社
が
、
や
が
て
、
西
部
と
か
、
あ
る
い
は
未
だ
一
ト
ン
当
り
一
六
ド

ル
と
い
う
よ
う
な
安
い
値
段
で
軌
条
を
販
売
し
な
く
て
も
よ
か
っ
た
地
方
に

進
出
し
、
そ
し
て
、
そ
の
頃
、
イ
リ
ノ
イ
製
鋼
会
社
が
、
今
一
歩
で
管
財
入

に
託
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
す
。
私
が
承
知

し
て
い
る
限
り
で
は
、
イ
リ
ノ
イ
製
鋼
会
社
は
無
配
で
し
た
。
た
し
か
一
八

九
九
年
遅
で
、
会
社
は
全
然
配
当
を
払
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
L

　
バ
ー
ト
レ
ッ
ト
氏
「
で
は
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
は
い
つ
設
立
さ
れ
た

の
で
す
か
。
」

　
グ
ー
リ
i
氏
コ
八
九
八
年
で
す
。
L

「
私
は
、
も
し
、
あ
の
限
り
の
な
い
破
壊
的
な
競
争
が
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た

と
す
る
な
ら
ば
、
イ
リ
ノ
イ
製
鋼
会
社
は
き
っ
と
破
産
し
た
と
信
じ
ま
す
。

私
は
唯
か
の
↓
こ
矛
ヂ
メ
ン
ト
を
非
難
し
よ
う
と
思
っ
て
い
っ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
過
去
の
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
以
前

に
有
力
で
あ
っ
た
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
が
、
依
然
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
す
る
な

ら
ば
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
が
、
ア
メ
リ
カ
の
す
べ
て
の
鉄
鋼
会
社
を
完
全
に

業
界
か
ら
駆
出
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
決
し
て
確

か
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
多
分
、
貴
方
が
た
は
、
こ
の
よ
う
な

申
立
て
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
事
実
を
十
分
に
御
存

知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
が
合
同
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
後
、
事
情
が
好
転
し
た
…
…
に
も
拘
ら
ず
、
た
し
か
に
そ
れ
は
、
非
常

に
多
数
の
人
々
の
意
見
な
の
で
す
。
」
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ヤ
ン
グ
氏
「
こ
れ
ら
の
二
つ
の
会
社
、
つ
ま
り
、
イ
リ
ノ
イ
製
鋼
会
社
と

カ
i
、
矛
ギ
ー
製
鋼
会
社
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
販
売
地
域
を
も
つ
て
い
た
乏
し

ま
し
て
も
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
が
、
例
え
ば
、
そ
の
軌
条
の
価
格
を
か
な
り

引
下
げ
た
場
合
に
は
、
イ
リ
ノ
イ
製
鋼
会
社
も
そ
の
販
売
地
域
で
そ
れ
相
当

の
引
下
げ
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
」

　
グ
ー
リ
ー
氏
「
勿
論
そ
の
通
り
で
す
。
も
し
、
だ
れ
か
重
立
つ
た
製
造
業

者
が
そ
の
製
晶
の
価
格
を
引
下
げ
る
と
し
ま
す
と
、
他
の
業
者
も
余
儀
な
く

彼
ら
の
価
格
を
引
下
げ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
疑
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
…
…
一
九
〇
〇
年
の
何
時
だ
つ
た
か
、
シ
ュ
フ
ッ
ブ
氏
〔
当
時
カ

ー
ネ
ギ
ー
会
社
の
社
長
〕
は
、
私
に
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
に
よ
る
カ
ー

ネ
ギ
ー
会
社
の
買
収
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー

氏
は
そ
の
会
社
の
所
有
権
を
譲
渡
す
る
に
違
い
な
い
と
語
り
ま
し
た
。
私
は

そ
れ
を
モ
ル
ガ
ン
氏
に
話
す
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。
私
は
、
そ
れ
に
は
だ

れ
か
非
常
な
有
能
な
資
金
の
提
供
者
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し

た
の
で
、
モ
ル
ガ
ン
氏
に
そ
れ
を
話
す
こ
と
を
約
束
し
た
の
で
す
。
私
は
そ

れ
に
つ
い
て
モ
ル
ガ
ン
氏
に
話
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
に
は
、
何

ら
の
勇
気
づ
け
を
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
実
、
彼
が
そ
の
財
産
に
精

通
す
る
ほ
ど
の
注
意
を
払
っ
た
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
彼
は
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼

会
社
の
取
締
役
会
の
一
員
で
あ
り
ま
し
た
が
、
印
こ
矛
ヂ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
一
八
三
七
一
一
九
一
三

何
ら
積
極
的
な
関
心
を
も
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
は
U
・
S
製
鋼
会
社
に

つ
い
て
彼
が
そ
う
で
あ
る
の
と
同
じ
で
す
。
私
は
モ
ル
ガ
ン
氏
に
そ
の
問
題

を
話
し
た
こ
と
を
シ
ュ
ワ
ッ
ブ
氏
に
は
報
告
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
は
再
び

私
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
一
度
が
二
度
話
し
ま
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
結
果
恥

に
何
も
為
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
頃
、
た
し
か
手
形
交
換
所
の

所
長
で
あ
り
、
ま
た
あ
る
一
流
の
信
託
会
社
か
銀
行
の
祉
長
で
あ
っ
た
シ
モ

ン
ズ
氏
が
、
ブ
リ
ッ
ク
氏
の
依
頼
を
う
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
晩
餐
会
を

開
き
、
そ
し
て
シ
ュ
ワ
ッ
ブ
氏
、
モ
ル
ガ
ン
氏
、
そ
の
他
色
々
な
人
々
を
招

待
し
ま
し
た
。
シ
ュ
ワ
ッ
ブ
氏
は
そ
の
席
上
鉄
鋼
事
業
に
つ
い
て
の
短
い
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
モ
ル
ガ
ン
氏
に
強
い
印
象
を

与
え
ま
し
た
。
L

　
ヤ
ン
グ
氏
「
貴
方
は
そ
の
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の

で
あ
っ
た
か
を
記
憶
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
ー
ー
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

及
ん
で
い
た
の
で
す
か
。
」

　
ゲ
ー
リ
ー
氏
「
そ
れ
は
カ
ー
、
矛
ギ
ー
会
社
の
威
大
な
能
力
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
現
在
か
ら
み
れ
ば
小
額
で
す
が
、
当
時
と
し
て

は
か
な
り
の
額
に
上
っ
て
い
た
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
の
輸
出
事
業
に
関
連
し
な

が
ら
、
こ
の
会
社
の
生
産
原
価
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。
勿
論
、
シ
ュ
ワ
ッ
ブ

氏
の
心
の
中
に
は
、
も
し
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
が
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
の
買
収
を

企
て
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
、
示

一　121　一



　
　
　
ジ
ョ
ン
。
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
　
一
八
一
∴
ピ
ー
7
九
一
三

そ
う
と
い
う
越
え
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

　
ヤ
ン
グ
氏
「
彼
は
当
時
の
鉄
鋼
業
に
お
け
る
競
争
の
状
態
に
つ
い
て
何
か

申
し
ま
し
た
か
。
」

　
グ
ー
り
i
氏
「
私
は
そ
こ
に
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
彼
が
何
を
申
し
た

か
知
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
確
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
そ

れ
を
疑
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ
る
日
曜
日
の
早
朝
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
イ
コ
ン

氏
が
私
の
家
に
来
ま
し
た
と
き
、
私
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
聞
ぎ
ま
し
た
。
」

　
ヤ
ン
グ
氏
「
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
し
た
か
。
」

　
グ
ー
リ
ー
氏
「
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
イ
コ
ン
氏
は
当
時
J
。
P
モ
ル
ガ
ン
A
来
社

の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
日
曜
日
の
朝
早
く
私
の
家
に
参
り
ま

し
て
、
た
し
か
次
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
シ
ュ
ワ
ッ
ブ

氏
が
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
の
手
紙
、
そ
れ
に
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
が
彼
の
所
有
権

を
譲
渡
し
、
そ
の
代
償
を
社
債
で
受
け
と
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
述
べ
て
あ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
先
夜
モ
ル
ガ
ン
氏
の
と
こ
る
へ
も
っ
て
い
っ
て
彼
を

驚
か
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
…
」

　
ヤ
ン
グ
氏
「
彼
は
そ
れ
に
つ
い
て
な
に
か
価
格
を
定
め
て
い
ま
し
た
か
。
」

　
グ
ー
リ
i
氏
「
そ
う
で
す
。
価
格
は
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
後

に
社
債
で
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
ベ
イ
コ
ン
氏
が
語
っ
た
と
こ
に
よ
り
ま
す
と
、

モ
ル
ガ
ン
氏
は
ベ
イ
コ
ン
氏
に
、
そ
の
朝
早
く
私
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
疑
問
を
私
に
示
し
、
そ
し
て
そ
れ
が
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
取
引
の
申

込
み
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
私
の
意
見
を
聞
く
よ
う
に
依
頼
し
た
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
…
…
私
は
そ
の
日
ベ
イ
コ
ン
氏
と
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
非

常
に
注
意
深
く
話
し
合
い
ま
し
た
。
」

「
…
…
そ
し
て
、
私
達
の
そ
れ
か
ら
の
話
し
合
い
に
よ
り
ま
し
て
、
私
が
月

曜
日
の
一
一
時
に
モ
ル
ガ
ン
氏
の
銀
行
で
彼
に
会
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
私
は
其
処
で
彼
に
会
い
ま
し
た
。
モ
ル
ガ
ン
氏
と
私
は
、
し
ば
ら

く
の
時
間
を
費
し
て
、
こ
の
問
題
を
も
う
一
度
検
討
し
ま
し
た
。
そ
し
て
私

は
、
彼
に
、
こ
の
申
し
出
を
受
け
入
れ
る
事
業
上
の
理
由
を
詳
細
に
説
明
し

ま
し
た
。
最
後
に
私
は
こ
う
申
し
ま
し
た
1
私
が
思
い
ま
す
の
に
は
、
も

し
貴
方
が
、
こ
れ
は
実
行
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
お
考
え
に
な
る
な
ら
ば
、

私
達
は
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
か
ら
着
手
す
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
ま
ず
、

こ
の
会
社
の
マ
ネ
ヂ
メ
ン
ト
、
実
際
に
は
コ
ン
ト
P
ー
ル
の
任
に
あ
る
フ
ェ

デ
ラ
ル
製
鋼
の
人
々
を
招
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」

「
ず
い
ぶ
ん
と
議
論
が
交
さ
れ
、
ま
た
温
室
が
払
わ
れ
ま
し
た
。
若
干
の
反

対
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
第
一
に
相
当
反
対
し
た
の
は
、
と
り
わ
け
ポ
ー
タ

ー
氏
の
側
で
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
紳
士
諸
君
は
同
意
し
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
れ
が
私
達
の
出
発
点
で
し
た
。
」

　
ヤ
ン
グ
氏
「
そ
の
時
に
、
フ
ェ
デ
ラ
ル
製
鋼
会
社
と
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
と

の
合
同
以
外
に
、
何
か
企
て
ら
れ
ま
し
た
か
。
そ
れ
は
よ
り
大
な
る
計
画
に

発
展
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
」
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ゲ
ー
リ
ー
氏
「
そ
う
で
す
、
そ
れ
は
変
更
に
ま
で
発
展
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
疑
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
の
い
ろ
い
ろ
な
会
社
が
議
題
に
上
り
ま

し
た
。
と
り
わ
け
、
線
条
会
社
、
鋼
管
会
社
、
及
び
橋
梁
会
社
が
そ
う
で
し

た
。
そ
し
て
後
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鋼
会
社
が
と
り
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
私

は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
が
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鋼
は
獲
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
主
張
し
た
と
い
う
は
、
本
当
で
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
私
は
、
ゲ

イ
ツ
氏
の
証
言
を
読
ん
で
は
じ
め
て
、
そ
れ
は
、
ム
ー
ア
氏
が
カ
ー
ネ
ギ
ー

氏
に
そ
れ
を
提
案
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
事
実
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
ち
あ
わ
せ

て
い
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
商
議
の
間
や
、
会
談
の
中
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製

鋼
会
社
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
し
か
に
記
憶
し
て
い
ま

す
。
」

　
ヤ
ン
グ
氏
「
ム
ー
ア
氏
は
当
時
主
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
鋼
に
関
係
が
あ

っ
た
の
で
す
か
。
」

　
グ
ー
リ
ー
氏
「
そ
う
で
す
。
彼
は
こ
の
会
社
の
中
心
人
物
で
し
た
。
ム
ー

ブ
氏
、
　
レ
イ
ド
氏
、
及
び
リ
ー
ズ
氏
か
ら
な
っ
て
い
た
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
の

会
社
の
ほ
か
、
銀
力
会
社
、
ア
メ
リ
カ
鋼
板
会
社
、
及
び
ア
メ
リ
カ
鋼
帯
会

社
の
三
つ
の
会
社
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
。
…
…
そ
の
後
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
系
の
鉄
鉱
会
社
の
取
得
が
老
慮
に
上
り
ま
し
た
。
最
も
論
議
さ
れ
た
問
題

は
、
　
一
つ
の
完
全
な
会
社
、
つ
ま
り
、
独
立
自
足
的
で
あ
り
、
ま
た
、
他
の

　
　
　
ジ
ヨ
ソ
・
ピ
ア
ポ
y
ト
・
モ
ル
ガ
ソ
、
一
八
三
七
－
一
九
二
二

何
れ
の
も
の
よ
り
も
低
い
原
価
で
操
業
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
し
て
ま
た
、

世
界
中
の
他
の
製
造
業
者
と
、
競
争
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
足
る
ほ
ど
の
、

十
分
な
資
本
と
＋
分
な
完
製
品
工
場
を
も
つ
て
い
る
よ
う
な
会
祉
を
、
設
立

す
る
こ
と
が
、
果
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
し
た
。
L

「
私
達
は
、
そ
の
よ
う
な
慕
礎
の
上
に
、
こ
の
会
社
の
設
立
に
着
手
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
寒
寒
の
上
に
、
そ
れ
を
完
成
し
ま
し
た
。
」

　
　
　
　
　
C
　
U
。
S
製
鋼
会
社
の
設
立
に
関
し
て
、
一
九
一
一
年
に
ス
タ
ン
レ

　
　
　
　
　
　
イ
委
員
会
で
行
っ
た
ゲ
イ
ツ
氏
の
証
言

　
委
員
長
．
「
私
は
、
今
、
　
一
八
九
六
年
の
価
格
下
落
か
ら
、
U
・
S
製
鋼
会

社
の
設
立
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
お
話
し
て
お
り
ま
す
。
後
に
こ
の
会
社
に

統
合
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
会
社
は
、
こ
の
期
間
に
設
立
さ
れ
た
の

で
す
か
。
」

　
ゲ
イ
ッ
氏
「
そ
う
で
す
。
」

　
委
員
長
「
そ
れ
ら
の
会
社
は
、
そ
れ
ま
で
競
争
し
て
い
た
数
百
の
会
社
を

併
合
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
で
す
ね
、
グ
イ
ッ
氏
。
」

　
グ
イ
ッ
氏
「
そ
う
で
す
。
…
…
」

　
委
員
長
「
貴
方
は
、
よ
り
多
く
の
会
社
を
獲
得
す
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
容

易
に
貴
方
の
望
ま
れ
る
価
格
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
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ジ
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ゲ
イ
ッ
氏
「
市
場
を
支
配
す
る
た
め
に
は
、
生
産
者
の
大
部
分
を
手
に
入

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
Q
」

　
委
員
長
「
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
は
次
の
よ
う
な
情
勢

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
色
々
な
会
社
は
、
実
際
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
市
場
を
支
配
し
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
つ
ま
り
、
ブ
ェ
デ

ラ
ル
会
社
は
、
　
一
時
、
そ
の
製
品
の
市
場
を
支
配
し
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
」

　
グ
イ
ツ
氏
「
ち
が
い
ま
す
…
i
」

　
委
員
長
「
そ
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
会
社
は
、
そ
の
製
品
の
市
場
を
支
配

し
た
で
し
ょ
う
。
」

　
ゲ
イ
ッ
氏
「
鋼
管
会
社
は
支
配
し
ま
し
た
。
線
条
会
社
も
そ
う
で
す
。
し

か
し
カ
ー
不
ギ
ー
と
フ
ェ
デ
ラ
ル
は
市
場
を
争
っ
て
い
ま
し
た
。
」

　
委
員
長
「
そ
れ
ら
は
争
っ
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
そ
の
競
争
あ
る
い
は
そ

の
争
い
が
、
全
部
門
に
及
ば
な
い
よ
う
に
、
こ
の
組
織
が
形
成
さ
れ
完
成
さ

れ
た
の
で
す
か
。
」

　
グ
イ
ッ
氏
「
そ
れ
は
か
な
り
お
答
え
し
に
く
い
御
質
問
で
す
。
貴
方
は
、

モ
ル
ガ
ン
氏
が
何
を
耀
え
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
私
に
尋
ね
て
お
ら
れ
る

の
で
す
。
」

委
員
長
「
「
私
は
何
が
苦
労
の
種
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
会
社
の
間
に
お
け
る
競
争
、
お
よ
び

そ
の
お
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
L

　
ゲ
イ
ヅ
氏
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
は
、
プ
シ
ュ
タ
ビ
ュ
ー
ラ
か
ら
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
に
あ
る
自
己
の
工
場
ま
で
鉄
道
を
敷
設
し
、
ま
た
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
と

競
争
し
て
鋼
管
工
場
を
建
設
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
」

　
委
員
長
「
彼
は
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
鉄
鋼
事
業
に
手
を
出
そ
う
と
し
た
、
つ

ま
り
梁
橋
会
社
や
鋼
帯
会
社
及
び
鋼
板
会
社
と
競
争
し
よ
う
と
し
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
…
…
」

　
委
員
長
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
は
、
当
時
ま
た
、
鎮
力
事
業
に
も
進
出
し
よ
う

と
し
て
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

　
ゲ
イ
ッ
氏
「
彼
は
全
部
門
を
お
び
や
か
し
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
」

　
委
員
長
「
全
部
門
に
対
す
る
こ
の
お
ど
か
し
の
結
果
と
し
て
、
彼
は
、
　
一

億
五
、
○
○
○
万
ド
ル
で
オ
ー
プ
シ
ョ
ン
を
与
え
た
財
産
を
、
五
億
ド
ル
で

売
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

　
ゲ
イ
ッ
氏
「
そ
れ
は
貴
方
が
た
の
推
測
で
す
、
事
実
は
、
彼
は
一
億
ド
ル

乃
至
一
億
六
、
0
0
0
万
ド
ル
で
才
ー
プ
シ
ョ
ン
を
与
え
、
そ
し
て
し
ば
ら

く
し
て
三
億
二
、
0
0
0
万
ド
ル
を
得
ま
し
た
。
」
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ご
ー
ル
氏
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
一
鋼
管
△
本
社
の
製
造
の
概
括
的
な
特
酬
傲
を
お
述
べ

下
さ
い
。
」

　
グ
イ
ツ
氏
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
会
社
は
、
ア
メ
リ
カ
の
・
王
要
な
鋼
管
工
場

を
一
会
社
に
統
合
し
た
も
の
で
、
鋼
管
の
製
造
に
よ
っ
て
多
額
の
利
潤
を
う

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
モ
ル
ガ
ン
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ま
し
た
。
」

　
ビ
ー
ル
氏
「
こ
れ
ら
の
鋼
管
工
場
の
結
合
に
よ
っ
て
、
競
争
は
大
い
に
排

除
さ
れ
ま
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
結
果
、
塗
下
の
価
格
は
高
く
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
か
。
」

　
グ
イ
ッ
氏
「
当
時
、
ア
メ
リ
カ
の
総
鋼
管
ト
ン
数
の
八
五
乃
至
九
〇
％
は
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
会
社
で
製
造
さ
れ
た
と
申
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。
」

　
ビ
ー
ル
氏
「
ア
メ
リ
カ
橋
梁
会
社
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
と
関
係
が
あ
り

ま
し
た
か
。
」

　
ゲ
イ
ツ
氏
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
は
橋
梁
会
社
を
所
有
し
て
い
ま
し
た
。
」

　
ビ
ー
ル
氏
「
こ
の
統
合
が
行
わ
れ
た
当
時
、
ア
メ
リ
カ
鋼
鉄
線
条
会
社
は
、

こ
の
事
業
の
何
，
％
を
支
配
し
て
い
ま
し
た
か
。
」

　
ゲ
イ
ッ
氏
「
八
五
％
で
す
。
」

　
ビ
ー
ル
氏
「
貴
方
は
以
前
に
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
は
、
か
つ
て
製
鋼
事
業
を

沈
滞
さ
し
た
よ
う
に
、
鉄
道
業
お
よ
び
鋼
管
業
を
混
乱
に
お
と
し
入
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
申
さ
れ
た
よ
う
に
聞
い
て
お
り
ま
す
が
。
」

　
　
　
ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
y
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
－
一
九
一
三

グ
イ
ッ
氏
「
そ
れ
は
モ
ル
ガ
ン
氏
の
述
べ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
」

　
ビ
ー
ル
氏
「
お
そ
ろ
し
か
っ
た
の
は
、
も
し
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
が
そ
の
計
画

を
実
行
に
移
し
ま
す
と
、
…
…
」

　
ゲ
イ
ッ
氏
「
私
は
、
そ
れ
を
、
モ
ル
ガ
ン
氏
が
シ
ュ
ワ
ッ
ブ
氏
と
私
と
に

語
っ
た
以
上
に
、
平
易
に
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
即
ち
、
も
し
カ
ー

ネ
ギ
ー
氏
が
、
ア
シ
ェ
タ
ビ
ュ
ー
ラ
に
鋼
管
工
場
を
建
設
し
、
ま
た
ア
シ
ュ

タ
ビ
ュ
ー
ラ
か
ら
ピ
ッ
バ
ー
グ
地
方
に
あ
る
彼
の
工
場
ま
で
鉄
道
を
敷
設
す

る
な
ら
ぽ
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
事
態
を
混
乱
に
お
と
し
入
れ
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
、
と
。
こ
れ
は
モ
ル
ガ
ン
氏
の
言
葉
で
あ
り
、
私
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
」

　
　
　
　
　
D
　
カ
ー
ネ
ギ
ー
及
び
カ
ー
ネ
ー
ギ
ー
製
鋼
会
社
、
一
九
〇
〇
年

　
（
1
）
　
カ
ー
ネ
ギ
ー
製
鋼
会
社
の
計
画

　
こ
れ
に
つ
い
て
当
時
の
刊
行
物
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
非
常
に
興
味
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
製
鋼
会
社
が
、
近
く
大
規

模
に
ロ
ッ
ド
の
製
造
を
開
始
し
、
ま
た
鋼
帯
の
製
造
を
決
定
し
た
と
い
う
発

表
で
あ
る
。
」
（
、
・
§
会
①
し
昌
図
ρ
這
o
o
）

「
カ
ー
ネ
ギ
ー
会
社
は
大
西
洋
岸
へ
の
鉄
道
を
計
画
し
た
。
即
ち
会
社
は
、

で
き
る
だ
け
安
い
費
用
で
、
海
岸
地
方
へ
製
品
を
輸
送
す
る
為
に
、
ピ
ッ
ツ

バ
ー
グ
か
ら
大
西
洋
岸
ま
で
自
己
の
鉄
道
を
敷
設
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
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ジ
ョ
ン
・
ピ
ア
ポ
ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
、
一
八
三
七
－
一
九
二
二

そ
の
ル
ー
ト
は
ま
だ
決
っ
て
い
な
い
が
、
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
州
を
横
ぎ
っ

て
東
に
伸
び
る
か
、
あ
る
い
は
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
ノ
フ
ォ
ー
ク
に
向
っ
て

南
に
伸
び
る
か
、
そ
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。
」
（
6
。
ミ
ミ
ミ
織
ミ

や
題
昌
§
9
ミ
O
奪
§
ミ
♪
ω
o
喝
・
鱒
ト
っ
》
H
8
0
）

　
ま
た
罫
馬
鷺
駄
9
ミ
窃
ミ
臥
藁
滋
§
く
。
。
●
q
ミ
器
駄
勲
ミ
題
目
三
連
6
0
ミ
。
養
駄
§
（
§
職

O
馬
｝
c
b
、
9
0
0
＜
①
円
昌
言
①
ロ
曾
国
×
げ
覇
蹄
。
D
Ψ
く
9
．
〈
計
H
O
H
声
℃
●
H
O
O
H
を
み
れ
ば
、
　
カ
ー

ネ
ギ
ー
製
鋼
会
社
の
取
締
役
会
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
論
ぜ
ら
れ

て
い
る
Q

　
ピ
ー
コ
ッ
ク
氏
「
…
…
ナ
ヨ
ナ
ル
鋼
管
会
社
は
、
新
ら
し
い
平
炉
工
場
用

の
機
械
の
註
文
を
一
時
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
我
々
が
鋼
管
事
業
を

開
始
す
る
ら
し
い
と
い
う
噂
の
通
り
に
、
我
々
が
そ
れ
を
は
じ
め
な
い
こ
と

を
望
ん
で
い
ま
す
。
」

　
シ
ュ
ワ
ッ
ブ
氏
「
先
週
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
ま
し
た
と
ぎ
、
J
・
ビ
ァ
ボ

ン
ト
・
モ
ル
ガ
ン
は
私
に
会
い
た
い
と
い
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
い
く
つ
か

の
理
由
で
そ
れ
を
断
り
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
は
鉄
道
の
問
題
で
あ
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
モ
ル
ガ
ン
氏
の
チ
ー
フ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
ス
テ

ィ
ー
レ
氏
に
会
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
鋼
管
に
つ
い
て
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
モ
ル
ガ
ン
一
派
の
人
々
は
、
最
近
、
こ
の
新
し
い

鋼
管
事
業
の
合
同
を
な
し
遂
げ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
そ
こ
で
我
々
が
鋼
管
部

門
に
進
出
す
る
こ
と
を
非
常
に
驚
い
た
の
で
す
。
」

「
私
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
が
来
週
こ
ち
ら
に
出
て
こ
ら
れ
、
そ
し
て
私
達
が

〔
新
ら
し
い
鋼
管
工
場
の
〕
位
置
を
最
終
的
に
決
定
す
れ
ば
、
我
々
は
そ
れ

を
発
表
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
」

　
（
2
）
　
一
九
〇
〇
年
に
お
け
る
鉄
鋼
業
の
競
争
と
カ
ー
、
矛
ギ
ー

　
ス
タ
ン
レ
イ
委
員
会
に
お
け
る
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
証
言
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

（
簿
ミ
』
、
碗
趣
冬
「
⑩
暮
・
・
9
ミ
ミ
、
馬
・
・
。
§
、
ミ
㊦
三
豊
嵐
§
禽
寄
三
明
ミ
9
ミ
＄
勲
ミ

9
ミ
ミ
ミ
軌
§
”
＝
8
。
・
①
亀
切
①
宥
窃
①
暮
註
く
。
p
ぎ
H
才
切
同
O
H
卜
。
鴇
や
ト
3
8
刈
）

　
委
員
長
「
〔
会
社
調
査
委
員
〕
ノ
ッ
ク
ス
・
ス
ミ
ス
氏
は
、
鉄
鋼
業
に
つ

い
て
の
〔
会
社
調
査
委
員
〕
報
告
書
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　
　
も
　
　
わ
　
　
ね
　
　
ぬ
　
　
う

…
…
第
二
次
部
門
の
諸
会
社
は
後
方
に
手
を
伸
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
ら
は
鉄

鉱
を
跡
え
そ
し
て
粗
鋼
工
場
を
獲
得
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
〇
年
に
、
そ

れ
ま
で
は
主
と
し
て
カ
ー
ネ
ギ
ー
あ
る
い
は
フ
ェ
デ
ラ
ル
会
社
か
ら
原
料
を

購
入
し
て
い
た
鋼
鉄
線
条
会
社
は
、
鋼
鉄
を
自
給
す
る
計
画
を
た
て
た
。
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も

シ
ョ
ナ
ル
鋼
管
会
社
も
同
様
で
あ
っ
た
。
第
一
次
部
門
の
諸
会
社
は
、
彼
ら

の
主
た
る
顧
客
が
競
争
者
に
変
っ
た
こ
と
を
み
て
、
逆
に
前
方
に
手
を
伸
ば

し
て
完
製
品
を
製
造
し
、
こ
れ
に
報
復
し
た
Q
…
…
」

　
カ
ー
ネ
ギ
ー
氏
「
そ
れ
は
非
常
に
よ
く
書
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
当
時
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
」
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資
料

國
民
所
得
の
再
分

日

嚢得
麺の

諄再
孕分

詳記
定

氏
所

能
　
勢
　
信

一、

走
ｯ
所
得
再
分
配
の
理
論

子

　
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
に
よ
れ
ば
、
国
民
所
得
は
一
国
の
全
生
産
的
労
働

者
に
よ
っ
て
一
年
聞
に
創
造
せ
ら
れ
た
価
値
生
産
物
、
即
ち
、
社
会
的
生
産

物
か
ら
、
消
費
せ
ら
れ
た
不
変
資
本
の
補
填
分
O
を
除
去
し
た
価
値
「
十
ミ

で
あ
る
。
こ
エ
に
生
産
的
労
働
者
と
は
因
物
的
生
産
に
従
事
す
る
労
働
者
で

あ
る
。
物
的
生
産
は
、
農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、
製
造
工

業
の
外
に
、
交
通
及
び
通
信
量
（
直
接
生
産
に
役
立
つ
貨
物
及
び
人
の
輸
送
、

又
は
情
報
の
伝
達
）
倉
庫
業
（
生
産
に
直
接
役
立
つ
貨
物
の
経
常
的
貯
蔵
）

の
各
産
業
部
門
で
行
わ
れ
る
。
価
値
生
産
物
及
び
剰
余
価
値
の
創
造
は
、
以

上
の
物
的
生
産
部
門
（
以
後
、
生
産
部
門
と
云
う
）
に
於
て
の
み
行
わ
れ
る
。

　
国
民
所
得
は
、
生
産
部
門
の
資
本
家
と
労
働
者
に
、
夫
々
、
利
潤
、
賃
金

と
し
て
第
一
次
的
に
分
配
せ
ら
れ
る
。
併
し
、
国
民
所
得
の
分
配
は
、
こ
の

・
本
来
的
な
階
級
間
分
配
を
以
て
終
る
の
で
は
な
い
。
国
民
所
得
の
創
造
な
ら

び
に
そ
の
本
来
的
分
配
と
、
現
実
の
国
民
所
得
の
利
用
の
間
に
は
、
国
民
所

得
の
本
来
的
分
配
を
変
容
す
る
と
こ
ろ
の
、
所
得
再
分
配
の
機
構
が
介
在
し
、

こ
の
機
構
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
階
級
別
に
国
民
所
得
の
最
終
的
分
割
が

完
了
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
需
要
の
構
造
の
編
成
を
変
更
し
、
国
民

所
得
の
使
途
を
規
定
す
る
事
に
よ
っ
て
、
一
国
の
再
生
産
構
造
を
間
接
に
規

定
す
る
も
の
で
あ
る
。
再
分
配
の
過
程
は
、
不
生
産
的
労
働
部
門
（
以
後
非

生
産
部
門
と
云
う
）
1
流
通
諸
部
門
、
消
費
費
用
部
門
（
サ
ー
ヴ
ィ
ス
部

門
）
、
国
家
・
地
方
財
政
の
導
入
に
よ
る
、
生
産
部
門
の
本
来
的
分
配
構
造

そ
の
も
の
の
変
容
過
程
で
あ
る
。
再
分
配
機
構
は
、
創
造
段
階
の
国
民
所
得

と
、
利
用
段
階
の
国
民
所
得
と
を
つ
な
ぐ
分
配
段
階
の
一
環
を
形
成
し
、
価

値
生
産
［
物
の
再
分
配
と
共
に
、
　
一
国
の
生
産
構
造
に
対
し
て
、
分
配
面
か
ら

彩
響
を
与
え
る
故
に
重
要
で
あ
る
。

　
こ
の
様
に
老
え
ら
れ
た
国
民
所
得
の
概
念
は
、
之
を
形
成
、
分
配
、
支
出
．

の
同
時
的
三
面
等
価
と
し
て
捉
え
る
近
代
経
済
学
的
国
民
所
得
の
概
念
と
全

く
異
る
。
後
者
は
、
第
一
に
、
物
的
国
民
所
得
と
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
等
の
非
物

的
国
民
所
得
と
を
同
一
視
し
、
第
二
に
、
従
っ
て
、
本
来
的
な
利
潤
及
び
賃

金
と
、
そ
の
分
配
部
分
を
所
得
と
し
て
無
差
別
に
計
上
す
る
誤
り
を
含
み
、

第
三
に
、
支
出
の
面
で
は
、
物
的
国
民
所
得
の
使
途
－
生
産
部
門
、
蔓
生

産
婦
門
別
に
見
た
一
が
不
明
確
で
あ
り
、
第
四
に
、
こ
の
事
は
、
生
産
の

編
成
替
え
に
対
す
る
国
民
所
得
再
分
配
の
規
定
的
役
割
を
無
視
す
る
結
果
を

導
く
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
再
分
配
の
具
体
的
な
型
を
考
え
る
。

　
先
ず
、
第
一
段
階
と
し
て
、
商
品
流
通
に
得
て
、
価
値
形
態
の
交
替
を
営

業
と
し
て
行
う
商
業
部
門
、
及
び
、
生
産
的
資
本
家
に
資
金
を
貸
与
す
る
金
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国
民
所
得
の
再
分
配

融
部
門
が
、
流
通
費
用
の
形
で
、
生
産
的
資
本
家
の
利
潤
の
一
部
門
受
取
る
。

流
通
費
用
は
、
そ
の
一
部
分
で
あ
る
非
生
産
部
門
の
不
変
資
本
の
填
補
を
除

き
、
之
等
流
通
部
門
の
資
本
家
及
び
労
働
者
－
不
生
産
的
労
働
者
階
級
に

属
し
、
価
値
、
剰
余
価
値
を
創
造
し
な
い
一
－
に
分
配
せ
ら
れ
る
。

　
次
に
、
第
二
段
階
と
し
て
、
保
健
及
び
研
究
施
設
、
生
活
上
の
諸
施
設
、

丈
化
諸
部
門
（
教
育
、
芸
術
等
）
、
交
通
、
通
信
業
中
商
品
の
生
産
に
直
接

寄
与
し
な
い
部
門
等
、
所
謂
、
消
費
費
用
部
門
に
よ
っ
て
提
供
せ
ら
れ
る
用

役
は
、
生
産
的
資
本
家
及
び
労
働
者
に
購
入
せ
ら
れ
、
そ
の
代
価
と
し
て
、

価
値
生
産
物
の
一
部
が
消
費
費
用
部
門
に
流
入
し
、
部
門
内
部
で
、
盗
本
家

利
潤
、
労
働
者
賃
金
と
し
て
配
分
せ
ら
れ
る
。

　
第
三
段
階
と
し
て
、
国
家
及
び
地
方
財
政
機
構
を
通
じ
る
再
分
配
過
程
が

あ
る
。
こ
の
過
程
は
、
財
政
権
力
を
以
て
実
施
せ
ら
れ
る
点
に
、
前
二
段
階

と
異
る
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
財
政
の
再
分
配
効
果
は
、
歳
出
の
側
の

再
分
配
効
果
（
以
後
、
歳
出
効
果
と
い
う
）
と
、
歳
入
の
側
の
再
分
配
効
果

（
以
後
、
歳
入
効
果
と
い
う
）
の
両
面
か
ら
老
察
せ
ら
れ
、
再
効
果
の
合
体

し
た
も
の
が
、
国
民
所
得
再
分
配
に
対
す
る
財
政
純
効
果
に
外
な
ら
な
い
。

　
先
ず
、
歳
入
効
果
は
、
生
産
部
門
、
非
生
産
部
門
の
各
労
働
者
賃
金
、
資

本
家
利
潤
か
ら
の
、
財
政
権
力
に
よ
る
収
奪
の
効
果
で
あ
る
。
資
本
家
利
潤

は
、
之
を
分
解
す
れ
ば
、
資
本
家
の
個
人
的
消
費
部
分
と
、
再
生
産
規
模
拡

大
の
た
め
の
蓄
積
充
当
部
分
と
な
る
。
他
方
、
賃
金
は
、
労
働
者
の
個
人
的

消
費
に
充
当
せ
ら
れ
る
。
歳
入
効
果
は
、
そ
の
内
容
と
し
て
、
個
人
所
得
税
、

法
人
税
、
間
接
税
等
の
税
金
徴
収
効
果
、
社
会
保
障
費
傭
主
負
担
分
、
同
被

傭
者
食
担
分
の
徴
収
効
果
等
を
含
み
、
生
産
部
門
、
非
生
産
部
門
の
各
資
本

家
個
人
的
消
費
、
資
本
家
の
蓄
積
、
労
働
者
の
個
人
的
消
費
に
対
し
て
、
夫

々
、
規
定
的
影
響
を
与
え
る
Q

　
次
に
、
歳
出
効
果
は
、
国
家
・
地
方
財
政
支
出
か
ら
の
、
生
産
部
門
、
非

生
産
部
門
の
各
資
本
家
個
人
的
消
費
、
資
本
家
の
蓄
積
、
労
働
者
賃
金
へ
の

寄
与
で
あ
っ
て
、
内
容
と
し
て
、
補
助
金
交
付
効
果
、
移
転
支
出
効
果
、
産

業
投
資
効
果
、
官
公
吏
雇
用
の
効
果
等
を
含
ん
で
い
る
。
歳
出
の
生
産
部
門
、

非
生
産
部
門
に
対
す
る
効
果
の
分
類
に
つ
い
て
、
経
費
を
生
産
的
経
費
、
不

生
産
的
経
費
に
分
割
す
る
こ
と
は
、
経
常
支
出
を
部
門
別
に
捉
え
得
る
点
か

ら
、
有
力
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
歳
出
中
、
官
公
吏
の
給
与
に
充
て
ら
れ

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
消
費
費
用
部
門
の
労
働
者
賃
金
の
支
払
と
、
同
様
の

経
済
的
効
果
を
も
つ
も
の
と
横
え
ら
れ
る
。
補
助
金
交
付
は
、
盗
本
家
の
蓄

積
分
に
附
加
せ
ら
れ
、
移
転
支
出
は
、
社
会
保
障
費
、
年
金
等
と
し
て
、
労

働
者
賃
金
に
附
加
せ
ら
れ
る
。
．
歳
出
効
果
は
、
以
上
の
様
に
、
財
政
支
出
に

よ
る
寄
与
の
面
で
、
生
産
部
門
、
再
生
産
部
門
の
各
資
本
家
の
個
人
的
消
費

フ
ァ
ン
ド
、
資
本
家
の
蓄
［
積
フ
ァ
ン
ド
、
労
働
者
の
個
人
的
消
費
フ
ァ
ン
ド

の
大
い
さ
を
規
定
す
る
。

　
以
上
の
三
段
階
の
主
た
る
再
分
配
効
果
の
外
に
、
現
実
に
、
利
潤
の
利
子
、

地
代
、
企
業
者
利
潤
へ
の
分
解
、
更
に
、
企
業
者
利
潤
の
直
入
所
得
」
重
役

俸
給
へ
の
分
解
が
存
在
し
、
他
方
、
生
産
部
門
に
も
、
事
務
労
働
者
等
の
不

生
産
的
労
働
者
が
雇
用
せ
ら
れ
、
不
生
産
労
働
者
の
増
大
、
創
造
せ
ら
れ
た

物
的
国
民
所
得
の
再
分
配
が
、
生
産
部
門
内
部
で
も
行
わ
れ
る
こ
と
は
注
目

せ
ら
れ
る
。
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二
、
国
民
所
得
再
分
配
の
モ
デ
ル

　
本
来
的
な
国
民
所
得
轡
は
、
生
産
部
門
の
生
産
的
労
働
者
の
賃
金
礎
と
、

資
本
家
利
潤
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　
　
（
目
』
）
　
ミ
静
十
肉
瀞
1
1
図
曇

　
本
来
的
国
民
所
得
野
の
分
配
構
造
は
、
非
生
産
部
門
の
導
入
に
よ
っ
て
変

化
す
る
。

　
A
流
通
部
門
の
導
入

　
商
業
部
門
、
金
融
部
門
の
様
な
、
流
通
部
門
の
資
本
家
利
潤
、
賃
金
を
夫

　
ユ
　
　
　
　
　

々
瑞
、
鴉
、
生
産
部
門
の
利
潤
賃
金
を
瓦
、
」
砿
と
し
、
且
、
流
通
費
用
中
流

通
部
門
の
不
変
資
本
補
填
部
分
を
無
視
す
れ
ば

　
　
（
H
』
）
　
ぶ
十
ぷ
十
き
十
炉
H
図
莞

　
B
　
消
費
費
用
部
門
の
導
入
に
よ
っ
て
、
非
生
産
部
門
の
所
得
は
増
大
す

る
。
近
代
経
済
学
的
定
義
に
従
う
国
民
所
得
を
r
消
費
費
用
部
門
の
賃
金
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

利
潤
を
夫
々
肌
、
、
瑞
と
す
れ
ば

　
　
（
　
・
Q
o
）
　
ぷ
十
M
ぷ
回
十
き
十
M
肉
巴
H
団
　
　
、
四
H
b

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、

　
C
　
利
潤
の
分
解
を
老
え
、
法
人
所
得
、
重
役
俸
給
、
貸
付
資
本
利
子
、

地
代
を
、
夫
々
㌃
、
勉
、
殆
、
な
と
す
れ
ぽ
、

　
　
（
　
』
）
　
図
n
寧
ξ
十
》
い
誉
　
　
軸
1
1
H
b
こ
1
1
㌍
卜
。
w
ミ
ー
1
　
b
”
…
谷

　
　
　
　
　
　
　
受
　
　
　
受
ミ

　
D
他
方
、
労
働
者
の
消
…
費
フ
ァ
ン
ド
、
資
本
家
の
消
費
フ
ァ
ン
ド
、
資

本
家
の
蓄
積
（
投
資
）
を
夫
々
傷
、
κ
、
～
と
し
、
更
に
、
生
産
部
門
で
の

蓄
積
を
∬
、
非
生
産
部
門
で
の
賃
金
、
利
潤
蓄
積
を
夫
々
砿
、
、
瑞
、
1
2
と
す

れ
ば
、
社
会
的
需
要
E
の
構
造
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
国
民
所
得
の
再
分
配

　
　
（
P
目
）
　
肉
“
6
建
十
肉
十
♪
十
か

　
E
　
国
家
・
地
方
財
政
の
導
入
に
よ
る
両
分
配
効
果
の
う
ち
、
歳
入
効
果

崇
を
先
ず
老
え
る
。
ぶ
”
騨
過
卸
鳶
か
に
対
す
る
歳
入
効
果
を
夫
々
、

守
ミ
憶
亭
評
w
穿
き
攣
ぎ
誉
赴
と
す
れ
ば
、

　
　
（
q
。
」
）
　
癖
1
1
癖
ぶ
十
崇
ぶ
十
癖
丙
十
七
津
十
蝉
㌫

　
F
　
次
に
、
歳
出
効
果
癖
に
つ
い
て
、
ぶ
’
ぶ
堕
肉
’
N
す
ぷ
に
与
え
る

効
果
を
夫
々
、
津
き
w
津
評
》
謬
き
津
ぎ
津
㌫
と
す
れ
ば
、

　
　
（
Q
Q
．
卜
3
）
　
壽
n
壽
ぷ
十
隷
爵
十
膏
十
癖
♪
十
諭
避

　
G
　
財
政
純
効
果
、
は
、
歳
入
効
果
、
歳
出
効
果
を
相
殺
し
た
後
の
純
効

果
で
あ
る
。
　
ぷ
堕
ぶ
”
釣
♪
’
か
に
対
す
る
財
政
純
効
果
を
守
嘘
詳
9

却
き
蛙
串
ゆ
と
す
れ
ば
、

　
　
（
ω
．
Q
Q
）
　
、
1
1
守
一
癖

　
　
（
Q
。
」
）
　
、
1
1
守
μ
十
ぎ
十
単
μ
十
き
酌
十
却

　
H
　
以
上
の
再
分
配
効
果
を
、
階
級
的
分
配
の
指
標
、
剰
余
価
値
率
に
つ

い
て
見
れ
ば

棄
の
剰
余
婆
恥
⊥
＝
）
参
照
浅
臨
き
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ
＋
M
・
§

（
H
・
・
。
）
参
照
1
と
な
り
、
更
に
、
乱
ミ
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ぶ
十
三
鵠
）
十
（
M
か
十
M
単
馬
）
十
（
内
十
津
）

他
方
、
財
政
黎
に
よ
り
　
　
酔
＋
卦
　
　
・

変
貌
す
る
。
他
方
、
生
産
部
門
の
剰
余
価
値
率
に
つ
い
て
見
る
と
、
今
、
辛
い

を
生
産
部
門
に
お
け
る
ぶ
と
す
れ
ば
、

　
（
騨
ω
十
調
。
。
）
十
（
♪
十
単
博
）
十
（
囲
H
十
貸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ぶ
＋
ぎ

一　129　一一一



価値生産物

本来ノ国民所得

塞来的国民分配分

財　政　機　構

現実国民所得

国民所得循還ノ構造

労働力ノ価値
m＊ 剰 余 価 値 R・k

コ
騨弓労噸1斐騨『噸 利 潤 R

1非生産部門労働者1賃金　　　　　　　”2 生産部門ノ蓄積
@　　　　　11

非生産部門ノ蓄積

@　　　　　12

資本家徹消費　　　　　　K

個人所得税　　聞　接　税 法　人　税　　社会保障費　　　ソ　ノ　他

経　　常　　i麦　　出 移転麦出　　補　助　金　　政府貯蓄

才　　入

ﾋ　　出

砂
1

1　　　　”F1
J
l

’
2

K

O
亀



三
、
再
分
配
構
造
計
算
の
手
続
き

　
以
上
の
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
、
国
民
所
得
分
配
の
構
造
を
計
測
す
る
に
は
、

現
行
の
日
本
国
民
所
得
統
計
の
性
格
上
、
相
当
の
計
算
手
続
き
と
、
計
算
推

行
に
先
立
つ
か
な
り
大
胆
な
仮
定
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
か

で
あ
る
。

　
現
行
所
得
統
計
は
、
第
一
に
、
近
代
経
済
学
の
定
義
に
沿
っ
て
、
本
来
的

な
物
的
国
民
所
得
の
外
に
、
そ
の
再
分
配
部
分
を
あ
わ
せ
計
上
し
て
居
り
、

い
わ
ば
最
終
的
需
要
の
面
で
と
ら
え
て
居
る
こ
と
、
従
っ
て
、
国
民
所
得
統

計
か
ら
、
本
来
の
国
民
所
得
に
到
達
す
る
た
め
に
は
モ
デ
ル
の
順
と
逆
に
各

々
の
変
容
効
果
を
消
去
し
て
行
き
、
最
後
に
至
っ
て
本
来
的
国
民
所
得
を
確

定
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
注
目
せ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
国
民
所
得
統
計

の
分
配
範
疇
と
、
モ
デ
ル
の
分
配
範
疇
の
相
異
を
調
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
A
　
勤
　
労
　
所
　
得

　
モ
デ
ル
に
お
け
る
賃
金
に
対
応
す
る
勤
労
所
得
は
、
国
民
所
得
統
計
の
分

配
範
疇
の
一
つ
で
あ
る
が
、
賃
金
以
外
に
、
利
潤
の
分
解
部
分
で
あ
る
重
役

俸
給
や
議
員
才
費
、
チ
ッ
プ
等
を
含
む
た
め
に
、
先
づ
、
之
等
を
消
去
し
て

賃
金
に
調
正
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
賃
金
の
ぶ
”
さ
分
解
に
つ
い
て

は
、
生
産
部
門
即
ち
農
林
水
産
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、
製
造
工
業
、
交
通
及

び
通
信
業
の
賃
金
総
額
か
ら
、
さ
。
・
を
控
除
し
て
得
た
額
を
ぶ
と
し
、
次
に
、

非
生
産
部
門
即
ち
商
業
、
金
融
・
不
動
産
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
公
務
員
の
賃

金
に
先
の
騨
ω
を
附
加
し
て
騨
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
ミ
ゴ
の
計
算
は
、
生

産
部
門
の
各
産
業
の
総
雇
用
者
数
を
分
母
、
職
員
数
を
分
子
と
す
る
比
率
を
、

国
民
所
得
の
再
分
配

生
産
部
門
の
各
産
業
賃
金
総
額
に
乗
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
交
通
、
通

信
業
は
、
已
述
の
如
く
、
生
産
部
門
、
非
生
産
部
門
が
同
一
産
業
内
に
接
続

し
て
居
り
、
為
に
分
解
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
分
解
比
率
に
つ

い
て
の
仮
定
が
困
難
の
た
め
、
便
宜
上
、
，
全
部
生
産
部
門
に
含
め
し
め
た
。

他
方
、
商
業
部
門
に
於
て
、
生
産
過
程
が
、
流
通
過
程
に
継
続
し
て
い
る
部

分
－
例
え
ば
、
貨
物
の
経
常
的
貯
蔵
、
商
品
の
包
装
等
一
の
計
上
は
困

難
で
あ
る
た
め
に
、
全
部
非
生
産
部
門
に
含
め
し
め
た
。

　
B
　
個
人
業
主
所
得

　
国
民
所
得
統
計
の
分
配
範
疇
の
中
、
個
人
業
主
所
得
は
、
モ
デ
ル
に
相
応

し
な
い
。
個
品
業
主
は
、
小
商
品
生
産
者
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
所
得
は
、
利

潤
的
性
格
を
も
つ
部
分
と
、
業
主
の
労
働
に
対
す
る
賃
金
的
性
格
を
も
つ
部

分
と
か
ら
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
。
之
を
ぷ
“
騨
”
肉
七
肉
N
に
分
割
す
る
為
に
、

我
々
は
、
個
入
業
主
所
得
に
対
す
る
平
均
賃
金
の
比
率
を
、
個
人
業
主
所
得

に
乗
じ
る
事
に
よ
っ
て
個
人
業
主
賃
金
部
分
を
測
定
し
、
且
つ
個
人
業
主
所

得
か
ら
そ
の
賃
金
部
分
を
控
除
し
た
残
額
を
、
利
潤
部
分
で
あ
る
も
の
と
仮

定
す
る
。
次
に
、
個
人
業
主
賃
金
部
分
を
ぷ
堕
騨
に
分
割
す
る
に
、
労
働

者
賃
金
の
分
解
に
用
い
た
比
率
を
援
用
し
得
る
も
の
と
仮
定
し
計
算
を
行
う
。

労
働
者
賃
金
ぶ
ゆ
ぶ
に
、
個
人
業
主
賃
金
部
分
ぷ
9
騨
を
加
算
し
た
額
が
、

第
1
表
に
お
け
る
ぶ
”
騨
で
あ
る
。
産
業
別
に
計
測
せ
ら
れ
た
ぶ
’
ぷ
を
、

各
産
業
別
所
得
か
ら
控
除
す
れ
ば
、
産
業
別
に
利
潤
♪
’
肉
勝
。
が
得
ら
れ
る
。

第
二
表
で
は
、
利
潤
は
五
十
N
と
し
て
表
示
せ
ら
れ
る
。

　
c
　
国
民
総
支
出

　
国
民
所
得
統
計
で
は
、
総
支
出
肉
1
1
0
十
N
（
但
し
、
6
㍉
は
夫
々
総
消
費
、

一　131　一



　
　
　
国
民
所
得
の
再
分
配

総
投
資
）
で
示
さ
れ
る
。
モ
デ
ル
で
は
、
階
級
別
再
分
配
効
果
と
社
会
的
需

要
構
造
の
関
連
を
追
及
す
る
目
的
で
、
6
§
僧
鳶
ぷ
を
所
要
集
計
値
と
す
る

た
め
、
国
民
総
支
出
の
分
解
が
必
要
と
な
る
。
我
々
は
、
賃
金
所
得
者
の
消

費
性
向
は
一
と
仮
定
す
る
事
に
よ
っ
て
、
6
さ
を

　
　
£
1
1
ぷ
＋
ぶ

と
し
て
計
算
す
る
。

　
他
方
、
農
林
水
産
業
に
お
け
る
自
家
消
費
の
十
分
な
推
計
は
行
わ
れ
て
い

な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
農
林
水
産
業
個
人
業
主
所
得
に
、
農
林
水
産

業
エ
ン
グ
ル
係
数
を
乗
じ
、
之
を
自
家
消
費
額
と
仮
定
す
る
。
6
、
§
を
自
家

消
費
額
と
す
れ
ば
、
肉
は
次
の
如
く
計
算
せ
ら
れ
る
。

　
　
肉
H
O
一
（
M
ぷ
l
O
、
罎
）

　
　
　
　
　
　
お

　
6
、
§
は
、
農
林
水
産
業
個
人
業
主
賃
金
部
分
の
ぶ
導
ぷ
分
解
に
用
い
た
比

率
を
援
用
し
て
、
6
、
§
μ
為
、
§
に
分
解
せ
ら
れ
る
。
6
、
§
為
、
§
は
、
農
林
水
産

業
に
お
け
る
生
産
的
労
働
者
、
非
生
産
的
労
働
者
の
各
自
家
消
費
額
で
あ
る
。

　
以
上
の
操
作
を
経
て
計
測
せ
ら
れ
る
表
1
は
、
国
民
所
得
の
現
実
の
構
造

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
国
家
・
地
方
財
政
に
よ
る
再
分
配
効
果
の
計
測
に
際
し
て
、
幾

つ
か
の
計
算
上
の
仮
定
と
、
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。

　
A
　
歳
　
入
　
効
　
果

　
歳
入
は
、
個
人
所
得
税
瓦
、
間
接
税
瓦
。
、
法
入
上
歯
、
官
公
事
業
剰
余
金

瓦
、
社
会
保
障
費
傭
主
負
担
分
瓦
、
同
被
傭
者
負
担
分
瓦
か
ら
構
成
せ
ら
れ

る
。

　
　
守
1
1
M
図
翫
　
　
、
1
1
　
b
堕
…
・
ひ

　
　
　
　
㌦

　
（
1
）
　
曇
日
は
、
計
算
の
便
宜
上
、
所
得
税
下
馬
を
一
定
と
仮
定
す
る
事

に
よ
っ
て
次
の
如
く
規
定
せ
ら
れ
る
。

　
　
図
旨
H
馬
（
M
ぶ
十
二
）
　
　
馬
聴
　
b

　
　
　
　
　
馬

　
故
に
、
労
働
者
消
費
フ
ァ
ン
ド
ミ
七
ぷ
糟
資
本
家
の
個
人
的
消
費
フ
ァ
ン

ド
肉
か
ら
徴
収
さ
れ
た
個
人
所
得
税
網
H
は
、
M
§
十
肉
を
分
母
と
し
、
ぷ
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

さ
噸
肉
を
夫
々
分
子
と
す
る
比
率
に
よ
っ
て
分
解
せ
ら
れ
る
。

　　

ｫ
些
聾
＋
函
M
瀞
内
＋
き
M
捧
肉

　
（
2
）
　
間
接
税
図
n
は
、
計
算
の
便
宜
上
、
税
率
↓
を
一
定
と
仮
定
す
れ

ば
、　

　
図
陣
臆
↓
（
M
§
十
肉
）
　
　
馬
H
H
b

　
　
　
　
　
れ

図
ド
の
場
合
と
同
様
に
図
沁
は
分
解
せ
ら
れ
る
。

　　

M
き
M
守
内
＋
き
M
藍
汁
＋
き
M
》
内

　
（
3
）
　
法
人
税
賊
恥
は
、
資
本
家
の
蓄
積
充
当
分
に
よ
り
支
払
わ
れ
る
。

図
恥
の
生
産
部
門
、
非
生
産
部
門
へ
の
分
割
は
、
総
利
潤
を
分
母
、
所
要
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

門
の
利
潤
を
分
子
と
す
る
比
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
依
り
計
算
し
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嘱

　　

ｼ
き
浄
＋
き
浄
　
（
軸
1
1
H
b
）

　
　
　
　
　
　
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
（
4
）
　
官
公
事
業
剰
余
菌
轟
は
、
生
産
部
門
各
産
業
に
所
属
す
る
官
公
営

事
業
の
蓄
積
フ
ァ
ン
ド
♪
か
ら
の
支
払
で
あ
る
か
ら
、
全
額
♪
欄
に
記
入

せ
ら
れ
る
。

　
（
5
）
　
社
会
保
障
費
労
働
者
負
担
分
の
尽
噛
さ
分
解
は
、
総
賃
金
を
分

母
、
所
要
部
門
賃
金
を
分
子
と
す
る
比
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
用
い
て
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M
ぷ
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魔
ｫ
拳
＋
図
・
罫
　
（
愚
1
ー
ド
ト
5
）

　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

　
（
6
）
　
社
会
保
障
費
傭
主
負
担
分
層
ひ
の
、
♪
㍉
の
へ
の
分
解
は
、
総
利
潤

を
分
母
、
所
要
部
門
の
利
潤
を
分
子
と
す
る
比
率
き
＼
M
き
を
用
い
て
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬

　　

}
㌔
ギ
浄
＋
諸
浄

　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
以
上
の
才
入
効
果
を
階
級
別
に
整
理
す
れ
ば
、

　　

D
㌔
き
M
面
内
＋
き
M
領
内
＋
き
黙

　　

ﾌ
㌔
卸
M
瀞
肉
＋
図
・
M
瀞
訣
＋
鋼
拳

　　

秩
ｧ
飼
M
渉
肉
＋
き
M
》
内

　　

瘁
|
壽
雛
＋
鋼
蜂
＋
き

　　

x
－
謎
冷
＋
潮
睡

　
才
入
効
果
な
示
す
表
2
は
、
附
表
（
5
）
、
（
6
）
の
援
用
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
。

　
B
　
才
出
の
内
容
を
な
す
項
目
を
、
経
常
支
出
、
移
転
支
出
、
補
助
金
、

政
府
貯
蓄
と
し
夫
々
潮
導
ぶ
導
ぶ
噌
さ
と
す
れ
ば
、

　
　
卸
1
1
M
却
　
　
執
皿
H
Ψ
N
…
裕

　
　
　
　
馬

　
（
1
）
　
経
常
支
出
鉾
は
、
官
公
吏
給
与
、
生
産
部
門
、
非
生
産
部
門
の

蓄
積
に
支
出
せ
ら
れ
る
。
官
公
吏
給
与
支
払
額
N
、
鮮
は
、
非
生
産
部
門
の
賃

金
総
額
騨
に
附
加
せ
ら
れ
る
か
ら
、
さ
塒
の
一
部
を
な
す
も
の
と
老
え
ら

れ
る
。
N
、
H
は
画
平
均
賃
金
×
官
公
庁
勤
務
者
数
に
よ
っ
て
計
算
す
る
。
N
」

一
N
、
ト
を
生
産
部
門
、
非
生
産
部
門
に
分
割
す
る
た
め
に
、
計
算
の
便
宜
上
、

総
財
政
支
出
額
肉
を
分
母
、
総
生
産
的
経
費
肉
ヒ
総
非
生
産
的
経
費
斜
を

　
　
　
国
民
所
，
得
の
再
分
配

夫
券
子
・
す
・
比
率
中
w
雫
雰
割
比
率
・
し
て
用
い
・
。
生
産

的
経
費
の
内
容
は
、
産
業
補
助
費
と
産
業
土
木
費
、
非
生
産
的
経
費
の
内
容

は
、
行
政
費
、
軍
事
費
、
財
務
費
、
社
会
文
化
費
、
文
教
費
、
産
業
行
政
費

か
ら
構
成
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
　
N
h
は
次
の
如
く
分
解
せ
ら
れ
る
。

　　
竄
m
、
戸
＋
（
や
N
、
目
）
中
＋
（
や
N
、
戸
）
噛

　
（
2
）
　
移
転
支
出
N
N
は
、
広
義
の
社
会
保
障
費
と
し
て
、
全
額
労
働
者

に
与
え
ら
れ
る
。
　
N
沁
の
ぷ
導
騨
分
割
は
、
労
働
者
総
数
、
生
産
的
労
働

者
数
、
不
生
産
的
労
働
者
数
を
M
き
導
き
”
3
と
し
、
M
き
に
対
す
る
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執

3
の
比
率
を
『
8
と
す
れ
ば
、

　
　
斜
睡
♪
N
沁
十
赴
ぶ

　
（
3
）
　
政
府
補
助
金
ぶ
の
生
産
部
門
、
非
生
産
部
門
の
各
蓄
積
フ
ァ
ン

・
ミ
沁
へ
の
分
割
に
つ
い
て
は
、
（
・
）
で
用
い
髭
率
申
雫
を

使
用
す
る
。

　
　
ぶ
－
幽
ぶ
＋
融
撃

　
（
4
）
　
政
府
貯
蓄
［
N
轟
は
、
　
一
国
全
体
と
し
て
見
た
非
生
産
部
門
の
蓄
［
積

フ
ァ
ン
ド
に
繰
入
れ
ら
れ
る
。

　
以
上
の
才
出
効
果
を
階
層
別
に
整
理
す
れ
ば

　
　
、
肉
酔
H
♪
N
時

　
　
諦
評
1
1
N
、
　
十
赴
N
吋

　
　
量
一
（
鉾
1
さ
幽
1
＋
ぶ
雫

　　

鼾
煤
|
（
N
「
N
、
　
）
噸
＋
ぶ
蒔
‡
館

　
　
、
輿
“
O
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国
民
所
得
の
再
分
配

　
階
層
別
卸
を
、
附
表
（
7
）
、
（
8
）
、
（
9
）
を
用
い
て
一
表
に
し
た
も
の

が
、
表
3
に
外
な
ら
な
い
。

　
C
　
財
政
純
効
果
は
、
表
3
及
び
表
4
か
ら
直
接
計
算
せ
ら
れ
る
。

　
な
お
、
資
料
は
主
と
し
て
「
日
本
経
済
と
国
民
所
得
」
を
用
い
、
他
に
、

「
租
税
統
計
資
料
集
」
、
「
本
邦
事
業
所
統
計
」
、
「
経
済
白
書
」
、
「
労
働
白
書
」

を
参
照
し
た
。

結

び

　
以
上
、
再
分
配
理
論
に
基
づ
く
計
算
モ
デ
ル
と
、
幾
つ
か
の
計
算
手
続
き

に
よ
っ
て
、
我
々
は
、
国
民
所
得
再
分
配
の
過
程
を
、
流
通
部
門
、
消
費
費

用
部
門
、
財
政
機
構
の
三
段
階
で
把
捉
し
得
る
様
な
形
に
、
国
民
所
得
統
計

を
編
成
し
直
し
て
来
た
。

　
こ
の
結
果
、
第
一
に
、
国
民
所
得
分
配
構
造
の
変
容
過
程
が
、
表
5
に
於

て
与
え
ら
れ
、
之
か
ら
我
々
は
、
現
実
の
国
民
所
得
一
財
政
純
効
果
l

i
財
政
導
入
前
の
国
民
所
得
分
配
構
造
の
関
連
を
洞
察
す
る
こ
と
が
出
来

る
。

　
第
二
に
、
再
分
配
過
程
と
、
剰
余
価
値
率
の
運
動
の
関
連
が
明
か
と
な
る
。

即
ち
、
表
6
で
示
さ
れ
る
様
に
、
本
来
の
剰
余
価
値
率
は
、
例
え
ば
、
一
九

五
二
年
に
は
、
H
O
㎝
獣
で
あ
る
が
、
非
生
産
部
門
の
導
入
に
よ
っ
て
、
生
産

部
門
剰
余
価
値
率
は
ト
。
↑
O
黒
と
、
低
下
し
た
形
で
現
わ
れ
る
。
財
政
効
果
に

よ
っ
て
、
こ
の
数
字
は
、
。
。
。
。
・
ひ
獣
と
な
り
。
。
為
獣
高
め
、
叉
、
非
生
産
部
門

導
入
に
よ
る
低
落
を
Q
。
刈
獣
救
っ
て
い
る
。

　
第
三
に
、
国
民
所
得
の
再
分
配
効
果
は
、
消
費
、
蓄
積
と
い
う
国
民
所
得

の
使
途
を
、
本
来
の
姿
か
ら
変
容
せ
し
め
、
、
一
国
の
再
生
産
構
造
を
間
接
に

規
定
す
る
こ
と
が
明
か
と
な
る
。
之
を
一
層
立
入
っ
て
検
討
す
る
た
め
に
、

我
々
は
、
表
1
、
表
5
に
お
け
る
、
七
、
卜
。
糟
鼻
6
『
の
表
示
の
外
に
、
二
部
門

分
割
に
よ
る
一
国
再
生
産
表
を
作
成
し
、
之
と
対
応
せ
し
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
展
開
は
後
日
に
譲
り
堅
い
。
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国
民
所
得
の
再
分
配

1951 1・現実の国民所得の分配構造 百万円

く＿ 研1 〃2
∬
ユ 1

2
K 計

生
産
的
部
門

農林水産業
z　　　　　　業
噤F　　設　　　業

ｻ　　造　　工　i業i

�ﾊ．通信業及び
ｼの公益事業

905，353

V6，109

W0，515

U03，473

Q12，675

78，726

P0，378

Q0，129

Q5，997

U3，526

ツ8，799

S1，295

R5，759

R66，660

Q3，303

0
0
0
0
0

31，838

P6，368

P5，004

P46，017

@9，616

1，094，716

P44，150

P51，40ケ

P，142，147

R09，120

計 1，878，125 198，756 545，816 0 218，843 2，841，540

％ 66．1 6．9 19．2 0 7．8 100．0

不
生
産
的
部
門

商　　　　　　業

燉Z，不動産i業
T　一　ビ　ス　業

�@　　務　　　員

0
0
0
0

435，436

V5，483

R20，326

P66，428

0
0
0
0

215，465

T6，339

X1，24プ

@5，618

86，366

Q2，323

R6，230

Q，196

737，267

P54，145

S47，803

P74，242

計 0 997，673 0 368，669 14ケ，115 1，513，457

％ 0 65．9 0 24．4 9．7 100．0

計 1，878，125 1，196，429 545，816 368，669 365，958 4，354，997

％ 43．1 2ワ。5 1・・1　・・ 8．4 100．0

計 ユ，878，125 2，476，872 4，354，997

％ 43．1 56．9 100．0

1952 百万円

～一@　　　～＼@　　　　　　＼＼
彫1 ”「2 1

1

∬
2

K 計

生
産
的
部
門

農林水産業
z　　　　　　業
噤@　　設　　　業

ｻ　　造　　工　業
�ﾊ，通信業及び
ｼの公益事業

1，004，689

P15，347

P00，365

U15，459

Q76，104

130，738

P5，ツ29

Q5，Q91

P35，101

W2，4ク2

84，441

S8，661

T5，346

Q91，895

Q8，671

0
0
0
0
0

33，395

P9，028

Q1，746

P15，719

P0，474

1，253，263

P98，765

Q02，548

P，158，174

R9ブ，？21

計 2，111，964 389，131 509，014 0 200，362 3，210，4？1

％ 65．7 12．2 15．9 0 6．2 100．0

不
生
産
的
部
門

商　　　　　　業

燉Z，不動産業
i　一　ピ　ス　業

�@　　務　　　員

0
0
0
0

520，599

W8，664

S01，168

Q14，084

0
0
0
0

257，276

W4，729

P27，419

@6，550

101，351

R3，395

T0，103

@3，107

879，226

Q07，288

T78，690

Q23，741

計 0 1，224，515 o 476，474 187，956 1，888，945

％ 0 64．8 0 25．3 9．9 100．0

計 2，111，964 1，613，646 509，014 476，4ケ4 388，318 5，099，416

％ 41．4 3L6 10．0 9．4 気6 100．0

計 2，111，964 2，987，452 5，099，416

％ 41．4 58．6 100．0

一一　13．5　一



百万円2・歳入の構成1951

国
民
所
得
の
再
分
配

FRη71 FR〃「2 F祝K FRI1 FRI2 計 ％

個人所得税 158，803 127，238 39，375 0 0 325，416 28．2

間　　接　　税 243，156 194，824 60，291 0 0 498，271 43．6

法　　人　　税 0 0 0 116，319 78，520 194，839 17．0

官公事業剰余金 0 0 0 41，430 0 41，430 3．6

社会保障費傭主
薗S分

20，095 14，67i 0 4　0 0 34，766 3．0

杜会保障費被傭
ﾒ負担分

0 0 0 28，856 19，479 48，335 4．6

計 422，054 336，733 99，666 186，605 97，929 1，143，057

％ 36．9 29．4 8．7 16．3 8．3 100．0

百万円1952

＼＿
アR〃7P F丑研「2 FRK FRI1 FRI2 計 ％

個人所得税 155，774 147，276 37，0ク4 0 0 340，124 25．8

間　　接　　税 277，207 262，075 65，972 0 0 605，254 45．7

法　　人　　税 0 0 0 127，118 119，234 246，352 18ク

官公事業剰余金 0 0 0 26，524 0 26，524 2．0

社会保障費傭主
薗S分

22，360 21，057 0 0 0 43，41？ 3．3

柱会保障費被傭
ﾒ負担分

0
　
1

0 0 31，018 29，094 60，112 4．5

計 455，341 430，408 103，046 184，660 148，328 1，321，783

％ 34．5 32．6 乞8 13．9 11．2 100．0

百万円3．歳出の構成1951

FE〃ア?
アE研「2 FEK fE　11 FE　12 計 ％

経常支　出
ﾚ転支　出
竅@　助　　金

ｭ府貯蓄

　　0
T8，093

@　0
@　0

166，428

R7，929

@　0
@　0

0
0
0
0

236，152

@　0
Q5，28ケ

@　0

159，413

@　0
P7，069

S42，686

561，993

X6，022

S2，356

S42，686

49．2

W．4

R．7

R8．7

計 58，093 204，357 0 261，439 619，168 1，143，057

％ 5．8 1？。8 0 22．9 53．5 100．0

百万円1952

FE〃PG FE〃「2幽 FEK FEI1 Fβ12 計 ％

経常支出
ﾚ転支　出
竅@　助　　金

ｭ府貯蓄

　　0
W5，079

@　0
@　0

214，084

T5，084

@　0
@　0

0
0
0
0

302，836

@　0
Q4，516

@　0

177，856

@　0
P4，399

S47，929

694，？76

P40，163

R8，915

S4㌘，929

52．5

P0．6

Q．9

R4．0

計 85，079 269，168 0 32ケ，352 640，184 1，321，㌘83

％ 6．4 20．3 0 24．8 4＆5 100．0
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4．財政による再分配効果 百万円

国
民
所
得
の
再
分
．
配

l
g
！
；

195三，　計

1952，　計

For1

A　363，961

A　370，262

A　363，961

A　370，262

・彫・　　・・・　　…　1・・

△　132，376

｢　161，240

74，834

P42，692

521，169

S91，856

△　　99，666

｢　103，046

363，961

R70，262

1951 5．　国民所得分配過程（結論，その一）

X一一~1 Ml M2 1
∬ 2

1 K 計

現実の分配構
造
財政純効果
財政導入前の
国民所得分配

1，878，125

A　363，961

2，242，086

　1，196，429

A　132，376

　1，328，805

545，816

74，834

470，982

　368，669

　521，169

A　152，500

　365，958

A　99，666

　465，624

4，354，997

　　　0
4，354，99ク

1952

m工 M2 工
1

2
1 計

構配分の実

果
の
配弊

政
政
民

現
造
財
財
国

2，111，964

A　370，262

2，482，226

　1，613，646

A　161，240

　1，774，886

509，014

142，692

366，322

　476，474

　491，856

A　15，382

　388，318

A　103，046

　491，364

S，099，416

　　　0
5，099，416

6．剰余価値率の変化（結論，その二）

年
本来の剰余価値率

iM2十EJ十2K　　Ml）

財政効果による剰
]価値率の上昇
ior2t十EI，十J〈，　　Ml’）

非生産部門の導入
繧ﾌ生産部門剰余
ｿ値率
i堺）

財政効果導入後の
ｶ産部門剰余価値率

iIlt－1－KI’　〃Fユ’）

工951

P952

94．2％

P05．0％

132％

P42％

32．8％

Q4．9％

40．7％

R3．6％
唱

7．〔補〕農林水産業以外の生産部門における剰余価値十

年
彫2’十Σ1’十ΣK’

@　　〃71’

1951

P952

235％

Q47％
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附 表

1951 （1）賃金の構造

X－　　　　　xx　　　　　　　　x
農　林　水　産　業
鉱　　　　　　　業
建　　　設　　　業
製　　造　　工　　業
交通業及び他の生産部門

計

総勤労所得

111，802

85，032

72，713

538，937

265，343

1；5tE515ili－73　s27　1

労務者数
従業員総数

92％

88　t1

80　11

82　！1

77　11

職員数
従業員総数

8％

12　f1

20　！1

18　！1

23　！1

M1

102，858

74，828

58，170

529，236

204，314

969，406

炉「2

8，944

P0，204

P4，543

X，701

U1，029

104，421

国
民
所
得
の
再
分
配

1952

＼　　　　、、．．、i　　　　　　、＼、　　　　　　　＼　　　　　　　　　＼

総勤労所得 労務者数 職　員数 彫エ

従業員総数 　　一　一]業員総数
”「2

農　林　水　産　i業

z　　　　　　　　i業

噤@　　　設　　　　業

ｻ　　造　　工　　業
�ﾊ業及び他の生産部門

138，313

P29，451

X1，627

U43，273

R44，458

90％

W8ヴ

W0〃

W2〃

V7〃

10％

P2〃

Q0〃

P8〃

Q3〃

124，472

P13，917

V3，302

T27，484

Q65，233

13，831

P5，534

P8，325

P15，789

V9，235

計 1柳22｝ 1，104，408 242，714

註1． 譲切懸鋤比靴農林水醸につV・ては日本資本蟻講麟・巻附載か

　ら，他の産業については事業所統計より算出。

2．　勤労所得は重役俸給を除く。

（2）個入業主所得の分解比率

1951 1952

平均賃金 1＿」麹簑金＿ 平均賃金 平均賃金
平均肉入業主 平均個人業主

｝　皿　　一　　　．　一　　－　一

ｽ均個人業主
1一@平均個人業主

所得 所得 所得 鵬
農林水産業 89．9％ 10．1％ 89．7％ 10．3％

鉱　　　　　　業 6．4〃 93．6〃 5．5〃 94．5〃

建　　　設　　　業 43．6〃 56．4〃 37．0〃 63．0〃

製　造　工　業 56。8〃 43．2〃 56．5〃 43．5〃

交通・通信及び他の
ｶ産部門

83．6〃 16．4〃 82．7〃 17．3〃

商　　　　　　業 60．2〃 39。8〃 58．6〃 4L4〃

金融・不動産業 83．6〃 16．4〃 76．7〃 23。3〃

サ　一　ビ　ス　業 51．8〃 48．2〃 46．7〃 53。3〃

そ　　　の　　　他 60．3〃 39．㌘〃 66．3〃 33．7〃
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1951 （3）個人業主所得

国
民
所
得
の
再
分
配

一．．　　　、」一　－＿　　　　　一　、－　－　　　　　　．｝＼

所　　得 利潤部分 賃金部分 71 砿2

一農　林　水　産　業 970，386 98，109 8ク2，277 802，495 69，ケ82

鉱　　　　　　　　業 22，741 21，286 1，455 1，281 174

建　　　設　　　業 64，062 36，131 2ツ，931 22，345 5，586

製　　造　　工　　業 159，389 68，856 90，533 74，237 16，296

交通業及び他の生産部門 12，988 2，130 10，858 8，361 2，497

商　　　　　　　　業 408，022 162，393 245，629
一 245，629

金融及び不動産業 4，791 785 4，006
一

4，006

ナ　一　ビ　ス　業 205，028 98，824 106，204
一 106，204

そ　　　　の　　　他 1，655 657 998
一

998

計 1，849，062 489，171 1．359β91 1卿19 451，1？2

1952

く＝＝＝．　　～、幽　　　＼　　　　　一一－、　　　　　　～＿

@　　　　　　　～～
所　　得 利潤部分 賃金部分 〃7

P
”「2

農　林　水　産　業 1，099，236 1i2，122 987，114 888，403 98，711

鉱　　　　　　　　業 2～ろ550 27，925 1，625 1，430 195

建　　　　設　　　　業 91，428 57，600 33，828 27，063 6，765

製　　造　　工　　業 189，889 82，602 107，287 87，975 19，312

交通業及び他の生産部門 17，072 2，954 14，118 10，871 3，247

商　　　　　　　　業 488，245 202，133 286，112
一 286，112

金融及び不動産業 5，883 1，371 4，512
一

4，512

サ　一　ビ　ス　業 263，585 140，491 123，094
一 123，094

そ　　　　の　　　他 540 181 359
一

359

計 2，185，428 62字，379 1，558，049 1，015，742 542，307

註　内職界入は各産業に配分した。

　　　　　　（4）農林水産業における自家消費推計額

　　　　　　　　（6）歳出効果の計算比率

＼
αω1 αω2

1951

P952

426，92学

S54，862

35，728

T0，540

＼
研1 砿2 κ R1一　　　　　　　｝

ｰR

R2一　　　一

ｰR

”12一　　　　一

ｰ7Σ〃十K Σ7十K Σ解十κ

　
”
P
I
一
　
『
Σ
研

1951

P952

48．8

S5．8

39．1

S3．3

12．1

P0．9

59．ケ

T1．6

40．3

S8．4

5ケ．8

TL5

42．2

S8．5
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（8）経費分類比率

＼
石
1
可

E
2
：
Σ
E

1951

P952

59．7

U3．0

40．3

R7．0

（9）雇用の構造

国
民
所
得
の
再
分
配

珊 砺
Σ
瓦
ゴ

z
エ

8
2

幽

1951

P952

836

W77

545

T68

1，381

P，445

60．5

U0．7

39．5

R9．3

（5）歳入効果の計算

X盛 財源 〃71 ％ K R1 R2

％　　萌
唱Σ二十K個入所得税x1

ｷ　　接　　税X2

@　　人　　税X3

ｯ公事業剰余金x4

ｲ雰麟駐・・

?P費被戦

、轟。勾

u。X・

@　0

@　0

迫ﾖ

@　0

．，轟。為

@　0

@　0
刀E・

@　0

・、藷。簡　K’Σ彫十KX2

@　0

@　0

@　0

@　0

　0

@0
u¥・、

@X4

@0

W恥

　0

@0

ｳ為

@0

@0

翠

（7）歳出効果の計算

z
¢ 支出 〃7

P ”12 K R1 R2

経常支　出zユ

ﾚ転支　出z2

竅@　助　　金Z3

ｭ府貯蓄Z4

　0

?E・

@0

@0

z’ユ＊

唐?

@0

@0

0
0
0
0

（Zl－Ztl）釜

@　0
ﾃる

@　0

（・、一・∫）嘉

@　0
ﾃ鞠

@z4
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テ
イ
ウ
ィ
ス

「
生
産
性
會
計
」
に
つ
い
て

上

村

久

雄

　
一
　
生
産
性
の
意
味
と
生
産
性
会
計
の
意
義

　
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
本
書
を
著
す
に
至
っ
た
動
機
は
、
一
九
四
七
年
二
月
号
に

於
て
冒
霞
昌
巴
亀
》
8
0
暮
冨
昌
憩
誌
の
エ
デ
ィ
ト
リ
ア
ル
が
、
会
社
の
損
益

計
算
書
を
当
該
会
社
の
生
産
性
の
増
大
、
低
減
は
も
と
よ
り
全
て
の
利
害
関

係
者
間
へ
の
「
生
産
の
果
実
」
の
配
分
状
態
を
も
示
す
よ
う
な
も
の
に
発
展

せ
し
む
べ
き
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
る
こ
と
に
刺
戟
さ
れ
、
斯
る
要
請
に
応

え
る
よ
う
な
計
算
方
式
を
展
開
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
企
図
を
も
つ
「
生
産
性
会
計
」
と
い
う
も
の
が
具
体
的

に
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
又
、
こ
れ
が
従
来
の
企
業
会
計
に
於
け
る
損

益
計
算
書
と
の
関
聯
に
於
て
ど
の
よ
う
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
を
一

ま
ず
考
察
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
ま
え
に
彼
の
い
う
生
産
性
の

意
味
に
つ
い
て
一
ベ
ツ
し
て
お
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、
生
産
性
と
い
う
言

葉
が
人
に
よ
っ
て
異
る
内
容
を
も
ち
得
る
性
質
の
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の

他
に
、
実
は
本
書
の
刊
行
以
前
に
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
こ
の
書
物
に
と
っ
て
先
駆

的
な
意
味
を
も
つ
論
文
（
日
戸
］
≦
＄
巳
ロ
α
q
鎚
臼
言
①
器
口
お
日
。
昌
亀
中
。
含
？

け
三
管
H
美
い
切
①
巴
目
ユ
電
（
⑦
＆
8
噌
）
．
。
H
巳
口
。
。
胃
脳
中
。
自
。
千
三
酔
図
。
、
し
ゅ
摯
・
）

を
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
N
で
の
主
眼
点
の
一
つ
は
従
来
支
配
的

に
流
布
し
て
い
る
労
働
生
産
性
と
い
う
も
の
に
対
す
る
批
判
と
自
説
の
展
開

に
あ
り
、
而
し
て
、
こ
の
論
文
で
の
見
解
が
叉
本
書
に
表
わ
れ
て
来
て
お
り
、

彼
の
所
説
の
一
つ
の
特
色
を
示
す
も
の
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
本
来
、
生
産
性
（
中
。
自
亀
く
ξ
）
な
る
昔
口
葉
は
「
生
産
過
程
で
費
消
さ
れ

る
資
源
の
投
入
（
臣
喝
巳
）
と
、
生
産
さ
れ
た
富
の
産
出
（
O
ロ
6
5
）
と
の
比

魯貼

�
ﾓ
味
す
る
も
の
と
老
え
得
る
が
、
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
O
国
国
6
）
も

述
べ
て
い
る
如
く
「
生
産
性
な
る
語
が
別
段
の
限
定
な
し
に
用
い
ら
れ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

き
、
そ
れ
は
労
働
生
産
性
を
意
味
す
る
」
の
が
一
般
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
労
働
生
産
性
即
ち
「
産
出
対
費
消
労
働
時
間
な

る
比
率
は
、
そ
れ
が
一
力
の
作
業
（
と
い
う
が
如
き
小
さ
な
対
象
…
…
筆
者
）

に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
、
意
い
が
一
国
（
全
体
と
い
う
が
如
ぎ
大
き
い
対
象

…
…
筆
者
）
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
れ
、
諸
（
生
産
）
要
素
の
一
つ
叉
は
そ

れ
以
上
の
も
の
の
影
響
が
排
除
さ
れ
る
よ
う
に
こ
の
比
率
を
計
算
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
れ
の
も
つ
曖
昧
性
を
克
服
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
労
働

は
も
と
よ
り
産
出
の
も
つ
特
性
、
営
業
率
、
管
理
の
良
否
の
如
き
種
々
の
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

因
の
全
て
の
変
動
を
も
反
映
す
る
も
の
と
な
り
」
不
合
理
で
あ
り
、
掛
算
に
、

種
々
の
条
件
並
び
に
全
て
の
他
の
投
入
を
画
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
と

い
う
よ
う
な
或
る
一
つ
の
投
入
要
素
の
能
率
を
測
定
し
得
る
と
し
て
も
、
「
こ

の
よ
う
な
手
続
は
通
常
個
々
の
作
業
の
段
階
若
く
は
理
論
的
モ
デ
ル
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

の
み
実
行
可
能
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
批
難
し
、
労
働
生
産
性
を
採
ら
な

い
能
度
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
更
に
、
経
済
用
語
と
し
て
は
生
産
性
と

は
、
交
換
価
値
を
も
つ
財
貨
用
役
を
製
造
乃
至
提
供
す
る
力
の
利
用
度
で
あ
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デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
生
産
性
会
計
」
に
つ
い
て

る
が
、
近
代
産
業
に
関
す
る
限
り
斯
る
力
は
結
合
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
生

産
要
素
の
ど
れ
一
つ
に
つ
い
て
み
て
も
他
の
諸
要
素
の
助
け
な
く
し
て
は
有

意
義
な
生
産
を
な
す
力
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
叉
斯
る
力
は
無
形
の
も
の

で
、
そ
れ
の
存
在
並
び
に
利
用
度
は
結
果
か
ら
の
み
測
定
さ
れ
得
る
に
過
ぎ

　
（
5
）

な
い
。
と
生
産
性
の
本
質
を
規
定
す
る
。
斯
く
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
を
基

に
、
彼
に
於
て
は
産
出
に
対
応
せ
し
め
ら
る
べ
き
投
入
と
し
て
労
働
は
も
と

よ
り
材
料
、
動
力
、
設
備
、
購
入
外
部
用
役
、
経
営
管
理
者
用
役
及
び
投
資

家
用
役
を
含
む
全
生
産
要
素
が
包
摂
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
従
っ
て
生
産
性

と
は
こ
N
で
は
達
成
さ
れ
た
生
産
成
果
（
o
ロ
ゼ
9
）
　
と
斯
る
内
容
を
も
つ
投

入
と
の
関
係
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
Σ
で
は
こ
の
様
に
種

種
の
性
状
を
異
に
す
る
生
産
要
素
が
イ
ン
プ
ッ
ト
と
し
て
包
摂
せ
ら
れ
る
の

で
、
当
然
こ
れ
ら
諸
要
素
に
つ
い
て
共
通
の
意
味
の
あ
る
測
定
単
位
を
必
要

と
す
る
が
、
こ
エ
に
産
出
・
投
入
は
貨
幣
価
値
単
位
（
金
額
）
で
測
定
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
彼
の
所
謂
生
産
性
と
は
、
要
す
る
に

貨
幣
価
値
単
位
で
測
定
さ
れ
た
総
生
産
要
素
生
産
性
と
も
い
う
べ
き
も
の
で

あ
り
、
或
い
は
こ
れ
を
経
済
性
の
名
称
で
把
握
す
る
こ
と
も
可
能
な
如
ぎ
種

類
の
も
の
で
あ
る
。
今
一
つ
こ
の
生
産
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
る
べ
き
こ
と
は
、

こ
」
で
は
企
業
全
体
と
し
て
の
綜
合
的
な
生
産
性
が
示
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

蓋
し
、
既
述
の
如
く
産
出
は
そ
の
為
に
要
し
た
諸
生
産
要
素
が
互
い
に
協
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

し
て
達
成
し
た
成
果
で
あ
り
、
し
か
も
生
産
要
素
が
結
合
的
な
も
の
で
あ
る

と
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
個
々
の
生
産
要
素
に
つ
い
て
の
生
産
性
は
こ
エ

で
は
見
出
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
産
出
に
対
応
せ
ら
れ
る
の
は
結
合
的
な

全
生
産
要
素
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
生
産
性
会
計
の
意
義
で
あ
る
が
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
於
て
は
こ
の
節
の

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
企
業
の
生
産
性
の
変
動
、
並
び
に
生
産
の
果
実

の
配
分
態
様
を
示
す
計
算
書
を
提
示
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
に
生
産
性
会
計
を

提
唱
す
る
動
機
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
生
産
性
会
計
の
目
的
は
前
述
の
如
ぎ

意
味
を
も
つ
生
産
性
に
つ
い
て
そ
の
変
動
を
一
定
墓
準
年
度
と
の
比
較
の
形

で
示
す
と
共
に
、
斯
る
生
産
性
変
動
分
（
生
産
の
果
実
）
が
何
入
に
帰
属
し

た
か
を
示
す
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
N
で
主
要
な
課
題
は
具

体
的
に
は
「
産
出
・
投
入
を
一
定
の
選
択
せ
ら
れ
た
基
準
尺
度
で
評
価
替
え

　
　
　
（
6
）

す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
蓋
し
、
比
較
の
可
能
性
の
た
め
に
、
直
る
測
定
年
度

の
実
際
額
で
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
イ
ン
プ
ッ
ト
を
基
準
年
度
の
価
額
と
同
質

の
数
値
に
換
算
し
、
こ
の
再
評
価
後
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
イ
ン
プ
ッ
ト
と
の

比
率
乃
至
イ
ン
プ
ッ
ト
一
単
位
（
ド
ル
・
円
）
当
り
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
求

め
、
こ
れ
と
基
準
年
度
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
年
度
の

生
産
性
変
動
値
が
測
定
さ
れ
、
他
方
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
イ
ン
プ
ッ
ト
夫
々
の

実
際
数
値
と
再
評
価
数
値
と
の
比
較
か
ら
生
産
性
変
動
分
の
配
分
態
様
乃
至

帰
属
関
係
を
見
出
す
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
再
評
価
の
問
題
は
次
節
に
譲
る
と
し
て
、
斯
る
生
産
性
会
計
が
提
唱
さ
れ

る
所
以
は
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
従
来
企
業
能
率
の
指
標
と
し
て
利
用
さ
れ

て
来
て
い
る
種
々
の
数
値
或
い
は
比
率
が
、
本
来
の
企
業
活
動
以
外
の
諸
種

の
要
因
の
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
に
、
必
ず
し
も
正
当
な
企
業
経
済
活
動

の
成
果
を
示
す
指
標
と
し
て
の
意
味
を
充
分
に
有
し
な
い
と
こ
ろ
に
求
め
ら

　
　
（
7
）

れ
る
。
併
し
乍
ら
、
本
稿
の
終
り
に
指
摘
す
る
如
く
、
こ
エ
で
デ
イ
ヴ
ィ
ス

の
行
っ
て
い
る
従
来
の
諸
指
標
乃
至
諸
計
算
に
関
す
る
吟
味
は
必
ず
し
も
正
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鵠
を
得
な
い
点
も
あ
り
、
叉
、
彼
自
身
こ
の
生
産
性
会
計
で
採
る
方
法
と
か

工
夫
と
か
は
基
本
的
に
は
新
し
い
も
の
で
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ

　
（
8
）

つ
て
、
む
し
ろ
こ
の
生
産
性
会
計
の
も
つ
意
義
は
、
従
来
の
収
益
、
費
用
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
　
　
イ
ン
プ
ッ
ト

利
潤
と
い
う
企
業
会
計
の
老
え
方
に
対
し
、
産
出
、
　
投
入
而
し
て
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ダ
ク
テ
イ
ヴ
イ
テ
イ
オ

対
比
関
係
と
し
て
の
生
　
産
　
性
と
い
う
概
念
を
使
用
し
て
こ
の
よ
う
な
立

場
か
ら
企
業
経
済
活
動
並
び
に
そ
の
成
果
を
包
括
的
全
体
的
に
把
握
測
定
せ

ん
と
す
る
凍
え
方
そ
の
も
の
、
並
び
に
こ
の
考
え
方
に
従
っ
て
従
来
の
統
計

的
会
計
的
諸
方
法
を
体
系
的
に
応
用
し
た
こ
と
、
及
び
、
従
来
の
財
務
諸
表

に
欠
け
て
い
た
、
企
業
経
済
活
動
か
ら
招
来
し
た
成
果
の
配
分
態
様
の
表
示

に
つ
い
て
（
必
ず
し
も
明
確
且
つ
充
分
で
は
な
い
が
）
一
つ
の
注
目
す
べ
き

展
開
を
与
え
て
い
る
こ
と
、
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
よ
う

な
生
産
性
会
計
は
従
来
の
企
業
会
計
に
対
し
て
決
し
て
代
置
す
る
も
の
と
し

て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
の
補
完
的
な
も
の
と
し
て

老
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
於
て
は
従
来
の
実
際
価
額

に
よ
る
企
業
会
計
は
飽
く
ま
で
厳
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ

と
は
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
お
よ
そ
交
換
経
済
に
あ

っ
て
は
交
換
の
媒
体
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
経
済
が
い
や
し

く
も
活
動
し
て
い
る
限
り
諸
用
役
の
価
値
は
必
ず
そ
の
媒
体
の
名
称
で
変
動

が
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
会
計
は
こ
の
よ
う
な
変
動
を
記
録
す
べ
き
も

の
で
そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
共
に
、
交
換
経
済

は
取
引
価
額
が
経
済
的
意
味
を
も
つ
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
経
済
的
意
味
は

何
ら
か
の
コ
モ
ン
・
プ
ラ
イ
ス
・
ア
カ
ウ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
方
法
に
よ
っ
て
見

失
わ
れ
た
り
、
排
除
さ
れ
た
り
す
る
が
如
き
こ
と
の
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
も

デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
生
産
性
会
計
」
に
つ
い
て

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
し
て
又
、
結
局
は
主
と
し
て
こ
れ
ら
諸
取
引
が
所
得
．
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

び
富
の
分
配
を
決
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
デ
イ
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
生
産
性
会
計
は
、
一
企
業
の
経
済
業

積
の
指
標
を
提
供
し
、
叉
、
生
産
性
利
得
（
損
失
）
一
一
定
年
度
の
生
産

性
増
大
（
低
減
）
値
と
イ
ン
プ
ッ
ト
総
額
と
の
積
i
の
帰
属
関
係
及
び
そ
．

の
程
度
を
示
す
他
、
（
イ
）
過
去
の
業
積
の
「
分
析
的
監
査
」
を
行
う
こ
と
、

（
ロ
）
予
算
統
制
と
結
合
し
て
結
合
し
て
現
在
及
び
す
ぐ
将
来
の
正
積
を
統

制
す
る
こ
と
、
（
ハ
）
　
共
通
価
格
に
よ
る
財
務
諸
表
を
調
整
す
る
こ
と
、
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

つ
い
て
有
用
性
を
も
つ
と
い
わ
れ
る
。
が
こ
れ
ら
は
派
生
的
な
問
題
で
も
あ

る
の
で
こ
玉
で
は
省
略
し
以
下
具
体
的
な
測
定
の
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ

と
に
す
る
。

註
　
（
1
）
　
ぎ
8
ヨ
註
8
』
日
§
o
焉
O
田
。
2
田
σ
q
冨
円
鷲
＆
目
江
丘
件
図
ぼ
客
碧
亀
碧
件
日
・

　
　
言
α
q
謬
山
器
胃
帥
①
9
H
O
笛
♪
℃
・
S

　
（
2
）
自
p
二
匿
ら
φ
如
畠
国
ρ
弓
・
§
帥
邑
。
零
。
な
・
。
曹
。
飢
・
ξ
』
o
軌
。
も
・
ら
・

　
（
3
）
∪
巴
・
・
魯
富
目
。
。
∴
目
富
竃
Φ
碧
一
二
・
巳
冒
。
…
日
①
日
。
三
亀
中
。
穿
。
島
・
ξ
層

　
　
℃
・
H
・
以
下
「
別
稿
」
と
略
称
す
。

　
（
4
）
　
創
。
・
…
国
。
含
亀
く
ξ
｝
。
8
唱
三
言
㎝
」
o
綴
ら
・
。
。
・
以
下
「
本
書
」
と
略
称
す
。

　
（
5
）
「
別
稿
」
一
二
～
二
二
頁
、
　
（
6
）
「
本
書
」
七
・
二
七
頁
。

　
（
7
）
「
本
書
」
八
○
～
八
一
頁
。
　
（
8
）
「
本
書
」
一
七
〇
～
一
七
一
頁
。

　
（
9
）
「
太
垂
日
」
一
一
三
頁
。
　
　
　
（
1
0
）
「
本
書
」
八
九
～
九
〇
頁
。

　
二
　
生
産
’
性
測
定
の
問
題

　
生
産
性
の
測
定
に
当
っ
て
は
、
基
準
年
度
の
選
定
、
再
評
価
の
た
め
の
基

準
価
格
の
選
択
、
生
産
性
会
計
適
用
領
域
の
決
定
、
再
評
価
方
法
の
決
定
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

が
そ
の
頭
初
に
於
て
一
応
問
題
と
な
る
が
、
最
も
主
要
な
中
心
的
問
題
は
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
範
囲
及
び
そ
の
再
評
価
方
法
で
あ
る
。

一143一



デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
生
産
性
会
計
」
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
範
囲
は
彼
が
「
（
生
産
性
）
測
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
生
産
物
が
完
成
し
或
い
は
最
終
的
に
売
却
せ
ら
れ
た
時
で
は
な
く
、
実
際

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
イ
ン
プ
ッ
ト
が
発
生
し
た
時
点
に
支
配
さ
れ
る
」
と
い
x
或
い
は
又
、
「
各

年
度
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
一
部
が
棚
卸
資
産
の
形
を
ど
つ
て
い
る
こ
と
を
看

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

過
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
も
明
ら
か
な
如
く
、
期

間
の
売
上
高
の
み
な
ら
ず
完
成
在
庫
品
、
仕
掛
品
等
を
も
含
む
も
の
と
心
え

ら
れ
る
。

　
次
に
イ
ン
プ
ッ
ト
の
範
囲
は
既
に
前
節
で
指
摘
し
た
如
く
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
生
産
に
与
っ
て
力
あ
っ
た
全
て
の
直
接
的
、
間
接
的
要
素
を
含
む
も
の
で

あ
る
が
、
こ
N
で
は
そ
の
う
ち
の
投
資
家
用
役
（
投
入
）
に
つ
い
て
若
干
説

明
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
種
の
投
入
は
企
業
経
済
活
動
の
た
め
に

使
用
さ
れ
た
財
産
に
つ
い
て
の
使
用
の
対
価
と
言
え
ら
れ
る
出
費
を
指
し
、

而
し
て
こ
≦
に
投
資
家
と
は
株
主
は
も
と
よ
り
利
付
資
本
提
供
者
、
特
許
権

者
等
を
も
含
む
概
念
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
投
資
家
の
用
役
が
投
入
と
し
て
算

入
さ
れ
る
の
は
次
の
理
由
に
基
く
。
即
ち
、
企
業
が
そ
の
目
的
経
済
活
動
を

遂
行
す
る
に
は
種
々
の
有
形
無
形
の
財
貨
用
役
を
常
に
保
有
し
て
い
る
必
要

が
あ
る
が
、
斯
る
財
貨
用
役
の
保
有
の
た
め
に
は
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
具
現
さ

れ
て
い
る
購
買
力
と
か
特
殊
な
権
利
が
企
業
に
拘
束
さ
れ
て
お
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
従
っ
て
、
斯
る
購
買
力
乃
至
特
権
の
所
有
者
（
一
投
資
家
）
は
こ
れ
の

他
へ
の
使
用
を
断
念
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
投
資
家
の

犠
牲
こ
そ
が
企
業
経
済
活
．
動
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
斯

る
犠
牲
用
役
の
対
価
た
る
利
子
、
利
潤
、
特
許
権
使
用
料
は
正
当
に
イ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ッ
ト
と
し
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
対
応
せ
し
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
尚
こ
の
場
合
利
潤
と
は
税
引
前
の
も
の
を
意
味
し
、
税
金
は

政
府
か
ら
受
け
た
用
役
の
対
価
と
い
う
よ
り
も
利
潤
に
対
す
る
チ
ャ
ー
ヂ
た

る
性
格
の
も
の
と
疑
え
、
利
潤
よ
り
の
控
除
分
と
い
う
形
で
投
入
の
中
に
位
」

す
る
。

　
以
上
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
イ
ン
プ
ッ
ト
の
範
囲
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
こ

れ
の
測
定
に
当
っ
て
は
両
者
の
画
定
上
相
亘
に
対
応
関
係
が
存
在
せ
ね
ば
な
．

ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
次
に
再
評
価
に
つ
い
て
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
指
数
法
（
冒
山
斗
巨
目
ぴ
①
目
8
畠

直
弟
。
）
と
価
格
再
計
算
法
（
器
豊
g
晶
§
ず
巳
麗
①
）
と
の
二
つ
の
方
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
指
数
法
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
測
定
年
度
の
産

出
・
投
入
実
際
価
額
を
適
切
な
価
格
変
動
指
数
で
基
準
年
度
対
応
額
に
引
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
お
　
　
も

す
方
法
を
意
味
す
る
が
、
こ
N
で
適
切
な
指
数
に
つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
ら
な

い
。
生
産
性
会
計
は
こ
れ
を
行
う
企
業
の
経
済
活
動
能
率
を
測
定
す
る
も
の

で
あ
を
と
こ
ろ
が
ら
個
別
物
価
変
動
の
影
響
を
排
除
す
べ
く
特
殊
指
数
こ
そ

が
適
切
な
指
数
で
あ
る
こ
と
が
先
ず
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
而
し
て
、
個
別
的

な
物
価
指
数
の
採
用
を
要
請
す
る
が
、
こ
の
場
合
企
業
外
部
か
ら
提
供
さ
れ

る
指
数
は
そ
の
計
算
に
当
っ
て
対
象
と
さ
れ
た
財
貧
用
役
の
構
成
割
合
が
必

ず
し
も
企
業
が
再
評
価
さ
ん
と
す
る
財
貧
用
役
の
グ
ル
ー
ー
プ
の
構
成
割
と
一

致
せ
ず
、
或
ひ
は
叉
、
そ
れ
は
固
定
的
構
成
割
合
の
指
数
で
あ
る
が
企
工
業

に
於
て
は
費
消
又
は
手
持
資
産
の
構
成
割
合
が
変
動
し
且
つ
測
定
年
度
の
構

成
に
よ
る
指
数
を
必
要
と
す
る
為
、
そ
こ
に
不
合
理
が
存
す
る
。
そ
こ
で
、

自
己
の
企
業
的
に
於
て
、
産
出
・
投
入
ク
ラ
ス
或
い
は
そ
の
中
の
グ
ル
ー
プ

の
全
体
に
相
応
の
影
響
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
二
、
三
の
項
目
に
妥
当
す
る
指

一一　144　ny



数
を
組
立
て
、
こ
れ
に
よ
る
再
評
価
が
便
法
と
し
て
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
指
数
法
は
こ
れ
が
採
用
の
可
能
な
限
り
極
め
て
有
用
な
再
評
価
の

捷
径
法
で
は
あ
る
が
こ
れ
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
換
算
額
は
単
な
る
近
似
値

を
示
す
に
止
ま
り
正
確
性
に
乏
し
い
と
い
う
欠
陥
を
も
つ
の
で
そ
の
利
用
に

は
限
度
が
あ
る
。
即
ち
、
再
評
価
に
つ
い
て
の
労
力
、
経
費
、
対
象
項
目
の

重
要
性
の
程
度
等
を
老
慮
し
て
使
用
の
可
否
を
定
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。
次

に
指
数
法
の
不
適
当
な
場
合
の
方
法
が
価
格
再
計
算
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

産
出
、
投
入
夫
々
の
個
々
に
つ
い
て
適
切
な
価
格
に
よ
っ
て
再
評
価
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
で
こ
れ
が
生
産
性
会
計
の
本
来
的
再
評
価
方
法
で
も
あ
る
。
即
ち

　
（
一
）
　
産
出
の
場
合
。
基
準
年
度
の
使
用
率
を
基
礎
と
し
て
、
当
該
産
出

を
生
む
為
の
必
要
投
入
量
を
求
め
、
こ
れ
を
一
定
の
基
準
価
格
で
評
価
す
る
。

　
（
二
）
　
投
入
の
場
合
。
実
際
の
使
用
投
入
量
を
求
め
、
こ
れ
を
産
出
の
場

合
に
使
用
し
た
と
同
じ
一
定
の
基
準
価
格
で
評
価
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
再
評
価
方
法
の
大
綱
で
あ
る
が
、
な
お
残
る
問
題
と
し
て
新
製
品

の
評
価
が
あ
る
。
（
第
三
章
参
照
）
。
即
ち
、
基
準
年
度
に
存
在
せ
ず
測
定
年
度

に
於
て
初
め
て
生
産
ざ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
は
同
一
ク
ラ
ス
に
属
す
る
類
似

の
製
品
（
基
準
年
度
以
降
現
存
す
る
）
又
は
そ
の
構
成
主
要
投
入
の
価
格
の

動
き
具
合
を
老
慮
し
、
且
つ
事
情
が
許
す
な
ら
ば
、
新
製
品
の
価
格
は
旧
製

品
の
価
格
に
比
し
て
下
落
す
る
と
い
う
通
常
の
傾
向
を
掛
残
し
て
当
該
新
製

品
の
基
準
年
度
価
格
を
求
め
る
か
、
或
い
は
斯
る
方
法
が
採
り
得
な
い
か
採

っ
て
も
意
味
の
な
い
場
含
に
は
、
基
準
年
度
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
測
定
年
度

．
の
価
格
で
再
評
価
し
つ
x
、
新
製
品
を
測
定
年
度
価
格
で
計
算
す
る
と
い
う

方
法
を
用
い
る
。

デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
生
産
性
会
計
」
に
つ
い
て

　
と
こ
ろ
で
、
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
再
評
価
方
法
と
し
て
こ
の
よ
う
に

価
格
再
計
算
を
採
る
も
尚
不
合
理
を
生
ず
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
領
巾
を

異
に
す
る
製
品
の
組
合
わ
せ
が
変
っ
た
場
合
、
或
い
は
、
原
価
の
異
な
る
材

料
等
イ
ン
プ
ッ
ト
の
使
用
割
合
が
変
っ
た
場
合
に
表
わ
れ
る
が
、
今
斯
る
場

合
の
再
評
価
に
つ
い
て
み
る
。
前
者
に
関
し
、
仮
に
基
準
年
度
に
於
て
一
個
当

り
利
益
m
円
単
価
3
。
円
の
A
製
品
響
と
同
じ
く
福
当
り
利
益
2
円
単
価

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

20

~
の
B
製
品
8
0
個
を
生
産
し
て
お
り
、
測
定
年
度
に
於
て
は
こ
れ
が
A
8
0

個
B
鋤
簾
に
変
っ
た
と
す
る
。
且
つ
、
基
準
年
度
並
び
に
測
定
年
度
の
投
資

　
　
　
　
　
　
む

家
投
入
は
共
に
潤
円
で
あ
る
と
す
る
。
斯
る
場
合
デ
イ
ヴ
ィ
ス
は
、
企
業
の

　
　
　
　
　
　
ヨ

生
産
性
門
下
に
関
す
る
最
も
主
要
な
関
心
は
、
企
業
が
一
定
の
使
用
投
入
資

源
か
ら
以
前
よ
り
も
大
な
る
産
出
を
得
た
か
ど
う
か
に
集
中
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
資
源
が
ヨ
リ
高
い
価
額
の
産
出
の
生
産
に
む
け
ら
れ
た
か
ど
う
か
に

あ
る
の
で
は
な
覧
と
の
塗
方
を
採
り
・
測
定
穫
の
産
崖
従
っ
て

　
諺
1
1
0
0
8
×
曜
こ
。
O
－
1
闇
至
る
O
O
　
切
“
8
0
×
網
ト
っ
O
“
畷
鼻
鴇
0
8
　
　
偉
胃
網
．

　
鵠
○
○
噂
O
O
O

と
は
さ
れ
ず
、
両
者
共
に
等
し
い
利
巾
を
負
う
も
の
と
し
て
、

粥
Q
。
”
ひ
O
O
十
H
℃
O
O
O
1
1
網
Q
。
’
ひ
O
（
潜
嵐
θ
置
丑
）

｝
1
1
c
◎
O
O
×
岨
図
●
Q
．
ひ
O
旺
曜
H
O
o
℃
o
◎
o
o
O
　
切
H
鱒
O
O
×
曙
卜
。
目
’
ひ
0
1
1
網
ら
讐
g
ゆ
図
O
瀧
◇

　
．
（
　
　
昭
卜
∂
g
9
堵
酌
O
O

と
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
斯
る
製
品
間
の
変
動
は
市
況
の
変
化
に

基
く
も
の
で
あ
っ
て
企
業
の
生
産
性
計
算
か
ら
は
排
除
さ
る
べ
き
要
因
で
あ

る
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
後
者
の
投
入
要
素
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
は
そ

の
投
入
資
源
が
産
出
に
対
す
る
貢
献
等
に
於
て
実
質
的
に
変
化
な
き
限
り
、
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デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
生
産
性
会
計
」
に
つ
い
て

こ
れ
叉
、
変
化
の
あ
っ
た
種
類
の
投
入
資
源
の
総
量
と
総
額
か
ら
基
準
年
度

価
絡
に
よ
る
平
均
単
価
を
求
め
て
こ
れ
に
よ
り
測
定
年
度
の
投
入
額
を
計
算

す
る
方
法
を
採
る
。
投
入
資
源
の
変
更
が
生
産
物
の
実
質
に
重
要
な
る
影
響

を
与
え
る
場
合
に
は
適
正
な
個
別
再
評
価
を
要
す
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
以
上
に
よ
り
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の
説
く
再
評
価
方
法
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
で

あ
る
が
、
個
々
の
産
出
・
投
入
に
つ
い
て
の
再
評
価
に
つ
い
て
は
徒
ら
に
冗

長
に
も
な
る
の
で
こ
x
で
は
割
愛
し
、
最
後
に
い
さ
さ
か
重
要
と
思
は
れ
る

投
資
家
投
入
の
再
呼
応
に
つ
い
て
彼
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
よ
う
。
即

ち
、
前
述
も
せ
る
如
く
投
藁
家
の
企
業
に
対
す
る
而
し
て
叉
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

の
生
産
に
対
す
る
寄
与
は
具
体
的
に
は
企
業
に
拘
束
的
に
保
持
さ
れ
て
い
る

諸
資
産
の
存
在
の
形
に
於
て
認
識
さ
れ
る
の
で
、
先
づ
測
定
年
度
に
於
け
る

企
業
の
総
資
産
額
を
基
準
年
度
価
額
に
評
価
替
え
し
、
こ
の
再
評
価
後
の
総

資
産
価
額
に
対
し
て
、
基
準
年
度
の
資
産
総
額
と
投
資
家
投
入
（
配
当
・
利

子
・
特
許
権
使
用
料
等
の
基
準
年
度
支
払
額
）
と
の
比
率
即
ち
投
資
家
報
酬

率
を
乗
じ
て
測
定
年
度
に
於
け
る
投
資
家
投
入
の
額
を
算
定
す
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
基
準
年
度
の
産
出
・
投
入
比
率
を
一
と
措
定
す
る
も
、
爾
後
生
産
性

の
変
動
あ
る
限
り
当
該
年
度
の
産
出
・
投
入
比
率
は
常
に
一
以
外
の
数
値
を

示
し
こ
N
で
生
産
性
の
増
大
、
低
減
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ

る
。　

即
ち
、
叙
上
の
如
ぎ
再
評
価
方
法
に
よ
っ
て
諸
種
の
企
業
の
真
の
経
済
的

活
動
以
外
の
要
因
に
よ
る
影
響
を
排
除
す
る
と
き
、
こ
x
に
算
定
さ
れ
た
産

出
・
投
入
の
比
率
或
い
は
単
位
投
入
当
り
産
出
が
当
該
企
業
の
生
産
性
を
示

す
も
の
で
あ
る
。
と
デ
イ
ヅ
ィ
ス
は
説
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
測
定
年

度
の
単
位
投
入
当
り
産
出
と
基
準
年
度
の
そ
れ
と
の
差
（
生
産
性
増
減
率
）

が
正
論
で
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
生
産
性
が
増
し
た
の
で
あ
り
、
負
で
あ
れ
ば
そ

れ
だ
け
生
産
性
は
低
下
し
た
の
で
あ
り
、
又
、
再
評
価
後
の
産
出
合
計
と
投

入
合
計
と
の
差
額
（
理
念
的
に
は
生
産
性
増
［
減
率
と
投
入
総
計
と
の
積
）
が

当
該
年
度
の
生
産
性
利
得
（
層
。
自
。
琴
丘
4
。
・
p
丘
昌
σ
q
自
α
q
二
毛
）
或
い
は
生
産
性

損
失
（
肩
。
亀
琴
江
丘
曙
ざ
ω
。
・
）
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
斯
る
生
産
性
利
得
乃
至
損
失
を
め
ぐ
っ
て
配
分
関
係
把
握
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

問
題
を
老
察
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
ま
ず
生
産
性
利
得
・
損
失
が
価
格
の

変
動
と
の
関
聯
に
於
て
製
品
の
購
買
者
と
諸
投
入
の
供
給
者
達
と
の
間
に
帰

属
し
て
い
く
事
惰
を
述
べ
次
の
如
く
要
約
す
る
。
即
ち
、
利
得
の
場
合

　
一
、
生
産
物
の
価
格
が
生
産
性
利
得
と
同
額
乃
至
そ
れ
以
下
に
下
落
せ
る
場

　
合
に
は
、
利
得
の
全
額
を
製
晶
購
買
者
が
亨
蓋
し

二
、
生
産
物
価
格
の
下
落
額
が
利
得
額
よ
り
小
で
あ
る
場
合
に
は
、
購
買
者

　
と
諸
投
入
の
供
給
者
と
が
利
得
を
享
受
し

三
、
生
産
物
の
価
格
が
変
り
な
い
か
瞠
貴
し
て
い
る
易
合
に
は
利
得
の
全
額

　
を
投
入
供
給
者
が
享
受
し
て
い
る
の
で
あ
り

　
損
失
の
場
合

、
一
、
生
産
物
の
価
格
が
損
失
と
同
期
又
は
そ
れ
以
上
に
騰
貴
し
た
場
合
に
は

　
損
失
全
額
を
購
買
者
が
負
担
し

二
、
生
産
物
価
格
の
騰
貴
額
が
損
失
額
よ
り
小
で
あ
る
場
合
に
は
購
買
者
と

　
投
入
供
給
者
と
が
損
失
を
負
担
し
、

三
、
生
産
物
価
格
が
変
り
な
い
か
下
落
し
て
い
る
場
合
に
は
投
入
供
給
者
が

　
損
失
全
額
を
負
担
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ
エ
で
各
々
（
一
）
の
場
合
に
は
ま
つ
別
段
問
題
は
な
い
が
（
二
）
　
（
三
）

に
つ
い
て
は
依
然
ヨ
リ
詳
細
な
解
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
と
関
聯
し
て
次
に
彼
の
示
し
て
い
る
生
産
性
計
算

書
（
中
。
亀
琴
日
延
曙
G
D
富
8
日
①
昌
け
）
を
掲
げ
て
、
こ
の
配
分
問
題
そ
の
他
に
つ

き
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

（単位千ドル）
生産性計算書

×会社　1939年及び1947年×

（1） （2）1 （3） （4）i （5），

1939年 1947年度額 1947年に於け
（基準）価
iによる1939年度

z

1939年の
ｿ格によ

1947年の
ｿ格によ

　る価格変動に
@因る利得
@失）の㎜　　　、

z分額1配分率

（損

産　出： 購買者
製　　　品　A 3，384 3，893 12，157 （2）一（3）

製　　　品　B 3，120 5，535 14，438

製　　　品　C 1，303 345 974

製　　　品　D 162 309 982

計 7，969 10，082 28，551 （18，469）

投入供給者

投入： （3）一（2）

労働者及び経営管理者 2，108 2，092 6，660 4，568 22．8

材　　　　　　　料 2，947 3，284 12，566 9，282 46．4

諸消耗品・購入外部用役 2，295 2，463 4，110 1，647 8．2

資本財（減価償却費） 246 300 224 （76） （o．4）

投資家
総　　額 373 400 4，991 4，591 23．0

諸　　税 157 158 2，078 1，910 9．6

純　　額 216 232 2，913 2，681 13．4

7，969 8，539 28，551 20，012 100．0

デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
生
産
性
会
計
」
に
つ
い
て

…
儒

「
o
　
ず

　
』
　
　
示

　
1
　
　
を

　
　
　
数

　
　
　
負

　
出
加
得
は

産
増
内

　
　
出
U
コ

溜
♂

：
ル
当
性

糖
産
㈲

性
塩
入

産
投
投
生

生

　
而
し
て
、
前
述
に
於
け
る
生
産
物
の
価
格
と
は
こ
の
表
に
於
て
第
三
欄
の

（
産
出
の
）
苛
の
数
値
を
意
味
し
、
従
っ
て
産
出
計
の
第
四
欄
の
数
値
と
本

計
算
書
最
下
段
の
利
得
（
損
失
）
の
数
値
と
を
比
較
し
つ
N
先
に
示
さ
れ
た

三
力
の
場
合
を
考
慮
す
る
と
ぎ
生
産
性
利
得
（
損
失
）
の
配
分
関
係
を
理
解

し
得
る
の
で
あ
る
が
、
本
計
算
書
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
と
き
こ
れ
は
前
述

の
利
得
の
場
合
の
（
三
）
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
投

入
供
給
者
が
生
産
性
利
得
を
全
部
享
受
し
た
こ
と
が
分
る
が
、
供
給
者
相
互

間
で
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
配
分
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
第
五
欄
を
見
よ

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
弐
で
は
生
産
物
価
格
の
変
動
に
よ
る

利
得
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
正
確
な
生
産
性
利
得
の
配
分
態
様
を
示
す
も
の

で
は
な
く
、
価
格
変
動
利
得
を
も
含
め
て
の
配
分
態
様
の
指
標
で
あ
る
。

　
尚
、
こ
鼠
で
注
意
す
べ
き
は
第
五
欄
の
比
率
数
値
は
必
ず
し
も
各
投
入
要

素
聞
の
有
利
不
利
の
指
標
と
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
蓋
し
、
こ
れ
は
単

に
各
投
入
要
素
の
利
得
の
全
利
得
に
対
す
る
割
合
を
示
す
に
止
ま
る
も
の
で

あ
り
、
各
投
入
要
素
間
の
有
利
不
利
の
判
断
は
少
く
と
も
投
入
要
素
各
々
の

全
投
入
額
と
の
関
聯
に
於
け
る
貢
献
度
合
と
こ
の
比
率
と
の
比
較
に
及
ば
ね

ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
斯
く
て
、
デ
イ
ヅ
ィ
ス
に
於
て
は
生
産
性
利
得
（
損
失
）
そ
れ
自
体
の
配

分
関
係
は
明
瞭
に
は
示
さ
れ
な
い
が
斯
る
計
算
書
を
通
じ
て
企
業
全
体
と
し

て
の
生
産
性
並
び
に
生
産
性
増
（
減
）
に
よ
る
利
得
（
損
失
）
或
い
は
又
価

格
変
動
の
概
括
的
態
様
、
そ
し
て
叉
、
諸
投
入
供
給
者
相
互
間
の
当
該
年
度

に
於
け
る
一
般
的
な
有
利
不
利
の
割
合
、
等
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ
る
。
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デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
生
産
性
会
計
」
に
つ
い
て

註
　
（
－
）
「
本
書
」
一
四
九
～
一
五
〇
頁
。
　
（
2
）
「
本
書
」
一
一
頁
。
　
（
3
）

　
　
「
本
書
」
一
五
五
頁
。
　
（
4
）
「
本
書
」
一
四
頁
参
照
。
　
（
5
）
「
本
書
」
一
五

　
　
一
頁
。
　
（
6
）
「
本
書
」
一
五
四
参
照
。
　
（
7
）
「
本
書
」
三
五
頁
。
　
（
8
）

　
配
分
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
本
書
」
第
五
章
一
一
四
頁
以
下
参
照
。

　
三
　
デ
イ
ヅ
ィ
ス
の
所
説
に
つ
い
て
の
感
想

　
以
上
、
二
節
に
お
い
て
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
の
生
産
性
会
計
の
大
要
を
み
た
の
で

あ
る
が
、
最
後
に
こ
の
生
産
性
会
計
に
於
け
る
彼
の
所
説
に
関
し
若
干
の
吟

味
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
彼
は
従
来
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
労

働
生
産
性
に
対
し
異
議
を
唱
え
既
述
の
如
き
内
容
の
生
産
性
を
主
張
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
彼
の
い
う
よ
う
な
内
容
を
も
つ
生
産
性
に
於
て
は
た
し
か

に
労
働
生
産
性
に
比
し
、
企
業
経
営
の
見
地
か
ら
み
て
、
（
一
）
産
出
・
投
入
が

等
し
く
貨
幣
価
値
単
位
と
い
う
共
通
の
尺
度
で
測
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
故

に
、
総
投
入
と
総
産
出
を
集
計
、
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
企
業
経
済
活
動

の
態
様
を
綜
合
的
に
判
断
し
得
る
、
（
二
）
イ
ン
プ
ッ
ト
の
構
成
要
素
が
部
分

的
な
も
の
で
は
な
く
全
生
産
要
素
が
こ
れ
に
包
摂
さ
れ
る
の
で
企
業
経
営
の

全
体
的
活
動
の
成
果
を
把
湿
し
得
る
、
（
三
）
生
産
性
の
向
上
・
低
落
に
因
る

利
得
・
損
失
が
価
額
的
に
測
定
し
得
る
の
で
斯
る
成
果
の
配
分
計
算
を
容
易

且
つ
可
能
に
す
る
、
等
の
利
点
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
又
、
彼
が
生
産
性
の

変
動
は
単
に
労
働
と
い
う
一
要
素
の
み
の
影
響
に
基
く
も
の
で
は
な
く
、
凡

ゆ
る
生
産
要
素
の
結
合
的
な
影
響
に
因
る
も
の
で
あ
る
、
と
理
解
す
る
こ
と

は
正
当
な
考
え
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
共
に
、
我
国
の
如
く
労
務
費
の

総
生
産
費
に
占
め
る
割
合
が
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
斯
る
内

容
を
も
つ
生
産
性
概
念
を
採
る
こ
と
は
実
際
上
多
大
の
利
点
を
も
つ
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
　
一
般
に
、
労
働
生
産
性
と
い
う
言
葉
が

用
い
ら
れ
る
場
合
そ
こ
で
意
味
し
て
い
る
も
の
は
労
働
の
み
が
生
産
性
に
影

響
を
も
つ
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
唯
、
労
働
と
い

う
一
つ
の
生
産
要
素
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
一
定
経
済
主
体
の
生
産
性
を

測
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
他
の
生
産
要
素
も
勿
論
生
産
性
に

重
大
な
る
影
響
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
そ
こ
で
も
正
当
に
認
識
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

い
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
こ
の
限
り
で
は
彼
の
批
判
は
必
ず
し
も
正
当
と

は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
更
に
ご
x
で
採
ら
れ
て
い
る
生
産
性
と
い
う
言
葉

の
意
味
は
、
そ
れ
が
イ
ン
プ
ッ
ト
に
対
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
い
う
形
で
示

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
於
て
は
な
る
ほ
ど
生
産
性
の
名
で
呼
ぶ
こ
と
の

で
き
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
実
は
そ
れ
は
一
経
済
主
体
の
経
済
的
活
動
の
成

果
を
測
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
よ
り
む
し
ろ
経
済
性
と
も

い
う
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
こ
と
既
述
も
せ
る
通
り
で
あ
る
。

　
次
に
彼
が
従
来
の
企
業
会
計
に
於
け
る
損
益
計
算
並
び
に
そ
の
他
企
業
能

率
の
指
標
と
し
て
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
諸
比
率
、
諸
数
値
に
対
し
て
批

判
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
」
で
彼
が
挙
げ
て
い
る
貨
幣
価
値

変
動
の
影
響
の
排
除
の
点
に
つ
い
て
は
既
に
安
定
価
値
会
計
の
工
夫
が
従
来

か
ら
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
又
、
営
業
比
率
或
い
は
期
間
損
益
に
つ
い
て

投
資
家
投
入
を
計
算
に
考
慮
し
な
い
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
周
知
の
よ

う
に
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
等
に
よ
り
従
来
と
も
斯
る
用
役
の
対
価
が
損
費

と
し
て
計
上
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
居
り
、
又
、
か
の
ペ
イ
ト
ン
・

リ
ト
ル
ト
ン
の
如
ぎ
自
己
資
本
利
子
の
費
用
性
否
定
論
者
に
於
て
も
尚
比
較

性
の
観
点
よ
り
管
理
的
計
算
と
し
て
は
斯
る
要
素
を
老
任
す
べ
き
こ
と
に
同

意
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
事
実
を
指
摘
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
他
原
価
の
標
準
実
際
比
較
な
ど
に
つ
い
て
も
彼
は
批
判
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
従
来
の
諸
制
度
諸
方
法
に
関
す
る
彼
の
理
解
は
必
ず
し
も
充
分
で
な

い
よ
う
で
あ
り
多
分
に
誤
認
、
未
知
な
ど
に
墓
く
論
述
を
な
し
て
い
る
と
い

い
得
る
点
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
斯
る
生
産
性
、
実
質
的
に
は
経
済
性
を
測
定
せ
ん
と
す
る
場

合
、
測
定
客
体
の
対
外
活
動
に
つ
い
て
の
考
察
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
遠
慮
は
無
用
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、
た

と
え
ば
、
こ
瓦
で
は
異
な
る
価
格
を
担
ふ
製
品
間
の
組
合
わ
せ
の
変
動
の
影

響
が
排
除
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
斯
る
変
動
は
特
定
企
業
の
経
済
活

動
の
成
果
を
測
定
せ
ん
と
す
る
生
産
性
会
計
に
於
て
必
ず
排
除
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
も
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
は
前
述
も
せ
る

如
く
市
況
の
影
響
を
排
除
せ
ん
と
す
る
意
図
が
あ
る
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
併

し
斯
る
事
情
は
必
ず
し
も
市
況
の
一
般
的
変
動
の
原
因
か
ら
の
み
招
来
す
る

も
の
で
は
な
く
積
極
的
に
企
業
経
営
の
対
外
的
活
動
の
強
化
改
善
等
か
ら
も

当
然
招
来
す
る
も
の
と
老
え
ら
れ
、
従
っ
て
、
こ
の
場
合
に
は
お
よ
そ
そ
こ

で
企
業
に
と
っ
て
の
経
済
業
積
の
指
標
を
測
定
し
よ
う
と
す
る
限
り
当
然
斯

る
変
動
は
経
済
成
果
の
内
に
含
ま
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
終
り
に
、
こ
の
よ
う
な
生
産
性
会
計
に
於
て
は
基
準
年
度
が
極
め
て
重
要

な
も
の
と
な
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
基
準
年
度
を
い
つ

に
採
る
か
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
た
生
産
性
が
企
業
の
能
率
指
標
と
し
て
も
つ

意
義
が
可
成
り
変
っ
て
来
る
か
ら
で
あ
る
。

註
　
（
1
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
例
え
ば
次
の
如
き
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
票
⑦
び
。
疑
し
∴
　
日
冨
9
讐
臨
。
彗
8
。
h
鷲
＆
g
江
ユ
4
∪
9
。
静
薗
》
国
9
。
門
話
a
閑
鵠
貯
。
鴇

　
即
。
急
。
ぎ
旨
ξ
－
諺
ロ
餌
q
口
。
。
絆
H
O
凱
N
も
・
器
中
・

　
O
国
国
O
脚
竃
窪
。
・
目
①
目
Φ
暮
o
h
国
。
鎌
き
嵩
二
4
篇
O
笛
N
篭
．
H
ひ
～
罵
・
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事
務
の
合
理
化
と

　
　
　
　
　
　
　
事
務
の
機
械
化

は
　
し
　
が
　
き

難
波
恒
治
郎

　
戦
後
、
我
が
国
に
お
け
る
事
務
機
械
化
の
動
向
に
は
真
に
目
覚
し
い
も
の

が
あ
る
。
お
よ
そ
事
務
の
機
械
化
を
含
め
て
の
事
務
合
理
化
に
関
す
る
研
究

な
い
し
具
体
的
実
践
は
、
ひ
と
り
戦
後
の
我
が
国
の
み
な
ら
ず
、
広
く
ア
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
取
上
げ
ら
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
思
う
に

、
戦
後
の
各
国
に
お
け
る
か
罵
る
事
務
合
理
化
へ
の
顕
著
な
る
努
力
が
為
さ
れ

る
理
由
と
し
て

　
（
1
）
　
戦
前
、
戦
時
を
通
じ
て
の
経
営
の
大
規
模
化
、
経
営
管
理
の
強
化
、

お
よ
び
諸
官
庁
向
童
類
の
激
増
に
よ
る
事
務
量
の
膨
大
化
、
事
務
内
容
の
複

雑
化
に
よ
る
事
務
経
費
の
絶
対
額
の
増
加
よ
り
す
る
事
務
経
費
の
検
討
へ
の

要
請
、
お
よ
び

　
（
2
）
　
戦
後
の
生
産
減
退
に
よ
る
事
務
経
費
の
相
対
的
増
加
に
よ
る
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

経
費
康
治
へ
の
要
請
に
基
く
も
の
で
あ
る
と
云
わ
れ
る
。

　
か
x
る
事
務
合
理
化
の
必
要
性
は
こ
N
に
改
め
て
論
ず
る
ま
で
も
な
い
が
、

狭
連
な
る
国
土
に
二
大
な
る
人
口
を
擁
し
、
貿
易
に
よ
る
経
済
自
立
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
が
ご
と
ぎ
経
済
事
情
に
加
え
て
、
敗
戦
の
打
撃
を
蒙
っ
た

我
が
国
に
と
っ
て
、
こ
の
事
務
合
理
化
の
問
題
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス

等
と
比
し
、
よ
り
切
実
で
あ
る
。

　
事
務
の
合
理
化
の
具
体
的
手
段
と
し
て
、
戦
後
我
が
国
で
も
つ
と
も
広
く

採
用
さ
れ
て
い
る
方
法
と
し
て
事
務
の
機
械
化
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、

こ
の
事
務
の
機
械
化
は
、
事
務
の
合
理
化
の
一
翼
と
し
て
考
慮
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
問
題
で
あ
り
、
単
に
事
務
機
械
の
導
入
を
以
て
の
み
充
分
そ
の
効
果
を

発
揮
し
う
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
屡
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
処
で
あ
る
。
こ

こ
に
必
要
な
限
り
に
お
い
て
事
務
の
も
つ
機
能
お
よ
び
役
割
に
つ
い
て
検
討

し
、
事
務
合
理
化
の
意
義
を
老
察
す
る
と
共
に
併
せ
て
事
務
機
械
の
も
つ
意

味
に
つ
い
て
若
干
の
老
察
を
試
み
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
註
－
）
　
戸
田
義
郎
「
会
計
事
務
考
察
の
立
場
」
神
戸
大
学
企
業
経
営
年
報
・
皿
四

　
七
頁
。

（
註
2
）
冒
亘
諺
』
き
身
も
y
6
帥
。
。
。
貯
箆
雪
塞
置
。
穿
①
o
。
。
・
轡
菊
①
音
。
島
β
這

　
も
ら
．
ω
・

一
　
藤
務
の
機
能
と
役
割

　
お
よ
そ
事
務
の
合
理
化
を
論
ず
る
に
際
し
、
先
づ
事
務
と
は
経
営
に
お
い

て
如
何
な
る
地
位
を
占
め
、
如
何
な
る
機
能
を
も
ち
如
何
な
る
役
割
を
果
た

し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
元
来
、
我
が
国
に
お
い
て
「
事
務
」
な
る
語
は
、
生
産
と
の
対
比
に
お
い

て
き
わ
め
て
広
い
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
生
産
活
動
以
外

の
経
営
内
活
動
は
す
べ
て
事
務
的
活
動
で
あ
る
と
し
、
生
産
部
門
を
除
く
い

か
な
る
種
類
の
部
門
を
も
事
務
部
門
と
し
て
包
括
す
る
が
ご
と
き
場
合
が
屡
・
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事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

々
あ
る
。
事
実
我
が
国
に
お
け
る
「
事
務
」
な
る
語
を
明
確
に
定
義
づ
け
る

に
困
難
な
点
は
甚
だ
多
い
。
こ
N
で
は
こ
の
問
題
は
さ
て
お
き
、
極
め
て
簡

単
な
事
例
を
用
い
て
現
実
の
事
務
の
動
き
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経

営
に
お
け
る
事
務
の
地
位
・
機
能
お
よ
び
役
割
に
つ
い
て
老
察
を
進
め
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

　
今
こ
瓦
に
、
註
文
生
産
を
行
う
機
械
製
造
販
売
会
社
を
仮
定
し
、
そ
の
事

務
活
動
を
な
が
め
て
み
る
こ
と
エ
す
る
。

　
（
1
）
　
顧
客
か
ら
の
註
文
は
、
営
業
部
受
註
係
、
で
受
付
け
ら
れ
る
。
受

註
係
は
二
通
の
受
註
票
を
作
成
す
る
。

　
（
2
）
　
④
受
註
票
の
う
ち
一
通
は
、
営
業
部
調
査
係
へ
送
ら
れ
、
こ
X
で

顧
客
の
信
用
調
査
が
行
わ
れ
る
。
⑭
他
の
一
通
の
受
註
票
は
製
造
部
お
よ
び

資
材
部
へ
送
ら
れ
、
当
該
受
註
品
の
見
積
価
額
が
計
算
さ
れ
、
完
成
予
定
日

が
決
定
さ
れ
、
営
業
部
受
註
係
へ
送
ら
れ
る
。

　
（
3
）
　
営
業
部
受
註
係
は
、
製
造
部
お
よ
び
資
材
部
か
ら
送
ら
れ
た
見
積

価
額
計
算
書
に
基
き
見
積
書
を
作
成
し
、
完
成
予
定
日
通
知
書
か
ら
完
成
予

定
日
を
知
り
受
註
契
約
締
結
の
た
め
の
準
備
を
整
え
る
。

　
（
4
）
　
営
業
部
調
査
係
の
調
査
の
結
果
、
受
註
が
可
決
さ
れ
る
と
、
受
註

係
は
顧
客
と
受
註
契
約
を
締
結
す
る
。

　
（
5
）
　
受
註
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
、
こ
の
契
約
に
基
い
て
種
々
の
書
類

が
作
成
さ
れ
る
。
受
註
係
は
、
④
製
造
部
製
造
指
図
書
係
へ
受
註
品
内
容
を

示
し
た
受
註
通
知
書
を
、
＠
経
営
首
脳
者
へ
受
註
報
告
書
を
送
る
と
共
に
、

⑤
経
理
部
へ
は
製
品
販
売
代
金
の
受
取
日
を
、
㊥
営
業
部
発
送
係
に
は
製
品

発
送
予
定
日
を
通
知
す
る
。

　
（
6
）
　
製
造
部
製
造
指
図
書
係
は
受
註
通
知
書
か
ら
製
造
指
図
書
お
よ
び

平
面
の
製
造
指
図
書
写
を
作
成
し
、
「
写
」
を
製
造
関
係
の
部
課
へ
伝
達
す
る
。

④
製
造
部
技
術
係
は
製
造
指
図
書
写
に
基
い
て
青
写
真
を
作
成
し
、
製
造
上

の
技
術
的
問
題
を
検
討
す
る
。
◎
製
造
部
生
産
管
理
係
は
製
造
指
図
書
の
写

に
基
き
、
当
該
受
註
品
製
造
の
た
め
に
作
業
員
お
よ
び
機
械
の
配
置
を
定
め
、

製
造
ス
ケ
ヂ
ュ
ー
ル
を
編
成
し
こ
れ
に
基
い
て
作
業
命
令
書
、
機
械
運
転
命

令
書
の
発
行
に
備
え
る
。
同
時
に
資
材
部
に
所
要
原
材
料
の
在
庫
を
照
会
す

る
Q

　
（
7
）
　
資
材
部
は
製
造
部
生
産
管
理
係
か
ら
の
照
会
に
よ
っ
て
所
要
原
材

料
の
倉
出
準
備
を
行
い
、
所
要
原
材
料
の
在
庫
な
き
場
合
は
購
買
係
に
指
定

の
期
日
ま
で
に
所
要
原
材
料
の
調
達
を
命
℃
る
。

　
（
8
）
　
営
業
部
発
送
係
は
受
註
係
よ
り
受
け
た
発
送
予
定
日
通
知
書
に
基

い
て
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
記
入
し
発
送
準
備
を
整
え
る
。

　
（
9
）
　
製
造
部
は
、
製
造
指
図
書
に
基
き
、
材
料
倉
出
請
求
書
を
作
成
し
、

資
材
部
か
ら
原
材
料
を
調
達
し
、
作
業
命
令
書
、
機
械
運
転
命
令
書
を
発
行

し
、
製
造
を
開
始
す
る
。
製
造
の
進
渉
に
伴
い
作
業
員
労
働
時
間
票
機
械
運

転
時
間
票
が
発
行
さ
れ
る
。
こ
れ
は
④
生
産
管
理
部
に
お
い
て
作
業
員
労
働

時
間
報
告
書
機
械
運
転
時
間
報
告
書
と
し
て
調
製
さ
れ
、
管
理
資
料
と
し
て

使
用
ざ
れ
る
。
更
に
こ
れ
に
基
い
て
製
造
進
行
表
が
作
成
さ
れ
、
管
理
に
使

用
さ
れ
る
と
共
に
顧
客
の
製
造
進
行
状
況
に
関
す
る
問
合
せ
に
応
答
す
る
の

に
用
い
ら
れ
る
。
◎
勤
労
部
に
お
い
て
は
作
業
員
労
働
時
間
票
に
基
い
て
給

与
計
算
の
基
礎
と
な
る
計
算
が
行
わ
れ
る
と
共
に
各
種
の
勤
労
統
計
が
作
成

さ
れ
る
。
㊦
経
理
部
に
お
い
て
は
、
作
業
員
労
働
時
間
票
、
機
械
運
転
時
間
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票
に
基
き
、
原
価
計
算
の
た
め
の
会
計
処
理
を
行
う
。

　
（
1
0
）
　
製
品
完
成
後
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
発
送
係
は
発
送
命
令
書
に
基

い
て
顧
客
に
発
送
す
る
Q

　
こ
の
よ
う
に
経
営
が
そ
の
本
来
の
目
的
と
す
る
活
動
、
す
な
わ
ち
、
こ
の

場
合
で
は
受
註
↓
製
造
↓
販
売
の
一
連
の
活
動
は
す
べ
て
事
務
に
よ
っ
て
支

持
さ
れ
、
享
務
を
通
し
て
管
理
さ
れ
る
。
又
、
こ
の
一
連
の
経
営
活
動
の
遂

行
に
伴
っ
て
す
べ
て
の
経
営
の
補
助
部
門
が
活
動
を
開
始
す
る
。
た
と
え
ば
、

原
材
料
の
調
達
の
必
要
が
あ
れ
ば
、
資
材
部
購
買
係
は
、
購
買
命
令
書
、
購

買
原
材
料
受
取
書
、
購
買
代
金
支
払
命
令
書
等
の
作
成
発
行
を
な
し
、
倉
庫

係
は
原
材
料
受
入
、
棚
卸
品
管
理
、
払
出
に
伴
う
書
類
の
作
成
発
行
を
な
し
、

叉
、
営
業
部
に
お
い
て
は
、
受
註
報
告
書
、
販
売
報
告
書
等
を
作
成
発
行
す

る
。
更
に
製
造
部
に
お
い
て
は
生
産
量
報
告
書
、
労
働
能
率
報
告
書
、
機
械

稼
動
時
間
報
告
書
が
作
成
発
行
さ
れ
る
。
一
方
こ
れ
ら
の
各
部
門
か
ら
給
与

計
算
の
た
め
の
基
礎
資
料
が
集
め
ら
れ
勤
労
部
へ
報
告
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
事
務
部
門
は
経
営
活
動
の
基
本
的
過
程
（
た
と
え
ば
受
註
↓

生
産
↓
販
売
）
が
開
始
さ
れ
（
た
と
え
ば
受
註
）
次
の
部
門
へ
伝
達
さ
れ
、

（
た
と
え
ば
営
業
部
（
受
註
）
↓
製
造
部
、
製
造
部
↓
営
業
部
（
販
売
）
）
、

営
理
さ
れ
、
停
止
さ
れ
る
と
云
う
反
覆
す
る
一
連
の
流
れ
に
よ
っ
て
動
か
さ

れ
る
機
構
で
あ
る
。

　
こ
の
事
務
は
形
式
的
に
は
、
分
類
・
記
録
・
計
算
・
整
理
等
の
作
業
で
あ

り
、
こ
れ
は
お
び
た
罰
し
い
量
の
し
か
も
複
雑
な
内
容
を
も
つ
書
式
、
報
告

書
の
調
製
お
よ
び
そ
の
伝
達
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
務
は
以
下
の
如
き
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

ち
、
経
営
者
の
予
測
と
予
算
統
制
事
務
に
よ
っ
て
資
金
計
画
と
生
産
活
動
計

画
が
樹
立
さ
れ
る
。
購
買
事
務
に
よ
っ
て
材
料
が
調
達
さ
れ
、
雇
傭
事
務
と

作
業
員
配
置
事
務
に
よ
っ
て
労
働
力
は
雇
傭
さ
れ
、
有
用
に
さ
れ
る
。
製
造

指
図
書
関
係
事
務
に
よ
っ
て
製
造
は
開
始
さ
れ
、
完
了
さ
れ
、
製
晶
の
引
渡

し
が
行
わ
れ
る
。
生
産
計
画
と
生
産
工
程
表
と
作
業
関
係
事
務
に
よ
っ
て
作

業
員
・
材
料
・
機
械
の
調
整
が
行
わ
れ
、
材
料
管
理
事
務
を
通
し
て
棚
卸
品

の
在
庫
が
管
理
さ
れ
、
陳
腐
化
に
よ
る
損
失
が
最
小
な
ら
し
め
ら
れ
る
。
会

藷
事
務
を
通
し
て
原
価
・
利
益
・
資
産
の
管
理
の
た
め
の
資
料
が
集
め
ら
れ

処
理
さ
れ
報
告
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
日
々
繰
返
え
さ
れ
る
活
動

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
経
営
の
基
本
的
活
動
を
支
持
す
る
た
め
の
補
助

的
活
動
で
あ
り
、
経
営
の
各
職
能
的
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
た
す
け
、
又
こ
れ

を
通
し
て
経
営
の
基
本
的
活
動
が
コ
ン
ト
p
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
争
務
の
機
能
と
役
割
は
、
単
に
上
例
の
機
械
製
造
会
社
の
み
な
ら
ず

あ
ら
ゆ
る
業
種
・
業
態
の
企
業
の
事
務
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
と
え

ば
金
融
会
社
、
保
険
会
社
、
交
通
会
社
、
商
事
会
社
、
鉱
業
会
社
等
々
に
お

け
る
事
務
に
つ
い
て
み
る
と
、
業
種
・
業
態
の
相
異
か
ら
来
る
事
務
機
構
の

相
異
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
流
れ
る
書
式
・
記
載
内
容
の
差
異
は
見
ら
れ
る
が
、

根
本
的
に
事
務
の
も
つ
機
能
と
そ
れ
の
果
た
す
役
割
に
は
差
異
は
な
い
。
特

に
金
融
会
社
・
保
険
会
社
の
ご
と
き
は
、
製
造
会
社
、
交
通
会
社
に
比
し
、

経
営
活
動
遂
行
の
上
に
事
務
の
占
め
る
比
重
は
よ
り
大
で
あ
り
、
事
務
部
門

を
度
外
視
し
て
は
そ
の
存
立
さ
え
考
え
ら
れ
な
い
。
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事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

二
　
事
務
の
種
類
と
特
徴

　
事
務
（
1
）
は
す
べ
て
一
定
の
機
構
を
前
提
と
し
既
述
の
ご
と
き
機
能
を

も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
機
構
の
上
か
ら
次
の
ご
と
く
分
け
ら
れ

る
。

　
（
1
）
　
事
務
作
業
（
。
げ
誉
巴
。
需
屋
ぎ
昌
）

　
（
2
）
事
務
手
続
（
肩
8
巴
霞
①
）

　
（
3
）
　
事
務
制
度
（
塁
。
・
8
§
亜
聖
。
8
含
お
）

　
（
4
）
事
務
組
織
（
自
σ
・
き
匿
鉱
8
亀
鷺
。
8
山
霞
①
）

　
事
務
作
業
と
は
所
謂
書
記
（
o
♂
時
）
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
作
業
で
あ
り
、

分
類
・
整
理
・
計
算
．
記
録
等
の
個
々
の
事
務
的
作
業
を
云
う
。
こ
れ
は
事

務
の
要
素
と
も
老
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
要
素
事
務
と
呼
ぶ
こ
と
も
出
来
る
。

　
事
務
手
続
と
は
、
連
続
し
た
事
務
作
業
の
こ
と
を
云
う
。
こ
れ
は
通
常
一

つ
又
は
そ
れ
以
上
の
部
門
の
個
人
叉
は
数
人
に
よ
っ
て
毎
月
繰
返
え
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

取
引
を
劃
一
的
に
処
理
す
る
た
め
に
は
設
定
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
た
と
え

ば
経
営
の
経
常
的
業
務
遂
行
に
関
連
し
た
事
務
手
続
と
し
て
は
、
購
買
千
務

手
続
、
材
料
請
求
事
務
手
続
、
作
業
員
雇
傭
事
務
手
続
、
製
造
指
図
為
関
係

事
務
手
続
、
財
務
手
続
、
現
金
出
納
事
務
手
続
等
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
い
つ
れ
も
所
定
の
目
的
に
し
た
が
っ
て
編
成
さ
れ
た
事
務
作
業
の
系
列
で

あ
り
、
事
務
処
理
過
程
の
単
位
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

す
べ
て
の
事
務
作
業
は
事
務
手
続
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
そ

の
本
来
の
意
味
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
務
手
続
は
、
　
（
a
）
い

か
な
る
仕
事
が
な
さ
れ
る
か
（
b
）
い
か
な
る
関
係
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

か
（
c
）
い
つ
、
い
か
な
る
段
階
で
な
さ
れ
る
か
一
順
序
と
タ
イ
ミ
ン
グ

の
問
題
－
i
i
に
よ
っ
て
定
式
的
な
（
h
自
陣
巴
）
事
務
手
続
と
定
式
的
で
な
い

（一

絈
宸
n
目
＝
日
ゆ
一
）
事
務
手
続
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
た
と
え
ば
、
材
料
払
出
事

務
手
続
の
ご
と
き
も
の
で
、
材
料
払
出
伝
票
が
送
ら
れ
る
と
こ
れ
を
機
械
的

に
材
料
受
払
簿
、
材
料
払
出
日
報
等
へ
記
帖
す
る
と
同
時
に
、
材
料
払
出
伝

票
を
作
成
し
、
こ
れ
を
経
理
関
係
の
部
課
お
よ
び
材
料
管
理
部
門
へ
送
る
が

ご
と
き
で
全
く
機
械
的
に
事
務
処
理
が
行
わ
れ
る
場
合
を
云
う
。
こ
の
よ
う

な
定
式
的
な
事
務
手
続
は
専
ら
文
書
処
理
が
そ
の
作
業
内
容
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ベ
ー
パ
ー
・
ワ
ー
ク
（
呂
調
雪
ぎ
時
）
の
大
部
分
は
こ
れ
に
属
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。
後
者
の
定
式
的
で
な
い
事
務
手
続
と
は
、
対
外
的
関
係
者
I

i
主
と
し
て
顧
客
一
に
直
接
関
係
す
る
部
門
に
お
い
て
見
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
た
と
え
ば
受
註
事
務
手
続
に
お
い
て
、
受
註
契
約
締
結
に
際
し
、
顧

客
の
要
求
に
し
た
が
っ
て
、
異
っ
た
契
約
手
続
を
と
る
必
要
の
あ
る
場
合
、

受
註
事
務
手
続
は
定
式
的
に
こ
れ
を
行
い
得
な
い
。
か
下
る
事
務
手
続
は
往

々
判
断
を
伴
う
亭
務
手
続
で
あ
り
、
経
営
活
動
の
遂
行
の
上
に
前
者
の
定
式

的
な
享
務
に
比
し
よ
り
重
要
な
意
味
を
も
つ
場
合
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
～
務
制
度
と
は
、
多
数
の
事
務
手
続
が
所
定
の
目
的
、
た
と
え
ば
会
計
生

産
管
理
等
の
目
的
に
し
た
が
っ
て
編
成
さ
れ
、
綜
合
的
な
プ
p
グ
ラ
ム
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

い
て
遂
行
さ
れ
る
と
云
う
事
務
活
動
形
態
の
謂
で
あ
る
。
た
と
え
ば
生
産
管

理
制
度
は
、
生
産
計
画
関
係
事
務
手
続
・
材
料
請
求
事
務
手
続
・
材
料
管
理

事
務
手
続
・
作
業
実
施
関
係
事
務
手
続
・
工
記
録
事
務
手
続
・
作
業
時
間
管

理
　
務
手
続
・
機
械
運
転
時
間
管
理
事
務
手
続
等
々
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ

の
場
合
、
個
々
の
事
務
手
続
は
そ
れ
み
＼
特
定
の
事
務
制
度
に
属
す
る
も
の
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で
は
な
く
、
た
と
え
ば
材
料
請
求
手
続
は
生
産
管
理
制
度
に
属
す
る
と
同
時

に
会
計
制
度
に
も
属
す
る
が
こ
と
く
、
二
つ
以
上
の
事
務
制
度
に
属
す
る
場

合
が
あ
り
、
叉
、
い
つ
れ
の
事
務
制
度
に
も
属
さ
な
い
事
務
手
続
も
あ
り
う

る
。　

事
務
組
絨
と
は
、
経
営
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
事
務
手
続
を
矯
蔵
し
た
概
念

で
あ
り
、
経
営
に
お
け
る
業
務
の
遂
行
・
管
理
統
制
の
た
め
の
機
構
で
あ
る
。

通
菅
事
務
組
織
と
云
う
場
合
、
単
に
機
構
の
み
の
間
直
で
は
な
く
、
経
営
職

能
、
管
理
職
能
の
ご
と
き
作
業
職
能
以
外
の
職
能
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
機

構
上
の
分
類
か
ら
事
務
作
業
・
事
務
手
続
・
事
務
制
度
と
並
列
的
に
は
論
じ

得
な
い
若
干
の
閑
題
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
分
類
の
関
係
上

事
務
手
続
の
総
括
的
概
念
と
し
て
の
意
味
か
ら
の
み
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す

る
。　

さ
て
、
こ
の
女
運
組
織
に
お
い
て
、
事
務
処
理
過
程
に
お
け
る
単
位
と
も

云
う
べ
き
事
務
手
続
の
特
徴
と
し
て
次
の
二
点
が
あ
げ
ら
れ
る
潭

　
先
づ
事
務
手
続
は
極
め
て
広
範
囲
に
互
っ
て
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
お
よ
そ
経
営
酋
長
に
お
い
て
事
務
手
続
の
設
定
を
み
な
い
部
門
は
な
く
、

更
に
経
営
の
あ
ら
ゆ
る
活
動
に
つ
い
て
事
務
手
続
が
関
連
し
な
い
も
の
は
な

い
。
た
と
え
ば
事
務
と
は
全
く
別
個
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
生

産
過
程
に
お
い
て
も
、
事
務
手
続
を
通
し
て
作
業
員
お
よ
び
材
料
の
流
れ
が

管
理
さ
れ
、
か
つ
事
務
手
続
に
よ
っ
て
作
業
員
と
機
械
が
い
か
に
能
率
的
に

結
び
つ
け
ら
れ
る
か
を
考
え
る
と
き
、
事
務
手
続
は
生
産
過
程
の
一
部
で
あ

る
と
さ
え
老
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
事
務
手
続
が
（
1
）
事
務
職
員
に
よ

っ
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
（
2
）
ベ
ー
パ
ー
・
ワ
ー
ク
が
そ
の
中
心
的
活
動
で

　
　
　
事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
産
と
は
別
箇
の
事
務
室
固
有
の
活
動
で
あ
る
と
の
概
念

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
次
に
事
務
手
続
は
、
こ
れ
を
通
し
て
あ
る
部
門
か
ら
他
の
部
門
へ
と
遂
次

そ
の
部
門
の
活
動
が
遂
行
さ
れ
、
こ
の
一
連
の
各
部
門
は
活
動
に
よ
っ
て
経

営
活
動
が
達
成
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
事
務
手
続
に
よ
っ
て
各
部

門
の
機
能
が
発
揮
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
事
務
手
続
に

よ
っ
て
部
門
相
互
闇
の
関
係
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ

は
事
務
手
続
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
で
あ
る
と
老
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
註
1
）
日
岡
・
乞
。
暢
。
『
。
ポ
。
。
e
周
Φ
暫
亀
三
晶
切
麟
ω
ぎ
。
。
㎝
憂
目
。
。
。
爵
同
“
客
メ
H
ゆ
罫

　
℃
・
H
P

（
註
2
）
事
触
．
宕
。
・
。
・
ず
・
江
匿
・
糟
娼
」
ρ

（
註
3
）
　
即
円
乞
①
霧
訂
却
ま
山
・
7
ひ
・

三
　
事
務
合
理
化
の
意
義
と
事
務
機
械
化
の
意
義

　
事
務
の
合
理
化
と
は
、
本
来
事
務
の
有
す
る
機
能
、
す
な
わ
ち
、
経
営
の

各
職
能
的
グ
ル
ー
プ
の
活
動
を
容
易
な
ら
し
め
、
そ
れ
を
か
つ
、
そ
の
活
動

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
用
具
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
と
も
有
効
に
、
し

か
も
可
能
な
限
り
最
低
の
費
用
で
発
揮
せ
し
め
る
よ
う
事
務
を
改
善
す
る
こ

と
を
云
う
。
こ
れ
は
、
畢
寛
、
事
務
能
率
を
向
上
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、

事
務
の
も
つ
機
能
を
強
化
し
、
単
位
当
り
の
事
務
経
費
の
節
減
を
通
じ
て
、

事
務
部
門
全
休
と
し
て
の
事
務
．
経
費
を
低
下
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
前
者
は
事
務
合
理
化
に
お
け
る
云
は
ゴ
積
極
的
目
的
と
考
え
ら

れ
、
後
者
は
消
極
的
目
的
と
云
え
る
。

　
事
務
合
理
化
は
具
体
的
に
は
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事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

　
（
1
）
　
事
務
作
業
時
間
と
作
業
努
力
（
践
。
詳
）
の
減
少

　
（
2
）
　
事
務
作
業
内
容
の
改
善

　
（
3
）
　
最
善
の
効
益
を
う
る
た
め
の
作
業
管
理
（
o
℃
①
旨
島
§
8
昌
＃
2
）
の

強
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

に
よ
っ
て
そ
の
目
的
を
達
成
し
う
る
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち

（
1
）
　
（
2
）
に
つ
い
て
は
事
務
作
業
を
構
成
す
る
三
つ
の
要
素
、
す
な
わ

ち　
（
1
）
　
事
務
作
業
方
法

　
（
2
）
　
書
式
の
内
容
（
作
業
対
象
）

　
（
3
）
　
事
務
作
業
の
流
れ
　
（
そ
の
作
業
の
属
す
る
作
業
系
列
）

　
を
検
討
し
、
こ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
。

　
（
1
）
の
事
務
作
業
方
法
は
大
別
し
て
手
記
的
方
法
と
機
械
的
方
法
に
分

け
る
こ
と
が
出
来
る
。
手
記
的
事
務
作
業
方
法
と
は
事
務
職
員
に
よ
る
分
類

・
記
録
・
計
算
等
の
個
々
の
事
務
作
業
の
意
味
で
あ
り
、
こ
れ
の
能
率
化
の

た
め
に
は
し
ば
し
ば
個
々
の
事
務
作
業
に
適
応
し
た
事
務
器
具
が
補
助
的
に

使
用
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
作
業
能
率
の
向
上
が
計
ら
れ
る
。
機
械
的
事
務
作

業
方
法
と
は
、
手
記
的
方
法
と
異
り
事
務
機
械
を
中
心
と
し
た
事
務
作
業
遂

行
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
計
算
に
つ
い
て
加
算
器
、
四
則
計
算
器
・
記

録
に
つ
い
て
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
等
の
単
一
の
機
能
を
も
つ
た
事
務
用
諸
機

械
が
使
用
さ
れ
る
と
共
に
、
更
に
進
ん
で
記
帖
式
会
計
機
、
穿
孔
カ
ー
ド
式

会
計
機
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
直
橋
式
会
計
機
械
は
、
記
録
と
計
算

の
機
械
的
方
法
で
あ
り
、
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
は
、
分
類
（
分
類
機
）

計
算
（
会
計
機
・
計
算
穿
孔
機
）
複
写
（
集
団
複
写
穿
孔
機
）
記
録
（
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

機
）
　
・
整
理
（
照
合
機
）
等
の
機
械
的
方
法
で
あ
る
。

　
（
2
）
の
書
式
の
内
容
に
つ
い
て
は
先
づ
当
該
事
務
活
動
の
目
的
に
適
応

し
た
内
容
が
と
ら
れ
て
い
る
か
否
か
、
書
式
の
内
容
は
経
営
に
と
っ
て
如
何

な
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
か
等
、
書
式
自
体
の
改
善
の
余
地
の
有
無

の
検
討
を
要
す
る
。
こ
れ
は
事
務
の
合
理
化
と
云
う
よ
り
む
し
ろ
事
務
に
与

え
ら
れ
た
任
務
を
再
検
討
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
後
、
当
書
類
が
処

理
さ
れ
る
べ
．
き
事
務
作
業
方
法
お
よ
び
事
務
作
業
の
流
れ
と
の
関
連
に
お
い

て
書
式
が
決
定
さ
れ
る
。

　
（
3
）
事
務
作
業
の
流
れ
と
は
書
式
が
い
か
な
る
順
序
と
タ
イ
ミ
ン
グ
に

よ
っ
て
流
さ
れ
る
か
と
云
う
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
の
検
討
は
事
務
作
業
の
能

率
向
上
の
た
め
に
、
更
に
事
務
部
門
の
機
能
向
上
の
た
め
に
重
要
な
問
題
を

呈
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
務
作
業
の
流
れ
の
合
理
化
は
そ
れ
に
よ
っ
て
事

務
作
業
を
減
少
せ
し
め
る
場
合
が
あ
る
と
共
に
事
務
作
業
の
平
均
化
す
る
上

に
貢
献
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
以
上
の
事
務
の
三
要
素
と
も
云
う
べ
き
事
務
作
業
方
法
・
書
式
・
流
れ
は

す
べ
て
個
々
に
考
慮
さ
る
べ
き
問
題
で
は
な
く
、
綜
合
的
に
取
上
げ
ら
れ
る

必
要
が
あ
る
。
と
云
う
理
由
は
三
者
が
い
ず
れ
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
何
れ
を
変
更
し
て
も
他
の
二
者
に
必
然
的
に
影
響
を
与
え
る

も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
事
務
の
機
械
化
は
事
務
作
業
方
法
を

手
記
的
方
法
か
ら
機
械
的
方
法
へ
変
更
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
そ
こ
に
流
れ
る
書
式
の
内
容
も
又
事
務
の
流
れ
も
変
更
が
加
え
ら
れ
る
。

又
書
式
の
内
容
を
合
理
化
す
る
に
よ
っ
て
、
事
務
作
業
の
一
部
が
排
除
さ
れ
、

あ
る
い
は
軽
減
さ
れ
流
れ
が
変
更
せ
し
め
ら
れ
る
。
事
務
作
業
の
流
れ
の
変
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更
は
事
務
作
業
の
増
減
を
伴
い
又
書
式
内
容
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
常

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
事
務
改
善
の
問
題
は
事
務
作
業
方
法
・
書
式
・
事
務
作
業
の

流
れ
に
つ
い
て
総
括
的
に
考
慮
さ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
の
何
れ

か
一
つ
叉
は
二
つ
の
要
素
の
み
取
上
げ
て
改
善
す
る
こ
と
は
、
合
理
化
の
効

果
を
充
分
発
揮
し
得
な
い
の
み
な
ら
ず
、
時
と
し
て
逆
効
果
と
な
る
場
合
す

ら
老
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
事
務
の
合
理
化
に
関
す
る
其
体
的
な
研
究
は
、
事
務
の
流
れ
の
研
究

を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら
事
務
作
業
系
列
の
単
位
を
構
成
す
る
事
務
手
続
に

つ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
事
務
手
続
は
そ
れ
ぞ
れ
任
意
の
事

務
制
度
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
何
れ
の
事
務
制
度
も
属
さ

な
い
事
務
手
続
と
云
え
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
事
務
手
続
と
密
切
な
関
連
を

有
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
の
関
連
事
務
手
続
と
の
関
係
を
考
慮
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
点
か
ら
特
別
の
例
外
を
除
き
個
々
の
事
務
手
続
を
単
独
に
取
上

げ
て
合
理
化
せ
ん
と
す
る
方
式
は
出
来
る
限
り
避
け
ね
ば
な
ち
ぬ
。
こ
の
こ

と
は
、
事
務
の
合
理
化
が
す
べ
て
の
事
務
手
続
に
つ
い
て
綜
合
的
に
実
施
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
綜
合
的
合
理
化
を
一
挙
に
実

施
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
困
難
で
あ
り
、
こ
瓦
に
個
々
の
事
務
手
続
に
つ
い

て
の
事
務
手
続
分
析
が
行
わ
れ
、
こ
の
分
析
結
果
の
綜
合
的
研
究
に
よ
っ
て

事
務
組
織
全
体
と
し
て
調
整
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
に
基
い
て
は
じ
め
て
事
務

合
理
化
計
画
が
樹
立
さ
れ
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
個
々
の
事
務
手
続
分

析
は
そ
れ
に
属
す
る
事
務
作
業
の
三
つ
の
要
素
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
ね

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
事
務
手
続
は
す
べ
て
所
定
の
目

事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

的
に
し
た
が
っ
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
事
務
処
理
上
の
要
素
と
し
て

事
務
作
業
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
っ
た
合
理
化
の
対
象
を
蔵
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
事
務
手
続
の
目
的
、
機
能
か
ら
す
る
作
業
量
お
よ
び
内
容
、
作
業

速
度
等
々
が
こ
れ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
事
務
作
業
の
具
体
的
な
研
究
分
析

は
事
務
手
続
分
析
と
同
時
に
併
行
し
て
，
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事

務
手
続
分
析
は
（
1
）
事
務
手
続
き
が
わ
め
て
広
範
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
（
2
）
事
務
手
続
の
規
模
、
内
容
は
き
わ
め
て
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
、

か
ら
広
範
に
亙
っ
て
し
か
も
事
務
手
続
に
応
じ
た
多
様
の
研
究
態
度
で
行
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
た
と
え
ば
次
の
如
き
要
領
で
行
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
事
務
手
続
の
研
究
一
事
務
の
一
貫
し
た
流
れ
の
初
め
か
ら
終
ま

で
の
研
究

　
（
2
）
　
事
務
手
続
の
目
的
の
決
定
一
事
務
手
続
が
設
定
さ
れ
て
い
る
本

来
的
な
目
的
の
確
認
と
そ
の
改
良
に
り
い
て
の
研
究

　
（
3
）
　
事
務
手
続
の
基
本
的
機
能
の
分
析
と
そ
の
改
善
の
可
能
性
の
検
討

　
（
4
）
　
事
務
手
続
の
作
業
露
語
は
複
雑
度
に
影
響
を
与
え
る
外
的
・
内
的

要
因
の
分
析

　
（
5
）
　
個
々
の
事
務
作
業
分
析
と
作
業
方
法
の
分
析

　
こ
の
事
務
手
続
分
析
と
共
に
事
務
制
度
分
析
が
行
わ
れ
る
。
事
務
制
度
分

析
と
は
、
事
務
制
度
を
単
位
と
し
て
、
そ
の
目
的
、
機
能
、
作
業
量
、
作
業

内
容
、
作
業
方
法
の
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
事
務
制
度
と
事
務

手
続
と
の
関
係
は
事
務
手
続
と
事
務
作
業
と
異
り
、
あ
る
事
務
手
続
が
二
つ

以
上
の
事
務
制
度
に
属
し
た
り
、
又
全
く
何
れ
の
事
務
制
度
に
も
属
さ
な
い

事
務
手
続
も
存
す
る
か
ら
、
事
務
制
度
の
研
究
は
事
務
手
続
と
密
接
な
る
連
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事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

携
を
保
ち
つ
＼
別
個
に
行
い
、
事
務
合
理
化
の
具
体
的
実
施
に
先
立
ち
事
務

制
度
・
手
続
・
作
業
を
綜
合
的
に
検
討
し
、
三
者
の
調
整
が
計
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
場
合
、
事
務
制
度
・
事
務
手
続
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
目
的
に
し
た
が

っ
て
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
と
し
て
事
務
制
度
合
理
化
の
観
点
か

ら
個
々
の
事
務
手
続
が
膨
脹
し
、
複
雑
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
生

産
管
理
制
度
の
合
理
化
は
こ
の
制
度
に
属
す
る
事
務
手
続
の
大
多
数
の
合
理

化
を
も
た
ら
す
で
あ
ら
う
が
、
場
合
に
よ
り
若
干
の
事
務
手
続
、
た
と
え
ば

作
業
現
場
に
お
け
る
管
理
資
料
蒐
集
の
範
囲
の
増
加
に
よ
る
事
務
手
続
が
拡

大
し
、
複
雑
化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
個
々
の
事
務
手
続
に

と
っ
て
、
事
務
制
度
の
合
理
化
が
事
務
手
続
の
合
理
化
を
意
味
し
な
い
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
事
務
手
続
と
事
務
作
業
と
の
関
係
に
つ
い
て

も
同
様
の
こ
と
を
云
い
う
る
。
こ
れ
ら
の
事
務
制
度
・
事
務
手
続
・
事
務
作

業
の
目
的
と
そ
の
合
理
化
の
た
め
の
調
整
は
、
綜
合
的
合
理
化
を
計
る
五
に

お
い
て
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
結
果
か
ら
は
じ
め
て
綜
合
的
な
事
務
合
理
化
実
施
計
画
が

樹
立
さ
れ
、
計
画
が
実
践
に
移
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
改
良
の
た
め
の
期
間

は
改
良
途
上
に
お
け
る
混
乱
を
避
け
る
た
め
可
能
な
限
り
短
時
日
に
実
施
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
綜
合
的
事
務
合
理
化
は

き
わ
め
て
広
範
に
認
り
、
し
か
も
多
種
多
様
な
事
務
作
業
分
析
を
中
心
と
す

る
こ
と
か
ら
綜
合
的
合
理
化
が
計
画
さ
れ
研
究
さ
れ
実
践
さ
れ
る
に
は
幾
多

の
年
月
と
を
要
し
、
か
つ
合
理
化
の
た
め
の
費
用
が
多
額
に
上
る
こ
と
は
容

易
に
想
像
し
う
る
処
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
事
務
分
析
は
屡
ヒ

行
う
も
の
で
な
く
、
一
旦
合
理
化
さ
れ
た
車
務
部
門
は
長
期
間
に
互
っ
て
完

全
に
合
理
化
さ
れ
た
事
務
機
構
と
し
て
存
続
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
叉
、
た

と
え
将
来
変
更
を
要
す
る
事
態
が
場
含
で
も
、
こ
の
研
究
調
査
の
資
料
に
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

き
容
易
に
変
更
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
務
の
合
理
化
に
当
っ
て
は
、
園
務
本
来
の
機
能
の
強
化
の
た

め
、
事
務
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
要
具
と
し
て
の
機
能
の
強
化
が
心
事
げ
ら
れ

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
こ
N
で
注
意
す
べ
き
は
享
務
報
門
自
体
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
機
能
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
事
務
部
門
が
そ
の
機
能
に
お
い
て
経
営
活
動
の
遂
行
に
不
可
欠
な
存
在

で
あ
り
、
し
か
も
事
務
活
動
が
経
営
者
に
と
っ
て
、
そ
の
経
営
（
目
導
9
。
α
q
①
ヨ
①
曇
）

の
た
め
に
き
わ
め
て
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
以
上
、
「
事
務
手
続
に
対

し
て
絶
え
ず
評
価
を
怠
ら
ず
、
そ
の
現
状
に
た
え
ず
監
視
を
怠
ら
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

う
こ
と
は
今
日
の
経
営
者
の
重
要
な
任
務
の
一
つ
で
あ
る
」
と
さ
へ
云
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
事
か
ら
無
二
部
門
は
管
理
の
機
能
を
有
す
る
と
同
時
に
、
事

務
管
理
制
度
が
綜
合
的
合
理
化
計
画
の
樹
立
に
老
輩
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

・
さ
て
、
事
務
の
機
械
化
と
は
事
務
作
業
の
方
法
の
変
更
の
意
味
で
あ
る
。

事
務
機
械
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
屡
ヒ
論
じ
ら
れ
る
処
で
あ
る
が
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

質
的
に
は
生
産
に
お
け
る
機
械
と
異
る
処
は
な
い
。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
相
異

と
し
て
は
前
者
が
動
力
の
機
械
化
と
云
う
点
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も

つ
の
に
対
し
、
事
務
機
械
に
お
い
て
は
知
的
労
働
と
呼
ば
れ
る
一
連
の
事
務

労
働
を
機
械
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
熟
練
の
移
転
を
通
し

て
作
業
能
率
を
高
め
、
経
費
の
低
滅
を
も
た
ら
す
点
に
お
い
て
は
生
産
に
お

け
る
機
械
と
そ
れ
が
も
つ
本
質
等
意
味
は
等
し
い
○
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こ
の
作
業
方
法
の
変
更
は
事
務
作
業
、
事
務
手
続
お
よ
び
事
務
刮
度
に
軍

変
な
影
響
を
与
え
る
。
た
と
え
ば
機
械
化
に
よ
る
人
的
労
働
の
排
除
と
云
う

点
を
別
と
し
て
、
こ
れ
を
事
務
作
業
の
面
か
ら
眺
め
る
と
き

　
（
1
）
　
個
々
の
事
務
作
業
が
著
し
く
迅
速
化
さ
れ
、
正
確
化
さ
れ
る
。

　
（
2
）
　
書
式
に
お
い
て
は
、
過
去
の
手
記
的
作
業
方
法
に
お
い
て
使
用
し

た
も
の
か
ら
標
準
化
さ
れ
る
。

　
（
3
）
　
事
務
作
業
の
流
れ
は
機
械
化
に
よ
っ
て
生
産
過
程
に
お
け
る
と
同

様
、
機
械
を
中
心
と
し
た
流
れ
に
改
め
ら
れ
る
と
共
に
、
機
械
的
作
業
方
法

に
よ
り
、
時
と
し
て
根
本
的
に
変
更
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
穿
孔
カ
ー
ド
式
会

計
機
械
に
お
い
て
は
、
そ
の
事
務
処
理
の
迅
速
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
過
去

の
伝
統
的
手
記
的
事
務
処
理
方
式
と
異
り
、
一
群
の
機
械
の
組
合
せ
を
変
え

て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
異
っ
た
事
務
作
業
の
流
れ
を
形
成
さ
せ
、
次
ぎ
次
ぎ
と

異
っ
た
事
務
手
続
を
機
械
の
組
合
せ
の
上
に
具
現
さ
せ
こ
れ
を
遂
行
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
手
記
的
事
務
手
続
と
は
全
く
異
っ
た
事
務
処
理
方
式
を

と
る
も
の
と
語
え
る
。
こ
の
事
務
処
理
方
式
の
変
化
は
大
型
電
子
式
計
算
機

の
段
階
に
至
り
更
に
徹
底
的
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
事
務
作
業
遂
行
上
の
変
化

は
、
事
務
手
続
に
と
っ
て
そ
れ
の
も
つ
機
能
が
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ
る
結
果

と
な
る
。
こ
れ
は
事
務
制
度
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
を
云
い
う
る
。

　
事
務
の
合
理
化
が
事
務
経
費
の
節
減
な
い
し
は
事
務
部
門
の
機
能
の
強
化
、

す
な
わ
ち
、
経
営
活
動
の
補
助
的
活
動
と
し
て
の
機
能
な
い
し
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
手
段
と
し
て
の
機
能
の
強
化
を
そ
の
目
標
と
す
る
限
り
事
務
の
機
械
化

は
事
務
合
理
化
に
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
が
、
か
」
る
効
果
は
す
べ
て
巖
密

な
る
享
務
手
続
な
い
し
事
務
制
度
分
析
研
究
の
結
果
、
事
務
組
織
の
綜
合
的

事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

合
理
化
研
究
に
墓
き
適
切
な
る
機
械
を
適
切
な
る
頑
域
に
適
切
に
使
用
し
て

こ
そ
、
は
じ
め
て
期
待
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
事
務
合
理
化
の
た
め
の
こ
の

事
前
的
研
究
を
経
る
こ
と
な
く
、
単
に
機
械
化
の
た
め
に
機
械
を
導
入
し
、

事
務
機
械
に
適
合
す
る
よ
う
書
式
と
事
務
作
業
の
流
れ
を
変
更
す
る
の
み
を

以
て
機
械
化
を
計
っ
て
も
そ
の
効
果
を
充
分
発
揮
し
得
な
い
の
み
な
ら
ず
却

っ
て
事
務
部
門
を
混
乱
に
陥
れ
る
場
合
す
ら
考
え
ら
れ
る
。

　
事
務
合
理
化
の
実
施
に
関
し
て
上
述
の
如
く
事
務
組
織
に
つ
い
て
綜
合
的

研
究
し
合
理
化
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
、
特
定
の
砂
面
作
業
・
事
務
手

続
叉
は
事
務
制
度
．
の
み
の
合
理
化
を
計
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
綜
合

的
合
理
化
の
実
施
を
長
期
に
亙
っ
て
徐
々
に
行
う
場
合
が
こ
れ
で
あ
り
、
又

特
定
事
務
作
業
の
み
が
い
ち
じ
る
し
く
事
務
量
が
大
で
あ
る
場
合
、
こ
れ
に

つ
い
て
の
み
限
定
し
て
の
合
理
化
を
計
る
場
合
、
た
と
え
ば
給
与
計
算
事
務

手
続
・
生
産
管
理
制
度
等
、
特
定
の
事
務
手
続
・
事
務
倒
度
の
み
を
対
象
と

し
て
合
理
化
す
る
場
合
等
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
綜
合
的
合
理
化
に
対

し
部
分
的
合
理
化
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
特
に
特
定
事
務
作
業
の
機
械

化
に
よ
る
経
費
節
減
と
か
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
強
化
等
、
綜
合
的
な
合
理
化

効
果
を
期
待
し
な
い
で
、
事
務
上
、
経
費
面
か
ら
叉
は
作
業
量
か
ら
間
題
と

な
る
点
に
関
し
て
の
み
合
理
化
る
計
る
場
合
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
こ
の
場
合
、

合
理
化
の
対
象
と
し
て
の
範
囲
は
限
定
さ
れ
、
そ
の
破
究
な
い
し
、
実
施
は

比
較
的
容
易
で
あ
る
た
め
、
合
理
化
は
短
時
日
に
し
か
も
少
い
経
費
で
実
施

さ
れ
る
。

（
註
1
）
　
即
男
Z
①
器
畠
。
】
L
露
』
‘
男
．
一
ト
。

（
謎
2
）
関
・
閏
・
2
霧
蓬
』
と
●
ら
」
o
・
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事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

（
註
3
）

（
註
4
）

（
註
5
）

開
・
閃
・
2
2
聾
。
凝
鮒
鼻
Ψ
や
刈
鱒
．

切
●
二
宮
。
雪
げ
。
重
工
箪
脚
甲
c
Q
．

ρ
Q
。
三
8
炉
蜜
器
，
ぎ
①
諺
8
8
三
営
α
q
w
同
醤
O
も
も
為
～
P

四
事
務
合
理
化
と
事
務
機
械
の
種
類

　
既
述
の
ご
と
く
事
務
の
機
械
化
が
事
務
合
理
化
に
貢
献
す
る
処
は
き
わ
め

て
大
で
あ
る
が
、
こ
玉
で
各
種
の
事
務
機
械
の
特
徴
に
つ
い
て
若
干
の
老
察

を
試
み
る
。
お
よ
そ
事
務
機
械
と
は
、
す
べ
て
個
々
の
事
務
作
業
の
機
械
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
機
械
の
種
類
に
よ
り
単
一
の
事

務
作
業
（
た
と
え
ば
記
録
・
分
題
・
計
算
等
）
の
た
め
の
機
械
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
の
二
つ
以
上
を
複
合
的
に
機
械
化
す
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
、
広
く

一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
事
務
機
械
の
種
類
は
き
わ
め
て
多
い
が
、
こ
れ
は

王
述
の
観
点
か
ら
次
の
如
く
大
恥
し
う
る
。

　
（
1
）
　
事
務
用
加
算
器
、
四
則
計
算
機
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
複
写
器
、

謄
写
器
等
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
（
2
）
　
記
帖
式
会
計
機
そ
の
他

　
（
3
）
　
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
（
4
）
　
大
型
電
子
式
計
算
機
械

　
こ
の
う
ち
、
　
（
1
）
の
專
務
用
加
算
器
、
四
則
計
算
機
カ
イ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、

複
写
器
、
騰
写
器
等
々
は
、
す
べ
て
個
々
の
事
務
作
業
の
機
械
化
を
対
象
に

考
察
さ
れ
た
単
一
の
機
能
を
も
つ
機
械
で
あ
り
、
事
務
作
業
の
種
類
に
応
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
作
業
に
つ
い
て
種
々
の
も
の
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。
た
と

え
ば
記
録
作
業
に
つ
い
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
チ
ェ
ク
・
ラ
イ
タ
ー
等
、
計
算

作
業
に
つ
い
て
は
加
算
器
・
四
則
計
算
機
等
が
あ
り
、
更
に
特
殊
な
専
務
作
業

と
し
て
は
貨
幣
計
算
に
対
し
て
硬
貨
計
算
機
・
紙
幣
計
算
機
、
丈
書
整
理
作
業

に
お
け
る
封
筒
の
開
封
の
た
め
の
開
封
器
、
封
絨
の
た
め
の
封
絨
器
、
又
書

類
の
半
折
そ
の
他
の
紙
折
作
業
の
紙
折
器
に
至
る
ま
で
老
案
さ
れ
て
い
る
。

　
（
2
）
　
記
帖
式
会
計
機
と
は
記
録
と
計
算
（
三
三
お
よ
び
横
算
）
を
同
時

に
行
う
機
械
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
数
種
類
の
書
類
に
転
記
す
る

こ
と
の
出
来
る
機
械
で
あ
り
、
こ
れ
の
特
徴
は
二
つ
以
上
の
事
務
作
業
を
複

合
的
に
行
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
一
種
類
に
属
す
る
も
の
と
し
て
分
類

統
計
機
（
分
類
・
計
算
・
作
表
を
同
時
に
行
う
）
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
れ
ら
の
機
械
は
個
々
の
事
務
作
業
を
対
象
と
し
た
機
械
か
ら
発
達
・

進
歩
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
務
作
業
を
複
合
的
に
機
械
化
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
事
務
手
続
の
一
部
な
い
し
全
部
の
機
械
化
を
対
象
と
し
て
老
案
さ
れ

て
い
る
点
に
、
前
述
個
々
の
事
務
作
業
を
対
象
と
し
て
い
る
機
械
と
著
し
い

差
異
を
み
る
こ
と
が
出
来
る
Q

　
（
3
）
　
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
と
は
前
二
者
と
異
り
独
立
し
た
多
数
の

異
っ
た
機
械
の
一
群
か
ら
な
り
、
穿
孔
カ
ー
ド
を
媒
介
と
し
て
一
連
の
事
務

処
理
過
程
を
一
貫
し
て
機
械
化
す
る
点
に
そ
の
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

本
機
械
の
事
務
処
理
能
力
は
き
わ
め
て
大
で
あ
る
か
ら
機
械
化
は
相
当
量
の

事
務
量
が
あ
る
領
域
に
つ
い
て
の
み
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
機
械
は
本
来
、
統

計
機
械
と
し
て
老
妻
さ
れ
、
後
、
　
一
般
の
事
務
処
理
に
も
適
用
さ
れ
る
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
穿
孔
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
カ
ー
ド

に
穿
孔
さ
れ
た
原
資
料
を
何
回
も
使
用
出
来
る
点
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

た
と
え
ぽ
、
販
売
伝
票
の
内
容
が
販
売
カ
ー
ド
に
穿
孔
さ
れ
だ
と
す
る
と
、
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そ
の
カ
ー
ド
は
商
品
面
識
の
記
録
に
用
い
ら
れ
る
他
、
得
意
先
一
7
0
帖
・
販
売

日
報
等
の
記
録
に
も
そ
の
ま
＼
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
商
品
別
得
意

先
販
売
統
計
表
・
地
方
別
商
品
別
販
売
統
計
表
、
得
意
先
別
商
品
別
統
計
表

等
の
作
成
に
も
使
用
し
う
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
カ
ー
ド
の
多
面
的
利
用

で
あ
る
が
、
更
に
こ
の
カ
ー
ド
を
用
い
て
、
叉
は
他
の
カ
ー
ド
に
複
写
穿
孔

し
て
（
こ
れ
は
複
写
穿
孔
機
器
冥
。
含
。
ぎ
α
⇒
陰
暮
貫
鮎
毛
一
ざ
9
証
昌
㎝
も
旨
島
に

よ
っ
て
自
動
的
に
行
わ
れ
る
。
）
　
販
売
関
係
以
外
の
事
務
手
続
た
と
え
ば
集

金
関
係
事
務
手
続
、
商
品
在
庫
管
理
事
務
手
続
等
に
も
使
用
し
う
る
も
の
で

　
（
4
）

あ
り
、
こ
Σ
に
本
機
の
も
っ
と
も
重
要
な
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て

穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
は
二
つ
以
上
の
事
務
手
続
の
機
械
化
を
対
象
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
更
に
種
々
の
事
務
手
続
を
機
械
の
組
合
せ
を
変
え
る
こ
と

に
よ
り
機
械
的
に
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
事
務
制
度
を
対
象
と
す
る
機
械
で

　
　
　
　
　
（
5
）

あ
る
と
云
え
る
。
叉
、
穿
孔
カ
ー
ド
は
前
述
の
ご
と
く
異
っ
た
事
務
手
続

（
た
と
え
ば
原
価
計
算
．
手
続
と
給
与
計
算
手
続
）
更
に
は
異
っ
た
の
事
務
制

度
（
た
と
え
ば
会
計
制
度
と
生
産
管
理
制
度
）
に
お
け
る
事
務
処
理
に
も
き

わ
め
て
有
効
に
使
用
し
う
る
点
か
ら
二
つ
以
上
の
事
務
手
続
叉
は
事
務
制
度
、

更
に
は
事
務
組
織
全
体
の
機
械
化
を
目
的
と
す
る
も
の
と
も
超
え
る
こ
と
が

出
来
る
。

　
（
4
）
　
大
型
電
子
式
計
算
機
械
と
は
、
第
二
次
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
、
急
速

に
発
達
を
み
た
大
型
電
子
計
算
機
を
事
務
処
理
用
と
し
て
改
良
、
発
達
せ
し

め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
原
資
料
を
す
べ
て
電
子
の
形
に
変
え
電
子
回

路
に
よ
り
、
大
量
で
し
か
も
複
雑
な
一
連
の
事
務
処
理
を
き
わ
め
て
迅
速
に
、

か
つ
自
動
的
に
行
う
機
械
で
あ
る
。
こ
れ
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
動
力
の
機

事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

械
化
を
中
心
と
し
た
か
の
産
業
革
命
に
対
し
、
知
的
労
働
の
機
械
化
で
あ
り

こ
れ
に
よ
っ
て
経
営
方
法
に
飛
躍
的
進
歩
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
し
、
現
在
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

第
二
次
産
業
革
命
が
行
わ
れ
つ
x
あ
る
と
説
く
人
も
あ
る
。
こ
れ
の
特
徴
は
、

従
来
の
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
に
比
し
飛
躍
的
に
高
速
で
あ
る
こ
と
か
ら

タ
イ
ム
リ
ー
に
資
料
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
更
に
従
来
が
穿
孔
カ
ー
ド
式
会

計
機
械
に
よ
っ
て
処
理
し
得
な
い
と
さ
れ
て
い
た
分
野
ま
で
も
機
械
化
し
得

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
種
の
機
械
は
原
資
料
を
電
子
の
形
に
変
え
電
子
回
路

で
処
理
す
る
こ
と
か
ら
そ
の
記
憶
、
再
製
は
容
易
で
あ
り
、
穿
孔
カ
ー
ド
式

会
計
機
械
に
お
け
る
が
ご
と
き
資
料
の
多
面
的
利
用
も
よ
り
容
易
な
も
の
で

あ
る
。
こ
の
点
か
ら
大
型
電
子
式
計
算
機
械
も
事
務
制
度
な
い
し
事
務
組
織

を
対
象
と
し
た
も
の
と
云
え
る
。
一
般
に
］
台
の
事
務
機
械
の
も
つ
能
力
が

大
な
れ
ば
大
な
る
程
、
事
務
処
理
は
機
械
担
当
部
課
に
お
い
て
集
中
的
に
行

わ
れ
る
傾
向
を
も
つ
こ
と
は
機
械
使
用
効
率
か
ら
み
て
当
然
で
あ
る
が
、
穿

孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
（
こ
の
場
合
は
個
々
の
独
立
し
た
機
械
で
は
な
く
事

務
処
理
の
た
め
の
一
群
の
機
械
、
簡
単
に
は
機
械
室
の
能
力
を
指
す
）
の
場

合
に
比
し
電
子
式
会
計
機
械
の
場
合
は
こ
れ
が
一
層
顕
著
と
な
る
。
ア
メ
リ

カ
に
お
い
て
は
、
各
部
門
（
工
場
・
営
業
所
等
）
デ
ー
タ
ー
「
・
プ
ロ
セ
シ
ン

グ
・
セ
ン
タ
ー
（
匿
♂
嘆
。
8
の
。
。
言
α
q
。
①
三
零
）
を
設
け
、
そ
こ
か
ら
原
資
料
計

機
を
テ
レ
タ
イ
プ
叉
は
磁
気
テ
ー
プ
の
形
で
機
械
中
心
点
（
電
予
式
会
を
設

備
し
た
事
務
処
理
部
門
）
へ
送
り
、
こ
x
で
集
中
的
に
事
務
処
理
を
行
う
方

式
が
と
ら
れ
て
い
る
Q

　
以
上
の
諸
点
か
ら
事
務
機
械
は
簡
単
に
は

　
（
1
）
　
個
々
の
事
務
作
業
を
対
象
と
す
る
も
の
－
計
算
器
、
タ
イ
プ
ラ
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事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

イ
タ
ー
等

　
（
2
）
　
事
務
手
続
を
対
象
と
す
る
も
の
一
記
帳
式
会
計
機
そ
の
他
、

（
3
）
　
二
つ
以
上
の
事
務
手
続
、
事
務
制
度
な
い
し
事
務
組
織
を
対
象
と
す

　
る
も
の
一
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
、
電
子
式
会
計
機

　
に
区
分
し
て
追
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
ら
は
事
務
の
機
械
化
に
際
し
、

機
械
化
せ
ん
と
す
る
範
囲
に
応
じ
て
、
こ
の
機
械
の
特
徴
に
し
た
が
っ
て
適

用
す
る
こ
と
が
機
械
化
の
効
果
の
上
か
ら
望
ま
し
い
。
た
と
え
ば
事
務
量
が

大
な
る
限
り
事
務
組
織
叉
は
事
務
制
度
の
機
械
化
に
つ
い
て
は
穿
孔
カ
ー
ド

式
会
計
機
な
い
し
電
子
式
計
算
機
、
事
務
手
続
の
機
械
化
に
つ
い
て
は
記
帳

式
会
計
機
そ
の
他
を
採
用
す
る
方
が
、
事
務
組
織
叉
は
事
務
制
度
の
機
械
化

に
多
数
の
記
帳
式
会
計
機
を
使
用
し
、
逆
に
事
務
量
の
比
較
的
重
な
る
個
々

の
事
務
手
続
に
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
詩
正
身
は
電
子
式
会
計
機
を
使
用
す
る
よ

り
、
よ
り
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
注
目
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

か
民
る
事
務
組
織
な
い
し
事
務
制
度
を
対
象
と
す
る
機
械
は
組
織
な
い
し
胡

度
の
機
械
化
に
は
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
が
個
々
の
事
務
手
続
な
い
し
事
務

作
業
の
機
械
化
に
と
っ
て
は
必
ず
し
も
有
効
で
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
特
定
の
事
務
制
度
が
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
に
よ
っ
て
機

械
化
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
こ
の
制
度
に
属
す
る
す
べ
て
事
務
手
続
は

完
全
に
機
械
化
さ
れ
る
も
の
と
は
必
ら
ず
、
時
と
し
て
機
械
化
し
得
な
い
事

務
手
続
な
い
し
、
　
一
部
分
だ
け
し
か
機
械
化
さ
れ
な
い
事
務
手
続
が
存
す
る

こ
と
が
あ
る
Q
こ
の
こ
と
は
た
と
え
ば
原
初
取
引
（
鼠
α
q
ぎ
巴
＃
碧
・
。
9
a
8
）

に
関
す
る
事
務
作
業
の
機
械
化
に
お
い
て
は
穿
孔
力
；
ド
式
会
計
機
は
必
ず

し
も
有
効
で
は
な
く
、
こ
＼
で
は
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
と
記
帳
式
会
計
機

の
連
働
が
考
慮
さ
れ
、
事
実
実
施
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ

ろ
う
。

　
さ
て
、
以
上
事
務
機
械
の
も
つ
機
能
か
ら
そ
れ
が
適
用
さ
る
べ
き
事
務
領

域
に
つ
い
て
の
べ
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
事
務
の
綜
合
的
合
理
化
計
画

に
亡
い
て
そ
の
導
入
の
可
否
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
は
去
う

ま
で
も
な
い
。

　
お
よ
そ
事
務
の
綜
合
的
合
理
化
に
お
け
る
機
種
の
撰
択
は
、
各
種
の
機
械

を
導
入
し
た
場
合
に
お
け
る
事
務
経
費
の
節
減
の
程
度
と
、
機
械
化
に
よ
る

事
務
部
門
の
機
能
の
強
化
の
程
度
と
云
う
効
果
の
予
測
に
基
い
て
比
較
検
討

さ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
綜
合
的
合
理
化
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
も

業
種
・
業
態
に
よ
り
そ
こ
で
処
理
さ
れ
る
事
務
量
、
事
務
内
容
が
異
る
限
り
、

上
述
の
事
務
機
械
の
機
能
的
に
み
た
適
用
領
域
が
そ
の
ま
N
妥
当
す
る
も
の

で
は
な
い
。
た
と
え
ば
個
々
の
事
務
作
業
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
事
務
用
機

械
（
前
述
の
分
類
に
お
い
て
は
（
1
）
に
お
け
る
計
算
機
・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
を
指
す
）
を
導
入
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
機
械
化
が
可
能
で
あ
る
と
共
に
、

す
べ
て
の
事
務
手
続
に
出
来
る
限
り
不
落
式
会
計
機
等
の
事
務
作
業
複
合
的

機
械
化
を
計
っ
た
機
械
を
導
入
し
て
機
械
化
す
る
こ
と
も
又
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
場
合
は
綜
合
的
見
地
か
ら
何
れ
の
事
務
作
業
・
事
務
手
続
・
事
務

制
度
が
機
械
化
さ
る
べ
き
か
が
充
分
に
検
討
さ
れ
、
そ
の
効
果
が
最
も
大
と

な
る
よ
う
、
事
務
作
業
用
諸
機
械
、
記
憶
式
会
計
機
が
適
所
に
配
置
さ
れ
使

用
さ
れ
る
。

　
事
務
機
械
化
実
施
上
、
特
に
注
意
す
べ
き
事
項
と
し
て
以
上
の
他
に
機
種

に
よ
り
手
記
的
作
業
方
式
か
ら
機
械
的
作
業
方
式
へ
の
移
行
の
難
易
と
云
う
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点
が
老
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
、
そ
れ
と
関
連
し
て
綜
合
的
機
械

化
の
実
施
凶
聞
、
す
な
わ
ち
機
械
導
入
後
、
短
時
日
の
間
に
機
械
化
す
る
か
、

長
期
間
に
亙
っ
て
徐
々
に
機
械
化
す
る
か
と
の
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
部
分
的
合
理
化
に
お
け
る
機
械
化
は
事
務
制
度
に
つ
い
て
、
事
務
手
続
に

つ
い
て
、
事
務
作
業
に
つ
い
て
遇
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
事
務
制
度
に

つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
に
応
じ
て
各
種
の
機
械
が
比
較
研
究
さ
れ
る
が
、
事

務
手
続
、
事
務
作
業
に
つ
い
て
は
前
者
に
お
い
て
は
記
帖
式
会
計
機
、
事
務

作
業
用
諸
機
械
が
比
較
研
究
さ
れ
、
事
務
作
業
に
つ
い
て
は
当
該
事
務
作
業

に
適
す
る
事
務
用
心
機
械
が
採
用
さ
れ
る
。

（
註
1
）
　
お
よ
そ
、
い
か
な
る
事
務
機
械
も
、
本
質
的
に
は
個
々
の
事
務
作
業
の
機

　
械
化
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
は
記
録
・
分
類
・
計

　
算
・
整
理
等
の
個
々
の
事
務
事
作
業
を
機
械
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
機
械
の
特

　
性
に
よ
り
、
多
種
の
事
務
作
業
を
同
時
に
機
械
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
特

　
徴
を
も
つ
。

（
註
2
）
記
帳
式
会
計
機
と
は
所
謂
ぎ
。
葬
8
冒
α
・
舞
。
田
琴
を
本
う
。
こ
製
に
云

　
う
そ
の
他
と
は
、
記
帳
式
会
計
機
と
同
一
種
類
に
属
す
る
分
類
統
計
機
（
曽
諺
蓄
ぴ

　
目
碧
註
器
）
等
を
示
す
。

（
註
3
）
　
大
型
電
子
式
計
算
機
械
と
は
、
た
と
え
ば
閑
・
菊
・
d
竃
〈
〉
φ
明
ン
O
噸
O
閑
O
・

　
2
H
ρ
H
切
・
尾
・
－
国
・
∪
“
男
・
冨
●
（
o
『
o
訂
〇
三
〇
留
鼠
唱
o
o
①
。
・
ω
一
昌
α
q
ヨ
零
窪
昌
。
）
の
ご
と
く
一

　
連
の
事
務
処
理
を
自
動
的
に
行
う
機
械
で
、
電
子
回
路
を
採
用
す
る
小
型
電
子
計

　
算
機
又
は
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
の
一
部
を
構
成
す
る
電
子
式
計
算
穿
孔
機
の

　
謂
で
は
な
い
。

（
註
4
）
　
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
に
よ
る
資
料
の
多
面
的
利
用
と
し
て
同
一
力
ー
ド

　
の
多
面
的
利
用
と
異
種
カ
ー
ド
へ
の
複
写
に
よ
る
多
面
的
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。

　
機
械
の
能
率
的
使
用
の
点
か
ら
今
日
で
は
後
者
に
特
に
重
点
が
お
か
れ
る
。

（
註
5
）
　
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
を
単
一
の
事
務
手
続
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
そ
れ

事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

　
に
よ
っ
て
事
務
経
費
の
節
減
な
い
し
事
務
手
続
の
強
化
が
も
た
ら
さ
れ
る
限
り
有

　
効
で
あ
り
、
現
に
給
与
計
算
手
続
等
比
較
的
事
務
量
の
多
い
事
務
手
続
の
み
に
使

　
用
さ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
機
械
の
も
つ
機
能
的
特
徴
を
充
分

　
発
揮
し
得
な
い
。
故
に
、
機
能
面
か
ら
考
え
る
限
り
、
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
を

　
単
一
の
事
務
手
続
に
使
用
す
べ
き
で
は
な
い
。

（
註
6
）
O
』
9
巳
d
Z
同
ぐ
》
ρ
ま
毒
巳
げ
琶
器
。
・
。
。
・
巴
睾
。
貯
㎝
‘
ち
巽

む

す

び

　
以
上
、
事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化
の
若
干
の
基
本
的
問
題
点
に
つ

い
て
考
察
を
進
め
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

　
（
一
）
　
事
務
の
合
理
化
は
全
事
務
部
門
に
つ
い
て
事
務
作
業
分
析
を
経
て

綜
合
的
に
検
討
さ
れ
た
上
下
施
さ
れ
る
こ
と
、

　
（
二
）
　
事
務
の
機
械
化
は
、
か
x
る
綜
合
的
見
地
か
ら
そ
の
適
用
領
域
お

よ
び
適
用
方
法
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
適
用
領
域
に
応
じ
た
機
械
が
採
用
さ
れ

る
こ
と
、

　
（
三
）
　
事
務
の
機
械
化
に
際
し
て
、
機
械
化
の
範
囲
を
異
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
使
用
さ
る
べ
き
事
務
機
械
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
事
務

組
織
叉
は
事
務
制
度
を
基
準
と
し
て
機
械
化
を
実
施
す
る
か
、
事
務
手
続
あ

る
い
は
事
務
作
業
を
基
準
と
し
て
機
械
化
す
る
か
に
よ
り
機
械
の
種
類
が
定

ま
る
こ
と
。

　
（
四
）
　
事
務
機
械
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
事
務
組
織
・
制
度
・
手
続
・

作
業
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
、
唯
一
種
だ
け
の
機
械
を
以
て
し
て
は
事

務
の
綜
合
的
機
械
化
を
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
が
多
い
。
し
た
が

っ
て
同
一
企
業
内
で
、
各
種
の
機
械
が
使
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
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事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

　
が
あ
げ
ら
れ
る
。

事
務
合
理
化
の
問
題
は
、
経
営
の
業
種
・
業
態
に
よ
つ
、
て
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
こ

に
発
生
す
る
問
題
と
異
に
す
る
。
こ
の
こ
と
は
事
務
の
機
械
化
に
つ
い
て
も

同
様
の
こ
と
が
云
え
る
。
こ
れ
ら
事
務
合
理
化
な
い
し
事
務
機
械
化
の
困
難

は
多
大
の
手
数
と
長
期
に
互
る
日
時
が
必
要
で
あ
る
が
、
諸
外
国
に
比
し
、

こ
の
分
野
で
特
に
立
お
く
れ
の
見
ら
れ
る
我
が
国
に
お
い
て
最
も
急
を
要
す

る
問
題
と
考
え
ら
れ
る
。
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維
濟
経
螢
研
究
所
企
業
経
鼻
科
定
例
研
究
會

第
七
十
二
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
十
日
）

目
8
低
翼
法
に
つ
い
て

渡

邊

進

　
棚
卸
資
産
の
時
価
が
低
落
し
て
後
入
先
出
法
（
（
臣
8
）
に
よ
る
評
価
額
（
原
価
）

を
下
回
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
課
税
所
得
計
算
の
目
的
上
当
該
棚
卸
資

産
を
時
価
で
評
価
す
る
こ
と
を
、
現
行
ア
メ
リ
カ
税
法
は
認
め
て
い
な
い
。
即
ち
低

価
法
の
適
用
は
先
入
先
出
法
叉
は
平
均
原
価
法
が
と
ら
れ
て
い
る
場
合
に
認
め
ら
れ
、

目
論
。
と
低
価
法
と
の
結
合
（
か
く
結
合
さ
れ
た
場
合
を
ピ
罵
。
低
価
法
と
い
う
こ
と

と
す
る
）
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
に
8
が
採
用
さ
れ
て
い
る
場

合
に
も
低
価
法
の
適
用
を
認
む
べ
ぎ
も
の
と
す
る
議
論
が
擾
呈
し
て
い
る
。

　
併
し
乍
ら
理
論
的
に
は
目
8
は
低
価
法
と
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
こ
こ

に
低
価
法
と
は
期
末
時
価
が
原
価
よ
り
低
か
っ
た
た
た
め
に
時
価
ま
で
引
下
げ
た
場

合
に
、
そ
の
時
価
に
よ
る
繰
越
価
格
が
そ
の
後
の
事
業
年
度
に
お
い
て
原
価
と
し
て

，
認
め
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
式
の
低
価
法
を
指
す
。
）
臣
8
は
元
来
当
期
収
益
に
当
期
の

の
取
替
原
価
を
賦
課
↑
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
棚
卸
資
産
に

つ
い
て
生
ず
る
価
格
変
動
は
損
益
計
算
に
吸
収
さ
れ
期
末
棚
卸
資
産
の
貸
借
対
照
表

価
額
に
影
響
し
な
い
。
従
っ
て
価
格
上
昇
の
場
合
に
も
期
首
棚
卸
資
産
量
と
等
し
い

期
末
棚
卸
資
産
量
は
、
期
首
評
価
額
で
評
価
さ
れ
る
。
同
様
の
理
論
は
価
格
下
落
の

場
合
に
も
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
価
絡
下
落
に
伴
な
う
期
末
評
価
損
失
を

当
期
費
用
に
加
え
る
こ
と
は
、
＝
ま
が
本
来
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
の
棚
卸
資
産
損
益

の
排
除
を
達
成
せ
ざ
る
こ
と
と
な
り
、
碧
8
自
ら
の
論
理
を
破
壊
す
る
に
至
る
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
い
篤
。
と
低
価
法
の
結
合
は
、
H
罵
。
の
論
理
か
ら
主
張
さ
れ
得
る
も

の
で
は
な
い
。
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
H
罵
。
低
価
法
の
主
張
の
根
拠
は
他
の
点
に
求

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
次
の
理
由
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
税
法
上
い
篤
。
が
承
認
さ
れ
た
当
時
か
ら
存
在
し
、
そ
の
当
時
当
局
の
狭

い
解
釈
に
よ
っ
て
ご
8
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
企
業
は
、
ぼ
♂
低
価

法
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
に
日
開
。
を
と
っ
て
い
る
も
の
と
の
聞
の
不
公
平

を
除
去
す
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
そ
の
後
高
物
価
時
代
に
成
立
し
た
企
業
に
つ
い
て
も
（
又
は
既
存
の
企
業

で
あ
っ
て
も
こ
の
時
代
に
増
加
し
た
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
）
臣
8
低
価
法
を
認
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
訂
8
の
採
用
を
容
易
な
ら
し
め
る
こ
と
。
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企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

第
七
十
三
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
一
日
）

ド
イ
ツ
に
お
け
る

　
　
　
　
　
立
地
論
研
究
の
背
景

米

花

稔

　
い
わ
ゆ
る
立
地
理
論
の
研
究
は
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
或
は
イ
ギ
リ
ス
等
に
そ
れ

ぞ
れ
の
成
果
が
つ
み
か
さ
ね
ら
れ
つ
つ
、
各
々
多
少
共
特
徴
的
な
も
の
を
も
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
そ
の
国
に
お
け
る
、
又
そ
の
研
究
者
の
一
般
的
砥
究
態
度
の
特
殊
性
と

も
明
か
に
関
連
を
有
す
る
が
、
又
直
接
的
に
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
そ
の
国
の
経

済
の
実
態
の
特
殊
性
、
産
業
経
営
の
あ
り
方
と
も
密
接
な
関
係
を
も
つ
て
い
る
。
こ

の
報
告
は
そ
の
よ
う
な
意
昧
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
立
地
理
論
の
特
徴
と
そ
の
背

景
と
考
え
ら
れ
る
ド
イ
ツ
に
お
け
る
工
業
立
地
現
象
と
を
関
連
的
に
考
察
す
る
こ
と

を
意
図
し
た
。

　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
立
地
研
究
の
内
、
歴
史
的
理
論
は
別
と
し
て
、
ウ
よ
ー
バ
ー
を

始
め
と
す
る
立
地
の
純
粋
理
論
の
展
開
せ
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
抽
象
化
の

程
度
の
高
い
こ
と
、
従
っ
て
現
実
の
事
象
と
の
隔
り
の
大
き
い
こ
と
が
一
般
に
批
評

さ
れ
る
所
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
工
業
の
立
地
現
象
の
推
移
を
観
察
す
る
時
、
自
然
的
、

経
済
的
或
は
歴
史
的
に
、
こ
の
よ
う
な
典
型
的
抽
象
化
に
極
め
て
相
応
し
い
素
材
を

提
供
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他

の
国
々
に
お
い
て
は
抽
象
論
に
過
ぎ
て
も
、
ド
イ
ツ
に
関
す
る
限
り
能
く
現
実
解
明

に
役
立
ち
得
る
親
近
性
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
興
昧
深
い
点
で
あ

る
Q

　
只
第
二
次
大
戦
後
、
東
西
ド
イ
ツ
の
分
割
に
よ
つ
て
、
戦
時
戦
後
の
混
乱
の
整
理

過
程
と
相
倹
っ
て
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
西
ド
イ
ツ
の
今
日
の
工
業
立
地
現
象
は
㌣

前
述
の
如
き
戦
前
の
状
態
と
著
し
く
異
る
特
徴
を
示
し
つ
つ
あ
る
と
み
ら
れ
、
こ
こ

に
こ
れ
が
解
明
の
為
の
新
た
な
る
研
究
の
展
開
が
必
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

第
七
十
四
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
八
日
）

生
産
計
書
に
つ
い
て

片

野

彦

二

　
近
時
、
生
産
計
画
の
一
方
法
と
し
て
、
リ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
、
、
、
ン
グ
の
利
用
が
活

濃
化
し
て
来
て
い
る
。
こ
の
事
に
鑑
み
て
、
こ
の
方
法
が
、
現
在
の
統
計
資
料
の
面

や
計
算
技
術
の
面
に
徴
し
て
み
て
、
ど
れ
程
の
利
用
価
値
乃
至
利
用
可
能
性
が
あ
る

か
を
み
よ
う
と
す
る
の
が
、
こ
の
報
告
の
目
的
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
統
計
資
料
の
面
よ
り
見
れ
ば
、
リ
ニ
ア
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
方
程
式
系

に
適
合
せ
し
め
う
る
様
な
資
料
は
、
現
在
の
処
、
非
常
に
コ
ン
デ
ン
ス
さ
れ
た
ア
グ

リ
ゲ
ー
ツ
に
基
く
方
程
式
系
で
な
い
限
り
見
出
し
難
い
し
、
ま
た
、
こ
の
様
な
も
の

で
は
、
企
業
が
実
際
に
生
産
計
画
を
行
う
に
当
っ
て
何
の
役
に
も
立
ち
え
な
い
も
の

で
あ
る
。

　
次
に
、
計
算
技
術
の
面
よ
り
み
る
に
、
リ
ニ
ア
・
プ
官
グ
ラ
ミ
ソ
グ
の
方
程
式
は

多
元
一
次
不
等
式
系
で
あ
り
、
こ
れ
を
解
く
為
に
は
、
相
当
に
大
き
な
設
備
の
計
算

機
械
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
現
在
の
日
本
に
お
い
て
は
、
少
数
に
は
電
手
計
算
機

と
称
す
る
も
の
も
存
在
す
る
が
各
企
業
が
、
個
々
に
所
有
し
て
、
各
自
の
生
産
計
画

を
行
う
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
以
上
の
点
よ
り
み
て
、
日
本
に
お
け
る
こ
の
方
法
の
利
用
は
、
ま
だ
充
分
に
実
用

化
の
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
。
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第
七
十
五
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
九
年
十
一
．
月
∴
十
二
日
）

わ
が
國
に
お
け
る
資
産
再
評
債
論
議
…

増

崎

宗

弘

　
戦
後
の
貨
幣
価
値
変
動
下
に
お
け
る
わ
が
国
の
資
産
再
評
価
論
議
を
再
評
価
論
議

を
再
評
価
無
用
乃
至
否
定
論
と
強
制
再
評
価
論
、
そ
し
て
、
任
意
再
評
価
論
と
い
う

三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
別
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
お
の
お
の
が
拠
っ
て
た

つ
経
済
的
な
・
社
会
的
な
基
盤
と
の
関
連
の
下
で
考
察
し
、
か
瓦
る
考
察
を
通
じ
て

戦
後
の
わ
が
国
企
業
会
計
理
論
上
に
お
け
る
資
産
再
評
価
論
議
の
特
殊
性
を
紹
介
せ

ん
と
し
た
。
　
（
増
崎
稿
　
諺
。
8
口
巨
ざ
σ
q
h
自
国
図
窪
跨
。
。
ω
①
紆
男
Φ
〈
巴
琶
一
剛
。
貫
国
。
。
Φ
9

≦
。
壽
ぎ
丁
零
炉
囚
。
び
①
国
8
ま
忌
。
露
ピ
d
ロ
・
・
冒
。
器
閑
①
＜
一
睾
“
回
一
』
O
江
）

第
七
十
穴
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
二
月
二
日
）

會
計
機
械
と

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

木

谷

秀

雄

　
こ
の
十
三
年
来
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
た
電
子
工
学
の
抜
術
（
0
8
。
鐸
。
臨
雷
）
は
科

学
技
術
に
止
ま
ら
ず
社
会
経
済
全
般
に
多
大
の
影
響
を
も
た
ら
し
た
が
、
叉
こ
れ
は

い
ち
早
く
会
計
機
械
の
分
野
（
と
く
に
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
）
に
も
導
入
さ
れ
て
、

そ
の
機
能
は
更
に
高
度
化
さ
れ
た
。
一
方
電
子
計
算
機
の
高
慶
の
発
達
に
と
も
な
い

こ
れ
に
よ
っ
て
原
始
資
料
を
直
接
電
子
化
し
、
そ
の
処
理
を
一
貫
し
て
電
子
的
に
行

う
電
子
式
会
計
機
が
完
成
さ
れ
、
会
計
の
電
子
化
が
実
現
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
非
常
な
高
速
度
と
全
自
動
的
動
作
を
そ
の
特
長
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
穿
孔

カ
ー
ド
式
会
計
法
に
お
い
て
資
料
が
カ
ー
ド
を
媒
体
と
し
、
カ
ー
ド
の
機
械
的
操
作

に
よ
っ
て
逐
次
的
に
行
わ
れ
る
事
務
作
業
に
比
較
す
れ
ば
、
正
に
機
械
化
会
計
の
画

期
的
な
飛
躍
で
あ
る
。
　
（
木
谷
稿
　
電
子
式
会
計
機
械
の
特
性
と
構
成
　
会
計
機
械

化
研
究
経
営
機
械
化
叢
書
第
二
集
参
照
）

　
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
の
う
ち
の
電
子
機
械
を
説
明
す
れ
ば

　
電
子
式
分
類
機
　
従
来
の
電
気
的
あ
る
い
は
機
械
的
分
類
制
御
機
構
を
電
子
管
回

路
に
お
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
分
聞
四
五
〇
枚
の
分
類
速
度
は
約
二
倍
の
向

上
を
み
た
。
こ
の
回
路
は
穿
孔
を
通
過
す
る
光
線
を
光
電
管
に
よ
っ
て
読
み
取
り
、

こ
れ
を
電
流
に
転
換
し
真
空
管
に
よ
っ
て
増
幅
し
て
分
類
箱
の
ゲ
ー
ト
の
開
閉
を
制

御
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
電
子
式
計
算
穿
孔
機
　
こ
れ
は
特
別
に
複
雑
な
計
算
を
行
う
以
外
は
、
約
一
時
間

六
〇
〇
〇
枚
の
カ
ー
ド
処
理
速
度
を
も
ち
、
計
算
の
種
類
、
桁
数
に
よ
っ
て
計
算
速

度
の
大
き
く
変
化
す
る
継
電
器
式
計
算
穿
孔
機
に
比
較
し
て
五
倍
以
上
の
能
力
を
も

つ
に
至
っ
た
。
尚
こ
の
種
計
算
機
に
お
け
る
機
構
、
機
能
の
著
し
く
拡
大
整
備
さ
れ

た
も
の
が
電
子
式
会
計
機
械
と
呼
ば
る
も
の
で
あ
る
。

第
七
十
七
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
二
月
五
日
）

日
本
國
民
所
得
の
分
配
構
造

能

勢

信

子

　
マ
ル
ク
ス
主
義
国
民
所
得
理
論
に
於
て
、
国
民
所
得
は
、
第
一
に
、
そ
れ
が
生
産

的
労
働
に
基
き
創
造
せ
ら
れ
、
第
二
に
、
所
得
分
配
の
過
程
は
、
生
産
的
資
本
家
及

び
生
産
的
労
働
者
に
よ
る
第
一
次
的
分
配
、
及
び
、
流
通
部
門
、
消
費
費
用
部
門
、

財
政
機
構
の
導
入
に
よ
る
再
分
配
の
二
段
階
を
含
み
、
第
三
に
、
分
配
、
再
分
配
の

結
果
で
あ
る
。
最
終
的
国
民
分
配
分
が
、
杜
会
的
需
要
を
介
し
て
直
接
的
に
は
国
民

所
得
の
使
途
を
、
間
接
的
に
は
再
生
産
構
造
を
規
定
し
、
第
四
に
、
所
得
の
分
配
が
、
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階
級
間
分
配
の
視
点
に
貫
か
れ
る
点
で
、
現
行
日
本
国
民
所
得
統
計
に
お
け
る
国
民

所
得
と
は
、
概
念
上
全
く
異
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
現
行
駈
得
統
計
か
ら
、
”
、
ル

ク
ス
主
義
的
国
民
所
得
分
配
構
造
を
導
出
す
る
た
め
に
は
、
当
然
、
前
者
の
分
配
範

疇
一
勤
労
所
得
、
個
人
業
主
所
得
、
法
人
所
得
一
を
、
生
産
部
門
、
非
生
産
部

門
別
賃
金
、
資
本
家
利
潤
と
い
う
、
後
者
の
分
配
範
瞬
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

非
生
産
部
門
の
導
入
に
よ
り
生
じ
た
、
本
来
的
国
民
所
得
の
変
容
そ
の
も
の
一
本

来
的
分
配
構
造
自
体
の
変
化
、
及
び
、
用
役
を
、
本
来
の
、
物
的
国
民
所
得
に
加
算

す
る
事
に
よ
り
齎
さ
れ
る
国
民
所
得
額
の
膨
脹
1
は
、
財
政
に
よ
り
再
分
配
効
果
、

消
費
費
用
部
門
導
入
に
よ
る
再
分
配
効
果
、
流
通
部
門
（
商
業
、
信
用
組
織
）
導
入

に
よ
る
再
分
配
効
果
の
逐
次
二
二
に
よ
り
相
殺
せ
ら
れ
、
日
本
の
国
民
所
得
の
本
来

の
分
配
構
造
が
計
量
せ
ら
れ
る
。

第
七
十
八
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
三
月
十
六
日
）

昭
和
期
に
於
け
る
二
つ
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　
　
　
一
井
上
デ
フ
レ
と
今
次
デ
フ
レ
に
つ
い
て

藤

田

正

寛

　
今
次
の
デ
フ
レ
が
国
際
収
支
の
赤
字
克
服
の
た
め
の
安
定
策
と
し
て
と
ら
れ
た
金

融
引
締
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
昭
和
初
期
の
井
上
準
之
助
蔵
相
に

よ
っ
て
と
ら
れ
た
デ
フ
レ
策
は
金
輸
出
禁
止
を
中
心
と
す
る
根
本
的
な
も
の
で
あ
っ

た
。　

井
上
デ
フ
レ
は
世
界
恐
慌
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
デ
フ
レ
は
第
二

次
大
戦
後
の
世
界
経
済
の
構
造
変
動
を
媒
介
と
す
る
我
国
経
済
の
奇
型
化
（
朝
鮮
動

乱
ブ
ー
ム
と
そ
の
終
憶
に
よ
る
反
動
と
し
て
の
産
業
界
の
動
揺
を
基
盤
と
す
る
経
済

変
動
に
対
す
る
政
策
）
に
伴
う
も
の
で
資
本
主
義
経
済
体
制
に
在
内
す
る
矛
盾
で
あ

る
こ
と
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
そ
の
深
さ
は
自
ら
異
る
。

　
本
稿
の
詳
細
は
日
零
〇
一
）
①
際
目
郎
9
剥
ぎ
昌
一
〇
Q
自
｝
δ
蓄
国
冨
”
頃
δ

僧
巳
ヒ
⇔
島
山
①
霧
開
①
≦
。
≦
卜
9
Ψ
肖
ゆ
U
唐
竈
・
ひ
暫
O
団
・
所
載
で
あ
る
。

第
七
十
九
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
四
月
六
日
）

図
0
7
Φ
団
6
0
＝
欝
剛
O
O

我
國
の
戦
前
職
後
に
お
け
る
企
業
系
列

と
支
配
力
の
源
泉
に
つ
い
て

井

上

忠

勝

　
終
戦
前
に
お
い
て
、
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
安
田
を
は
じ
め
と
す
る
各
財
閥
が
、

い
か
に
強
大
な
組
織
を
誇
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
持
株
会
杖
整
理
委

員
会
に
よ
る
「
日
本
財
閥
と
そ
の
解
体
」
に
極
め
て
詳
細
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
財
閥
の
支
配
力
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
は
一
体
何
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
疑
い
も
な
く
、
そ
れ
は
、
持
株
会
杜
機
構
を
通
じ
て
の
株
式
の
保
有
で
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
解
体
直
前
の
三
井
財
閥
に
お
い
て
こ
れ
を
み
れ
ば
、
三
井
同
族
及
び

持
株
会
社
三
井
本
社
は
、
所
謂
直
系
一
〇
社
に
対
し
て
、
次
の
如
き
株
式
保
有
率
を

示
し
た
。
即
ち
、
三
井
物
産
に
対
し
て
五
一
、
四
％
、
三
井
鉱
山
に
対
し
て
五
九
、

六
％
、
三
井
信
託
に
対
し
て
三
一
、
四
％
、
三
井
生
命
に
対
し
て
七
五
％
、
三
井
化

学
に
対
し
て
三
九
、
八
％
、
三
井
不
動
産
に
対
し
て
一
〇
〇
％
、
三
井
船
舶
に
対
し

て
七
二
、
八
％
、
三
井
農
林
に
対
し
て
九
〇
、
三
％
、
三
井
造
船
に
対
し
て
七
九
、

五
％
、
及
び
三
井
精
機
に
対
し
て
九
九
、
六
％
、
更
に
、
こ
れ
ら
の
諸
会
社
が
、
一

種
の
持
株
会
津
と
し
て
、
多
数
の
年
徳
の
株
式
を
保
有
し
た
。
例
え
ば
、
三
井
物
産

が
全
株
式
の
一
〇
％
以
上
を
所
有
し
た
会
祉
の
数
は
五
八
会
社
に
上
り
、
ま
た
三
井

鉱
山
に
お
い
て
は
そ
れ
は
二
七
社
を
数
え
た
。
同
様
の
こ
と
は
、
三
菱
、
住
友
、
安

田
の
各
財
閥
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
我
国
財
閥
の
麦
配
力
の
源
泉
が
、
株
式
の
保
有
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
の

代
表
的
な
財
閥
で
あ
る
モ
ル
ガ
ン
財
閥
が
、
決
し
て
、
株
式
保
有
と
い
う
基
礎
の
上

に
麦
配
力
を
確
保
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、
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A
・
戸
チ
ェ
ス
タ
ー
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
　
一
九
三
二
年
に
お
い
て
、
モ
ル
ガ
ン
の
内

部
グ
ル
ー
プ
は
、
金
融
関
係
以
外
の
一
〇
億
ド
ル
会
杜
一
八
杜
の
う
ち
、
そ
の
一
〇

社
に
対
し
て
取
締
役
を
粛
正
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
う
ち
三
社
は
、
バ
ー

ル
及
び
ミ
ー
ン
ズ
の
い
う
所
謂
経
営
者
支
配
（
株
式
の
五
％
以
上
を
所
有
す
る
も
の

な
き
場
合
を
い
う
）
に
属
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
会
杜
に
対
す
る
麦
配
力

の
基
礎
が
、
株
式
所
有
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
ま
た
残
り
の
一
社
は
所
謂

法
的
手
段
に
よ
る
自
県
（
こ
の
場
合
に
は
持
株
会
社
に
よ
る
支
配
）
に
属
し
て
い
る

け
れ
ど
も
、
モ
ル
ガ
ン
内
部
グ
ル
ー
プ
は
持
分
に
関
係
な
し
に
取
締
役
を
送
っ
て
い

る
。
し
か
ら
ば
、
そ
の
支
配
力
の
基
礎
は
何
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
モ

ル
ガ
ン
会
社
が
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
最
も
有
力
な
投
資
銀
行
家
で
あ
っ
た
と
い
う
点

に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
投
資
銀
行
家
の
主
た
る
機
能
は
、
証
券
の
発
行

を
引
き
う
け
、
そ
の
販
売
を
保
証
す
る
に
あ
る
が
、
会
社
が
急
速
な
拡
張
を
必
要
と

す
る
場
含
と
か
、
合
同
が
企
て
ら
れ
る
場
合
と
か
、
会
社
が
財
務
窮
迫
に
お
ち
い
っ

て
更
生
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
場
合
等
々
に
お
い
て
は
、
大
投
資
銀
行
家
の
介
入
が
絶

対
に
必
要
で
あ
る
。
モ
ル
ガ
ン
会
社
は
、
正
に
、
こ
の
よ
う
な
金
融
的
用
役
の
提
供

者
と
し
て
、
数
多
く
の
産
業
会
社
に
対
し
て
力
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
モ
ル
ガ
ン
財
閥
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
核
に
投
資
銀
行
家
モ
ル
ガ

ン
会
祉
が
存
在
す
る
の
に
対
し
て
、
我
国
の
財
閥
に
お
い
て
は
、
三
井
本
杜
、
三
菱

本
社
と
い
っ
た
持
株
会
社
が
申
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
前
者
に
お
い

て
は
金
融
的
用
役
の
提
供
が
麦
配
力
の
基
礎
で
あ
り
、
後
者
に
お
い
て
は
株
式
保
有

が
支
配
力
の
源
泉
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
我
々
は
、
戦
前
、
我
国
の
財
閥
に
お
い

て
、
財
閥
銀
行
が
こ
の
点
に
お
い
て
何
ら
の
役
割
を
も
演
じ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で

は
な
い
。
財
閥
銀
行
が
財
閥
の
支
配
力
を
強
め
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、

し
か
し
銀
行
が
産
業
麦
配
の
中
心
に
立
つ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
ご
く
特
殊
の
場
合
に

限
ら
れ
て
い
た
。
我
国
の
銀
行
は
、
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
と
は
異
っ
て
、
株
式
の
引

受
業
務
を
行
わ
な
い
。
ま
た
、
社
債
金
融
に
と
も
な
っ
て
、
会
杜
の
経
営
に
干
与
し

よ
う
と
す
る
の
も
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
自
己
の
債
権
を
回
収
す
る
こ
と

の
困
難
を
見
出
し
た
場
合
に
、
そ
の
保
全
の
必
要
か
ら
、
融
資
会
杜
に
対
し
て
力
を
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獲
得
し
た
場
合
が
あ
っ
た
に
止
ま
る
。
高
橋
亀
吉
氏
が
か
つ
て
い
わ
れ
た
よ
う
に
、

我
国
の
財
閥
銀
行
は
、
財
閥
傘
下
の
事
業
会
杜
の
上
位
に
立
つ
た
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
同
一
系
列
乃
至
は
被
麦
配
的
地
位
に
お
か
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
、
財

閥
そ
の
も
の
の
蓄
積
資
本
と
結
合
し
て
、
そ
の
支
配
力
を
側
面
か
ら
補
強
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。

　
敗
戦
は
、
我
国
の
こ
の
よ
う
な
財
閥
を
一
挙
に
解
体
へ
と
導
い
た
。
例
を
三
井
財

閥
に
と
れ
ば
、
二
一
年
九
月
に
三
井
本
社
が
、
同
年
　
二
月
七
日
に
東
京
芝
浦
電
気

が
、
そ
し
て
同
月
二
八
日
に
は
三
井
鉱
山
、
三
井
化
学
、
三
井
船
舶
、
三
井
物
産
、

及
び
北
海
道
炭
磯
汽
船
が
夫
々
持
株
会
社
に
指
定
さ
れ
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
持
株
会

社
及
び
三
井
家
族
の
所
有
し
て
い
た
傘
下
会
社
の
株
式
は
、
す
べ
て
持
株
会
社
整
理

委
員
会
に
手
渡
さ
れ
た
。
同
様
の
こ
と
は
三
菱
、
住
友
、
安
田
な
ど
の
財
閥
に
お
い

て
も
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
、
財
閥
の
麦
配
力
の
源
泉
で
あ
っ
た
株
式
保
有
関
係
は
完

全
に
断
ち
切
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
に
お
い
て
、
再
び
所
謂
企
業
系
列
化
の
傾
向
が
人
々
の
注

目
を
集
め
る
に
至
っ
た
。
財
閥
は
法
的
に
解
体
せ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
系

列
化
に
よ
る
利
益
の
追
求
が
現
代
経
済
社
会
の
必
然
的
と
も
い
う
べ
き
要
求
で
あ
っ

て
み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
動
向
が
生
じ
た
の
も
ま
た
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
ら
ば
、

戦
後
に
お
け
る
系
列
化
傾
向
の
特
徴
は
、
ど
の
よ
5
な
点
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
傾
向
に
お
い
て
そ
の
中
心
的
勢
力
と
な
っ
て
い
る
も
の
は

何
で
あ
ろ
う
か
。

　
戦
後
に
お
け
る
企
業
系
列
化
の
傾
向
が
、
過
去
の
財
閥
を
一
つ
の
基
盤
と
し
な
が

ら
、
そ
の
上
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
株
式
の
保
有
に
よ
る
連
繋

は
一
度
は
断
ち
切
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
か
つ
て
の
財
閥
傘
下
会
祉
相
互
聞

に
存
し
た
人
的
関
係
や
取
引
関
係
は
、
依
然
根
づ
よ
い
力
を
有
し
て
い
る
。
最
近
の

，
系
列
化
傾
向
に
対
し
て
、
し
ば
し
ば
財
閥
の
復
活
と
い
う
名
称
が
与
え
ら
れ
る
の
も
、

そ
れ
が
こ
の
よ
う
な
入
唐
関
係
や
取
引
関
係
を
共
通
の
母
体
と
し
て
い
る
か
ら
に
ほ

か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
最
近
の
系
列
化
傾
向
が
、
過
去
の
財
閥
を
何
ら
か
の
母
体
と
し
て
、
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そ
の
上
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
し
か
し
そ
こ
に
は
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
対
し
て
積
極
的
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
促
進
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
よ
う
な
一
つ
の
申
心
的
勢
力
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
過
ま
の
財
閥

に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
三
井
本
社
と
か
三
菱
本
社
と
か
い
っ
た
持
株
会
杜
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
支
配
力
の
基
礎
と
な
っ
た
も
の
は
株
式
の
保
有
で
あ
っ
た
。
し
か
し
戦

後
の
企
業
系
列
化
傾
向
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
銀
行
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
力
の
源

泉
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
そ
の
金
融
力
で
あ
る
。
銀
行
は
、
利
潤
の
消
滅
を
導
く
よ

う
な
融
資
会
社
相
互
間
に
お
け
る
競
争
に
対
し
て
鋭
敏
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
融
資
会

社
相
互
間
に
水
平
的
及
び
垂
直
的
な
系
列
を
形
成
す
る
こ
と
に
対
し
て
野
心
的
で
あ

る
。
し
か
る
に
、
戦
後
に
お
け
る
金
融
事
情
は
、
銀
行
資
本
の
比
重
を
非
常
に
増
大

せ
し
め
、
そ
の
結
果
銀
行
の
企
業
に
対
す
る
発
言
権
は
著
し
く
強
化
さ
れ
た
。
銀
行

が
戦
後
の
企
業
系
列
化
傾
向
の
中
心
的
存
在
に
な
っ
た
の
は
、
か
く
て
は
正
に
当
然

の
結
果
で
も
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
過
去
の
財
閥
を
基
盤
と
し
、
銀
行
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
つ

つ
あ
る
戦
後
の
企
業
系
列
が
、
果
し
て
戦
前
の
財
閥
に
比
し
う
る
よ
う
な
強
國
な
組

織
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
我
々
は
銀
行
支
配
そ
の
も

の
の
限
界
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ひ

と
し
く
銀
行
支
配
と
い
っ
て
も
、
我
国
に
お
け
る
そ
れ
と
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
に
お

け
る
そ
れ
と
の
聞
に
は
、
相
当
の
相
違
が
あ
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
我
々
は
今
後
の
推
移
に
つ
い
て
一
層
の
注
意
を
払
う
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。

第
八
十
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
四
月
二
十
日
）

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
コ
ス
ト
と
期
間
損
盆
計
算

渡

邊

進

販
売
さ
れ
た
棚
卸
資
産
費
用
（
売
上
原
価
）
を
構
成
し
、
売
上
収
益
に
賦
課
さ
れ

て
売
上
総
損
益
が
算
出
さ
れ
る
従
っ
て
売
上
総
損
益
を
正
確
に
算
定
す
る
た
め
に
は
、

売
上
収
益
及
び
棚
卸
資
産
費
用
の
正
確
な
把
握
が
必
要
要
件
と
な
る
。
棚
卸
資
産
費

用
が
正
確
に
計
算
さ
れ
る
た
め
に
は
、
棚
卸
華
墨
合
計
額
（
前
期
繰
越
棚
卸
資
産
原

価
総
額
と
当
期
受
入
棚
卸
資
産
原
価
総
額
と
の
合
計
額
）
が
一
般
に
妥
当
な
も
の
と

認
め
ら
れ
た
原
価
配
分
の
原
則
に
よ
っ
て
、
当
期
払
出
品
原
価
と
期
末
棚
卸
品
原
価

と
に
適
正
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
更
に
か
か
る
棚
卸
資
産
原
価
配
分

が
意
味
あ
る
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
プ
官
ダ
ク
ト
・
コ
ス

ト
（
棚
卸
資
産
原
価
）
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
集
合
さ
れ
た
原
価
が
妥
当
な
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
棚
卸
資
産
原
価
を
構
成
す
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
る
或
原
価
が
、
棚
卸
資
産
原
価
と
し
て
把
握
さ
れ
ず
、
期
間
費
用
と
し
て
処
理
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
原
価
は
棚
卸
資
産
原
価
配
分
の
原
則
に
は
支
配
さ
れ
ず
、
そ

の
発
生
の
期
の
費
用
と
し
て
収
益
に
賦
課
さ
れ
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
意
昧

か
ら
如
何
な
る
原
価
が
プ
冒
ダ
ク
ト
・
コ
ス
ト
と
し
て
集
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
の
問
題
は
、
棚
卸
資
産
原
価
配
分
の
問
題
と
共
に
、
期
間
損
益
の
測
定
上
重
要

な
問
題
と
な
る
。
プ
冒
ダ
ク
ト
・
コ
ス
ト
画
定
の
問
題
は
棚
卸
資
産
原
価
配
分
に
先

行
し
、
そ
れ
を
完
成
せ
し
め
る
た
め
の
必
要
条
件
と
い
え
る
。
こ
の
場
合
検
討
さ
る

べ
き
諸
問
題
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
］
）
　
購
入
し
た
棚
卸
資
産
の
購
入
原
価
の
画
定
。
割
引
値
引
の
取
扱
。
如
何
な

る
程
度
ま
で
附
随
費
用
を
当
該
棚
卸
資
産
原
価
に
算
入
す
べ
ぎ
で
あ
る
か
。

　
（
二
）
自
己
の
生
産
し
た
棚
卸
資
産
。
通
常
は
直
接
材
料
費
・
直
接
労
務
費
・
製

造
聞
接
費
を
包
含
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
聞
に
お
い
て
標
準
原
価
又
は

直
接
原
価
許
価
が
期
聞
損
益
計
算
に
お
い
て
有
す
る
意
味
如
何
。

　
（
三
）
　
一
般
管
理
費
及
び
販
売
費
の
処
理
。

　
（
四
）
　
棚
卸
資
産
原
価
に
算
入
さ
れ
る
項
目
の
限
定
と
共
に
、
当
期
生
産
と
の
期

間
的
関
連
に
よ
る
限
定
が
行
わ
れ
る
。
当
期
に
発
生
す
る
費
用
で
あ
っ
て
も
、
（
一
）

前
期
以
前
の
製
造
原
価
の
修
正
の
意
味
を
有
す
る
も
の
　
（
二
）
そ
の
発
生
額
が
異

常
で
あ
る
も
の
　
（
三
）
操
業
休
止
期
間
に
対
応
す
る
費
用
等
は
、
当
期
に
生
産
さ

れ
た
プ
P
ダ
ク
ト
の
原
価
と
は
な
ら
な
い
。
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一
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一
瓢
…
究
春
展
　
（
昭
和
一
二
十
年
五
日
〃
山
ハ
ロ
H
）

第
八
十
二
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
五
月
十
甘
）

肚
會
會
計
論
の
特
徴
的
性
格

能

勢

信

子

　
祉
会
会
計
は
、
一
国
経
済
組
織
の
た
め
の
会
計
で
あ
る
。
経
済
分
析
に
会
計
的
接

近
を
用
い
る
こ
と
の
利
点
は
、
一
国
の
経
済
取
引
が
、
複
式
簿
記
原
理
に
よ
っ
て
組

織
的
に
計
算
、
記
録
せ
ら
れ
、
結
合
、
統
合
に
適
す
る
勘
定
体
系
を
設
定
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
国
の
経
済
構
造
の
巨
細
か
つ
多
面
的
解
剖
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と

に
あ
る
。
郵
亭
会
計
的
接
近
は
社
会
会
計
デ
ザ
イ
ン
と
、
取
引
数
値
の
二
会
会
計
公

準
に
基
く
再
評
価
の
二
つ
の
手
続
き
を
含
む
。
社
会
会
計
デ
ザ
イ
ン
は
、
勘
定
体
系

の
形
式
及
び
性
格
を
、
社
会
会
計
を
利
用
す
る
各
経
済
分
析
視
点
に
応
じ
て
決
定
す

る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
て
、
内
容
と
し
て
、
取
引
を
蒐
録
す
る
各
種
の
勘
定
、
各
勘
定

に
帰
属
せ
ら
れ
る
取
引
種
類
の
決
定
、
勘
定
を
統
合
す
る
社
会
会
計
単
位
で
あ
る
部

門
の
設
定
を
含
む
。
次
に
、
取
引
数
値
の
社
会
会
計
公
準
に
基
く
再
評
価
は
、
記
録

対
象
た
る
取
引
数
値
を
、
経
済
学
的
定
義
に
射
応
ず
る
会
計
数
値
た
ら
し
め
る
必
要

か
ら
要
請
せ
ら
れ
る
手
続
ぎ
で
あ
る
。
社
会
会
計
公
準
は
、
実
質
主
義
公
準
、
発
生

主
義
公
準
を
主
要
原
則
と
す
る
か
ら
、
社
会
会
計
の
原
始
資
料
が
之
に
不
適
当
で
あ

る
場
合
に
は
、
価
格
指
数
等
を
用
い
て
再
評
価
せ
ら
れ
る
。
社
会
会
計
デ
ザ
イ
ン
に

従
っ
て
設
定
せ
ら
れ
た
部
門
別
勘
定
組
織
に
於
て
、
社
会
会
計
公
準
に
基
き
再
評
価

せ
ら
れ
た
取
引
数
値
が
帰
属
分
類
せ
ら
れ
る
時
、
社
会
会
計
の
体
系
が
完
成
せ
ら
れ

る
。
以
上
の
社
会
会
計
的
接
近
を
用
い
る
の
が
、
社
会
会
計
の
方
法
上
の
特
徴
で
あ

る
。

映
書
と
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
會
計
機
械
化
研
究
會

　
事
務
会
計
の
機
械
化
に
よ
る
経
営
合
理
化
が
最
近
と
く
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る
お

り
か
ら
、
今
回
は
本
学
内
外
の
要
請
に
よ
っ
て
主
と
し
て
電
子
式
会
計
機
械
に
関
す

る
研
究
会
を
次
の
順
序
で
行
っ
た
。

　
一
、
講
演
。
電
子
式
会
計
機
械
の
原
理
と
特
性
　
木
谷
技
官

　
二
、
ス
ラ
イ
ド
。
閑
麗
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械

　
三
、
映
　
画
。
「
電
子
頭
脳
」
d
呂
ぐ
b
o
司
碧
訂
。
巳
。
電
子
式
会
計
機
械

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
及
び
三
　
吉
沢
会
計
機
株
式
会
社
　
提
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
説
　
同
書
常
務
取
締
役
吉
沢
幹
夫
氏

　
電
子
式
会
計
機
械
は
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
に
比
較
し
て
、
資
料
処
理
の
速
度

お
よ
び
自
動
化
の
更
に
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
諸
外
国
に
お
い
て
は
急

速
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
、
新
し
い
時
代
の
会
計
機
械
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　
本
会
は
学
外
か
ら
の
参
加
者
も
多
数
で
あ
っ
た
。

第
八
十
三
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
五
月
二
五
日
目

経
管
内
の
地
域
的
分
化
に
つ
い
て

米

花

三

一17ノー

　
い
わ
ゆ
る
工
業
立
地
論
は
、
立
地
の
主
体
を
単
に
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
外
部
的
条

件
、
或
は
そ
の
地
域
的
配
備
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
ポ
イ
ン
ト
自
体
の
地
域
的
ひ
ろ

企
業
経
営
科
定
例
研
究
会



企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

が
り
を
余
り
問
題
と
し
な
い
。
た
と
え
と
り
あ
げ
て
も
、
右
の
基
本
形
態
に
よ
っ
て

解
明
し
得
る
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
企
業
経
営
は
、
す

べ
て
の
活
動
が
具
体
的
な
る
空
聞
的
存
在
と
し
て
一
箇
所
に
お
い
て
営
ま
れ
る
如
き

は
、
中
小
企
業
を
除
け
ば
、
む
し
ろ
例
外
的
存
在
で
あ
る
。
今
日
の
企
業
経
営
は
、

製
造
、
販
売
そ
の
価
経
営
の
各
種
機
能
が
職
能
的
に
組
織
さ
れ
る
に
止
ま
ら
ず
、
更

に
こ
れ
が
空
聞
的
に
地
域
的
分
化
を
伴
っ
て
い
る
。
一
社
複
数
工
場
制
で
、
更
に
営

業
所
そ
の
他
各
種
の
部
門
を
地
域
的
に
分
化
せ
し
め
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
地
域
的
分
化
は
、
当
然
に
企
業
経
営
の
組
織
上
、
運
営
上
新
た
な
る
経
営

問
題
を
発
生
せ
し
め
ず
に
は
い
な
い
。

　
経
営
の
地
域
的
分
化
は
、
一
方
に
経
営
規
模
の
拡
大
に
伴
う
分
化
の
可
能
性
な
い

し
必
要
性
と
、
他
方
に
は
経
営
の
諸
存
立
条
件
の
立
地
的
制
約
に
対
す
る
補
完
調
整

と
の
両
側
面
か
ら
形
成
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
当
然
に
そ
の
地
域
的
分
化

の
態
様
は
、
業
種
業
態
に
よ
っ
て
、
多
少
共
特
殊
性
を
有
す
る
筈
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
特
殊
性
が
如
何
な
る
条
件
に
よ
り
、
且
つ
如
何
な
る
論
理
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
る
か
と
い
う
点
を
考
察
す
る
こ
と
が
、
こ
の
報
告
の
中
心
課
題
で
あ
る
。

第
・
八
十
閃
一
回
而
研
究
ム
試
　
（
昭
和
一
二
L
T
な
＋
山
ハ
二
刀
十
五
目
H
）

事
務
の
機
械
化
と
経
管
の
業
態

米

花

稔

　
事
務
の
機
械
化
に
は
、
各
種
の
分
野
と
段
階
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
経
営
活
動
の
全

般
に
直
接
関
接
影
響
を
与
え
る
の
は
、
パ
ン
チ
カ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
統
計
会
計
機

或
い
は
最
近
急
速
に
発
達
し
つ
つ
あ
る
電
子
式
会
計
機
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
導
入

が
経
営
内
部
の
各
側
面
に
新
た
な
る
問
題
を
も
た
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う

な
事
務
の
機
械
化
は
、
今
日
の
一
の
経
営
問
題
と
し
て
注
意
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
を

も
っ
て
い
る
。
こ
の
如
き
大
規
模
の
事
務
の
機
械
化
は
、
い
わ
ば
経
営
の
生
産
諸
要

素
或
い
は
諸
存
立
条
件
の
組
合
せ
の
態
…
様
に
一
の
変
革
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
を
意
昧

す
る
。
従
っ
て
経
営
の
生
産
諸
要
素
の
組
合
せ
の
態
様
、
換
言
す
れ
ば
経
営
の
業
態

と
の
関
連
に
お
け
る
、
事
務
の
機
械
化
の
考
察
が
極
め
て
重
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
の
企
業
経
営
の
業
態
は
、
欧
米
の
そ
れ
に
比
し
て
相
当
特
徴
的
な
も
の
を
も

ち
、
同
じ
く
わ
が
国
内
に
お
い
て
も
、
業
種
業
態
で
か
な
り
特
殊
性
を
有
し
て
い
る
。

従
っ
て
こ
の
如
き
経
営
の
業
務
を
裏
づ
け
て
る
事
務
処
理
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
同

様
の
問
題
を
も
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
側
面
の
考
察
の
重
要
性
を
こ
の
報
告
は

強
調
し
た
の
で
あ
る
。

　
特
に
本
来
の
業
務
に
件
う
事
務
の
機
械
化
と
、
管
理
的
事
務
に
伴
う
機
械
化
、
経

営
の
対
外
的
関
係
を
有
す
る
事
務
と
経
営
の
内
部
的
事
務
と
に
お
け
る
機
械
化
の
問

題
点
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
業
種
業
態
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
少
共
特
徴
的

に
み
ら
れ
、
従
っ
て
事
務
の
機
械
化
の
あ
り
方
も
こ
の
面
か
ら
吟
昧
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
も
の
が
極
め
て
多
い
。

　
叉
経
営
に
事
務
機
械
導
入
に
際
し
て
当
面
す
る
技
術
上
の
問
題
、
組
織
上
の
聞
題
、

人
間
関
係
等
に
つ
い
て
も
、
前
述
の
問
題
と
関
連
的
に
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も

の
を
も
っ
て
い
る
。

第
八
冒
†
五
回
研
究
会
（
昭
和
・
一
二
ふ
1
畠
牛
七
月
六
口
H
）

工
場
制
度
心
立
期
に
お
け
る

内
部
請
負
制
度

井

｝
．

山
）LsjN

勝

　
工
場
制
度
成
立
期
に
お
け
る
工
場
の
特
色
は
、
そ
の
内
部
に
お
い
て
請
負
制
度
が

存
在
し
て
い
た
点
に
見
出
さ
れ
る
。
報
告
は
こ
の
工
場
内
請
負
制
度
に
つ
い
て
、

（
1
）
そ
の
意
義
、
　
（
2
）
そ
の
起
源
、
　
（
3
）
そ
の
存
在
理
由
、
及
び
（
4
）
そ

の
消
滅
過
程
を
と
り
あ
げ
若
干
の
試
論
も
企
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
尚
工
場
制
度
成
立
期
に
お
け
る
内
部
請
負
制
度
の
事
例
と
し
て
我
々
の
知
り
え
た

一172一



も
の
に
は
凡
そ
次
の
如
き
も
の
が
あ
る
。

　
一
　
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
及
び
ブ
ラ
ッ
ク
・
カ
y
ト
リ
地
域
に
お
け
る
（
イ
）
熔
鉱
炉
、

　
　
（
官
）
鉄
工
場
、
　
（
ハ
）
鉄
及
び
非
鉄
金
属
工
業
に
お
け
る
圧
延
工
場
、
〇
一
）

　
　
鉄
管
工
場
、
　
（
ホ
）
鎖
工
場
、
　
（
へ
）
刃
物
工
場
、
　
（
ト
）
小
銃
引
金
工
場
、

　
　
（
チ
）
金
属
ボ
タ
ン
工
場
、
　
（
り
）
機
械
製
釘
を
製
造
し
た
工
場
、
　
（
ヌ
）
寝

　
　
台
工
場
、
　
（
ル
）
ホ
戸
i
製
品
及
び
ブ
リ
キ
器
具
工
場
、
　
（
ヲ
）
鉄
鋳
造
物
、

　
　
（
ワ
）
真
鍮
鋳
造
物
、
及
び
（
カ
）
石
炭
業
。

　
皿
　
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
及
び
オ
ウ
ル
ダ
ム
の
ミ
ュ
ー
ル
紡
績
工
場

　
皿
　
ニ
ェ
ー
・
イ
y
グ
ラ
y
ド
各
州
の
諸
紡
織
機
会
社

　
皿
　
マ
サ
チ
ェ
セ
ッ
ツ
州
タ
ウ
ン
ト
ソ
の
タ
ウ
ン
ト
ン
・
ブ
リ
寧
日
や
製
品
会
社

　
V
　
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
連
発
銃
会
社

　
W
　
そ
の
他
、
小
銃
、
弾
薬
な
ど
を
製
造
し
た
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ア
ー
ム
ス
会
社

　
　
（
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
）
、
　
工
作
機
械
な
ど
を
製
造
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
・
シ
ャ
ー
プ
会

　
　
杜
（
ロ
ー
ド
・
ア
イ
ラ
ン
ド
州
）
、
　
シ
ソ
ガ
ー
ミ
シ
y
・
会
社
（
ニ
ュ
ー
・
ジ
ャ

　
　
ー
ジ
ー
州
）
、
　
ピ
ス
ト
ル
、
小
銃
な
ど
を
製
造
し
た
コ
ル
ツ
会
社
（
コ
ネ
テ
ィ

　
　
カ
ッ
ト
州
）
な
ど
。

第
八
十
六
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
七
月
十
三
日
）

イ
ン
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
コ
ン
ヴ
ァ
ー

シ
・
ン
の
理
論

渡

邊

進

　
災
害
・
収
用
・
そ
の
他
所
有
者
が
統
制
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
原
因
に
よ
っ
て
、

財
産
の
転
換
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
ア
メ
リ
カ
内
国
歳
入
法
で
は
、
所
得
計
算
上
特

別
の
取
扱
を
し
て
い
る
。
即
ち
財
産
が
、
　
一
部
▽
〈
は
全
部
の
損
滅
・
盗
難
・
没
収
・

徴
発
・
収
用
等
の
原
因
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に
叉
は
不
本
意
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
に
、
損
失
の
発
生
は
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
失
っ
た
財
産
の
代
償
と

企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

し
て
得
た
収
入
金
が
一
定
期
間
内
に
旧
資
産
と
類
似
の
資
産
の
取
得
に
充
て
ら
れ
る

限
り
、
利
益
は
発
生
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
財
産
の
転
換
は
所

有
者
の
自
発
的
な
意
志
に
基
づ
か
ず
不
本
意
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
税
目
的
上
、

旧
財
産
の
処
分
取
引
が
完
了
し
た
も
の
と
み
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
理
論
的
根

拠
と
な
る
。

　
我
国
税
法
に
お
け
る
か
か
る
取
扱
の
類
例
は
保
険
差
益
の
処
理
に
こ
れ
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
保
険
差
益
に
関
す
る
処
理
方
法
の
特
例
（
圧
縮
記
帳
）
が

設
け
ら
れ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
理
論
的
に
未
だ
解
朋
さ
れ
て
い
な
い
。

　
我
国
税
法
は
更
に
（
一
）
災
害
そ
の
他
に
よ
っ
て
国
又
は
地
方
団
体
か
ら
交
付
さ

れ
た
補
償
金
、
　
（
二
）
法
令
叉
は
法
令
に
基
づ
く
命
令
に
よ
っ
て
法
人
が
そ
の
所
有

す
る
建
物
・
船
舶
・
機
械
は
装
置
を
買
収
叉
は
収
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
交
付
代

金
等
に
も
、
保
険
差
益
の
特
例
を
適
用
す
る
も
の
と
定
め
て
い
る
。
保
険
差
益
の
特

例
及
び
こ
れ
等
の
場
合
へ
の
そ
の
適
用
は
、
そ
れ
が
不
本
意
な
る
財
産
転
換
で
あ
る

性
質
か
ら
共
通
的
に
把
握
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
矛
盾
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
特
例
の
根
拠
を
イ
ソ
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
コ
ン
ヴ
ァ
ー
シ
ョ
ン
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
す
れ
ば
、
次
い
で
逆
に
か
か
る
特
例
が
適
用
さ
れ
る
資
産
の
範
囲
・

不
本
意
の
財
産
転
換
で
あ
る
と
み
る
原
因
等
に
関
し
て
、
現
行
の
規
定
が
適
当
で
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
再
検
討
せ
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

第
八
十
七
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
七
月
二
十
七
日
）

新
三
菱
重
工
業
株
式
會
杜

神
戸
造
船
所
見
學

　
当
造
船
所
に
お
い
て
は
、
工
程
管
理
に
の
み
限
定
し
て
I
B
M
機
械
を
使
用
し
て

い
る
。
こ
の
点
通
常
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
が
種
々
の
事
務
領
域
に
適
用
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
著
し
く
特
色
あ
る
適
用
方
法
を
採
用
し
て
い
る
も
の
と
云
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企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

え
る
。

　
造
船
業
は
他
の
諸
工
業
に
比
し
、
綜
合
工
業
と
も
云
わ
れ
る
ご
と
く
そ
の
製
造
工

程
は
き
わ
め
て
多
種
多
様
で
あ
る
が
、
加
う
る
に
造
船
業
で
は
註
文
生
産
を
主
と
す

る
関
係
上
、
そ
れ
を
ま
す
ま
す
複
雑
に
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
当
造

船
所
で
は
、
か
エ
る
意
昧
か
ら
、
機
械
化
の
範
囲
を
工
程
管
理
に
限
定
し
て
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
工
程
管
理
と
云
う
経
営
に
お
け
る
特
定
の
制
度
を
対
象
と

し
て
、
こ
れ
を
徹
底
的
に
機
械
化
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
穿

孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
の
特
徴
と
す
る
カ
ー
ド
の
多
面
的
利
用
に
よ
る
効
果
は
あ
る

程
度
低
下
す
る
こ
と
は
避
け
得
な
い
。
こ
エ
に
事
務
機
械
化
に
よ
り
、
当
該
事
務
部

門
に
お
け
る
機
能
強
化
の
問
題
と
事
務
機
械
自
体
の
能
率
的
使
用
の
問
題
と
の
関
連

に
つ
い
て
種
々
の
興
昧
あ
る
問
題
を
提
起
す
る
。

　
当
量
は
す
で
に
工
程
管
理
の
分
蜀
に
お
い
て
機
械
化
に
よ
る
効
果
を
充
分
達
せ
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
上
述
の
意
味
に
お
い
て
新
し
い
研
究
課
題
を
種
々
提
供

す
る
適
用
方
法
と
し
て
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
共
に
、
当
祉
の
機
械
室
に
お
け

る
恒
温
恒
湿
装
置
は
、
今
後
の
機
械
室
設
備
の
在
り
方
を
示
す
も
の
と
し
て
特
に
興

昧
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

第
八
十
八
回
研
究
ム
眠
　
（
昭
和
一
二
十
年
八
日
昌
二
日
）

事
務
合
理
化
の
意
義
と
方
法

難
　
波
　
恒
　
治
　
郎

　
事
務
と
は
「
経
営
活
動
を
円
滑
化
な
ら
し
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
通
じ
て
経
営

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
意
昧
か
ら
事
務
と
は

ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
と
っ
て
は
経
営
の
用
具
（
8
0
一
）
で
あ
り
、
そ
の
合
理

化
は
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
的
経
営
技
術
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
元
来
、
事
務
と
は
生
産
と
の
対
比
に
お
い
て
き
わ
め
て
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
い

た
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
エ
で
は
そ
れ
を
事
務
作
業
（
旦
巴
⇔
9
・
矧
。
鷲
田
島
。
冨
）
、
事
務
手
続

（
唱
0
8
山
母
。
）
、
事
務
制
度
（
ω
遂
ざ
上
手
窟
o
o
巴
日
。
）
に
一
分
け
て
考
察
し
た
。

　
（
一
）
事
務
作
業
と
は
記
帳
、
計
算
、
分
類
、
整
理
の
個
々
の
事
務
的
作
業
の
意

昧
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
合
理
化
は
、
云
わ
ば
一
連
の
事
務
処
理
過
程
に
お
け
る
要
素

と
し
て
の
個
々
の
作
業
に
つ
い
て
の
含
理
化
で
あ
り
、
作
業
の
迅
速
化
・
正
確
化
・

標
準
化
お
よ
び
人
件
費
そ
の
他
の
事
務
経
費
の
節
減
等
が
合
理
化
の
目
的
と
さ
れ
る
。

こ
の
事
務
作
業
遂
行
の
方
法
と
し
て
は
人
的
方
法
と
機
械
的
方
法
が
あ
る
。

　
（
二
）
　
事
務
手
続
と
は
連
続
し
て
い
る
事
務
作
業
の
こ
と
で
、
一
つ
又
は
二
つ
以

上
の
部
門
に
亙
っ
て
一
人
又
は
数
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
事
務
活
鋤

は
す
べ
て
事
務
手
続
を
単
位
と
し
て
遂
行
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
事
務
手
続
の
合
理

化
は
、
当
該
事
務
手
続
に
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
最
も
よ
く
果
た
し
5
る
よ
う
改
善
す

る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
は
当
該
事
務
手
続
に
お
け
る
事
務
の
流
れ
の
改
善
・
事
務
作

業
相
互
間
の
調
整
、
書
式
の
改
善
等
に
よ
っ
て
下
せ
ら
れ
る
。
事
務
手
続
は
、
そ
れ

が
経
営
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
－
事
務
手
続
相
互
聞
お
よ
び
生
産
部
門
に
至
る
ま
で

一
に
密
接
に
関
連
を
も
つ
こ
と
か
ら
当
該
事
務
手
続
の
合
理
化
は
、
経
営
の
全
機

構
と
の
関
連
に
お
い
て
取
上
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
た
が
っ
て
経
営
全
体
と
し
て

の
手
続
分
析
を
行
っ
た
後
、
分
析
結
果
に
基
い
て
は
じ
め
て
呉
体
的
な
手
続
改
善
に

着
手
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
フ
ロ
ー
・
チ
ャ
ー
ト
は
き
わ
め
て
右
回
に
利
用

さ
れ
る
。

　
（
三
）
　
事
務
制
度
と
は
、
会
計
制
度
、
生
産
管
理
制
度
等
特
定
の
目
的
に
し
’
た
が

っ
て
編
成
さ
れ
た
事
務
手
続
を
云
う
。
こ
れ
の
合
理
化
は
、
所
定
の
目
的
に
最
大
限

に
貢
献
す
る
よ
う
事
務
手
続
を
編
成
す
る
こ
と
、
お
よ
び
個
々
の
事
務
手
続
を
改
善

す
る
に
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
務
作
業
、
事
務
手
続
、
事
務
制
度
を
綜
合
的
に
合
理
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
事
務
の
合
理
化
は
も
っ
と
も
高
度
に
達
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
通
常

合
理
化
の
た
め
要
す
る
経
費
、
日
時
の
点
か
ら
事
務
活
動
遂
行
の
中
枢
的
役
割
を
果

た
す
事
務
手
続
分
析
を
徹
底
的
に
行
い
、
そ
れ
に
基
い
て
事
務
作
業
・
事
務
手
続
・

事
務
制
度
の
合
理
化
を
行
う
こ
と
が
最
良
の
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
八
十
九
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
八
月
八
日
）

久
保
田
鉄
工
株
式
會
杜
見
学

　
当
社
の
事
務
機
械
化
実
施
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
既
に
販

売
関
係
お
よ
び
売
掛
金
関
係
の
事
務
を
中
心
に
給
与
計
算
（
本
堂
関
係
）
等
を
I
B

M
式
機
械
に
よ
り
機
械
化
し
て
い
る
。
衆
知
の
如
く
当
社
の
製
品
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
し
か
も
そ
の
販
売
綱
は
広
範
か
つ
複
雑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
機
械
化
の
主
力
は

こ
の
販
売
関
係
の
事
務
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
し
た
売
掛
金
関
係
の
事
務
に
集
中
さ
れ

る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
当
社
に
お
い
て
は
か
x
る
事
務
領
域
に
対
し
き
わ

め
て
適
切
に
機
械
を
適
用
し
、
き
わ
め
て
短
寧
日
め
間
に
機
械
化
の
成
果
を
あ
げ
つ

瓦
あ
る
点
、
真
に
敬
服
す
べ
き
点
が
あ
る
。
た
攣
当
社
に
お
い
て
は
、
目
下
、
機
械

化
実
施
の
過
渡
期
に
あ
る
と
は
震
え
、
可
能
な
限
り
早
急
に
機
械
適
用
領
域
を
拡
大

し
、
機
械
化
の
効
果
を
更
に
広
範
囲
に
発
揮
せ
し
め
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
九
十
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
八
月
二
十
二
日
よ
り
二
十
四
日
ま
で
）

名
古
屋
地
匿
事
務
私
計
機
械
化
の

實
態
見
學

　
名
古
屋
地
区
は
I
B
M
、
レ
ミ
ン
ト
ン
・
ラ
ン
ド
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
膿
め
会
計
機
械

に
よ
る
事
務
機
械
化
が
少
数
で
は
あ
る
が
各
業
種
に
わ
た
っ
て
普
及
し
て
い
て
一
つ

の
中
心
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。
今
回
は
左
の
団
体
、
会
社
、
工
場
の
運
用
の
実
態

を
見
学
し
た
。
　
（
以
下
見
学
順
に
列
記
す
る
）

　
旧
本
陶
器
株
式
会
合
。
当
社
は
陶
磁
器
製
造
の
代
表
的
会
社
で
あ
り
、
大
正
時
代

企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

よ
り
す
で
に
I
B
M
会
計
機
を
導
入
し
て
お
り
、
民
間
企
業
に
お
け
る
事
務
機
械
化

の
弓
矢
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
当
杜
に
お
け
る
事
務
機
械
化
の
状
況
は
、
こ
の
よ
う
な
古
い
歴
史
と
と
も
に
参
考

と
す
る
点
が
多
々
あ
っ
た
が
、
特
に
多
品
種
に
わ
た
る
陶
磁
器
の
在
庫
管
理
を
機
械

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
、
販
売
の
業
務
遂
行
に
大
な
る
効
果
を
挙
げ
て
い
る
点

が
注
目
さ
れ
た
。
な
お
、
当
工
場
の
陶
器
製
造
過
程
を
見
学
す
る
と
共
に
、
当
業
界

の
発
展
過
程
、
内
外
市
場
事
情
等
興
味
あ
る
問
題
点
を
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
株
式
会
社
東
海
銀
行
。
当
杜
の
事
務
機
械
導
入
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
が
、

当
社
は
戦
後
他
行
と
の
合
併
に
さ
い
し
て
、
相
互
の
事
務
手
続
、
事
務
慣
習
等
の
相

異
に
基
く
種
々
の
問
題
を
生
じ
、
特
に
多
数
の
支
店
を
有
す
る
点
に
お
い
て
顕
著
で

あ
っ
た
が
、
I
B
M
会
計
機
導
入
に
よ
る
事
務
．
の
機
械
化
を
契
機
と
し
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
・
決
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
新
三
菱
重
工
株
式
会
陰
名
古
屋
製
作
所
。
当
所
は
同
巧
の
名
古
屋
地
区
に
分
散
し

て
い
る
数
工
場
の
事
務
処
理
を
集
中
し
て
行
い
、
そ
の
一
部
を
I
B
M
会
計
機
に
よ

っ
て
機
械
化
し
て
い
る
。
当
所
の
会
計
機
械
化
に
さ
い
し
て
は
事
務
の
種
類
、
性
質
、

仕
事
の
量
に
応
じ
て
こ
れ
が
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
に
よ
っ
て
処
理
し
得
る
範
囲
、

処
理
の
方
法
、
効
果
的
な
仕
事
の
組
み
合
せ
等
に
つ
い
て
詳
細
か
つ
総
合
的
な
検
討

が
行
わ
れ
、
ま
た
会
計
機
の
用
法
上
、
　
（
イ
）
マ
ス
タ
ー
・
カ
ー
ド
を
駆
使
し
て
手

穿
孔
の
換
作
を
極
力
排
除
す
る
と
共
に
諸
種
の
判
断
業
務
を
自
動
化
し
、
　
（
冒
）
原

資
料
の
多
面
的
な
利
用
を
広
範
囲
に
行
っ
て
機
械
化
．
の
効
率
を
高
め
る
等
、
穿
孔
カ

ー
ド
式
会
計
機
の
特
性
を
発
揮
せ
し
め
て
、
極
め
て
集
約
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た
。

特
に
会
計
の
機
械
化
に
は
諸
種
の
不
利
な
条
件
（
給
与
水
準
の
低
廉
、
機
械
を
総
て

輸
入
に
依
存
す
た
め
の
相
対
的
な
高
価
絡
等
）
の
下
に
あ
る
わ
が
国
に
お
い
て
当
所

の
機
械
化
の
状
況
は
、
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
の
用
注
め
あ
り
方
を
示
唆
す
る
も
の

と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
た
。
な
お
航
空
機
の
設
計
、
風
洞
実
験
の
計

算
分
析
の
た
め
に
I
B
M
、
C
p
G
（
。
僧
三
一
。
㎎
碧
玉
亀
8
ヨ
宅
§
）
電
子
計
算
機
」

が
発
註
さ
れ
、
近
々
入
荷
の
由
で
あ
る
。

　
株
式
会
社
大
隈
鉄
工
所
。
当
杜
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
三
一
号
会
計
機
、
二
千
号
分
類
統
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企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

計
機
を
使
用
し
て
い
る
が
、
特
に
二
千
号
分
類
統
計
機
を
有
効
、
適
切
に
工
程
管
理

に
導
入
し
て
機
械
化
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
現
状
を
見
学
し
た
。

　
名
古
屋
市
役
所
。
当
市
計
算
課
に
お
い
て
は
主
と
し
て
徴
税
事
務
に
I
B
M
式
会

計
機
械
を
使
用
し
て
い
る
。
徴
税
事
務
は
一
般
の
会
計
事
務
と
異
り
、
す
べ
て
対
外

的
に
関
連
を
有
す
る
事
務
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
三
半
年
間
に
集
中
す
る
の
で
そ

の
機
械
化
に
は
種
々
の
制
約
が
伴
う
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、
当
市
に
お
い
て

は
か
X
る
諸
問
題
に
適
切
に
対
処
し
、
（
た
と
え
は
徴
税
事
務
の
少
い
期
間
に
は
経
済

調
査
等
の
調
査
関
係
の
事
務
を
行
う
等
）
円
滑
な
る
徴
税
事
務
を
行
っ
て
お
り
、
か

遷
る
事
務
領
域
の
機
械
化
に
つ
い
て
興
昧
あ
る
問
題
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
瓦
で
は

関
係
法
規
が
機
械
化
の
発
展
を
制
約
し
て
い
る
点
が
特
に
考
慮
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
。

第
九
十
一
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
十
月
五
日
）

F
・
S
・
プ
レ
イ
著

「
會
計
學
試
論
集
」
に
つ
い
て

能

勢

信

子

　
F
・
S
・
プ
レ
イ
は
、
祉
会
会
計
論
の
立
場
か
ら
、
企
業
会
計
を
批
判
す
る
有
力

な
一
人
で
あ
り
、
彼
の
「
会
計
学
試
論
集
」
閃
。
霞
国
。
。
鶏
口
言
b
。
8
揖
二
轟
目
ぎ
。
還

は
、
　
「
所
得
の
測
定
」
日
ぴ
。
竃
。
器
霞
①
ヨ
。
巨
悪
団
岩
頃
日
以
来
、
企
業
所
得
測
定
の
問

題
に
対
し
て
行
っ
て
来
た
、
社
会
々
計
原
理
か
ら
す
る
批
判
の
展
開
以
外
に
、
社
会

会
計
形
式
に
よ
る
勘
定
設
計
の
理
論
の
、
企
業
会
計
へ
の
適
用
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
る
点
で
、
プ
レ
イ
の
理
論
体
系
に
於
て
、
一
つ
の
意
味
を
も
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
プ
レ
イ
の
設
定
し
た
勘
定
体
系
は
、
微
視
的
な
企
業
会
計
に
利
用
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
た
め
に
、
勘
定
内
部
の
項
目
－
i
計
算
範
疇
1
は
、
杜
会
会
計
勘

定
体
系
に
お
け
る
計
算
範
疇
よ
り
も
具
体
的
で
あ
り
、
か
つ
詳
細
に
細
分
し
て
は
い

る
が
、
勘
定
の
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
を
、
ケ
イ
ン
ズ
恒
等
式
に
仰
ぐ
点
で
、

柱
会
会
計
の
勘
定
設
計
原
理
と
規
を
一
に
し
て
い
、
表
示
す
る
「
貸
借
対
照
表
」
は
、

作
成
、
評
価
原
理
に
於
て
、
社
会
会
計
の
各
勘
定
と
全
く
同
一
で
あ
る
。
所
で
、
杜

会
会
計
の
対
象
と
、
企
業
会
計
の
対
象
は
、
一
方
は
巨
視
的
、
他
は
微
視
的
と
い
う

基
本
的
な
相
異
が
あ
り
、
全
体
と
し
て
の
経
済
の
報
告
の
た
め
に
、
ケ
イ
ン
ズ
数
学

方
程
式
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
蔓
立
会
計
勘
定
体
系
は
、
直
ち
に
、
企
業
会
計
に
も
、

祉
会
会
計
と
同
様
の
実
践
的
意
義
を
齎
す
も
の
と
は
必
ず
し
も
考
え
難
い
。
附
加
価

値
の
生
産
、
投
入
連
関
を
表
示
す
る
生
産
勘
定
の
如
き
は
、
企
業
会
計
に
直
ち
に
利

用
し
う
る
勘
定
で
あ
る
が
、
他
方
、
滞
留
勘
定
の
如
き
は
、
社
会
会
計
の
場
合
、
そ

れ
が
投
資
貯
蓄
の
測
定
の
、
全
体
と
し
て
の
経
済
機
燈
…
に
果
す
意
義
程
、
基
本
的
に

重
要
な
勘
定
で
あ
る
と
は
考
え
難
い
。
祉
会
会
計
の
勘
定
設
計
原
理
の
、
企
業
会
計

に
対
す
る
全
面
的
適
用
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
追
跡
す
べ
き
問
題
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。第

九
十
二
回
研
究
会
（
昭
称
凱
十
年
十
月
十
九
日
）

事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化

難
　
波
　
恒
　
治
　
郎

　
事
務
の
合
理
化
を
目
論
む
場
合
、
常
に
事
務
の
機
械
化
が
考
慮
さ
れ
る
。
本
報
告

で
は
事
務
合
理
化
に
対
し
事
務
の
機
械
化
が
い
か
に
貢
献
し
、
か
つ
事
務
合
理
化
の

程
度
に
応
じ
如
何
な
る
事
務
機
械
の
機
種
が
撰
択
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
論
及
し

た
。
　
（
拙
稿
、
事
務
の
合
理
化
と
事
務
の
機
械
化
、
企
業
経
営
年
報
W
、
神
戸
大
学

経
済
経
営
研
究
所
、
昭
三
十
）

一　176　一



第
九
十
三
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
十
月
二
十
八
日
）

記
帖
式
會
計
機
の
適
用
方
法
に
つ
い
て

難
　
波
　
恒
　
治
　
郎

　
事
務
の
機
械
化
に
お
い
て
記
帖
式
会
計
機
を
採
用
す
る
場
合
、
そ
れ
を
い
か
な
る

事
務
領
域
に
適
用
す
べ
き
か
い
か
な
る
方
法
で
適
用
す
べ
き
か
、
と
云
う
問
題
は
、

き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
報
告
で
は
馬
こ
の
記
鮪
式
会
計
機
の
適

用
方
法
を
具
体
的
に
説
明
し
、
併
せ
て
そ
の
適
用
領
域
を
考
察
し
た
。
　
（
拙
稿
　
記

帖
式
会
計
機
の
機
構
と
適
用
方
法
　
会
計
機
械
化
研
究
　
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究

所
　
昭
三
＋
）

第
九
十
四
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
十
月
三
十
一
日
）

経
管
分
析
に
封
ず
る
冠
會
會
計
的
接
近
法

　
　
一
F
・
S
・
プ
レ
イ
の
所
論
を
中
心
と
し
て

能

勢

信

子

　
司
。
弩
国
。
・
鴇
岩
営
跨
8
0
§
嵩
昌
σ
q
目
財
①
。
蔓
で
展
開
せ
ら
れ
た
、
社
会
会
計
の
勘
定
形

式
を
、
企
業
会
計
に
適
用
せ
し
め
る
プ
レ
イ
会
計
学
の
傾
向
は
、
近
作
、
O
管
帥
巨
。

b
。
8
ロ
巨
貯
σ
Q
．
に
於
て
も
一
貫
し
て
い
る
。
　
”
∪
着
田
三
。
跨
。
8
ロ
三
ぎ
α
q
、
は
、
　
明
。
嘆

国
・
・
の
曙
ω
で
述
べ
ら
れ
た
社
会
会
計
原
理
に
よ
る
基
本
的
勘
定
体
系
か
ら
、
変
動
勘
定

を
構
成
し
、
此
の
変
動
勘
定
を
分
析
手
段
と
し
て
、
経
営
活
動
の
趨
勢
を
分
析
す
る

こ
と
を
意
図
し
た
論
文
で
あ
り
、
祉
会
会
計
的
接
近
法
の
一
つ
の
応
用
と
考
え
ら
れ

る
。
変
動
勘
定
は
、
基
本
的
勘
定
体
系
申
、
と
く
に
生
産
勘
定
、
滞
留
勘
定
を
原
形

と
し
て
作
ら
れ
る
。
生
産
変
動
勘
定
は
、
期
間
別
に
、
フ
資
ウ
の
変
化
を
捉
え
る
勘

定
で
あ
っ
て
、
期
聞
別
に
生
産
・
投
入
構
造
を
表
示
す
る
。
投
入
構
造
は
、
先
づ
変

　
　
　
企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

動
的
費
用
と
固
定
的
費
用
に
大
別
さ
れ
、
更
に
労
働
用
役
、
財
貨
購
入
、
外
部
用
役

等
分
析
用
的
に
応
じ
て
詳
細
に
分
類
せ
ら
れ
る
。

　
生
産
変
動
勘
定
が
、
フ
戸
ウ
の
面
で
、
企
業
経
営
分
析
に
寄
与
す
る
事
を
目
標
と

す
る
に
比
し
、
資
本
変
動
勘
定
は
、
ス
ト
ッ
ク
の
面
で
、
経
営
分
析
に
資
す
る
も
の

で
あ
る
。
之
は
、
滞
留
勘
定
を
、
資
産
の
性
格
に
従
っ
て
細
分
し
、
連
続
期
間
中
の

個
々
の
ス
ト
ッ
ク
の
変
化
を
記
録
表
示
す
る
勘
定
で
あ
る
。
企
業
会
計
に
お
け
る
杜

会
会
計
形
式
の
利
用
ば
、
多
方
面
に
亘
る
が
、
プ
レ
イ
の
変
動
分
析
は
、
経
営
分
析

に
一
つ
の
適
用
領
域
を
拡
げ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。

第
九
十
五
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
十
一
月
七
日
）

電
子
式
三
三
機
械
の
特
性
と
構
成

木

谷

秀

一、

d
子
計
算
機
の
沿
革

二
、
電
子
会
計
機
の
特
性

三
ヤ
電
子
会
計
機
の
構
成

四
、
二
進
法
に
つ
い
て

五
、
機
械
発
達
の
現
状

　
（
木
谷
稿
　
電
子
式
会
計
機
械
の
特
性
と
構
成
会
計
機
械
化
研
究

　
化
叢
書
第
二
集
参
照
）

第
九
十
六
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
十
一
月
十
四
日
）

各
種
會
計
機
械
の
適
用
領
域
に
つ
い
て

雄
経
営
機
械

難
　
波
　
恒
　
治
　
郎

会
計
機
械
と
は
会
計
事
務
処
理
を
対
象
と
し
て
考
案
作
製
さ
れ
た
機
械
を
云
う
。
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企
業
経
営
科
定
例
研
究
会

こ
x
で
は
記
帳
式
会
計
機
、
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
に
つ
い
て
．
考
察
し
た
。
こ
の
両

者
は
い
つ
れ
も
会
計
機
で
あ
り
そ
の
適
用
領
域
に
つ
い
て
競
合
す
る
処
が
多
い
が
、

こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
的
特
徴
か
ら
特
に
記
帳
式
会
計
機
は
比
較
的
事
務
量
の
少
い

企
業
に
も
適
用
し
う
る
こ
と
、
お
よ
び
顧
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
強
化
、
経
嘗
の
対
外
的

取
引
の
管
理
の
強
化
か
ら
、
取
引
発
生
の
都
度
記
帳
を
要
す
る
事
務
領
域
に
対
し
て

卓
越
し
た
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
は
大

量
の
事
務
を
綜
合
的
に
機
械
化
す
る
こ
と
か
ら
、
事
務
量
の
大
な
る
企
業
に
適
用
さ

れ
、
か
つ
穿
孔
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
点
か
ら
同
一
．
原
資
料
を
き
わ
め
て
多
面
的
に
使

用
出
来
る
こ
と
か
ら
、
会
計
事
務
の
殆
ん
ど
全
領
域
を
綜
合
的
に
機
械
化
し
う
る
こ

と
に
そ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
個
々
の
適
用
領
域
に
つ
い
て
の
記
書
式
会
計
機
、
穿

孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
の
比
較
検
討
の
問
題
に
つ
い
て
は
こ
＼
で
は
省
略
す
る
。

第
九
十
七
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
十
一
月
二
十
五
日
目

デ
イ
ヴ
ィ
ス
「
生
産
性
會
計
」
に
つ
い
て

上

村

久

雄

　
ペ
ソ
シ
ル
ヴ
ェ
ン
ア
山
人
学
の
S
・
H
デ
f
ヴ
｛
ス
氏
の
最
近
薯
【
℃
門
。
飢
澤
⇔
瓢
謡
璽

b
。
8
暮
鼠
晶
”
H
ゆ
誤
・
に
つ
き
、
そ
の
所
説
の
要
冒
並
び
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
．
若
干
の

感
想
を
述
べ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
報
告
。

　
ま
ず
デ
f
ヴ
f
ス
が
労
働
生
産
性
を
批
判
し
労
働
の
み
な
ら
ず
凡
ゆ
る
生
産
要
素

を
イ
y
プ
ッ
ト
と
し
て
計
上
し
、
こ
れ
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
を
対
比
す
る
の
で
な
け

れ
ば
、
正
し
い
野
壷
の
生
産
性
の
測
定
は
で
き
な
い
と
す
る
所
以
を
考
察
。
而
し
て
、

そ
の
結
果
生
産
性
を
物
量
的
に
で
は
な
く
貨
幣
価
値
単
位
（
金
額
）
で
測
定
せ
ね
ば
、

な
ら
な
い
こ
と
、
貨
幣
価
値
単
位
で
生
産
性
を
測
定
せ
ん
と
す
る
こ
と
か
ら
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
、
イ
ン
プ
ッ
ト
の
一
定
基
準
価
格
で
の
再
評
価
を
必
要
と
す
る
こ
と
，
そ
の

場
合
の
再
評
価
の
方
法
、
そ
し
て
又
斯
る
「
生
産
性
会
計
」
の
会
計
と
し
て
の
意
昧

等
に
言
及
。
な
ほ
、
こ
の
報
告
要
旨
は
本
紙
∵
本
号
に
所
収
。

第
九
十
八
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
十
一
月
三
十
日
）

事
務
の
機
械
化
と
経
管
組
織

米

花

稔

　
事
務
の
高
度
の
機
械
化
に
限
定
し
て
、
わ
が
国
企
業
経
営
に
お
け
る
適
用
の
あ
り

方
を
考
え
る
に
、
経
営
に
お
け
る
管
理
的
業
務
を
主
体
と
し
つ
つ
、
機
械
の
集
約
的

利
用
を
は
か
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
機
械
部
門
は

管
理
的
業
務
と
共
に
，
多
少
共
業
務
的
事
務
の
機
械
化
を
も
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
、
又
管
理
的
事
務
の
内
で
も
、
現
場
の
ラ
イ
ン
に
お
け
る
直
接
の
経
営
活
動
の

管
理
資
料
作
成
も
必
要
な
れ
ば
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
必
要
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
部
門

に
お
け
る
業
務
も
担
当
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て
　
組
織
上
の
混
乱

が
梢
も
す
れ
ば
生
ず
る
こ
と
と
な
り
、
又
こ
の
こ
と
の
故
に
、
機
械
導
入
後
の
円
滑

な
る
運
行
と
効
果
の
発
揮
を
阻
害
し
て
い
る
場
合
も
少
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
場
合

と
異
る
問
題
点
と
し
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
事
務
機
械
化
の
実
態
を
、
企
業
経
営

に
限
っ
て
、
そ
の
担
当
部
門
の
組
織
上
の
地
位
並
び
に
担
当
業
務
を
中
心
に
み
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
事
務
の
機
械
化
と
経
営
組
織
の
関
連
を
考
察
し
た
の
で
あ
る
。

　
経
営
規
模
の
拡
大
、
或
は
経
営
の
地
域
的
分
化
の
程
度
等
に
よ
っ
て
、
多
少
共
右

の
如
き
混
乱
を
排
除
す
る
条
件
を
有
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
経
営
の
業
態
と
の
関
連

的
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
又
前
述
の
如
き
混
乱
に
際
し
て
も
、
機
械
化
の
為
に
、
必

要
以
上
に
経
営
の
必
要
と
す
る
他
の
諸
条
件
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
却
っ

て
逆
効
果
を
も
た
ら
さ
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
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第
九
十
九
回
研
究
会
（
昭
和
三
十
年
十
二
月
五
日
）

第
一
工
業
製
藥
株
式
會
肚
見
學

　
当
社
は
関
西
に
お
い
て
R
・
R
式
穿
孔
カ
ー
ド
式
会
計
機
械
を
、
採
用
す
る
唯
一
の

会
社
で
あ
る
。
当
社
に
お
い
て
は
主
と
し
て
経
理
事
務
の
機
械
化
を
計
り
、
現
在
着

々
機
械
化
の
適
用
領
域
を
拡
大
し
つ
X
あ
る
。
現
在
の
処
、
機
械
に
よ
る
事
務
処
理

量
の
大
半
は
販
売
関
係
の
事
務
で
あ
る
が
特
に
カ
ー
ド
の
設
計
に
お
い
て
、
特
定
の

カ
ー
ド
欄
は
各
種
の
カ
ー
ド
に
つ
い
て
共
通
と
し
、
機
械
操
作
を
き
わ
め
て
容
易
な

ら
し
め
て
い
る
点
、
特
に
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

渡米

執
筆
者
紹
介
（
執
筆
者
）

邊花

進
－
－
教
授
・
経
営
経
理
部
門

稔
…
…
教
授
・
企
業
経
営
部
門

能
勢
信
子
…
…
助
手
・
経
営
経
理
部
門

木
　
　
谷
　
　
秀
　
　
雄
・
・
：
技
官
・
企
業
経
営
部
門

一179一

井
　
　
上
　
　
忠
　
　
勝
…
－
助
教
授
・
企
業
経
営
部
門

上
村
久
雄
…
－
助
手
・
経
営
経
理
部
門

難
波
恒
治
郎
…
－
助
手
・
企
業
経
営
部
門

～

企
業
経
営
科
定
例
研
究
会



會
祉
経
理
專
門
委
員
白

日
二
十
四
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
九
年
十
．
月
二
十
六
日
）

棚
卸
資
産
原
町
配
分
方
法
選
定
の
基
準

渡

邊

進

　
棚
卸
資
産
原
価
配
分
の
方
法
と
し
て
通
常
先
入
先
出
法
・
平
均
法
・
後
入
先
出
法

の
三
方
法
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
何
れ
の
方
法
が
用
い
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
期

間
損
益
は
異
な
る
も
の
と
な
る
。
そ
の
何
れ
の
方
法
が
選
定
さ
る
べ
き
か
に
つ
い
て

は
、
一
般
に
、
逸
聞
所
得
を
最
も
明
瞭
に
反
映
す
る
こ
と
の
で
き
る
方
法
が
選
定
せ

ら
る
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
併
し
乍
ら
、
如
何
な
る
条
件
の
下
に
お
い
て
、
如

何
な
る
方
法
が
所
得
を
最
も
明
瞭
に
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
か
に
関
し
て
、

何
等
か
の
具
体
的
な
基
準
が
設
定
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
個
々
の
企
業
に
適
用
し

て
如
何
な
る
方
法
が
最
も
明
瞭
に
所
得
を
反
映
す
る
こ
と
と
な
る
か
を
判
定
す
る
こ

と
は
で
ぎ
な
い
。

　
こ
の
意
昧
の
具
体
的
な
基
準
と
し
て
論
者
に
よ
り
各
種
の
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
（
｝
）
　
棚
卸
資
産
の
回
転
率
が
大
な
る
企
業
で
は
先
入
先
出
法
が
適
当
し
、
回
転

率
の
小
な
る
企
業
で
は
後
入
先
出
法
が
適
当
す
る
も
の
と
す
る
説

　
（
二
）
　
常
時
大
量
の
棚
卸
資
産
を
保
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
企
業
に
は
後

人
先
出
法
が
適
当
し
、
然
ら
ざ
る
企
業
に
は
先
人
先
出
法
が
適
当
す
る
も
の
と
す
る

説　
（
三
）
　
棚
卸
資
産
の
売
価
が
原
価
の
変
動
を
反
映
す
る
が
如
き
企
業
で
は
後
入
先

出
法
が
適
当
し
、
売
価
が
再
生
産
費
の
変
化
に
よ
っ
て
速
か
に
影
響
さ
れ
な
い
よ
う

な
企
業
で
は
先
入
先
出
法
が
適
当
す
る
も
の
と
す
る
説

　
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
説
は
す
べ
て
誤
っ
て
い
る
。
当
該
産
業
の
保
有
す

べ
き
棚
卸
資
産
の
多
寡
、
回
転
速
度
、
原
価
と
売
価
の
対
応
関
係
は
、
す
べ
て
棚
卸

資
産
原
価
配
分
方
法
選
定
の
た
め
の
理
論
的
な
基
準
と
す
る
に
不
適
当
で
あ
る
。
選

定
基
進
・
は
こ
れ
を
他
の
点
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
そ
れ
は
先
入
先
出

法
と
後
入
先
出
法
と
が
異
な
る
所
得
概
念
に
立
脚
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識

に
出
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
入
先
出
法
は
先
入
先
出
法
と
は
異
な
り
、
リ
ア
ル
な

意
昧
の
所
得
を
測
定
せ
ん
と
す
る
方
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
両
者
を
同
一
平
面
に

お
い
て
論
じ
て
、
何
れ
が
所
得
を
最
も
明
瞭
に
反
映
す
る
か
を
探
究
す
る
こ
と
か
ら

は
正
し
い
結
論
は
で
て
こ
な
い
。

第
二
十
四
回
研
究
会
（
昭
和
二
十
九
年
十
一
月
二
十
六
日
目

債
格
攣
動
と
財
務
諸
表
分
析

増

心

構

　
価
格
変
動
期
に
あ
っ
て
は
投
資
分
析
に
お
い
て
最
も
肝
要
な
分
析
資
料
た
る
財
務

諸
表
の
数
値
か
ら
投
資
判
断
に
必
要
な
企
業
の
収
益
力
指
標
を
的
確
に
把
握
し
が
た
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い
。
何
故
な
ら
ば
、
従
来
、
企
業
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
き
た
っ
た
財
務
諸
表
の
数
値

は
貨
幣
価
値
の
安
定
を
前
提
と
し
て
構
想
さ
れ
て
き
た
会
計
方
法
に
よ
る
計
算
の
結

果
で
あ
り
、
そ
の
儘
で
は
、
貨
幣
価
値
変
動
時
に
お
け
る
企
業
の
実
体
的
な
収
益
力

を
判
断
す
る
直
接
的
な
資
料
と
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
の
財

務
諸
表
の
数
値
か
ら
価
格
変
動
に
よ
る
影
響
の
程
度
を
除
去
す
る
具
体
的
な
数
値
修

正
方
法
の
設
定
が
焦
眉
の
急
と
な
る
。
本
報
告
は
か
x
る
問
題
へ
接
近
す
る
た
め
の

畦
つ
の
試
み
で
あ
る
。

　
本
報
告
に
お
い
て
は
、
問
題
考
察
の
手
掛
り
と
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
ー
マ
ク
マ
レ
ソ
の

提
唱
す
る
修
正
方
法
（
即
型
内
Φ
窪
Φ
身
恥
践
ω
・
嘱
・
竃
。
竃
色
Φ
タ
国
富
毫
芭
い
紳
讐
。
ヨ
Φ
・

謬
r
閃
自
β
》
慧
ぐ
・
・
冨
嘗
山
剛
昌
9
考
話
訂
ま
登
H
ゆ
認
に
お
け
る
）
を
検
討
し
た
。
し
か

し
、
彼
ら
の
提
唱
す
る
修
正
方
法
は
敢
く
ま
で
緩
漫
且
つ
微
弱
な
価
格
騰
貴
を
示
す

ア
メ
リ
カ
的
な
地
盤
の
上
で
考
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し
も
、
急
激
且
つ
大

幅
な
価
格
騰
貴
を
蒙
っ
た
戦
後
の
わ
が
国
に
お
い
て
は
妥
当
し
な
い
。
殊
に
、
固
定

資
産
の
再
評
価
が
第
一
、
第
二
、
第
三
次
と
重
畳
的
に
且
つ
小
刻
み
に
、
し
が
も
、

企
業
の
任
意
裁
量
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
わ
が
国
で
は
、
価
格
変
動
の
影
響
を
一
律
的

に
除
去
す
る
数
値
修
正
が
甚
だ
面
倒
と
な
る
。
本
報
告
で
は
右
の
ケ
ネ
デ
ィ
ー
ー
マ
ク

マ
レ
ソ
に
よ
る
修
正
方
法
を
こ
れ
ま
で
貨
幣
価
値
変
動
会
計
金
上
で
論
議
さ
れ
て
き

た
主
要
な
問
題
点
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
と
x
も
に
、
そ
の
主
裁
的
な
適
用

形
態
を
考
え
て
み
だ
。
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RES．u．盟E
A　Study　of　the　Base－Stock　Method

　　Thc　Lifo　method　which　has　made　possible　to．a　great　extent　“　the　charging　of　current

costs　against　current　revenues　”　in　spite　of　the　limitations　placed　by　the　cost　basis，　is

an　inventory　pricing　method　that　has　developed　in　the　United　States．　lt　is　founded

on　the　same　income　concept　as　the　base－stock　method，　and　it　is　indeed　a　development

of　the　base－stock　method．　Here　we　are　concerned　with　a　study　of　the　base－stock

method　from　which　the　Lifo　method　has　developed，　with　special　reference　to　theoretical

differences　between　the　two．

　　The　base－stock　or　normal－stock　method　was　introduced　into　the　United　States　from

England　in　the　early　1900’s　and　was　first　adopted　in　a　certain　number　of　“　inventory

industries　”．　Among　the　early　research　materials　on　the　base－stock　method，　however，

we　have　had　access　only　to　H．　T．　Warshow，　The　Normal　Stock　Method　of　lnventory

Valuation，　1922　；　H．　T．　Warshow，　lnventory　Valuation　and　the　Business　Cycle，　1924　；

T．　H．　Sanders，　Some　Variations　in　lnventory　Valuations，　1926　；　Louis　G．　Peloubet，

Base－Stock　lnventories　and　others，　to　which　some　literature　was　added　in　the　1930’s．

As・seen　in　their　articles，　these　exponents　of　the　base－stock　method　do　not　necessarily

agree，　except　in　the　basic　idea　of　identifying　a　certain　quantity　of　inventories　with　a

kind　of　fixed　assets．　The　base－stock　method　really　makes　it　possible　to　charge　current

replacement　costs　against　revenues　by　identifying　a　normal　stock　of　inventory　with

fixed　assets　or　capital　assetg．　The　va｝｝dity　of　the　base－stock　method　must　be　tested　by

the　soundness　of　that　assumption．　The　assumption　is　acceptable　from　the　viewpoint

of　the　English　double－accognt　system　with　its　own　concept　of　capital　asSets．　The　base－

stock　method　shares　the　c6ncept　of　capital　assets　with　the　doub1e－account　system，　and

is　indeed　an　extension　of　the　latter　in　a　sense．　The　natural　consequence　is　that　these

methods　have　an　income　concept　different　from　that　of　the　Fifo　method．

　　Like　the　base－stock　method，　the　Lifo　method　has　for　・its　object　the　matching　of

current　costs　against　current　revenues，　and　tries　to　achieve　this　object　by　the　assump・一

tion　of　the　flow　of　cost．　Here　the　assumption　that　the　normal　or　base　stock　is　to　be

identified　with　fixed　assets　is　no　longer　necessary，　for　the　first　consideration　in　the

allocation　of　inventory　costs　is　the　matchi．ng　of　costs　against　revenues．

　　The　Lifo　method　has　thus　easily　solved　the　question　how　to　determine　the　normal

stock　qunatity　in　a　rational　（or　convincing）　way，　but，　on　the　other　hand，　the　method

has　to　labor　under　this　defect　in　cases　of　liquidation：that　it　has　to　charge　the　deficit

at　the　book　value　instead　of　at　the　current　price．

　　The　Lifo　method　and　the　base－stock　method　are　methods　intended　to　figure　out　an

income　in　the　real　sense　of　the　term．　They　have　an　income　concept　distinct　from　that

of　the　Fifo　method．　Hence　it　follows　that　it“is　an　error　to　discuss　the　applicability　of

the　Lifo　or　base－stock　method　in　terms　of　kinds　of　industries．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s勿s勿粥θWatanabe

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professar　of　Aeconnting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Staffル勧zう〃of　the　ReseaPtch　lnstitute

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kche　Universily
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Logic　of　Spatial　Diversification

　　　　in　an　lndustrial　Firm

　　About　Japanese　lndustries

　　In　a　small　firm，　one　man　or　a　few　men　have・　to　supervise　and　control　all　and

numerous　different　functions，　such　as　financing，　purchasing，　manufacturing，　selling，

etc．　When　the　firm　develops　to　a　larger　size，　these　functions　have　to　be　divided　and

controlled　by　many．　The　division　of　these　functions　are　often　accompanied　by　the

spatial　di’versification　of　the　firm．　Most　present　larger　industrial　firms　have　the

principal　oMce　in　one　placc，　and　several　selling　divisions　or　warehouses　in　other　places，

and　have　many　plants　in　different　regions．　These　spatial　diversifications，　or　geogra－

phical　dispersions　of　one　firm，　are　different　from　the　division　of　functions，　but　both

have，　more　or　less　really，　some　common　．related　problems．

　　In　this　article，　the　’writer　tried　to　compare　the　Japanese　larger　firms　to　the　American

larger　firms　in　the　spatial　diversification，　and　to　clarify　the　general　and　special　features

of　t．he　larger　firms　of　both　cduntries；and　then　to　study　these　relations　in　co皿cctioh

with　the　organization　problems　in　the　firm．　As　is　tabulated　in　thib　article　in　Japanese，

there　are　only　about　10　firms　which　have　20　or　more　plants，　in　our　country，　while，　in

the　U．　S．　A．，　there　are　50　or　more　firms　with　20　or　more　plants，　some　of　which　have　100

0r　more．　ln　Japanese　industries，　such　multi－plant　firms　are　chiefly　formd　in　textile，

food，　and　electric　engineering　industries，　and　in　the　U．　S．　A．　found　in　most　industries．

This　seems　to　be　due　to　the　differences　of　the　size　of　the　firms　and　the　specialities　of

location　problems　in　both　countries．　But　these　differences　have　not　only　the　quantita－

tive　problems，　but　also，　qualitative．　Both　firms　are　confronted　with　the　specialized

problems　in　Business　Administration．

　　The　American　representative　fir’ms　have　grown　not　only　by　virtue　of　the　technical

and　managerial　development，　but　they　have　also　integrated　many　enterprises　to

assume　larger　sizes　for　financial　reasons；the　latter　facter　brings　the　firms　to　a　larger

size　than　the　former．　On　the　contrary，　our　representative　firms　have　far　less　integrati－

on　than　the　American　firms．　lt　is　very　interesting　to　study，　how　the　specialities　of

these　diversifications　in　a　firm　are　related　to　the　organization　and　business　procedure

problems．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Minom　Beilea

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professer　of　Plant　Location

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobeこ乃6ivθrsity

Social　Aocounting　and　The　Theory　of　Aooounting　Design

　　In　recent　Social　Accoun．ting　theory，　the　interest　is　fixed　on　two　problems　in　relation

to　the　traditional　accounting　theory　；　i．　e．　application　of　social　accounting　design　to

the　business　accounting，　and　critique　of　the　principle　of　income　measurement．

一・@2　一・



The　ana加is　in亡hls　papeろwould　be　li斑iεα1εo　tke伽t～h㎝a　in　Braプs　works・

The　theory　of　accounting　design　by　Bray　haマ。　been　developed　in　his　most　recent

works　since　his‘‘Four　Essays　in　the　accounting　theory．，，　His　principlc　of　accounting

design　is　fbunded　on　the　Keyncsian　Identities　and　the　concepts　of　economic　income　and

wealth　as　Social　Accounting．　In　his　system，　the　accounts　consist　of　operating　a／c，　inco－

me　a／c，　appropriating　a／c，　resting　a／c　and　ballance－sheet，　This　systeln　of　accounts，

f（）unded　on‘‘added　value　concepts，，　and　the　principle　of‘‘real　activity　in　terms　of

money”，　may　be　instructive　to　the　present　business　accounting　and　business　rescarch．

　　But，　in　business　accounting，　the　function　of　resting　a／c　is　not　so　important　as　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むSocial　Accounting，　and，　the　items　in　the　Opcrating　a／c　are　too　simple　to　be　a　tool．of

production　analysis．

　　So，　there　are　yet　some　questionable　points　in　Bray’s　accounting　design．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酌わ％ゐONose

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Research！1∬istant勿¢Aeqonnting　Section，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酌わθσ％勿θ欝づ砂
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